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新約聖書 飜譯 の企圖 

植 村お 生 は 豫て樂 書 改譯の 必要 を唱 へて をら れ たが、 治 三十.^ 年頃 小 崎、 内 村、 柏=^^§氏とぬ 

議の 上，^.」 之 をお； 仃 する 事に なり、 柏 井 氏 草案の 執筆に 常り、 植村、 小^、 内 村、 ：-tr か 之 を 批^ 

し、 訂. ル すると いふ 譯で あつたが、 先づ ョ ハ ネ傳 より 着手し、 同書 だけ も譯 了し な いうちに、 或 率 

情で 此の 計 畫を屮 止しなければ ならない や-つに なつ た 事 は 誠に 残念であった。 个：^^に揭 ぐる もの 

は、 柏 it 氏の 原稿に 氏 自身の 訂正と 楠 村 先生の 訂. 止 (細字 を 以てせる もの) と を 加へ た 一 紙片で あ 

つて、 St 書鑭譯 h 魔 史的 記念の 一 つと もい ふべき もので あらう。 

基督 敎叢 «1 出版に 關 して 

或 時 先生 S 御宅に 集って 此 事に 關 する 相談 會を 開いた 時、 いろく 先生の 御 話が あつたが、 今で 

も 私が ハ ッ キリと 憶えて ゐ るの は、 先生が 一 今 H 本で 醫學 博士の 論文 を 書く ほに は、 n 木 語で 出来 

て&る 書物 だけ を讀 めば 充へ 刀で あると 其 道の 入 はいって ゐる。 我が 基督 敎會に 於ても、 もっと 整う 

た祌 の 書物が 出来なければ ならぬ 一 とい はれて 太に 私共 を激勵 せられた 事で ある。 今 玆に揭 げた 

寫眞は 其 時に 先 屯 自ら 筆 を 執て、 其の 著述と 主任者との 八刀擔 を 書 き 留 めら れた 其の 筆蹟であって、 

其の^ 者た るべ かリし 先&を 始め、 人 谷、 柏 井、 E 屮 S 諸氏 今 は ij« 他界の 人で ある 事 を 思へば、 誠 

に感慨無！！！^ で あ る 。(出 添) 
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基督と 其の 事業 

耶穌 基督 を 誰と かなす。 これ 人類の 避く る こと 能 はざる 問題な り。 基督 敎を担 絶し、 若しくは 其 

の 教義の 一部分の み を拔用 せんとす る 輩 は、 彼等の 態度に 向 ひて 永遠の 抗議 を 提出し、 彼等が 取り 

たる 地位の 不當 なる を反證 して 止まざる 耶穌 基督の 言 說 及び 人格 を、 其の ま， -に 放任して 心 を 安ん 

する こと 能 はざる なり。 大敵 を 目前に 置きながら 枕 を 高う する を 得ざる に 同じ。 故に 基督 敎を担 絶 

する もの は、 其の 創立者 を 押し 降して 全く 人 ii の ものたら しめ、 甚 しき は 其の 史的 實 在 を も 暗黑裡 

に 葬らん と 試む。 基督教 を 信す ると 唱 へて、 僅に 其の 敎義 及び 倫理の 一 部分 を 採用せ る もの は、 さ 

すが に 共の 半 信 的 態度に 寢覺惡 しく や あり けん。 基督の 言 說 を附會 し、 强 いて 其の 人格 を說 き柔ら 

げ、 之 をして 自己の 意兑と 調和せ しめ ざれば 止む さ 能 はざる なり。 事情 旣に斯 くの 若くな は、 彼 

等が 或は 祌舉を 忌み、 敎 理を輕 蔑す と 公一 一目す るに も拘ら す、 自ら 破壞的 神擧論 を呼號 する を怪 ます。 

基督 を 信す る 者 も、 敵中に 在りて 常に 警戒 を 怠る こと 能 はざる を自覺 し、 其の 信仰と 理性と をし 

て 永久 分立せ しむべ からざる を 感じ、 旣に耶 穌を宗 とし 之に 神事 すれば、 進んで 此の 資驗 を說明 

基督 と其 の 事業  1 


基 g と 其の 事業  二 

し、 其の 根據 を撿定 し、 其の 理由 を理會 せんと 欲する に 至る を當 然とす。 對觀 福音書より 約 翰傳と 

なり、 はた パゥ。 の祌攀 となる は 自然 展開の 順序な り。 

日本に 於ても 基督 論大に 起り 來 りぬ。 獨 逸の 極端なる 自由 神擊 及び 米 國のュ -I テリアン 主義 は、 

疾 くより 其の 代表者 を 日本に 有せり。 彼等 は 自己の 基督 敎を 唱道して 止ます。 此等ニ 派に 嵐せ ざる 

も、 類似の 意見 を懷 抱す る 者 少なから ざるべし。 毎週 新 誌 記者の 言に よれば、 組合 敎會 は旣に 基督 

學 上の 謹 見に 襲擊 せられた りと 見 ゆ。 其の 有力者の 信念 基督 敎 の 本 33 に 遠ざかれる もの 多き は、 蓋し 

隱れ もな き事實 なるべし。 組合 敎會 のみなら す、 基督に 關 する 信念 暖味 にして、 無論 之に 含蓄 せら 

れ た る 意義 及び 結 に 就きて は 明白なる 思想 を 有する ことなく、 從 つて 非 基督 敎 主義の 神 擧說如 何 

に跋屋 する も 之 を 憂 ふるの 心なく、 福音の 板 本日に 腐蝕し 去らん とする にも 懸念せ す、 漫然 基督の 

人物 を稱黉 し、 頻りに 慈善事業 を唱 へ、 其の 道に 入る に 多くの 疑 題 を 解く の 必要な く、 たと ひ 之 を 

信じたり とも、 從 前の 思想 習 憤に 激變 を與 ふるの 氣遣ひ 多から ざる 基督 敎を說 く 者何ぞ それ 多き 

や。 兑 渡す ところ 所謂 抗議 的 基督 敎會は 何れも 此の 如き 狀況 なる を 免 かれす。 正統派 を 以て 任す る 

敎會 の傳道 者に して、 其の實 ュ 一 1 テリアン 主義に 心 を 寄す る もの も あるべく、 況ゃ 基督の 神格に つ 

きて 大膽 なる 信念な きもの、 案外に 多數 なるべし。 內 外の 事情 此の 如し。 耶穌 基督 は 誰な り やて ふ 

問題 を 提出して 之 を 討論し、 之 を 研究す るの 必要 まことに 切迫せ りと 謂 はざる ベから す。 着實 なる 

傳道 者が 其の 單 純なる 福音 を 宜傳 し、 能事 此に 了れ りと 爲 して 感謝し つ 、ある 間に、 萬 有 神 敎的基 


督敎は 敎會の 生命 を涧渴 せしめつ」 あり。 罪惡 を輕ん じ、 十字架の 眞義を 忘却せ る 一 種の 福音 は、 

靈 性の 根本 をお めつ. - あり。 彼等が 淺 薄なる 思想に 安んじて、 大擧傳 道 こ 隋吸册 なる 時、 敵. t51 こ 

ひたく 

直々 と 攻め^せたり。 最 ST 眠より 覺 むべき の 時節に あらす や。 實驗 的に 基督教の 意識 を 深く し、 基 

督に關 する 思想 を發 揮し、 使徒の 如く、 ルゥ テル、 ゥ H ス レイの 如き、 新鮮に して 雄大なる 信仰 を 

舆 さすん ば、 日本の 救 はれん こと 得て 望むべからざる なり。 余輩 は 水の性に 倣 ひ、 社會 普通の 平面 

*  あ. や £  -c- 

に歸 辛お する を 標準と して、 王 Si 明と 撥 手し、 非 超自然 主義と 和 を 講じ、 基督の 神格 を 無視し、 喷罪 

を 無意味に して、 モンテ ユン、 H  メル ソン、 若しくは 大鹽平 八郞、 佐 藤 一 齋の辈 と共に 修養 を談 

じ、 フライ デレル、 プル ウタの 徒と ともに 神人 契合の 妙を說 き、 トルストイ 等と ともに、 差 向き 之 

を實 行に 試みら る 」 の危險 ある さなき 社會的 空想の 小 說を演 する 如き を棄て 、、 基督教の 山上 を 目 

もと 

懸け、 ：？| ハ の高尙 にして 熱 切なる 意識 を 兌め、 神實に 人となりて 罪を喷 へ りて ふ 福音 を宣傳 せざる ベ 

からす。 竹舉を 研究し、 少しく 歐 米の 文 擧に 通じた る 者 は、 悔改 もな く 十字架 もな く、 一  躍して フ 

ライ デレルの 信念に 逹 すべし。 然れ ども 基督 敎 徒と なること 能 はざる なり。 西 村茂樹 氏の 明 道會、 

福澤 氏の 修身 耍領、 また 其 等よりも 更に 善き 西國 立志 篇 あり。 或は 美的 修養 を呼號 する 向 も ありと 

かや。 之 を 要するに 修養 も 可な り。 然れ ども 言 志錄 若しくは 小 楠の 詩に 隨 喜して、 大聲 疾呼す る修 

養談 は、 如何に 基督 敎的ー 百辭を 以て 飾らる k も、 基督 敎の 精神 を傳 ふる 所以に あらざる なり。 基督 は 

最大 慈善家に て ありき。 然れ ども 鎏 魂の 救 を 忘れ、 罪の 赦を忽 諸にす る は、 全世界 を 獲る とも 靈魂 

基 si 其の 事業  さ 


基 《" と 其の 事業  四 

を 失 は^ 何の 益 あらん やと 說 かれた る 基督 の 意 旨に 逮 へりと 謂 はざる ベ か らす。 余輩 は トルストイ 

の 福音より も 無 乃 基督 の 福音 を傳 ふべき に 非す や。 今日の 基督 敎徒、 是 の 如 く 其 の 方向 を 過 りて 岐 

^4 人り、 た s.- 岐路に 迷 ふの みならす、 之 を 以て 基督 敎の 本意な りと 信す る 者 多き は そもそも 如何 

なる 故ぞ。 

余輩 は 信す。 此れ 一 に 基督の 神格に 就きて 思想 確實 ならす、 其の 降 世の 目的 を 解せ す、 共の 在世の 

事業 何を靈 思と する や を 知らす、 其の 現在の 地位 如何ん" 將來 の光榮 如何ん を覺ら ざれば なり。 基 

# 秋 は 基督な り。 基督に 於け る 最大 要點は 其の 神格と 受肉降 世な り。 之 を 疑 ひ、 若しくは 之 を 背後 

に 投じて、 基督 敎の 勢力 ある を 兄ん と 欲する は、 暗黑 なる 穴に 入り、 土 を 穿ちて 太陽の 溫熟 を檢せ 

んと 欲する に異ら す。 然れ ども 今や 日本 基督 教徒の 思想 漸く こ \ に 集注せ られつ ^ あり。 

ブラウ  一 I ング n く、 祌 人となりて 自ら を 犠牲に 供したり。 之が ために 余 は 五里霧中 にも 行 歩 確か 

なる を 得たり。 否 余 は 少しも 喑黑を 恐れざる なりと。 余 W は 信す、 基督の 神格 を i;- 否し つ \ ブラウ 

-I ン ゲ の 樂天的 信仰 を 保 つ こと 能 は ざ る ベ し。 

基督 敎は 絕對 唯一の 眞宗敎 なり。 然れ ども 余輩 は 信す、 基督 若し 人なら ば 之に 優れる もの は 或は 

將來に 現出す る ことなき を 保せ す。 何 を 以て 之 を絕對 なる 宗敎 となす や。 

余輩 は 基督の 神格 を 否して、 基督の 示せる 神 を 信じ、 其の 救に 感泣し、 其の 希望に 歡喜 する こ 

と 能 はざる べしと 信す。 


基 赞の祌 格と 其の 受肉降 世と に 出り て、 余輩 は祌を 知り、 人 を 知り、 叉 天地 萬 物の 意義 を 解釋す 

る こと を 得るな り。 

近時 甚督 者の 信念 

曾て 世に 生存せ し 基督の みならば、 其の 敎を 奉す る 者の 靈魂 如何ば かり 心細く 感 すべき か。 基督 

は 昔 ありき。 今 在り。 後に も 在るべし。 常住 遍在の 救 主として、 其の 敎會を 扶持し、 其の 僕 ども を 

啓！^ す。 善き 牧者が 其の 羊 を識る 如く、 慈母が 其の 愛子 を 熟知す る 如く、 基督 は 一 々我ら を 知り 個 

別に 我ら を 愛す。 我らが 二 千年の のちに 生れて 之 を 愛慕す るの みならす、 基督 は 其の 榮光 のうちよ 

り 我ら 各自 を 愛しつ.^ あり や。 基督の 祌格を 信す る もの は然 りと 答 ふ。 之 を 信せ ざる 者 は 論理 上此 

の事絕 えて 有り得べ からすと 主張すべし。 三 並 良 氏が 基督 を禮拜 せざる のみなら す、 之と 靈の 交通 

ありと 信す る こ と 能 はすと 明 首せられ たる も、 其の 神擧 上の 立脚地より 見れば 是非 もな き 結 菜な 

り。 然れ ども 眞に 基督の 道 を 信す る もの は 之に 神事し、 靈 的に 之と 交通して、 能力と 安き と歡 喜と 

たまし ひ  • 

を 得。 我が 露 魂の 日、 我が 愛する 救 主よ。 君 近き に 在 さば 夜 も 夜に あらす。 君に 離れて は 我 生き 難 

く、 死ぬ るに も 力なき を感 すと キイ ブルが 歌 ひたる は、 凡て 基督 を 信す る もの X 心を寫 生せ しに あ 

らす や。 

とぎ 

ゴ ウル ドン 將 軍が 力 ルツ ゥム に戰 死す る 際まで も、 日夕 常に 愛讀 せる は イミ テェシ ヨン、 ォ ブ、 

^^ぉと其の事業  五 


基督と 其の， J* 業  六 

クライストな り。 殊に 眞 正の 平和と 光 榮とは 何れに 在り や。 其 は 我 (基督 を 云 ふ) に存 する にあら 

す やと 云へ る 一節 は、 將 軍が 最も 愛誦せ しと ころな りしと 傳 へらる。 彼が 陣中に 携 へたる ハ ウルの 

クライスト、 ミス テ カル は靈的 趣味 極めて 深き 小冊子な るが、 之 を讀む Si に 感じ 人り たる 文な りと 

覺 しく、 所々 紛 il^ の 跡 太 やかに 線 を 劃せ り。 其の 信仰の 程 も 思 ひ 遣られて 懷 かしく 思 はる。 將 軍の 

鋭 筆 を 加 へられし 儘に て 一千 八 百 九十 三年に 出版 せられし 同書に 就て 之を兒 るに 次の 一節 あり。 曰 

も 0  ま-；! あたり  943  >1 tl 

く、 あ X 救 主よ、 爾は 我が 肉體 にも 優りて 我が 所有に て ありぬ。 肉體は 眼前に 存す。 然れ ども^て 

之 を 失 はざる こと 能 はす。 我が 信念 は 救 主の 我と ともに 現在す る を 見、 i 感 するな り。 然れ ども 決 

して 之と 隔離す る ことなき を 得べ しと。 永久 之と 共に 現在して 隔離す まじき は、 名將ゴ ウル ドンの 

信仰せ る 基督な り。  - 

マルチン、 ル ウテ ル將に ウォルムスの 大食に 赴かん とす。 法王の 横 力と 皇帝の 成 勢と を 以て 之 を 

顧し 去らん と はするな り。 ルゥ テルの 生命 風前の 燈に 等し。 宗敎 改革の 前途 甚だ 憂 ふべき なり。 旅 

程に 上る に 先立ち、 其の 友人 リンクに 害 翰 を 送りて 曰く、 余 は 我らの 主耶穌 基督の 今尙 生存して 統 

治す る を 知り 且 確信す。 余 は 此の 知識と 確信と に 倚る。 故に 一 萬の 法王 を も 恐れざる なり。 とと 

もに 在る 彼 は、 此 Q 世界に 在る 彼よりも 大 なれば なりと。 まことに 基督 は 彼と 共に ありき。 故に ル 

ウテ ルは 大會の 前に 巖の 如く 屹 立して、 此の ほか 余 は 何 を も爲す こと 能 はす。 佘此處 に 立つ。 断く 

て 神 余 を 助け 給 ヘア I メンと 云 ひ 放つ こと を 得たり。 ルゥ テルの 尊敬せ る。 ハウ 口 また 云 はす や。 然 


れど、 H,- 我と ともに 在りて 力 を與へ 給へ り。 此れ 我に 由り て 道 悉く 傳 はり、 異邦人をして^^之を俨ゃか 

しめん ためなり。 我 救 はれて 獅子の 口より 出で たりと。 二人の 信仰 相似た ひ。 其の 氣象略 ぼ 相 同 

じ。 然れ ども i:^-^ 之と ともに 在りとの 確信に 於て 最も 能く 一  致せり と 謂 はざる ベから す。 

テ 二 ソ ン が兒宽 病院の 詩に 讀 みぬ。 愛らしき H ム ミィは 重き 病に 確りて 入院せ り。 醫士は 1 婦 

とともに 入り 來 りぬ。 折し も ヱ ムミィ は 睡りゐ たる かの 如く 見えたり。 醫士 口 く、 明日 は 手術 を 施 

すべし。 然れ ども 能く 其の 苦痛に 堪 へて 生命 を 保ち 得べき か 甚だ 心許なし と。 醫士は 去りぬ。 H ム 

ミィは 此の 談話 を聽き 取れり。 終に 同じ 病. なる 他の 一 人の 兒に顿 きけ る は、 ァ ン 二 ィょ、 大手 術 

を 試みる との さなり。 其の 苦痛 を堪へ 得べき や 疑 はしと 云 はれき。 あ X 氣 遣し。 如何にせば よから 

ん。 アン ニイ m く、 彼 處に靈 ける 主 耶穌を 見す や。 幼兒ょ 我に 來れ よと 記さる。 多くの 幼兒 が耶穌 

の 膝下に 集まれる 圆 なり。 H ムミィ よ 主 耶穌に 求むべし。 H ムミ イロく、 實に 道理な り。 必す然 す 

べし。 然れ ども 此の 病窒に は 多くの 寢臺 あり。 たと ひ 主 耶穌に 呼ば はると も、 何 を 以て 其の 我なる 

を 知らん や。 アン 一一 ィ暫し 思案して 曰く、 善き 手段 こそ あれ。 御身 手 を 出して 夜具の 上に 置き、 

手 を 云々 せる 少女 こそ ヱ ムミィ なれと 名吿 るべ しと。 斯くて 手術の 日と なりぬ。 幼兒 等の 問答 を 傍 

聞きして 斷 膳の 思 をな せる 看護婦 は、 主任の 醫士 とともに 彼女の 病床に 進み 寄りぬ。 彼が 瘦せ たる 

手 は 夜具の 上に 出で て あり。 眠りつ X あるに や。 否 幼 兒の主 は 彼が 祈り を 聞きぬ。 ヱ ムミィ は旣に 

他界の 人となり しなり。 
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詩の 大意 是の 如し。 此れ 事實を 詩に 詠ぜ しもの なりと いふ。 たと ひ小說 なる にもせ よ、 斯の 如き 

は 多くの 兒意 が 基督に 祈り て 實驗す る 所に あらす や。 幼兒の 我に 來る を禁 するな かれと 云 はれし 主 

耶穌は 今尙 彼らと ともに 生^せり。 

此等數 人の 信念に 同意し、 靈的 交通 を 基督に 結び、 之に 祌事 する において 歡喜 極まりなき を覺ゅ 

しゃ つじ や 

る もの 雲の 如し。 實に 其の 證者は 星よりも 多き にあら す や。 ジン ゼン ドルフ、 ベ ィメ、 バン ヤン、 

サン 

ゥェ ス レイ、 二 ユウ マ ン、 聖 テレサ を 始めと して、 名 ある 偉人、 聞えざる 賢者、 宫に 伏屋に 其の 數 

を 知る ベ か らす。 彼ら は異 口 同一 h ばに 基督 を譜 嘆し 、 とも に 膝 を 屈し て 之 に 祈 を 奉ぐ。 

初代 甚督敎 徒の 信仰 

其の 信 や  13 燦 として、 中世に 於け る 歐洲の 晤黑を 照らせる ァ シジ のフラ ン シスコ は、 靈的 交通 を 基 

督に 結び、 全身 を 之に 獻げて 狂^ を旣 倒に 回せし 人な り。 ァ ゥグス チン は 基督 内に 活動す る を 深く 

實驗 して、 罪悪に 勝ち 菜せ たる 信仰の 豪 者な り。 其の 吿由錄 は 基督の 精神 を 以て 充滿 す。 最も 明白 

に 基督の 祌性を 確認し、 精細に して 高遠なる 識見 を 有し、 主 耶穌に 忠誠 を竭 して、 アリウスの 異端 

と論爭 せる ァタ ナシ ウスの 如き あり。 遣憾ながら此の數^?;1を記せるのみにて彼らの時代を過ぎ、 漸 

く 使徒 等に 近く 遡れば、 敎會の 基督 觀 其の 大耍に 於て 二 ケャ信 條と敢 て 異なる もの ある を 見す。 

其の 證を 反對 者に 取る も與味 あらす とせん や。 ケル ソスは 痛く 基督 敎を 駁擊 せし 折 E 學者 なり。 彼 


が攻 架す る 一 の點 は、 基督 敎 徒が 耶穌を 以て 神の 子、 甚 しき は 神な りと する に 在りき。 第二 世紀の 

基^^敎徒が 主耶穌を 如何に 信じた るか 以て 兒 るべき にあら す や。 

ビテ 二 ャの 知事 プ リ 二 ィ は博舉 にして 令名 を 食へ り。 彼が トラ ャ ン 帝に 與 へたる 書翰 は當 時の 基 

#^^が如何なる妝況にてぁりしかを示して頗る有益なり。 其の 一 節に；：： く、 基督 者 は 定期に 於て 日 

の 出前に 集會 し、 基督に 向 ひて 歌を唱 ふること 宛 かも 祌を 祭る に異ら す。 凡ての 悪 しき 行爲 を廢滅 

すべし と 相 共に 約束 を 結ぶ。 此 に散會 して 更に 通常の 食物 を 分たん がた めに 集會す 云々。 使徒の 世 

に 近 かりし プリ 二 ィが、 其の 管轄せ る小亞 細， 亞- 地方の 民俗に 就きて 基督 敎を調 布， せし 結果 此の 如 

し。 彼等 は 確に キリストに 神事せ り。 又 基督 を 讃美す るに 歌 を 謳 ふの 習慣 も ありき。 ボリ カルプが 

基督の 爲 に 光榮ぁ る 證 死 を 遂げし は 世人の 熟知す ると ころな り。 其の 祈と 稱 する もの 今日に 傳 へら 

る。 史家の 信 を 置く に 足る となす ところな り。 HI く、 我爾を 讃美し、 爾を 祝す。 我れ 永 在に して 天 

むさ 

に 在す 祭司の 長 耶» 基督、 雨の 愛子に 由り て 榮光を 爾に歸 す。 今 も 後 も 世々 永遠に 至る まで 彼 及び 

聖難 とともに 爾に榮 光 あらん こと を 祈る と。 

而 して 使徒 信條の 過半 は 第一 一世紀の 中半 頃 旣に羅 馬 信條 のうちに 包含せられ たる を兑 る。 羅馬信 

條は 洗禮の 時に 用 ひられし ものに て、 其の 基督に 對 する 信仰 今日の 使徒 信條と 一 致せり。 

プリ 二 ィの 書翰に 基督 を諧 美す る 歌 云々 の 語 あり。 基督に 向 ひて 歌を唱 ふる は、 敎會 最古の 習慣 

にて ありき。 せハ の 淵源 を 推し 尋 ぬれば、 旣 にして， 使徒 時代に 入りし を覺 ゆ。 テモテ 前書 三 章 十六 節 
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に CI  く 

神肉體 となりて 顯 はれ  - 

聖靈 によりて 義と せられ 

天の 使に 見られ 

異邦人の 中に 宣べ傳 へられ 

世の 人に 信ぜられ 

榮 光の 中に 擧 げられ たまへ り。 

此の 一節 は 自ら 文の 體を具 ふるのみ か、 之 を 六 句に 分て るな ど、 蓋し 基督 敎 徒の 間に 用 ひられ 

たち 

し 讃美歌、 若しくは 吿 白文の 一 節 を 引用せ しもの ならん と は 或 $F 等の 語る 所な り。 

H ぺソ書 五 章の 十九 節に 互に 詩と 歌と 靈に 感じて 作れる 賦とを 以て 語り あ ひ、 又 歌 ひて 爾 等の 心 

に 主 を 讃美す べしと あり。 基督 を 信す る もの は 早くより 其の 充ち 溢れた る 靈的 經驗を 詩的に 述べ 

て、 ：fl 歌す るの 必耍を 感じたり。 焉んぞ 知らん、 バウ 0 の 如き は大に 之を稱 道し、 好んで 聖歌 を唱 

一 2 

へし 一人に 非ざる を。 現に 此の 十 ral 節に、 此の 故に 云へ る 言 あり。 

いねた る ものよ 目を覺 して 死より 起きよ、 基督 汝を 照さん。 

と 見 ゆる 如き は 洗禮の 際に 歌 ひし 聖 詩の 一 部分なる べし。 是甚 信じ き 推測な り。 以弗所 書 四 章に、 

體は 一 っ靈は 一 つなり。 


繭 等の 召されて 右つ ところの SQ 一  つなる ごとし。 

* 一  つ、 ；！：：，= 仰 一 つ、 バプ テス マーつ、 

神すな はちす ベての 人の 父 一 つなり。 

彼 はすべ ての 人の 上に あり。 すべての 人に 貫き、 すべての 人のう ちに あり。 

と ある も亦當 時敎會 に 用 ひられた る 讚美歌 の 類なる べしと 想像す る を 得 ベ し 。 

使徒 時代の 敎會は 基督に 讃美せ り。 然も 肉體 となりて 顯れし 神、 榮 光の 中に 擧 げられ し 基督 を 讚 

美せ り。 彼等 は 基督に されて 罪より 目を覺 しぬ。 彼ら は 基督 を 父なる 神と 併べ て 之 を稱揚 せり。 

よ  けお 

ヤコ ブ 書に 曰く 彼ら は 雨ら の稱 へらる \ ところの 美き 名 を 謹す ものに あらす や (一一の 七)。 パゥ 口が 昔 

基督 を 罵り し は 取り も 直 さす 之 を 謗議 せる に 該當す と考 へられたり ( i テ SE の 一 =1 )。 謗廳 すと は 神に 

對す るの 犯罪 を 云 ふなり。 

たまし ひ  まか 

耶穌 E く、 父よ 我靈魂 を爾の 手に 委 すと。 ステ パノは 曰く 主 耶穌ょ 我靈を 受けよ と。 ステ パノは 

明かに 基督に 祈りし ものな り。 宛 も 耶穌が 十字架 上に 於て 父に 祈りし 如し。 ヘルマンが 『神との 

契合』 に 於て、 基督に 祈を捧 ぐる を 危疑ぶ み、 ユー 一 テリ ヤンの 徒が 之を爲 すに 躊躇せ るに も關ら 

あしと も ひれふ 

す、 基督 敎徒は 早くより 基督 を禮 拜し且 之に 祈りた るな り。 ヨハネが 天使の 足下に 俯伏して 拜 せん 

おごそか  と 

としけ ると き、 彼 は 嚴に之 を 推し 禁 めて 曰く、 雨た ビ神 を拜 せよ と。 然れ ども 耶穌の 前に 禮拜 を爲 

すに 當 りて は 何らの 仔細 もなかり しなり (gll- 域お ま fl)。 舊約 聖書に 見えた る エホバの 禮拜は 少しも 

基 g と 其の 事業  1 1 


某 督 と 其の 事業  一二 一 

其の 意味 を變ぜ す、 其の 內容を 減ぜす して 耶穌の 禮拜に 移れるな りと、 ッァ ー ンの 云へ る も 左る こ 

となり。 當時 ユダヤ人の # 堂に 馬す る 者 どもが、 二 神 禮拜を 以て 基督 敎を 非難せ しこと ある も、 彼 

らの 見地より すれば 之 を 怪しむ ベから す。 彼等の 非難せ りて ふ 事實は 初代の 基督 敎 徒が、 耶 穌を禮 

拜 せし 證據と なすべき なり。 

古への 基督 を する ものが、 獨ー眞 神の ほか 禮拜 すべから すとの 主張 を 抱き、 之が ために 殘 刑に 

處 せらる る を も 厭 は ざり し は、 人類の 歷史を 照せ る 光輝な り。 然れ ども 彼等 は耶穌 基督 を禮拜 し、 

且 之に 祈る を 躊路せ ざり き。 ス テパノ のこと は旣に 記せる 如し。 イス カリオ テの ュダが 滅亡せ し 

後、 之に 代るべき 人 を選擧 する に當 り、 彼ら 先づ 祈りけ る は-、 凡ての 人の 心 を 知る 主よ、 奉仕る 事 

と 使徒の 職 を 得させん がた めに この 一 一人の 中 何れ か 可なる を 示し 給へ と。 基督 は 諸人の 心中 を 洞見 

せる 者と して 祈り を 受けられし なり。 當 時の 基督 敎徒は 所謂 耶穌の 名を龥 ベる お、 即ち 基督に 祈る 

を 以て 其の 本色と なせる 一 團の 人民に て ありき Cftlt 、。お？ まコ STr) 。東方 敎會 の祈禱 文に は 直接 基督に 

祈る もの 頗る 多し。 西 敎會に は 稍々 少なき に 似 たれ ども、 實際を 云へば、 直ちに 基督に 祈りす る は 

使徒 時代より 今に 至る まで、 基督 者 普通の 所爲 なりと 謂 はざる ベから す。 

唯 基督の 親しく 授けられし 敎訓 のみに あらす、 其の 選拔を 受け、 敎 練を經 て、 特に 其の 道 統を萬 

世に 垂 る-^ の 器と なされた る 使徒 等の 思想 經験 は、 基督 を 信す る もの、 敬 重すべき ところな り。 吾 

人 は 之 をして 其の 證 人たら しめたる 基督の 鑑識 を尙 ばざる ベから す。 自ら 福音 の 證者を 以て 任じた 


る バウ。、 ヨハネ 等の 精神と 經 験と を 重んぜ すん ば あらざる なり。 親しく 耶穌の 首 論に 接し、 近く 

其の 行動 を a 聞し、 深く 其の 精神に 化せられ、 其の 靈氣に 動かされ たる もの \實 験 は、 基督 を 知ら 

んと 欲する 者の 至寶 とす。 

衆に 先んじて、 耶穌 まことに 神の 子 基督な りと 吿 白せ るべ テ 口が、 耶穌を 見 ざれ ども 之 を 愛し、 今 

見す といへ ども；！ 3 じて 害ぶ。 其の 快 i 云 ひがたく 且榮光 あり cffy^o と歡 呼せ る 信仰 實應談 は、 丁 

寧 反復して 之 を 玩味せ まほし き 心地す。 レイトンの 燃 ゆるが 如き 註解な どに 導かれて、 ベ テ 。 の 基 

督を 愛すて ふ 意 を 研究す る は 有益なる 所爲 なるべし。 主の 兄弟 ャ コ ブが 生前 之 を 信せ ざり しに 拘ら 

むご 一て  . , ,、 

す、 復活の のち は、 昔の 家兄 忽ち 最も 厳かなる 意味に 於て 其の 主と なりぬ。 彼 は 自ら 神 及び 主耶 M 

基督の 僕 (ドウ 。ス、 扠隸 の義) と 呼べり。 此は 取り も 直さす 其の 基督に 對 する 關係、 神に 對 する 

と異ら ざる を 示せる ものな り。 ヤコ ブの 基督 は 世の 審判 者たり。 此の 外 使徒 等の 信仰 は、 十分に 之 

を 研究す るの 惯値 ありと い へど も、 此處に 之 を 叙す るの 餘地を 有せざる なり。 

\ ク 1- は 如何に 基督 を 信じた るか 

あが 

.. ペチ 口.、 ョ ハ ネ等 は、 た、. - 一 個の 賢 折：： として 耶 姊に隨 身せ しが、 渐く 進みて 終に 剁 なる 基督 を. 崇 

むる ことと はなれり。 彼等 は 人なる 耶&を 愛する に 始まりて、 祌 なる 基督 を 認識す るに 終れり。 パ 

ゥ 口の 信仰の 順序 は 全く 之と 反對 なり。 先づ 超自然的なる 基督 を 知り. * 次に 應 史的の 人なる 耶穌に 
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近付きた るな り。 共の  一一 一一！； 屢 奇警に して 舆味 深き ジ ョルジ • マセソ ンを して 之 を 語らし めよ。 曰く、 

かん； .Jo  かへ 

バウ a の 基督 を 知りし は、 冠 冕に 始まりて 十字架に 回 ひたるな り。 彼 は 最初に 超自然なる 基督 を認 

め、 而 しての ちに 史的 人格なる 耶穌 を識れ り。 先づ 基督の 復活の 力 を 感じて、 次に 之と 苦痛 を 共に 

する の經 驗を爲 せ. り。 其の 靈的 生活 はダ マスコより 進みて ガリ ラャに 人り たるな. り。 ぺテ 口、 ョハ 

ネ 等の 信仰的 起 點は寳 に 共の 終點 にて ありき と。 斯 くの 如く バウ n の 心 を 感激せ しめたる 耶穌 基督 

は、 復活の 光榮 に^ゃけ る H< 上の 主にて ありき。 

ダマ ス コに 行く の 途上.、 主よ 汝は 誰なる かと 問 ひし 共の 日より、 バウ 口 は 基督 を 以て 其の 最大 目 

的と なせり。 n く 我が 生ける は 基督、 死ぬ る も 益な. りと。 彼 は 其の 嘗て 迫害せ る ナザレの こ、 

. , .  S はだか  と » つる ど  たまし ひ 

全身 全 靈を獻 じたるな り。 飢も裸 も、 富も劍 も、 凡そ 天地 ii 共の 露 魂 を 基督の 愛よ ひ 離ら せ 得べき 

もの あるべ からすと は、 彼が 羅馬 人に 向 ひて 絕叫 せし 所に 非す や。 彼の 信仰に は 基督と 神との 關係 

甚だ 特^なる もの ありと 見えき。 基督 は 神の 獨子 なり。 其の 死によ ひて 神 自らの 愛を彰 はし 得べき 

程に、 基督 は； t と 密接なる 關係を 結べり。 『基督 は 我らの 罪人た る 時 我らの ために 死にた まへ り。 神 

は 之に よりて 共の 愛 を彰し たま ふ』 (Mf©。 ゴゥデ が 之に 註して 茌； 督 即ち 神 を 意味す と 見 ざれば 此 

の 話 少しも 意味 を 成さす、 と 論じた る は當然 なりと 謂 はざる ベから す。 愛 は 極めて 個人的の ものな 

り。 殊に 犠牲の 愛、 喷 ひの 愛 は 他 をして 之を彰 はさし むべき にあら す。 親ら 之 を 身に 行 ふの ほか 之 

を彰 すの 方法な かるべし。 


バウ 口が いたく： i& 督の 十字架に 感じ、 其の 愛の 不思議なる に 驚き、 北ハの 深さ 高さ を 測り かねて 讚 

嘆 措く 能 は ざり しもの は、 基督の 超自然的 光榮 と、 共の 十字架の 死と を對 照せ しに. H る。 此の 耶穌 

にして此の生死ぁりとはと驚t;^、するは、 バウ 0 をして 基督の 十字架に 比 ぶれば、 凡ての もの 驚 土の 

如しと 云 ふに 至ら しめたる 信仰の 口ジッ ク にあら す や。 

へ りく だ J リ 

基督の 世に 生れた る は 神の 謙遞 なり。 共の 死 は 謙遜の 絕項 なり。 何故に 基督の 生死に 謙遜て ふ 意 

味 含まる、 や。 バウ £1 が ピリ ピ 書に 之 を說 くを聽 くべ し。 然れ ども 或は 云 はん。 ピリ ピ書は バウ 口 

の 手に 成りし ものなる や 疑 はしと。 此の 無根なる 疑 を 誇張して 無邪氣 なる 世人 を 惑 はす ものな きに 

非ざる なり。 然れ ども 此は 高等 批評の 進歩 を 無視せ る輕簿 なる^ 說に 過ぎす。 昔 バウル 等が この 疑 

を 抱きし も、 髙等 批評の 歴史に 於け る 一 の舊 事と はなり ぬ。 今や 自由 說を唱 ふる 批評家の 多く も、 

ピ リピ 書が パ ゥ P の 手に 成りし を 疑 はざる に 至れり。 

同蚩 §ー 一章に 曰く、 彼 は 神の 體 にて 居りし かど 自ら 神と 等しく あると ころの こと を棄て 難き こと 

、も  むなし  力た ち  ちり さま 

と 意 はす、 反って 已を虚 うし、 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり。 旣に 人の 如き 形狀 にて 現れ、 己 を 

卑 くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり i:,々。 

蓋し バウ 口の 思想に 據れ ば、 人の 救 はる k は 基督の 喷ひ あれば なり。 基督の 贈 は 其の 自ら 進んで 

身を卑 くせられ たるに 在り。 彼 は 其の 無限なる 謙卑 によりて 世 を 救へ り。 基督の 誕生 は謙遞 なり。 

其の 世に 在る て ふ 事 實旣に 謙遜な り。 吾人 は 自ら 撰擇 して 世に 生れす。 故に 賤が 伏屋に 產聲 を揚ぐ 
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る も 謙邏に 非ざる なり。 耶穌 は然ら す。 彼の 誕生 は 全く 其の 發意 にして、 好んで 擇 みし 所なる が 故 

に 謙 適な り。 共れ 然り。 故に 基督の 謙遜 は 其の 誕生 以前に 存在せ し を 意味せ ざる を 得す。 基督 は 世 

に 生れざる 以前に、 自ら 創意 撰擇 して 故ら に 降 世せ る ものと 信す る は バウ a の 基督 論な り。 ヴ アイ 

ッ H ッケル も ハル ナツ クも、 バウ 口が 基 桴降世 以前の 存在 を 信じた る を 疑 ふこと なし。 

かたち  -- と *i 

祌の體 にて ありし かどと ある は、 基督が まさしく；^ と 同 一 なる 有様に て 存在せ し を 意味す る 語な 

り。 此を 以て 見れば、 パゥ は 其の 降 世 以前に 於け る 基督の 存在 を 認めし のみなら す、 實に 其の 神 

的に して 祌と同 一 なる を、 王 張した るな り。 神の 體 にて ありし かど 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり と 

云 はれし は、 バウ 口が 人となりし； t を 仰ぎ 兌て 之に 驚嘆し.、 其のう ちに 道義 上の 最大 動機 を發 見せ 

し 所以に あらす や。 

後： El? 林 多 書 第 八 章に 曰く、 汝ら 我らの 主耶穌 基督の 恩 を 知る。 彼 は 富める ものな りしが、 雨ら の 

ために 貧しき ものと なれり。 此れ 汝らが 彼の 乏しき に. a りて 富める ものと ならん ためなり。 

耶 の 降 世 は 貧しき ものと なりし ことなり。 何と なれば 彼 は 嘗て 富める ものに て ありき。 バウ 口 

は 降 世 以前に 於け る 基督の 富 を 思 ひ 遣りて、 之 を 其の 在世の 乏しき に 比 ベ , 北ハの 犠牲の 無限なる に 

感泣せ り。 彼の 宗敎 此に存 す。 其の 道德 また 此 にあり。 バウ。 の 基督 は 天上の 光 榮を棄 て \ 世に 降 

りし ものな り。 コ n サイ 書 第一章に 曰く、 彼 は 人の 見る こと を 得ざる； t の狀 にして 凡ての 造られし 

も Q  、さきに 生れし ものな り。 其 は 彼に A り 萬 物 は 造られたり。 天に 在る もの 地の 上に ある もの 人 


の 見る こと を^ろ もの、 見る こと を 5^ ざる もの、 或は 位、 或は 主たる もの、 萬 物 は 彼に 由り て 造ら 

れ たり。 且つ 造られた る は 彼が ためなり。 彼 は isj 物より さきに 在り、 萬 物 彼に 出り てた もつ こと を 

得るな りと" 

此の 數 節に 據れば バウ P は 基督 を 以て 萬 物の 造成 者な りと 認めたり。 更に 進んで 基督の 攝理 天地 

おまね  » あて 

に遍 きを 確信せ り。 a つ 萬 物 は 基督 を 以て 其の 終極の 目的と なす ものな. リ。 

旣に斯 くの 如く 耶 5i を 信す るが 故に 之 を、 王と 呼ぶ に 至りし を 怪しむ ベから す (iff 多)。 甘；、 の 思想 一 

しほ 痛切なる や、 主 は 之 を 呼び 求む る ものに ® を豐 にすべし と 明言し (If i 一 IOT 祌は萬 物 を 基督の 足 

下に m むきたり と 嘆せ り。 バウ n の 信じた る 基督 は 天地の 主に 外なら す。 耶穌 基督 はず：： 物の 主宰と 

出ボ めら れ しなり。 

祌の充 ち 足れる 德 悉く 形 體を なして 基督に 住め 义 fifg) 。神の 充ち 足れる 德を 悉く 身に 具 ふ、 これ 

さ ば さ  くらさ  二と 

祌 にあら すして 何ぞ や。 又 曰く、 主の 來 らん 時まで 審判す るな かれ、 主 は幽晴 にある 隱れ たる を 

は 力 と  /JJf  .if.-,J'\-  1。 ふく 

li; らし 心の 計 を顯 すべし (llg«>)。 我ら 基督の 臺 前に 出で て 善に も あれ 惡 にも あれ、 各 身に 居り 

て爲 せし 所の ことに 循 ひて 其 の 報 ゐを受 くべ し (Iffs) と。 斯 くの 如く 基督 は 世界の 審判 者な 

れば、 其の^ 分明に して 知らざる ところ 無 かるべ き^なり。 幽暗き も 其の まへ に隱 る- - こと あた は 

ひめごと  からだ - 

す。 胸中の 密事 も 鏡に 懸けた るが 如く 明かな り。 死者 其の 號令 によって 起つ。 我らの 卑しき 體榮光 

の體に 化せら る-は 萬 物 を 服せ しむる 基督の 力に. H れり ぉ麵 IP 一 一 )。 死生の 權 基督に 歸 せり。 
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墳墓の 彼方 も 基督の 統治す ると ころな り。 

バウ a の 基督 は 其の 降 世 以前に 存在せ り。 其の 誕生 は 自己の 创意 なり。 其の 生活 は 無限の 謙遜 を 

意味す。 彼 は 萬 物の 創造に 與 かり、 天地の 攝 理に參 す。 宇宙 實に 其の 足下に 置かる。 善悪 は 其の 審 

剁 すると ころと なり、 死生 も 其の 權 下に 歸 せり。 彼 は 特殊なる 意味に 於て 祌の 子な り。 パゥ a が斯 

くまでに 云 ひしに も拘ら す、 彼が 基督の 祌格を 信ぜす と斷定 する は、 頗る 不當の 見解な りと 謂 は ざ 

しかん、 

るべ からす。 然れ ども パゥ ps^ して 基督 神な りと 明 一一 一一：； せ ざり しか。 所謂 標準 的 人格 云々 の說に 何ら 

の惯俯 あり や。 神の 子 如何なる 意味に 於て 神に 劣れる ものと 兑 做さる \ や。 此 等の 點 に付きて は尙 

次に 之 を 論ぜん と 欲す。 

天人 說 

使徒た ち を はじめ、 初代の 基督 敎 徒が 超自然的の 基督 を 信じ、 其の 降 世 前の 存在 を 認めた るは旣 

に 論述した る 如し。 バ イシ ラフ 曰く、 降世前基督の^^在にっきて其の說くところを兑るに、 バウ 口 

.S プ 一- 

が 何 所に も 之 を證明 せんと 試み、  若しくは 故ら に 之を敎 へんと 試みた るが 如き 形跡 を兑 出す ベから 

す。 宛 も 此の 事實 善く 讀 者に 知られて、 何人も 之 を 疑 ふ ものな しと 假定 せる もの \ 如し。 最初 著さ 

れ たりと 兑 ゆる 書翰 殊に 然り とす。 故に 降 世 前 基督の 存在 は、 パゥ B より 前の 基督 信徒、 たと へば 

P マ 書の 讀 者ら の 少しも 異 とせ ざり し 所な りと 謂 はざる ベから すと。 


降 世 前に 於け る 基督の 存在 は斯の 如く 廣く且 早くより 信ぜられり。 之 を 此の ま& になし SS- く は ； 

派の； w 學 者が 快し とせざる ところな り。 彼ら は 何とかして 之を說 き 去らざる ベから す。 此に 於て 天 

き 

人說 なる もの i? へられたり。 或は 之 を 天上の 標準 的 人格 說と 名く。 其の 大意に！：： く、 所謂 降 世 前に 

於け る 基督の 存在 は、 强 ちに 祌 格の 第二 ペルソ ナが 存在せ りとの 謂 ひに あらす。 一個の 標準 的 人格 

が 理想的に 祌 のうちに 存在せ る を 意味す。 此の 天上の 理想 顯 現して 人となりぬ。 耶 穌基哲 即ち 此れ 

なり。 彼 は 第二の アダムと 稱 せらる。 而 うして 林 多 前書 第 十五 章を兑 るに 曰く、 始めの 人 アダム 

は 生命 ある 魂と なり、 終りの アダム は 生命 を與 ふる 靈と なると ある 如し。 第一 の 人 は 地より 出で て 

土に つき、 第二の 人 は 天より 出で たる 主な り (i!5i)。 見るべし、 パゥ 口が 第二の 人なる 基督 は 天よ 

り 出で たる 主な りと 認定せ しもの なる を。 彼 は 基督の 降 世 前旣に 天上の 標準 的 人格なる もの 存在せ 

りと 信じた るな り。 彼 は 如何にして 斯 くの 如く 信す るに 至りし や。 其の 說の出 所 蓋し 二 あり。 笫ー 

はパ レス テナに 行 はれた る 神學の 結果な り。 其の 說く 所に 據れ ば、 物と 人と を 問 はす、 凡そ^ 勝な 

おきて 

る 慣値を 有する もの は、 世に出 づる 前より 旣に 天に 存在せ り。 モ ー セ、 聖殿、 日 及び 律 例の 如 

き、 iiulH じめ 天上に 存在せ り。 メシャ も旣に 天上に 存在し 居る ものと 做されき。 故に 耶穌 I 莨に メ 

たち 

シャ なりと 思 ひ 込みた る 使徒 等が、 其の 降 世 前の 存在 を 信す るに 至れる を 怪します。 第二 は ァレキ 

サ ン. テリ ャに行 はれた る 口 ゴ ス說 なり。 フィ ロゲ 等の 盛に 唱へ しと ころと す 云々。 

天人 說の 性質 略ば 此の 如し。 而 して 之 を 主張す る もの & 中に 異同 ありと いへ ども、 要するに 基督 
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の預先 存在 は 全く 時代 的 思想の 結果 なれば、 基督 敎の 本質に 屬 する ものと 見る ベから す、 宜しく 之 

を 過ぎ去りし 世の 夢と 觀 すべし と は、 彼らの 多数が 熱心に 唱道す ると ころな. o。 其の 說に 曰く、 基 

督敎に は 形骸と 精祌 との 區別 あり。 世に 基督の ffi 先 存在 を 主張す る もの ある は、 此の 重要なる 區別 

を 忘却す る を 以てな り。 眞に祌 の 子た る は 基督教の 精神な り。 之 を 身に 寓 して 能く 其の 妙 奥 を顯彰 

せる は 基督な り。 基督 は 此の 精神の 形骸な り。 形骸なる 基督 は 他の 人類の 如く 生れた るの み。 祌の 

子て ふ 觀念獨 り 永 在に して、 基督の 降 世 以前より 存在せ りと。 

ビィ デルマン、 フライ デレル、 リプシウス 等の 所說此 處に歸 着す。 天人 說を唱 ふるもの X 意見 多 

く は 此の ほかに 出で ざるな り。 預先 存在なる もの をして 斯の 如きに 止ら しめば、 豈に 基督の みなら 

んゃ。 天地 萬 物 有りと 有らゆる もの、 悉く 預先 存在の 光榮 ありと 謂 はざる ベから す。 斯る預 先 存在 

を唱 ふる は 無益の 業な り。 學 者の 徒勞 また 甚だし からす や。 

蓋し 標準 的 人格 說は 聖書 を解釋 する にあたり、 妄りに 奇を 弄する の 甚だしき ものな り。 創世記 第 

一章の 神の 肖像 を 有する 人と、 第二 章の アダムとの 間に 甚別を 立て、、 前者 は 天上に 存在せ る 標準 

にして、 後者 之に 依る と解釋 せる フィ a ゥの附 會說を 以て バウ e に推當 て、 彼 も 天上の 標準 的 人格 

說を唱 へたり と爲す 如き は、 古今 一 轍の 僻見な り。 バウ B が 此の 如く 考へ たりと 强 ひらる.^ は、 首 

として； 林 多 前書 第 十五 章 四十 五節— 四十 七 節 を 以て 根據 とす。 試みに 共の 妄を 辯す ベ し。 

一 バウ 口が 第二の 人と 云へ る は、 天人 說 唱道 者の 一人なる ホルツ マ ンの 論す る 如く、 復活り て 


榮 光に 移りし ±^ 脊 なること 文章の 關 係より 明白な り。 而 して 1K よりす と ある は 第二の 人 之より 先き 

夭に 在りし との 意味に あらす。 第 一 の 人 地より すとの 句が 第 一 の 人が 之より さき 地に 存在せ りと 謂 

ふ を 意味せ ざる 如し。 後者の 意味が 第一の 人の 地 的なる を 示す に 在る 如く、 前者の 意味 も 第二の 

ひとてん て t 一 

人 天 的なる を 示す を 以て 其の 主眼と す。 此の 文章より 天人 說を 案出す るは附 會の甚 しき 者と 謂 は ざ 

るべ からす。 近顷 ハウプトが ピリ ピ 書の 註に、 パゥ a の IA§ に預先 存在 的の 人格なる 基督 を發 見す 

る 能 はすと 斷言 せる も實に 左る ことなり。 

二 ピリ ピ書は バウ 口の 著 はせ し 所なる が、 其の 第二 章に 基督の 降 世 は 人の 如くな り (七 節)、 人 

ぁリ さま  しる 

の 如き 形妝 にて 現 はれし ことなりと 記せり。 天上の 標準 的 人格 說に 據れ ば、 これ 人が 人の 如くな り 

しと 解せ ざ る ベ からす。 降 世よ り 前に 人 的な りし ものが 降 世 のの ちに 至りて 人的と なる ベ き 道理な 

タ J 

かるべし。 降 世 前の 基督 は 天地の 創造に 與 かり (llgsj じたり。 理想い かで 斯の 如き を 得ん や。 

基督 は 《# て 神の 如き 形狀 にて 存在せ り G1is_, 書)。 此れ 豈に 理想的 人格の 能くす ると ころな らん や。 哥 

林 多 前蚩暴 十五 章 を 解す るに 天人 說を 以てすれば 自ら パ ゥ 口 の 持論と 衝突せ ざる を 得す。 

三 天人 說の 如き は 基督 非 神說に 起因す。 何と なれば 基督 若し 神なら ば、 無論 降 世 以前より 存在 

す べき 害な り。 フ イロ ゥをも 待た す、 口 ゴ ス をも參 照せ す、 直ちに 降 世 前に 於け る 其の 存在 を認 むる 

を 得べ し。 基督 旣に祌 と 信ぜられ たる を 以て、 其の 存在 無始 永久な りと 思考 せらる X に 至れり と 見 

る は、 最も 自然にして 穩當 なりと 謂 はざる ベから す。 何 を 苦んで 天人 說を附 きする や。 基督と 其の 
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ちから  ら 

復活の 能力 を 感得 實験 せる パ ゥ n 等 は、 降 世 以前に 於け る 基督の 存在 を 認め ざ る こと 能 は ざり し 

なり。 然るに ァレキ サン デリ ャの 哲學を 喋々 する は、 其の 弊 蛇足よりも 更に 甚だしと 謂 はざる ベ か 

らす。 

四 天人 說は 結局 基督 を 人の みと 見做す に歸 着す。 之 を 人の みと 見て は 基督の 人格と 其の 事業と 

を說 明す るに 甚だ 困難な り。 これ 救 ふべ からざる 困難な り。 而 して 此の 困難 は 取り もな ほさす 天人 

說 それ 自身の 困難な り。 且 基督の 祌格を 主張す るの 理由 は 凡て 之 を 打破す るの 勢力な り。 此の間に 

處 して 天人 說を 維持 せんこと 思 ひも 寄らす。 天人 說は 基督の 歷史 を負撸 する こと 能 はざる なり。 基 

督も 其の 歷史 も、 天人 說に比 ぶれば、 限りなく 大 なりと す。 

五 基督 を 人と 信す るの みに て は、 其の 降 世て ふ 事實の 意味 淺薄 なる を 免 かれす。 到底 神の 恩 を 

發 揮して 基督 信徒の 信念までに 切なら しむる こと 能 はざる べし。 レイ 二 ィの ピリ ピ書講 解に 曰く、 

基督 實に 神な り。 故に 永 在 者 は 其の 子に 於て 叉 之に 依りて 自ら を 屈したり と 確信 せらる。 此の 信仰 

を棄 つると き は、 宗教に 多大なる 差異 を 生すべし と。 

終りに 一 言すべき は 標準 的 人格 論に 一 つの 大 なる 眞理の 含まれ 居る， ) となり。 フレドリック •  口 

ボルト ソン の說敎 を讀む もの.^ 忘れが たく 感 する は、 彼が 祌は 人的な りと 云 へ る 一 章なる ベ し。 マ 

ゥ リスの 好んで 論す る 所 また 此の 一事と す。 神に 存 する 人的 性情 (ヒゥ マ 一一 チイ) を認 むる は大な 

る 信仰な り。 此れ 基督 敎の 至寶 にあら す や。 本論の 進行 するとと もに 此の 點 いよく 明白な らん を 


パ ゥ C1 は 基督 神なら と 直指斷 言せ ざ. 9 しゃ 

パゥ。 の 害 中 基督 を 呼んで 單 に耶穌 (其の 地 的名稱 なり) と 云 へ る もの 多から す。 哥羅西 書に は、 

しかよ 

然 呼べる 例 一 つも 見えす。 ガラ テャ、 ピリ ピ、 コ リント 前書に 各々 I 回の み。 前テサ 口-一  ケ 書に 二 

回、 。マ #1 に 三回、 後コ リント 書に 二回。 然れ ども 主耶穌 基督なる 名 は バウ。 の 手に 成れる ものと 

して 異論な き 書翰に 七十 三回 用 ゐられ たり。 之 を 主 耶穌と 呼べる もの 十二 回 以上、 主と 稱 したる 例 

で；： 三十、 單に 基督なる 名 を 使用した る こと 百 八十 回の 多き に 達す。 彼 は 主として 祌 的の 基督 を說き 

しなり。 復活 昇天せ る 基督の 光榮 は、 パゥ。 の 常に 凝視せ ると ころに て ありき。 所謂 七十 人 譯の舊 

約に 使用 せらる るキュ リオス (主) は、 實際 神と 大差な く、  H ホバて ふ 名稱に 代用 せらる-ものなる 

が、 パゥ n は 之 を 基督に 適用す る を 慣例と す。 彼が 如何に 基督 を 見し や 知るべき のみ。 

パゥ n 如何に 基督 を 信じ、 又 之 を 如何に 崇めた る や。 此は旣 に 明かなる べしと 信す。 其. の 基督 は 

天地の 創造に 與 かり、 萬 物の 攝理 に參 す。 其の 生死 は 無限の 意義と 價 値と を 有す。 彼 は禮拜 せら 

る。 また 祈り を受 く。 彼 は 神ら しく 行動し、 祌 らしく 說 かれ、 祌 らしく 崇められたり。 こ-に 至り 

て 之 を 神と 名づ くる は 極めて 常然 なり。 バウ 口が 直に 耶穌 基督 は祌 なりと 云 は ざり しにせよ、 其の 

たち 

信仰 こ、 にあり し は 疑 ふべ からす。 デ，' ル 曰く、 使徒 等が 基督の 神格 を 信じた るに つきて は、 聖書 
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の片首 隻語に 據 りて 言證 する を須ゐ ざるな り。 一 節 若しくは 一 句の 證 言よりも はるかに 重ん す べき 

けい、 t ん 

もの あり。 蓋し 此の 如き 經文 は、 譬 へば 潮の 退きし のち 砂上に 遣留 せる 結晶 體の 如きの み。 以て 海 

水に 瞎分 ある を 明すべし。 然れ ども 最も 强き 證據 なりと 兑做 すべから す。 何と なれば 海水 を 汲め 

ばみ な 鹽分を 多 1; に 含み .t" れば なり。 斯の 如く 主の 神格 は 書翰の 全部 を 通じて 含まれたり。 一節と 

して 其の 意味 を傳 へざる ものな し。 使徒た ちの 主に 事 ふる 埶ー 愛、 其の 喜びに 堪 へざる 信仰、 基督の 

うちに 生く るて ふ 確 lliE、 死生 を 之に 托する の 平和の 如き、 此らは 皆 彼らが 耶穌 基督 を祌 なりと 吿白 

せる ものに あらす や。 彼ら は 書中 明かに 當 時の 諸敎會 によりて、 主耶穌 基督が 祌 として 信ぜられつ 

つ ありと 假定 せるな りと。 

故に バウ 口 の 信じた る 基督 を 以て 神格な りしと 認定す るの 理由 餘り ありと 謂 はざる ベから す。 然 

せん！ V;,! ち 

れ ども、 して 彼 は 基督 は祌 なりと 直 指 明言せ ざり しゃ。 a マ奎暴 九 章に 曰く、 列祖 はこれ 彼らが 

ほまれ 

先祖な り。 肉體に 因りて 言へば 基督 も 亦 彼らより 出づ。 彼 は 萬 物の 上に ありて 世々 讃美 を 得べき 祌 

さ； 

なり ァ ー メン (五 テ トス 第二 章に 曰く、 望む 所の 福 ひと 犬なる 神、 即ち 我らの 救 主なる 耶穌基 

督の 榮の顯 はれん こと を 待 たしむ (十三 節)。 先づ 後者より 之 を 論ぜん。 從來 の英譯 聖書に は大な 

る祌 及び 我らの 救、 王 云々 と ありし が、 改正 譯文 はま さしく 日本 譯とー 致す。 顯 現なる 語と 云 ひ、 グ 

リシ ャ の 原文 救 主の ま へ に 冠詞 を 省きた るな ど、 其の 他 語の 排置 等す ベて 日本 譯 聖書の 如く 解す る 

を當 然とす。 此の 說に 反對 する ものな きに あらす といへ ども、 此の 如く 之 を解釋 する を不當 なりと 


すべき it- 山 十分 精確なる もの ある を， ら ざるな り。 

すが！ i  、 

ロマ 書 第 九 章 五節に つきても、 十；； 來 議論の 絡え 問な き狀 なり。 近代に 至りて は、 エラスムス.^ 

來、 此れ 最も 註解 者の 難め る 所と す。 蓋し 句點を 置く の 場所 如何に 由り、 文意 非常に 變 化すべし。 

而 うして 文法より： -ム へば 何れにしても 餘り差 支な きもの、 如し。 故に 或は 之を譯 して 曰く、 『彼 は 萬 

物の 上に 在り。 祌は 世々 譜美を 得べ しァ ー メン』 と。 斯く譯 すれば 直ちに 基督 を 指して 祌と 呼ば ざ 

る こと、 なるな り。 文法の 上より 斯く譯 すべし と 主張す るの 理由 取る に 足る ものな し。 唯 基督 を 直 

指して 神と 呼べる 資例 なしと 云 ふの 一 事 最も 有力なる 者の 如し。 然れ ども 此の 反對說 また 恐る、 に 

足らざる なり。 サン ディの 羅馬書 註解に 曰く、 ユダヤ人の 習慣と して、 最初 は 祌てふ 語 を 父に 專用 

する の倾 あるべき は 自然な り。 渐 くにして 基督 を も 神と 呼ぶ に 至れり 云々。 習愤上 首と して 父 を 神 

と 呼べる も の；：！^ も 多 かりし にせよ、 時として は 直に 子 を 指して 神と 云 ふこと ある も 怪しむ に 足ら ざ 

るな り。 今日と いへ ども 耶穌 基督 を 指して、 直に 神と 呼ぶ 場合 比較的に 少なき にあら す や。 基督 は 

實に祌 なり。 然れ ども 人となりし 神なる を 記憶せ ざるべ からす。 此れ 基督 を 直 指して 神と 呼ぶ の 

例、 比較的に 多から ざる 现 由の 一 つなるべし。 然れ ども 新約聖書に 基督 を 直に 神と 呼びたり と覺し 

き 實例必 すし も 之 無き にあらざる なり。 ヨハネの 報吿 をして 誤りな からしめば、 使徒 トマス は 基督 

に 向 ひて 我が 主よ、 我が 神よ と 呼ば はりし なり (一一 § の)。 其の 第一 章に は 一 百 (基督) は 即ち 神な りと 

見 ゆ。 行 傳に闩 く、 祌 己が 血 を 以て 買 ひた まひし ところの 敎 會を牧 ふべ し (一一  1§ の)。 テ トス 二の 十三 
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また 然ひ。 此を 以て 見れば、 基督 を 呼びて 祌 となせ る 例な きに あらざる なり。 たと ひ 稀なる にもせ 

よ、 其れの みの 理由 を 以て 現行 譯 文の 如く 解す ベから すと する は 酷な りと 謂 はざる ベから す。 況ゃ 

行文の 聯絡より 云へば、 此 所に 祌を 讃美す るの 語 を揷 人す る は 調子外れな るに 於て を や。 叉 況んゃ 

前後の 文意 悲哀 憂悶の 情 切なる に 於て を や。 或は 羅馬書 第一 章 二十 五節 を 引きて 之 を 辯 解 せんと 試 

みん とするな らんが、 サン ディ 曰く、 此は後 哥林多 書 第 十一 章 三十 一 節に 於け る 如く、 神の 名 を 記 

し？ l-r- し 

入せ し 後に 頌詞 を唱 ふる を 常と せる ラビ 的 習俗、 及び 東方の 慣例に 依れる のみ。 c マ 書 第 九 章は然 

らす。 其の 前に 神の 名稱を 記さざる が 故に 同一 の 規則 を 以て 判斷 すべきに あらざる なり。 此のと こ 

ろ に 頌詞 必 らす しも 有り得べ からすと は 云 は す。 然れ ども 甚だ 不自然 にして 不調 子な りと 云 ふを惲 

ら ざるな りと。 (此の 論 サン ディが 口 マ 書 註解 二三 四 頁 以下に 詳 かなり)。 文法より 論 すれば 現行 譯 文の 如 

く 解す るに 差 支な きのみなら す、 反って 之 を 優れり と認 むべき もの あるに 似たり。 しかの みなら 

す、 バウ 口 は 基督 を 以て 神な りと 信す るに も拘ら す、 一 とたび も 之 を 直 指 明言す る ことなくば、 頗 

る 怪しむべき ことに 非す や。 解釋の 可否に つきて 彼此 道理 相 半 するとき は、 バウ n が 平生の 持論に 

適合せ る 解釋を 取る を至當 とす。 

バウ n が 基督の 神格 を 信じた る立證 は、 片首 隻語に. 3 りて 決せら る、 を 要せす。 然れ ども 彼が 之 

を 明 首 せり ど 認めら る A 文字 また 輕ん すべきに 非ざる なり。 


パ ゥ G の 甚督は 神に 劣れる もの に 非ず や 

曰く、 汝らは 督の もの、 基督 は祌の ものな り (SIffi 一 基督 は 父の 意志 を 奉行し、 父の 皆に よ 

りて 救の 中保^たり。 前 1™^^: 林 多 十一 章 三 節に 日く、 凡ての 人の 首 は 基 なり。 女の 首 は 男な 

しんし 

り。 基督の 首 は 神なる を 汝らが 知らん こと を 願 ふと。 祌 子が 祌に對 し、 或 意味に 於て 劣者た る を 示 

せる ものに あらす や。 殊に 前 1H!H. 林 多 書 第 十 一章に 於て は、 基督 を 妻の 地位に 喩 へたり。 是れ 何の 謂 

ぞゃ。 蓋し 此の 文 は S 人の 道 を 論す る ものなる が、 其の 意に 曰く、 男子に 於て 當然 なること も 婦人 

に 於て は當然 ならざる 場合 あり。 其の 故 如何ん。 男女 各 類 を 異にする を 以てなる か。 否 男女 異類 別 

くる 

物な らんに は、 其の 行爲に 差別 あるべき は 固より 期して 待つべき ことなり。 何ぞフ.|を§^^別するに困 

まん や。 m;^ 女 もと 類 を 同じう すと いへ ども、 相互の 關 係より、 區 別 を 生じて、 道 相 同じから ざる も 

の あり。 同類に して 本來 平等なる 人類のう ちに も 本末の 別、 從屬 の關係 ある を 妨げす。 基督の 神に 

於け る亦然 なり。 彼 は眞の 神格 を 有し、 父と 一 なりと い へ ども、 子た るの 故 を 以て 父に 從屬 すると 

ころな き 能 はす。 神 子 は 神父 を 奉じ、 之に 受け、 之に 事へ、 之に 從 ひて、 能く 子た るの 道 を 行 ふ、 孝 

道 此れな り。 基督 敎を信 すれば 孝 はた^ 人類の 道に 非す。 また 天の 道な り。 祌 のうちに 孝道 存す。 

神 愛な りと は 即ち 孝道の 關係祌 のうちに 全うして、 他に 待つ ことなき の 謂 ひなり。 神に 生命 ありと 

は、 神のう ちに 孝道の 相愛 的 活動 充ち 足れる を 一 百へ るな り。 祌は 命令 者の みならす、 また 從屬 者な 
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しもべ 

り。 神 ま 事 へらる.. のみなら すまた 事 ふるもの なり。 祌は 主なるの みならす、 また 僕な り ^H^,x 

なる のみなら す、 また 子な り。 遣 はすの みならす、 また 造 はさる 人 ものな り。 人 問の 父た る こと 神 

に 似た るの みならす、 その子た る こと また 神に 則る。 人の 君と して 上帝に 配す るの みならす、 僕た 

る ことに 於ても 父の 命 を 行へ る； t 子に 學 ぶこと を 得べ し。 此に 於て 忠孝 は 天道な り。 萬 物の 根本に 

忠孝の 至道存 す。 1% 洋 忠孝の 敎、 基督教に 至りて 其の 深奥なる 基礎 を 得たり。 祌子從 屬の秘 義は世 

界の 光明な り。 神父 神 子の 關係測 知すべからざる に 似 たれ ども、 之 あるに あら ざれば 人道 は 無根な 

り。 之な くば 人 問の 從屬的 關係は 其の 最も 美 はしき 冠 冕と、 其の 最も 堅 E なる 理由と を 失 はんと 

す。 ョ，、 ネ專 が； t 子の 尊榮 を發揚 するとと もに 忌み 惲る ところな く 共の 從屬 的狀態 を露屮 U し、 バウ 

0 が 基督の 無上 權威 を宣 ぶる と 同時に 其の 神に 仕 ふるの 事情 を說 いて、 宛 も 矛 115 せる が 如く 見 ゆる 

を も 意と せざる は、 何等の 偉 親、 また 何等の 妙味 ぞゃ。 

斯く ti す^ば 何時しか 三 一 秘義の 大道に 接着しつつ ある を覺 ゆ。 近き うちに 之 を詳說 する の機會 

あらん。 前 哥林多 書 第 十五 章 二十 八 節の 如き^に 之 を 論ぜす。 然れ ども 讀者は 之に つきても すでに 

思 ひ 半に 過ぐ る もの ある を 疑 はす。 

へ ブ ラ ィ 書の 基督 

比の 書翰 こっきて は、 紀元 六十 年より 同じく 六十 七 年の 交に 著 はされ たりと 主張す る 舉者メ ェ 


ネゴッ の 如き あり。 共の 反 對說に 紀元 六ト五 年より 九 卜 年の 21 に 之 を 置かん とする ハ ル ナックの 如 

きあけ。 何れにしても 時代の 信仰 を 代表す と はるに 於て 差 支 ある. を c3Mr。 

へブラィ^^3は：取初の基督敎辯證論と稱せる。 H ルサ レム 陷 おして、 ユダヤ 敎 瓦解せ しに も拘ら 

す、 基督の 神 成 儼然として 存し、 其の 救の 力 S 、むべき を 論じて、 基督 を 信す る ユダヤ人の 惑 ひ を 啓 

き、 其の 志 氣を报 作し、 其の 基督に 對 する 忠義 心を勵 まさん と 試みし ものな り。 著者が 如何に 基督 

を しゃ を 知らん と 欲せば、 書中 其の 材料 頗る 豐 富な り。 然れ ども 其の 開卷 第一 章の 首 を 引く を以 

て滿 足せざる ベから す。 曰く、 神 は 基督 を 立て、 萬 物の 嗣 とし、 nls 彼 を 以て 諸々 の 世界 を 造りた 

か- -5i  か た  ちから  たも  卜 

り。 彼 は 祌の榮 の 光^、 其の 1^凤 の眞 像に て、 己が 權 能の 首 を 以て 萬 物 を 扶持ち、 我らの 罪の 淨めを 

すべ  つか ひ  たち 

爲 して 上天に 在す 神の 右に 〕& しぬ と。 叉 曰く、 神の 諸ての 使者 は 之に 跪づ くべ し。 使者 等に つきて 

は 神 之 を 風と し、 其の 役 はる \ もの を 火 談と爲 すと 云へ り。 然れど 其の 子に 云へ る は、 祌ょ汝 の 位 

は 世々 に 及び 汝の國 の 杖 は fi- しき 杖な りと。 叉 口く、 主よ 汝 はじめに 地の 基を奠 く。 天 も汝が 手の 

わ ざ  さ  たも  -リ はぎ  た. -  .  . 

ェ なり。 此らは 亡びん。 然 れど爾 はつねに 存. たん。 爾此ら を袍の 如く 捲む。 彼ら は變 るべ し。 ^れ 

よは ひ 

ど 雨 は變る ことな し 。雨の 壽は 終ら ざ るな けと。 著者が 基督の 神格 を 認む る も の 至れり と 謂 は ざ る 

ベから す。 基督 は 天地 萬 物が 其の 目的と して 歸向 すると ころな り。 彼 は 天地の 創造者な り。 彼は最 

も 完全に 神の 威 德榮光 を 顯彰 せる 啓示 者た るの みならす、 寳に祌 の 本質の 眞 像な り。 预雷者 と し 

て、 基督の 光 榮は此 に 於て か 其の 極點に 達せり。 彼 は 罪の 淨め をな せる 祭司な り。 また 上天に あつ 

基 6 と 其の 事 業  、  .  二 九 
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て祌の 右に 坐し、 其の 無上 大權を 以て 萬 物 を i 杌治 す。 天使 之に 跪拜 し、 其の 治世 終極す ると ころな 

し。 基督 は 諸 主の 主、 眞に种 たる ものに あらす や。 へ ブライ 書の 基督 はバ イシ ラフの 天人 說、 若し 

く は ハルナックの 所謂 -1 ゥ マ 的 基督 論 を 以て 解 說し得 ベ きもの に 非 ざ るな ひ。 

ョ ハネは 如何 

と-一 わか 

彼 は 明かに 耶穌 より 年少な り。 神秘的に して 最も 繁く 理想 界に 往来し、 熱情 火の 如く、 沈默 にし 

て靜 かに 思 ふこと 深し。 其の 言論 思想 は學究 的に あらす して 多く 直覺 的な り。 宛 も 電光 一閃 忽然と 

二と ギ i  か» にリ 

して 雷の 雲に 轟く が 如く 感ぜら る \ はョ ハネの 言と 情感と に 非す や。 彼が 雷の 子と 稱 せらる.. も 亦 

其の 故 ありと 謂 ふべ し。 耶酥， ) そ 世の 罪 を 負 ふべき 神の 羔 なれと 聞きて、 彼の 靈性は 其の 最も 深く 

且 切なる 側面に 於て 動かされたり。 彼 は 直に 耶 の 召に 應 じたり。 耶 と ヨハネとの 間に は 最も 親 

密 なる 友交の 關係を 生じたり。 彼 は 主の 愛する 弟子な りと 自覺 する に 至れり。 生前の 耶 Jw、 復活の 

主、 此の 弟子 を啓發 感化せられ しかば、 彼 は 品性 新に なりて 靈覺 見えざる の 世界に 通じ、 信仰の 視 

線 直ちに 道の 本質に 達し、 其の 忠誠の 精神 能く 愛の 秘義を 開く の 資格 具備す る、 と を たり。 ヨハネ 

が エベ ソに 在る もの 二十 五 年、 束 西の 思想 紛々 として 集り、 群 疑 百出 異說展 々なりし に 際し、 馬 

太、 可、 路加の 三 福音書 は 其の 前に 在り、 而 して バウ a のま § は 巳に 敎會に 流布せ られつ \ あ 

り。 ブラウ 二 ングが 『沙漠の 死』 を讀む もの は 轉た懷 舊の情 禁じ 難き もの あらん。 ヱ ベ ソに 程遠 か 


らぬ 砂漠の 洞穴に 難 を 避けし 老 使徒 まさに 死なん とす。 五 人の 門弟 之 を 忠實に 看護す。 老人病 體を 

锄 まし、 彼が 昔 基督と ともに 在りし 時 を 物語りて、 福音の 事實と 眞理と を遣敎 す。 幽玄に して 剴切 

なる 訓言讀 む もの \ 肺腑に 徹する が 如し。 ブラウ 一一 ング老 使徒に 言 はしめ て IE  く、 愛の 道 常に 斯の 

如し。 起たん として 先づ 屈む。 憶 ふ 昔 基督の ロづ から 敎 へられし 此の 身 {ほ： 道の 命 を 奉ぜし より 兹に 

二と つ 

數十 年、 其の 問 天下の 人に 傳 へて 曰く 事 實に斯 くの 如し、 余は斯 くの 如くに 聞き、 斯 くの 如くに 見 

しかん、  げん 

たりと。 斯くて 人 は 之 を 信じた るな り、 云々。 ブラウ 一一 ングの 言 ー篇の 詩な りと いへ ども 其の 全體 

に 信仰の 氣充 ちて、 善く 老 使徒の 悌を傳 へたり と 謂 はざる ベから す。 ヨハネの 著書 は 主 耶穌に 最も 

親し かりし 老翁の 懷舊談 なり。 一 日 彼はァ ンデレ とともに 耶 の 後に 從ひ 行きぬ。 主 之 を 回顧て 何 

を 求む る やと 問 ふ。 彼等 答へ ける は ラビ. ffl: 處に 住る や。 耶穌 來り觀 よと 言 ふ。 往 きて 其の 日 之と と 

もに 住れ り。 時 は晝の 四時 ごろな りき。 此は老 使徒が ヨハネ 傅の 第一章に 記せし 所" 六十 年の 昔 宛 

ら 昨日の 如くに 記憶せられ、 彼が 耶穌の 門に 入りし 其の 事の 始末 は、 其の 日の 時 問に 至る まで 眼前 

いた 

に 見る が 如く 感ぜられき。 之より 彼が ぺテ 。とともに 主の 復活せ るた め 空虚と なりし 墓に 詣 りて、 

おりし ことの 爲體を 見て 信す る (「一 か J5) に 至りし まで、 如何に 深く 耶穌 基督の 敎育を 受けた る や、 

しる 

如何に 多く 其 の 道 を吸收 し、 如何に 精し く 其 の 言 を 行 ひし か を觀察 せし ぞ。 自ら 其の 經驗を 記して 

曰く、 我ら 皆 彼の 充ち たる 其の 中より 受けて 恩寵に 恩寵 を 加 へらる と。 彼 は 基 皙のカ を 其の 身に 實 

驗し、 其の 限りなき 恩寵 を 日々 新に 味 ひて 窮まる ところな きを 覺 えたり。 彼 は 天地 間 他の 何物に よ 
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りても 學ぴ 得ざる こと を 基督より 敎 へられ、 其の 祌を 顯彭 せる 光 目 映 ゆきを 感じたり。 彼 は 基督に 

か ヘリ； 

從遊 せる 三年と 其の 恩寵に 沐浴せ し 六十 年と を 回顧て 言へ り。 我ら その 榮光を 見る に ま AJ とに 父の 

さか- W  W  - 一  と 

生み 給へ る獨 子の 榮 にして、 恩寵と 眞理 にて 充てり と。 斯 くの 如く 其の 言肉體 となりて 我らのう ち 

に寓れ りとの 信仰 は 史的 事 實と靈 的 經驗の 上に 樹立して 動かすべからざる ものな り。 曰く、 

『太初に 言 あり。 言 は 神と ともに 在り。 言 は 即ち 祌 なり。 此の 言 太初に 神と ともに 在りき。 萬の も 

の 之に 由り て 造らる。 造られた る もの 一 つと して 之に 由ら で 造られし は 無し。 之に 生命 あり。 生命 

さと 

は 人の 光な り。 光 は 暗き に 照り、 暗き は 之 を曉ら ざり き』 と。 

文意 を 自然に 解し、 虚心 平氣 其の 歸結を 求 むれば、 肉體 となりし 言 實に 天地に 先き 立ちて 存在 

し、 自ら 神に して また 神と ともに 在りとの 眞理 最も 明かに 敎 示せられ たりと 謂 はざる ベから す。 ョ 

ハネ は獨ー の 眞祌を 信す ると-^ もに、 神 子 耶穌基 l^E 祌 にして、 又 祌と& もに 在り。 即ち 同一 の祌に 

して 其のう ちに 養 妙なる 151! 別 ある を 信じたり。 彼 は 天地の 存在 基督に 依る と 思へ り。 祌 のうちに 愛 

の關係 無始より 活動す。 これ 之を祌 のどと 云 ふ。 此の in 世界の 光な り。 使徒 ヨハネの 信仰 此 くの 如 

し。 其の 書翰に 見えた る 基督 亦 之と 異なる もの ある を 見出さす。 默示錄 の 基督 は种 とともに 大 いな 

る 白き 玉座 を 占む る羔 にあら す や。 凡て 共の 基督 觀は第 四 福音書 開卷數 節の 意味に 歸 着すべし。 此 

を 以て 彼の 信じた る は バウ P の 基督と 異なる ところ あらざる なり。 ハルナック 日く、 第 四 福音書の 

基督 は言說 し、 行動す る 所の パ ゥ n 的 基督な りと。 其の 言說し 行動す る 所て ふ 數言を 以て 之に 冠し 


たる は、 バウ a が 稍々 祌學 的敎理 的に 共 を說 きたる と異 りて、 第 四 福音書が 史傳 的に 之 を 記載し 

たる を 示せるな り。 蓋し 此の 相逮 あるの みに て 兩者說 くと ころの 基 傅 は 其の 性質に 於て 同 一 なり。 

而 して 意外に 感ぜら る ^ は、 由來 基督の 神 的 側面に 偏す と稱 せらる &第四 福音書が、 バウ！： に 比し 

て 一 歷 適切に 其の 人的 側面 を 表出した る ことなり。 

基 俘に 神 S する は 第 一 世 sfi^ 後の 著書に 始まらす、 これより 先き パ ゥ 口 の 書翰 已に 其の 信仰 盛ん 

なる もの ありし を 見るべし。 基 # の祌格 は 後代の 追加に 非す、 使徒 時代 il^ 初よりの 所信に て ありき。 

第 四 福音 眷の 著者 

此の 書ョ ハネの 手に 成らす。 遙 かに 使徒 時代 を 過ぎし のちの 著述な りと は、 所謂 自. m 神 S? 等の 

盛んに 云 ひ觸ら せし 所な りき。 然れ ども 討究 精 察の 結^ その 著述 使徒 時代に 藤す と は 近時 舉說の 日 

を 追 ひて 歸 着し つ 、ある 結論なる べし。 無論 未だ 此の 結論に 全く 一  致す るの 運びに 到達せ しに は あ 

らす とい へど も、 內 外の 證左は 吾人 をして 第 四 福 昔 書が ョ ハネ 其の 人の 著述なる を 信ぜし むる に 足 

るな り。 少く とも バウルが 紀元 七十 年の 作と 爲 せる は 一 笑に 附 せらる 、の 外 價値を 有 せざる な 

り。 第 四 福 背 書が 紀元 百 二十 五 年の 著書に 引用せられ 居る に拘ら す、 フライ， テレル 等 は 同じく 百 四 

十 年 ごろに 成れる ものな りと 斷定 す。 識者 その 大膽 なる に 驚く。 第 四 福 昔 書 は 第二 世紀の 臭味 を帶 

びす。 如何にしても 彼の 世紀に 著述せられ 得べき ものに あらす と は、 サン ディ t:.- の 如き J: の唱ふ 
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る 所なる が、 ハルナック 一派の 人々 も 之に 同意せ り。 ハルナック は 第 四 福 昔 書 は 使徒 ヨハネの 在世 

中に 成れる 者なる を 承認す。 唯 だ 異なる 所 は 其の 著者 は老 使徒の 友人に て 之と 名 を 同じう せる プ レ 

スビ テル • ョ ハ ネ なり-との 說を 抱く にあり。 然れ ども ハ ル ナツ クが之 を 使徒 ョ ハ ネの 著書に 非す と 

する の 理由 甚だ 薄弱なる のみなら す、 プレス ビ テル *ョ ハネの 著に 係る と爲 すに 對 して は、 ヴ アイツ 

^ ッ ゲルの 反對 頗る 强大 なる を感す SI? 樣 sis)。 ゥ ェ ン ト 等が 第 四 福 昔 書 はョ 尸 ネの 意を傳 へし も 

のなる を 認めた る 如き は、 所謂 自由 祌§ の 提出せ る 仲裁 說 とす。 とにかく 第 四 福 昔 *1 は 使徒 時代 

の 著書に あらす と 揚言して、 其の 信憑す るに 足らざる を唱 へ、 宛 も 進歩せ る 學說此 所に 一決せ しも 

の. - 如く 說き立 つる は、 鬼面 人 を 驚かす の 類な りと 云 はざる ベから す。 第 四 福 昔 書が 耶穌 一代の 事 

蹟を調 杏し、 使徒 時代の 信仰 を徵 する の 材料と して、 充分 信 を 取る に 足る と 見做さる X に對 して、 

in に 有力なる 議論の 存在す る を 知らざる なり。 

フィ ロウと ヨハネの ロゴス 說  ノ 

ョ ハネ傳 開 卷の數 節 を 以て、 フィ ロウの ロゴス 說に 淵源せ りと 解釋 し、 基督 を 神と 信す るに 至れる 

は、 ァレキ サン デリ ャ哲馨 の 影響に 出で たる ものに て、 全く 時代精神の 結果な りと 論じ、 之に 據り 

て 初代 基督 敎徒 の 信仰 を說き 去り、 大に 基督 非祌說 の ため に 得意 の 結果 を 得た る らしく 吹聽 する も 

の あり。 口 く、 『基督 敎徒は 至善の 神と 一致 和合す る こと を 得たり。 斯 くの 如く 神と 人と を 結び付け 


たる もの は 如何なる も のぞ。 此れ 彼らの 論究せ ざる を 得 ざり し 所なる が、 已に祌 と 天地と を 結び付 

くるの 力 は 口 ゴ ス なりと 認めた る 彼ら、 祌と 人と を 給び 付く る もの も 口 ゴ ス なりと 推測す る は 自然 

の 順序な り』 と。 而 うして 海老 名彈正 氏の 如き は 之 を 論じて EI  く、 基督 敎徒 がせ ハの祌 と 一致 和合し 

たる 所の 宗敎的 意識 を解釋 する に は、 當 時の 折：： 學 思潮の 勢 ひ、 どうしても 耶穌を 以て 0 ゴス 其の も 

のの 顯 現と 斷定す るより 外 はな か つたで あらう。 左て 此の 口 ゴ スが 若し 受造 物で あ つたならば 基督 

信者 は 未だ 永遠の 神と 結びついて をる とは言 はれない。 ：：： 其 所で D ゴ スを 以て 祌其の ものと 斷定 

せす に は ゐられ なか つたので あると。 此は 基督の 祌 格を認 むる の 信仰 は當 時の 口 ゴ ス說に 淵源せ り 

と斷定 せる に 外なら す。 所謂 宗教の 新 意識 を 標榜す る 日本の S! が 主張す ると ころ は、 一般 祌 SI 

の說き 惯れし 宿題な りと 謂 はざる ベ からす。 例せば ォ スカル • ホルツマン は 第 四 福 昔 書 著者 をして 

基督 敎に 本來 新なる 觀 念を與 へしめ たる もの はフィ 0 ゥ なりと 放 一 百せ り。 此れ ra^ して 然る か。 

果して フィ tl クの 門人な. 9 しか 

之を耍 する に 一 派の S? が 頻りに 主張す ると ころ は、 第 四 福 昔 著者 を はじめ 、バウ 口 等と 信仰 を 同 

じうす る 者 をして、 皆 ァレキ サン デリ ャ の：^ 5? フィ ロウの 門人たら しめんと 企つ るに 外なら す。 

フライ デレル 口く、 フィ ロウ は イスラエル 最後の メシャ 的豫言 者な り。 彼 は ァレキ サン デリ ャのパ 

プ テス マの ョ ハネ にて、 福 昔 記者 ョ ハ ネを啓 導した るな りと。 而 して 彼らが 然く 唱導す る 所以の 目 
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的 は、 基督の 神格 を 時代 思想に 附會 して、 之 を 暗 黑裡に 葬らん と 欲する に 在り。 

ょリど 二ろ 

ロゴスなる 語の 用 ひられし を據 とし、 或は 光と 暗との 二： ば i の 如き を證 にと りて、 斯る 說を逞 う 

する は、 危險 なる 大 早計な りと 謂 はざる ベから す。 丁韙 良の 天道 溯 原 は 支那 人 をして 基督 敎を 理會 

せしめん が爲 に、 の 語 を W ひ、 時として は 其の 說を 引きて 基督教の 本意 を說 明せ り。 嘗て 一人 

の 固陋なる 漢 之 をロ實 として 基督教 は 孔孟の 糟 柏に 過ぎす と辨ぜ しこと あり。 第 四 福 昔 書の 口 

ゴス にっきて 漫然 臆 說を唱 ふるまた 之に 類せ ざる を 得ん や。 ハルナック： n  く、 ヨハネと フィ ロウと 

ょリ ど-一ろ 

は 名稱に 於ての 外、 相 共に すると ころ 少しと。 斯の 如くなる にも 拘ら す、 ロゴスて ふ 語 を據 とし、 

ョ ハ ネを强 いて フィ C1 ゥの 門人たら しめんと する は 不可な り。 

ョ ハ ネは何 所より 口 ゴスて ふ 語の 用法 を傳來 せり や。 之に 就きて 第 一 に 記 べき は、 舊約 聖書 

に 神の 言 若し く は 智慧 等 の 言 を 擬人 的 に 使用し、 宛 も 神 之に よりて 活 動す るかの 如くに 考 へたり と 

覺 しき 文章 少なから す s^^.^r^_--^3^--r„A^.=^r^»--=^--aA^0 舊約 聖書 以後の 文學、 例す 

れば 『ェク レジ ァス テク ス』、 『智 書』、 『シラ クの子 耶穌』 の 如き 諸 書に 至れば、 此の 傾向-更に 著明な 

り。 斯くて ユダヤ人 は 神の 一一 一一" (。ゴ ス) なる もの あり、 祌は 之れ によりて 顯 現し、 且 作用す と 信す 

む ふブか 

るに 至れり。 此はァ レキサ ン デリ ャ哲學 に 誘導 せらる る 迄 もな く 自然ら 舊約 思想 發展の 結果な りと 

ひしろ 

謂 はざる ベから す。 故に ョ ハネ傳 。ゴス の 出 所フィ 。ゥに 於て よりも 無乃舊 約に ありと 唱 ふるもの 

あらば、 必ゃ しも 之 を フライ デレル、 ヴ アイツ エッケ ル 等の 說に 比して 不都合な りと 評すべき 理由 


ある を 知らざる なり。 

ユダヤの 竹舉^ フィ 。ゥは 紀元前 二十 年 乃至 十 年の 頃 ァレキ サン デリ ャに 生る。 其の 祖國の 舊史 

經文は 彼が 尊信 を 極めた ると ころな りしが、 其の 境遇 は 之 をして 亦グ リシ ャの 哲學 にも 曉 通し、 殊 

に プラト ゥの 思想に 心 を 港め しむる に 至れり。 フィ n ゥは舊 約に よりて プラト ゥを釋 き、 プラト ゥ 

に. S りて モ ー セ を解說 せんと 試みたり。 ロゴス 論 はへ ブライ 及び グ リシ ャの 思想 を 兼ね、 之に 加味 

する に束洋 思想 を 以てせる フィ ロウの 大に 唱道せ し 所なる が、 其の 說に 曰く、 祌は 超然と して 世 

と 隔離せ り。 祌と 天地との 間に は 無限の 淵 あり。 純淸 なる 神靈と 有形 世界と は 相 交通す る こと を 得 

せいじ？ 

す。 凡そ 物燹は 卑俗に して 不潔な り。 淸淨 無垢の 神 は 直ちに 形 ある ものに 觸着 する こと 能 はざる な 

り。 神と 世界との 問に 立ちて 交通の 媒介た る もの を n ゴス とす。 此の ロゴス 實に ブラ トウの 所謂 原. 

1 - , „  .、  ことば  なかだち 

型 的 理想な り。 ^ん では 內 在の 理性たり。 發 して は 思想 を 表せる 言の 如く 天地 を經營 する の媒 とな 

,  なプ  て 5 し 

る フィ。 ゥ之を 名け て 第二の 神と 云 ひ 至高の 天使と 呼び、 神の 蒙 子と 稱す。 n ゴスは 時として 宋 

^の理 の 如く、 また 道の 如くに 解せられ たり。 

使徒 時代に は 此の 如く 舊約 聖書 傳來の 。 ゴ ス 說とグ リシ ャ 系統の a ゴ ス In 學と相 並んで 行 はれた 

り。 ァレキ サン デリ ャ 思想のう ちに 此の 二つの もの 混成 化合せ る をフィ ロウの 舉說 とす。 。ハレ ステ 

ナの ユダヤ人が 主張せ る ロゴス は 詩的に して i 蹬 味なり。 フィ ロウの 所說は 形而上 實體擧 を极據 と- 

す。  而 して 其の 意義 定かなら す。 彼が 所謂 n ゴスの 性質 漠 として 捕捉すべからざる なり。 
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議論 紛 々 衆」 しく 天 を 仰いで 日月 を 評する に異ら ざる に當 り、 バウ n  、 ョハ ネ 等の 諸 使徒 は ナ 

ザレ の耶穌 基督に 接し、 其の 言行 を 1； 嚼し、 其の 救 ひ を實驗 し、 其の 喚起せ る 希望に 奮 ひ 立ちて、 

其の 神格 を 認識せ り。 神實 に肉體 となりて 現れし と は 彼らが 確信す ると ころに て ありき。 神の 顯 現- 

確實 明瞭に して、 人生の 秘義此 に 解決せられ たり。 ヨハネが。 ゴ ス なる 語 を 提げて 基督 を宣傳 せる 

意中 を 推測す るに、 蓋し 思へ らく、 祌の顯 現 は耶穌 基督に 於て 完了せ り。 グ リシ ャ 人の 推測せ る、 

且 ユダヤ人の 揣 摩せる ロゴス は、 我が 耶穌 基督に 外なら す。 最早 徒らに 之 を呶々 する £ 勿れ。 HT,^. 

の c ゴ ス此に 存在せ るに あらす やと。 即ち 筆 を 取りて ョ ハ ネ傳を 著述せ り。 彼 は 口 ゴ ス より 一 轉し 

て 基督に 思 ひ 至りし ものに 非るな り。 昔し バウ n、 ァ テンス 人に 向 ひ、 汝ら が識ら すして 拜 める：^ 

の 神 を 我 今 宣べ傳 ふべ しと 喝破せ る 如く、 ョ ハネは 彼が 疾に 信じ 居た る 基督と その 神格と を 最も 明 

のべ  t  1 

快適 切に宣 んと 欲して、 當 時の 成語 を捉 へ、 元 初に n ゴ ス あり、 C ゴ スは汝 らが揣 摩せる.^ きもの 

に 非す、 其の 性 や 云々、 現に 顯 はれて 肉體 となりぬ、 何ぞ 主耶穌 基督 を 信ぜざる やと 大呼した るな. 

り。 ュ ダャ 人の 信仰 もグ リ シ ャ 人の 智慧 も 等しく 耶穌 基督に 歸 して 其の 本體を 具足す る を 得べ し。 

乇 ー セも プラト ゥも、 肉 體に顯 はれし 神の 子に よりて 4nj ハの 要領 を 得つべし。 恩寵と 眞實 にて 充てる 

は、 獨 り耶穌 基督 あるの み。 故に 一 方より 見れば 口 ゴ ス の 章 は、 ョ ハ ネが 基督 敎を 以て 絕對 の眞 i ー不 

敎 なり と 確信 せる 其の 意衷を 表示 せる ものな り と 思考す る を 得 べし。 

第 四 福音書 は 1 全書 最終の 著述な りと 稱 せらる。 耶穌 基督の 神格 を 確實に 信認せ し バウ C の 諸 


書 は、 之より 先已に 廣く讀 まれつ & ありき。 信徒の 敎會は 此の 信仰に 據 りて 着々 世に 勝 を 占めつ、 

ありき。 而 して ヨハネ 傅の 信仰 は 基督の ij にっきて、 パゥ。 と異る もの ある を 見出す ベから す。 第 

四 福音書の 終 言 はパ ゥ c の意兑 を 陳述す るに ョ ハ ネの 方法 を 以てせる に 過ぎざる なり。 此 等の 事實 

ある を も 顧みす、 第 四 福音書の 著者に 至り フィ n ゥの 感化の 下に 始めて 基督 を 祌と認 むる の 考を生 

じたり と說 き、 或は 基督教の 根本的 信仰 は 全く ァレ キサ ン デリ ャ の哲學 より 脫 化せる ものなる かの 

如くに 論す る は、 事の 前後 を 顧 倒せる 迷 執な りと 評せら る X を 免る ベから す。 a ゴス 章の 基督 觀 

あま « 

は、 第 四 福音書の 著述せられ ざり し數年 前より、 疾 くに 使徒の 敎會に 普く 承認せられ たる を 記憶す 

べし。 バウ n の 基督 あるに も拘ら す、 ヨハネ 傳の 基督 を覺 束な くも ァレキ サン デリ ャの 論に 尋ね 

ん とす。 此れ 木より 幽谷に 移らん とする に 非す や。 

ョ ハネ 傅？ 1 卷數 節の 信仰が フィ n ゥの 。ゴ ス說に 起因せ しものに あらざる は、 尙 次に 略述す る 所 

に. S りても 明瞭なる べしと 信す。 

かう 

第 四 福音書の 內容 を調术 几す るに、 フィ。 ゥの 感化 を 被む りし 痕跡 を 見出す ベから す。 ァレキ サン 

デリ ャの^ 擧が 基薺敎 徒の 思想に 影響を及ぼせる は、 蓋し 第二 世紀 以後に 屬す。 而 して 之が 影響 を 

受けた る 結 菜 は、 バノ ノウ シス 徒の 異端 を隨 生した るの み。 未だ 畲て 基督 敎 信仰の 精神と 一致せ しこ 

と ある を 知らざる なり。 然か のみなら す、 第 四 福音書の 敎 義フィ 。ゥ說 と 正 反 對の歸 結に 達する も 

の少 からす。 之 を 例 すれば 其の 第 六 章 三十 七 節に 『父の 我に あたへ し』、 四十 四 節に 『父 もし 引か ざ 
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れ ば』、 六十 五-節に 『我が 父 あたへ ざれば』 などと 云 ひ、 第 十 章の 二十 九 節に 『我に 彼ら を 賜 ひし 我が 

父』 云々 と兑 ゆる 如き は、 明に フィ ロウの 所說と 相反す。 フィ ロウの 祌は 直ちに 有 限界に 接觸 し、 

若しくは 之と 相 授受す る こと を 得ざる 性質の もの なれば なり。 フィ。 ゥの祌 は 親しく 人と 交り、 ま 

た 之 を 愛する ものに 非す。 殊に ョ ハネ傳 の 『言 肉體 となりて 我らのう ちに 寓れ り』 と斷言 せる 如き 

は、 フィ ロウ の 最も 喜ば ざ る 所な ろ ベ く 思 は る。 神聖な る B ゴスは 下界 人類と 桕觸 る ベ きも のに 非 

す。 況ゃ n ゴス 肉體 となれ りな どと は、 祌を濟 すの しき 妄說 として 彼が 爪彈 きする 所な りし を 疑 

か！ t ひと 

はす。 祌人 となれ りて ふ 福 昔 を 排斥して、 受肉降 世の 說を 忌み嫌 ふ 一 派の祌學5!^:こそ、 フィ 。ゥ者 

流の 系統に 屬し、 ァ レキサ ン デリ ャ の竹擧 に 感染した る なれと 謂 はざる ベから す。 

フィ a ゥ の。 ゴ スは 形而上 學の 必要より 無限 者と 世界との 間に 鍵 鎖 を 作り出 さんがた めに 思辨的 

工夫に 成りし ものな り。 宋儒现 氣の說 と 幾分 か 北 ハの趣 を 同じう せり。 第 四 福 昔 書の a ゴス は、 其の 

目的 方法と もに 全く 之と 相反す。 蓋し 宇宙論 上の 疑 題 を 解決し、 無限 有限の 關係を 明かに せんと 欲 

する に は あらで、 無 乃罪惡 を救拯 する の 道を發 揮す る を 以て 北ハの 目的と なせり。 フィ n ゥの n ゴス 

は 形而上 學 的の 目的 を 有す。 基督教の n ゴスは 倫理 上の 必要に 應 する を 以て 其の 主眼と す。 今日の 

ュ -1 テリアン 徒 及び 凡て の 倫理的 神舉 者、 其の 他 一 種の 禪味 を帶び つ、、 漫然 神人 契合の 高談 を 事 

とする 徒 も、 罪悪に つきて 深遠なる 思想 を 抱かす、 共の 救拯說 連だ淺 蒲な り。 彼らの 眼中 罪 惡てふ 

問題な きが 如し。 彼等 は 永久 無邊の 存體と 一 致して、 佛敎的 安心立命の 地に 達せ ん こと を圖 る。 


何 ぞフィ 。ゥ とお 趣 を Zi: じうす るの 甚だしき や。 恶 1;^ 敎は 之と ガ向を 異にして、 形而上 寧 的に 神人 

の 相 隔るを lis.: しとせ す、 道德 上の 相逮 無限に して、 g§- 惡の 爲に祌 人の 隔絶 如何と もす るに. a なき を 

悲しむ を 以て 共の 起點 とし、 喷 罪の 大義 を 以て 其の 中心とし、 眞；. i3 の n ゴス なる 耶穌基 晋の受 肉受 

難 を 以て 救 扬の要 道と す。 故に フィ a ゥと 基督教と は 其の 板 本 的 主義に 於て 南北の 相反す るが 如し 

たち 

と 謂 はざる ベから す。 t" ゴ スの親 念に 到逹 する 方法に 於ても フィ a ゥと 使徒 等 と^だ 異なる を 

る。 フィ n ゥは觀 念 を 凝し、 冥想 耽り、 思辨的 工夫 を 積まむ と 心掛けたり。 ヨハネ 等 は然ら す。 

ねんごろ  さは  はじめ 

『夫れ 我らが 聞き、 また 目に 見、 懇切に 視、 我らが 手捫 りと ころの もの、 即ち 元始より 在りし 生へ 叩 

の 道 を 雨ら に 傳ふ』 と ある 如く、 彼ら は 史的 事實に 基き て 其の 祌の顯 現せり と 認めた る もの を ロゴ 

スと名 づけ、 其の 受肉降 世の 眞理 を發揮 せんと 企てた， ひ。 彼ら は 歴史に 導かれて 基督の； t 格に 到達 

したるな り。 

所ぐ の 如く なれば、 フィ ロウの ロゴス を 以て 第 四 福音書 の 源な るが 如く 說き立 つ る の 不穩當 な る 

こと 知る ベ きなり。 

使徒の 所信 を槪 括す 

斯 くの 如く 說き 来れば、 バウ ：！ 、 ヨハネ、 及び。 へ テ n 等 を 首め として、 使徒た ちの 基督 を 祌と認 

めた る こと 確實 にして 疑 ふべ からす。 彼ら は 未だ 基督の 神性に つき、 明白に して 精密なる 解 釋を下 
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すべき 機 會を與 へられ ざり き。 定義の 時代 は 未だ 到着せ ざり しなり。 其の 信仰 は 火の 如くに 燃えた 

り。 基督に 對 する 其の 愛 は 其の 全靈 全身 を 占領せ り。 彼ら は 基督 を拜 し、 之に 事へ、 其の 使命 を 

ゆる  » つに 5 げっ 

奉じて 活動す るの 外餘 念な し。 否 其の 胸中 餘念 ある を容 さざる なり。 蜜 孰 月の 愛 切なる に當 りて 

は、 -!^ 靜 なる 觀念を 凝す の遑 あらざる が 如し。 故に バウ n の 如き すら、 基督の 性格に つきて は、 た 

稀に 祌擧 らしき 思想 を 運ら せし のみ。 稍 異れる を ヨハネと す。 其の 信仰 は 老熟せ り。 彼が 晩年 居住 

せる H ぺソ に は 異說紛 々として 時に 眞现 を晦 ますの 氣遣 ひなき にし も あらす。 境遇と 時勢と は 之 を 

驅 りて 高遠なる 基督 擧的 思想に 共の 精祌 を用ゐ しめたり。 然れ ども 之 を 要するに、 使徒た ち は概し 

て 基督の 神格 を辨明 せんと 試み ざり しなり。 彼ら は 無論の こと-して 之 を 信じたり。 また 之 を极據 

として 他の 事柄 を 推 究し辨 論せ り。 基督の 神格 は 信仰の 基礎、 愛の 動機に て ありき。 彼ら はたし か 

に 人なる 耶穌を 人類 以上と 認め、 實に 祌肉體 にて 顯 はれし ものと 信じたり。 バウ n の 復活に 於け 

る、 へ ブライ 書の 昇天に 於け る、 ヨハネの イン カルネ ー シ ヨンに 於け る、 各々 北ハの 專ら說 くと ころ 

の 方面 を 異にして、 思想の 精粗 深淺 一なら すと いへ ども、 次に 記せる 事に つきて は 彼らの 意見 全く 

一致せ り。 口く 基督 は眞 M の 人な り、 血 あり、 肉 あり、 情 あるの 人類な り。 彼 十字架に 碟 殺せられ 

たりと いへ ども 死 は 其の 終局に あらす。 復活して 現に 神の 右 旁に 坐す。 彼 は實に 遍在の 救 主な り。 

もろく 

後ち 光榮赫 突た るう ちに 萬 民 を {番 判 せんとす。 諸の 豫言 は耶穌 基督に 於て 驗 あり。 基督 は 祌に對 し 

て 特殊なる 關係を 有す。 即ち 獨ー の 神 子たり。 其の 存在 は 降 世 以前に 溯らざる ベから す。 萬 物 之に 


よりて 成立す。 基！^ 者 は 神と 同一なる 禮拜と 崇敬と を 以て 之に 事 ふる を 自己の 本領と す。 へ ブライ 

甞は之 を祌と 呼べり ( 一 の 八)。 n マ 書 は 之 を 萬 物の 上に 在りて 世々 讃美 せらるべき ものな り、 と崇 

めたり (九の 五)。 テ トス 書に は大 なる 祌 にして、 吾ら の 救 主なる 耶穌 基督と 稱 せらる (二の 一三)。 

ョ ハネ傳 に は、 元始に  一一 一一 E あり、 言 は祌 とともに 在り、 一 一一 E は 即ち 神な りと 明 首せられ た ひ ( 一の 一)。 

使徒 等 は 異ロ同 昔に 之 を 主と 呼ぶ。 キュ リオス はへ ブ ラ ィ 語の M ホ バ 若しくは 神 を. グ リシ ャ 語に 

飜譯 せし ものな り。 されば 彼等 は 明かに 耶穌 基督 を祌と 信じたり。 獨 一 の 眞祌を 奉じて、 偶像 禮拜 

を 蛇蝎の 如く 忌み嫌へ る 彼ら は、 神なら ざる もの を 夢にも 禮拜 する こと 能 は ざり しなり。 彼らに し 

て基瞥 を禮拜 する は、 之 を 神な りと 信じ たれば なり。 基督 實に 神の 顯現 にして 自ら 祌の所 爲を爲 し 

たれば こそ、 彼ら は 之を然 く 信仰す る こと を 得た る なれ。 

基督の 神格 は 基督 敎 本来の 信仰な り。 如何なる 理由より 使徒 等 は 此の 驚くべき 信仰 を懷 くに 至り 

しゃ。 今日に 於て 彼らの 信仰に 赘 同すべき 理由 何處に 在り や。 請 ふ 之 を略說 せしめよ。 

耶穌丼 A 督の 品性 

基督の 行 實は四 福音書に 記載 せらる。 近時 高等 批評 盛に 行 はれて、 世 或は 基督の 傳 記に 疑 を揷さ 

み、 福音書の 記事 は 基督 敎 徒の 信仰より 産み出され しもの なりと 附會 して、 耶穌の 傳記を 恣に改 刪 

せんと 欲する 者 あり。 此 等の 誤 謹に 對 して 一 々辯 明す る は 此の 篇を 草す る 主意の 許さ^る ところな 

^ほと 其の 1$ 業.  EH  二 
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り。 只 左の 簡單 なる 備考 を 以て 滿 足すべし。 高等 批評の 結 鬼 基督の 傳記は 其の 大體に 於て 最も 確實 

なる を證 明せられ たり。 殊に 基督 傳は 其の 人格の 品性、 自然 及び 超自然の 配合、 精細 奥妙なる 絡 

方く 

等、 何れも. 說的 想像の 企て 及ぶ 所に あらす。 實物を ありの 傣に寫 し 出せる にあら すん ば 此の 如き 

を 得ん や。 斯はジ ヨン • スチュ アルト • ミルが 手强く 論じた る 所な ひ。 福音書 所載の 基督 を捨 つる 

ょリど 一一ろ 

時 は、 基督；^ の 歴史 總 ベて 暗中に 葬られて 全く 據 なきに 至るべし。 定かに 知られた る 基督 を 措きて 

架 { 仝 の 想像 に 基け る 末 知 の 基督に 歸 する は 極めて 愚かな り。 福音 ま 曰 の 基督 は 少く とも 其 の 大體に 於 

て 精確なる を認む べきな り。 

基督の 出身 は微 にして 意氣 甚だ 揚ら ざるな り。 木工の 子と して 父の 業 を 襲ぎ、 ナザレの 僻村に 閑 

ほす る もの 三十 年、 專ら勞 働に 服す。 耶穌は 極めて 不利益なる 敎 育の 下に 生長せ り。 彼 は固随 なる 

猶太の 民俗と、 偏屈なる 阈 風のう ちに 發 達せり。 其の 公生涯 は 三年よりも 多から す。 王公 贲紳 の援 

助す るな く、 攀 者の 之に 同情 を 寄す るな く、 僅に ガリ ラャの 漁夫 等と 事 を 共に したる のみ。 其の 出 

處 進退 は 世界の 欺 人た る釋； i ！、 孔子、 及び ブラ トウと 全く その 趣 を 異にせり。 然れ ども 其の 事-業 は 

絶倫 獨歩 にして、 古往今来 之と 肩 を 比ぶべき もの あるべ からす。 彼 は 實に精 祌界の 王者な り。 共の 

. 師道の 盛んなる や 東洋 西洋 共に 其の 勢力 範圍 たる を 免れす。 基督 敎を 排斥し つ 、ある 日本の！： 民と 

い へ ども、 現に その 宗敎 及び 道德の 理想に 於て 基督の 師道に 屈服す ると ころ 意外に 多き を るべ 

し。 祌と 生死と に關 して、 日本 國 民の 懷 抱す ると ころの 思想 は、 何時しか 基督 敎 的に 化せられつ 、あ 


るに あらす や。 帝國の 文舉、 基督の 感化 を 蒙る もの 夥しと 謂 はざる ベから す。 文明 世界の 美的 感念 

は に 鼓吹 せられて 其の 妙所に 逃む。 ミルトン、 ブラウ -I ング の^^^は、 ^督の 誘引に よりて 其の 

神 境に 逢したり。 基督 は 人類 を 慰撫し、 獎勵 し、 高尙 にし、 照 らし 導く に 於て、 其の 蘊蓄せ る 勢力 

f ー盡藏 なる を 示 せ り。 其 の 慰に 依り て 死 を 安くす る 者 如何に 多き や。 其 の 啓發 に 依り て 志 を 立 て 、 

汚れ を 去りて 高貴なる 生活に 移る 者、 擧 げて數 ふべ からす。 望な き 家庭 も 基督の 光 臨に 依りて 靜風 

に 於け る 花の 如くに 變 化す。 レツ キイ 曰く、 基督の 公生涯 三年の 記事 は、 十；： 今 凡ての 竹舉 者の 議論 

及び 凡ての 道攀 者の 敎訓 にも 優りて、 人類 を 更新し 且之を 和ぐ るに 於て 功績 设も大 なり。 基督 敎の 

生活に 於て 最も 善く 最も 純潔なる もの は 悉く 基督に 發源 せりと。 聖高 にして 潔齋 し、 祌の 前に 畏れ 

肅 しむの 念 切に して、 道徳上の 汚れ を 忌み、 正 篛を慕 ふの 志 深く して 天来の 靈氣に 神化 せらる ト\ 一 

を ホウ リネスと 云 ふ。 聖徒の 氣品は 人格の 最も 高尙 なる ものな り。 ァシジ の フランシス も、 ウェス 

レイ、 ジン ゼン ドルフ も、 其の 聖徒た る を 得し インス ピレ ー シ ヨン を 基督に 仰ぎし なり。 シィ リイ 

の 『H ッケ • ホ モ』 に 次の 記憶すべき 一 節 あり。 基督敎外の國民に聖徒的人格を求むるとも共の^*僅 

少なる を 見出すべし。 然れ ども 基督の 降 世 以後、 其の 感化 を 蒙りし 市邑 何れ か 聖徒 的 人格の 俗人 を 

辱 かしめ、 善人の 氣 品 を高尙 ならしめ ざる もの あらん や。 此の 如き 人格 は 人 Si に 神の 出現せ しごと 

き 感想 を 抱かし む。 2^ して 然 らば 基督 敎 は；^ して 失收 せし にあらざる なりと。 道德 もた^ 理想の み 

さなが  とま 

ならば 宛ら 幽靈の 如くなる べし。 .21 朧 として 目に も 遮らす。 其の 來往 何の 感覺 をも與 へざる なり。 
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然れ ども 一度 受 肉して 生ける 人に 宿る や、 其の 感化 力 忽ち 強大に なりて、 猛火の 野 を 僚く に 異なら 

ざる もの あらんと す。 君子の 德 風の 如し。 世界 は道德 の敎訓 なき を 憂へ す。 道義 を寶 現せる 活 人物 

なき を 憂 ふ。 基督 敎が 道德の 大勢 力た る は、 生ける 基督 ありて 人類の 理想 を實現 すれば なり。 

基督 は 吾人の 本 我な り。 丑い 入の 現在 は^にして 其の 本體は 基督に 於て 具足せ り。 彼 は 生ける 道德 

なり。 東西 道 德の差 は、 罪悪 を感 する の 有無 深淺を 以て 最も 著しき 點 とす。 罪悪の 感覺は 基督の 品 

性より 發源 せり。 其の 感化に よりて ぺテ。 は、 主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な りと 叫びたり。 此の 觀 

念 基督 敎の 社會 にの み 著明なる は 意味 深き 事實 にあら す や。 罪 惡を感 する の 良心 は、 基督の 造り 出 

せる 所な りと いふ も 不可なる を 知らす。 最も 高尙 なる 感覺を 以て 罪悪 を るの 良心 を、 無擧 なる 賤 

民の 間に 喚發せ る 勢力 の大 なる 誠に 驚く べきな り。 此は 基督の 品性に 接すれ ば 恰も 祌明 に 近づく の 

思な きを 得 ざれば なり。 其の 品格 は 宇內に 通じ、 萬 世に 一旦り て 儀表た るに 足るべし。 基督 は 猶太に 

生れて 猶太 的に あらす。 羅 馬の 治下に 住みて 羅馬 的に あらす。 其の 品格 は 世界的に して 永久の 理想 

たり。 スト ラウス 嘗て 基督の 品格 を 評し、 此は 快活に して 高 明なる グ リシ ャの氣 象 を 帶 ベる ものな 

りと 云 ひし かど、 其の 罪惡 の感覺 痛切 にして 甚だ 眞 面目なる を 見ば、 グ リシ ャ 人の 輕薄 にして 樂天的 

なると 大に 其の 趣 を 異にする もの ある を 知らん。 沈痛に して 樂天、 謹嚴 にして 快活なる は 基督の 口 g 

性な り。 衆 美 を 兼ね 中和 を 得て 一 方に 偏 倚す る Hi なく、 少しも 過不及の 痕 なき は 耶穌の 人格 魏 然と 

して 人類に 錄 ゆる 所以な り。 或は！； 事に 熱中して 一 倘 人に 疎遠なる 者 あり。 大事に は敏 にして 小事 


には遲 鈍なる 者 あり。 或は 專ら意 を 一 俩 人に 用 ゐて 公共の 大事 を 忘却す る 者 あり。 基督の 愛 は然ら 

もと  ひつじ かひ 

す。 公私 大小 共に 調和して 相 悖らす。 彼 は 善き 牧羊者が 九十 九 頭 を 野に 置きて、 迷へ る 一 頭 を 尋ね 

ま 1VI- な 

求めた るに 似たり。 其の 世と 戰ひ て邁往 する や、 意氣瓖 然として 丈夫の 標本な り。 然れ ども 亦 婦女 

的の 道德、 其の 品格に 具備せ る を 忘る k こと 能 はす。 彼 は 獅子の 如く また 小羊の 如し。 靜思冥 想し 

て觀念 を 凝す 如きに も 疎から すして、 主觀的 神秘 者に あらす やと 疑 はるれ ど、 其の 赏務に 狭 掌し 

て 世事に 活動す る有樣 また nn 覺 しきもの ありき。 基督 は 切に 思 ひ、 したたかに 感じたり といへ ども 

(fi トー 一) 其の 情緒 片時 も亂調 を呈 する ことなし。 善く 衆 を 愛し、 また 一 個人 を 愛す。 敵 味方 何れの 

間にある を 問 はす、 成收 利鈍 何れの 境遇に 立つ を 論ぜす、 其の 王者た る 威厳 を 失 はす、 須臾 も 其の 

平生の 本領と 相悸ら ざるな り。 

ゴゥ ルド ウイ ン • ス ミス 曰く、  ng 性 はニ大 種類に 區分 せらる。 一 方に は 3l!{ 敬 を 鎖す もの あり。 他 

方に は 專ら愛 を 促が す もの あり。 前者 は 偉大 崇高 を 以て 其の 特色と し、 後者 は 優美 を 以て 其の 長所 

二れ-つ  かく 

とす。 耶穌の 品性 は此等 二種の 最も 美しく 調和せ る ものな りと。 此の 如く 動もすれば 相 矛盾す る 品 

性の 兩端を 擧げて 之 を 耶穌 基督の 性行に 徵 すれば、 調和 一 致の 妙名狀 すべから ざる もの あるな り。 

其の パ リ サイ 徒の 非行 を咎 むる や 義憤 秋霜の 瓖烈 なる が 如しと いへ ども、 仔細に 之を究 むれば 愛 

の 認識せられ ざる を 傷み、 之 を 惜しむ の 情 自ら 其の 間に 溢れたり。 ベタ II ャのマ リ ャ香膏 を 耶穌の 

足に 塗る や、 主 曰く 彼 は 我が 葬りの ために 之 を 塗りし なりと。 何ぞ其 の 意の 懷捥 なるや。 然れ ども 

基 IB と 其の 事業  g: 七 
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之と 同時に、 眞に 我れ 汝に吿 げん 1K が 下 福音の 傳 へらる \ 所に は 何れの 所に も 此の 女の 爲 せる こと 

其の 記念と して 語り 傳 へられん と 云 はれたり。 何ぞ 共の 聲の 真ば しき や。 基督の 感情 を觀 察する に 

配合の 妙 概ね 此の 如し。 然 のみなら す、 基督 は 能く 周圍の 事物と 調和して 其の 節 を 失 は ざり しな 

り。 彼 は 世界の 亂 調子なる 罪と 戰 ひて、 之 を 除き 去らん と 試みした めに、 甚 しき 貌輟を 生じたり と 

雖も、 他の 事柄に つきて は 天地 萬 物 一として 基督と 調和して 節に 中らざる ものな し。 天地 は 神の 家 

庭な り。 基督の 世に 在る や 恰も その 住み 馴れし 家庭に 於け る 如し。 月に 怨を 述べ、 花に 淚を濺 ぎ、 

凡て 宇宙の 現象 をして、 煩悶-' 憂愤、 00. 落膽の 媒介たら しむる は、 自ら 天地の 孤兒 浪人と 觀念 

する を 以てな り。 基督 は 之に 反し、 親任と 希望と を 以て 天地 を 其の 家と なせり。 日 は 善人と 悪人と 

を 撰ぶ ことなく 照りて 天父の 愛 を 輝かせ、 百合 花 は 何の 苦 もな く 自ら を裝 ひて、 ソ n モンの 榮華を 

たお ま き ひつじ かひ はな；. J 一  1 は なぶ 力 

後に 瞠若たら しむ。 而 して 蒔 種、 牧羊、 新郎新婦、 主 僕、 醫師、 判官、 隊長、 王侯の 如き、 皆 以て 

天 國の關 係 を 示す の標 式と なすに 適へ り。 ナザレに、 ベター ーャ に、 また カナに、 彼 は 一家の 親和 を 

全 ふせり。 彼は靜 かに 國 家の 制度 法令に 從 へり。  . 

基督 は 猶太 人に も 似す、 グ リシ ャ 人に も 似す、 た 自己に 似た るの み。 其の 品性 は 人類の 間に 孤 

立獨 行せ り。 天 下 其の 匹 を 見出す ベから す。 彼 は 超然と して 獨り 圓滿 なり。 その 生活と 一一 一一 口 說とは 

悉く 相 一致せ り。 彼 は 親しく 見し こと を 語り、 口に 云 ひし 所を實 行した るな り。 時として 基督の 品 

性に 非難 を容 れんと 欲する 者 ありと いへ ども、 共の 目的 を 達せし 者 ある を 知らす。 基督 は眞 に罪惡 


の 痕跡 を 免れし 人なる か。 

耶穌. K に 罪な きか 

主 耶^ 自ら 明言して n く、 我 は 世の にあら すと。 まことに 然り。 其の 一一 一 n 行に 徴し、 其の 感想の 

, ^くと ころに 照し、 その 志 氣の向 ふ 所 を 察する に、 俗氣 其の 胸中に 侵す ことなく、 人生の 塵 跪 其の 

心 を す こと を はす、 紛々 たる 人の 言 說、 少しも 之 を擾す こと 能 はす。 サド カイの 冷 篤 も、 パ リサ 

ィ 文 も、 ：！ マの 威武 も、 其の 志 を 改めし むる こと 能 はす。 彼 は 常に 善き を爲 しつ X 行きぬ。 曰 

く 吾が 父 は 今に 至る まで 働きた まふ、 我 もまた 働くな りと。 共の 行 ふところ 祌と 一致せ ざる ものな 

し。 一言一行 神の 意 旨に あらざる はなしと 自覺 せり。 彼 は 神と ともに 生きぬ。 片時 も 神と 湖れ ざる 

なり。 ピラトの 廳に せかれて、 十字架の 死 を 眼前に 見つ &も、 彼 はた ビ 其の 天職 ある を 知れる のみ。 

n く、 爾の 云へ る 如く 我 は 王な り、 我 之が ために 生れ、 之が ために 世に 来れり、 そ は 眞理に 就きて 

證を爲 さんが ためなりと。 世界の 威力 何 か あらん。 カャパ の權謀 何も のぞ。 彼は靜 かに 祌 とともに 

歩める のみ。 聖 殿に ありて 衆 俗の 喰 囂に圍 まる \と きも、 十字架に 釘 せらる &問 も、 彼 はー& とと も 

にあり き。 群 民の 騷ぎ 立つ るな かに 彼 は 超然と して 祌 とともに 靜平 なり。  、つ.， 

耶^ 基督の 品. 《 は、 日の 天 { 仝に 懸れる 如し。 故に ぺテ 曰く、 彼 は 罪 を 犯さす 又 其の 口に 詭譎な 

かりき。 バウ 口 曰く、 神 は 罪 を識ら ざる もの を 我らの か はりに 罪人と なせり。 道德の 批評家と して 

基 si 其の 事 菜  九 
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最も 嚴 正なる バウ 口の 眼に 映 じたる 基督 は 罪 を識ら ざるの 人に て ありき。 ヨハネ 曰く、 我らの 罪 を 

除かん がた めに 主の 顯れ たま ひし は 汝らの 知る ところな り。 彼 また 自ら 罪 ある ことなし。 

へ ブライ 書の 著者 HI く、 彼 はすべ ての 事に 於て 我等の 如く 誘 はれ たれ ど 罪 を 犯さ ざり き。 叉 曰 

き よ  けがれ  た S 

く、 彼は聖 潔くして 悪しき ことなく、 據 if? 無くして、 罪人に 遠ざかれり、 且 天よりも 高し。 使徒 等 

わた 

は 耶穌を 呼んで 聖者 義人と なせり。 ス テパノ 曰く、 汝等は 令 其の 義 しき 者 を 解し 且之を 殺す ものと 

なれり と。 ヤコ ブが汝 等 正しき 者 を 罪に さだめ、 且之を 殺せり と 云へ る は、 まさしく 耶穌の 事 を 指 

したる に 非す や。 ヨハネ 臼 く、 若し 人 罪 を 犯さば 我等の 爲に 父の 前に 保惠師 あり。 即ち 義 なる 耶穌 

基督な りと。 

此の 如く 基督に 眤近 せる もの は 悉く 其の 罪な きを 認め、 其の 品性の 完全なる に 服したり。 傍觀者 

の 批評 は 耶穌が 自ら 語りし 所に 依って 更に 限りな き 勢力 を 加 へらるべし。 使徒 等 の 見る ところ 輕ん 

すべから す。 然れ ども 耶穌 自身の 意識と 其の 言の 勢力 威權 あるに は 比すべく も あらす。 基督 は 天 を 

知り、 人 を 知り、 又 己 を 知れり。 然るに 彼は汝 等のう ち 誰も 我 を 罪に 定 むる もの あるべ からすと 斷 

言せ り。 叉 曰く、 我 を 遣 はし \ 者 我と ともに 在り、 父 は 我 を獨り 置 き 給 はす、 そ は 我 常に 彼の 心に 

適 ふこと を 行へば なり。 又 n く、 汝ら我 誠め を 守らば 我 愛に 居らん。 我 父の 誠 を 守りて 其の 愛に 居 

るが 如しと。 彼 は祌の 前に 於て 其の 出處 進退 毫も 間然す る 所 無しと 確信せ り。 曰く、 我汝 (神 を 云 

ふ) の 榮光を 世に 顯は せり。 汝の 我に 委ねし 所の 業 は 我 之 を 成就せ り。 人の 心 最も 誠なる て ふ 臨終 


の 際に 臨み， 耶穌靜 かに 己が 旣往 を顿 みて、 事 終りぬ と絕 叫せ り。 こ は 其の 天職 を 全く 成就したり 

と 云 ふ 意味と 解す るの 外な かるべし。 

然れ ども 唯 耶穌が 表 はに 云 はれた る 所に のみ 便るべき に 非るな り。 彼 は 己が 事を漫 りに 成 吿せざ 

れば なり。 彼 は OI ら 之を吿 ぐるよりも、 寧ろ 不言の 間に 人に 發見 せらる \ 事 を 喜べる に 似たり。 彼 

は^ら さまに 斷 一一 一一；： す るよ り も 寧ろ 隱 約の 間に 暗示す る を 好まれたり。 彼 は 自ら を 弟子 の 前に 實 現し 

て、 汝らは 我 を 誰と かなす との 疑問 を 投じたり。 故に 其の 一一 E 說の 間に 之 を吿 白せ るよりも、 然か 一- ム 

へる と 同一 なる 意義 を それとなく 瞎 示せる 場合 最も 多し。 故に 耶穌が 己に 就て 譜明 せし 所 を 知らん 

と 欲する 者 は、 其の E. .HI なる 一一 E を 以て 考案 を 下す の 材料と なすに 止まらす、 その 晤 示せる 所、 其の 

ほのめかせ る 所 を も 精細に 研究す ベ きなり。 

試に 耶穌 自らの 意識 如何に 顯れ たる や を 研究せ よ。 蓋し 彼 は 祌の榮 光 を^ かすに 埶 一中し、 人 を 愛 

. . .  へ Q くだ  ひと た 

する の 念 切に して、 非常に 謙 遮りた る 人な り。 然るに も拘ら す、 彼 は 一回 も 己が 罪 を吿白 し、 其の 

過失 を 認識せ し 5 ある を 見出さざる なり。 彼 は 人に 敎 へて 天父の 前に 赦罪を 求めし めたり。 其の 模 

ひとく だリ 

範 的祈禱 として 口 校せられ し 中には、 罪の 赦しを 求む るの 一條 を も 載せたり。 彼は祈の人として^5- 

子等の 標準に て ありき。 然れ ども 自ら 一 回 も 罪を吿 白す るの 模範 を 示さ ざり しなり。 曾て 神に 赦さ 

れんと 欲する もの {d しく 他人の 罪を赦 すべし との 道義 を說 明す る や、 其の 句 調、 宛ら 赦 罪の 必： 01 を 

感 する 者の 仲間よ り 自身 を贫 ける も のの 如く 見 ゆ。 他の 人 をして 之 を 云 はし めば 我等 人の 罪 を赦さ 

基 Bi 其の 事業  五！ 
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すば 云々 と あるべき を、 彼 は汝等 云々 と 云 ふの み。 彼 は 吾人の 模範に あらす や。 然るに 神の 赦罪を 

求む るに 於て、 自ら 模範的に 寶 射 行す る 所 無 かりし は、 自ら 間斷 なく 神の愛に 居りて 赦 罪の 必耍 

を 感ぜ ざり し を 以てに 非す や。 彼 は 人の 罪悪 を 論じて、 汝等惡 しき 者ながら と 云 ひし も、 未だ 嘗て 

我等 悪しき ものな がらと は 云 はれ ざり き。 斯る 事寳を 推究 するとき は、 たと ひ 罪 無しと 明白に 斷言 

せざる も、 其の 如何なる 意味 を 暗示せ るかの ー點に 至りて は、 甚だ 明瞭な りと 謂 はざる ベから す。 

ボル テ ー ルは 罪悪て ふ觀 念に 乏しく、 其の 感覺 極めて 遞 鈍な りしと 傳 へらる。 こ はジョ ン • モル 

レイが 證霄 すると ころな り。 世の 賢哲と 呼ばる \ 人 にして、 罪 惡に關 する 感覺 殆ど 眠れる に は 非す 

やと 疑 はる、 W 少 からす。 コンコ ルドの 聖人と 稱 せらる.^ ェ メル ソン の 如き も 其の 一 人に て あり 

き。 此の 如き 種類の 人に して 己の 罪を感 する 事 無き も、 以て 其の 無罪た るを證 する に 足らざる な 

り。 然れ ども 耶穌 は然ら す。 罪悪 は 其の 啓發 せる によりて 痛切に 感ぜら る，^ 事と なりたる なり。 罪 

惑 は 彼が 極めて 恐る \所 なり。 右の 手 若し 罪 を 犯さし めば 之 を 切って 棄て よと は、 耶穌の 言に 非す 

にく 

や。 彼 は 此の 如くに 甚 しく 罪悪 を惡 みたり。 基督 は 罪悪に 對 して 最も 敏捷なる 良心 を 有せり。 彼 は 

人 をして 罪 を 感ぜし め、 泣血悲 gli て 赦罪を 求む るの 念禁 する こと 能 は ざら しめたり。 然れ ども 自 

らは 一句 も赦 罪の 祈り を爲 さす。 ぺテ 0 も バウ も 罪に 泣きぬ。 基督 は 人類の 爲に 泣く のみ。 巳が 

の 爲に哭 かざるな り。 古今の 聖徒 は 罪 を 悔いて、 其の 赦しを 求めたり。 耶穌 基督 はすべ ての 悔改 

をん な 

者に 安き を與 ふべ しとの 自覺 ありし. のみ。 曾て シ モンの 家に 招かれし とき， 罪 ある 婦 入り 来りて 其 


の 足に, 油 を 塗- れり。 即ち 之に 謂て 口く、 汝 の罪赦 されたり と。 また カペナ ゥンに 在りし 時、 重き 

病に 根れ る 者に 向 ひて、 心安 かれ 汝の 罪赦 されたり と 云へ り。 彼 は 此の 二人に 對 して 自ら 赦 罪の 宣 

吿を 下せし なり。 加 ふるに 耶穌は 己の 死は赦 罪の ために 獸 ぐる 犠牲な りと 云へ り。 斯の 如く 世の 爲 

に赦 罪の 祭を爲 せる^ は、 自ら 罪な しと 確信した るに 非す や。 主 耶穌の 自ら 意識 せらる、 こと 斯の 

如し。 まことに 彼 は 罪な きの 人に て ありき。 

^：^！督の品性は超自然な.^^ 

ナザレの 耶穌は 其の 品性 圓滿 なり。 彼 は 毛頭 罪 ありとの 意識 を 有せ ざり き。 其の 心 は 高潔に して 

1 點の暴 り だに なし。 此を 以て 識見 透明に してよ く 人生の 實在を 達觀 する こと を 得たり。 心淸 きも 

の. H ，なり。 种を！ るべ ければ なり。 天に 從は ざれば、 天 を 知る ベから す。 祌と 契合す るの 精祌無 

.  _ ま SiJ  ま- 1 と 

くんば、 钟を 知る HJ 能 はざる なり。 基督： n く、 己 を 遣 はせ る もの.^ 榮譽を 求む る もの は眞實 なり 

と。 蓋し 全く 私、 い を 去りて た^ 祌の 光榮を 輝かさん こと を 求む るの 赤誠 あらば、 其の 云 ふところ 悉 

ひと 

く 信すべし との 意味な り。 品性 圓滿 なる 者 は 必す靈 的 事物 を 知る に 於て 圓滿 なるべし。 罪な き 人道 

を 語れば 其の 言 一 々眞理 ならざる はなし。 完全なる品性は以て敎說の誤らざるを保^！！^すべし。 神 

人 及び 世界、 之 を 人生 三つの 大 なる 實 在と す。 基督 は此 等の 三點に 就き、 眞 實無妄 にして 溫潤 玉の 

• 如き 敎を 垂れたり。 祌と 人との 關係、 父子の 道に 外なら ざる を 示せる もの 誰か 基督に 及ぶ 者 あらん 
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や。 博愛の 眞意を 明かに し、 人類の 大義 を宣傳 せる 者、 誰か 基督に 如かん や。 世界 を 家庭と して、 

花に 鳥に 天父 慈愛の 消 C| を 解せ し 者、 誰か 基督の 如く 微妙 を 極む る を 得ん や。 故にせ、 の 教訓に は 犯 

すべから ざるの 權威 ありき。 其の 語る や、 人の 語る が 如く 聞え ざり き。 其の 祌を說 き、 人 を 論す る 

や、 少しも 遲 疑す るの 痕跡 を 見出す ベから す。 直指斷 一一 一一：： して 禱路 する 所な し。 唯 其の 識見 天地の 奥 

妙に 通す るの みならす、 其の 肉 體をも 完全と 兒 做すべき 现. H 亦 玆に存 す。 何と なれば 完全なる 靈性 

は 完全なる 機 關を耍 すべければ なり。 基督の 肉體は 祌の聖 殿な り。 化 (の 結構 尋常と 異る ものな きを 

得ん や。 基 傅の 品性 完全なる より、 t ハの靈 的 知1 識 の圓滿 なるべき を推究 する のみなら す、 其の 肉體 

の 完全なる を も 知る を 得べ し。 されば 一 たび 基督の 品性 圓滿 なる を 信 すれば、 其の 奇蹟 的 誕生の 如 

き ie^ 柄に 付きても 敢て 異論 を i? ふべ からざる を 知らん。 完全 なる 肉體は 其の 懷胎に 於ても 非常な る 

べき i 舌に あらす や。 

甚^^は罪なくして圓滿なるロ§性を有す。 軍に 道德に 於て 然るの みならす。 其の 識見、 情感、 想像 

等 は 勿論、 體に 於ても 彼 は圓滿 なりし と 謂 はざる ベから す。 共 為 51 は 人と して 凡ての 方面に 於て 完 

全な り。 

此は IT た 不思議なる 事寳 なり。 た ビ之を 一個の 史的 事寳 として： 過す ベから す。 何故に 此の 如き 

こと ある を 5^ たり や。 人類の 理想 如. 何 なれば 基督に 於て 實 現せり や。 滔々 たる 罪悪の 世界、 基督 如 

何に して 獨り 罪悪 無き を 5.^ たり や。 人類 は I 人と して、， 神の 子た るて ふ逬を 全うする 5 能 はす。 基 


囌が獨 り 利の 子た る 關係を 全うして、 古往今来 萬 2^ の 模範た る を 得し は 如何なる 故ぞ。 此は 史的 事 

實 なれば 共の 儘に 信じ、 之 を 人 の 生活と して 受 くべき の みと 放 首す る は 共の 思想 甚だ 輕薄 なりと 謂 

はざる ベから す。 ，犯 に 進みて 共の 然る 所以 を究 むれば、 何時しか 足 を 超 自然界 に^み 人れ、 論理 上 

の顺 序と して 多くの 奇蹐を 承諾し、 遂に 基督の 祌格を も 認識せ すん ば 止まざる に 至る。 或は 例 を 進 

化 論に 取りて n く、 人類が 動物の 系統 を 有し、 動物界に 生れて、 其の 本能 を 超越す る 理性 を 有する 

を 5& たる 如く、 耶穌も 人類の 系統 を 有し、 人類 界に： iH れて、 其の 罪悪 を 超越した るの み、 肉的 人類 

は ナザレの 耶穌に 於て 忽焉 (忽焉 の 二字 面. HI し) 一 大 進化 をな して、 鍵 的 人類の 元祖 を發 生したり 

こと 

と。 善い かな 言 や。 基督の 品性と 其の 人格と は、 人 問の 歴史に 於け る事實 なり。 然れ ども 動物の 本 

能 を 超越せ る 人類に 動物 以上なる 要素の 具備せ る 如く、 人類 界に 生れながら 人類の 扉 を 超越し、 

ぬ 》 ん 

獨り 挺で て剎の 子た る關 係を完 ふせし 基督に は、 他の 人類に 有せざる もの ありて 存し、 到底 人類の 

勢力 を 以て 說 明すべからざる を 知るべし。 是れ 超自然的の 事實 にあら すして 何ぞ。 人類に S 有せる 

ものより 以上の 勢力 之に 加 はね、 其の 活動に 依 ひて 耶穌 基督なる 人格 を 生じたり とする 時 は、 證に此 

だけ 

れ 丈の證 認を なすに 止まる Hi 能 はす、 着々 他の 超自然的 事實を も 信す るに 至らざる を 得す。 此れ 論 

理上 自然の 結 5^ なり。 スト ラウス 曰く、 無罪なる 模範的 基督 は 祌人兩 性を備 へて、 超自然的に 生れ 

たる 基督の 思議す ベ からざる と 毫も 異る 所な しと。 實に 前者 を 取りて 後者 を 拾つ る は 矛盾た る を 免 

れす。 故に 彼 は 基督の 無罪 を 信ぜす、 其の 品性の 完全 を も 認めざる なり。 フライ デレル、 ヴ アイツ 

基 其の 事業  五 五 


基 si 其の 事業  五六 

エッケ ルの輩 も 基督の 無罪 を 信す る HJ 能 はすと 主張す。 彼等 は 基督の 無罪なる を認 むる の 結果、 其 

の 主義と せる 非 超自然 論 の破壞 せら る ベ きを 知 れり。 昔日 にあり て は 基督の 品性 圓滿な るを稱 讚せ 

る 非 基 敎論 者少 から ざり しが、 今日は 此る 無謀の 一一 一一" を 吐きて、 自家 撤 着の 困難 を 招く の 愚なる を 

發 見せる にや、 偏理 主義 を唱 へ、 基！^ E 非 祌論を 主張す る 者に して、 丼の 品性 を 完全な りと する 者渐 

く 北 ハの數 を 減じつ & あり。 爲に 旗幟 漸く 鮮明なる を 見る。 獨逸 #1： 及 幅 音 派に 屬 する 或 論者が、 新人 

誌上に 基督 の 無罪なる を唱 ふる の 不 策 を 説かれし 如き は、 頗る 自家の 本 を辨 知せ る ものな り。 

若し 基督の 品性 完全に して、 其の 人格に 罪悪の 汚點 なき を 主張 せんと 欲する 者 あらば、 宜しく 其の 

素 論た る 非 超自然 主義 を 撤回し、 而 して 自ら 基督の 神格 を認 むる 信仰に 向 ひて 一歩 を 進めた る もの 

なる を 記憶し、 漸く 基督 を- め、 我が、 王よ 我が 神よ と 絶叫す るの 好 結 栗に 至らん こと を 期すべし。 

昔 チャン 11 ングが 基督 を 以て 人類 以上と 見做しつ k ュ 11 テリ ヤンたり し 如き は、 今日の 思想界に 於 

て 容赦す ベ から ざ る 自家 梳着 なり。 基督 半； t 半 人 論 の 如き は 愚の 極度な ひと 謂 はざる ベ からす。 

門徒 等 は 耶稣の 品性に 感激す 

基督 は 其の 一一 一一！： 行に 於て また 其の 精 祌の發 露す る 所に 於て、 何となく 非凡なる が 如くに 思 はれ、 宛 

ら 人類 を 超越した る 如くに 感ぜられたり。 其の 身邊に は 一種の 犯すべからざる 威 嚴充ち 溢れて、 此 

5 リ かひ 

は 他界より 降下せ しものに あらす やと 怪しまれたり。 貿易 を 以て 殿 を 浸が せる 商人 は、 其の 不思 


議 なる 威光に 打 たれて 逃げ惑へ り。 .1 隊の 捕吏 基督 を 捕 ふべ しとの 命 を 受けし が、 忽ち 歸り來 りて 曰 

く、 未だ 此の 人の 如く 語りし 者 あらざる なりと。 基督の 言論 は 別天地より 來れる 者の 如くに 聞え た 

り。 遂に 猶太 人お の 多く は 迷信に！； はれて 耶穌を 敬遠し、 之に 觸れて 不測の， 禍に遇 はんこと を氣 

へる に 似たり。 ロマの 士卒 ども ゲッセ マネ 園に 基督 を 捕 ふるに 當り、 我 こそ ナザレの 耶穌 なれと 

主の |e はる.^ を 閱き、 退きて 地に 倒れた る は、 ff 常の 迷信、 驚 怖の 基と なりて、 之が ために 恐る ベ 

き 災禍の 起らん こと を氣遣 ひたれば なり。 ピラトが 耶穌を 裁判す るに 當 りて 其の 人品に 感じ、 其の 

威？ 姬に壓 せられ、 耶穌 s ら 神の 子な りと 云へ りと 聞きて は、 益々 恐れた る も 同一 の理 山に 基く こと 

ならん。 十字架の 下に 立てる： C 夫の 長 は、 未だ 事の 眞相を 熟知せ ざるに も關ら す、 眞に此 は 祌の子 

なりと 首へ り。 十字架 上の 耶穌 を篤詈 せる 人々 も、 遂に は 胸を拊 ちて 家に 歸れ りと 見 ゆ。 之 を 要す 

るに、 當 時の 世人 は 耶穌を 見て 何となく 異様の 感に打 たれ、 恐ろしく 且つ 尊く 思 ひたるな り。 其の 

弟子 達に 至りて は、 主 耶穌の 言行と 其の 精神と に 感じて、 不思議に 思 へ る HJ 更に^ しきもの ありき。 

耶穌の 一 言に 稅 吏の 職 を 抛ちた る マ タイ は 之 を 何とか n 儿 たらん。 我 汝が無 花 架樹の 下に 在る を 見た 

りと 云 はれし に 驚きて、 汝は 神の 子な り イスラエルの 王な り、 と 叫びた る ナタナ エルの 感想 察する 

ま- \  一！ y 

に餘り あり。 彼^ は 始めより 明白に 基督 を 解せ しに あらす。 古 井の 側なる サ マリヤの 婦が 初め 基督 

を 普通の 旅人と 做し、 渐く之 を 豫ー百 者と 信じ、 途に此 は メシャ にあら す やと 疑 ふに 至れる に 略 ぼ 

似たり。 彼等 は 次第に 基督の 大な るに 感じ、 其の 品 類の 絕 高なる を認 むる に 至れり。 其の 權威、 純 

塞 g と 其の 事業  五 七 
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潔、 慈愛 及び 智慧 は、 彼らの 深く 怪む 所に て ありき" シ モン • ぺ テ 口 はやが て、 主よ 我 を 離れ 給へ 

我 は 罪人な りと 叫ぶ に 至れり。 鶴 鳴きて 其の 一一； 虚耶穌 を 知らす と 言へ る 罪 を 海 悟す る や、 耶^の 一 

—さ a? 

顿 宛ら 全能者に 見られた らん 如くに 感じたり。 彼等 は 耶穌に 親近しつつ ある 問に、 何時と はなく 其 

ちか  か II 

の絕 倫に して 人類 以上なる を 感じ、 一 蹄の 近づく 可らざる 祌威 基督 を圍 繞 み 居る 如くに 思へ り。 彼 

らは耶 穌の祌 らしき を 幾分 か感覺 する さ を 得たり。 故に 耶穌が 汝らは 下より 出で、 我 は 上より 来る 

と 言 ひ、 又 我 は 天より 降れる パ ン なりと 言 ひ、 或は 開 闘 以前 父 と共にせ し 光榮を 語り、 或は 自ら 世 

界 のま 利 者な りと 宣言した るな ど、 幾多の 驚くべき 要求 主の 口より 出 づるを 聞く と雖、 さまで 怪し 

とも 思 は ざり しなり。 彼ら は 耶穌の 一一 E 行 不思議なる に感 する の餘 り、 此等 非常なる 要求 を も 意に 介 

もの 

する の遑 なく、 主の 復活 後に 至りて 漸く 其の 意味 を 理解せ り。 基督 は 世の 屬 にあらざる その 德、 

純潔、 慈愛、 至誠 及び 其の 神ら しき 動作に 依りて 全く 世と 離隔せ る もの \ 如く 兌え たり。 其の 思想 

は 人 Si 以上の 智慧より 發し、 其の 道德は 人間 世界の ものと その 類 を 異にせり。 彼 は 同じく 血肉 を 具 

へ、 共に 人類に 屬 したりと 雖も、 其の 品性の 威厳に 依りて 神ら しく 感ぜら る. -に 至れり。 弟子た ち 

に 別れ を吿 ぐるに 當 りて 祈れる 如く、 祌と 彼との 間に 一種の 不思議なる 契合 存在し ゐ たる こと 疾く 

より 明かに 知られたり。 彼らが 日毎 主 耶穌に 接し、 其の 懷に 寄り、 其の 顔 を 仰ぎ、 其の 言に 耳 を 傾 

しりへ  め ひみ まこと  J6 

け、 其の後に 從 ひて 行く 間に、 恩寵と 3iU 莨に 充滿 てる キリストの 光 榮は譬 ふるに 物な き 威嚴を 以て 

其の 肺腑に 徹底せ り。 カント 曰く、 我 をして 危坐 正 念、 肅 然として 畏敬の 感に堪 へ ざら しむる もの 


二つ あり。 13^^の燦燜たる天と、 胸中に 銘 せられた る 道義の 理法 是 なりと。 仰いで 天の 高 祟なる に 

感じ、 宛然 上帝の 玉座 を 仰ぎつ &せ •： の 階下に 躇 ^ する 如き 心地す る は、 . 心 あらん 者の 通々 實驗 せる 

ところと す。 良心 は 祌の薛 なり。 祌、 倫现 的の 有意 者と して 世界に 1^ 臨し、 我 を 命令し、 我 を敎誡 

褒^す る を する は靜 かに 良心の it を 問く 時に 在り。 ；. ft 人 は 方寸の 問に 顧みて 良心の？ に 耳を倾 

くると 同時に、 識ら すく 祌 威に 接する の 思 ひ あり。 是れ 有神論の 最も 効力 ある 證 左に あらす や。 

耶穌. _ ^世屮 の 門徒 は 岡より、 其の後の 人々 に 至る まで 耶穌の 品性に 接し、 其の 德に感 する に 至 

り、 も容觀 的の 良心に 對す るの 思 ひ をな し、 全心 全力 を 擧げて 之に 服從 せり。 彼らの 心に 映す る 

耶穌 基^ は、 良心の 受 肉した るに て ありき。 其の 君主、 且霧刺 者た る 基督 は、 彼らの 人 以上の も 

の、 否 祌と崇 むる 所に て ありき。 

. 主 ま rJ とに 復活せ， ON 

斯 くの 如く 耶穌の 品性 は 神 的に 圓滿 なり。 親しく 其の 感化 を 被む り、 其の 活ける 啓發と 指導と を 

^  おの ヴか  あだ 

躬 に 資驗せ る もの は、 自然ら 之 を る こ と 宛 かも 祌 の 如くな らざ る を 得 ざり しなり。 

此の 耶穌 にして、 若し 自ら 祌 たりと 意識し、 然 かも 明かに 其の 神格 を 宣言せ りと 見るべき 事實ぁ 

らんに は、 之 を 神と なすの 信仰、 甚だ 堅阆 なる 旌礎を 得たり と 謂 はざる ベから す。 彼 は 自らの こと 

つま リ 

を 如何に-故 へたり や。 基督の 祌格は 究竟 彼 自らの 意識に 訴 へて 決定 せらるべき ものな り。 此は 後の 

ffisa と 其の 業  -五九 
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章に 說 くべき 重大なる 題目な り。 

よし 基督の 品性 を根據 として、 直ちに 其の 神格 を 推斷 せざる にもせ よ、 旣に靈 性 上の 奇蹟 を 認識し 

た れ ば、 超自然 の 事實を 承諾す るの 門戶此 所に 開けて、 之 を 神と する 迄に 進む ベ き 準備 餘 り ある を覺 

少。 此に 於て 基督 傳 中の 最大 奇蹟た る 復活の 事實に 論. 及す る は、 蓋し 自然の 順序なる べしと 信す。 

よ； へ 

夫れ 基督の 復活 は、 使徒 等の 確信せ しと ころな り。 パゥロ 曰く、 基督 復活ら ざり しなら ば、 我ら 

の宣 ぶる ところ {41 しく、 雨ら の 信仰 も 空し かるべし と。 彼はァ レオ 山の 上に てグ リシ ャ 人に 向 ひ、 

よ； f がへ  もろ.^ 

神 基督 を 死より 復活ら せて、 其の 證を 衆の 人に 與へ たりと 論じたり。 彼が 基督の 神格 を 信ぜし は、 

よ？ S 

其の 聖 善の 靈 性に 據れ ば、 復活り たるに よりて 明かに 神の 子た る こと 顯れ たる を 以てな り 

ぺ ンテ コステ の 日に 於け るべ テ n の傳道 も、 基督の 復活 を 以て 其の 首 要なる 論點 となせ り。 凡そ 

よ へ  まの あた リ 

使徒 時代の 傳 道然ら ざる ものな しと 見 ゆ。 故に 彼ら は 復活れ る 基督 を 眼前 見して ふこと を 以て 使徒 

たるに 欠く ベから ざ る 資格と 爲せ り。 

主 まことに 復活れ りと は、 基督 敎の 創立の 极據 なり。 基督 論の 重大なる 要目 また 此 所に 存 する を 

見る。 其の 品性に 於て 圓滿、 其の 神に 對す るの 關 係に 於て 完全、 實に 神の 子た る こと 疑 ひ を 容れざ 

つ JSJ;^  よ It がへ 

る ナザレの 耶穌 は、 死に 繋るべき ものに 非す。 復活 は 彼に 於て 自然な ひ。 其の 復活らざる は 不自然 

の 極度な りと 謂 はざる ベから す。 

基督 敎の神 は 宇宙に 内在す るの みならす、 萬 物のう へに 超越す。 基督 敎の 世界 觀に 據れ ば、 人 は 


き 然界の 奴隸に 非す。 また 必す しも 宿命に 制せら る- - ものに 非す。 ^.5々たる天地我を如何んとの意 

氣 なくん ば、 精神の 自由 を 保全すべからざる なり。 主實に 復活れ りて ふごと き 超自然的 事實を 確信 

せざる とき は、 萬 有 神敎の 1 を脫 する こと 甚だ 困難な り。 超自然的 基督の まへ に拜 伏す るに 至り 

て、 吾人 神の 子た るの 自由 を 感得し、 萬 物の 謹 長た る 本領 を實 現す る を 得べ し。 此の 如き 問題 未だ 

提起せられ ざれば 或は 止む こと を 得ん。 ー且 提出せられ たる 以上、 奇蹟の 有無 は靈的 生命の 消長に 

關す。 11：5 仰の 死活問題 なりと 云 ふ も、 過 當の言 に 非るな り。 

基督 敎は 超自然の 祌を 信す。 其の 救 は 超自然の ほ 寵に發 す。 其の 祈り は 超自然的 關係を 意味す。 

其の 所謂 神人の 契合 は 自然 以上の 交通に あらす や。 聖霊の 感化と は 人間以上の 力、 吾人の 心に 活動 

して 神妙 不測の 結 ra^ ある を 云 ふ に 他なら す。 聖靈を 論じて 現代 の 信仰に 大 なる 寄 與を なせる ウイ リ 

ャム *ァー サァ 曰く、 自然 を 信じて 超自然 を 忌避す る 今の 世に、 吾人 は 『我 聖靈を 信す』 との 明白 

なる 信念 を發 揮して 全世界に 抗論 する を 要すと。 • 蓋し 非 超自然的 傾向 は 其の 主義に 於て 聖 籠の 感化 

. を 信す ると 相 和す る こと 能 はざる なり。 多くの 奇蹟 を 疑 ひ、 殊に 基督の 復活 を 排斥し、 其の 受肉降 

世の 事實を 拒絶す る もの は、 自己の 勢力、 社交的 感化、 文章 雄 辯の 効 《K、 舂花秋 月の 感興 を 信す る 

さあらん も、 聖靈の 活動 を賴 むに 禱 躍し、 祈り を 無意味な るかの 如く 感す るに 至るべき 危險 ありと 

たま /\ 

• 謂 は ざるべ か らす。 其 の然ら ざる を 得 る は 偶 其 の 靈的實 際 の 生活が 非論理的な る を 僥倖す るの み。 

超自然的の 事物 を 忌み嫌 ひ、 凡ての 奇蹟 を 神仙 談 なりと して 排斥し、 基督 を 人的の みとし、 救 ひ 

.  基 si 其の 》業  六 一 


•  某 其の 一:l 業  .  六 一一 

を 修養に 止めん とする 徒 は、 此等 と共に 基督 敎の 全部 を も 失 ふに 至らん を 恐る。 愛兒 水盤の うちこ 

5 る ほ 

沐浴し つ 、あり。 之 を 抱かん と 欲すれ ども 自ら 水に 濡ふを 厭 ふ。 故に 盤 を 傾けて 水を排 せんと 試み 

しに、 豈に圖 らん や 愛兒を 排出して 之に 重傷 を 負 はしめ たり。 漫に 超自然的 事實を 忌避す る もの 之 

と異ら す。 況んゃ 反撥 力の 强大 なる 基督の 復活に 於て を や。 古より 之を駁 する もの 多き に從 ひ、 其 

の 抵抗力 5:^ 々奮って 敵 を 打ち 仆 ふせし 實例 その 數を 知らす。 强 ひて 之 を 排斥 せんと 企 つれば、 其の 

乘 勢に 基督の 品性 を 毀ち、 聖靈の 感化 等にまで、 思 ひがけな き S 糸 ひ を 及ぼす に 至らん とす。 論者 装 

く 心して 可な り。 

或は 超自然的 出來 事の 解し 難き をロ實 とし、 其の 方法の 明かなら ざる を 理由と して、 之 を 度 外に 

放棄 せんと 欲す。 これ 甚だ 理由な き 措置な りと 謂 はざる ベから す。 天下の 事 解し 難き もの 何ぞ 限ら 

ん。 其の 方法の 明かなら すして 然も 其の 實在を 認識す べき こと 枚 擧に追 あらざる なり。 解說し 得る 

を 待ちて 事物 を 信ぜん とせば、 つ ひに 自己の 存在 を も 疑 ふに 至るべし。 基督の 復活 體は 如何なる 

形狀 にて ありし か、 死者 如何なる 方法に 由り て 復び活 きたり や。 此らの 問に 對 して 答へ 得ざる にも 

せよ、 歷 史上の 事實 として 之 を 信す. る こと を 得べき なり。  . 

また 或は 放言して 曰く、 奇 蹑 は 有り得べ からざる ことなり。 復活の 如き は 不可能 的な りと。 祌を 

信じ、 基督の 品性 圓滿 なる を 認めながら、 斯 くの 如き 說を爲 す は 自家 掠 着 もまた しからす や。 然 

れ ども 幸に して 世界の e め 想 は 聊か 進歩せ り。 奇蹟の 有り得べ からざる を唱 ふる 者、 識者の 問に は殆 


ど 稀な り。 批評の 大使 徒た る カント は、 宗敎 の證據 として 奇躜の 惯做を 認め ざれ ども、 其の 有り得 

べき ことなる は、 明白に 之 を、 王 張せ り。 ル ゥサゥ 円く、 祌奇躜 を 行 ふこと 能 はすと いふ は、 愚痴に 

非れば 不敬な り。 斯る肯 を爲す W は 罰する にも 做 ひせす。 痴 狂人と して 之を禁 銅して 可な りと。 ヒ 

ゥムの 傅 を 著述せ る 敎授ハ ックス レイ 曰く、 未だ 先天的に 奇蹟 を 疑 ふべき 现. 2 を 見出さす と。 ハ ル 

ナック は獨 逸阔祌 摩の 泰斗な り。 彼が 『基督 敎と歷 お』 に 於て 明言せ ると ころ 頗る 力 ある を感 す。 

n く 曾て 取る に 足らす として 排斥せられ たる も、 今日は 精密なる 研究の 結果、 是認 せらる、 實例少 

からす。 例す るに 昔 は 福昔史 中の 奇蹟 的 治療 を 一笑に 附し 去る 人 多 かりし が、 今日は 無遠慮に 之 を 

^偽な りと 斷； 一一 一：： する もの あるべ からすと。 斯 くの 如く 畢 者の 議論 謹 愼を尙 ぶの 風渐く 起り て、 事實 

を lis- んす るに 至れる は 喜ぶべき ことなり。 懷疑說 成 M なる にも 拘ら す、 超自然 界 に^する 議論 は 一 段 

の 進歩 をな せる もの \ 如し。 ハルナックの 近著 『基督 敎の 本質』 を兒 ば、 fsf が輕々 しく 奇躜を 衆て 

ざるの 一事 稍ゃ滿 足すべき なり。 之を耍 する に 基督 敎の 奇蹟 は哲擧 上の 研究に 屬す るよりも、 無 乃 

歴史の 範圍に 入るべき ものな り。 論より は 無 乃 證を爭 はざる ベから す。 奇蹑 は事實 問题 なり。 

佛氏經 典 夥しき 中に 超自然 談少 からす。 ！^！！譜の如きは奇蹬談を以て充滿す。 其の 冗漫に して J^i 

飾 多き 文字と、 自然にして 眞 § る 福 昔史傳 の 記事と を對 照し、 兩者錄 す 所の 奇蹟 談を 比較し 來れ 

ば 其の 差異 1* しきもの ある こと 明かな り。 釋 逸の 奇蹟 談は眞 面目に 之 を辯證 する ものな し。 然れど 

も 基督 傳の 超自然 事實、 殊に 基督 の 復活 は 今日に 至る まで 其の 勢 力 を 維持 し て 少しも 屈す る の 色 を 
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現 はさす。 反對 論に 對 する の彈カ 年を經 ると 共に 益々 加 はるを 見る。 復活 を攻擊 する の 議論 新陳交 

代して 其の 戰略 を變更 せる もの 多き を 見なば 共の 自ら を まふる の 力 驚くべき もの ある を 知るべし。 

僅に 五十 年間に ありても、 ルナン、 スト ラウス、 カイ ム、 マルチ ナウ、 ハルナック 等 踵 を 接して 之 

を攻擊 し、 前者 倒れて 後者 之に 次ぎ、 各々 味方の 屍に 代りて 陴を 取る 如き 觀 ある は 面白き 事實 なり 

と 謂 はざる ベから す。 

耶稣 十字架に 死す る や、 其の 門徒 は 失望 _ 洛瞻、 志 挫け 勇氣 沮喪して、 茫然 爲す ところ を 知らす。 

ェ マ ォの村に赴けるニ人の^^-子！§としてカ無げに行き、 互に 悲しみつつ 談論せ る 有様 は、 蓋し 自 

餘の 人々 の 沈 倫せ る 悲境 を 表 はせ る寫眞 にあら す や。 ナザレの 耶穌は 神と 萬 民の 前に 於て 行と 雷に 

大 いなる 能力 ある 豫言 者な りしと は、 彼等の 大に 信じて 深く 喜びし ところに て ありき。 然れ ども 思 

さぃし<^をさ 

ひき や 祭司 長と 有司 之 を 死罪に 處 して 十字架に 付けたり。 イスラ H ルを喷 はん 者 は 此の 人な らんと 

は 彼等の 望を囑 せる 所な りしが、 事實は 其の 志と 鎺齬 して 耶穌 遂に 墓に 葬られ 了ん ぬ。 或婦 たち 基 

督の 甦りし を傳 ふれ ども、 一 且大に 失望せ る 彼等 は 之 を 信すべき 心地と なる を 得 ざり しなり。 勇氣 

沮 il^ せる 弟子 逹は、 暗黑の 中に 行き 迷 ひぬ。 光明に 向 ひて 其の 頭 を 擡げ 得ん こと、 思 ひも 懸け ざり 

しなり。 

■ 事 は 耶穌の 死後 第三 日な りしと 一一 一一 n へど、 其の 實三 十六 時間に 過ぎす。 俄然 彼等の 精 祌は異 狀を呈 

し 来れり。. 忽ちに して 冥府の 底より 天上に 引き上げられ しかの 如く、 其の 胸に 結べる 失意の 氷解け 


i 

て、 風 水 一時に 來れ るかの 如く、 彼等の 希 SIfi は 猛火の ごとく 燃え上がりぬ。 彼等 は 信仰と 望と 

に充 ちた る 人と なれり。 一敗 地に 塗れた る 彼^ は、 一躍して ef^ 氣勃々 、共の 粮祌： ^も 世界 を乔 むの 

戰 勝者と はなれり。 濡れ m の 如くな りし 彼等 は、 fut- を 慄せ しむる 獅子の 如き 勢 を 有する に 至 

れり。 

，/主 十字架に 死して 失望の 淵に 沈みし 弟子た ち は、 其の 復活に よりて 此の 如き 變化 を來 せり。 復活 

りたる 基督 はケ パに现 はれ、 後に 十二の 弟子に 現 はれたり。 斯くて また 五 百の 兄弟 共に ありし とき 

之に 現 はれたり。 而 して 其の 兄弟のう ち 多く は今尙 世に 在りと は バウ n が 此の 事の 起 ひし 後一 一七 有 

餘年を 經てコ リント 人に 甞き 送りし 所な り。 此の 後 ヤコ ブに現 はれ、 また 凡ての 人に 現 はれ、 最後 

に 月 足らぬ もの \ 如き 我に も 現 はれ 給へ りと 彼 はまた 同書に 斷 言したり。 カイ ムの 如き 擧者 は、 復 

活に關 する 福音 番の 記事に 幾分の 疑 を；：^ すと いへ ども、 バウ 口 の證 首に 至りて 其の^だ 確 11a なる を 

認め、 復活の 歴 史的 极據 此に 於て 最も 堅固な りと 論じたり。 

バウ n が 基督に 服從 せし は 紀元 三十.？^ 年の 頃に して、 復活の 事寳 ありして ふ 時 を 去る こと 遠 か 

おごそか 

らす。 彼 は 疑 ふべ からざる の 誡實と 透明なる 識見、 及び 眞 面目に して 茶だ嚴 格なる 氣；^ ほ を 以て 親し 

ぐ 復活せ る耶穌 を目擊 したりと 主張せ り。 而 して 當時 基督 敎 徒の 間に は 基督の 復活 を認 むる の 信仰 

遍く行 はれ、 之に 對 して 疑惑 を 抱く もの 有ら ざり しなり。 。ハウ 。がコ リント 人に 凡て 死者の 復活す 

べき を說明 せんと 欲する や、 彼等の 間に 異論な き 基督の 復活 を根據 となせ しにても 之 を 知るべき 
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なり。 

新く の 如く バウ I- は 言 ふ もさら なり、 當時 基脊敎 徒が 遍く 主の 復活 を 信じ、 ぺテ a、 ヨハネ 其の 

他 多くの 弟子た ちが、 親しく 之 を 見たり と 主張せ る 證言を 疑 はすして、 之 を事實 なりと 認めた るよ 

り、 基督教の 勢力 頓に 膨張して、 敎會の 基礎 こ&に 定まりた る を 知るべし。 基督 敎の歷 史的 硏究漸 

く 進みて、 今日は 復活の 事實 使徒た ちと 其の 敎會 とに 確信せられ たる こと 明白と なりぬ。 バウ 口、 

ぺテ 。、 ヨハネの 輩が 全く 之 を事實 として 確信せ る こと 、及び 基督教の 歷 史的 開發、 I に 此の 信仰 

に 基因せ る こと は 最早 疑を容 るべ からざる 程度に 達したり。 チュ ビン、 ゲンの 、パウル も 今日の ハルナ 

ッ クも 此の 點に 至りて は 少しも 異論 を唱 へざる なり。 基督 實に 復活り たるに よりて 此の 如き 信仰 を 

生じたり や。 將 基督 は 他の 死者と 同じく 墳墓のう ちに 腐朽した りと 見做さば、 如何にして 其の 復活 

を 確信す るに 至りし や。 

墳墓 は {を 虚 になれ り。 耶穌の 屍 は 在らす なれり。 弟子た ち は 親しく 之 を 見、 現に 之と 言語 を 交 

へ、 懇に 其の 敎を 受けたり。 而 して 此の 如く 復活せ る 基督に 接したり と證言 せる もの-. 數何ぞ 夫れ 

まじ め  さくね 

多き や。 彼等 は 沈着に して 眞 面目なる 人々 にて ありき。 殊更に 奇怪なる 說 を作爲 して 世 を 欺きたり 

とすれば 知らす、 彼等の 如き 者が ー齊に 自ら を 欺き、 見ざる こと を 見たり と 思 ひ 僻めん こと 有り得 

ベく も あらざる なり。 基督 復活り たり や 否やの 事實 は、 有無 共に 紛れ ある を容さ 1- るな り。 旣に 

然り、 使徒た ち は 如何にして 耶穌 復活り たりと 確信す るに 至りし や。 

ノ 


彼 やの 間に は 黨派的 分裂 も ありし ならん。 信仰を1^.5却して遂に叛き去りし者もぁりしならん。 然 

れ ども 復活に 關 して 其の 確實 なる を 疑 ふべき 不利益なる 秘密 毫も 暴露せられ ざり し は、 大に 注目す 

ベ き 所に あらす や。 萬 I 其の 問に 秘密なる 魂瞻 ありし とせば 微も其 の 破餘を あら はさ ざり し は 未 曾 

有の 珍事な りと 謂 はざる ベから や。 此の 如く 成功せ る 秘密結社 は 前代未聞、 後世に も 期 はすべ から 

ざる 所と す。 或は 復活の 記事に 異同 あり、 多くの 點に 於て 相 矛盾す るが 如く 見 ゆる もの ある を捉ら 

へ來 りて、 其の 事 實を担 否 せんとす る もの あり。 然れ ども 公平なる 歷 史的 服 光 を 以て 之 を 見れば、 

斯る 記事に 異同 ある は 益々 以て 其の 信すべき を證 する に 足るべし。 數 人の 證言 全く 一  致して 少しも 

異同 無くん ば、 斯 は專實 を傳 ふるに あらす。 豫め相 約して 指 造作 意せ る ものに あらす やと 疑 はざる 

を S£ す。 近來 世に 現 はる \ 我が 國 維新の 事 實談を 見よ。 甲乙の 說く ところ 往々 相 一致せ ざる もの 尠 

からす。 中には 矛盾に 似て 矛盾なら ざる こと も あるべく、 場合によりて は 正 反 對の證 一一 一一 C にして 相 一 

致すべき 點を 見出す こと また 難き にあら ざるべし。 よし 全然 一致し 難き 矛盾 あり たれば とて、 歷史 

上の 材料と して 之 を 貴重す るに 何の 差 まか 之れ あらん。 却て 之が ために 其の 價 値の 增 加す る を兑る 

, 、  力く 

ぺ きもの も 少なき にあら ざるべし。 使徒た ちが 耶穌の 復活 を 傅 ふるまた 此の 如し。 其の 證言 異同 あ 

る閱レ 彼等が 自ら 主の 復活せ る を目擊 せりと 確信し、 此の 信仰に 依りて 祌と 永久なる 生命と を 確か 

に 認識す る こと を 得、 之 を 主張す るが 爲に 其の 生命 を 犠牲に 供す る を も 厭 は ざり し 赤 誡昭々 乎と し 

て 顯 著な るを發 見す ベ きな り。 

基お と 其の 事業  六 七 


基督と 其の 事業  六 八 

彼等 は 主の 復活 を 信じた るが ために、 其の 性格と 志望と に 於て 極めて 大 なる 變化を 生じたり。 福 

音傳 中の 弟子た ちと、 使徒 行傳の 彼等との 間に 宵壤啻 ならざる 態隔 ある を 見よ。 た 彼等 自身の 一 

變 I* たるの みならす、 其の 基督 觀は 全く 新たなる ものと 爲 りぬ。 師 たる 耶穌は 主たる 井 《督 と爲り 

ぬ。 彼等 は 邪^ 基督 を 以て 獨ー 無二の 救 主と 崇め、 之に 禮拜 し、 之に 祈り を 棒ぐ るに 至れり。 此の 

信仰 は傳 道の 動機と なりたり。 其の 結果 は 世 を 動かし 人 を 感化す るに 於て 光榮の 最も 大 なる 歷史と 

はなれり。 カイ ム曰 く、 耶穌を 以て メシャ となす の 信仰 は、 活ける 耶穌 なくして 存在すべき にあら 

す。 彼に して 復活ら すん ば 弟子た ち はまた 猶太 敎の龠 堂に 復歸 して、 金玉の 如き 主の 敎訓 空しく 忘 

却の 暗中に 埋めら るべ し。 暫くの 間 ガリ ラャは 彼に 付きて 記憶す ると ころ ありし ならん も、 其の 傳 

道 は 決して 宗敎 上の 高調 を 生す る こと 能 はす、 一人の バウ 口 を 産み出す こと 能 は ざり しならん。 幸 

にして 其の 片言隻語 を 保存し 得たり とする も、 之に 依りて 其の後 基督 敎の 勢を擴 張す るが 如き は、 

バウ 口 等の 力 及ぶ 所に あらざる なりと。 

4^?  は か 

故に 基督の 復活 は 敎會歷 史を說 明す る關 鍵な り。 弟子た ちの 性格と 行動と は 空虚なる 墳墓に 於て 

其 の 說明を 見出す こ と を 0 ベ し。 基督 實に 復活 りしに あらす んば此 の 如く 信ぜ らる \ に 至りた る理 

由 を 知る 由な きなり。 先天 後天の 諸證 こ. -に湊 合して、 弟子た ちの 證言 は、 耶穌の 人格、 敎 會の歷 

史、 基督 敎の 活力と 照應 一 致して 復活の 事實疑 ふべ からざる を 表明せ り。 

古へ 曾て 耶穌の 復活 を說き 去る に 地震 を 以てせん と 試みし もの あ ひき。 曰く.、 地震 ひ、 耶穌の 屍 

ノ 


を 深く めて 見えすなら しめた ひと。 此の 如く なれば 世界の 大勢 力 は の 出来事に 基因して 僅か 

こ也S^^^EJ^g穌の屍何處ともなく失せたるに出づと信ぜらる な ひ。 よし 屍 は 在らすな りして ふ 

1 事 を 以て 復活の 信仰 を解說 する を 得べ しとす る も、 基督教の 藤史を 不測の 事 變に歸 する は 如何に 

も不 釣合な りと 謂 はざる ベから す。 甚だしき は說を 設けて 曰く、 潜 かに 耶穌の 屍 を 外に 移せし もの 

あ ひと。 果して 然 らば 之 を 移せし もの は誰ぞ や。 或は 之に 答へ て 曰く、 敵の 所爲 なりと。 ピラトの 

手に 愿 する もの、 若しくは 祭司の 黨與、 爲に する 所有り て靜 かに 之 を 運び去り しなる か。 然 らば 密 

かに 耶 E の 屍 を 所有せ る 彼ら は 何故に 之 を 公示して 復活の 說を 打ち消さ ざり しゃ。 况ゃ 此の 風說の 

% ぎ する は 彼らに とりて I 大事な りしに 於て を や。 或は 辯 じて 曰く、 否 悪徒 來 りて 屍に 附着せ る 物 

を^ はんが 爲に之 を竊み 去りし ならん と。 規律 正しき 羅 馬の 兵 之 を 護衛せ り。 之 を竊み 去る が 如 

ぬすて と 

き は 到底 能くすべき ことに あらざる なり。 叉 耶穌の 屍に 如何なる 贊 物の 附着し たれば、 盜 は危險 

を 犯して i の ごとき 所爲に 及びた るぞ。 最も 解し 難き ことに あらす や。 或は 更に 說を なして 曰く 

耶穌の 弟子な りと。 此は 福音書に 祭司 等が 羅 馬の 兵士 をして 云 ひ觸ら さしめ しと 同一 の誣 首な 

り。 然れ ども 之を竊 むの 困難 は 前に 述べし 如くなる のみなら す、 弟子た ちの 斯る 所爲 に出づ べき 動 

機 何れに ありと する や。 耶穌の 友人なる アリマ タヤの ヨセフの 墓に 葬られた る 屍 を竊み 去る も、 弟 

子た ちに 於て して 何の 益 か あ る。 彼ら は 之 を竊み て耶 g の 復活 を 揚言す るの 材料 を 造らん とせし 

なる か。 斯る^1^僞を^けて何を成就せんとするぞ。 其の 屍を竊 みて 自ら 作爲 せる 虚偽に 依 ひて、 彼 
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等 は義を 取り 仁義 を 成す の 精神 を作與 し、 其の 身 殉教者た る を 以て 慨然 自ら 任す るの 意識に 充 たさ- 

る  k  を 得しなる か。  § が 世に 知られた る 品性と 人物と は斯 る所爲 と； 致す る ものな り や。 狗盜の 

所爲 彼等の 如く 成功して、 然も其の結£^^此の如くならば、 世界 は道德 上の 暗 冥に 沈めり と 謂 はざる 

ベから す。 

或は 曰く、 屍 は 境 墓のう ちに 朽 しつ、 あるな り。 た. = ^弟子た ち 虚偽の 風說 を作爲 して 大膽 にも 

其 の 勢力 を 張る の 姦策 を 運ら せし なりと。 8- の 境遇 は 此の 如く 大膽 なる 悪事 を 企 つるに 適せ ざり 

しなり。 彼等 は 虛僞を 設けた る 悪人に して また 同時に 萬 世 を 照らす の 道義 を懷 くこと を 得たり や。 

に し て 自ら の 、王 義と所 說とを 確信す る こと 8- の 如し、 豈に 不思議な る詐僞 者に あ らす や。 

耶 Ji- の 屍 依然として 坑 墓のう ちに 存せ しものと すれば 彼等の 反對者 は.： 1： 故に 之 を 公示して 虛 僞の假 

面 を剝 奪せ ざり しぞ。 之を耍 する に 若し 此等數 說の附 する 如くならば、 當 時の 事情に 曉 通せる パ 

ゥ 0 の 之 を 熟知せ ざるべき 害な きに あらす や。 後 如何にして 彼 は 復活 を 信す るに 至りし や。 

此 くの 如く なれば、 耶 5^ 復、 活れ りとの 確信 は當時 弟子た ちの 心中に 存在せ し を 疑 ふべ からす。 彼 

等 は 如何にして 然く 信す るに 至りし や。 

偏理 的の S 者 之が 說を爲 して 曰く、 耶穌 十字架に 刑せられ たりと いへ ども、 其の 實は絕 命せ しに. 

非す。 暫くの 間 昏倒した るの み。 墓 中 冷 かにして 其の 體に 塗りし 料の 藥物 効験 を 表せし かば、 死. 

せりとば かり 思 はれし 彼 は 意外に も i 俱び 現世の 人となりぬ。 復活の 說此 處に緣 起す と。 


此は 少しも 板據 なき 想像 說 のみ。 實験 科舉の 泰斗た る ハックス レ ィが 此の 憐れむべき 解說を 採用 

して 忌み 惮 かる 所な かりし は、 奋談 なりと 謂 はざる ベから す。 他人の 仰 を 冷笑す る にして 其 

の 迷信 往 々 之 に 類す る もの あ る を 記惊す ベ し。 

死せ ざる を 死せ りと E わ ひ 僻めた るより、 忽ち 耶穌 役活れ りと 信ぜられ、 一人 虚を俾 へて 萬 人 之に 

雷同し 此に SI^ 敎を魔 出す るに 至れり。 之に 因りて 觀れば 基督 敎は笑 ふべき 誤解 を 以て 其の 根據と 

VJ いは ひ 

爲 せり。 雜莫 身に m: 傷 を 負 ひて、 墓 を 逃れ出で たる 耶穌は 遂に 如何にな りし や。 僥倖に して 萬 死の 

うちより 救 はれし 其の 餘命 如何に 結了せ しゃ。 

基 の 役， 活りを 非難せ る スト ラウス をして 此の 妄說を 破碎せ しむ る もまた 可なら す や。 曰く 辛う 

じて 菜 を 出で、 S 傷の 結 菜 衰弱 甚 しく、 氣 息^々、 僅に 他に 依 ひて 其の 餘命を 保てる 半死の 人、 能 

く 死と 墓と に 勝てり との 確信 を 其の 門人に 與 へたり と は、 如何にしても：一;;^^べからざるf J となり。 

彼が 生前 及び 臨終の 際に 與 へたる 感動 も、 斯る 蘇生の 爲 反って 水泡に 歸 せざる を 得す。 況ゃ 門人の 

悲哀 をして 禮拜 たるに 至らし めんこと 思 ひも 寄らす と。 斯 くまでに 止め を 刺された る說、 到底 復活 

すべきに 非ざる なり。 

『彼 は 死して 葬られたり』 其の 復活せ りと 傳 へらる、 は して 如何なる 事實 なる か。 一 派の 舉者更 

に說を 立て、 曰く、 耶穌の 復活 は、 王觀 的の 事實 なり。 決して 實 際の 出来事に 非す と。 其の 趣旨に 據 

れば、 耶穌は 死して 止みぬ。 唯 だ 其の 門人 幻影に 迷 ひて 復活の 談を傳 へしの み。 故に 世界 は 幻影の 
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ために 震動した る 次第な り。 未曾有の 革新 は、 淺き 夢に 原因せ り。 また 不思議 千 萬に あらす や。 

シュ ライ H ルマ へ ル 曰く、  子た ち 自ら を 欺き、 其の 心中の 思念 を 以て 身 外の 客 觀的事 I!:!? なる か 

の 如く に 誤認 せりと 論す る は 、 彼ら の 智力 薄弱 な る を 宣言す るに 等し。 斯くて は 彼ら が 基督に つき 

て立證 すると ころ 總て信 を 置く に 足らす なるべし。 然 のみなら す、 此の 輩 を 揮んで 其の 證 人たら し 

めた る 基督 自身 も、 人を識らざるの譏りを免かるべからざるなり (fi^too 若し 彼らが、 觀を 客觀と 

誤認す べき を 料り て、 之を擇 めり とせば 基督 こそ 誤？？！ の 作者 なれ。 斯くて も 其の 高貴なる 威 嚴に關 

する ことなし とせば、 正邪の 區別 全く 混亂 に陷ら ざる を 得 じと。 此れ 千古の 斷案 なり。 

幻影 說を 分ち て 二と す。 屮は ルナンの 唱 へしと ころと す。 乙 は 竹と して スト ラウスの 稱 道せ しと 

ころな り。 

ルナン 曰く、 極めて 神經 質なる マグ ダラの マリヤ 耶穌の 死 を 哀しみ、 之 を 慕 ふこと 甚だ 切なり し 

かば、 其の 墓に 詣 でて 悲歎 やる 方な かりし に當 り、 風の 音 を も 主の 聲と聽 き、 毛髮 そよ と 動く にも 

ま 

耶 穌來れ りと 感じたり。 彼 は 死せ し 基督の 幻影 を 心頭に 浮べたり。 基督 は マリアの 愛に 由り て 復活 

ら されたり。 曾て 七 鬼に 惱 されし 狂婦 は耶穌 復活れ りて ふ 信念 を 産み出せり。 マリヤの 揚言に ぺテ 

n、 ョ ハネ らも、 レを 動かさに、 疑心つ ひに 信心に 變じ、 其の 會 合せる 室の 窓に 物の 音聽 ゆれば、 す 

まさ 

はこ そ 基督の 出現せられ たれと、 色めぎ 立つ 程 もな く、 世に 在りし 耶穌の 幻影 は..^ しく 立ち 現 はれ 

こけり と。 耶 味の 屍 は 墓のう ちに 冷 かなり。 マリヤの 愛の 獨り溫 かにして、 自餘の 子を鈹 舞し、 


||鹏たる幻影疑もなき|8^;^となりて、 基督 敎の 史此 處に大 なる 端 絡 を il きぬ。 豈に 奇怪の 極みに 

非す や。 何の 神 J^ri か 之より 甚だしき もの あらん。 ルナン 想像に まかせて 一 編の 小說を 編み出せ しな 

り。 斯 くの 如く なれば 嚴肅 なる 基督教の 藤 史はー 大滑 精な りと 謂 はざる 可から す。 

獨逸 の 竹舉者 スト ラウス の 解說は 、巴 里の 文士 ルナンの それに 比して 少く とも 稍 科舉的 の 形式 を 

具へ たり。 彼 は 先 づパゥ 。が ダマ ス コに往かんとする^^上耶穌に見ぇたりとぃふ記事を捉へ 來り 

て、 其の 立論の 极據 とせり。 其の 所 說に從 へば、 パゥ n が 見えたり と傳 へらる. - 基督 は客觀 的の も 

のに 非す。 北ハの 想像に 成れる 幻影に 過ぎざる なり。 之 を適當 なる 標本と して 他の 使徒ら の 經驗を 推 

溯す るに、 彼ら もパゥ n と 同じく 耶穌の 幻影に 接した るの みと。 而 して 他の 使徒ら は 如何にして 斯 

くの 如き 幻影 を目难 する に 至りし やと 問へば、 答へ て 曰く 彼ら は 舊約書 メシャ の豫言 を 記憶し、 窃 

かに 耶穌 のこと を m 心 ひ、 其の 死を续 念に 感じつ &、 ガリ ラャの 湖畔、 基督が 生前 遞 々出入せ しあた 

りに 俯仰して、 懷舊の 情 禁じ 難 かりし とき、 基督の 幻影 忽焉 として 其の 眼前に 遮る を 見たり と。 

恶督 滅亡せ りと m 心 ひ て 失望 を 極め、 勇 氣大に 沮喪し て 計の 出づ ると ころ を 知ら ざ りし 弟子 等が 、 

耶穌の 死後 僅々 三日、 然も 尙 十字架の 血生臭き 都に 於て 此の 幻影 を目颦 すべし と は 甚だ 信じ 難き 推 

測な り。 何と なれば、 此の際 彼ら は斯の 如き さある べしと 全く 思ひ設 くる こと 能 は ざれば なり。 之 

を 期待して 深く 忍 ひ？；！ くる 所 あるに 非 すん ば、 幻影 を 見る の 心理的 準備 具 はるを 得べ からす。 ルナ 

ン の解說 にて は、 到底 此の 難題 を釋 くこと 能 はざる を覺 ゆ。 スト ラウスが 場所 を 都より ガリ ラャに 
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轉じ、 其の 時 を 遙に數 日 後と なせる は、 議論 上の 必要 止む を 得ざる 所な り。 耶穌の 死 を 去る 三十 六 

時間、 第一 日曜日の 朝 昧爽に 復活の 說 起り、 やがて 使徒ら の 社 食 全體の 確信と なりし は、 公平なる- 

批評家の 共に 一 致す ると ころに 非す や。 

其 は ともかくも、 說の 順序に 從 ひて、 先 づパゥ n の 事を考 へよ。 バウ n が 自ら 親しく 之 を 目擊せ 

りと 斷言 せる にも 拘ら す、 何故に 強て 之 を主觀 的な りと 說 くや。 此の 主張の 根據 薄弱なる を も 顧み 

す、 漫然 穿 索 を恣 にす る は、 蓋し 專實に 依る こと を 好ます、 妄りに 超自然的 事物 を 拒否 せんとす る 

に 起因せ すん ば あらざる なり。 此等 論者の 一 人なる ホル 15 テン 旣に之 を 自白せ り。 曰く、 高等 批評 

は 有限 的 原因の 法則に 遵ひ、 人心の 內在的 開發を 主張せ ざる を 得ざる もの なれば、 ダマ スコ 途上の 

顯現を 以て パゥ 口が 方寸の 問に 限れる 主觀 的事實 なりと 兌 做す の ほか あるべ からすと。 反對 論の 精 

祌 概ね 斯 くの 如し。 其の 哲學 的斷案 奇@を 認 むる を容 さざる より、 右に 說き 左に 辨じ、 全力 を盡し 

て 超自然的 出来事 を 取 除かん と 欲する のみ。 而 して バウ a 自身 は ダマ ス コ に往 くの 途上 其の 目撃せ 

る 事實を 如何に 解釋 せり や。 彼 は 之 を 明かに 客觀 的の 事實 なりと 認めたり。 或は 曰く、 ガラ テャま I 

一 の 十六に 彼 (基督) を 我が 心に 示した まへ 丁と ある を 引きて、 此れ バウ 口が 其の 基督に 接した る 

を主觀 的な りと 見做せる を證 すべし と。 本文 『我が 心に』 と ある は 翻譯に 非す、 一 つの 註解な り。 吾 

がう ちに 若しくは 我に と譯 する を穩當 とす。 現に ライト フゥト 及び リプシウス は、 此の 一句 を 我が 

場合に 於て と 解せ り。 後者 は 手 短に 此れ ail,  nichtin  (のうちに 非す、 に 於て なり) と斷 言せ り。 殊 


に ブラ ッ スは共の莉約^^讲グリシ ャ^^iiの文典に於て之を我にと云ふにzi.じと辯じ、 我がう ちに 若レ 

く は 我が 心に とすれば 反て 不. E 然 なる 句 を 成すべし と 論じたり。 此等所 說に從 へ ば 固より 論す る ま. 

でもな し。 尙ー 歩 を 讓り假 に n 本譯の 如く 解釋 すと も、 之 を 以て 直に、 H,- 觀 的なる を 一?f^ する は大 早計， 

なりと li はざる ベから す。 何と なれば 此の 一 句 は ダマ スコ 途上の 出來 事の みならす、 爾來 彼が 祌の 

祐？： ^を 被りし こと、 殊に アナ 一 1 ャの 按手して のち 架靈の 賜を授 りたる さ を も 含蓄す と！ 做さる ベけ 

けいて き 

れば なり。 彼 は祌の 啓迪に .5 り、 深く 其の 心魂に 徹して Jf5 りし 所 あるな り。 其の 心に 得し KI は 少し 

もめ t 觀的 現と 矛 15 する さなし。 却て 前者 を 以て 後者の 必然的 結 なりと 兑 做すべき に 非す や。 

バウ a は^ 督に執 へ られ たり て ふ 自覺を 鮮 か に 有せり。 彼 は 俄然 基督 に 働き かけられて 亡びのう 

ちょり 救 ひ 出されし なり。 彼 は 督のカ を客觀 的に 經驗 したる もの k 如し。 此の 意識 豈に 彼が ダマ 

ス コ途 上、 客觀 的に 督に 見えた る こと、 相關聯 すると ころな からん や。 前 哥林多 書 第 十五 章はパ 

ゥ 口が 肉 體の復 り を 疑へ る もの どもに 對 して、 大に辯 論せ し 文な り。 彼 は 此の 目的 を 以て 其の 親 

しく 見た る 基督の 復活の 例證 をな せり。 * 觀 的なる を 自覺し 居た らんに は、 其の 彼に して 若し 基督 

の 顕現の 論现全 く 無意味な りと 謂 はざる 可から す。 故に 此の 文 は 彼が 基督の 客 觀的顯 現に 接したり 

と 確信せ る證據 なり。 同 章 殊に 基督の 葬られた る を 祸げ、 而 して 第三 曰に 復活れ りと 云へ る は、 明か 

に 肉體の 復活れ る を 意味す る ものに 非す や。 たしかに 彼 は 葬られた る もの、 復活れ る を 信じたり。 

前せ 林 多 書 第 九 章 一節に 彼 は 主耶穌 基督 を毘 たりと 熱心に、 王 張せ り。 其の 然く 主張せ る は、 己が. 止 

督 i 其の^ 菜  七 五 


基督と 其の 業  七 六 

統の 使徒た る を立證 せんと 欲するな り。 蓋し 使徒の 職責 は 基督の 復活 を證 明す るに 在る を 以て、 復 

活 せる 主 を 親しく 目擊 する は 其の 欠くべからざる 资格 とす。 當 時パゥ 。が 他の 使徒の 如く 基督に 呢 

いま r^* 

近せ ざる を理. E として、 其の 资格を 疑 ふ もの ありき。 即ち 慨然 その 疑 ひの 道现 なき を 辯 ぜんがた め 

に、 我 は 基督 を a しに 非す やと 云 ふ。 此の 顯現 若し 主觀 的な りせば、 その 議論 は、 少しも 條理 なき 

ものと なるべし。 復活り たる 耶穌 は、 ぺ テ。、 ヤコ ブ 及び 五 百 人に 顯れ、 最後に 產期 足らざる もの 

の 如き 我に も顯れ たりと 云へ る 如き、 また パゥ 《1 が 己が 見た る 基督 を客觀 的な りと 確信せ る 證據と 

する に 足る。 實に彼 は 昇天 前に 在りて 基督 を 見る こと 能 は ざり き。 時代 後れて 其の 彻に合 は ざり し 

なり。 然れ ども 之 を 主 觀的顯 現に 接した る ものと 解 すれば、 此の 時節に 後れたり て ふ 語、 意味 全く 

不通な りと 云 はざる ベから す。 バウ 口が ダマ ス コの 途上 客觀 的に 基督 を 見たり と 確信せ る こと は、 

以上 立 證 せる 所に 由り 斯る 事柄 の 容す ベ き 程度 に 於て 十分 明白な りと 思考す。 然れ ども 彼 は 己の 信 

する 如く、 果して 基督の 顯 現に. 接した るか。 或は 誠意 餘り ある も、. 豈に 自ら 欺きて、 しかく 妄信せ 

るに 非ざる を 知らん や。 

まさ 

ダ マスコ に往 くの. 途上、 彼が 接した る 基督の 顯現 正しく 客觀 的の 事實 なりし は 。ハウ！！ が 自ら 確信 

せし 所な り。 然るに も拘ら す、 其の 意義 明瞭なる 陳述 を 打ち消して、 否な 此れ 主觀 的の ことのみ と 

.斷 言す。 常識 を 有する 人に 對 して、 斯の 如き 言語 を养 する は、 之 を 蔑視す る： S だしと 云 はざる ベ か 

らす。 之 を 一 種の 妄信 者と a 做す か、 將た 故意に 偽り を 構へ て 人 を 惑 はす ものと. 做す か、 一 一 者 其の 


1 に a5 ら ざるべ からす。 宗敎 以外の 問題な らんに は、 漫 りに 斯 くの 如き 言論 を爲 すを容 さす。 バウ 

。の 如き 人物に 對し、 獨り 之を唱 へて 忌み 博 かる 所な き は、 だ 解し 難き ことなり。 

其の 首 論文 章に 徵す るに、 バウ 。は 精神の 極めて 剛健な りし 人な り。 共の 思想 謹嚴 にして、 節制 

を 失 はす。 其の 注意 は 不思議なる 程に 緻密な り。 共の 識見 は 透明な り。 彼 は歐羅 巴、 亞細亞 の 各地 

に 傅 道し、 南船北馬、 具 さに 行旅の 艱苦 を 嘗めたり。 時として は 鞭撻せられ たり。 又 厘々 赤條 とな 

5 し 2 

り、 雨に 濡れ、 潮に 浸された るの 經験 にも 乏しから す。 傳 道の 事業： ffi だ 多く、 文書の 往復 頗る 繁 

し。 然れ ども 彼 は 夜 問 手の 技 を 操って 衣食の 料に 供す る こと を 得たり。 其の 體 力の 非凡な りし を兒 

るに 足る。 之れ 精神に 於ても、 肉體に 於ても、 虚弱な りし 人に 非るな り。 バウ 口 は 或る 111- 想 者 流の 

如く 幻影に 迷 ひて 之 を 客觀 的な るが 如くに 誤解す ベ き 性質の 人に 非 ざり しなり。 

况んゃ 其の 時、 異象に 接した る は バウ。 のみに 非 や。 其の 同行者 も 不思議なる 物音 を聽 けり。 加 

力し ひ 

ふるに 此の 異象 を目擊 せした め、 彼 は 肉體に 變を覺 えて、 數 日の 間 宵と なりぬ。 主觀 的の 事 實豈に 

新の 如き こと あらん や。 

故に 若しも パ ゥ 口 の實験 を根據 として、 當時ぺ テ 。等の 事 を推究 する を 得べ くんば、 其の 基督に 

接した る ことの 客觀 的な りし 如く、 彼ら も客觀 的に S 督の 復活せ る を目擊 せるな りと 結論す る を 得 

ご  あ 0 さま 

べきな り。 此の 期に 及び、 バウ。 の目擊 せる 基督 存在の 狀況を 想像す る こと も、 义 田心議 する こと も 

出來 難き を 口 實 とし て、 其の 事實た る を 打ち消さ んと 試みる も 詮な き こ とな るべ し。 

基督と 其の 事業  七 七 
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凡そ 事實と 其の 說 明と は、 自ら^ 問題に 屬す 之が 說 明に 關 して は 難題 群り 生じて 如何と もし 難 

き 場合 甚だ 多し。 然れ ども 此の 困難 は事實 其れ 自身 を認 むる に 於て 少しも 差 支 を 生ぜざる なり。 

ぺテ a、 ヨハネ 等が 復活れ る 耶穌を 33- たりと 確信せ るに つきて、 スト ラウスの 如き は、 此れ 幻影 

に 過ぎす と 主張せ り。 バウ a の 見た る 基督 旣に 幻影に 非す。 ぺテ B、 ヨハネ 等の 見たり と唱 ふる 所 

何 を 以て 必す し も 幻影な りと 主 張す る や 。 

カイ ムは 幻影 說 などに 對 して 大いに 同情 を 寄せ、 公平 精細に 之 を 研究せ し 結 ra^、 斷然之 を 不當な 

りと {且吿 せり。 其の 理由 三つ あり。 何れも 精確なる を覺 ゆ。 其の 大略 を 左に 抄錄 すべし。 

第一 弟子 等の 接した る 基督 (復活れ る) は、 單純、 冷靜、 嚴肅 にして 狎 近付く 可ら す。 熱狂の 結 

果 として 現出せ る 幻影と 兑 るべ き 痕跡 少 しも 存 せざる なり。 スト ラウス 等の 假定 せる 熱狂の 痕跡 を 

認めざる は、 幻影 說の 一大 弱點 なりと 謂 はざる ベから す。 

第二 基督の 顯現 をして 熱狂の 結 SJ^ なる 幻影たら しめば、 其の 俄然と して 止みた る は 抑 も 如何な 

る 故ぞ。 幻影 決して 此の 如く 終るべき に 非ざる なり。 顯 現の n: 數少 く、 僅々 四 卜 日に して 全く ー齊 

に跡絕 えたる 如き は、 妄想 若く は、 幻影の 性質と 一 致せざる 徴候な り。 五 ぼ 人 熱狂して 幻影 を 現ぜり 

とすれば、 其のう ち 一人 も 之 を 繰り返す に 至らす、 忽爾 として 全く 止みた る 所以 を解說 する こと 能 

はざる なり。 熱狂して 將に 其の 沸騰 點に 達せん とする ころ 遽 かに 絕對 的の 平 靜に復 せりと 云 ふ。 一 

入 二人なら ば 或 ひ は 之 あらん。 十二 人 五 百 人の 熱狂 奢 雄 狂態 を脫 して 一 人 も復た 其の 形跡 を 示さ 


す。 此れ 驚くべき 現象に 非す や。 幻影 說 にて は、 此の 點 到底 說 明す る を 5r へからす。 

第三 然か のみなら す、 此らの 幻影 は 熱狂と fi* 反對 なる 心理的 潮流 を 開 導せ り。 幻影の 結 ra^ 即ち 

熱狂の 賜と して 使徒 等 は、 忽ち 深 沈 寧靜の 人と 化して、 9? 的の 生命 奥床しく 活動し、 思慮 透明に し 

て 其の 高義 欽慕す るに 足り、 其の 志 偉と する に堪 へたり。 熱狂 突如と して 斯の 如く 正反對 なる 現象 

を 生す るに 至らん と は、 何人も 豫想 する を 得ざる 所な り。 ロッツェ の 一一 一一 口 以て カイ ムの 說を證 すべ 

し。 口 く 『未だ 熱狂者 迷 想 家の 夢幻より 眞 個の 新なる 智慧 生じた る を 知らす』 と。 然 らば 使徒達の 

暂慧と 精神と は 如何に 說明 せらるべき か。 

此れら は 幻影 說の 成立 を容 さざる ベ き强大 なる 现由 なり 。 此 の 外 使徒 等當 初の 情？^ は復 を 期待 

して 之が 爲に 熱狂せ し 者に 非 ざり し事實 ある を 記憶すべし。 彼等 は 容易に 之 を 信ぜ ざり しなり。 ス 

トラ ウスが 此の 信仰の 發 生地 を ガリ ラ ャ なりと 附會 する にも 拘ら す、 耶穌の 死後 僅々 一 一日 を 出です、 

なき？ 5 ら 

H ルサ レム 城 中に 於て 基督の 復活 は 唱道せられ たり。 墓 は 空虚な りし か。 主の 遣骸は 依然 其の. 中に 

ま がへ 

横 はりし や。 基 骨 復活れ りと 傳 へらる る や、 滿城 一 人 も 彼の 墓 を 一 見す るの 好奇心 を 催 ふさす、 且 

つ 其の 必耍を も 感ぜ ざり しゃ。 また 斯 ばかりの 多數 如何にして ー齊に 無根の 幻影に 接する こと を 得 

たりし や。 幻影 說の 困難 一 にして 足らざる なり。 

へ H ゲル 及び バ ウル^ は ハルナック の 所謂 復活の 消息と 復活の 信仰と を 一？ £ 別せ る もの，^ 如し。 彼 

よ； 6 

等 は 基督 敎の 創立と 世界の 敎 化が、 一に 復活の 信仰に 基づく を 認識せ りと いへ ども、 基督 果して 復 

基督と 其の 1* 業  七 九 
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活れり や 否やと 問 ふに 及ばす となし、. 復活の 報吿 に付きて は 研究 を 放棄せ り。 此は 基督の 復活 を 事 

實 なり と 認定す る の 外 之 を 正當に 解釋す る の 方法な き明證 に 非す や。 

カイ ム はへ エゲル 及び パウルの 立場 甚だ 謙 適な りと 稱 讚して、 に ー說を 薦めん と 試みたり。 世 

に 基督 復活の 電信 的 解說と 呼ばる & もの 此れな り。 彼 は 幻影 說を 破碎 して 之 を 全滅せ しめたり。 然 

れ ども 其の 建築 的 伎倆 は 其の 破 壌 的 成功の 如く 著明な りと 認む ベから ざるな り。 

カイ ムは 通例 理會 せらる X 意味に 於て、 主の 復活 を認 むる ものに 非す。 耶穌の 遣骸は 腐朽せ る も 

のと 見做す に滿 足す。 然 らば 基督 は 復活ら ざり しゃ。 カイ ムは靈 的 復活 を 信す。 基督 は 肉體に 於て 

死せ りと い へど、 其ひ靈 天に 在って、 光榮の 中に 生存す。 弟子 等 曾って 困頓狼 狼して 絶望の 暗黑に 

沈み、 基督の 光榮 ある 生存 を 認識す る こと 能 はざる なり。 故に 其氣カ を囘復 せんが 爲に、 此の 事實 

ど； f. がへ 

を 報す るの 感覺を 天より 之に 傳 へたり。 『主實 に 復活れ り』 との 信念 此 所に 勃興して、 之 をして 世界 

fcffi 服せ しむる の 勢力 元氣 となりぬ。 在天の 基督 特に 其の 生存 を感覺 せし むと 言 ふ 以上、 事 旣に祌 

異なり。 斯 くまでに 論じながら、 正當の 意味に 於て 基督の 復活 を 疑 ふ 如き は、 論理の 半途に \ィ む 者 

なり。 其の 地位 甚だ 不安な りと 謂 はざる ベから す。 其 は ともあれ、 基督 は 如何にして 其の 在天の 生 

たち 

存を 報ぜられ しゃ。 蓋し 此の 報に 接した る 弟子 等 は、 之に 依りて 基督の 肉體 復活れ りと 信すべき 感 

覺を與 へられた る HJ 疑 ふべ からす。 然 らば 其の 性質 は 槪ね之 を 推測す るに 難から ざるべし。 基督 は 

復活れ りと 感覺 せし むる 如き 方法に おいて、 弟子 等に 顯 現せられ しもの ならん。 スト ラウスの 說に 


據れ ば、 使徒， は 自ら 幻影 を 製造して r し を 欺む けるな り。 カイ ムの說 は 之と 異り、 基 をして CI ら 

たち  よ？ t がへ 

幻影 の 製造 农 たらし む。 故 に 弟子 等 をし て 甚 は业 = 通 理解 せら る k 意味に 於 て 復活ら れ たり と， 

せしめた る もの、 即ち 之 を 强く曾 へば 彼 や を斯く 欺け る もの は、 基^ 彼 s 身なりと 判斷 する の外冇 

る 可ら す。 

口 ウテ：：： く、 『六，？^ を 排斥 すれば、 天忤も 必す其 の 品 ぼ g 落して 一 lii の 乎 n§ たるに 至らん』 と。 茶 

^在天の 幻影 を 介して、 H 、の 生存 を 報す と 力 ィ ム が說 ける を it けば、 口 ウテの 首 頗る 道现 あるに 

感服せざるを5^^。  ^蹈を 忌避して 手品 を歡迎 する は、 是非 もな き 次第な り。 學者现 性に 慢 じて 自 

ら 穿てる 萍に陷 る。 -y; に獨り カイ ム のみな らん や。 『祌の 愚 反って 人の 1:= きに 優る』 凡て 断の 如し。 

獨逸の祌舉^^ハ ル ナックの 新著 『基督 敎の 本！！ Is は、 共の 所 說敢て 開 创 的の 大 議論 あるに 非す と 

いへ ども、 勢力の 多大な りしより すれば、 共の 實 質の 價値は も あれ、 近年の 大 著述な りと 稱 せら 

る &を常 然とす。 基督 敎の門 際 近くにまで 人 を くの 功尠 からす。 此の 人な 味に 於て 『北、；！ 督敎の 木 

： 質』 は、 凡そ 福 昔の 3 呉理を 愛する もの \ 歡迎を 俊 ひすと 謂 はざる ベから す。 彼 は 聖書に 載せた る 基 

赞傅 は、 共の 大體に 於て 史的な りと 明言せ り。 世の 學者 動もすれば 漫然 福音 傅 中の 奇蹟 を 排斥 せん 

とす。 ハルナック 曰く、 『奇蹟 必す しも 担 否 せらるべき ものに 非す』 と〕 彼が 耶穌の 敎訓を 論す る 

や、 S 杼 C1 身の 人格 を 以て 其の 耍點に 非す と斷 言せ る 如き 甚だ 不可な りと いへ ども、 斯道の 綱領 を 

說き其 の 歸趣を 發明 せる 所 頗る 精確に して 翳々 根據ぁ る を 見る。 惜 いかな 其の 基 督論は 多く の 重大 

^督 i 其の 事業  八 一 
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しんし 

なる 點に 於て 正 鶴 を 失したり。 然れ ども 其の 言に 曰く、 『基督 は 特に 立てられし 神 子な り。 天下 何人 

も 之に 企て 及ぶ 可ら す。 彼 は 圓滿に 天父 を 知り、 而 して 此の 知識 を 萬 民に 與 ふるもの 己の 外に 存在 

せざる を自覺 せり。 斯くて 天父 を 知らし むる は 天地 最大の 事業に して 萬 物の 目的 此 所に 歸 着す る 

は、 彼の 確信せ しと ころな り。 自ら 此の 圓滿 なる 知識と 之 を 世界に 與 ふるの 權 能と を 有し、 後の 勝 

利 毫も 疑な きを 知りぬ。 故に 父 は 我に 萬 物 を 委せたり と宣吿 せり』 と。 ハルナックの 基督 も 亦大ぃ 

なる かな。 其の 基督に 許す 所 此の 點に 達して、 尙 且つ 基督 を 以て 單に 人的な りと 主張す。 彼が 思想 

の 論理的 展開 半途に、 して 其の 進歩 を 妨げられ、 宛ら 寒梅 雪に 惱 みて 其の 管 を 破る こと 能 はざる が 如 

き 風情 あり。 故に 極端なる 自由 神學 者に も 喜ばれす、 また 全 正なる 基督 敎 思想と も相容 る-^ こと 能 

はす。 其の 現今の 地位 は 永く 占 守すべき 本 城に 非す。 豈に 行軍の 露營 せる に 類せ ざる を 得ん や。 進 

いって 

んで第 四 福音書 緒言の 信念に 合同す るか、 將た遙 かに 退却して 極端なる ュ 一一 テリア ン說と I 手に な 

るか、 其の 孰れ をか擇 まざる ベから す。 

基督の 復活に 就きても、 彼の 所說は 疑貳の 間に 彷徨せ り。 强 ひて 復活の 信仰と 其の 消息と を區別 

な きが ：一 

せる を 見よ。 自由 神學 者の 苦心 また 察する に堪 へたり。 復活の 消息と は何ぞ や。 耶穌の 遣骸を 葬り 

i へ 

し 墳墓 忽然 空う して、 主 まことに 復活れ りとの 報を傳 ふる 即 はち 是 なり。 復活の 信仰と は何ぞ や。 

基督の 精神 十字架の 死に 勝ちて、 其の 靈的 存在 益 盛んなる を認 むる の 謂な り。 此ら 二つ はもと 是れ 

同根より 生じて、 歷 史的の 配偶 妄りに 之 を 割くべからざる ものな り。 ハルナックが 基督の 遣骸 復活 


りしと 信ぜす。 單にチ WW 的 復活 を 取らん と 欲する の 論據は 蓋し ルナン、 スト ラウス 及び カイ ム 諸氏よ 

りも强 しと 謂 ふ 可ら す。 彼らが 所說の 外に 少しも I 機軸 を 出せり と 思 はれざる なり。 彼の 空虚なる 

壞墓は 史的の 事- 1^ なり。 此は 如何にして 說明 せらるべき か。 基 1^ の 死後 第三 日に 其の 復活の 消息 傳 

へられて、 ^く、. ij- 子等の 問に 正眞 の事實 なりと 信ぜられ たる こと また 疑 を容れ す。 此は 如何なる 理 

由なる か。 ルナン も 破れたり。 スト ラウス も摧 けたり。 カイ ムも 此の 難所に 斃れ たり。 最後に ハル 

ナツ ク の如き堂々^?^明を下すこと能はす。 僅かに 復活の 消息と 其の 信仰との 間に 存 すて ふ しげな 

る 區刖を 牽強し、 前者 は輕卒 なる 11 人 虛を傳 へしの み、 後者と はさまで 深き 關係を 有せざる なりと 

斷 言す。 耶穌 の坡墓 raK して {仝虛 となりし や。 如何にして 然 かなりし や。 叉 如何にして 弟子 等 は 耶^ 

なス でつ 

の遗骸復，，^^ へ れ りと 確信す るに 至りし や。 これ 基督の 復活 を 信ぜす、 若く は 之 を 以て 單に靈 的な り 

と唱 ふるもの ，，, 古來說 明に カを盡 せし ところ、 叉說 明せ ざるべからざる ところと す。 然るに 之を輕 

輕說き 去り、 事も無げなる を 粮 ひて、 其の 實殆ん ど 說明を 放棄せ る 如く 見 ゆる は、 基督の 復活 を 事 

實 とする の 外、 此 等の 問に 答 ふる 所以の 術策 存 せざる 證據に 非す や。 

基督の 復活 を 論す る^、 或は 其の 遣骸の 如何にな りし やに 顿着 する ことなく、 所謂 靈的 復活 を以 

て滿足 ぜんとす。 旣に 肉體の 腐朽せ る を 認めな ば、 何故に 全然 復活 を 否定す る こと を爲 さす、 普通 

の 意義、 殊に 聖書の 意義に 反して 之 を靈的 不死に 附會 し、 其の 實を 棄て& 僅に 其の 名を存 せんと 試 

みる や。 斯の 如き は偏理 主義の 人に 於て は、 他の 事柄に つきても 屡 見出す. こと を 得べ し。 用語の 亂 

基督と せ、 の 事業  八 三 


基督と 其の 事業  八 四 

雜を來 し、 徒に 說 明の 紛擾 を 生じ、 深く 思 はざる 輩 を 惑 はして、 是非の 問に 迷 はしむ るの 弊 あらん 

とす。 靈魂は 死せ す、 何 を 以て 之 を 復活す と 謂 ふ 乎。 或は 靈的 復活と は 肉體靈 化して 復活せ る を 意 

味す る J^p のとな すか。 基督の 復活 を 信す る もの、 誰か 其の 血肉 昔 有りし ま- "にて 復活せ りと 主張す 

る 意 あらん や。 靈 化せられして ふ 意義 之に 含まれた る は、 明白に 許認 せらる \ 所 とす。 單に 耶穌の 

>,< ひがへ 0 

靈魂 死せ ざり し 意義な りと せば、 何ぞ 第三 日 を 待たん や。 叉 如何で 之 を 復活と 名づ くる こと を は 

んゃ。 

なき； 50 

聖書の 記事 は 明かに 基督の 遣 群 復活れ るを錄 せり。 其の 復活 を 以て 露 性の みに 止まれ ひと 爲す 

は、 少 くと も聖 ま：： の 説と 一 致せざる なり。 希 利 尼 人 も 使徒 等の 宣首を 11 きて、 此は 基督の 死せ る 肉 

體 復活り たる を 意味す る ものな りと 现會 せり。 バウ。、 ァ テ ン ス に於て基督復活せりと：^？^くゃ、 ベ 布 

利 尼 人 は 皆 之 を 笑へ り。 若し 或る人々 の說く 如く 靈的 のこと なりし ならば、 ソクラテス、 プラト ゥ 

の 流 未だ 盡 きせす、 靈魂 不滅の 說少 くと も 共の 耳に 熟せ る 彼らが 之を奇 依な りと して 笑へ る は 解す 

ベから ざる 出來 事に 非す や。 且つ 基督の 復活 所の 如き 性赏 なりせば、 之 を根據 として、 人類の 肉體 

死後に 復活す べしと 主張せ る 使徒 等の 議論、 甚だ 不條现 なりと m はざる ベから す。 

基督 トマ スに 告げて 曰く、 『兑 すして 信す る 者は鰛 ひなり』 と。 故に 『復活の 消息な くして、 復活 

の 信仰 を懷 抱せ ざるべ からす』 とハ ル ナック は 辯 じたり。 然れ ども トマ スの „tf せられた る は 復>£ 

の消^»^に接せざるに先き立ちて共の事實なるを認めざりしを以て に 非す。 彼が ベ テ n やの 報を傳 へ 


られ しに 拘ら す.： g 然之を 信ぜ ざり し を 非難せられ し-のみ。 トマス の 例 を 引きて 復活の 1 を輕 g す 

べき 證據 たらし！^ ん とする は、 寧ろ 輕卒 の排を 免るべからざる なり。 ハ ル ナック はまた H マオに 行 

く 途上の 二， め 子 信仰！ なりした め、 主の 詰責 を 受けして ふ 事例 を捉ら へて、 自家の 說を拨 けんと 

試みたり。 然れ ども 此れ また 彼らが トマ スと 同じく 主 復活せ りとの 消息 を 妄りに 輕視 せる を 非難せ 

られ しもの なり。 反って ハルナックの 所說を 弱む るの 材料と 爲 すに 適せり と 謂 はざる ベから す。 彼 

は^ 林 多 後 三の 一 七に 主 は 即ち 彼の 鍵な と ある を援 きて 自說 を證明 せんと 11 りたれ ど、 其の 議- 

論の蒲 弱なる は 前日 旣に之 を說き 置け る 如し。  如何に 之 を 辯 じ 去らん と 試みろ とも、 復活の 信仰 は 

其の 消息 を根據 とな さ、. - るべ からす。 使徒 等の 基督 觀 及び 人生 觀を、 根本的に ー變 せしめ、 隨 つて 

其の 性行に 驚くべき 感化 を與 へし もの は、 基督の 遣骸實 に 復活り たる を 親しく n 擊 したる の 一 事に 

,  まがへ 

外なら す。 ブラウ II ン. グの 『害 翰』 と 題す る 詩に、 曾て 死より 復活ら されし ラザロが 爾來 世界 を兑る 

こと 全く 昔日と 異 りて、 共の 大 とする 所 世人の 如くなら す、 其の 輕重 する 所 凡て 意外に 出づる もの 

ある を 叙せ る を 見よ。 復活り たる 基督 を 目 難 せして ふ 使徒 等の 情況 は、 正しく ブラウ 一一 ン. グ がァラ 

ビヤの 生 力 ル シ シを して、 ラザ ロを說 かしめ たるが 如くに て ありき。 

基督 は 思議すべからざる の 平和 を 以て、 十字架と 死と に 打ち勝ちぬ。 曰く、 『父よ 吾が 靈魂を 受け 

給へ』 と。 彼 は 最終の 敵なる 死 を 難なく 經 過して、 永遠の 他界に 移りたり。 之 をして 基督 心中の 出 

來箏に 止ら しめ、 其の 復活 をして ii 的の みならし めば、 如何にして. 的事寳 となる こと を 得し や。 

督 と 其の 1* 業  八 五 


基督と 其の 事業  八 六 

S た る 靈的復 活は 史的 16^ 莨と なること 能 はざる なり。 

基督 敎は觀 念 を 重し とする か、 將た 事賨を 最も 贵 しとす るか。 前者なら ば 基督 敎は 一 種の 哲學の 

み。 舉者 一身の 外に 堅 同なる 立脚地 を 有せす、 咋是今 非、 思想の 來往、 及び 感情の 起伏と ともに 消 

長す。 精神 界の 無常 之より 甚だしき もの 有る ベから す。 

基督の 永存 及び 其の 活ける 現在と をして、 史的 事實に 基け る 信念たら しめ ざれば、 吾人の 宗敎は 

自ら 主觀 的に 流れ、 何時しか 感情的に 陷るを 免れ 難し。 神秘主義 を 忌み、 研究 を尙 びて 藤 史に其 の 

根據を 尊ぬ る を 以て 自ら 任す るハ ル ナックの 如き すら、 基督に つきて 稍 や 信仰的の 言 を爲 すに 至れ 

ば、 大いに 感情的 になり て 其の 立脚地 餘 りに 主觀 的な る を 暴 露せ り。 空虚な る 境 慕と 耶穌 遣骸の 復 

活 とそ 蔑 5g する もの は、 洽淡 無味の 宗教に 滿 足す るか、 將た tr た 感情的に なり、 其の 主観的 傾向に 

乘じ、 辛うじて 熱心なる 信仰 を購ひ 求め ざ る ベ か らす。 

復活の 信仰 は 復活の 消息に 起因し、 之と 共に 起滅 せざる を 得す。 此の 故に 復活の 消息 を輕視 する 

もの は 輝-想と して 基 督を 欽慕す る こと はこれ 有ら ん。 神人 結合の 寳例 として 之に 感服す る こと は 之 

あらん。 然れ ども 基督 我と ともに ありて ふ 信念^ かに 且つ 切に して 之に 祌 事し、 之に 祈り 常に 之と 

親交 あるが 如き は 蓋し 頗る 困難なる に 似たり。 復活の 消息 を 信ぜす して、 獨り 復活の 信仰 全き もの 

多く 有るべし とも 覺 えす。 主観的の 傾向 を 僥倖し、 感情の ために 駆られて、 熱誠の 火 心 もとな く 燃 

ゆる こと 有らん も、 風前の 燈火 まことに 危 しと 謂 はざる ベから す。 


：ュ" 的 復活に て 足れり。 肉體は 如何にな りし や を 問 ふ 勿れと は 、 物！^ を.： 一; ふと し 形骸 を W とす る 敎 

主義の 精祌 なり。 吾人 は 新る 問題 を 論す るに 常 りても、 ^洋 主義の ために 蔽 はれて、 思 はざる 方に 

迷 ひ 行く こと あり。 察せざる ベ けんや。 

基 に 復活れ り。 旣に 此の 最大 奇躜 にっきて 心 を； „ ^したろ 以上、 自餘の 奇蹬的 問題 は 徐ろに 之 

を處现 すべきの み。 或は 歷 史的 批評に 依り、 或は 原文の 解 釋に從 ひて 之 を 取捨す る こと も あるべ 

し。 然れ ども 奇蹬論 は 其の 大體に 於て 旣に 定まりた りと 謂 ふ を 得べ し。 

其」 傅の 復活 は 其の 人格の 啓示な り。 此の 事實を 認めた る 使徒 等 は 基督 を拜 する に 至れり。 之に よ 

りて 師は 主と なりぬ。 耶穌の 赠ひは 之が 爲 めに 其の 意義 明白なる を覺 ゆ。 復活り の 榮光は 疑 深き ト 

マ ス をして、 『吾が 主よ、 吾が 祌ょ』 と絕 叫せ しめたり。 親しく 此の 事實に 接する もの、 誰か 眾に 人的 

なる 基督に 滿足 する こと を 得ん や。 基督 論 は 其の 復活に 依りて 完了せられ ざる も、 大いに 其の 歩 を 

進めたり と 謂 はざる ベから す。 少く とも 基督 神性 論 は 大いに 其の 根據 を 堅固に する こと を 5^ たり。 

『基督と 其の 事業』 は 尙ほ十 數回を 要せ ざれば 完了す るに 至らず。 其の 著者 夏期 中 旅行 多き を 以て 常 分のう 

ち 或 ひ は 其の 續稿 を揭 載す る こと 能 はざる べし。 (編者 註、 asl なし) 

(一 九 〇 二 年  一 I 七 月 i 音 新 報) 


基督と 其の 事業  八 七 


宗 の眞 を辦 やる の 準  八 八 

宗敎 の 眞假 を辨ず る の 標準 

此の世界に 宗教なる 一 大事 實 あり。 或 人 之 を 以て、 世界-歴史の 中心と^へ、 人 ii の 應史を 如何に 

說明 する やとの 疑問に 對 へて、 藤史は 即ち 人の 宗敎 上の 意識な りと 云へ り。 此の 首 や 史學の 目的よ 

り 一 K ふとき は適當 とも 思 はれ ざれ ど、 能く 宗教が 人 問の： i 史 に大關 係を冇 する こと を 明に すと 謂 ふ 

べし。 近く 之 を 我 國の歷 史に微 する に、 其の 政治 及び 帝 の 組織 は 神道と 大關係 を 有し、 また 佛敎 

儒道 (若し 宗敎 なりと すれば) も 日本の 變遷に 幾多の 11 係 ある や 明白な り。 此の 事實 たる 啻に 我 邦 

にの み 之 あるに あらす、 萬 國 の宗敎 みな 此 の 地位に あり。 

然 らば 宗敎 なる もの は 何に 因りて 起り しゃ。 或 人 之に 對 へて 云 ふ。 宗教の 起原 は 恐怖心に あり 

と。 是、 ギリシャの ェ ピオ ュ ラスが； fczgi にか、 り、 ルク リシ ァ 等の 和す ると ころたり。 近世 又 之 

と說を 同じう す る 者な き に あらす。 然れ ども 是 の 如 き 說は文 明の 進む に從っ て 人の 取らざる 所と な 

れり。 スぺ ン セル はか、 る說 の通ぜ ざる を 知り、 宗教の 起^ を 夢に 歸 せり。 ^呼 若し 數 千年 問、 人 

類に 閥 係し、 文明の 柩軸、 歷史の 中心た る宗敎 にして、 其の 源泉 實に 夢幻に 歸す とせば、 よしや 堙 

草の 吹殼 遇々 1^ 野を燒 くの 事實は ある も、 宇宙 間 また かくば かり 不可思議 のこと あるべ からす。 或 

は 云 ふ、 示敎 はま 先の； f 拜に 基く と。 然れ ども 支那 十：： 代の 愤習を 案す るに？ ^ 先 を 祭る は 後世の 事に 


て、 之 t り： ：- く旣に 上帝 山川 等 を 祭る の禮 ありき。 されば スぺ ン セル 氏 等の 說は 支那 勝 史の設 明に 

よりて 破る、 ものと いふべ し。 然 らば 宗教の 起原 は 如何。 吾人 以爲 らく、  { 术敎 なる もの は 其の 始め 

或は 夢より 來り 恐怖心より 生ぜる も、 か、 る 問 题は敢 て必耍 なる ものに あら じ。 點滴 集りて 大河 を 

なす。 旣に 大河た る 以上 點滴を 以て 之 を 論すべき にあら す。 宜しく 長 堤 をく づし、 大船 を 覆へ す 者 

として 之 を 論す ざるべ からす。 41nH に 於て は 天文の 舉 未だ 開けす、 太陽 を 以て 一 小火 圃 とし、 彗星 

の 現 はる、 を 天災の 兆候と 考へ、 又 日蝕 を 太陽の 疾に 根るな りと 思へ り。 今日の 天文 舉 はか、 る 幼 

称の 思想より 問 發し來 りしな り。 然れ ども 已に 一 科の 风 fl- 術た る 以上 は 舉術を 以て 論ぜざる ベから 

す。 假令 如何なる 處 より 發 見せら るる も眞理 は眞现 なり。 されば 宗敎も 亦 其の 起源 如何に 關 せす、 

宜しく 之 を 今日 の宗敎 として 論す ベ し。 

或は 宗敎を 以て 人性 间 有の ものに 非す とする もの あり。 サ ー ，ジョン-ラボック n:  く、 或 島に 住す 

る 人お は宗 敎を冇 せす と。 然れ ども 是未 だ實際 を 知らざる なり。 スぺ ン セル は 之に 反し、 宗教 は 何 

れの 所に も存 せざる なしと 云 へ り。 考古舉 者、 人類 擧者 及び 博 言 擧者 もまた 宗敎を 以て 天下 1= 通の 

事， 實 とす。 是に. S ひて 之 を觀れ ば、 無 宗敎の 人民 ありと は 皮相の 觀察 なり。 凡そ 事物 を 論す るに、 

例外の 事實を 以てすべ からす。 人性 を 論す る 者、 ^^_1若くは野蠻の人を以てし、 人類ル；^」：^.嶽白痴な 

りと！^洲結せば、 豈 愚の 甚 しき 者に 非す や。 されば 假に 宗敎を 有せざる 二三の 部落、 又は 種族 ありと 

する も、 之 を 以 て 宗敎が 自然 の 人性に 基く さ を 拒む 能 はす。 要す る に 宗敎は 人間 普通 の 事實 なり。 

宗教の 眞 iM も辨 やる の搭準  八 九 


宗教の 眞 iM も辦チ るの 標準  九 〇 

さて 廣く 萬阈に 通じ、 普く 人生の 歷史に 關係を 有する 宗敎は 抑々 何ぞ や。 近來、 比較 語 拳、 比較 

文舉 等の 起る に隨 ひ、 比較 宗敎學 なる もの 起り、 程度 未だ 高から すと いへ ども、 進歩 =® 速な り。 我 

邦の 神道の 如き も 旣に歐 文に 譯 せられたり。 之と 同時に、 者 古攀、 一一 目 語 擧等大 に 進歩し、 宗敎 中に 

含める 普通の 要素 を 柚き 出し、 彼此 對照 比較して 諸宗敎 普通の 性質 を 明に せり。 宗敎 普通の 性質と 

は 何 を 云 ふや。 曰く、 宗敎は 自然 以上の 4^ 心 者の 人^との 關係を 明かに し、 又 其の 結合 を密 にす る 

あが 

こと 是 なり。 偶像 を 合掌 跪拜 する もの 山川に 靈 ありと する もの、 ブラ マ を 尊む る もの、 佛を 貴ぶ も 

の、 基督 を 信す る もの、 传是 自然 以上の 有心 者と 人類との 關係を 明かに し、 又 これ を密 にせん こと 

を務 むる 者に あらざる はなし。 蓋し 自然 以上と は、 ^も 人類の 萬 物 を銃禁 する が 如く、 人類と 萬 有 

を 統轄す るの 有心 者 を 指す ものにして、 單に 人類に 超越す るの 義 にあら す。 斯く 論じ 来れば 人 或は 

難 じて 云. はん、 佛敎は 無神論に あらす や、 孔子 は 何の 所に 自然 以上の 有心 者 を 指示した る やと。 是 

一 现 あるの 疑問な り。 然れ ども 試に 見よ、 釋迦の 心 は 如何なる も實 際に 行 はるる 所の 佛敎 は：^ して 

無神論に 非る を。 鳥 尾 子の 說く 所、 白蓮 會の敎 ふる 所 は 吾人 之 を 知らす といへ ども、 隨喜の 淚を佛 

前に 乖： る. - の老？ i 老爺 は、 畏 自然 以上の 存住 者を拜 する に 非る を 得ん や。 嗚呼、 世の 理签論 は、 

到底つ 人間の 天性に 克っ能 はざる なり。 天下 各種の 宗敎、 得失 長短 相 同じから す、 正邪 眞假 の刖 あり 

と雖 ど、 倚 自然 以上の 有心 者と 人^. の 關係を 明かに し、 之を密 にす る こと を務 むる に 非ざる はな 

し。 も 地 岡に 本道 支 道 精粗 等 ある も、 達する 所 は 同一 の 都 食なる が 如し。 されば 何の 宗敎 にも 多 


少の利 5 分： ある は 言 を俟 たす、 マックス • ム ー レル氏 オック ス フォルド に 於て 論ぜし こと あり。 或 島 

の ^ 人 は 毎朝 太陽 を拜 する さ尙 S 本の 人に 似たり。 此の 事の 迷 誤た る は 論な けれども、 彼等に 取り 

て は 多少の 利ハ 化な きに 非す。 彼等 若し 之 をな さすば、 唯飮 食に 奔走して 止まん。 然れ ども 其の 禮拜 

を 行 ふ 間 は 暫く 布 形界を 離れて 形而上の 境に 遊ぶ。 此の 利益 は實に 僅少の 察に 非す と。 宗敎の 進歩 

は 恰も 東海道の 宿驛の 如し。 假令ー 夜 宿と 雖も 此の ものな くば 花の 都に 入る を 得ざる なり。 若し 不 

充分ながら も、 世に 種. <<  の宗敎 なき こと 恰も 街道に 旅舍 なきが 如くならば、 人心 悉く 暗 味に 陷り、 

宗敎 上の 感覺 鈍りて、 途に眞 正の 宗敎に 逢 ふ も 之 を 理解す る ことなき に 至らん。 請 ふ、 之 を 日本に 

微 せん。 吾邦の 士族 は 大抵 コ ント 流の 儒敎を 信す る 者に して 多く は 怪力 亂神を 語らす、 鬼神 を 敬し 

て 之 を 遠 ざく るの 摩な り。 之が 爲に 宗敎 心の 發達を 害せし こと 尠少に 非す。 勿論 孔子の 敎 が道德 

上、 數 多の 利益 を與 へし は 明白の 事實 にて、 靖獻遣 言の 如き 書 を讀み 居る 人に 道 を 語る の 便よ き は 

余が 經 験す る 所な り。 自山民 横 等 に カを盡 せる 人 は 之 を然ら ざる 人に 比すれば 大 に宗敎 に 入. 易き 

を覺 ふ。 然れ ども、 是 只道德 上の 事の み。 宗敎 上より 論 すれば、 怪力 亂神を 語らざる 敎の爲 に宗敎 

心 を 鈍らせし こと 實に 夥しと 云 ふべ し。 今假に 全く 諸宗敎 を诚盡 し、 然る 後に 基督 敎を我 邦に 入る 

ると せば、 傳道 上の 不便 如何ば かりたらん。 不充分の 宗 敎と雖 も、 一時 宗敎 上の 希望 觀念感 覺等を 

維持す るの 効力 ある や 更に 疑を容 るべ からす。 さりながら 此 等の 宗敎 は宿驛 的の 利签 あるに 止まる 

のみ なれば、 吾 八 は 長く 此 所に 留まる ベから す。 今日は 最早 ト レミ —の 說に滿 足せす して、 ケプレ 

宗教の 眞假 も辨チ るの 標準  九 1 


宗教の 眞 も辨チ るの s 準  九 二 

ル、 二 ュ I トンの 說を 取るべき の 時な り。 世の 宗敎を 論す る もの は、 其の 古来の 宗敎 たり 遣 傳の宗 

敎 たるの 故 を 以て、 之 を 取る ベから す。 吾人の 行くべき 所 は 花の 都な り。 宜しく 其の 行くべき 地に 

行かむ こと を勉 むべ し。 

世^ 或は 宗敎を 必要なら すと なし、 單 に道德 あらば 可な りと 云 ふ 者 あり。 0： く、 人^の 義務 は 今 世 

に 在り、 徒に 心 を 未來 世に 勞し、 力 を 期し 難き 裹に盡 くす は 不可なら す や。 又 曰く 元來、 懒惰 なる 

人類に 對 して 未来 世の 存在 を說く は、 益々 人 を 懒惰に 導く ものに あらす やと。 宗敎 上に て はか k る 

論者 を反對 家と 云 はすして 寧ろ 俗論 家と 稱す。 如何と なれば、 是 世俗の 爲に 汲々 たる 者 なれば な 

り。 且、 夫れ 道 德とは 何 を か 云 ふ。 祌 ありと 雖も 之に 事へ す、 して 之道德 なる か。 人生 必らす 現 

に 終る 者たら ばい ざ 知らす、 此の 問題の 未だ 確定せ ざるの みならす、 却て 來 世の 存在 を 信す る も 

の滔々 として 多き に拘 はらす、 之 を 棄て、 顧る に. 足らす となす。 是人 の 道なる か。 しかの みなら 

す、 人類 相 fti の 間に 於け る道德 は宗敎 なくして 行 はる、 ものなる か。 世の 歷史の 法廷に 訴へ なば 明 

かに その 然ら ざる を 知らん。 人間の 未來を 以て 確實 ならす と 論す と雖、 現在の 生命 又確實 なる もの 

に 非す。 古来 英雄の 跡 今 何處 にか ある。 帝王の 榮華 また 花の 如く 實に草 頭の 露に 似たり。 人生 實に 

且夕を 測らす、 目に 見えざる の 祌を疑 ひ、 未來 のこと を 危ぶむ もの は、 宜しく 先づ 現世の 5^ 敢 なき 

を 知らざる ベから す。 世人 此の世 憑むべからざる を 知る が 故に、 神 を 求め、 未 來世を 思 ふの み。 祌 

なる もの して^ 在せ ざる か。 未來世 2^ して^せ ざる か。 此の 問題に して 未だ 定まらざる うち は濫 


り に 今 世 にの み 耽る ベ か らす。 

宗敎の 起-源と 必要 旣に 明瞭に なりたれば、 之 より 進んで 共の 眞 假を辨 する の 標準 を說 くべ し。 こ 

は 固より 一大 問题 なれば、 今 只 共の 一 斑を陳 ぶる に 過ぎす。 

1H- 人口く、 も^の 眞 假を辨 ぜんと 欲せば、 〈：^^しく國を以て共の標準となすべしと。 是は 1^- めて 奇 

論と いふべ し。 試に 問 はん、 ©.問を硏究するもの國を以てその標準となすことを得べき^^。  g. -、 

天文、 化舉、 文舉せ H 特に 日本の 物理、 天文、 化舉、 文學 なる もの あり や。 流お に 人 は 愚に あら 

す。 舉問を 研究す るに 當 りて 國を 以て 標準と なす もの あらざる なり。 失れ 大道 は 萬國に 通す る も 0 

なり。 然るに^ 人宗敎 を 論す るに 國を 以て 其の 標準と なさん と 欲す、 豈 誤れる の： しきに あらす 

や.。 或 人 n く、 宗敎を 判^せん と 欲せば、 ^しく 共の 敎の爲 に 死した る 人 を 以て 標準と なすべし 

と。 是叉 誤りた る 推 it. 法と いふべ し。 ^し 此の 標準 を 以て 眞 なりと せんか、 來島の 行 を 以て 條約 

改 の 問題 を 決定す る も 亦 不可な かるべし。 豈 不都合に 非す や。 或は 塞敎 者の 人數 もて その 宗敎の 

如何 を^す ベ しとな し 之 を 信 幸す る處の 識者の 數を 以て 標準と なす もの も あれ ど 非な り。 擧者必 

らす しも 1^ 子に あらす。 若し 攀者 識者に して 不 ロ§ 行なろ 者 あらば 不ロ § 行 も咎. むる に 足らす、 道德も 

とる に 足らざる 乎。 擧 者の 主と すると ころ は腦髓 にあり。 而 して 道德は 腦髓の 題に 非す して £w の 

題な り。 腦 髓の發 達せし もの 豈-必 すし も道德 家な らん や。 されば 吾人 宗敎を 刺^す るに 常り て、 

事 者 の 救 を 以て 之 を 決定 せんと 欲する は 誤謬の 茶し きものに 非す や。 若し 學 者の 數を 以 て 之が 標準 

宗教の 眞 も辨 やる の 標準  九 一一 一 


宗教の 眞瑕も 解 やる の li 準  九 四 

となす を 得ば H 哀 敎 こそ 眞 正の 宗敎 なれ。 如何と なれば 其の 信徒 中學 者の 多き £、 世界 此の 宗敎の 

右に 出づる 者なければ なり。 然れ ども 吾人 斯る 微弱の 論據を 憑む を 欲せす。 此の 他 種々 の 議論 あり 

と雖、 要するに i^I 此處に 陳述す るの 慣値 なきもの なり。 

然 らば 宗敎 の 眞假 を辨す る眞 正の 標準 は何ぞ や。 

第一 宗敎は 普通の ものた るを耍 す。 蓋し 普通と は 一部分の 人に 通じて 他の 部分に は通ぜ ざるな 

きを 云 ふなり。 

今 試に 此の 標準に 據る とき、 禪宗は 果して 如何なる 地位に 在る や。 面壁 座禪 これ 普通の 事なる 乎。 

若し 解し 難き を 以て 眞理の 標準と せば、 天下 恐らく 佛敎の 右に 出づる もの 無 かるべし。 然れ ども 眞 

の宗敎 なる もの は、 男女 老幼に 拘 はらす、 智愚賢 不肖 を 問 はすして 何れに も 等しく 通す る處の ものた 

る を 要す。 愚者 あり、 水 を 渡らん とす。 其の 水 を 指し 揚ー 一一 一口して 曰く、 深い 哉 この 水、 余 は その 水底 

を 見る こと 能 はすと。 何ぞ圖 らん、 是 水の 深き が爲 にあら すして 流た るが 故な らんと は。 ^若し 

僅に 指頭 を 水中に 浸して 之 を 探らば、 容易に 水底 を 知り 5r へきの み。 夫れ 眞 S ま 透明な り。 人類の 

扬救 極に 關 する 大道に して 哲學を 研究し、 舉 校に 入りて 擧 ぶに 非 すん ば 解し 難しと せば、 此れ 只哲 

學 者の 宗敎、 事 校の 宗敎 のみ" 豈 世界 普通の 宗敎 ならん や。 或宗敎 は單に 智識な き老勰 老爺に のみ 

適して、 識者の 心を滿 足す るに 足らす。 是又眞 正の 宗敎に 非ざる なり。 萬國に 通じ 萬 民に 適す。 是 

れ眞 正宗 敎 なり。 ァゥ ガス チンの 云へ る、 大象 も溺る /1 の深處 あり、 小 兒も馮 り るの W 瀬 ある も 


のにして 始めて 萬掀萬 K の敎 となる こと を 得べ し。 請、 試に 此の 流= 通と いへ る 事 を 標準と して 廣く 

世の 宗敎 を撿 せよ。 思 ふに 及第す る もの 絡え て 無くして 僅に あらんの み。. 

第二 眞 正の 宗敎は 過不及な く 人性 を 發育 し、 a 之 を 調和よ く問發 せし むる の 力 を 有せざる ベ か 

らす。 

抑々 人^ は tHiw 意の 三 を 其 倫す るが 故に、 人性 中 或 部分に のみ 適して、 全體を 完全に 發 育す るの 力 

ひとへ 

無き もの は 3 異の宗 敎と云 ふ を 得ざる なり。 或宗敎 は單に 人情に 訴へ、 或 もの は 理論に のみ £1 す。 世 

人 は 之 を 深奥な りと m 心 ふめれ ど、 是必意 彼の 燭水 のみ。 或 宗敎は 人心 を にし 木石に し 死灰に す 

る ことのみ を務 む。 『世 を扮 てし 身 はなき ものと 思へ ども 雪の 降ろ 夜 は 寒く こそ あれ』。 雪 夜の 塞氣 

を も 感ぜぬ 様になる を 法 門の 極意と せる 宗敎 は、 一方に 偏す る こと 基し。 如何 ぞ 人性 を 養成 發育 

して、 圆滿に 至らし むる を はべき ものな らん や。 

第三 眞 の宗敎 は絕對 的の 眞理 なり。 

アブ ソリュ イト レレ チイ ブ 

夫れ 眞理 に、 絕對 的、 對立 的の 二種 あり。 昔 者 或人ソ n ンに問 ふて 曰く、 汝の 法律 は 最も 善良なる 

乎。 ソ n ン答 へて 云 ふ、 我が 法律 はたに 雅典 人の 爲に 最良な りと。 宗敎 の眞理 なる もの は、 かくの 

如く 或 場合に のみ 適する 對立 的の ものた るべ からす。 宜しく 永久 不變 絡對 の眞理 たる を 要す。 彼の 

道中お 驛的 たるの 眞理 たるべ からす。 

第 四 眞 正の 宗教 は 道德の 完全なる 模範 を 示す こと を 要す。 

宗教の-お- 3 も辨ャ るの 標準  九 五 
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何れ の 宗敎か 能く 鼓 も高尙 完全な る 道德の 模範 を 示す も のぞ。 或は 云 ふ 人 翔 は 生れながら にして 

さ ぎ 

能く 德義の 何物た る を 知る が 故に 所謂 道德の 模範 を耍 せす。 然れ ども 人は敎 へられす して 詐譌 の不 

善 を 知り、 竊盜 のにく むべき を 知り 得る も、 唯 完全なる 道德に 至りて は宗敎 によりて 敎 へらる、 に 

あら すん ば 之 を 知る を 得べ からす。 然 らば 天下 何の 宗敎か 能く 此の 職 任を盡 したる。 此の 標準に よ 

ると き は、 我 邦從來 の宗敎 落第 をお かれざる べし。 よし 百 歩を讓 りて 能く 完全なる 道 德を敎 ふる 

もの ありと する も是の みに ては尙 未だ 充分なら す。 宜しく 人 を 董ー陶 して 之が實 行 を顯 はさし むる の 

勢力 を 右せ ざるべ からす。 假令誇 道を敎 ふと 雖も 能く 人 の 靈魂を 支配し、 之 を 鼓舞して 着 々進歩 

. あらしめ、 遂に 完全の 域に 達する の 企 望 を 起さし めざる は 未だ 以て 落第 の宗敎 たる を 免れす。 

以 上 論じ 來り し處は 固より 概略に 過ぎざる Q みならす。 こ は 皆 此の 議論 の 外廓と も稱す ベ きもの 

なれば、 宗敎の 眞假を 判 ぜんと 欲する 者 は、 らく 一歩 を 進め、 页に 廓， r に 入り、 左の 二 件 を 調 

せざる ベから す。 

第 一 自然 以上の 有心 者の 性質 如何 を 完全 明白に 人間に 敎 ふること。 

第二 自然 以上の 有心 者と 人類と を 和が しめ、 之 をして 一致 結合せ しむる の 力 をお する こと。 

今 此の 二 件 を 標準と して 諸 宗教 を檢 すれば、 其の 結 如何" 佛法 は元來 無神論 なれば、 より 自 

然 以上の 有心 者を敎 へす。 然るに その後、 人性の 已む能 はざる より 菩薩 彌陀 など 私 生の 子 を 生じた 

り。 され ど是 また 到底 自然 以上の 有心 者 を 完全に 敎 ふるに 足らざる なり。 孔 夫子 は： 大德を 我に 生せ 


り。 我 を 知る もの は それ：. K 乎。 丘の 禱る こと 久しな ど：. ムひ しこと あれ ど、 其の 天 に關 する 觀念. M 臘 

として 明.！ II ならす。 されば 孔子 も ほら、 性と 犬 道と は 我 云 ふこと 能 はす、 未だ 生 を 知らす、 - 焉んぞ 

死 を 知らん、 鬼祌を 敬して 之 を 遠 ざく、 と 云へ り。 ス ぺ ン セル は C 然 以上 のカの^：^在を認むと 雖 

も、 北ハ の^ 心 者た る こと を 担み て、 之 を 不可知的と 稱す。 然れ ども 知るべからざる 者を拜 する は 偶 

像 を； する ことに 異ら ざるべし。 佛者は その 中道 觀に眞 如の ー现 體を說 いて、 西洋の 凡 神 論に 類似 

せる E わ 想を述 ぶれ ど、 要するに 雲を搜 むの 類に して、 眞に 人間の 宗敎心 を 養 ふに 足らす。 神道 は 論 

する に 及ばす。 マホメット 敎は、 獨ー の 神を敎 ふれ ども 其の 神た る 恰も 鐵鎖を 以て 人類 を 束 純す る 

が 如き ものにして、 更に 人類の 父た る こと を說 かす。 ュ 一一 テリアン は キリスト 敎の 遊-; 陶を 蒙りた る 

阈人 の 思想 に發し たる もの なれば、 其の 神 を說く や m 本人な ど の 思想 に異り て 甚だ 基督 の 純敎に 近 

き^<?ぁり。 又 キリスト を 神と 信ぜ ざれ ども、 元來 キリスト を祌と 信す る 敎に養 せられた る 者な 

ば、 其の 宗敎に は生氣 あり。 然れ ども その 生氣 は、 キリスト 敎 より 惜り來 りし 者 なれば、 到底 人間 

の 熱愛 を 惹起 す 勢 力な き宗 敎な り。 其の 神に 關す る の 敎訓 は 稍々 全きが 如くなる も 神と 人と を 如何 

にして 謂 和す る やに 至りて は、 明白なる 敎を垂 るる こと 能 はす。 故に 未だ 以て 眞 正の 宗敎 となす ベ 

. 力ら す 

以上 述べ 來 りたる 處の 外、 なほ 種々 の 事 ありと 雖も、 要するに 是等は 宗教の 眞 假を辨 する 大切の 

標準な り。 余が 之を述 ぶる 所以の もの は、 基督 敎の 是非 を判斷 する の 便 を 得せし めんが 爲 なり。 今 

宗  >ぉ の e- 假を辨 する の摞準  九 七 


宗 敦の眞 假を辨 やる の撢準  九 八 

や 我郊. H 危急の 秋な り。 一 個人の 上より する も 又 一 國の 上より する も、 宗敎に 向って は 深 思 熟考す 

べきの 時な リ。 余が 確信す る處 によれば、 我 國の獨 立、 日本の 救 はる \ こと は 實に キリスト教の 取 

捨 如何に 在るな り。 嗚呼、 斯 くの 如く 考察し 来れば、 我等が 宗教の 邪 正を辨 別す る は、 吾が 赃宗の 

國に對 する Q 一大 義務と 謂 ふべ し。 希く は 此の 問題 を 熟慮して 滿 足なる 結 ra^ を 得る に 至らん こと 

を 0 

(一 八 九 〇 年 三 „«• 福音 週報 ) 


日本の 宗敎 的觀察 

上帝 に關 して 卑陋なる II 抱す る 人 ほ は、 必ず 惡 しき 蟹 を 有し、 惡 しき 政府に 冶め られ、 また ¥ 

き 法 作に ナ乂 配せ、 しる、 ものな リ 0  ( へ-ゲル 氏 宗敎哲 卷ー、 二 四 一； A) 

鄙 俗の 世界 

-.vt: の ラスキン It 俗の 解を與 へて H く、 『鄙 俗と は、 感覺に 乏しき を 謂 ふなり』 と。 此の， は g 妙なる 

心 を 抱きて、 幽， -局奇 絡なる 天地に 對す。 大いに 感 する 所 あるべき は、 また 自然の 理に 非す や。 故に 

カント は 倫理の 大法に 畏れ、 列 星の 森厳なる に 驚きて 感嘆に 堪え ざり しなり。 カァ ライル  1 曰く、 『七 

の渺遠 幽微なる 宇宙に 俯仰して、 襟 を 正し、 思 を 潜む るの 心なき もの は、 して 共の 小人た る こと 

を 知る』 と。 喧 此の 天地、 是れ 何も のぞ、 我の 世に 生死す る、 是れ 何の gv、 玄の 又玄、 妙の 又 

妙 ま. こと は 不可思議の 境に 非す や。 生命の 秘義、 誰か 能く 之 を解 釋 する こと を 得べき。 天地の 苦 

樂は 言語 文隶の 能パく 盡 すべきに 非す。 人生の 意義 は 甚だ 深長な りと す。 然る を 之に 住居して 何 

の感 する 所な く、 彼 臭が 白晝 太陽に 向 ふと 徒に 其の 茫然た る 眼 るの みに て、 其の 燥 爛たる 光輝 

を 仰ぎ見る こと 能 はす、 之 を映寫 せる 萬 類の 色相 を辨 する こと 能 はざる が 如くならば、 是れ ラスキ 
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ンの 所謂 感覺に 乏しき ものに 非す や。 花 下に 坐して 目 を 杯盤に のみ 注ぎ、 天地の 聖 殿に 入りて 宛が 

ら 庖厨に 在る に異ら す。 一 一 者と もに 鄙 俗の 甚 しきもの なりと 謂 はざる ベから す。 小人 は 之 を 以て 快 

し とす。 君子 は大 い に 之を慙 づ るな り 。 

或る 富める 人、 其の E 岡 苦く 熟リ にければ、 自ら 忖ひ言 ひける は、 我が 作物 を 蔵む る 所な きを 如何に せんと。 乂 

思 ひける は、 善き 計 こそ あれ、. 我が 倉 を 毀ち、 更に 大 いなる を 建て、 總 ベて 我が 作^と 货财と を 其 處に藏 めん。 

斯 く. -て黨 魂に 對ひ、 靈 魂よ、 多年 を 過す に 足るべき 許 多の 貨财を 獲 たれば、 心 を 安 じて 食ひ飮 み、 樂 しめよ 

と 言 はんもの をと o( 路加 傳 十二 章) 

是れ鄙 俗の 赏例 なり。 彼れ 貨財の 贵きを 知り、 之 を 保お する の 智慮 遣算 なしと い へ ども 之 を 貯蓄 

して、 何等の 用に 供 せんとす る や。 曰く、 食 ふなり。 曰く、 飮む なり。 曰ぐ、 樂 しむな り。 之 を 名 

けて 犬 豚の 生活と いふ。 鄙 俗 何物 か 之に 過ぎん。 遮莫、 鄙 俗の 稱を受 くべき もの 何ぞ之 に^らん 

や。 凡そ 人と して 功利 美妙 等の 事に 心 を專ら にして 靈界の 大事 を 忘れ、 見えざる の！ 莨 在 を觀破 せ 

t 宇， W の 大道 を逹觀 する こと 能 はざる もの は、 何人と 雖も之 を 名け て俗士 とい ふべき のみ。 千篇 

たち ど- K- 

立地に 成り、 唾餘の 詩賦は f 一數な る 中 穴 J; の圈點 をい と m やかに 背ね ひて 文 擧社ノ 翁 に^ 采を 博し 、 共 

の 洒落なる 談笑、 奇異の 言行 は 能く 風流 を 以て 天下に 知らる、 と、 若し 夫の みに て 止まば、 ifj;; 人 は 

其 鄙 俗 最も 厥 ふべき もの ありと いは すん ば あらす。 之 を し て 風流と 名 くべ しとせば、 天下の 群 俗 と 

共 に 風 雑の 士と化 し 去ら ん こと；：^々 たる 而已。 眞 正 の 雅容 風流 の士は 其 の 心の 全局 部 を 調和し 、 偏 

せす 倚らす、 能く 其の 感 すべき 所を感 する ものと す。 其の 悲喜 哀歡- 希望 恐 權の區 域は庸 俗に 超え 


て く、 魔く、 且つ 深き ものたら すん ば あらす。 天 を 以て 盆大に 過ぎす となす は、 井に 坐す る もの 

の兑 解な り。 功 をへ n り 物 を 5パ り、 利 を^え、 句 を 吐き、 文字 を 列ね て 名眷を 1 世に 銜ひ、 宇宙の 一 W 在玆 

に盡 きたりと 想像す る もの は、 無下に 俗な りと いはざる ベ けんや。 宗敎の 觀念は 古來 哲人の 常に 攻 

究 したる 所な り。 其の 關 する 所 驻だ大 なりと す。 歷史& ：舉に 於て 解說 せんと 欲する 人生 終局の 歸結 

て ふ 題 は、 宗教の 觀察を 以てする に 非 ざれば 到底 其の 目的 を 達する こと を 得べ からす。 或は 『我 

れ竹凤 4 を尙 ぶ。 宗敎の 如き は 吾が 意に 介す る 所に 非す』 と 一一 目 ふ もの あらん。 然れ ども 哲舉は 宗敎の 

事 をせ ra に附し 去る を 得べき ものに 非す。 蓋し 『我 何 を 知る 乎、 我 當に何 を 行 ふべき か』 と は、 か， 

, ^の 极抵 問題に 非す や。 人類の 行 ふべき 道 を 究め、 其の 終局の 大目 的 を 明らかにし、 義務の 念に 

加 ふるに 燃 ゆるが 如き 執； を 以てし、 此の 義務の 念と 熱情と を 維持す るに 上帝の 存在 及 世界の © 趣 

に關 する 露现を 以てする は、 宗敎の 本 鍋な りと す。 苟 くも 思想に 從 事し、 道理 を 明かに せんこと を 

欲する ものにして 此の 疑题 を； S みる こ と 無くん ば、 吾人 之 を 辯 護す るに 何の 辭を 以てす ベ きを 知ら 

ざるな り。 

德義 破壊の 現狀 

從來 の德敎 大いに 衰へ、 少年 子弟の 風俗 日を逐 うて 陵 夷し、 道義 廉耻 地を拂 ひ、 醜行 新聞紙 上に 

充ち、 の 氣社會 の 上下に 普 からん とす。 此に 於て か德 育の 論囂々 たり。 五倫の道 を 列記せ る赖 
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語 出で、 此の 目前の 大欠點 を 補 はんと 欲す。 吾人 は 陛下の 民 を 憂うる の 厚き を感 M すると 同時に、 

吾邦 今 曰の 有様 は斯. ばかりに 明らかなる 五常の 道 を さへ、 一 片の 詔勅に 由り て敎 へらる. X を 必要と 

する に 至れる を嘆ぜ すん ば あらざる なり。 水に 陷 りて 溺れん とする もの あり。 其の 救 れんと 欲する 

の 情轉た 切なり。 故 を 以て 身邊に 流れ 來る もの あれば、 其の 萍 なると 木片なる と を 問 はす、 氣 を!! 

りて 之に 取り付く。 唯 其の 徒 勞に屬 する のみに して、 溺る& こと 愈々 急な らんと する を惜 む。 吾人 

は 彼が 萍に 取り付く を 見て、 其の 情の 切迫なる を哀 まざる を 得す。 世の 有志 者が 德 育の 問題 を 解か 

んと 慾して 提出す る 所の 考察 を 見る に、 其の 効力の 如何に 至りて は 頗る 疑な きこと 能 はすと い へ ど 

も、 吾人 は 之 を 以て 德育 論の 極めて 切迫なる さ を 知る。 皇 上の 詔 を 以て、 德 育の 危 与ん に備 へんと 欲 

す。 吾人 未だ 其の 可なる 所以 を 知らす。 德 育の 方針に 迷 ひつ. - ある 今日の 舉校敎 n ほ をして 德育を 管 

たす 

らし めんと す。 是育を 以て 盲 を 相け しむる ものに 非す や。 梓： ikl 輪 輿能與 二人 規矩 f 不レ 能レ使 二人 巧？ 

尋常の 修身 舉、 五常の 訓誠を 以て 德敎 を與 さんと 欲する は、 抑 また 愚な りと 謂 はすん ば あらす。 若 

し 夫れ 義務の 念 を 鼓勵 し、 其の 勢 を 助く るに 宗敎 的の 熱情 を 以てする に 非 ざれば、 如何にして 此民 

を 滴 義の鄕 に 道く こ と を 得 ベ き。 .e^ 日 三 奇人と 題す る畫を 印行し 國 家主 義敎 育の 3 曰 に從 ひ、 愛！： 的 

敎 育の 材料に 供 せんと 欲する もの あり。 所謂 三 奇人の 一 名 は 高山彥 九郞 なり。 其の 阖は、 彼が 駁臺 

雜 誌を讀 み、 著者{1}^.:鳩奥が諸葛孔明を以て楠正成に優れりとする條に至り大ぃ に怒りて卷を地に投 

ぜんとす る 所 を 富せ る ものな り。 彼 の 熟 狂士 高山 彥九郞 に 在り て は、 此の 偏脾な る 愛國心 或は 可な 


ら ん 。 然れ ども 全國 の 子-め を舉げ て か：： 之に 敎 ふるに 斯 の 如き 有害 の 愛！： 心 を 以てする は 極めて 不可 

なり。 帝 {f^ を t^. 礎と し、 n 木て ふ！： 〔豕， を 中心として 人類の 道德を 養成 せんと 欲する とき は、 共の 弊 

や 終に 断く の 如き 狂 に陷ら ざる を 得す。 今や 愛 闽の純 全 其の 跡 を 絶ち、 之 を 代表す る 紙片の 文字 

頻りに 天下に 践愿 せり。 我、 愛 圃 の 眞義を ぜんと 欲すれば、 彼等 は 徒らに 其の 私^せる 紙幣 を 誇 

一； 小し、 成 を 以て g." に換 へ、 衆 を 以て 道 を 抑え、 -?ほ を 以て 論 を 制し、 意味 無き の 言語 を 列ね、 架空 虛 

妄 の幽- せ-的 愛 m; 心 を 1? へんと 欲す。 豈嘆ぜ ざるべ けんや。 愛阔も 可な り。 忠君 も 可なる べし。 然れ 

ども 北ハの 僻なる、 有害なる、 间陋 なる ものに 至りて は、 吾人 飽くまで も 之に 不同意 を唱 へざる を 

得す。 

英 雄崇拜 

或る 識者 曾って 北米 合 衆國の 社會を 論じて 口 く、 『其の 民は禝 拜の氣 風に 乏しく、 如何なる もの、 

前に 在っても、 饥怩 として 慚色 ある を 見す』 と。 蓋し 合 衆國の 人民 は、 上ゥ アン テル ビルトより 下 

は i: 頭の 靴 磨 丁に 至る まで、 人類 同等の 觀 念に 充 され、 獨立 自尊の 氣概 ® だ 盛んなる を 以て、 其 弊 

や 終に 侮慢の 風 を 酸 生し 、 促 倣不遍 野卑 無禮 の 行 ひ あ るを兒 る。 平民 政 治と 品格 の 優美と は 、水 炭 相 

容れ ざる ものに 非す やとの 疑問 を懷く 者往々 にして 之 ある は、 蓋し 如上の 事實 ある を 以てな り。 吾 

が 邦 は 維新 以來 社會の 秩序 犬に 擾れ、 君臣 主 僕 其 地位 を轉 倒し、 苗字 も 無 かりし 往昔の 平民 堂々 た 
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る 代議士と なりな り て 阔 家 の 事 を議す る に 至れり.。 其 の 他 風俗 の 變 ー實に 目 を 驚かす ば か りなり。 

此の 變化 とともに 即ち 此の 平民の 頸 首 を 擡げて 士 人と 肩 を 比べ、 自由 を說 き、 民權 を唱 ふるの 氣運 

とともに； 小 禮不遍 の 風 起り 来れる を る。 新 平民 當 時の^ 傲 は 吾人の 吐に 堪えす と 云 ひし 所に あ 

らす や。 然れ ども 余 華 は H 本の 社會 全體に 於 て 輕慢倔 傲 無 禮不遍 の 風俗 ある を 知ら ざ る ベ からす。 

；大 下の 冇採 せ、 の 平に 還り て 、 禮 節の 優美なる を兒 るの 日 來るこ とならん 。 鬼に かく 其の 今日 の 狀態 

は 實に褒 ふべき もの ありと 謂 はざる ベから す。 一 方に 於て 政府 は 世の 風潮に 變 みる 所 ある を 以て 頻 

り に 文飾に 意 を 用 ひ、 五 等の贵 族 を^け、 繁多なる 式典 を 定め 、其の 數禮 三 、威 三千 も啻 なら 

ざらん とす。 或は 學 校の^ 上に 皇 上の 影像 を 懸け、 生徒 をして 之に 禮拜 を爲 さしむ。 凡そ 反動の 常 

として 此等は 敷きに 適 はざる 所な きこと 能 はす。 形 を强 ひて 內を 攻めん とす。 吾人 は 以て 策の 

得た る ものに 非す と 謂 はざる を 得す。 EI 本の 人民 は 法律 を 怖る といへ ども、 之 を 贵 ぶこと を 知ら ざ 

るな り。 巡 布， に 支配せられ 威力に 服從 すと いへ ども、 正當 なる 權 威に 支配 せらる i ものに 非す。 日 

本 橋の 紳商 及び 富贵な る宫吏 達が、 相撲 を 5 ^顧し 成 W 屋昔 羽屋を 稱讃す るが 如く、 今日 の 少年 子弟 

もま た 其 の 長上 を货み て 之に 附隨す 。 然れ共 彼等 の 1^ 望 は 力士 役者 を 1^ 負す る に異ら す。 其 の 中に 

力 ァ ライルの 所謂 英雄崇拝て ふ 分子 あろ を 知らざる な， o。  {?3- なる かな 官立 擧 校に 於て すら 生徒の 我 

意に ま ffi せらる、 や。 何 ぞ政黨 にして 壯士 のために 左右 せらる A を 惟し まん や。 獨 立の 氣象瓖 乎と 

して 犯す ベから す、 自. S を尙 ぶの 精神う ちに 欝勃 として、 而 かも 權威を 重んじ 德義 上の 從順を 喜び、 


大 なろ を 仰ぎ 高き を恭 ひ、 英雄 を 敬崇 する の 氣風を 典 起せす んば師 の 道愈疲 り、 凤 -i. 校の 秩序 益亂 

れ、 政 (M の紛々 んどュ E むべ からざる に 至らん とす。  . 

シ—  H— ク IK  ^ 1—f  i 炎. 雄 を 解し て：：： く、 『大いに 善な る 者 を 稱 して 偉人 英雄と は 云 ふなり』 と。 シセ D 

门 く、 『神 なる ィ ン スピレ ー ショ ン を 確し こと 無き の 英雄 は 余 未だ 之 を ざるな り』 と。 カァ ライ 

ル：： ： く、 『義 のために 身 を つるの 時に 至り、 初めて 眞 正の 生命 あり、 衆多の 人 を 使役す る こと 乎 足の 

如く、  iz ら安來 して 他人に 勞苦を 食 はしむ る は 英雄に 非す。 偉人の 本色 は 毅然として 他人の ために 

難 を 忍ぶ に 在る のみ』 と。 ク^, T<,,T 同一 の 意義 を 一層 簡明に 說 いて 口  く、 『我、 人に 事 へられん ため 

に、 世に 來ら す、 即 はち 人に 察へ んが ために 来れる のみ』 と。 世に 事へ 人に 事 ふるの 心 ありて、 而 

して 後に 偉人 英雄と 稱 せらる、 を 得ん。 今や 世の 先進 者を兒 るに、 此の 英雄の 资格 ある もの 殆ど 稀 

れ なり。 彼^ は 謂へ らく 『乃公 天 縦の 才略 あり。 是れ 偶然に 非す、 天下 をして 乃公に 奉 S せしめ 

ん』 と。 彼等 は斯の 如き 心事 を 以て 自ら 英雄の 地位に 居らん と擬 す。 其の 正直の 崇 拜を受 くる こと 

能 はざる や、 またせな りと 謂 はざる ベから す。 蓋し 英雄 崇拜 にして せ ハの當 を 得る とき は、 其の 道德 

L の 敎 fi^- に 於 ける 利ハ钕 小少に 非す。 ま た 其 の 意義 を 擴充す れば、 おの づ から 宗敎 の範 園に 進み 入ら 

ん とす。 マルチ ノウ 之 を詳. 諭す。  - 

^  ^ に- 、ん 
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詩人 ゥ オルズ ゥ オル ス 口く、 『吾人 は欽仰 ：：： に. E りて 生活す。 吾人が 存在の 威服に おいて 次第に 

上進す る 所以の もの、 蓋し 此に 在るな り』 と。 ^仰 崇拜の 念 は 人生の 進歩 發 育に 關 して 影響を及ぼ 

す こと 頗る 大ぃ なり。 

コ ム H 脅って 宗敎 を解釋 して 口  く、 『是れ 心情の 欽 仰せ 扉の 謂の み。 宗敎は 宇宙の 最も 優勝なる も 

のに 向って 崇拜の 念を發 起す るに 在るな り』 と。 欽仰 崇拜の 人生に 於け る 關係を 精 し、 其の 意義 

を擴充 し、 其の 志望の 底 藏 を 叩く とき は、 宗教の 现 甚だ 明かに して、 幽玄 深 妙なる 神明の こと、 ま 

た 思 半ばに 過ぐ る もの あらんと す。 

博士 マ ル チ ノウ 前年 倫 现の大 著述 をな し、 其の 第一 ー卷に 於て 欽仰 心と 道義との 關係を 論じて 能く 

其の 微 5!n を發 揮せ り。 博士 また 後に 至り て 宗教の 研究と 題せ る 書 を 公け にせられし が、 上帝の 有無 

を說 くに あたり、 其の 欽仰 崇拜の 3e 義を 明し、 反 還 推論す る 所 大いに 味 ある を覺 ゆ。 此に 其の 一 

端 を抄譯 し、 讀者 をして 博士が 所論の 極 槪を窺 はしむ る は、 小 補な き 事に 非ざる 可し。 E く、 

窃かに 思 ふ、 吾人の 眞 正なる 偏理 的の 生活 及び 敎育 は、 首と して 己に 勝れる もの \ 現在す るに 依 

る ものな り。 喜 怒 哀樂の 情內に 動き、 惻隱羞 惡の念 方寸の 問に 煥發 せらる、 も、 此の 殊勝 優秀なる 

客觀 的の もの 無き とき は、 道義の 力 甚だ 微弱なる を 見ん。 吾人 性行 道德の 原動力 は、 高卑の 差等 あ 

るに 生じ、 其の 一列に 平等なる に 至りて 睡眠 停止の 狀に陷 いるべし。 唯 己に 均しき ものと 交り、 其 

の 見る 所 僅かに-:^ 理上 己の 程度 を 再演す る ものに 過ぎざる が 如き は、 進取の 路を 塞ぎ、 發 達の 前 程 


を 杜絶した る ものと 謂 はざる を 得す。 -IS ら 退きて 孤獨の 地位に 在る もの、 縱 令高尙 幽微なる 事^ を 

硏究 して 他 je^ なき も、 以て 共の 情感 をして 愈 高き 程度に 昇らし むる こと 能 はざる べし。 試に 汝の旣 

往を 回想せ よ。 汝が： i! 務の觀 念お も 切に、 純正なる IE 感 大いに 熱し、 一身 を 聖別して 迸 を 守らん と 

志せる は、 蓋し 如何なる 場合に 於て なりし や。 是れ汝 が 信條を 批評し、 折：： 學を建 はする に忙 はしか 

りし 時に 非す、 道義 を推究 し、 本分 を 明らかに せんこと を 務めし 時に 非す、 ー變千 釣の 危機 此に迫 

り、 汝の 去就に. E り、 悠久 永遠の 輿 收を 決すべき 時に も 非す、 實に汝 が 己に 超越して、 淸潔 高雅、 

純.！：5{誠{^:^なる、 北ハの 性 透明に して 殆ん ど玲瑜 玉の 如しと も 謂 ふべき 人物に 接近せ し 時に 在りと 

す。 服 前 逬義を 身に 〈へ、 -M 々乎と して 吾人の 上に 幾. 立す る 人に 近づき、 恍惚と して 之に 心 醉し之 

を欽 仰す る は、 人 を 上界せ しむる 唯一 の 引力に 非す や。 眞 正なる 更生の 活水を 以て 吾人に 灌ぐも 

の此 外に 在るべし とも 覺 えす。 我れ 志 鈍く して 成す こと を raif^ さに るの 義務 あらんに、 若し 謹 厚 誠 

實 にして 着々 之を實 行す る もの あるに 遇 は i -、 宛 がら 直接に 上帝の 嚴認を 蒙 ふりた るが 如くに 感 

じ、 ！！^塊後悔^^くこと能はざるに至らん。 人 あり、 病 縛に f. 吟 する こと 多年 苦痛 名狀 すべから すと 

いへ ども、 其 容貌 少しも 怨恨の 跡な く、 靜 かに 命に 安んじ、 言 ふ 可から ざるの 平和 其の 胸 宇に 充 

ち、 溫乎 たる 其の 言動 擧 止に 安恰の 氣靄然 たり。 我 之 を 見て 生命の 秘義に 感じ、 平生 It 吝の 情に 心 

を擾 せる を 慚ぢ、 ： 穴に 叫んで 吾が 生活の 高尙 ならん こと を 求め.、 切に 彼の 病 者の 苦痛 輕 からん こと 

を 希 ふ。 生 意の 苦 辛に 誠實無 邪氣の 美德を 埋沒し 了れ る老親 も、 心なき 稚兒の 良心の 暗示に 己が 現 
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在の 鄙し きを 覺 りて 悔 改の淚 堪き敢 えす。 …… 吾人が 道德 上の 奮起 は 大人 君子に 接近す るより 生す 

る こと 實に是 の 如し。 …… 獨り 庸人 凡夫の 道德 上の 進歩の み 此の 如き ものに 非す。 康 衆の 上に 超越 

せる 聖腎 英雄の 事 また 同 ー现 のみ。 彼等 もまた 人に 非す や。 彼等 は 人間に 其の 優者 ある を 見す。 彼 

等 は？ W 仰す る こと 能 はざる 乎" 一任 仰ぎ 視る も、 唯 茫漠たる 虚 穴. J ありて 徒らに 其の 眼 眩！ ISSK^ のみな 

るか。 彼等の 同情 は總 ベて 下 逯に向 ふの みなる か。 何ぞ 其れ 然 らん。 彼等が 德に 進みた る は 己に 超 

絕 せる ものに 刺激せられ たるに .£ る。 彼等 は 最も 深く 依 倚す る 所 あり、 最も 切に 固着す る 所 あり 天 

下 彼等の 相貌の 如く、 常に 上面 を 仰ぎ 視る もの 無 かるべし。 見るべき の 境界に 於て 殊勝なる 道義 を 

E 擊 せざる とき は、 えざる の 世界より 之に 放射す る德の 光輝 益豐 富なる に 似たり。 吾人 道義の 階 

級！ 5l5 一  屠と 進み 行けば、 終に 絕 高なる 客觀 的の 完備に 到達す。 之 あるに 非 すん ば、 人 の 美 德存す 

ベから ざるな り。 "rP:n 人 は 此の 段階の m 點を 認めざる 可ら す。 ヤコ ブの 夢中に a たる 天使の！ i 階 は、 

其の 下部 は 地に 立ち たれ ど、 其の上 部 は 天に 憑る を耍 せし に 非す や。 五官の 感覺を 主と せる 哲擧者 

といへ ども、 強ちに 此の 說を 非難す る こと 能 はざる べし。 彼 は 有限の 實驗を 推して、 漸 やく 無限の 

を 究知 すれば なり。 吾人 は 無限の 線條 を實驗 せす、 然れ ども 有限なる 一線 を目擊 し、 一線 又 

一線、 次第に 之 を擴充 して 空 問の 無限なる を 確認す。 道德の 進歩に 差等 ある を實 験し、 優者 また 優 

者、 次第に 之 を擴充 して 無限なる 優者に 到達す る こと、 何ぞ 之に 異る もの あらん。 無限の 空 ii 存在 

する に 非 すん ば、 冇 限の 諸 量 成立す る こと 能 はざる が 若し、 人 問の 道義と 其の 有限の 發逹は 無限 絕 


封なる 全 美の 反映に 過ぎす、 後^<?は實に、 前者の 甚礎 なりと 謂 はざる ベから す 云々 (i 、ル U ゥ、 リ 「ね. rj; 

ン」、 卷の  一一、 v> 

二八 1R 以下 J 

吾人 世に 生れて！ 13- る 所 は 服 前の 世界の み。 其の 情 を 同う し、 感を 共に する もの は 人間の み。 漠た 

る 彼の 1#^、  n 以て 之 を 仰ぎ るべ しとい へど も、 ^::^心を以て、 乂 9,^ 性 を 以て景 慕欽 仰すべき もの 

無し。 5^ して 然 らば 人類の 寂窗 もまた 甚 しからす や。 最も 實 なるべき の 善、 最も 確乎と して 存在す 

べきの 義已に なり。 不完全なる 人類の 反映、 破碎 せる 鏡面の 影の みあり て、 絕 對の眞 影、 無限の 

光輝 未だ 之 を 尋ね 獲す。 是れ 空の 空、 宇宙の 最大 虛 S に 非す や。 リヒテル 絶叫して 曰く、 『天地 問ヒ 

帝の 存在 を 否決す る もの、 如く、 索然と し て 孤獨な る も の- は 無 かる べし。 彼 は 靈氣 に 動かされざる 

萬 有の 側に ！m 然として ib 立し、 其の 天父 を裘 へる 孤 兒の愦 を 以て 泣哭 す。 彼 は 此の 屍の 側に 哭 して 

終に 其の 身 もまた 朽ち 行かん とす』 と。 

蓋し 人類の 發逹 は、 高 妙なる 理 想 ある に 依る。 现 想の 微 旨を究 むれば， 放 仰の 目的 無 かるべ から 

す。 仰の 目的 を.；： P する は 即ち 宗敎を 有するな り。 吾人の 生命 は欽 仰に 在り。 吾人の 進逹は 無限の 

完備 者を瞻 仰す るに 在り。 憐れむべし、 彼の 無 宗教の 人。 生命の 源を斷 ち、 進 達の 門 を 塞ぐ。 危ぃ 

かな 無 宗敎の 一 個人。 危 いかな 無 宗教の 國。 

人生の 價値 
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プロ シャの 女后ル ィザ 病旣に 危篤な. り。 流涕 嘆息して 曰く、 『余 は 女 后な り、 然れ ども 此の 臂 をす 

ら擦 ぐる こと 能 はざる なり』 と。 人生の 浮沈 譬 へば 草 頭の 露の 如く、 春の 夜の 夢に 同じ。 有 爲轉變 

さわが 

の 世の中に 生れて 常住 不變 なる もの を 求め、 徒に 心の み擾る \ 間に、 願く は 安身 立命の 地位 を 遊ん 

と 欲す。 秋の 夕暮、 鴨 立つ 澤の 逢に は 心なき もの も 哀を催 ほさ.、. -るを 得す。 悠々 たる 此の 天地、 石 

火 電光の ごとき 此の 生命、 蓋し 何の 目的 を 有する も のぞ。 風塵 萬 丈、 勞 苦の 汗 幾何 ぞ。 愛する もの 

亡せ、 愛せら る k もの も 死す。 昨日の 宴席、 今日の 墳墓。 人生 何事 ぞ。 此の 悵恨を 如何に せん。 生 

命の 由來を 示し、 其の 歸趣を 明らかにす るの 宗 敎を疆 るに 非 ざれば、 欝々 たる 心中の 憂悶、 之 を 遣 

るに 由 無 からん とす。 至誠 を 推して 道を說 き、 四方に 周遊して 德を寓 民に 布き、 至る所に 恩惠溢 

れ、 其の 接する 所の 人呰喜 樂に充 ち、 懇切なる 天 國の敎 に稅吏 罪人 は 希望 を 獲て 踴 躍す。 此人 終に 

捕 へられて 法廷に 曳 かれ、 不當の 裁 制を受 け 無法 の 刑罰に 處 せられ、 凌- # 至ら ざ る 所 無 く 、怒 篤 嘲笑 

鞭打 攻難 一身に 雞 まる。 昨 は 人、 gEf 食裔漿 して 之を迎 へ、 今 は世擧 りて 之 を 十字架に 釘け よと 大呼 

す。 親近の 門弟 子遞 逃して 其師を 顧みす。 其 命 は 風前の 燈 火に 等しく、 其の 事業 は將に 雲の 如く 散 

ひ、 霧の 如くに 消えん とす。 耶穌 此の 厄述 に際會 し、 從容 として 法廷に 立ち、 其の 犯す 可から ざる 

の 平和、 共の 凌ぐべからざる の 威 儼 傍人 を 驚かし、 靜 かに 法官に 對 へて 曰く、 『我 國は此 世の 國に非 

す 若し 我が 國が 此の世の 國 ならば 我が 僕 我 を ユダヤ人に 付 さ，. - らんた めに 戰 へる なるべし。 然れど 

我が 國は 此の世の 國に 非るな り』 と。 ピラト 之に 云 ひける は、 『然 らば 汝は 王なる か， =。 耶， 妹 答へ て 曰 


く、， 雨の 言 ふ 所の 如く 我 は 王な り。 我 之が ために 生れ、 これが 爲に 世に 来れり。 蓋し 我れ 眞现 につ 

きて 證 をな さんが 爲 なり。 凡て 腐 现に屬 くも， の は、 我が 聲を 聞く, 一  (fs^gf) と。 これ 失意 者の^ 調 

に 非ざる なり。 彼 は 断る 境遇に ありて 如何にして 斯の 如き こと を 云 ひ 得たり や。 キリストの 出 人せ 

る 社 會は紛 々たり、 擾々 たり。 然れ ども # て 其の 心事 を 示して n く、 『天より 降 ひ、 天に 在る 人の子 

(自ら をい ふ) の 外に 天に 昇. りし ものな し』 (^ 一一の) と。 彼 は 地に 在り たれ ど、 役た 之と 同時に 天に 

ありし なり。 耶穌 基：^ I は 自ら 世の 審刺を 受け、 死に 就かん とする に當 り、 尙ほ 世の 容 判者た るの 威 

儆を顯 し、 共の 將來の 勝利 必定な りと 明言せ. り。 斯の 如き 平和 は 世人の 夢に だ も 見出す 能 はざる 所 

なり。 斯の 如き 心 ありて こそ 能く 通と 塞と に 虚し、 順逆の 兩 境に 於て 眞正の 平和 を 保つ こと を i^: ベ 

き なれ。 

自ら を 愛す る は 人の 至情な り。 然 れ共單 に 己た るの 所以 を 以て 漫に 己 を 愛す る は 犬馬の 愛 に異ら 

す。 自然の 愛必 すし も 之 を 不可と せす。 然れ ども 吾人 は已を 愛し 世を賁 重す るの 理由 を 明かに せ ざ 

れば、 心に 安ん ぜ ざる 所 あり。 試に 問 はん、 此の世 何故に 貴重すべき ぞ、 我 何故に 愛すべき ぞ。 古 

来世 を 球み 人 を 避け、 退隱し 出家し、 しき は 自害す るに 至れる 徒の 心事 を 思 ひ 見よ。 また 靜 かに 

自家の 人と 爲りを 顧みよ。 私心 猖撅 にして 道心 甚だ 微 なり。 此の 利己の 動物、 功利の 角觝、 何の 愛 

すべき 所 か ある。 世を弃 て、 故ら に 身 を 死に 致す を も 顧み ざり し 徒の 所爲、 豈亦 其の 故な からす や 

は。 宗敎の 眞理に 於て 此の世界に 關 せる 解 說を 明かに せ すん ば、 吾人 は 此の 憂欝の 泥濘 を脫 する こ 
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と 能 はざる べし。 生命の 疑 題 を解說 せんと 欲せば、 先づ 第一 に 人の 歸趣 那邊に 在る を { 止め、 第二に 

此 の Hz 的 ra^ して 成就 し 得 べき ことな る を 明かに せ ざ る ベ からす。 

人類の 最大 目的 は 上帝の 榮光 を顯彰 する にあり。 上帝の 榮光を 顯彰す ど は、 吾人が 上帝の 全きが 

如く 全 からん こと を 務め、 其の 盛德を 各自の 身上に 反映し、 其の 榮 光の 美 を發揚 する にあり。 人の 

性分 を 全うし、 天職 を盡 し、 充分なる 發育 を爲す は是れ 吾人 終極の 大目 的に て あるな り。 

然れ ども 此 の 大目 的 は 衣食 功利の 如き 々 たる 小目 的 の爲め に掩は れ、 人 皆 之 を 忘却し 去りた る 

に 異ならす。 唯だ飮 食に 汲々 として { 仝 しく 五斗米の 奴と なる もの、 ^々たる 天下 皆是 なり。 =： つ 人 

心危 く、 良心の 勢：^々 に 微かなる を 以て、 道義 を 修め、 性分 を 全うする が 如き 希望 を 抱く もの 極め 

て 少なく、 妄りに 君子と 凡 席と の^を 立て、 自ら は 通常 を 以て 足れり とし、 達德の 人た らんと 欲す 

る の 志 は 之 を 夢 にも 抱く ことなき が 如し U 此 の 自2|:^§1棄 の 民 を して 人生の 大主 服に 注意せ しむる こ 

と、 また 難しと いふべ し" 加 ふるに 人生 五十、 七十 は 十：： 來稀 なり、 此の 短縮なる 時 Si に 於て 吾人 は 

幾. 何の 進歩 を爲す こと を ん" 歳月 は 短く して 然も 脫 鬼の 如くに 過ぎ去る。 人心 は 微弱に して 共の 

意 ふ 所の 善 を 行 ふこと 能 はす。 時として は 意外なる 邪 路に陷 る こと 少なから ざるな り。 斯る 有様な 

る 人類 を 導かん と 欲せば、 死後の 存在と また 人の 性分 終に 全うせら る ベ しと の 確證ぁ る を 要す。 


未來の 事を談 する 時 は、 世人 輙く之 を哂 ふ。 是れ思 はざる の 致す 所な り。 予は 1； 胜に戀 愛の 說を H 

本 評論に 1 して、 愛の 永久なら ざるべからざる 理を 論述せ. リ。 予は之 を 性理に i 一し、 道義の 本 ほ 

に微 し、 人世の 愁 望に 質し、 基督の 教訓に 由 ひて 来世の 存在 を 確信す。 91 魂に して 永存せ す、 修德 

の n 的に して 大成 を 期し 難く、 理想 は 到底 追 ひ 止め 難き ものな りと せば、 進取の 元氣 顿に衰 へ、 、HS 

なる 精： t 漸くに して tii? せんとす。 疫. ¥ の 流行す る や、 人の 德大に 敗 壞の微 を 示す。 生命 を彈丸 

の ii に槃 ぐ戰爭 のうちに は、 人 皆 前後の 辨 もな く濫行 を縱 にす。 是れ 自然の 勢な. リ-" 社會を 擧げて 

盡く 人の 生命 五十に して 盡き、 三寸 息 絶 ゆると き 萬 事 終れり と 確信し、 各自の 此 世に 生れ 出で たる 

nM 的 を 成就す るの 期 あるべ からすと 想像せ しめよ。 其の 結 ra;^ は疫镇 及び 戰亂の 時に 等し からん" 幸 

にして ；-^；；：人 は 平素 已れ の 死すべき ものな る を 了知 せ ざ る も の. X 如く、 之 を 意 に留む る こと 少き が爲 

めに、 辛うじて^ だしき 弊害に 陷る ことなき のみ。 タイ ロル氏 曰く、 『生命の 玉の 絡 永く 斷絕 して は 

之 を 機 ぐ こと 能 はざる べしと 信す る もの は、 將來 の 生 命 を 希望す る もの、 おせる 志望と 喜樂と を 

有せざる なリ。 共の 弊 や、 一 個人と 社 sti と を 沈 欝 ならしめ、 また 枯檔 せし む』" 二 Vi ョ itivr  (---ItllnJ. 

< -I 一： 一一-.  XIC 

上帝に 事 へ ずん ば 奚んど 人に 事 へ ん 未だ 死 を 

明かに せず 奚んど 生 を 明かに せん 
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世の 道德家 曰く、 『我が 務 むべき こと は 己の 義務 を 行 ふに あり、 其の 他は頓 みるに 足らす』 と。 断 

の 如く 義務に 忠なる は 養し。 然れ ども 宇宙の 組織に して 倫理の 本意と 符號 し、 人の 運命 趨向 を 支配 

する 天地の 勢力 倫现 的の 善 力に あら ざれば、 假令 我に 如何なる 志 ありと も、 結局 徒然に SI する こと 

なき を 保せ す。 凡そ 難き を 犯し、 危うき を 踏み、 利害 を 顧みる ことなく、 一直線に 道 を 行 はんと 欲 

する 精 祌を究 むれば、 共の 中に 宇 {m を 支配す る 勢力の 公正なる を 信じ、 北 ハの組 終 全く 倫理と 合體す 

る もの ありと する の 念、 冥々 裡に 伏在す る を る を 得ん。 唯 だ 其の 思想の 發育 全から ざるの み。 我 

上帝 を 信ぜす、 然れ ども 義務 を 信す とい ふ もの あらば、 吾人 は 之れ を 無 神 者と 做す こと 能 はす。 

其の 義務の 靓念 著しき は保羅 が 所謂 知ら ざ るの 祌に 供へ た る祭壞 に 類せ る も の とす るも敢 て 不可な 

かるべし。 何と なれば 義務 を 確信し、 萬 を 犠牲に して 之れ に へんと する の 志 は、 取 も 直さす 倫 

理を 以て 萬 有 問に 於て 尤も 高贵 なる 實 在と 確信す る ものな り。 語 を 換て言 へば、 善の 必す亨 り、 義 

の必す たんこと を 確信す る ものな り。 此の 勝利 を 確信せ ざる は、 我が 意志 を 約束す る大 能力 を 信 

ぜ ざろ なり。 此の 大 能力 其の 目的 を 達する こと 能 はざる の现 なし。 故に 無限の 信任 を 義務に 置く 

は、 是れ 取り も 直さす 宇宙の 公義なる 攝现を 信じ、 義務の 爲 めに する 劬勞の 全く 無ハ处 ならざる を認 

定し たもの なり。 其の 方向 を 漠然のう ちに 附 せす、 意義 上 明かに 其の 志 を 定め、 道 德に從 事す る も 

の は 天地の 攝现實 に 倫理の 大本に 則れる ものなる こと を 疑 ふこと 能 はざる なり。 故に 獨 立な る道德 

を 主張 せんと 試みた る カント、 フ^^テの 徒、 塗に は 宗教の 原則に 頼る に 至れるな り。 何と なれば 


倫 if 上の^ 發と佌 の 現況との 問に 横 はれろ 矛盾 は、 天地 萬 物 を 支配す る 勢力の なる を認 おする に 

あら ざれば、 到底 之 を 取り除く こと 能 は ざれば なり。 l^j;:人はまた此の世sl:に悲痛忠難の頗る多きを 

忘る ベから す。 如何に 志を勵 ますと も、 痛苦 悲哀の 爲 めに 其の 作 W を屮 4=: せざる を 55 離き 場合 あり 

とせん に、 此の 天地 は ：4- しき 勢力の 支配す る 所な り と：： S 做さ ば 可な り。 然らざ る 時 は 唯 育 ほな る述 

くひし £ 

. ^に 服 從し， を 切りて 物 力のお すが 俊に 任せざる を^す。 宗敎 は； t を 以て、 此の 宇 の攝 现^ と 

し、 "五：： 人の^ 遇すろ 所の 艱難と、 上帝 を 愛する の 心 あらん 者に は 終局の 勝利 を 成就す るの^ なり 

と m 心 ふこと を 得せし む。 上帝 を 愛する ものに 取りて は 萬 物 働きて ハ<^ を爲 すと いへ る、 即ち 是 なり。 

力 ン ト曰 く、 『汝は 己の 義務 を 菜 さ ビ る 可から す。 故に 汝は之 を 行 ふの 力 あり。 何と なれば、 能く 

し 難き ij を耍 求す る は、 自家 搲着 なれば なり』 と。 是れ 一方より れば、 然 する 所な き 现 なれ 

ど、 試に 寳 を！ よ。 天下 何人 か 能く 全然 其の 義務 を盡 せる も のぞ。 保羅云 はす や。 『^なる もの は 

我すな はち 我 肉に 居らざる を 知る、 その 願 ふ 所 われに 在れ ども、 善 を 行 ふこと を 得 ざれば なり。 わ 

れ願ふ 所の 善 は、 之 を 行 はす、 反て 願 はざる 所の 惡は之 を 行 へ り。 若し われ 願ざる 所 を 行 ふとき は、 

之 を 行 ふ 者 は 我に 非す、 我に 居と ころの 罪な り。 是 故に 我 善 を 行 はんと 欲 ふとき に、 悪の 我に 居る 

此 一の 法 ある を覺 ゆ。 蓋 われ 內 なる 人に 就て は、 祌の 律法 を樂 めど も、 わが 咬體に 他の 法 ありて、 

のリ  なやめ 

我心の 法と 戰ひ、 我を據 にして、 我肢體 のうちに をる 罪の 法に 從 はする を 悟れり。 喷、 われ 困苦る 人 

なク J 哉。 この 死の 體 より 我 を 救 はんもの は ii ぞゃ』 (g 頃 一) 
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保羅は 上の 如く 其の 志 弱く、 力 薄く して 能く 罪惡の 厥なる に 敵し 難き を 嘆息せ り。 途に 絶叫し 

て 曰く、 『噫 われ 困苦の 人なる 哉』 と。 tr" そ 道 德を談 じ、 義務. 一片の 力 を 以て 道 を 行 はんと 欲する も 

の は、 {儿 し く是等 の 事實を 熟慮 せ ざ るべ か らす。 道 を 知 ら しむ る は 之 を 行 は しむる の 謂に あらす。 

義務 を 認識せ しむる は 私心 を 縛し 去る と 同一 の 事に あらす。 知る も 之 を 行 ふこと を 得す。 義務の 在 

ると ころ を認 むれ ども 斷然 之に 赴く こと 能 はす。 是れ 古来 哲人の 憂うる ところ、 德育 上の 最大 難事 

たり。 昆 えざる 神、 然 かも 人類の 接し 得る 神の 活力 を 以て 吾人の 心に 加 ふること なくば、 到底、 道 

德の 成功 は 期して 望む ベから す。 

宗 敎 と 道德  + 

然 らば 宗教と 道 德とは 素より 同一 の ものな り や。 本論 意外に S 文に 涉れろ を 以て、 玆に 此の 問題 

を詳說 する こと 能 はざる べし。 宗敎は 客観的に 之 を 首へば 人類と 無限 者との 關係 なり。 主観的に 之 

を 首へば、 此關 係に 依りて 人の 性行 を 支配す る ことなり。 道德は 義務の 觀念を 基礎と して 道を修 

め、 宗敎は 其の 本領に 於け る 作用の 外に、 人 をして 靈界の 一 大 活力 を獲來 り、 其のべ ルソナ 的の 勢 

に義化 4j ら.^ て寬 かに 道 を 守らし むる ものな り。 道 德は行 ふに あり。 宗敎は 單に行 ふの 一 點に のみ 

ず * す、 上帝より 物 を 受け、 上帝 を 喜び、 上帝に おいて 完全なる { 女 息と 滿 足と を 得る の 謂な り。 マ 

リャ 『チルダ』 の膏を 注き て 主に 對 する 其の 赤心 を 表 はせ り。 SSf 純なる 道德 は、 斯の 如く 濃 一.^ なる 


現象 を 表 はす こ と 能 はす。 或は 常時 の 門徒が マリヤ を 非難 せ る 如き， 1, は 護 に陷る ことな しと 斷ー 百す ベ 

からす。 宗教の 結ぶ 所の 果は 仁愛な り、 喜樂 なり、 平和な り、 忍耐な り、 仁慈な り、 良 害 忠信な 

り、 溫柔 なり、 拇節 なり、 故に 吾人 は 無 宗教の 道德の 極めて 力なき を 確信す る ものな り。 

(一 八 九 一 年 gig  • 日 木 評論) 
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人の子と神の？^^  1 一 八 

人の子と 神の 子 

聖書 を 見る に 基督 を 指して 人の子と 稱す。 何ぞ 其の 名稱の 奇異なる や。 横目 縱 の 人に して、 自 

ら我は 人の子な りと いふ。 其の 意義の 尋常 一 般の 事に あらざる こと 知るべき のみ。 

ステパ ノ將に 殉證の 死 を 遂げん とす。 意氣 頗る 正大、 纏 光 胸 宇に 滿ち 溢る。 即ち 天 を 仰ぎて、 異 

象を觀 る。 彼歡 甚に堆 へす、 聲を發 ちて 叫んで e: く、 視ょ、 我 天 開け 人の子 神の 右 傍に 立つ を 見る 

と。 是を 以て 知る。 人の子と は殊 m 一なる 威光 權能 及び 勢力 を 有する もの， -榮 名なる を。 故に 約翰傳 

五 章 二十 七 節に は、 耶穌資 に 人の子た る を 以て、 之に. お 判す るの 權威を 賜へ りと 見 ゆるな り。 基督 

嘗て、 末日に 於け る 世の 寐判 を說き 示せる とき、 電の 東より 出で K 西に 閃く が 如く、 人の子 も來る 

可し …… 人の子 は 横 成と 大 いなる 榮光を 以て、 天の 雲に 乘り來 る 云々 と宣 賜へ り。 嘗て 己が 身を卑 

しう して、 窮 1^ に 居る の狀を 示して！：： く、 野 狐 は 穴 あり.、 空の 鳥は巢 あり。 但 人の子 は 其の 頭 を 

置く に 所 無き なりと。 S ハ 此れ 人の子と 稱 する もの i 位地 尊货 にして、 尋常の 人類に 異る もの ある を 

證す るに 足らん。 人の子 は殊 絶なる 機 威を冇 し、 世に 判 を 行 ふべき ものな り。 ぎ- H 一の SS 一口 書 を 

見る に (七 章) 鷲の 翼 ある 獅子、 體の 一方 を 擧げ、 其の 口の 齒の 間に 三つの 脇 竹 を啣へ 居た る 熊、 


^M, II 頭の 豹、 又 suf ろしく 猛く 大いに 强き獸 等 を 以て 譬 へられた る ral つの 邦！： 興り、 且仆れ て 終 

に 人の子 降臨す。 其の 權は 永遠に して 移らす、 其の！； は 亡ぶ る こと 無し。 ，諸 民 諸 族 諸 昔 之に 審ふ 

と。 蓋し、 ig よ、 古今 英雄 豪傑が 武略 偉圆 によりて 經營 せる 阈家は II！？ 力 を 本と せり。 天國は 人の 性 

の發 達な り。 其の 根底 は ir: に 在り 情に 在り、 また 愛に 在り。 其の 性質 如何と 問 ふ もの あらば、 此れ 

資に 人の子の 创始 し、 人の子の 維持す る 所に して、 能く 上帝の 聖 皆 を仲暢 し、 人類の 现想を 成就せ 

しむる ものな りと 答 へんの み。 

人の子と は實に 人の子な り。 然れ ども 尋常の 人類に あらす。 即ち 能く 上帝の 察 業 を 成就し、 まこ 

とに 人類に あらす。 即ち 能く 上帝の 事業 を 成就し、 まことに 人類に 相應 しき 乾坤 を 造 出し、 理想 

を I： 霆 際に 見る の 社會を 設計し、 建立す る 殊絕の 人 を 指して 然か稱 するな り。 「ン ライ H ル マ！ へ ル rn 

く、 若し 基督 全く 人に あら ざり しなら ば、 焉んぞ 自ら 稱 して 人の子と 云 ふの 理 あらん や。 然れ ども 

又 他人と 異 りたる 所 あるに あら ざれば、 此の 名 稱を用 ひる こと、 甚だ 其の 理， S なき を 怪しまざる を 

得す。 獨り 基督の み 能く 此の 名稱を 用 ふる を 得べき 道理 無くん ば あらざる なりと。 人の子と は何ぞ 

や。 人の子、 天地 祌 人の 契合な り。 祌之 によりて 人に 臨み、 人 之に より 神に 通す。 彼 は 人類に 眞正 

の 生命 を與 ふるの 食物な り 。 人の子 は 安息 曰の 主たり (fsg i) 彼 は 其の 使者 をし て 凡べ て蹬礙 となる 

もの を斂 つめて、 之を爐 に投ぜ しむ (fl 一三) 人の子 は 犠牲 献身の 路を 歩み、 死と 復活と を 以て、 其 

の 使命 を 全うする ものな り。 其の 事 は！ g 昔 書中、 耶穌 生前の 語に. 棘ら かなりと す。 況ゃ 十字架に つ 
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きて、 身 を 犠牲に 徘 、し 給 へ る 後に 於て は、 身 を 殺して 人 を 救 ふの 大義 咬と して 日月の 如き もの ある 

を や。 

基 i_;r 旣に 自ら を稱 して、 人の子と いふ。 iH- (の 人類た る こと 知るべく、 また 其の 自餘の 人類と 大ぃ 

に異る もの ある こと も W かなり。 孔子 は 支那 人の子な り。 周 未の. < "なり" 基督 は 人の子な り。 其の 

性質の 車 業 は、 一 代 一 阔の 限界に 制せられす。 實に萬民の^^表たり。 十九 世紀の 文明 も 今日に 至る 

まで あらゆる 人類の 進歩 も、 基督に 超越す る こと 能 はす。 新祌舉 何も のぞ。 批評 何も のぞ。 牧師 間 

の S. 論 何も のぞ。 其の 基督に 於け る、 ね も 海 波の 厳に 於け るが 如き ものに あらす や。 人の子 は 人類 

の ！；■ 想 なり。 旣往 現在 及び 將來の 藤 史、 之に 向って 趨む。 祌學の 硏究之 を 基礎と して、 全きに 近 

く、 人類の 生命 之に よりて 高贲 なる を 得。  - 

バウ 口 基 脊を稱 して、 第二の アダムと いふ。 H 、の 義、 人の子に M じ。 第一 の アダム 失敗して、 靈 

なる 生命の 源 頭 此處に 於て か 枯れん とす。 せ： ハの 子孫 綿々 罪 を 犯し、 人類の 理想 無慘 にも 毀損せられ 

たり。 第二の アダム、 眞 正なる 人類なる 基督、 世に 降りて 生命の 源 を 開き、 活動す る 现想を 顯彰し 

て、 新 天 新地 を^き 給 ふ。 大 いなる かな 人の子。 榮光頌 美 世 々窮り 無く 之に 歸 すべきな り。 ， 

基督 は眞 正 の 人な り。 其 の 盛德 は 人類 の ^表た るに 足 る ベ く、 其 の 现想は 活動し て 生命の カを發 

掷 せり。 之 を兒る もの 生き、 之に 依る もの s^: 潔 めら る、 を 得。 然れ ども 眾 純の 人類た るの みに て 能 

く是の 如くなる を 得べき か。 某督は 啻に 人の子な るか。 古今の 基 敎 徒が 之 を 以て 种 なりと し、 其 


の 榮光を 見て、 費に 祌の獨 生の 子な りと 推 尊した るは是 ならん か、 將た 非な らん か。 

「ブ T フ— ハ I ムは 上帝の 友と 稱 せらる。 摩 西 は 神の 人に して、 之と 交通す る こと 最も 親し。 エリヤ は 

常に 永 在 者の 前に 立ち、 其の 光 榮を欽 しみ、 北 ハの發 揚を圖 るの 熱心 燃 ゆるが 如くな りき。 此等數 人 

はまこと に 神に 近き^ 共な り。 然れ ども 其の 親交 焉 ん ぞ 能く 耶穌 の 父なる 神に 於る と 同じき こと を 

得ん や。 アブ I ラ ハム、 摩 西の 輩 は 時として 其の 情の 弱點を 暴露し、 祌を 信す る 心、 暫く は 危惧の 雲 

紫-に 蔽 はれし こと ありき。 自ら 人の子な りと 稱 する もの は然ら す。 破る 可から ざるの 平和、 犯す ベ 

からざる 安 1= ゆの 狀を 維持し、 動かすべからざる の 確信 を 以て 神 を 信じたり。 嘗て 祌に 向って 云へ り 

ける は、 父よ、 我汝が に 我に 聽 きた まふ を 知る と。 人 去り、 友 は 菜て、 故舊 門人 色めきて、 心 を 

二三に する もの 少なから ざる 時に 當り、 基督 は從容 自適、 云 ふべ からざる 平和の 精神 を 現 はして 曰 

く、 我獨 りに あらす、 父 我と 共に 在せば なり、 と。 基督の 敬虔 信 神の 德、 自餘の 聖賢に 比して、 同 

rn の 論に あら ざ る もの ある こと 知る ベ きなり。 基督 は 己の 神に 於け る關 係と 自餘諸 聖賢の 神に 對す 

る關 係と を、 同 一 秤： の ものと せす。 其の 間に 自ら 一 種の 看過すべからざる 差別 ある を 暗示せ り。 其 

の 神に 向って 物 云 ふや、 我らの 神と 云 はす、 また 我らの 父と 呼ばざる なり。 約翰俾 二十の 十七に 

m ぐ、 我 未だ 我 か 父に 界ら ざるな り。 汝が 兄弟に 往 きて 云へ、 我 は 我が： 乂 即ち 爾曹が 父、 我が 神即 

ち 汝らが 神に 昇る と。 所謂 主の 禱には 天に 在ます 我らの 父よ と あり。 是は 基督の 祈りに あらす。 門 

人 の 祈る ベ き標 式を與 へたる のみ。 故に 汝ら 祈る ときに 斯く 祈れと の 前置き を せられし なり。 
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基督 は 自ら を稱 して 神の 子と 云へ り。 此の 語 約 翰 傳に見 ゆる もの 最も 多し とす。 而 してせ ハの 意義 

たる や、 汲して 譬喩 的に あらす。 父なる 神と 基督の に實に 父子の 關係 ある を 示せる ものな り。 今 

日の 神 學者は 之 を 如何に 现會 すると も、 當 時の ユダヤ人 は、 此の 稱呼 を是の 如くに 解釋 したる が 故 

に、 基督の 言 を 以て、 褻濟の S だしき ものと なして 愤 りたるな り。 譬喩 的の 意義に て ^ふるとき 

は、 神 は 在天の 父な り、 人類 は 神の 子 類たり。 何の 褻 濟か之 あらん。 然るに ユダヤ人が 基督の 自ら 

神の 子な りと 云へ る を 憤りた る は.， 其の 譬喻 的に あら ざり し確證 にあら す や {lf:y。 獨り約 翰傳の 

みに あらす。 馬太傳 にも 此の 語 ある を 忘る ベから す。 馬 太の 廿 七の 四 三に 曰く、 彼、 我 は 神の 子な 

りと いひし なりと。 又 同 HE 十一 の 二 七に 曰く.、 父の ほかに 子 を 知る ものな く、 子 及び 子の 顯 はす 所 

の もの \ 外に.， 父 を識る ものな しと。 子 は 人類の 知る こと 能 はざる 如くに、 神 を 知りた るな り。 

馬可傳 十三の 三 二に 曰く、 其 日 其 時 を 知る もの は、 唯 我が 父の みなり。 天に 在る 使者 も 子 も 誰も 

知る ものな しと。 天の 使者 を 使役す る もの は祌 なり。 然るに 馬太傳 十三の 四 一 に 曰く.、 人の子. 共の 

使者 等 を 遣 はし 云々 と あり。 已に 其の 使者と 云 ふ。 天使の 基督に 駕從 する こと 分明な りと す。 或る 

とき 衆人 之 を 呼んで ダビデの 子と 云 ふ。 耶穌第 百 十 篇の詩 を 抄出し、 基督 は實に 人の子 なれ ど、 其 

の 父祖 ダビデ 旣に 之を稱 して 我が 主と 云 ひ、 以て 上帝に 配した る 旨 を 論じたり。 

ユダヤ人 耶穌が 自ら 神の 子と 稱 する を 愤り、 將に 之に 迫りて 爲す ところ あらんと す。 基督 は 此の 

時に 於て、 其の 言 を 和らげ ざるの みか、 更に 一 歩 を 進めて、 左の 驚くべき こと を宜 ベたり。 其の 云 


ふ所寓 にあら ざれ は 彼 は 狂 愚な り。 狂 愚に あら ざれば だし き 偽 首 を 吐 き た る ものと 謂 はざる ベ か 

らす。 E く、 我 は アブラハムの あら ざり し 時より 在りし 者な りと。 耶穌の 徒にして 不平 を 起し、 之 

を 去らん とする もの ありし 時、 、王 は 即ち 極 曾して n: く、 若し 人の子 故の 所に る を 見ば 如何ん と。 

もと 

人の子 故の 所に 舞る 1" ム々、 是 れ基條 世に 現れざる 前にお せし熒 光 を 云 ふ ものに あらす や。 ra^ して 英 

雄 人 を 欺く ものと する や。 英雄の 字 を 基督 其の 人に 用 ふる は、 不倫 も 亦 甚だしき ものに て、 殆ど 褻 

濟に 近き を 知るべし。 十字架の 慘刑旣 に 目前に 迫り 来れり。 基督^ 然として 祈りて in く、 父よ 我 を 

して 汝 と共に 榮を 得せし め 給へ。 即ち 先に 汝 と共にお せし 所の 榮を 得させた まへ。 父よ 汝の 我に 賜 

ひし もの を； 0- ん こと を 願 ふ。 其 は 世の 基 を 置かれ ざり しさき に、 汝我を 愛し たれば なりと。 

彼 は 世の 基 を 置 かざりし まへ に 有ち し 榮光を 返されん こと を 請 ひ 求めたり。 是 何の 謂ぞ や。 蓋し 

無始の 時、 いまだ 萬 物 を 基せ ざり し 時、 彼 は旣に 神の 獨 生の 子に して、 父の 愛 を 限り無く 受けつ \ 

ありし なり。 北 ハ榮光 は 神の 榮光 にて ありし なり。 

祌は 愛な り。 萬 物の 未だ 基せられ ざり し 時、 彼 は 何 を 愛せし ぞ。 無始 3 世より 父の 愛 を 受けし も 

の は何ぞ や。 之 を 神の 外に 求む ベから す。 若し 神の愛 を 全うすべ きもの は、 其の そとに 在りと せ 

ば、 祌は 外物に 依頼す る 所 あるな り。 其の 神た る 所 何れに 在り や。 無限の 德を 具へ て、 能く 無限の 

愛を受 くるに 足るべき もの、 神 自らのう ちに 存在せ りと 云 はざる ベから す。 吾人 は 神の 子 基督 を 知 

るに あら ざれば、 神の愛た る こと を 知る こと 能 はす。 神 は 天地 萬 物の 造成 者な り。 故 を 以て 或る 一 
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種の 意味に 於て は、 之 を 父と 稱 する こと を 得ん。 然れ ども 無始の 世旣に 子なる 神 あり。 神 は 人類の 

父た るより さきに 疾に眞 の 父に て 在す を 知る は 其れた 1^ 基督 を 信す るに よる。 

耶穌 進みて 彼らに 語り 云 ひける は、 天のう ち、 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜へ り。 是の 故に 汝ら行 

きて 萬國の 民に バプテ ス マ を 施し、 之 を 父と 子と 聖靈の 名に 入れて 弟子と せよ、 と cfw ，一一 $ の)。 此れ 

實に三 一 の秘義 を包藏 する 言な り。 原文 名の 字 は單數 にして 複數 にあら す。 父、 子、 聖靈の 三者 即 

ちー體 たる こと 明かな り。 コニ の理、 玄々 にして 幽妙 なり。 吾人 之 を 明 知す る こと 能 はすと いへ ど 

も (天下 何もの か秘 義に屬 する の 部分な からん。) 之に あら ざれば 神の ぺ ル ソナリ チイ を 知る ベから 

す。 また 之に あら ざれば 神の愛た る こと を 確認す る こと 能 はざる なり。 ァレキ サン デリ ャの クレメ 

, ^曰く、  tf^i くん ぱ これ： 乂無 きなり。 神の 父た る は 究竟す るに 子なる 神の 父た るな り。 父の 事 を 

眞 正に 敎へ 得る もの は 子た る 神 あるの みと。 ^^^¥^曰く、 上帝 若し 單 一 孤獨の 威厳に 於ての み存 

在し 、無始の 世より 無限の 愛 を 注ぐ ベ きも の を 得 ざり しなら ば、 此れ 神に して 神なら ざり し 時 あるな 

り。 其の 愛 及び 其の 父た る こと は 後に 至りて 附 加せられ たる ものな りと 云 ふの 他な からん とす。 

ァ タナシ ヤス 之 を 論じて 曰く、 神の 莨 在せ ざれば、 父なる 神實 在せ ざるな りと。 基督 實に 神、 

即ち 子た るの 神に あら ざれば、 神の 父た る は 僅に 譬喩の 上に 在る のみ。 神 は 愛な り。 愛と は 何ぞ" 

愛する ものと 愛せら る \ ものとの 存在 を耍 する ものな り。 基督 神に あら すん ば、 神の愛 何處に 在り 

や。 其の 愛の 運用 人類 を 待ちて 勿 V》 はれたり と 云 はざる を 得ざる べし。 (一八 九 12 ハ". ii 報) 
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金 森 通 倫 氏が 右に 記す る 如き 論文 を 著述せられ てより、 基 傅敎徒 間の 注意 を錄 動した る のみ か、 

世間の 新 雜 誌にまで も 其の 影響を及ぼし、 其の 批評 々として W 出， せり。 せ、 の 書 僅々 ぼ 五十 九 

頁、 其の 論評す る 所、 而 かも 其の 所謂 新 說を唱 へんと 欲する 所の 問題 は、 氏が 古今 第一 の 奇書と 譜 

せられた る 聖書な り。 よし 之 を 神な りと 一 百 はざる も. t 仝 前 絶後の 祌人 たる こと は 疑 ひもな き 基督、 而 

かも 祌與 f;.^ 間に 議論 噴々 として、 最大 宗教の 中心た る 基督な り。 叉 基督 敎學に 於て、 至難の 問題な 

りと する 陋罪 の說 なり.。 深遠なる 倫理 哲學の 疑 題 之に 紫り、 古今 無數 なる 殉敎 者の 信仰 經驗 また 之 

を 以て 其の 焦點 とす。 此 等の 事項に 向って、 堂々 新 說を唱 へ、 大いに 他の 頑迷 を 破らん と 欲する 氏 

が 志 甚だ 大 にして 且つ 難 能な りと 謂 はざる 可から す。 之 を 論す るに、 現々 たる 一 小冊子 を 以てせら 

れ たる は、 寧ろ 其の 目的に 比して、 手段の 輕 きに 過ぎた る ものに 非す や。 具眼 者が 金 森 氏の 著書 を 

讀 みて 之に 慊ら ざるの 感 ある、 亦ー现 なきに 非ざる べし。 金 森 氏 は 『オル ソ ドック ス』 とか 稱 せら 

る、 人々 の 『ドグマ チッ ク』 なる を 非難 せらる。 然れ ども 同氏の 著 tl をー讀 する 具眼の士 は 思 へら 

く、 此れ 推論の 根據 いまだ 明晰 精細なら ざるの 『ドグマ』 なりと。 著者が 聖書に 對し、 奇蹟に 對 

現今の 基 g 教 》- びに 將 来の 基督教  ニー  _a 


現今の 基 g 敎 „srs. に 將來の 基 g 数  一二 六 

し、 天啓に 對し、 基督 神性 說、 牘罪論 等に 對 して、 破壞 的の 評言 を 加 へられし を兒 るに、 講論辨 明 

の勞を 取らる & こ と 少なく、 其の 反對に 立て る 意見 信仰 を 當然に 陳述し、 當然に 論破して 餘 まなか 

らしむ る こと 稀れ に、 俄かに 之 を 非と する の斷 一一 目 を 下さる， - こ と 多き に 似たり，。 其の 言論 人類に 一 百 

ふが 如くなら ざるの 植威 なくして、 是非 を 斷 する の聲 色の み獨 り-脇し。 せ ハの辨 論 未だ 緒に だ も 就か 

す、 若く は 其の 擧 まほ 反論 未だ 結了 を吿 げす、 滿廳片！^を飮んで其の次に說き出す所を聽かんと欲す 

るに、 5- の 『ドグマ』 は 突如と して 已に フライ デレルの 宗敎^ 學 より、 或 ひ は 其の 『パウリ 二 スム 

ス』 より、 また 或 ひ は カイ ム の 所 著より、 一 躍し 來れ り.。 淺學 なる 余 _5 めに 一 驚 を 喫せ すん ば あ 

らす。 此れ 豈に金 森 氏が 著 寄の 一大 瑕 球： に 非す や。 蓋し 此書簡 にして、 意 を盡す こと 能 はす、 頻り 

に 其の 結論 を 示す を^ がれた る もの か。 何に せよ 遣り 憾 しき ことなり。 

^督敎 の 大勢 

ュ ダャ てふ褊 小の 阈に 起れ る 基 敎の 細流 は渐 やく 其の 水嵩 を增 し、 其の 巨 濤は滿 潮の 勢に 乘じ 

て、 東洋の 岸に 打ち寄せ、 傅遊師 諸方に 散在して、 頻りに 福 昔の 道 を 宣布す。 區々 たる 目前の 成敗 

に瞞 せられて、 基督 敎の 前途 を 論す る もの は 一一 一一；！ ふに 足らす。 比較 宗敎學 の 示す 所に 基き、 歷 史の歸 

着せん と 欲する 所 を 察し、 基 I^t 敎の 性質 を 精^し、 人性の 向 ふ 所 を諭視 すれば、 宗教の 大勢 知る ベ 

きのみ。 我已に 世に 勝ちぬ との 首 しからす。 十字架の 旗旆 は、 =N 〔の 向 ふ 所、 草の 風に. 胡く が 如 


し。 祌舉界 の 議論 は、 大洋の 小波 のみ、 ^^$?の反駁は微風^;^木に吹き當っるに異ならす。 西洋 

の见想 は、 益 々宗教の 必耍を 感じ、 十九 世紀 新 创の宗 敎日々 に 其の 馬脚 や 一 暴露し、 哲學は 一一 E ふも更 

なり、 服 耳 •：： ルの 境界に のみ 熱衷 せる 科擧 は、 着々 其の 歩 を 進めて、 超自然の 地に 入り、 法律 經濟の 

^次 に^? J と： t を问 うする の述に 向へ り。 第 十九 世紀 後半 は、 宗敎 衰退の 時期な りと 說 くもの あ 

れど、 余 si^ の r 儿る所 は然ら す.。 斯の 如き は 皮相の 兒 たるに 過ぎざる なり.。 第 十九 世紀の 後半に 於る 

人類 E 心 想の 各部 門 は、 宗教 的の 觀念を 以て 洗禮 せられたり。 政； 及び 社交 上の ia;^ 物にして、 Hi: 様の 

方向 を I： 小め す もの 少 からす。 第 十九 世紀の 基 ^^：: 敎は穏 かならざる 容子 あるか。 若し 之 あらば、 此れ 

出ャ ぼの 苦み を爲 しつ， - あるの み。 宗教 上の 大勢 は 基 赞敎の 行 はる &に 在り。 基 赞敎の 旣往は 榮眷ぁ 

きせん 

るの なり。 井ぶ：： 敎 はまた 预 約の 宗教な り。 其の 將來は 過去に 勝り、 其の 已然 の光榮 は、 將然の 

盛んなる に 如かざる 可し。 IV ウテ！：：  く、 共哀 敎の榮 i? は 其の 不思議なる 變 通力に 在り-と。 此れ 基督 

敎 に變 t 一して. ますとの 謂 ひに 非す。 眞现は 始終 一なる のみ。 基叔 S 敎は 絶對 の宗敎 なり。 甘： ハの道 

とする 所の 大綱 は 古今 を 以て 異同な し。 變る 所の もの は 之に 關 する 攀說 のみ。 基督 敎は灭 より 發出 

せる 眞； 4:- の， if.: 命な り。 耶穌 基督 を 中心とせる 藤 史上の 事實 なり。 此の 事實、 千秋 萬古變 化せす。 唯 

之に 關 する 舉說 見解の 時として 變. 媳 する もの ある を 見る。 昨 R も、 今日 も、 永久まで も變 化せざる 

基督に 基け る宗敎 は、 幼老 文野智 愚の 別な く、 凡べ ての 時代 また 凡べ ての 境遇に 處 して 通 ぜ ざる 所 

なし。 已性 すでに 然り、 前途 また 何 ぞ然ら ざるの 现 あらん や。 ，^,^の所謂其の不思議なる變通カ 
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は實 に此に 在りと 云 はざる 可ら す。 

天文、 水 綠 の 頃 基督 敎は疾 くに 日本の 海岸に 上陸せ り。 『ジェ ス イット』 の 傳道は 今日の 世人が 想像 

する よ りも大 にして 、 且 つ 美 はし き 影響 を 吾が 邦人に 及ぼせし こ とならん。 余 wf は 今 こ X に 之を詳 

論す るの 遑 あらざる なり。 德川 氏、 同 を 開きて 外交の 路を自 ，E ならしめ しょり、 基督 敎は： 史に 日本 

の傳 道に 着手せ り。 其の 吾が 邦に 於る 前途 3^ して 如何。 是れ金 森 氏の 論じた る 所、 また 余 の觀察 

を耍 する 所. U り.。 

阈 民の 多數を 統一す るの 宗敎 は、 國 家の 勢力 を 堅 E ならしむ るに や-て、 欠くべからざる の 一大 要 

素な りと す。 粹 論者 闩く、 然り此 を 以て、 在来の 佛敎を 助け、 新たに 人らん と 欲する 基 敎を排 

斥せ ざるべ から やと。 此れ 一 應理 あるが 如しと いへ ども、 暴竞 する に 時 を 知らざる の {<H 論た る を 

免 かる、 こと 能 はざる べし。 何と なれば、 佛道は 其 $ ^の 特性に 於て 之より 以性 次第に 衰へ ざる を 

得難 き 缺點を 几 (有せり。 擧術日 に 開け ェ藝 丹に 進む に從ひ 普通人 民 の 佛道 を 疎ん する こと 愈甚 しか 

らんと す。 普通の 佛道赛 ふる も、 高尙 なる 佛理 大いに 行 はれて 曰 本の 宗敎を 統一す る を 得 可し と 信 

する は、 宗敎 の理に 暗く、 人心の 必要 を 悟らす、 古今 內 外の 宗敎史 に通ぜ ざる ものな り" 泰西の * 

者 佛近を 論じて 曰く、 小 83 で \ 大乘 之に 次ぐ と。 日本 支那の 佛者 曰く 大乘 先づ 出で たれ ど、 高尙 

に 失 して 並" 通の 信仰と なること 能 はす、 ：^^を以て小乘を設けて凡俗を敎化せりと。 余 H. 其の 何れが 

眞 なる を 知らす。 然れ ども 大乘を 以て 宗敎を 立て、 犬い に 人民 を 化導 せんと 欲する の迂 なる を 知 


る。 龙 "通の 佛道 愚に して 匚 びざる を 得す。 智者の 稱道 せんと 欲する 佛 道は迂 にして 通ぜ す。 到底 盛 

大に行 はるべき に 非ざる なり。 佛道は 日 を 追 ふて、 日本の 社 會と相 背き、 相 遠 かる 氣味 あるに 非 

す や。 之 を 助く る もまた 何の 益 か ある。 萬 一 之 を 助く るの 奇効 を 奏し 得る も、 何 を 以て 基 5^ 敎の進 

歩 を 防止 せんとす るか。 某 督敎は 着々 其の 信徒 を增 加し、 其 勢力 を 張りつ i あり。 近来の 進歩、 稍 

遲々 たるが 如しと いへ ども、 今の 勢力 を 取りて、 之 $ 年 以前と 比較せ よ。 誰れ か 其の 進歩 を 侮る こ 

と を 得ん。 亦 之に 出り て 將來を 卜する に、 今より 十 年後の 基督 敎は、 果して 如何許り の 勢力 を 有す 

るに 至るべき か。 之 を 想像す る こと ® だ 難から ざる を覺 ゆ。 基督 敎は 多數を 占む る こと 能 はざる 

も、 勢力 ある 少數を 占む るに 至らん こと 必 せり。 基督 敎は 日本に 留 りて、 一歩 も 此の 土 を 離れ 去る 

こと あるべ からす。 國粹 論者 は 基督 敎徒を 撲滅す るか、 若く は 之を咸 花す るに 非 ざれば、 其の 所謂 國 

粹的 の 迷妄 を 霣 徹す る さ 能 は ざる ベ し。 是故 に 思 ふ 栗に 政治 上の 觀察點 よ り 之 を 論す る も、 基督 敎 

を 以て 人民の 多數を 支配せ しむる の宗敎 たらし めんこと は、 策の 最も 得た る ものに 非す や。 基督 敎 

の傳播 一 日 も 早く 普 からん こと は、 有識なる 士 人の 希望す ベ き 所に 非す や。 加 ふる に 政治 上の 事 日 

に 非な り。 理財 上の 不始末 は 世人 をして 疑惑の 淵に 沈まし めたり。 ^德 修ら す、 公德 また 亂れ て紛 

粉、 自. 5 民權の 祈願 成就し、 制度 上の 希 S 湯 やく 達して、 不平の 聲將に 起り 来らん とす。 霜 を 踏ん 

で、 堅 氷の 至る を 知る。 耳 を 側て て、 社 會の裡 面に 隱 伏せる 低聲を 聞けば、 失望 不平の 怒濤 渦卷 き 

立ちて、 迅雷 風 烈の日 遠き に 非ざる なり。 明治 廿 三年 以前 は 希望の 時代な り。 明治 卄 三年 以 1 滿 
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足の 時代なる か、 叛 希望の 時代なる か、 將た 不平 怨 情の 時代なる か。 是れ 志士の 深慮 を 費やすべき 

所な rts。 日本人 果して 代議 政體に 適する の 人民なる かの 疑 題 は 今後 數 年の 問、 觀察 者の 頭 腦を煩 は 

す ことならん。 此に 於て 余輩 思へ らく、 政治 經濟 及び 社交 上の 良 制 を 設け、 弊 を 除き、 害 を 去り、 

夙夜 矯正の 道 を 講じて、 怠らざる が 如き は、 其の 必要 固より 論す るを俟 たす といへ ども、 基督 敎の 

精神 を廣く 圃內に 注入し、 之 をして 誠實 慈愛の 風 を 養 ひ、 勤儉自 fi の 俗 を 成し、 高貴なる 希望 を 抱 

き、 堅忍 不撓の 志を存 する の士を 起さし むる は、 未だ 世人に 認識せられ ざるの 必要な りと す。 商賈 

利と 云 ひ、 政治家 利と 云 ひ、 世人 異口同音、 愈な 利、 と絕 叫す。 利 慾の 天 下：^ して 平らか なること 

能 はす。 此の 人民 をして、 理想 を欽 仰せし め、 時として 名譽 利得の 外に 超然たら しむる もの は、 其れ 

まね 

唯 基督 敎の 力に 非す や。 斯の 如き 必要に 對 して、 佛者を 呼び 來り、 神官 を 請 じ、 儒士を 召く も 何の 

ごと  ， 

益 か ある。 世人 は 皆な 此の 若き の企圖 凡べ て 徒然に 歸 せんこと を 知る。 國家 主義の 福音 は 能く 之 を 

救 ふこと を 得る 乎。 强 ひて 尊皇 愛國の 精 祌を養 はんと 欲する の 方便 は、 此の 重要なる 問題に 對し 

て、 大 いなる 價： S りと 謂 ふべ からす。 識者 尙ほ 飽くまで も、 基督教 を 排斥 せんとす るか。 日本の 

必要 基督 敎を 熱望す る や、、 大 早の 慈雨に 於け る より § り。 

基督 敎の 門前 

今や 基 &敎は 大いに 其の 門戶を 開きて、 日本人 を 其の 堂に入れ、 傳 道の 結 菜 をして 實に 目覺 しき 


もの あらし めんと 欲す。 或 ひ は宗敎 上の 必要 を 感じ、 或 ひ は國政 上の 与 I 務を 看破して、 基督 敎に入 

らんと 欲する の 初 一 Ar^ を 起し、 共の 門前に 來 りて、 を窥ふ もの あり。 其數蓖 に少 からす。 時と し 

て は 門前 市を爲 すが 如き こと あり。 然り而 して 彼等が 相 顧みて 逡 巡し、 直進して 其の 信者と なら ざ 

る もの は何ぞ や。 金 森 氏 之 を說て 曰く、 

世人 思へ らく 文明 國 人の 信奉す る 基督 敎に はョ モ奇事 怖談は ある まじ …… と。 何ん ぞ 闘らん 聖書 を繙き 

見る に、 此所彼 所に 奇事 條談を 載せたり。 之 を 宣教師に 質す に、 答へ て 曰く 是れ 聖書の 載す る 所な り、 聖 

書 は 唯一無二 完全 無缺の 天啓な り、 其の 記事 悉く 正確 眞實 なり、 之 を 信ぜざる ベから ずと。 是れ 世人が 基 

督敎を 信ずる を 好まざる 理由の 一 つなり。 

金 森 氏 は 其の 著書の 第二 章に 『バイブル』 なる 表題 を 提げて、 g で 書 を 論ぜられたり。 故に 余 S は 

第二 章 を 論す るに 及びて、 聖書の 說 並びに 天啓の 事 を辨明 せんと 欲す。 其 所謂 奇事依 談とは 何 を 指 

して 云へ る ものなる か。 是れ g# 書に 記載せられ たる 奇跡 を汎稱 する の 名なる か。 金 森 氏 は 基督の 復 

スゥ ボル ナチ ュ ラル 

活の 如き 事實を 以て 依談 なりと せらる.^ か。 語 を 換えて 之 を 言へば、 金 森 氏 は、 基督教に 超自然の 

分子 ある を 以て 世人 其の 道に 人る の 障碍な りと せらる k か。 余輩 は 基督 敎 徒が 奇跡 を 信す る を 知 

る。 基督 を 以て 神の 子と し、 また 死後 復活せ りと す。 此 上の 奇跡 や あるべき。 然れ ども 余輩 之を以 

て惟談 なりと する こと 能 はす。 復活 等の 事 は 古への 人 も 之 を 誤りて 依談 なりと 思へ り。 。叫. ロア テ 

ン ス のァT^-山に立ちて、 基督 敎を說 く。 其の 一一 一一 ロ渐 やくに して 佳境に 入る。 話頭 を 一 轉 して 基督の 
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復活 を說き 出せり。 ァテシ —R. の 博士 等 死者 復 生の 說を 聞きて 喜ばす、 或 ひ は 戯笑り、 或 ひ は 他日 ま 

た 之 を 聽んと 言 を 設けて、 ^の 說敎を 謝 絡せ り。 金 森 氏の 言 ふが 如き は して 新しき 事に 非 

す。 バウ a にして 金 森 氏の 傳道術 ある を 知る も 奇跡 無き の 基督 敎を說 く を 以て 滿 足せ ざり しなら 

ん。 蓋 奇跡な きの 基督 敎は 基督な きの 基督 敎 なり。 基督な きの 基督 敎に 非ら す。 金 森 氏 若し 奇跡 を 

排斥し、 基督の 品性 及び 行實 に、 自然 的の 解 釋を附 して、 將來の 基督 敎 なる も. の を 主張 せんと 欲せ 

ば 、是 れ甚 しく 名實 の 誤れる ものにして、 決して 基督 敎 に は 非ざる なり。 ァ テ 「ン lt< の 博士 は \ ゥ 口の 

道を聽 かざりき。 彼等 基督 敎の 門前に 逡巡 佇立し、 頓て之 を棄て \ 去りぬ。 然れ ども 奇跡 を 根據と 

せる、 即 はち 基督て ふ 奇跡的の 人物 及び 其の 奇跡的の 歷史 を.？ せる 基督 敎は、 金 森 氏の 傳道 術に 

依頼せ す、 其の 特有の 力 を 以て、 終に ンス のみ か、 全歐の 人民 を 十字架の 下に 征服せ り。 

■s. の說敎 また 外國宣 敎師に 由り、 績 いて 日本 宣敎師 に 由り て、 吾が 邦に 傳 はり、 金 森 氏の 如く 奇跡 

を 遠慮せ す、 唯 在る がま、 に 福音 を說 きて、 未だ； ス。 ^利 先生の 來 りて 其の 傳道 策を講 せざる 前 

に、 新舊合 はせ て、 現に 二十 萬の 信徒 を 得たり。 奇跡な きの 基督 敎は 能く 之と 同様なる 結 ra;^ を牧め 

得る や 否や 甚だ 疑し きこと なり。 二十 萬の 信徒 決して 愚者の みに 非す。 日本の 基督 敎徒は 之と 信仰 

を 同う せざる 同國 人に 對 して、 道德 風俗 は 一一 一 E ふまで も 無く、 學問藝 術の 點に 於て、 敢て 之に 一籌 を 

讓る べしと 見えざる なり。 或 ひ は 奇跡に 躓きて 基督 敎に 入り 得ざる もの も あらん。 然れ ども 奇驟ー 

くば 其 人 必らす 基督 敎に 入るべし と 思 ふ は 非な り。 若し 斯の 如き 道理 あらば、 世人 は 普及 福音 敎會 


のために、 ュ - テリ ヤンの ためにお 歲を i? へざる 可ら す。 之 を 要するに ^敎 徒の、 王 張す る 奇跡の 

^11^ 神 子； おの 如き は 日本人の 好 尙に投 する や 否 を 問 ふ は、 區々 たる 末節に 拘泥す る鄙齐 の 見識 

なり。 奇跡 5^ して i:! すべきの 事實 なり や、 基督 實に 復活せ り や 否や、 彼 は 神の 子な かや 否や。 余葷 

は此 やの 數點 にっき 十分なる 討究 を €』- したる 上に て、 唯 だ 一直線に 眞を iP へ、 僞を排 せんの み。 世. < - 

た ふ 

の 容る& と容れ ざると を 先にし、 時勢て ふ！^ 準を怙 みて、 宗教 を 論す る は 抑 また 誤て りと 謂 はざる 

可から す。 超 {：: 然 的の 事 は 識者の 信 を 措く に 足る か。 基督 祌子論 して 憑據 あり や 否や、. 此は金 森 

氏がi^f齊の第nw+を評するに及びて之を論辨せんと欲す。 金 森 氏 曰く 

巾に は 又 Ki. 督敎 を欽 して 其の 敎會に 入 らんと 欲す れ ども 多くの 基督 敎 信者が 禁煙 禁酒 主義 を 主張し、 苟. 

も 基督 敎會の 門 内に 足 を 踏まん と 欲する 者 は、 堅く 其 主義 を 守らざる 可らず、 大酒 は 云 ふ も 更なり、 假令 祝宴 

婚禮の 席に 列す る も、 祝杯に 觸る、 可らず、 賓客 を！？^ すに も 酒宴 を 張る 可らず、 酒肴 を も 用 ゆ 可らず、 燜德利 

. にも 觸る 可らず 『しが ー る』 一 本 も 壎らす 可らず と 云 ふ を 聞きて、 其 無用の 束縛 を 厭 ふ 者も少 からず。 又 彼等 

一， 信 の 疾呼 唱 ふる 所 を 聞けば、 曰く 安息日 は 聖日 なれば、 此 日に は 旅行す 可らず、 車馬 を驅る 可から ず、 KM 

す 可から ず、 宴會に 列す 可から ず、 會議に 連る 可らず、 遊ぶ 可らず、 樂む 可らず。 其 看る 所の 街 類 も 『ばいぶ 

る』 其 他の 教書に 限るべし、 信者 は 此日を 堅く 、總 ての 常 職を擲 ち、 晝夜會 堂に 出席して 神の 敎を舉 ぶ 

べしと、 彼ら は 之を遞 きて 其， の窮窟 なる に 者き、 俄に 踵 を 回らして 基督教の 門 蘭より 去り 行く 者 ® からず。 

金 森 氏の 養成せられ たる 敎會は 禁酒 禁煙 主義 を 主張せ る 人士 を 以て 糾綠 せられたり。 洗禮を 受け 

S 今の **ほ 教： 《 びに 將來の »i ほ 敎.  ニー 一三 
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んと 欲する 者 は、 禁酒 禁煙 を 誓 はざる 可ら す。 今 金 森 氏の 言 ふ 所 誇大に 失する の 嫌な きに 非す とい 

ぽ 5 ふら 

へど も、 或る 敎會に 於て は 幾分 か 其の 實 なしと 謂 ふ を 得す。 孑孑 を 避けて、 路 駝を吞 むが 如き こと 

は、 余輩の 屑し とせざる 所な り。 故に 余輩 は 自然の 感化 力 を ゐ、 以て 酒を飮 むの 醜^ を 墙 正せん 

こと を 努め たれ ど、 未だ 曾って 敎會の 規則と して、 之 を 禁じた る こと 無し。 余 S は 此の 點に 於て、 

『クリスチャン』 の 自由 を 尊み たり。 當時或 ひ は 余 を 以て 放縦に 失すと 排る もの も ありき。 京都 

同志 社の 如き は 其の 校則 を 以て、 禁酒 禁烟 の、 王義を 固執し、 取談 落語の 席に 出入す る を 禁じたり。 

余輩 其の 苛酷なる に 驚か すん ば あらす。 然るに 今年の 同志 社卒棄 式の 模様 を傳 聞す るに、 園 遊畲ぁ 

り、 軍談 落語 あり。 其の 前日と 異なる こと： ffi だし。 何ん ぞ 一驚 を 喫せざる を 得ん。 余輩 は 今昔の 感 

に堪 へざる なり。 ネ 孑、 王義は 余輩の 常に 排斥す る 所な り。 口に 信仰の 自由 を唱へ # 制の 自. W を 說き 

つ k 禁酒 禁烟の 苛酷 を 以て、 敎會 n ほ を黜陟 する は、 余輩の 感服せ ざる 所な り。 然れ ども 余聚 は飮酒 

を嫌惡 す。 IK 烟 を獎勵 せす。 人の 爲に 設けられ たる 安息日 を 別して、 其の 利 ハ„^： を 獲ん こと を 希望 

す。 然るに 今や 前日 は 最も！ W 固な りし 敎會、 亦 反動の 潮流に 乘 じて、 甚だ 放縦なる 風俗 を 作り出さ 

ん とする の 虞 あり。 嘆せ ざるべ からす。 或 ひ は 殊更に 酒を飮 み、 烟草を 鍵ら すの 陋習に 立ち 皈 りて 

得々 然 たる もの あり。 新英國 及び 穌國の 安息日に 懲りて、 1、 ベ ル リンの 放縦に 傚 はんと 欲す。 

余， 甚だ 之を惜 むな り。 

金 森 氏 は 次ぎに 外國の 宣教師が 權を 敎會內 に專ら にす るが 如き、 及び 敎會の 組織、 宗敎 の體面 I 


に 外 國宗の 臭味 を^せ ざるが 若き は、 大いに 人の^^ 敎に 人る を妨 ぐと 論斷 せられたり。 此の賈 一 

gt- なきに 非す といへ ども、 金 森 氏が 一一 一一 C はる- - 程に は 非るべし。 H 本 的 基 赞敎て ふ 者 起ら ば、 そ は 今 

rz に 於て 之を兑 る 可ら す。 日本の 1<」 督敎は 未だ 十分に 進化の 時 口 を 終 過せ ざるに 非す や。 法 禅經濟 

を 始めと し、 凡そ一?^"が邦に於る文明的の事紫にして、 悉く 外 國の奥 味を脫 し、 全然 日本 產の ものと 

なりたる の 例 あり や。 若し 之 あら ぱ聞 かま 欲しく 思 ふなり。 此の 一 投著^！^の霄ふ所余楚の意を得し 

所少 からすと いへ ども、 或 ひ は 誇大に 失し、 若く は 時 {q- に 通せざる の 嫌 ひ ある を惜 む。 

金 森 氏 は 以上の 如 き 事實を 以 て 基督 敎 門前 の 客が 其 の 堂に 進む の 障害と せられたり。 此 等の 故障 

は 多少 免る 可らざる 所な り。 或 ひ は 基督 敎に 於て 其の 特性 上、 理當 さに 取り除く 可らざる もの あら 

ん。 加 ふるに 余 Sfsf 暗き は 光 を 好ます との 一 點、 此事 にっき 最も 注意すべき 一 大要 素な りと 信す るな 

り。 金 森 氏の 舉示 せられた るが 如き は 障害の 最も しきものに 非す。 

基督 敎の 門內 

天、 王敎！ f;^ 獵敎は 暫く 措き、 新敎派 基督 敎會の 日本に 創立せられ たる は 明治 五 年の 事な り。 共の 創 

立に 從 iBf;- して、 ^^たカぁりしを外阔宣敎士とす。 然れ ども 日本の 基督 敎は當 初より 己に 日本的の 精 

神 を 以て 充 されたり。 日本 基督 敎會を 組織せ る數十 名の 信徒 は 外國の 宗派に 屬 する こと を 好ます、 

純然た る 日本の 基督 敎會を 設立せ ん こと を 切望せ り。 然して 彼等 は寳 に 日本 國 基督 敎會な る もの を 

現今の 基 g 敎並 びに 將 来の 基督教  ニニ 五 
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創開す るの 勇 氣を顯 はせ り。 其れより 以來 各派の 宣敎士 西に 東に 績々 敎，， きを^ 立し、 宗派の 旗 機 至 

る 所に 棘る の觀 あるに 至れり と雖 も、 明治 五 年の 創開と ともに 湧出せ る獨 立寬宏 なる 日本的の 精神 

は 決して に歸 したる に 非す。 之に 緣故 ある 敎， は 全國を 通じて、 新敎 派の 三分の ニ强を 占む る 

と爲す も、 敢て 過當の 統計な りと 謂 ふべ からす。 日本の 基督 敎會は 所く の 如く 獨 立の. 王義に 基き て 

創 起せり。 其の 將來の 歸趣亦 知るべき のみ。 中に 就き 外國の 宗派に 關係を 有する こと 最密 なる もの 

といへ ども、 其の 視 面に は 獨 立の 精 祌勃々 として 禁 すべから ざる もの あり。 是れ 深く その 事情に 通 

じたる ものの 熟知す る 所に 非す や。 

ジョン • スチュ アルト • ミル 曾て 罔^なる 國民 主義 を 排斥し、 之 を 以て 人民の 發 達に 害 を爲す こと 

しとな し、 力 を 極めて 之 を 辯 難 攻撃せ り。 蓋し 眞 正の 愛 國者は 其の 國 人の 最高 利益 を圖る ものな 

り。 漫に國 民 的の 虚榮 に訴 へ、 其の 形體 上の 進歩に のみ 注目す る は、 眞 正なる 愛國の 本意に 非ざる 

なり。 世人 動もすれば この 理に 明らかなら す、 基督 敎會の 皮相 を觀 察して、 咄 彼の 基督 敎 徒に 愛 國 

の精祌 なし、 獨 立の 氣概 なしとの 批評 を 下さん と 欲す。 彼等の 一一 =11 は 其の 精神 好みす べきに 似たり と 

いへ ども、 其の 现義 に通ぜ ざる こと また 甚 しと 謂 はざる ベから す。 彼等 は 日本 國に 在る 基 會の 

來 を 知らす、 其の 有力なる 代表者た る ものの 主義 を 看破せ す、 現に 融變 進化し つ、 ある 敎會 の趨 

向 を 察せす、 已が 愛國の 標淮を 以て 妄りに 他の 基 餐敎徒 を 是非 せんと 欲するな り。 然れ ども 細かに 

今日の 基督 敎徒 を檢^ し 来れば、 所 謂 K 正の 愛國心 及び 獨 立の 氣概 たは んな ろ を 見ん とす。 基督 


;^を^^すズ>もの、ぅち、 共の 新教に 属する もの 無 傲 叫 is 人。 論 古の 基 #敎 を 非難す る を 見る に、 此 

の 叫 萬 人 を 以て 悉く 使徒たり、 W; 一一 一：： 者たり とし、 共の 来 流に 就いて 全體を 是非 せんと 欲する ものに 

似たり。 . ^何ぞ 共れ是 の 如くに^ 烈 なるや。 ^井け 将敎徒 問に 多 小 Z 弊害の 存 すろ 無しと は 一 百 はす。 

天闲の W 间には 美 も雜草 も相很 清して 生す る を 免れす。 遮莫 之が ために 玉石 を 同一 5^ する に 至る 

は.^-^^が識^に於て^だ取らざる所なり。 若夫れ基将敎の日本に於ける^^1§:を3-んと欲すれば、 其 

むしろ 

の 區 々たる 弊. W に 拘泥す る ことなく、 無 乃 廣く其 の 全體の 趨勢 を達觀 し、 共の 主義 を 代表す るに 最 

も 適 常なる ものに 就きて 之 を 講究せ ざるべ からす。 日本 廣 しとい へ ども^^^老幼貧富賢愚を併はせ 

て 僅々 四 萬 人のう ちに、 基将敎 徒の 如くに 多くの 政治家 を 出し、. 文 舉者を 出し、 敎育家 を 出し、 其 

の 他 諸 稷 の 有志 者 を 出せ ろ もの 何 所に あり や。 基督 敎徒 の 代表者 は阈 食に 於て 其 の 勢力 著る き に 非 

す や。 國 民の 友、 ケ舉雜 誌、 六合 雜誌、 農業 雜誌、 經濟雜 誌の 如き は、 共の 各自 得意の 部內に 於て、 天 

下 之 に 匹敵す ベ きもの あ る ベ しと も覺 えす。 而 して 之 等 諸 雜誌は 多少 基督 敎 徒の 指揮す る 所 に 非 

ざる は 無し。 文舉に 於て 基 #敎 徒の 勢力 大に见 るべき もの あるに 非す や。 其の 他 {n 吏 社 舎に、 敎育 

社 # に、 又 キか、 社會に 於て、 基督 敎 徒の 勢力 は、 北ハの人：：ほに比べて^^だ盛なるを：《^るべし。 ^籽敎 

徒の. 如く 企 、多く、  祌 强大、 前途 多&モ なる 他の 四 萬 人 何 所に か ある。 余 a. 今の 基督 敎徙に 於て 慊 

らざ. る 所 極めて 多し。 然れ ども 其の 全體を 通じて 之 を 評する 時 は、 彼せ を 以て 最も 美 はしく 日本 國 

民 を 代表す ろ もの A 隨ー に|:^;へざるを5:1す。 くも 公-ベ-なる 眼 を 以て、 基督 敎を 批評す る もの は、 

現今の お！ K»- びに §j 來の？ *«敎  ニニ 七 
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必らす 余輩の 意見に 同す る ことならん。 

今日 世間に 噴々 其の 名を稱 せらる i 經濟攀 者、 法徐擧 者の 輩 を 見よ。 英に非 ざれば、 佛、 佛に非 

ざ 1 ば獨、 また 否ら ざれば 伊太利 を 祖述 せんとす る 者 多し とす。 ミルの 徒 は ミル を 祖述し、 ヮグネ 

ルの門人は只管に，^^^^を主張せんとす。 是れ 豈に獨 り經濟 法律の 學 のみな らん や。 凡そ 奪 門の 

學藝 にして、 B 本の 攀 者が 新 創の 體製 を鎔禱 せし もの ある を 聞かす。 政治 上の 機變、 撰擧の 競爭等 

に 至る まで、 悉く 歐 西の 慣例 習俗に 摸倣せ しもの、 滔々 たる 天下 比々 是れ なり。 獨立新 創の 時期 

未だ 到來 せざる がた めに 然る か、 將た 日本人の！： 佻 浮薄なる によりて 然る か。 余 W は その 原 ra: を以 

て 前者に 被歸 せんと 欲する ものな り。 眼を轉 じて、 基督 敎# を 見よ。 其の 神 擧を講 する もののう ち 

には疾 くに 獨 立の 精神 3^ 然として 其の 頭 を 現 はし、 西洋の 議論に 支配せられ す、 願 はく は 自ら 進ん 

で 其の 基礎 を 堅う せんと 欲する の氣概 1^ しだ^ん なり。 之 を 他の 尊 門の 學藝に 比して 其の 優劣 孰れ ぞ 

や。 大業 は 一 日に 成就せ す、 殊に 高尙 なる 神擧の 如き は 僅かに 數 年の 間に 其の 大成 を 期すべき に 非 

ざろ なり。 故 を 以て 日本の 祌學は 未だ 其の 成镜 見る に 足る もの 多から ざる も 深く 之 を 惟むべき に 非 

ざ るな り。 然れ ども 現に 日本の 基螫敎 徒が 成 し 遂げ 得た る信條 改正 の 如き は 其の 偷 快な る^ 芽に し 

て、 稍々 外人に 對 して 誇るべき 所な りと す。 思 ふに 自餘 の學 藝に對 して 望むべからざる 所 を 以て 獨 

り 基督 敎の 神舉 にの み 催促 を嚴 にす る は、 穩當を 欠く ものと 謂 はざる 可から す。 んゃ 日本 阈 基督 

きざし 

敎祌 奥-の 獨 立論 は 疾 くに 其の 萌を現 はし、 其の 已 得の 成 精 大いに 兌るべき もの あるに 於て を や。 之 


を 要するに 日 441； 祌 甩，； -の獨 立 は 他の 思想 部門に 對 して 毫も 愧づ る 所な きなり。 <^ ？?! ^は 反って 恐る、 

ほし ひま、  な » 

日.^ の祌^ ^が. 唤 的の 精祌を 放に し、 井；^ の 見に，： ん じて 前世の 思想 史を 無視し、 現今の 進歩 を 

^^ク^せす、 妄りに M:w なろ； tm.- を 作り^だ さん こと を。 <$ ^聚は 世の 祌舉 ぶが 獨 1^ 一 論の 極端に 走りて 

：^:, 佻 に 失す るに 至らん こと を ^^0^ ろな り 。 

近 來神舉 の新說 人り 來 りて、 暫 らくの 間 は 宗敎界 に 容易なら ざる 波 ii を 捲き、 其の 動搖 大いに 匿 

慮すべき もの あらんと せり。 然れ ども 基督 敎を 研究す るの 心 念 之と ともに 勃興し、 大いに 議論 を戰 

はせ、 S 想 を 練磨す るの 機會 を迭 りたれば、 基督 敎 徒の 意識 は 明確な らんと する の 運に 向へ り。 日 

本 M 拖！ 敎 思想の 裸 面 を 親へば. * 鎭靜の 時代 巳に 近づき 來れ るが 如し。 日本の 宗教 思想 は自稱 新； t 

舉の 動搖に 山り て、 大いに 強められ. * また 大いに 清められて、 寬宏確 實堅定 自由の 地位に 達する に 

至らん こと 必 おなりと 謂 はざる 可から す。 去年の 今 は 人々 新 神 舉の波 潤に 醉ひ、 口々 に 確信 を 求む 

るの 聲を發 したり。 今年の 今 は 基督教 徒が 漸くに して 確信 を 表明す るの 時節と はなり ぬ。 余輩 は 雨 

後の 月 一 人 其の 趣味 深き を感 する が 如き 心地 ぞ する。 洪水 横 流の ために 跡を滅 する も の は 砂塵な 

ち X へ ill ほ 

り。 之に 洗 はる i も 依然として 動く ことなき もの は 千代 經し 磐な り。 奋蹟の 如き. * 基督 祌子說 の 如 

き.， 天 移 論の 如き は^々 たる  一 二离 者の 議論に 由り て 動くべき ものに 非す。 余楚後 章に 至りて 其の 

现. 5 を 詳述 せんと 欲す。 
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近世 基督 敎硏究 の 進歩 

論者 曰く、 基督教なる もの は 『バイブル』 の產 出した る 特殊の 宗敎 思想と 其の 中に 含有した る 生 

命な りと。 此の 言 甚だ 過れ り。 基督 敎は^ 全書の 前に 成立した るな り 。『バイブル』 は 基督 敎の產 

出した る ものな り。 基督 敎は 耶穌 基督 て ふ 祌人を 中心とせ る-藤 史的 事實 に 基け る ものに 外なら す。 

其の 生命 は 基督よ.：^ 世々 の 『クリスチャン』 に傳 はり、 綿々 絕 えざる ものと す。 蓋し 天啓 は 書籍に 

非す。 即ち 歷史 なり、 事實 なり。 上帝 を 顯$> し、 其の 意思 を 啓示す る 連綿たる 一 圑の歷 史的 事實を 

記載せ る もの を 舊新兩 約 の 聖書と す。 已に之 を 記す るに 人類の 一 W 語 を 以てし また 其の 言語 は當時 の 

ぉ惯 思想に 染渐 せる 頭 腦を經 過し 来れる ものな り。 故に 之 を活讀 する の 道 を 得ざる とき は、 信す ベ 

き事實 信すべからざる が 如くに 見 へ て、 信すべからざる こと を 以て 基督教の 耍理 なりと 誤認す るに 

至らん とす。 此の 天啓 を 之 等 事 實に徴 して、 51 明す るの 舉を 名付けて、 基督教； t 學と稱 す。 天 は 上 

帝の 榮を顯 はし 地 は， 其の 智を 發揚 す。 然れ ども 可憐の 嬰兒が 上帝 を顯彰 する こと 天地 有形の 事物に 

勝る こと 數等。 而 して 人類に 於る 上帝の 顯現は 噴 罪の 歷史に 於て 更に 明らかに、 神の 羔 なる 耶穌基 

督に 於て 炳焉較 著、 其の 光輝 燦 として 萬 冇を遍 照す。 此の 顯 現に 接して、 上帝 を 知る。 基督 敎种學 

の 玄妙なる 知るべき のみ。 然れ ども 此の 顯現 を^ 明 せんと 欲すれば 一 方に 於て は、 基督 敎 徒の 宗敎 

意識 を 分解し、 之 を 仔細に 說明 せざる ベから す" 叉 他の 一方に 於て は聖- 書の 意義 を適當 に解釋 し、 


共の 事實を 精確に 判斷 する の 必要 を 生ぜざる を す" 夫れ 舉は 事實に 基き て、 其の 理を 明かに する 

を贵 ぶ。 基督 敎祌舉 獨り 天啓の 事 實に忠 ならざる ベ けんや。 蓋し 天啓の 事實は 載せて 聖書に 詳か 

なり。 所謂 聖書と は 如何なる も のぞ。 共の  一一 一一 C 語 文章 を 解 St する の 手緩 は 之 を 如何に すれ ば 可な り 

や。 聖書に 於け る； t と 人との 分子 は 如何にして 之 を する や。 此の 一 一 者の 互に 相關 係す る 所 如何 

ビブ リカ ル • クリテ シズム 

此れら 問題 を 研究す るの 舉を 名付けて 聖書の 批評と 云 ふ。 此の 舉 近年に 至り、 長足の進歩 を爲 しぬ。 

共の 結 は 天啓の 本 3：： をして 念々 明かなる を 3；： せしめ、 基督教の 根底 をして 愈々 堅 同なら しめ、 基 

楼敎 を辯證 する ものと して、 愈々 其の 事 紫 を 容易なら しめたり。 是れ實 に 1^ 當 なる 聖書の 批評より 

生 出す る 良好の 結 なり。 余輩 は眞现 のために 之 を 歡迎せ すん ば あらざる なり。 こ&に 聖書の 批評 

にして 極端に 走れる 他の 一種 あり。 其の 方法 頗る 破壞 的に して、 大いに 不利なる 影響 を 基督 敎に及 

ぼさんと せり。 ，R,xl_K.&^t<^、 パ ^ルの 徒が 其の 說を唱 ふるや、 天下の 宗敎 思想 を 震動して、 勢ひ^^ 

だ倡獗 なりし も、 共の 徒の 議論 次第に 穩當 なる 傾向 を 現 はし 来れり。 例 之 カイ ム 氏の 如き は 極端 を 

去 ひて 中正の 點に 近づける こと 著る しと 謂 はざる ベから す。 金 森 通 倫 氏が 新著 (新 說と謂 ふ 勿れ) 

の 如き は此 の 急遽に して 稍 々輕忽 なりと の 嫌 あ る 破壞的 批評 の 類に 屬 する ものにして、 憑據頗 る 薄 

弱な るが 如し。 余輩 は 適當な る 順序に 循 つ て 之 を 論評 せ ん と 欲す，， - 

數年前 初めて 開かれし は 比較 宗敎 の舉 なり。 創開 以來日 尙ほ淺 きを 以て 成功 未だ 全から すと 云へ 

ども 天下の 萬敎を 網羅し、 之に 共通せ る 原理 を發 明し..、 宗教の 耍性を 摘 示し..' 其の 人性に 於る 根底 
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を 露出し、 諸 宗教の 優劣 を 究め、 其の 存亡 盛衰の 理に 達せん とす。 其の 問題 ゃ大 いなり。 其の 研究 

や 興味深し。 其の 政治 法律 人類 言語 等の 諸 科舉に 於け るの 關係 甚だ 重要なる もの あり。 或る 論者 臼 

く、 比較 宗敎舉 の 結 鬼 は 基督 敎 をして 他宗 敎と同 I なる 地位に 下らし めたり と (金 森 氏 新著 三 七 

50 余 奪の 知る 所 は大に 之と 異なり. - 比較 宗敎學 の 大家 マクス • ミュ ウレ ル言 はす や。 

5  I  make  no  secret  tliat  tnie  CJliristianity,  I  uiean  the  religicll  of  CJhnst,  seems  to  nie  to 

l-ecolv-e  more  and  sore  exalted,  tlie  more  .vve  know,  nnd  the  rnore  .H,e  af>!>reciat な the  treasures 

of  hidden  :n  the  I)csplsed  lioiigioii  of  the  world." 

 Science  of  KelifTlon  P.  3?.. 

比較 宗敎學 は 天下の 萬敎に 共通の 分子 ある を發 見す ると 同時に 基 脊敎と 他の 諸 宗教との 間に 天地 

啻 ならざる の 差^ ある を 明らかにせり。 『亞細 亜の 光』 を 作りて 釋迦の 事業 を 謳へ る M"^— ィ ン*ァ 

,^ ^ル， ^トは 遂に 『世界の 光』 て ふ 雄篇 を 作りた るに 非す や。 萬 敎を比 照す るの 結 菜 は、 基督 敎の特 

異なる 點を 表出し、 a つ 天下の 宗敎は 基督 敎に 達する に 及び 初めて 圓滿 なる を 得る の理を 明かに せ 

り。 昔 者 バウ ：！ は K^N, ス 人が 知らざる 祌を奉 信せ る 宗教心 を 推開發 揮して、 高 明なる 基督教の 有 

祌論を 悟らし めんと 試みたり。 バウ n は 幾分 か 比較 宗敎舉 を 修めし ものに 非す や。 之 を 以て 基督 敎 

に 不利な りと する は 不通の 見なり と 謂 はざる を 得す。 

比 絞宗敎 攀の理 明かに なりたる がた めに、 宗教の 人性に 欠くべからざる こと 亦爭 ふべ からざる こ 

と、 はなり ぬ。 宗敎 をして 高尙 なる 人類の 至 性に 發 する ものなら しめば、 宗敎 なきもの は 人に 非す 


と 謂 ふ を 得べ し。 豈之を 以て 機智 者の 案出せ る 方便な りと 謂 ふ を 得ん や。 宗 敎を忽 がせに する 唯 物 

論者、 及び 無神論者の 地位 甚だ 不都合 なること も 論 辯す る を須ゐ すして 知る べきの み。 

余輩 を 以て 之を觀 るに、 歐 米の 識者に して 基督 敎に 反對 する ものと いへ ども、 宗敎の 必要 を感す 

る こと 日に 其の 深き を 加 ふるが 如し。 —ス —。へ |.ン— セ ルの 如き、 ハリソン の 如き、 『自然 敎』 の 著者の 如き 

實に 其の 著名なる 例證に 非す や。 科舉の 研究 渐 やく 進歩して、 共の 頂點は 無限 者の 坐邊に 近付かん 

とす。 是れ 天地 原始 論 不可 識 論の 盛んなる 所以に 非す や。 英阔 自由 黨に其 の 人 ありと 聞へ たる^ 

.^^•.slil ィは 有名なる 非 基督 敎徒 なり。 曾て 宗敎 の 必要 を說 いて 曰く、 

"J  am  of  tlie  opinion  tl5t  .n-omen  can  not  t>e  ha2py  witliout  reliyicm,  iior ヨ-さ 3ther. 

ヴ 才ルテ ー ル、 の 門人なる 同氏 は 宗敎を 無用 視 する ものに 非す。 彼は爲 正の 宗敎 を渴望 

しつ、 あるな り。 彼 は 己の 胸中に 潜み、 時として は勃發 して ®w の 熱 火と なり、 現世の 事物 を 以て 

和む ベから ざ る 宗敎心 を 開 導す べき 預言者 を 求 めつ、 あるな り。 

人 或は 己の 智力 を 以て 宇 C 萬 國の諸 宗敎を 研究し、 理性の 照す 所に 由り て 純然たる 一 大新敎 を 組 

織 せんと 揚言す る もの あり。 是れ 妄りに 放言 壯語 する に 過ぎす。 基督 を 認めて 宗敎 上の 權 威の 湊什 

する 所と なし、 之 を 崇 信して 道な り、 眞 なり、 生命な りと する に 非 ざれば、 宗敎 のこと 實に五 里 霧 

中に 彷徨す るの み。 金 森 氏の 如き は 今や 福音 的 基督教の 信仰 を 去りて 偏理の 境に 入れり。 其の 論理 

の歸 着す る 所 を擴充 し、 其の 主義 を 徹底す る 時 は、 氏 は 空漠た る 一 個の 有神論 者と なり 終らざる を 
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得ざる べし。 マ |^*ァ ル クルド 曰く、 宗教と は 感情 を 以て 輝かされ たる 道德 なりと。 此の 解釋決 

して 余輩の 滿足 する 所に あらす。 一 步を讓 り 假に之 を 是認して 之 を 論ぜん に、 {41 漠 冷淡なる 有神論 

は 高貴なる 宗教 的 感情 を 養 ふに 足らざる なり。 基督 を宗 とし、 其の 天啓 を 以て 殊別 特異なる ものと 

し、 之 を 神と 祟む るの 有 神！ ill に 非 ざれば、 其の 神 ありとの 信仰 は 徒らに 理論の 上に のみ 止り て、 實 

際の 宗敎 其の 形跡 を 絡つ に 至らん とす。 金 森 氏 は 偏现的 有神論 者たり。 然れ ども 其の 論理の 傾向に 

乘 じて、 其の 主義の 歸 する 所に 推究し 至れば、 神の愛 を 確認す る こと 能 はざる べし。 在天の 父と し 

て 上帝 を 敬す る こと 能 はざる べし。 其の 論理 は 之 をして 一 個の 凡 神 論者たら しめん。 之 をして 無 神 

論者たら し めざれば 甚だ 大 幸な りと 謂 は ざ る ベ か らす。 人 心の 自然 は淺 酷な る 論理 を 制する もの な 

り。 論理 上の 結果 は 之 をして 凡祌 論に 非 ざれば、 無神論に 陷 らしむべき 害なる に、 人心の 誡、 宗敎 

上の 天^ は 之 をして、 斯る 乾燥無味の 境に 沈淪 せしめざる なり。 余輩 は 金 森 氏 を 以て 斯 くの 如き 有 

樣に 在る ものな りと 信ぜん と 欲す。 

(一八 九 一 年 七 H>  31 本 評論) 


祌 聖^る 人、 救世の 大師 表 

塵 土の つもりて 成れる 山と しも 見えぬ は 富士の 髙峯 なりけ り。 丑 C 人 基督に 對す るの 感 また 大いに 

之と 異なる もの あるな し。 基^^はそれ何人ぞ。 十：： 人 之 を 論じ、 今人 また 之 を 問 ふ。 人類 は 此の 疑 題 

を冋 避す る こと 能 はす。 之 を 呼んで 狂と 云 ひ、 聖と云 ひ、 若しくは 人と 云 ひ、 祌と云 ふ。 諸 說紛々 

たり。 之が ために 千 丙 萬の 人 其の 心 胸の 奥 を 捲 動せられ、 與 みする もの、 背く もの、 $1 ともに 感憤 

の 情、 其の 聲 色に 顯 はる。 此の 人 如何 なれば、 斯の 如くに 愛せられ、 また 斯 くの 如くに 痛切なる 問 

題と はなり しぞ。 其の 社會に 於け る 勢力 は、 慈雨の 下る が 如く、 洪 河の 決する が 如く、 大氣 の蓥ひ 

滿 つるが 如し。 試みに 倫敦の 如き 大 都の 日曜日 を 想起せ よ。 萬 鐘 鳴り響けば、 人跡 殆ど 稀れ なりと 

見えた る 搏 上、 忽ちに して 紳士 淑女 群を爲 して 行き、 可憐の 孤兒、 薄命なる 寡婦、 其の 寄 托する 所 

なき 靈 魂を携 へて 來る。 其の 數 蓋し 萬 を 以て 算ふ べし。 斯の 如き もの は 豈倫敦 のみな らん や。 彼等 

は 何 所に 行きつ k あり や。 是れ 罪悪の 重きに 艱み、 世 路の苦 辛 を 傷み、 陳腐なる 希望に 厭き、 單調 

なる 生活に 疲れ、 其の 億兆 人類のう ちに 於け る は 宛 がら 海水の 一 滴に 異る所 無き 微々 たる  一 の 事 

めに 倦みた る ものが、 庶幾く は耶穌 基督の もとに 行きて、 暫 らくの 問 にても、 其の 超然たる 精神に 
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接し、 共の 悠久 不動なる 平和 を 分ち 與 へられ、 其の 雄大 高貴なる 希望 を 仰ぎて 己れ の鄙吝 なる 情懷 

を淸 めんと 欲する に. E る。 殘燈 明滅、 死 蔭矇々 たる 锅 者の 窒、 若しくは 孤 坐 沈吟、 正邪の 徑に迷 

ひ、 上りて は 天使たり、 下りて は 宽 たるの 間、 僅かに 一 髮を も容れ ざる 壯士の 机邊、 若しくは 世 

. を 憂 ひ 人を悲 み、 時として 失意 落膽の 冥府に 落ちん とする 任俠 正義の 心 胸 は、 基督 を魏 Hi する に 由 

りて、 光明 を 得、 元氣を 得、 精神 を 恢復す。 是れ資 際の 經驗に 非す や。 吾等 また 幸に して 屡 之 を 見 

. 聞 する こと を 得たり。 眼 を 世代の 後 遗に轉 じて、 旣往の 歷史を 回顧せ よ。 英雄 雲の 如く、 賢哲 林の 

如く、 威懷 燦然たり。 彼^、 大 思想家、 大 政治家、 大 改革者 は、 嚒 世の 偉人な り。 彼等 は 心 を 潜め 

て 天地の 玄理 を解釋 せんとし、 人生の 疑 題 を 明かに せんと 欲し、 理想 を 仰ぎて、 現 I 莨の 世界 を 開 導 

せんと 試みて、 其の 洪業を 萬 世に 傳へ、 其の 偉圖を 以て 後世の 吾人 を 感奮 興起せ しめたり。 而 して 

. 彼等 は 其の 行爲の 原動力 を 以て、 基督の 身に 集合す と 明 一一 目せ り。 祌 妙なる 格調 を 以て 光明の 天、 幽 

暗の 地獄 を 謳歌せ る，^^、 共の 聲は 海の 響く に努緊 として、 處 女の 如き 偉男 子なる 英國の 詩仙 

ミルトン、 を 首め として 詩 思 を 郁 山に 養 ひ、 深く 信望 愛 を 感吟して、 正大 高 妙なる 精神 を 作興す る 

もの を a す や。 喧 英雄 何ぞ 多き。 聖賢 何ぞ 夥しき や。 彼ら は 上帝の 傍に 立てる、 彼の 『人の子』 を 

指して 曰く、 然れ ども 我れ 活ける に 非す、 基 I 我に 在りて 活けるな りと。 ^^って怫蘭11の畫伯ドゥ 

y の寫 せる 淚 谷の 岡 を 見る。 險路 限り無く、 危難 足下に 集り、 老者 少者、 强 きもの、 弱き もの、 武 

さま 

. 夫 工人、 智愚賢 不肖、 传 此の 谷間に 行き 艱 みて、 ^嘆 忿愤 の聲、 悲痛 憂悶の 狀、 左ても 巧みに 畫き 


たる もの かな。 忽ち ハ 介の 一 方に 赫々 たる 光明 を兒 る。 此れ 名狀 すべから ざる 平和 慈愛の 容を 以て、 

似 然として 基督の 立ちた まべ るな り。 愁人遙 かに 之 を 望みて、 蜜 起せん とする ものに 似たり。 豈之 

を 以て 螯 上の 虛 偽と せんや。 又 曾って、 伊 國にー アト 口 ント， の 名畫を 兌る。 一 幅の 畫 中に 名 賢 M 人の 集 

れる もの 共の 數ヒ 知らす。 $1 基督 を瞻 仰して 其の 光明に 照 さる， -の圖 なり。 靈活 美妙なる 哲 舉を修 

めて、 『n ゴス』 (言 若く は 道理と 譯す) の 秘義を 微かに 闞み 得た るプレ トウより、 親しく 其の 榮 光に 

ひと JJ  ふさ  はじめ   

接し 其の まさに 上帝の 獨り 子た るに 適 はしき を 知りて、 元始に 存在せ る a ゴスの 大義 を發 揮せ る 

ョ 尸 ネに 至る まで、 ともに 基督の 化 を 受け、 養 ひ を 被 むらざる は 無し。 大 いなる かな テトロン トの 

畫、 是れ 決して 虚飾に 非す、 昭々 たる 歷史 の實 際を寫 せる ものと 謂 はざる ベから す。 世人 此の 基督 

を 誰と かする。 

基督 行實 の本據 

某督は 在世中 如何なる 生涯 を經 過せ しゃ。 其の 事實 言論 は 福音 傅 及び 保羅 等の 書翰に 兌え たりり 

之 を 熟 請す るに、 |^¥歷マ超自然の事を記載せるは抑何故ぞゃ。 此等文 *1 を 以て 基督に 昵 近し 若く 

は 之に 昵近 したる 人 パ の 生存せ る 時代に 厲 する もの 、手に 成りたり とせば、 是れ 超自然的 事 實を取 

捨 する に付き、 影響を及ぼす こと 非常に 大 いなる もの あり。 著者 をして 世 を 欺く の 思 あらしむ る 

も、 當時斯 る 重大の 關係 ある 事物に 付き、， 虚妄の 談 容易に 信 を 獲べき ことに 非す。 况んゃ 其の 萬 世 

li 聖 なる 人、 救世の 大師 表  I.e: 七 
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に 一旦り て究 りなく、  a つ 人類の 歷史に 至大の 緣故を 有する 敎會の 設立 せらる べしと は、 蓋し 想像す 

る こと も 叶 はざる 所なる に 於て を や。 左れば 此等 文書 をして 基督に 直接せ る 門 徒 等の 手に 成りし も 

のたら しめば、 如何なる 超. E 然 的の 泰 といへ ども、 到底 之 を眞實 と 認定せ ざる を 得す。 故に 超自然 

の 分子が、 基督 敎に存 する を 見て、 之 を 快く 思 はざる の 輩 は、 幅 昔 書 等 を 以て 耶穌^ 接の 門弟 子に 

出で たりと する の說 を拒絕 せんと 試み、 百方 手を盡 して、 之が 擧證の 村 料 を 架め たり。 スト ラウ 

!<、 ルナン、 バウル 等の 諸氏、 此に 於て か 其の 思 ひくの 见解を 立て、 此等 文書 は其實 後世 人の 作 

爲 する 所な りと て、 巧みに 超自然の 分子 を 基督 敎 中より 一 掃し 去らん と 企てたり。 然れ ども、 其の 

研究 漸 やく 熟する に 及び、 今日に 於て は、 下の 如き 結 3^ を 以て、 蓋し 衆論の 歸着 する 所と はなす に 

至りぬ。 前 Isln; 林 多 書の 如き は、 基督の 行 i 莨 を 知る の 好材料 を 供給す る こと 少 からざる ものな り。 使 

徒 保羅が N ぺソに 於て、 此の 書 を 作りた る は 紀元 五十八 年と す。 馬 太 馬 可 路加の 三！ i 昔 傳は 紀元 六 

十 年より 八 十 年に 至 るの 交に 成りた る もの と 見 ゆ。 是れバ ァ デ ン の が ルツ マ ン 氏の 如き 極端 批評家 

の許認 する 所な り。 第 四 福音書に 至りて は、 今尙ほ 衆議 紛 ベたり といへ ども、 公平に 之 を 致 察すれ 

ば、 使徒 約 翰の 手に 成りた る こと 蓋し 疑 ふべ からざる に 似たり。 よし 之 を 未決の 間に 附し 置く も、 

前 哥林多 書 及び 三 福音 傳 のみに 由り て、 基督 行實の 材料 を宽 集す る こと を 得べ し。 論者の 呶々 する 

に 任せ、 其の 記事 稍 異同 ありて、 必す しも 錯誤な きを 保せ すと する も、 、王が 生涯の 大體 及び： 要な 

る事實 は炳焉 著な りと 謂 はざる 可から す。 金 森 氏 等が 基督 を 論す るに 當り、 敢て 共の 行事 を 評 


し、 甚 しきに 至りて は、 大 S "にも 基 # の 意識に 立ち 人り、 北 ハの祌 妙なる 言. ば？ に訴 へて、 ^々の 臆說 

f  V*M と 

を逞 うした る は何ぞ や。 福音 傅の 記事 を 以て、 少 くも 大體に 於て は；；：： -然 なりと 思惟す るに 非 ざれ 

ば、 決して 斯の 如き こと を 言 ふこと 能 はざる ならん。 故に 曰く、 基督の 行 度 を 察し、 其の 誰なる 

を 論ぜん と 欲すれば、 之が 標準と して 據る べきの 村 料 無き に 苦しむ が 如き こと ある ベから ざるな 

甚督の 品性 

英雄に 非 ざれば、 英雄 を 知る こと 能 はす。 んゃ 妙 不測、 萬 世の 驚奇 惟， 訝す る 所なる 基督に 於 

を や。 吾人. H しく、 心 を 淸め襟 を 正し、 『屨 を脫 して』、 此の 聖地に 入るべき なり。 舉世 滔々、 卵 悪に 

奔り、 邪 を 行 ひ、 不義 を脊 みて、 忌み 憚る 所 を 知らす。 義人 無し、 一人 も 有る こと 無し。 明 逮^ 無 

■  よこしま 

く、 祌を 求む る もの 無し。 みな 曲.^、 全く 邪と なりぬ。 ^^：を行ふもの無し、 一人 も 有る こと 無 

か はか  ろ  にが 

し。 共の 咽喉 は、 暴れし 塋、 其の 舌 は 詭詐、 其の 唇 は， M の 毒を藏 めたり。 詛 ひと 苦き は 其の 口に 滿 

ち、 其の 足 は 血 を 流さん がた めに 疾し。 殘害苦 厄 其の 途に橫 はる。 彼等 は 平 康の途 を 知らす。 天 を 

畏れす、 人 を^ら す。 只 现不盡 に 世に 横行す るの み。 あ、 奸惡の 世なる かな。 公然に 不義 を爲す 

,  な ざ さ 

ものの み、 不義に 非す。 不義 は 賢者と 稱 せられ、 義俠と 呼ばれ、 博愛と 指名る \ もの」 中に も 伏在 

せり。 あ、 亂 離の 世なる かな。 道 進めば、 罪惡 また 進む。 人 を 活かしむ るの 体 法、 心中に 入り 來れ 
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ば、 其 人 忽ちに して 死を覺 ゆ。 吾人 志 を 立て.^、 现 想の .1 を 追 はんと すれば、 勞 多くして、 功 幾許 

も 有る こと.,^ し。 傍人 或は 我 を 以て 謹直の 人と 爲す こと あらん。 然れ ども 我の 中心 毫も.： からす。 

一人に して、 二人の 如く、 方计の 間に 修羅場 を 現出せ り。 知る 所の 善 は、 之 を 行 ふの 力無く、 悪む 

所の 悪 は、 反って 之 を 行 ふに 至る。 我 は ra: 苦の 人に 非す や。 王 守 仁 三軍に 將 として、 賊を 討ちて 大 

いに 利 あり。 知人に 戰 勝の 報を傳 へて 曰く、 山中の 賊は 破け 0^  く、 心中の 賊は 破り 難しと。 5 お獨り 

陽 明 先生 其 人の 經験 のみな らん や。 我に 此の 憂 あり。 天下の 人 また 誰か 此の 愛 無 からん。 已に然 

り、 故に 純 善 無坊、 毫末 も 非難すべき 所 無しと 稱 せらる、. <- ある も、 世人 は 容：： ^に 之 を 信す る こと 

能 はざる は、 人心の. 遍 からざる 所な く、  悪の 深淵 た 深き を 知る に 足れり。 我等 基督の 德、 

純 .Ml 無坊、 完全無欠 なりと 云 ふ も、 何ぞ 俄かに 世人の 信 を 得る こと あらん。 何 を 以て か 基督 は 無罪 

なり、 其の 道德は 完全な りと 云 ふか。 

論者： n く、 幼時より 死に 至る まで 基督の 行事 を 記し、 行住坐臥 應接 進退、 凡そ 大小の 事 漏す 所 

無く、 之 を 列 叙した るの 文 ま：； 何 所に 在り や。 之 無くん ば、 基督の 品性 を 批評す る こと 能 はざる なり 

と。 何 ぞ事现 に通ぜ ざるの 甚- しき や。 吾人 は然 くして 人の 性！^ を 批評す る や、 凡そ 他人の 品性 を檢 

定 せんと 欲する とき は、 必らす 断の 如くに 緻密なる を 要する か。 ra^ して 然 らば、 人 を 是非し 其の 品 

性 を 識別す る は、 到底 人力の 企て 及ぶ 所に 非ざる なり。 第 四 福音 傳の末 句に m く、 耶 穌の爲 し、 事 

ま、 此れら の ほかに、 尙ほ許 多 あり。 若し 之 を 一 々錄 しなば、 其の 書 世に も戟 する こと 能 はざる ベ 


しと。 然る を是の 如く 緻密なら ざれば、 耶穌 のこと 一 切 知る ベから すと する は、 決して 通論に 非 ざ 

るな り。 一貢に. E りて、 人の 心 術 を 卜し、 其の 小事に 於け る を兑 て、 共の大|5^-に處する の道を知 

ひ， 其の 交 はる 所を见 て、 其の 人となり を 推し、 其の i*.- 家に. cq- しき を觀 察して、 共の 隱微の 性行 を 

究む。 人； 齒 んぞ瘦 さんや。 孤 線 を 以て、 環 線 を 推知す。 此れ 數现の 許す 所な り。 世 道 人情 また 何ぞ 

之と Si: なる もの あらん。 論者の 難す る 所、 少しも 其の 勢力 ある 所以 を 知らす。 耶穌の 行 富 を 叙す る 

もの は、 親しく 共の 身 设に隨 伴し、 千 態 萬狀の 境遇に 處し、 王公、 贵紳、 ^^客、 朋友、 老 

幼、 罪人、 病 者、 稅吏、 §、 富豪、 乞丐、 舉士齊 民に 接し、 或は 公庭に， M する 時、 或は 燕 居 休息 

の 日、 或は 擧世 (辛 ふて、 之を譜 美す る 得意の 場合、 或は 其の 身 線 鋭に 械り、 十字架上流血淋^！とし 

て、 失意 最も^ しき 逆境に 於て、 彼の 爲す所 を 熟 察する の 機會を 有したり。 然れ ども 彼ら は 基督の 

身に 失 行の 痕だも 見出す こと 能 はす。 其の 反 對者も 亦 之 を 暴露す る こと 能 は ざり しなり。 雨ら のう 

ち、 維 か 我 を 罪に { え むる もの あるか (ffg) 。試みに 其の 性行 を觀 よ。 衆 美 並び 集り、 反對 ais の德、 美 

はしく 調和して、 毫も 過不及の 弊 無く、  ER 兒 の氣、 女子の 質、 共に 一 致して 奇 觀を呈 したり。 彼 は 

獅子に して、 尙ほ i っ羔 たる を 失 はす。 其の 犯すべからざる の 平和、 其の 擾 すべから ざる 凝 思 冥想 

の靜 は、 實 際の 活動と X もに 存し、 文士 雅客の 生活 は、 擾々 たる 事業界の 劇務と 兩立 せり。 而 して 

毫も 務む るの 色な く、 街 自然に 出る もの、 如し。 是れ 織らす、 紡がす して、 ソ。 モ ンの榮 華に も 優 

れ たる 野の 百合 花に 非す や。 夫れ 事 葉の 成る は埶 (s の存 する に 由る。 英雄 は 一. < "として 執 (s の 人に 
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非ざる は 無し。 然れ ども 執 一 腸の 人、 動もすれば、 其の 心の 平 を 失 ひて、 狂す るが 如き 狀況に 陷るを 

免れす。 然れ ども 基督 を； 15- るに、 其の 一生の 事業 は、 上帝の 爲に する 熱心 我 を 食へ りと 云へ るに 外 

ならざる なり。 神 の國 と義、 是れ 基督の 熱血 濺 ぎし 所に 非す や。 之が 爲に激 切なる 感慨、 其の 胸 問 

に 漲り 溢れ 居た る を 疑 ふべ からす。 是の 如くなる にも 拘ら す、 彼 は 一時に 溢れ 來る執 蕩の激 勢に、 

已れの 自主 權を失 はす。 彼 は 如何なる 境遇に 在りても、 已れの 主人公に て ありき。 故に 視ょ、 基督 

m. 然として、 パリ サイ 徒の 惡を 篤れば、 獨り義 怒の み 共の 心 を專領 せす、 「し が 愛の 知られざる を哀 

しむの 情 之と 同時に 其の 心頭に 浮び 來れ ひ。 死期 已に 近き ぬ。 基督 慟哭して 其の 愛する 架 殿に 別 を 

吿ぐ。 其の 音容 接^と して、 百世の 下、 吾人 爲に斷 腹の 念な きを 得す。 曰く、 主の 名に 託り て、 来 

る もの は 福 ひなり と、 爾 等が 云 は ん時 至る まで は 今より ま た 我 を 見 ざ るべ しと。 て橄 15? 山上よ 

り エルサレ^ を俯敝 して、 大いに 其の 不幸 を悲 みたれ ど、 顿 がて 聖 殿に 入り、 りに 貿易 を 事と す 

る もの を 追 ひ 放てり。 に乘 ひて、 都に 入る や 『ホザ ンナ』 の聲 天地 を 霞 ふ。 然れ ども 共の 心に は 

『十字架に 付けよ』 の聲 起るべき こと を 忘れ ざり き。 ベ .UTITF の マ リャ I 香膏を 以て、 之に 沃 ぎしと- 

, ： 1:  はう； .Jo 

き、 彼 は 即ち 云へ り、 マリヤ は 我が 扉の ために 膏を沃 ぎしな りと。 是れ將 に 死 せんとす る を 知れる 

沈 の聲に 非す や。 然れ ども 彼が 次に 云 ふ 所 を 聞くべし。 曰く、 天下 何 所 にても 此福 音の 宣べ傳 へ 

らる、 所に は、 此の：^ 人の 行 ひし 事 同じく isli り傳 へらる べしと。 是れ 光明 赫々 たる 希望の 聲に 非す. 

や。 (マ ル テン セ ンの 倫理 を： a よ)。 是の 如く 子細に 論 するとき は、 事例 頗る 多く、 擧證 だ繁 から 


ん とす c 只此は 本論の 盡し 得る 所に 非ざる を 憾みと す。 然れ ども 公平なる 識^の 心に は、 以上 論じ 

來れる 所に. E りて、 1^.5^ の 品性、 ^滿 にして 欠く る 所な きを 悟り、 當 時の 人、 敵 も 朋友 も 共の TCJ^ を 

發 3- せ ざり しことの 敢て 惟し むに 足ら ざ るを现 解し、 寶 に 基督 は 無罪な り し を 確； ！；！ す る こと 難 き に 

非ざる べし。 

^^萬の凡^は、 一 人の 聖賢に 如かす。 輿論 i^s 是 なりと すれ ども、 焉んぞ 其の 非 なら ざ る を 知ら 

ん。 以ト； 論じ 来れる 所 は、 常時 耶穌に 親炙せ る もの. -判斷 なり、 之に 敵して、 頻りに 其の 欠 點を邪 

猫せ し 小人の 徒、 遂に.：^ 间 なる 事 實に 勝つ こと 能 はすして、 止む を す、 同意す る 所の 斷案 なり。 

是れ 耶穌の 卵な きを する に 非常の 勢力 ある 事實に 非す や。 乞 ふ 更に 一歩 を 進めて、 之 を 脊 自ら 

の 意識に 訴へ、 最も 明白なる 擧證 を爲 さんと 欲す。 

小人 己れ の 行 不完全なる にも 拘ら す、 其の 罪 ある を 認識す る こと 能 はす、 ： や：： なる 心 を 抱きつ 

つ、 公明なる 天地に 澗歩 せんとす" 彼 は 小人なる が 故に 斯の 如きの み。 して 惟し むに 足らざる な 

り。 然れ ども 苟 くも 迸 義の念 を 修養し、 己れ の 未だ 履行せ ざる 理想 を 明らかに 見る もの は、 必らす 

自ら を責 むる こと 深き もの ありと 謂 はざる ベから す。 昔し 觀相 者ソ II ク I ラ テス を 一 見して、 臼く、 我れ 

其の 容貌に 萬 悪の 相 藤然 たる を視 ると。 ソクラテスの 門人 之れ を 聞て 大いに 其の 術の 淺 きを 笑 ふ。 

ソ ク^^ 之 を 止めて 曰く、 笑 ふ 勿れ、 彼が 云 ふ 所の 悪逆の 種子 實に 我が 胸中に 充 ちたり と。 我等 

是を 以て ソ クラ テスの 聖人た る を 知る。 金 森 氏 孔子の 則を逾 ゑす と 云へ る 語 を 引きて、 孔子の 胸 
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中、 宛 かも 光風 月の 如く、 毫厘も 罪悪の 念な き 一 證 として 曰く、 德義ト ；欠點 ある を 免れざる 孔子 

尙ほ 此の 一一 一一 "あり、 基督が 罪な しと 官： 言し たれば とて、 之に. E りて、 彼 は 無罪な りと 斷 一一 一一 C すべから す 

と。 此れ 論語 を讀 みて、 論語 を 知らざる の 一一 目な り。 則を逾 えす の I 節 は、 前後の 文章 を參 照す る 

に、 專ら德 義の事 を 言 ひし ものに 非す。 孔子 事業 を爲 すに 當り、 出處 進退 ましき に 適 ひて、 餘り過 

不 及の 措置 無き に 至れり との 義 にて、 之 を 平 かに 言 はば、 我 年少の 頃と は、 大いに 事變 りて、 純然 

たる 着實 家と なりたり と 云 ふに 異ら す。 よし 一歩 を 讓り、 之 を 以て 道德の 事と 爲す も、 七十 以前の 

事 は 如何ん。 三十に して 立つ と 云 ひ、 叫 十に して 惑 はすと 云 ひ、 六十に して 耳順 ふと 云 ふ。 其の 漸 

を 以て 短所 を 離れ、 辛うじて 長所に 移れる を 示す に 非す して 何ぞ や。 我等 を 以て、 之れ を觀れ ば、 

此の 孔子の 一言 は、 實に 其の 罪の 自白な りと 謂 はざる ベから す。 孔子が 道 德に關 する の 意識 は、 易 

を學 びて、 大過な きを 期し、 居常 不善の 改め 難く、 義を 見て 之に 遷る こと 能 はざる を 嘆息した るが 如 

き 事實に 由り て、 明らかな りと す。 是を 以て 彼 は實に 支那の 聖人たり しなり。 此の 感覺 なくん ば、 

彼 は 周 末の ！ 匹夫に して 止まん のみ。 彼に 德義 上の 憂悶 あり、 理想的の 希望 あり。 故に 吾人 は 千載 

を 隔て、、 之と 同情の 念 を 抱き、 共に 提携し、 否、 之 を 先覺 とし、 師父と して、 德性 修養の 大路に 

進まん と 欲するな り。 

抑 も ユダヤ人の 神 は、 諸 外國の 偶像 菩薩の 類に 非す。 純潔 至 正、 瘭 として 犯す ベから す。 況んゃ 

基督に 至りて は 此の 觀念更 に 高尙な る 程度にまで 進みたり。 余 森 氏と 雖も之 を然ら すと は 一一 一一 EBW^ 


らん。 基 は 常に 此の 神に 親近せ り。 其の 心 は 明らかに 神の 高 傑 至 正なる 威容 を 認めたり。 余； 森 氏 

等 も 喜んで 之に 同意 せらる & ならん。 是の 如く 神に 接近した る 基督に して、 己れ に 罪 ある を 意識せ 

ざる は、 蓋し 如何なる 故 ありと せん。 

基脊は 外貌に 發 したる 事實 に. S ひて、 人 を 是非せ す。 善悪の 所在 は、 心屮の隱れたる所に^^する 

ものな りと 敎 へたり。 故に 其の 人 を 藩 判す る や、 微に 徹し、 隱を 穿ち、 世人の 容易に 看過す ると こ 

ろの もの を 取ひ來 りて、 之を褒s^h。 其の 品性 を 看破す るの 服 光、 宛 かも 雷の 如く、 晤黑裡 の 秘事 

悉く 其の 面前に 暴露し 來れ り。 パリ サイの 僞 tl、 力 I やの 奸、 7^ の 隱惡、 靠 li の 赤心、 王位に 

€ ^する 狐 独. 講壇に 道を宜 ぶる 蛻の 子孫、 皆 悉く 其の 本 相 を 現し、 宛然 之を淨 玻璃の 鏡に 照せ るに 

異ならす。 此の 道義の 矮識を 抱きつ &、 自らに 罪 ある を 知らす。 此れ 菜して 何故 ぞゃ。 

基督 を 奉す る もの \ 良心 は、 之 を 奉ぜざる ものよ ひも 敏 なる もの あり。 基督 教徒の 懐抱す る道德 

の 理想 は、 一種 特異なる 性質 を 具有し、 之 を 世人の 奉戴す る ものに 比 ぶれば 其の 差異 天地の みに 非 

す。 此の § なる 良心 を 作り出し、 此の 高貴なる 理想 を 明示し、 此の 阜 越せる 特殊の 道德を 創開せ 

る 基督に して、 自已 心中に 罪悪の 存 する を 覺 えす。 其れ 之 を 何とか 言 はん。 

此 の 基督 は たどに 已れの 罪悪 を 感覺 せざる のみなら す、 自ら 稱 して 世人の ま 判者な りと 斷 一一 目 せ 

り。 あ i 驚くべき 宣ー 一目なる かな。 曰く、 人の子 己れ の 榮光を 以て 諸の 聖使を 率ゐ來 らんと き は、 其 

の榮 光の 位に 坐し、 萬 國の民 を 其の 前に 集め、 — {番 判 せんと (ss.fllp;r 又 曰く、 共の 時 彼らに 吿 
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げて云 はん、 我 つて 汝等を 知らす、 悪 を爲す ものよ、 我 を 離れ 去れと 3、セ 一 さ 一)。 又 曰く、 遂に また 左. 

りに 居る ものに いはん、 罪せら るべき ものよ、 我 を 離れて 悪魔と 其の 使者の ために 備 へたる 媳へざ 

る 火に 人れ と (f せ 一一 a)。 耶穌 基督が 假 然として、 此の 宣言 を爲 したる こと は、 金 森 氏 等が 基督に 關 

して、 信す る 所と ともに 信ぜざる を 得べ からざる 事實 なりと す。 加 之 基督 は 殊に 丁寧 反覆 此の 一事 

を 其の 門徒に 敎 示せり と 見 ゆ (鈸 一一に、 一 1 一 ハセ)。 噫 此の 宣言 を爲す もの は 人なる か、 將た祌 なる 

か。 是の 問題 は 吾人が おの づ から 接 到す る 所の ものに 非す や」 然れ ども 基督 神性 論 は 之 を 後篇に 讓 

ら ざるべ からす。 今 論じつ i ある 所の もの は、 基督の 品性な り。 故に 問 はん。 自ら を稱 して 世の き 

判者な りと 云 ふ もの 菜して 己れ の 意識に 罪悪 を存 する や 否や。 

以来 論述せ る 如く、 基督 一生の 事 實に徵 し、 次ぎに 當時 之に 與 みせし もの、 及び 之に 敵せ しもの 

の證 一一 目に 照し、 最後に 其の 意識に 訴 へて、 基督の 品性 を檢 する に、 其の 人と して、 圓滿な ひし こと 

は最 n 十 疑 ふべ からざる なり。 

此の 萬 世に 通じ、 萬 邦に 適して 圓滿 至らざる 所な き 品性 は 時勢の 結果なる か、 自然 進化の 然 らし 

むる 所なる か。 我等 は 之 を 呼んで 道德 上の 奋跡 なりと 云 はんと 欲す。 蓋し 之 を 自然 世界に 於け る奋 

跡 に 比 ぶれば、 更に 1^ くべき ものな りと 謂 はざる ベから す。 

佛人 叫- Tl;^ 余： 森 氏 等と 緣： S からざる 論法に 據 りて、 基督の 行實を 論述せ り。 或る 有識の 士人之 

を 讀 みて 思へ らく、 ルナンが 叙述せ る 基督 已に斯 の 如く 大 ならば、 眞理 は此に 止るべき に 非す。 ル 


ナンの 未だ 云 はざる 所の もの あらんと。 終に硏究を^^みて、 神なる 基将を 認識す るに 至れり。 我等 

已に § 滿 なる 人、 完全なる n§ 性に 到 し、 此の 驚くべき ml 德 界の奋 跡を觀 察せり。 此の 事た、. - 人に 

て 止まん や。 基 傅 は 其れ 如何なる も のぞ。 

選民の 大 希望 

天下の^き、 ^代の 永き を 以てする も、 ユダヤ 圃 民の 如き は 他に 共の 比類 あろ を るべ からす。 

共のお 族 は.： 示敎を 以て、 遮圃の 礎と す。 共の 歷 5^. は 宗敎を 以て 終始 せんとす。 彼ら は 全阅 を^げ 

て、 合 M な 祭司たり、 imlw 者た るが 如し。 隣國の 民、 文明 を 以て 鳴り、 强を 以て 問 えたる もの 少し 

とせす。 然れ ども 共の 有 神 的觀念 明らかなら す、 禮拜^^だ鄙俚にして、 宗 敎ト： の發育 は、 概して 劣 

等なる 地位に 在りたり と li はざる ベから す。 獨り ユダヤ 民族に 至りて は然ら す。 北 ハの祌 論、 何ぞ然 

く 高. W 純 ：4:- なる を しぞ。 共の 道念 敎 養の 結 たる 罪惡論 を 見よ。 支那 印虔 は； 一一 一！ I ふに 及ばす、 西の 

方 希 利 尼 羅 馬の 竹舉 思想 を 以て 之に 對 ii すれば、 精粗 淺深 のせ 乍 霄壌の みに 非ろ なり。 彼ら は 極め 

て 1. 一 想 的の >f ^望に 富める 人民な りき。 將 さに 來 らんと する 救世 者 を？ fS9 する の 念 は、 痛切に 比の 民 

族の 心 胸を鈹 励せ り。 此の 渴望 は實に ュ ダ ャ建國 の^ 礎に て ありし なり。 

彼ら は 佇立して、 將 來を翹 望せ り。 其の 聖賢の み斯の 如くな りしに 非す。 民族 を舉げ て、 贪な 其の 

線を將 來の大 希望に 注射せ り。 ユダ^ ほの 制度 禮典は 一 として 此の 大希 望の 表式標 様に 非ざる 
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ものな し。 其の歷^；^^の出來事は、 悉く 此の 大 希望に 關 して、 其の S 言 を爲 したる ものな りと 謂 は 

ざるべ からす。 13- の 人 思へ らく、 人類 は 一大 理想に 向って、 進みつ /- ある ものな ひ。 所謂 彼の 

m 聖 なる 都 城 を 成立せ しめんと 欲する は、 人の 大本 願に 非す や。 而 して 此の 最も 遠大なる 希望 は、 

必らす 國 民に. H ら ざれば、 成就す べきに 非す と。 其の 抱負す る 所 雄大 高遠に して、 之に 比ぶ 

れば、 歷 山の 偉 圖、 拿 翁の 大志 も、 嬰孩の 戯れに 等し からん。 彼らの 心 胸 は、 此の 希望と 確信と を 

以て 充 されたり。 故 を 以て 其の 遠く 將來を W 期し、 比類な き大 希望 を 抱き、 最も 大膽 不敵なる 志 を 

立て /-、 小ノ しも 疑 ふの 色な き 信仰、 確と じて 動かす、 S 家 多難、 ，tr ダ T 民族 悉く 塵埃のう ちに 埋め 

られ、 四隣の 侮辱 至らざる 所な き 逆境に 於ても、 血淚 と、 もに. K を 同 執して 止ます。 其の 非 ハ哀の 熱 

涙に 映射せ る、 メシャ 的の 榮光 燦然と して 雠 やき、 其の 澤 前日に 幾 倍して 美な り。 圃 難叉圃 難、 

渐 やくに して 其の 大 希望の 形ち 明かに 現 はれ、 茫 たり、 漠 たる もの 此に 於て か 定かに 見ら る、 程に 

なりぬ。 試みに！ 3 言の 發 達を觀 察せよ。 汝の 子孫 悄 蛇の 首 を 打ち 摧 かんと は、 埃 田園 中の K 言に 非 

十 や。 渐 やく 進みて ァ ブラ ハ— ムの 時に 及べ は、 即 はち 曰く 天下の 諸 族 アブ ラハ ムの裔 に. a りて 福祉 

を瘦ん A ゝ 尙ほ 下りて 摩 西の 世に 至れば、 此の 大希 觅らに 分明なる 形ち を 成して、 W  一一 一一！： の 上に 

現 はれたり。 曰く、 ユダヤ 民族. 5. 摩 西に 似た る 一大 ml 一口 者 出で 来りて、 此の 人民 を 指導 せんと。 

の 時代 は 13- 民族 最も 得意な りし 時代な り。 此の 時に 際し、 メシャ 的の 希阖 M らに 進み 

て 曰く、 彼 は ダビ デ の 家系より 出づ る 瑰想的 の 王者な り と。 ソ a モ ンの 失收に 次ぎて、 困難 頻りに 


起り、 人お 炭の 苦み に陷 りぬ。 當 時の メシャ 的 希望 は 思へ らく、  ！^^義なる改革^^ 上帝の 僕。 

降臨して、 大いに 弊政 を 1? め、 正*1^^を恢復し、 平和 を 全地に 布き、 全世界 を 一新す るに 至らん と。 

之より して 益々 祌、 人となりて世に出るてふ玄妙の！一貼|^次第にぉ^^ろ、の端絡を^けり。 Iw く、 王 は 

彼らの 救. 王と なりぬ。 彼らの 艱難の 時 は 主 も 共に 艱 みて 共の 御前の 使 を 以て 之 を 助く。 共 愛と 其の 

^憫 とに. E りて 之を喷 ひたりと。 又曰く試に彼は我らの^？忠を負ひ、 我らの 悲しみ を擔 へり。 我ら 

の您 のために 傷 けられ、 我らの 不義の ために 碎 かれたり と。 ユダヤ人 俘と なりて、 バビロンに • 逸 一 さ 

れし 時、 北ハの m め 想 は 非常なる 刺激 を 受けたり。 た、 V に國民 的の 精祌 勃興して、 故國を 回復し、 其の 

獨立 を^ 阁 にし、 烈祖の 偉 圖を擴 張して、 叫 「や 的榮 光を發 揚 せんと 欲して、 大いに 盡 力した る 

のみなら す、 彼ら は 無限 絕對 なる 神と、 有限 I 任： b おなる 人類との 問に、 交通の 路を 開くべき 救 主の 出 

規を； g 望し、 列 祖以來 綿々 繼 し 來れる 希望に. H りて、 北ハの必らす 現はれんことを確：^^せり。 全能 

絶對 なる 孤獨 の：； j: 在 者 は 人の 靈 性を滿 足せし むる こと 能 はす。 祌は 愛な り。 然れ ども 愛と して 祌を 

認め、 愛と して 祌と 親和 せんに は、 如何なる こと を 借 じ、 また 如何なる こと を 行 ふべき か。 メシャ 

の 出現、 難を受 くる 神  人の 降 生 あるに 非 すん ば、 此の 人類が、 上帝 を渴 るの 至 性 を 如 

何ん かせん。 以赛亞 書 約 一 H 記 等 をー讀 する に、 書中 載す る 所、 斯の 神妙の 域に 進める メシャ 的 希望 

以て 充滿 すと 云 はざる ベから す。 點滴渐 やく 精んで.！ 流と なる。 .1 流 相 合して、 長. 江 大河と な 

る。 希伯來 民族の ii に 成立せ る絕大 なる 彼の 希望の 發達 及び 其の^.^^ 的 理想の 成育 また 之に 同じ 
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きもの ありと 云 はざる ベ からす。 

ュ ダ. T の 歷4^M舉制度惯習は皆此の 將さ に 出現 せんとす る メシャ を根據 とし、 また 之に 向って 着 

々其の 歩 を 進めた る ものに 相逮 なしと 兑 えたり、 時期 滿 ちぬ。 天圃は 近づきたり。 ナザレ 人 耶穌出 

でて 福音 を說 き、 祌の國 の 基 を 開けり。 吾人 其の 榮光を 見る に、 是れ ユダヤ人の 列祖 より 繼 承し 

來れ るメ、 ンャに 非す や。 某お I は歷 ^無くして 出で たる ものに 非す。 彼 は 最も 奇特なる 歷 世の 希望 を 

おひ、 深遠に して：！^ だ 悠久なる m IK を 擔ひ、 絕美絕 高屢々 其の 理想 上の 飛翔 をして 神明の 幽玄に 達 

し、 人類：！ 趣の 秘奥に 通ぜ しめたる 前絕 後の 文樂に ほ 送せられ て、 世に 来れる ものな り。 吾人 此 

の Hi- 督 耶穌を 以て 誰と かせん。 

T-0  1110  it  seems  that  Jewish  history  is  a  great  llllomaly  witliout  tho  ^0^^0« lu 

a  real  incarnation  of  God. 

Jesus  is  the  natural  consunimation  of  tlie  chain  oi  divino  purposes  whidi 

tls-t  liistory  lias  cnlbodied 

基督の 事歷に 於け る 神 異なる 分子、 殊に 其の 復活 

蓋し 福音 傳は 奇跡 異 能の 歷 5^. なり。 祌 異な る 事實の ^4-督傳に於け るは、 宛然 經緯の 如き 關係ぁ る 


ものと す。 二者 並びお する に 非 ざれば、 錦 線の 美 を 織り成す ベから す。 奇跡を棄て/-獨り^*督の言 

論 をの み^する こと 能 はす。 實に 基膂の 性行 事歷は 奇跡 を 以て 成立した る ものな りと 謂 はざる ベ か 

らす。 

天地 は 洪大な り。 宇 苗 甚だ 廣し。 ^り あるの 知 兌 を 以て、 狼り に 超 C 然の 事資を 否定し、 未だ 共 

の 證據を 探究せ. f して、 一 切の 奇跡 談を 斥け、 妄りに 共の 辨論擧 證をも 拒絶 せんとす る は、 倨傲の 

甚 しきものに 非す や。 况んゃ 耶穌の 如き 非常なる 人物 を 以て、 非常なる 歷 3.^, を 承け、 千 九 一 nijf 間の 

非常なる 事實 に扈從 せらる、 もの に 於て を や。 

ギゾゥ 氏 云 はす や。 時の 古今 を 問 はす、 地の 東西 を 論ぜす、 社 食の 狀能 d: 如何ん。 文明の 程度、 如 

何ん に關 せす、 試みに 人類の 心 胸 を 叩き、 其の 靈 性の 底蕴 に訴れ ば、 彼ら は 皆な 此の 耳目に 觸 る、 

世界 を 超越し、 所謂 自然て ふ 一大 活 機に 屬 せざる， 不可思議の 事實、 幽 妙なる 原因 を 信ぜ すん ば あ 

ら ざるな り。 攀 問の 結 ET 駸々 乎と して、 超自然の 域に 進む。 天地の 機 制 的 解說、 渐 やくに して 共 

め 歩を轉 じ、 舉者 多く は 無限 絕對 なる^ 在 者 を 認識す るに 至れり。 物界を 超越し、 E 前の 組織 及び 

理法 を 離れて、 一 大_^ ^在 者に 到達す る は、 人智の 得て 免る、 所に 非す。 祌は 超自然の 者に 非す や。 

祌の弃 在 は 超自然の 事實に 非 やや。 神 巳に 存す。 何 を 以て、 一切 超自然的 を 笑 ひ 去らん と はする 

ぞ。 天地の 開^ は 超自然に 腸す。 誰か 無神論者に 非す して、 之 を然ら すと 謂 ふ も のぞ。 之 を 然らす 

と 謂 はざる もの 誰か また 一 切の 超自然的 を 担 絡 せんとす るか。 噫 自然 は、 超自然の 發現 なり。 超自 

神聖なる 人、 救世の 大師 表  一六 I 
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然は體 なり、 自然 は 其の 影な り。 體 なくして、 影 を 解す ベから す。 超自然 は 自然 を 知る の關 鍵、 天 

地 を解說 する 光明の 出づる 所に 非す や。 

超自然の 存在者 は 直ちに 吾人の 心 胸と 交感す る を 5i べし。 之 を 信す るに 非れば、 宗敎の 本 を 維 

持す ベから す。 吾人の 祈 禱に應 へ、 吾人の 靈性を 感動し、 吾人の 良心 を發 揮し、 吾人と 親密なる 交 

際 を爲す もの は、 獨り 物界に 向って、 無力なる べきの 道理 あるべ からす。 物界に 於け る 超自然の 作 

ffl を 否 定 して、 獨ひ 靈界に 於ての み 之 を 維持 せんと 欲する は、 宛 かも 一人して 矛と 盾と を賣 らんと 

する に 異ならす。 二者 固より 唇 齒の關 係 を 有する が 故に、 到底 其の 存亡 を 共に せざる を 得す。 故に 

見よ、 奇跡 を 否定す る 祌擧者 は、 輙 すく 祈 禱の理 を も 否定す るに 至る。 已に祌 人 交感の 理を 忘却し、 

祈禱を 嘲笑す るに 至れば、 宗敎の 本旨に 遠ざかる こと 甚だしと す。 而 して 其の 說く所 或 ひ は 宗敎哲 

擧の名 を 付すべき も、 之 を 宗敎と 謂 ふ を ST へからす。 其の 所謂 信仰 は 之 を神擧 上の 解說 なりと 稱す 

る を 得べき も、 之 を 基督 信徒の 信仰と 同視す べきに 非ざる なり。 之 を 要するに 宗敎と は 超自然的 を 

信す るの 謂 ひなり。 其の 精神の 貫徹す る 所、 終に 奇跡 を 否定す る 議論と 相容れ ざる ものと す。 宗敎 

を尙 び、 其の 必要 を 信す る もの、 誰れ か、 一切の 奇跡 談を 棄却 せんとす るか。 

西洋 擧の 未だ 今日の 如くに 開け ざり し 頃、 執 迷の 古 癖 家、 地球 說を 非難して 曰く、 若し 此の世界 

をして 一 大圓 球なら しめば、 人畜 家屋 如何にして 地上に 安き を 得る や、 甚だ 笑止 千 萬なる 惟 說に非 

す やと。 此の^ 笑 は 當時學 者の 緻密なる 議論よりも 力 ありし なり。 ガリレオの 苦心 を 要するに 非 ざ 


れば、 一 見 愚なる が 如き 此の 地球 說を 明らかにすろ を S!i す。 十リ； ^の 狡兒 此の 機#を 看破し、 其の 說 

の 意外なる に乘 じ、 之 を 明らかに せんがた めに は、 許 多の 條件 を解說 し、. 其の 關係を 調^す るの 必 

要 ある を 僥倖し、 突然 笑の 武器 を 以て、 博識な ろ 大家の 地球 說を篤 倒せり。 之 を I- くもの、 心の 

平均 を 保つ の遑 なく、 熟慮 靜思 の勞を 取る こと 能 はす、 漫然 之に 雷同して、 左な り、 然 かなりと 附 

和せ り。 今の 奇跡 を 非難す る もの を 昆 るに、 焉んぞ また 之に 類す >c 所た. *t を 知らん や。 isin に 訊 載 

する 奇跡 中 最も 意外なる もの を 取り 来りて 云く、 蛇 一一 一一！： ふて、 人 を 誑 惑し、 悪 艇 俄に 豕の 群に 人る、 

i:!^ 氣紛々 たる 死屍 複た 生に 冋れ りとの 事に して 信 十べ くんば、 天下 何 車ん 信す ベか^ ャ. ろ もの あ 

らん。 無限の 上帝 人となりたり、 TT^, の 耶穌、 實に 全能の 神な りとの 惟說 にして 眞 ならば、 天下 

の 虚妄 悉く 信すべき なりと。 而 して 世人 は 唯斯の 如くに 說く をのみ 聞く が 故に 『ュ 一一 テリア ン』 の 

ま 11 と  « か  ，，   , , 

議論 こそ 信然 に. &,? 幾 からん 、『眞 理』 記者 の 奇跡 論 こそ、 解 說の當 を 得た る もの なれと 賠^す ろに ら 

ん とす。 蛇の 事、 悪魔の 談、 我等 一 々之 を辨護 せんと 欲する に 非す。 我等 は 某 夥敎に 超自然の 分子 

ある を 認め、 聖書に 記載せ る 奇跡 異象の 中心た る耶穌 基督 は、 超自然の^ 在 者に して、 實に 神の 子 

たる を 主張 せんと 欲する のみ。 我等 は 極端なる 『ィ ン スピレ ー ショ ン』 說を 執らす、 叉 聖害は 一 宇 

1 句 悉く 神の 言な りと 信す る ものに 非す。 唯 上帝 は 人 を 救 はんがた めに、 其の 喷の 歷史に 於て、 著 

ろしく 己れ を顯 お》 し、 其の 聖子耶 穌某督 を 世に 降して、 救世の 塞 業 を 成就せ りと 信す ろな り。 噴 ひ 

の歷 お及び 上帝の 顯現 は、 超自然の 禀實 なり。 其の 全體は 奇跡な りと 謂 はざる ベから す。 これ を 論 

Its なろ 人、 救 世 の 大師 表  1 六コー 
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する もの は 彼の 古 癖 家が 地球 說を 排撃した るに 傚 ふこと 勿れ。 妄りに 世人の 驚き 思 ふに 付け入り、 

最も 意外な る 奇跡 談を 拔き來 りて 俗陋の 雷同 を 奇貨 とし、 以て 基 敎の 奇跡 を排擎 せんとす る は、 

公平なる 處 置に 非ざる のみ か、 怯 もまた 甚 しからす や。 祌の 性質 如何ん。 祌と 人との 交感 如何ん、 

人類の 靈性何 を 求めつ、 あるか、 イスラエル 民族の 歷 4- と 其の 所謂 m 〈首なる ものに は 如何なる 解釋 

を 附 すべき か、 耶穌 基督 は 如何にして 生れた るか、 其の 性行 一一 一一 "論 如何ん、 其の 死す る 時の 狀況 如何 

ん、 基督 は 死後に 於て 人類の 歷. a,- と 其の 宗敎 思想の 上に 如何なる 變 化を與 へし や、 基督と 人類の 歷 

及び 其の 歸趣は 如何なる 關係を 有する や。 此の 重要なる 問題に は 目 も 懸けす、 之に 大關係 を 有す 

る 首尾 前後の 事物 を 切斷し 去り、 單獨に 基督 神 子說を の み 非難す る は：^ し て im な る 所爲に 非ざる 

べし。 

之 を 記 錄の證 左に 徵し、 其の 前後の 事 S に n 一ら し、 着 々藤 史上の 研究 法 を 以て、 觀 察すれば、 基 

督は許 多の 奇跡 を 行 ひ、 異能を 現 はせ しこと 明らかな り。 大は小 を 兼ぬべし。 我等 乞 ふ、 最大の 奇 

跡なる 復活に 付きて、 少しく 之 を 論述 せん。 . 

奇跡なら ざる 基督の 事歷 にして 信 や 可 くんば、 奇跡 もまた 信す ベ きの證 左 ありと 謂 はざる ベから 

す。 福音 史の 記す る 所に 據 りて、 基督 傳の 梗概 を 窺 ふ 可し とすれば、 また 同一 の 方法に 據 りて、 其 

の K 活の *s なりし こと も 知るべき なり。 尋常の 事 實は冗 直なる 門徒の 記 錄に據 りて 之 を 信す ベ 

し。 唯 非常なる 出来事 は、 之 を 信す る こと 能 はす。 宜しく 他に 解說を 求めて、 之 を 排除せ ざるべ か 


ら すと。 是れ 我らの 最も 现會し 難き 所の：：^ 解と す。 

茶 1# の 門 9r 其の 復活 を事實 なりと して 之 を：；：^ じたり。 

然ら すん ば 彼ら は 之 を假設 し、 虚妄の S 言 を？ お-うして、 萬 世 を 欺瞞した るな り。 然れ ども 基 骨の 

門徒 此の 惑むべき 欺^の 言 を作爲 したりと は、 事现を 解し、 人 SE に 通じ、 常時の 事態に 明らかなる 

もの ム信 する こと 能 はざる 所な り。 祌擧 上の 議論 は 4^ 早 今日に 於て 此の 死說を 復活せ しむべく も あ. 

らす。 我ら は 此ら陋 見 を 顧みす して 可な り。 基督の 門徒 は 眞實に 其の 復活 を 確信せ りと 云へ ども、 

北ハの 確信 菜して 誤謬な きを 得ん や。 近代に於ける11现說の大家，、、^^^思へらぐ、 復活の 確信 無くん 

ば^,^ の创立 及び 其の 擴 張の 理. H を解說 する こと 能 はざる べし。 復活の 確信 は 基督 敎發 達の 基礎に 

て ありき。 確信 は實 なり、 然れ ども 復活 未だ 必ら すし も實 ならす と。 復活の 談、 事 實に基 かすん 

ば、 門徒 は 如何にして 確：：^ する に 至りし や。 或 ひ は 說を爲 して 曰く、 基督 は 十字架 上に 在りて、 一時 

1^3絕したるのみと。 流血 淋滴 として、 重傷 を 負 ひたる もの、 設令ひ 蘇生す といへ ども、 是れ氣 息 奄- 

^た る 半死の 人の み。  此の 似而非 復活 を 以て、 基 # 敎會の 基礎と せんこと 覺束 無しと 云 はざる ベ か 

らす 。 我等 は n 现說の 泰斗た る スト ラウス の 一 W を 引て 之 を 辯ぜ んと 欲す。 云く 、 半死に して 墓より 

這 ひ 出で、 醫藥の 助け を藉 り、 友人の 看護に 依賴 し、 終に 起つ 能 はすして 死亡せ る ものが、 其 門弟 

子 をして、 是れ 死に 管し 生命の 君な りと 信ぜし めんこと 甚だ 難しと 云 はざる 可ら す。 此の 說は敎 

<!： の 基礎た る 復活の. 確信 を解說 する に 足らざる なりと。 或 ひ は 曰く、 マグ ダラの マリヤ、 愛慕の 情 
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切に して 止む 能 はす、 耶穌の 墓に 詣 でしに、 忽ち 其の 心中に 耶穌の 形 を 見たり との 想像 を 起せり。 

一犬 虛に 吠へ て、 萬 犬 實を傳 ふ、 復活の 談斯に 於て か 起る と。 

然れ ども 我ら 試みに 問 はんとす。 此際 耶穌の 死體は 何處に 在りし ぞ。 若し 依然として 墓 中に 存サ 

しなら ば、 此の 妄想 は 忽ちに して 雲散霧消 せざる を S -。 故に 死體は 他に 移されし ものな らん。 之 

を 移さん には數 人の 力 を. 4 口 はする を 要す。 而 して 之 を 移せる もの は 誰れ なる ぞ。 敵なる か。 否な、 

敵 は 故ら に 之 を 隱 して、 基督の 門徒に 傳 道の 利器 を 作り 與へ ざり しならん。 門徒なる か。 果して 然 

らば 彼ら は  一 II 人の 妄想み-僥倖して、 基 の 復活せ ざる を 知りつ \、  偽の 流傳を 鼓舞した る狡兒 

の 徒の み。 一 婦人の 妄想より、 天下の 最大 勢力た る？^ 會を 現出し、 復活の 確信 をして 萬 古 不易なら 

しむる に 至れる は、 最も 信じ 難き 一大 奇跡に 非す や。 

此 の 他，^ ルス テ ン、 ラ ン ゲ、. ス，^ -T^ ゥ IR> ；寸の 諸氏 は 、 。ハウ 口 がダ マスコの 途上 において 耶穌を 見 

たる は、 自冢 心中の 妄想に 過ぎす。 當初 門徒ら が 耶穌を その 死後に 見たり と 云 ふ も、 亦 之に 類す る 

ものな らんと 主張せ り。 而 して 此の 說を唱 ふるもの 皆な 思へ らく、 バウ 》1 は 極めて 神經 質の 人に し 

5L、 動もすれば 妄想 を逞 ふし、 屢々 異象 を 見た るな りと。 此れ 未だ 深く パ la の 書翰 を讀 まざる の 

41 なり 。 彼 は 智慮 深 黄 にして、 常に 主義 を 守り、 道理に 支配 せらる。 苟く も 感情に 左右せ ら る- -の 

人に 非す。 彼が 頭腦は 頗る 透明に して、 其の 意見 は 甚だ 着 S 謹 厚な りし を 見る。 故に 祌經質 なる，"^ 

^を 以て、 立論の 根據 とする は、 K 史的 に 非 ざ る 架空 の Y^nl に 依頼し て、 確乎たる 復活の 信仰 を 


解說し 去らん と 欲する ものに 非す や。 然れ ども 假 りに 一歩 を讓 りて、 バウ n を 以て、 一 の 極端なる 

神經 の 人と し、 彼は自 〔* ^心中の"， 想に. E りて、 數 年の のち ダマ ス コ の 途上に 耶穌を 見たり とする 

も、 常 初 門 徒が 耶穌の 復活 を 確信す るに 至れる 事. E を 明らかにす るに 足ざる なり。 。「^^の時復活 

の談 は、 已 に 天下に 傅 はり 居た る こと 故、 疑心暗鬼 を 生す るの 现 にて、 或 ひ は自冢 心中の 妄想に. E 

り、 耶穌の 形 を兑る こと もや あらん。 然れ ども 當初 門徒 は 其の 飾 基督の 明白なる 死に 遭 ひて、 失 

落膽、 志氣 沮喪して、 復活の 如き こと は、 夢にも 思 はす、 其の 風聞 を傳 へらる.. -も、 容易に 之 を 信 

ぜ ざり しなり。 彼ら は 如何にして、 之 を 確信す るに 至りし や。 ズゥ n の 信仰 は 門徒の 信仰に. S りて 

說明 せらるべし。 然れ ども 前者 を 以て 後者 を說明 せんとす る は、 順序 を 願 倒した る ものに 非す や。 

何れにせよ、 此らの解說は^^^耶穌の復活を以て、 門徒が 其の 形 を 見たり としたる 妄想に 歸 せざる を 

得ざる べし。 マ グダ- の マリヤ を 首め として、 喊 世の 偉人た る 十 I 門徒、 終に は 五 百 人の もの ども 

に 至る まで、 ^な資 際に 於て は 基督の 形 を 見す、 其の 昔容に 接した る こと 無く、 或 ひ は單獨 に、 或 

ひ は 一 齊に、 自；！ ^の 想像に. H りて、 之 を 見たり と 誤信した りとの 說は、 我等の 俄かに 同意し 難き 所 

なり。 之 を 信す るに 至りて、 妄信の 弊 極まれり と 謂 はざる ベから す。 基督の 門： S 此の 確信に 由り 

て、 大いに 變 化せり。 

ガ，； ITF の 漁夫たり し數 名の 門徒、 基督の 死に 至り、 俄かに 一 變 して、 其の 基督 を 確信す るの 心 

f すべから す。 其の 正義 を 信じ、 天 圃の擴 張 を 望む の 精神 移す ベから す。 彼らの 計圖は 極めて 洪 
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大 雄偉なる ものと なりぬ。 彼ら は 最も 高潔なる 宗敎を 天下に 弘 布す るの 原動力と なりぬ。 失望 落瞻 

の 人、 規摸倭 小な りし 門徒、 忽ちに して、 此の ！ 大變 化を爲 せり。 此の 變化 如何にして 起れ る や。 

我ら は 基督の 復活 を 以てする の 外、 之 を解說 する 所以の もの ある を 知らざる なり。 

當時 の 人 未だ 曾て 其の 反證 を擧 げし こと あらざる なり。 

人 は 最も 鋭利な る 變識を 冇 し 、機智 敏捷 にして、 微 を 探り 、 隱れ たる を 索ぬ るの 才に長 じた 

る 人民な り。 彼らは圑結徒黨のカ^„^た强大なるものぁり。 彼ら は 基督 復活の 該、 實に 其の 敎を弘 布 

する の 利器た る を 知りぬ。 彼ら は 基 の 敎を悪 み、 其の 徒 を 厭 ふこと 蛇蝎よりも 甚だし。 彼ら は 其 

の 敎法 の |g 播を 以 て 、 fu-^ が 闽民 の ： チ：： 點 なり と 思惟せ り 。 彼ら は 復活 の は： 僞を 明ら かにす るの 機會 

を 有せり。 彼ら は 天下 各國に 散在し、 其の 至る ところに 於て、 常に基督敎徒と^§^饑せり。 然れ ども 

彼ら は 一 回 も 其の 反證 を擧げ て、 復活の 信仰 を 撲滅 せんと 八ル てた る ことなし。 斯の 如く ュ ダャ, 力 

沈默 主義 を 守りて 基督の 復活に 對 したる は、 如何な る 故ぞ 0 

上に 述べた るが 如き 理由 ある を 以て 人 は 復活に 反對 する を 好 まざりし かど、 所謂 異邦人に 

至りて は然ら す。 彼ら は 復活 談 のために、 基督 敎に 反對 したるな り。 ァレヲ 山に 於け るァ テンス 人 

を la よ、 宗敎 論、 有祌. 說 より 漸 やく 進みて、 基督の 復活 を說 くに 至り、 彼ら は f 之 を 厭悪す るの 

狀を 示し、 熱心なる ズ I ゥロ を棄て \ 顧み ざり しに 非す や。 之 を 要するに、 復活の I 事 は、 異邦の 傳 

道に 不利 を與 へしこと 少 小に 非チ。 然る を 何が 故に、 門徒 は 此の 確信 を间 執して 動かす、 之 を 普ね 


く j^sE に 傅へ て、 毫も 屈する の 色な かりし や。 盖し 彼ら は 復活の 事實を 俗す る こと^だ 厚く、 此の 

1 事無くん ば、 萬 苦 を！ n して、 傅^に 從 事すべき の必. 耍 ある を 見 ざり しが 故な り。 、王の 日 如何にし 

て 設けられし ぞ。 復活 を 以て 北ハの 起原と せ ざれば、 其の 設立 を 解す ベから す。 晚餐 洗禮の ニ禮、 如 

何に して 設けられし ぞ。 復活に 非 ざれば、 其の 起 2； を 明らかにすべ からす。 基脊敎 徒の も、 主 

の 復活に 非 ざれば、 其の 基礎と すべき もの ある こと 無し。 鳴 呼 復活の 確信 は、 基哲^«の起原なり。 

ぽハ實 の 復活 は、 此の 確信の 起原な りと 謂ざる ベから す。 

此の 祌奇 なる 品性 を 具へ、 1^， 約の W 言 を 負 ひ、 復活して 死に 勝ちた る 基督 は 誰れ なる か。 バウ 口 

よ^ 力へ  HTT、  / 

之に 答へ て 曰く、 此れ 聖 善の 靈 性に よれば、 復活り たるに. E りて 明らかに 祌の 子た る こと 顯れた 

りと a 

附言 近代の 反對家 T^、  ，t<^p^l ス、 T3I、  l、「H ン， r ル、 カイ ム 等の 復活 を 論す る を 見 

るに、 諸氏の 說ぐ 所、 暦 一 暦 次第に 着 實穩當 なる 方向に 進みたり。 復活の 確信 を虚僞 なりと す 

る 極端 論 は、 誰 一人 之に 黉成を 表する もの 無く、 此の 確信 は 敎會の 創立 を說明 せんがた めに 

最も 必耍 なりとの 說 大いに 其の 勢力 を 占む るに 至れり。 の 如き は 更に 一 段の 逸歩 を爲し 

て 曰く、 死後に 於け る 基督の 顯現 は、 よし 復活す る 身 體の實 際に 現 はれ ざり しもせ よ、 して 

門徒 等が^ 中の 妄想に 非す、 彼らの 信仰 を 堅 E ならし めんがた めに 顯 現せる 客観的の 事赏な 

りと 0 
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耶稣 基督の 自證 

基督の 神性 を 担む もの \ 時として ー百ふ 所 を 聞く に 曰く、 十九 世紀 は 人智 開 達の 時代な り。 基督の 

祌 性を阁 執し、 所 IS 正統の 敎现を 主張す る は、 時勢に 後れた る ものに =Sir\ ^やと。 此 は淺雜 皮相の 陋 

見の み。 宗敎 思想の 實相は 全く 之と 背反せ る 方針に 向って 進行せ り。 何故に 『ュ 一一 テリアン』 の 徒 は、 

囂々 丼の 議論 を發 表する か。 之に 對 する ^督祌 性說 甚だ 堅固に して、 千古 變ら す、 其の 生命の 依然 

たる を 以てに 非す や。 彼の熱信なきー 穩^：^舉的なる孤獨ぉ祌論、 若く は 偏 现說 が、 往々 にして 稍北ハ 

の 生命力 を 現 示す る こと ある 所以の もの は、 其の前後左右に汪洋充溢せる正統：1:^仰の活澄なる反抗 

力 あるに 激 せら るれば なり。 

加 之 今ョの 祌擧は 次第 に 基督 を 宗 とす る の 倾 向を增 加し、 世の 系統 祌擧は 基督 を以 て 其の 中 心と 

爲 すに 至れり。 我等 を 以て 之 を 見る に、 も 來 未だ 曾て 見ざる 程に 基督 的なる 神 寧の 勃興 まさに 今日 

に 在り と 謂 はざる ベ か らす。 彼の 偏 理說の 如き は 此 の 愉快なる 時期の 到來す ベ き 準備に 非. f . や 。 

バウ n 慨然と して 曰く、 我 さきに 益 ありと 爲せ しこと は、 基督に. E りて 担な りと 意へ り。 然 かの 

みならす、 我れ わが、 王 基督 耶穌を 識るを 以て、 最も 優れる こと、 する が ゆ ゑに、 凡べ てのもの を揖 

た S- ひと  ：  Bt 

とす、 又 曰く 我らに は 惟一り の祌 すな はち 父 あるの み。 萬 物 之より 生り、 我ら 之に 歸す。 又 一 りの 

主すな はち 耶穌 基督 あり。 萬 物 之に. E り、 我ら もまた 之に. E れり。 又 曰く、 此は 天に 在る もの 及び 


地の 下に 在る もの をして 悉く 耶穌の 名に 出り て 膝 を：： w めしめ、 a つもろ くの 舌 をして 悉く 耶穌碁 

1^ は、 なりと 稱揚 して、 父なる 神に 榮を it せしめん ためなりと。 是れ獨 り 使徒：^ ル のみなら す、 凡そ 

基^ 敎徒 たる もの 义双異 口 I:!: 昔に 赞 1!!; を 表示す る 所な り。 今 ま敎^ の信舉 する 基督 は、 神の 獨り生 

み 給へ る聖 子に あらす して 何ぞ。 

0 の 如くに 無 救なる 聖賢 哲人 の 設言は 枚擧す る に 追 あ ら ざ るな り 。 我ら は 基督が 自ら 證 言す る 所 

を聽 かんと 欲す。 

耶穌 門 徒に ふて 云く、 人々 は 人の子 を 誰と いふ や。 ベ ITT 答へ て 一 K  く、 汝は 活ける 神の 子 基 

なりと。 耶穌 云く、 ョナ の子シ モンよ、 汝は 福な り、 血肉 之 を汝に 示せる にあら チ。 只 天に 在る 我 

父、 之 を 示せるな りと。 見るべし 基督と 祌の S1 に は、 眼 を 以て 見る ベから す、 知  = を 以て 悟る ベから 

す、 神. E ら 之れ を 門徒の 靈 性に 示す にあら すん ば、 知る K1 を 得難き 秘奥なる 關係 ありて 存す。 是等 

の 文 を 以て 只现想 的の 人物 を 描きたり とする 偏理 説の 見解 は 、 尤も 邪曲なる 批評の 什 方な りと 云 は 

ざる ベから す。 

又 云く、 其 日 其 時 を 知る！ l<f は、 只 我 父の みなり、 天に ある 使 も、 子 も 誰も 知る ものな し。 又 聖書. 

に 云く、 パ リ^-ィの人第まれる時、 耶^ 彼等に 問 ふて 云 ひける は、 爾曹， キリスト について 如何お も 

ふ 乎、 これ 誰の 子なる か、 彼等^, ェ V に 曰け る はダ， ビデの 裔 なり、 彼等に 曰 ひ-ける は、 然ば ダビデ 

I  i い；  あしだい 

靄に 感じて 何故 之 を 主と 稱 へ し 乎、 ダビデ 一 W 主 わが 主に 曰け る は 我汝の 敵 を 雨の 足 奪と なすまで 我 

种聖 なる 人、 救世の 大師 表  一七 1 
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が 右に 座すべし と、 然ばダ，^^*ーカ旣に之を主と稱 へ たれば 如何で その子な らん 乎と。 

又 云く、 爾曹 心に 憂 ふる？ - 勿れ、 祌を 信じ 又 我 を 信すべし と。 是れ 人の 言なる や。 又 云く、 すべ 

4； がく  «a 

て 疲れたる もの、 亦 ®i きを 負へ る もの は 我れ に 來れ、 我れ 爾を 休ません。 我 輕を負 ひて 我れ に 傚 

へ、 爾曹 心に 安き を 得べ し。 我れ よりも その 父母 を 愛する もの は 我に 協 はざる ものな り。 我れ より 

も その子 女 を 愛する もの は 我に 協 はざる ものな りと。 人類に して 斯 くの 如き 言 を發 する もの は、 狂 

愚に あら ざれば 大奸 なり。 又 云く、 王 答へ て 彼らに 云 はん、 我 まことに 爾曹に 吿ん、 旣 に爾曹 わが 此 

とち さ WW ふ  ゝ 

兄お の最微 者の 一人に 行へ る は卽ち 我に 行 ひしな り、 遂に また 左に をる 者に 曰ん 罸 せらるべき 者 

よ、 我 を 離れて 惡 魔と 其 使者の 爲に備 たる 媳 ざる 火に 人よ と。 盟に此 言 をのみ 聞く 時 は、 その 意味 

を 了解す る に 苦む K 一な らん。 然れ ども 旣に 論述し たる 事項に 照して 之 を 熟思 すれば その 意義 甚だ 

明瞭に して 公問敎 きの 信じ 来れる 祌の g^, 子 キリス ト は、. 實に彼 自らの 識と 異なる 所 ある を 見す。 

^ は その 自ら 設 言す る 所に よりて 活ける 祌の子 基督た る を 知る ベ きなり。 (次に ィ ンカ ー ネ ー シ ョ 

ンの 秘義を 論じ、 トリ-一 チ ー の 妙 理を親 はんと 欲す) 

神人 交感の 理 

宗敎は 人の 天性に 出づ。 水の 使き に 就く が 如く、 草木の 日光 を 慕 ふが 如く、 心性の 外界に 對 し- 

て、 おの づ から 其の 理を 窮め 其の 美 を 愛する が 如く、 疾痛慘 潜 之を旻 天に 評  へ、 勵精 克己して 理想 を. ^ 


S 仰し 形而上の 事物に 心 を用ゐ て、 有形の 世界 を 超^せん と 欲する は、 ：大 下の 人の aw おなりと 謂 は 

ざる 可ら す。 而 して 人類の 禮拜 すべき 神と は 如何なる も のぞ。 其の 戴 妙なる 交感 を 通じ、 其、 の宗敎 

の 性を滿 足せし むべき 上帝と は 如何なる もの を 謂 ふか。 拜 すべき ものに 關 する觀 念の Jl!l^」 異は、 人類 

の發 達に 於て、 著明なる 差異 を 生ぜ すん ば あらす。 一 國 のうちに 行 はる、 文明の 性質 及び 逍 おわの 

位 は、 其の 人民が 上帝に つきて 懐抱す る 所の 觀 念に. 5 りて、 影響 を與 へらる 、もの 少 からざる な 

り。 亞. 1" 亞歐羅 巴の 文明に 天地の 差異 ある は、 其の 原因 一 にして 足らす。 然れ ども 宗敎 上の 懸隔 を 

以て の 最も 有力なる 原因な りと する も 何の 不可 か あらん。 プロ テヌス 口ぐ、 

"1 am  striviuj?  to  bring  the  God  whicli  is  -within  me  into  harmony  with  the  God  メ vhicli i 

in  tiie  universe.- 

. 吾人が 心性に 於て 渴 ¥ る 所の 上帝 は、 外界に 於て 發兒 する ものと 相 同じき か。 吾人の 奉 敎心は 

ホウ リネス 

大 能力 を 尋ね、 圓滿 なる §„i 義を 求め、 無限なる 愛 を 慕 ふ。 茫 たる 此の 天、 漠 たる 此の 地、 吾人の； か i 

性に 向って、 如何なる 感 應を與 ふるや。 哲 學の發 明に 出づる 有神論 は、 人類に 示す に 無限、 水 在の 愛 

を 以てする こと を 得る や。 基督 敎を 奉せ ざる 哲人 ブ 口 テヌス は 冥想 回 思 の 間に 端な く此 の 大な る 疑 

題に 接 到して、 大いに 其の 解 說に勉 めたり。 唯物論 者の 物體、 折：： の 不可 識、 凡 神 論者の^ 有 成 

立、 孤獨 有神論の 祌、 佛 徒の 眞如は 果して 攝 性の 求めに 應じ、 之 をして 堅！： なる 滿足 を懷 かしむ ろ 

を 5£ るか" 
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神と 人と 互 ひに 相容れ ざる ものに 非ず  、 

砷人 交感の 理は 宗教の 大義な り。 此の 理 立ざる とき は、 宗教の 大義 減す。 宗教の 存在 を F: 當 なり 

とせば、 其の 欠くべからざる の 要素た る祌人 交感の 理 また 正 當 なり-と 謂 はざる ベから す。 無 祌を木 

旨と せる 佛敎 も、 其の 認めざる 神人 交感の 现に 依頼して、 其の 奉敎の 制度 を 維持し、 辛うじて 衆生 

の 信仰 を繁 ぎた るな り。 

己に 祌と 人と 相 交感す る を 得べ しとせば、 此に 一 一 者の 互に 相 背き 相容れ ざる ものに 非ざる こと 明 

ら かなり。 神の 性 は圓滿 なる 愛な り。 人類 は祌を 愛する に 由り て、 其の 性分 を 同う する こと を 得 可 

し。 神 は 人 を 愛す。 人 は 神 を 愛する こと を 得。 二者 相 遠から す。 實に相 近き つ- <ぁ るに 非す や。 宗 

敎 にして 正當に 存在す る を 得 可 くんば、 絕對 無限の 神性と 有限なる 人性と は 互 ひに 和合す る を 得と 

謂 はざる ベから す。 人性 は 上帝の 充ち 足れる 威 德を容 れんがた めに 造られた る ものな り。 故に 之 を 

契合す るに 非 ざれば、 結局 滿 足す るに 由な き 希望、 人の 心 胸に 充溢せ り。 されば 神と 人と 其の 差異 

無限なる がた めに、 神人と 爲れ りて ふ 敬虔の 秘義を 担 絶 せんと 欲する もの は、 一 を 知りて 二 を 知ら 

ざるの 見解な り。 

た ひと 

唯一 りの ほかに 善き ものな し、 祌は即 はち 是れ なり。 

日 や 月 ゃ運轉 して 息ます。 水流れ、 風 吹き、 雷 激し、 地震 ひて， 萬 物の 活動す る、 其の 力 幾何な 


る を. 讽る ベから す。 上帝 は實に 全能なる ものに 非す や。 g: 時 行 はれ、 ^55物百す。 仰いで 天の 象 を 

觀、 f て 地の 现を 察すれば、 妙なる m 心 想； 54、 の 間に はる。 祌は智 に 非す や。 =K の 人事 を 按排 

し、 歷 史 を攝理 する に考 へ、 吾人の 德 性に 徴す るに 祌の性 は義に 非す や。 吾人の 周 圍を視 るに 實と 

现と 常に 相隔 り、 行 ふ 所 多く は 期す る 所に 違 ふ。 人間の 實際 は、 其の 理想 を 去る こと 遠し。 善は最 

も實 なるべき ものな り。 義 は必ら すれすべき ものな り。 然るに 人類に 就て、 之 を 論 すれば、 天下 3 呉 

の 善な く、 確實 の義 なし。 其の 之 ある は 吾が 方寸の 間に 懷抱 する 理想に 於ての み。 ra^ して 然ら 

ば、 是れ 道義の 觀 念に 於て 限りなき の遣憾 なりと 謂 はざる ベから す。 空想の 善、 實 なきの 義！、 吾 

人 は を 失って、 波間に 漂 ふ 船の 如し。 無祌 論を是 とする もの は 勢 ひ 此の 心 元な き 地歩に 立ちて 道 

義を 修めざる を 得す。 祌を 信す る もの は然ら す。 祌 は圓滿 なる が 故に 發 達の 必耍 なきの 義、 完全な 

るが 故に 消長すべからざる の 1SJ を 有し、 昨 曰 も 今日 も 永遠に 變る まじき 意志 を 具 ふ。 其の- M々 たる 

威容 千秋^ 古 無限の 世に 達す。 此の 信仰 は 大いに 吾人 を 鈹 舞し、 吾人の 志 氣を勵 まし、 また 吾人 を 

して 肅 然として 形 を 修め、 儆 然として 大ぃ に 崇敬す る 所 ある を 知らし む。 

神の 性 は 愛な り。 愛 は孤獨 なる ものに 非す。 必らす 交感 相 通の 理に 由り て、 其の 本来の 目的 を 全 

うせんと 欲す。 プレ トウ 言 はす や、 善 者は獨 りに 滿 足せす、 自ら を與 へんと 欲する ものな り。 之 を 

譬 ふるに 光明 遍 照なる 太陽の 如き か。 蓋し 太陽 は 物 を 明らかにする のみに 非す、 萬 物に 與 ふるに 溫 

敎-; 生命 を 以てすと。 神 は 能力の みに 非す、 智 のみに 非す、 絕對 なる のみに 非す、 即ち 其の 本性 愛に 

神《 なろ 人、 教 世の 大師 表  一七 五 


神聖なる 人 、救世の 大師 表  一七 六 

して、 自ら を 他に 與 へんと 欲する ものな り。 祌は 愛な り。 故に 人 之と 親しむ こと を 得べ し。 然れど 

も 何 を 以て 其の 愛た る を 知る か。 之 を 萬冇に 問へ。 總々 林々 たる 森 羅萬象 は、 其の 豐富 限り ある を 

知らす。 我に 與 ふるに 粟 を 以てする も 神に 於て 何 か あらん。 我に 與 ふるに 空氣を 以てする も、 神に 

於て 何 か あらん。 我に 與 ふるに 此の 生命 を 以てする も、 祌に 於て 何 か あらん。 造化の 恩、 攝现の 

惠、 大 ならざる に 非す。 然れ ども 之 を 以て 神の愛 を 知らん と 欲する こと は 未だし。 猛火 炎々、 高樓 

忽ちに して 灰燼に 歸 せんとす。 樓 上の 一 窒に 嬰兒の 安眠せ る あり。 衆 其の 危うき を 呼 はる 聲の 下よ 

り、 突然 烟 のうちに 身 を 跳ら せ、 火炎の ために 其の 髮髮 焚かれ、 生命 を 犠牲に 供す る を も 厭 はす、 

萬 死 を 冒して、 之 を 救 ひ 出す もの あらんに、 誰か 之 を 以て 其の 愛の 發 現なる を 疑 ふ もの あらん や。 

吾人 は 如何にして 神の愛 を 知る か。 造化の 理を 推し、 世界の 狀況を 究めて、 能く 神の愛た る こと を 

かたち  ひと 

證し 得る か。 神の 體 にて 居りし かど、 自ら 其の 神と 匹し く ある 所の i を棄て 難しと 思 はす、 反って 

しもべ かたち 

己を卑 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如くな りたる 基督 耶穌 あるに 非 ざれば、 上帝の 愛 は 永遠に 知られす 

して 止まん とす。^^^ 曰く、 夫れ 義人の ために 死ぬ る もの 殆んど 稀な り。 仁者の ために 死ぬ る こ 

と を 厭 はざる もの もや あらん。 然れど 基督 は 我らの 尙ほ 罪人た ると き われらの 爲に 死にた ま へ り。 

祌は 之に 由り て 愛を彰 はし 給 ふ。 基督 神 なれば こそ、 其の 痛苦 患難、 犧牲獻 身の 行 は、 非常なる 勢 

力 を 以て、 神の愛 を 人心に 顯彰 する こと を 得る なれ。 基督 を 人類に 外なら すと すれば、 叫 ハウ 口 の 論 

理は 頗る 薄弱に して、 文章の 轉合 甚だ 妙なら ざるに 似たり。 利己の 念 胸^に 王た る こと 巳に 久し。 


之に 克っは 一 大 革命に 非 ざれば 能 はざる なり。 仁義の 敎、 五常の 訓誡 を 以て 人 を 感化 せんと 欲する 

は、 なる 索 を 以て 金剛力 士を辣 せんと 試みる に異ら す。 祌 人と 爲 りて、 自ら を 犠牲に 供せ りて 

ふ 都 wlf の ほかに 利己の 念 を 征服すべき もの あらざる なり。 .fn 來有祌 論者 多し とす。 然れ ども 神なる 

基督の 權牲に 感激す る こと 無くして、 能く 一  身 を 神に 獻げ しもの ある を 聞かす。 彼の 『ュ 一一 テリアン』 

の 徒が. ぽ 際の 宗敎に 疎なる を 見ても 之 を 知るべき なり。 

子なる 神な くば 神の愛 全き を 得ず  . 

祌は 愛な りと 云 ふ。 蓋し 愛 は 有心 者の あ ひだに 起れ る 相 通 交感の 義に 非す や。 神 まことに 愛に し 

て、 愛の 義 また 交通 相 感の關 係に あらば、 永遠なる 神の愛 は、 之に 相當 せる 目的 を 有せざる ベから 

す。 神 は 自らのう ちに 在りて、 其の 愛の 目的た る 有心 者 を 得すん ば、 獨り 己れ の 外なる 世界に 向つ 

て、 共の 愛 を 交換す るの 必要 ありと 認めざる を 得す。 世界 未だ 全から す、 天國は 近け るの み。 よし 

全きに 至る も、 世界 能く 上帝の 愛 を 全うする を 得べき か。 此の 疑 題 あるの みならす、 今日に 於て 神 

の 愛 は、 將來に 待つ 所 ある 希望者の 地位に 立てる ものに て、 未だ 理想と 實 際と を 一 致 和合せ しめた 

るに 非ざる なり。 蓋し 上帝 自 から 足りて、 外に 待つ 所 無く、 愛の 交感う ちに 充盈 して、 而 して 後に 

萬 類 を 生じ、 其の 慈愛 を 外に 發 表する を 得ん。 愛の 交感う ちに 充足せ すして、 萬 類 を 作る とき は、 

是れ 愛の 本性 止む 能 はす、 己れ のために 爲 したる ものに 非す や。 此を 以て 觀れ ば、 神 自らのう ちに 
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圓滿な る 愛 の 目的 を 有し 己れ に 足りて、 外に 待つ ことな き 愛 の 交感 を 全うす べきの 理 明かな りと 謂 

はざる ベから す。 

何 を 以て 神 を 父と 呼ぶ か 

基督 若し 神の 無始なる 聖 子に てあらば、 神 は 固より 父に て あるな り。 神の愛 は 人類の 生ぜざる 前 

より 疾 くに 交感の 用を爲 しつ、 ありし な ひ。 神 は 人類の 父と 稱 せらる k を 待ちて 父た るに 非す。 其 

の 父た る は 無始の 世より す。 基督 祌に非 すん ば 如何にして 交 親の に 神の 本性た る を 知る こと を 得 

ん。 祌 自らのう ちに 冇 心的の 區刖 ありて 愛の 交感 を爲す こと 無くば、 交 親 慈愛 は 天地創造 のまへ に 

創 まれり と 云 はざる ベから す。 神の 能力 は 無始な り。 其の 思想 も 無始な り。 唯 其の 父た る こと 無始 

に 非す。 斯の 如き 神 を 父な りと 稱 すれ ども、 E でかに 造化 者た る こと は 其の 第一 義 にして、 父た る こ 

と は 其の 第一 一義に 屬す。 吾人 は 能力 思想に 本け る 愛 を 見る。 然れ ども 愛に 基け る 神の 能力 思想 を認 

むる こと 能 はざる なり。 孤獨 なる 神 を 父と 稱 する も. 北ハの 語獨 りおして、 其の 玄妙なる 意 旨 は疾く 

-に 失せたり と 云 はざる ベから す。 永 在なる 祌の 子を棄 つると き は、 父なる 神て ふ 意義 甚だ 微かに し 

て、 單に之 を絕對 無限 全能 全智なる 神と して 崇拜 する の 精神の み獨り 胸中に 遣り 止らん とす。 之に 

反し、 子なる 神に. H りて、 父なる 神 を視、 父なる 神に 由り て、 子なる 祌を瞻 ると き は、 交 親の 神、 

慈愛 上帝、 吾人の 心を溫 かに せんとす。 父なる 祌てふ 語の 意 3 曰を擴 張して、 此の 神妙なる 點に 進ま 


しむと 然ら ざると は、 .： 一： 小敎の 上に 關係 する もの 大 なり。 共の 性の 求めに 應す るに 至りて、 ： 栄淺冷 

熱の *r  壊の みに 非ざる なり 

神顯 現して 人と 爲らざ る ベ からず 

神人 交感の 现は a; "性の 一 大事 實 なり。 神を受 くべき の 人、 人 を 愛する の祌、 一 一 者 明らかに 存し 

て、 共の 〔は は 胡越齊 ならす。 神 を 容る& に 非 ざれば 滿 足せす、 之と 交 親す るに 非 ざれば、 共のお 

性 を 全うすべ からざる 人類 此に 在り。 彼の 希望 は 徒然に： t して 止まん か。 彼の 戴 性は廢 物に 羼 して 

終らん か。 斷 じて 然ら す。 神 は 己れ と 人類の 間に 交通 相 感の路 を 開き、 人類 を S: して、 其の 性分 

を 全うせし めんと する や 蓋し 疑 ふべ からざる なり。 人の 穀性 如何にして 動かさるべき か。 盲人に 向 

つて 思想 を 傅 へんと 欲する もの は、 彼が 狀況に 適合せ る 方法 を 取らざる ベから す。 者に 敎 ふると 

ころ あらんと 欲する もの また 然り。 ； t 若し 人に 敎 うる 所 あらんと 欲する に 至りても、 其の 理 一な 

り。 神 は 人に 山り て、 人を敎 へざる 可ら す。 モ， 'セの 如き K 言 者 は 神の 意 旨 を 承け て、 之 を 人民に 

傅へ たり。 然れ ども 乇 ー セに 非す、 Iwi 一一 一一 口 者に 非す、 實に 神の 子 自ら 人間に 降りて、 上帝 を顯 おし、 

人類に 示す に 其の 意 3：： を 以てする こと あらば、 天啓の 目的 此に 於て か 全た しと 謂 はざる ベから す。 

吾人 は 暗中に 物 を 探る が 如く、 揣 摩して 上帝 を 求め、 共の 光明 を 尋ねつ.、 ありし が、 彼の 藤 史上の 

の 言 を聽 くに E く、 凡て 勞れ たる もの また 重き を 負へ る もの は、 我に 來れ。 我 雨ら を 休ませ 
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きた 

ん。 我れ 父よ ひ 出で て 世に 臨れ り、 雨ら 心に 憂うる 勿れ。 神 を 信じ また 我 を 信すべし と。 是れ； t 入 

交感の 道 を 開かん が爲 めに 世 に來れ る 神の 子 に 非す や。 人と なる に 非 ざれば 人と 語 る f  J と 能 は ざ る 

べし。 基督 は 祌の肉 體に顯 現せし ものに 非す して 何ぞ。 

0  Silul,  it  shall -s 

A.  Fncc  lilccj Inv  一. "Ice  that  rcHJtnvcs  thee  ;i  二 i l-ko ーこ 111C-, 

Tll:u  shiilt  love  : 二 1 二 1> つ loved  hv,  fm-  over:  a  like  tliis  hand 

Shall  throw  open  二- 1-  .li.atl>s  of  n3v lil. 一- to  ti-l>c! 

Sw  the  Christ  stand  ！ 

之 を 倫理に 徵す るに ドル ネル 曰く、 上帝 人 を 導く に 唯 靈氣の 感動 を 以てする とき は、 其の 道德上 

の發育 自由に 出づる f  〕 と を 得す。 彼 は 知らざる 間に 其の 感覺 意向 を 動かされざる を 5^ す。 外部に 現 

はれし 啓示に 由り て、 其の 德 性に 訴へ、 其の 靈性を 刺激す るの 場合に 於て は、 意志の 自由 を 害 はる 

る ことなく、 道 德の發 育 自然に 出る こと を ん。 イン カネ ー、 ン ヨンの 理、 道 德に關 する もの 少 から 

ざるな りと (f^p 一一)。 上帝た 聖霊の 作用に 由り、 冥々 のうちに 働きて、 人を董 •： 陶敎育 するとき は、 

人の 自由 幾分 か 害 はる k もの 無き を 得ざる はド ル ネルの 言 へ る 如し。 聖靈 何故に 基督の 歷史 を俟て 

人 を 感化す る や。 何故に 基督の 死して 復生 せし 後に 非 ざれば 聖靈の 降臨 著明なる を 得 ざり しゃ。 蓋 

し 各人の 意志に 對し. て、 客觀 的に 感化 を與 ふべき 外部の 出来事、 若しぐ ば 有形の 顯現 ある. に 非 ざれ 


ば、 架ぬ M の 恩 化；.：^ 常に 人心 を 動かすべからざる もの ある を 以てに 非す や。 神 は 全能なる 作用に 由 

り、 一;)ハ 々のうちに 突如と して 人の 靈魂を la^ 新せ す。 。ハ，，^^云はすゃ、 信仰 は 問く より 出で、 聞く 所 

は 神の 近に. S れる なりと。 上帝の 感化 を 受けて、 尙ほ a つ 倫理の 體面を 保存 せんと 欲すれば、 祌人 

Si に顯 現して、 其の 慈愛 一の 歷 史上の 勢力と なり、 以て 共の 取 拾 を 人の. E-H に 任せざる ベから す。 

^督は 新 天 新地 開 創の 元首 

人の^ 現 を t 付つ に 非 ざれば、 地の 變遷 し來る ™- 出 を 解す ベから す。 第一 の T7:<^ 世に出で て、 靈 

を 以て 體 質に 合し、 共の 子孫 綿々 相總 きて 今日に 至れり。 吾人 は 何 を 以て、 今の 人類の 如き もの k 

外に 靈 妙なる お 在 者 出です と 謂 ふ を 得ん や。 第一 の アダム 已に 禽獸と 特殊なる 要素 を 具 へ 、 而 かも 

其よ ひ 以往に 現 はれた る 生物の 歴史 を 承け、 之と 大差な き 肉體を 以て 出で 來れ り。 今の 人類 また 漸 

次變遷 進化して 新たなる 模形 を取ゥ 大いに 今と 異なりた る 有様に 入らん とす" 蓋し 人類 は 今日の ま 

まに て 永 結すべき ものに 非す。 若し 此の 陳 條 なる、 罪悪なる、 有様に て 終る ものと せんか。 五 n 人 は 

相 率 ひて、 黻世 者の 徒と ならん に は 如かす。 

^は 進みつ k あり、 救 はれつ k あり。 种肉體 を 取り、 世に 降りて、 第二の 人， 恥と はなり ぬ。 彼 は 

道な り、 眞寶 なり、 また 生命な り。 凡そ 信仰に 由り て、 之に 接續 する もの は、 ^种の 子と なるべき 

% を與 へらる。 彼 は 生命の 糈 なり、 之 を 食 ふ もの は 限りなき に 生きん とす。  之に. ra りて 萬 
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^よ.^ ら たり。 天に 在る もの、 地のう へに 在る もの、 人の 見る こと を 得ざる もの、 或 ひ は 位 ある 

もの、 或は 主たる もの、 或は 政 を 執る もの、 或は 樣诚 ある もの、 萬 物 之に 由 ひて 造られたり。 a つ 

造られた る は 之が 爲 なり、 彼 は 萬 物より 先に 在り、 萬 物 之に. E りて 存っ こと を 得るな り (哥羅 西 一の 

一六、 七： *。 此の 末の 日に は 其の 子に .5 りて 我らに 吿げ たまへ り、 神 は 之 を 立て k 萬 物の 嗣 となせ り 

と。 大 いなる かな イン カネ ー シ ヨンの 道 や" 

. ^は 基督の 品性、 復活、 預言、 自證 等に 由り て 略ば 其の 神た る こと を證 し、 本篇に 於て、 『インカ 

ネ ー シ ヨン』 の 妙理と 人の 靈 性と 互 ひに 契合す る 所 ある を說 きぬ。 尙 基督 祌性 論の、 宗敎 上の 生命 

に 及ぼす 實 際の 影響 を說 き、 併せて 『トリー 1 チイ』 の 敎现を 論ぜん と 欲すと いへ ども. 都合 ありて 

止む を 5 恃す、 一 B 一 此處に 本論の 局 を 結び、 不日 之 を 訂正 刪 補して 一 小冊子と 爲 さん 時 を 待ちて、 更 

に 以上の 題目 を 講ぜん とす。 讀者 之を諒 せよ。 

(一八 九 1 年 一 〇、 二、  一  二； 《  木 評論) 


罪 惡とは 何ぞゃ 

人，夫れ^^」^|5-教を信するも の 及び 之 を 求む る もの、 問に 最も 不明瞭に 考 へ られ ほ-る 事柄 多し と雖 

も、 罪. B の 如く^だ しき も あるべ からす。 或は 基督 敎を 以て 一 稷の倫 现說の 如くに 誤解す る もの 在 

る は揮惡 に關す る觀念 の 充分なら ざる ためな らん。 蓋し 醫を 求む る も の はた 疾 ある ものの みな 

り。 罪悪の 事に して 明かに 知られ、 深く 感ぜら る k に 非 すん ば、 基督の 完き 人物なる を說 き、 社會的 

應 W の： 福音 を 喋々 し、 神の愛 を唱へ 之と 交通す るの 大道 を宣る も 靴 を 隔て &痒 きを 搔 くが 如く、 怫作 

けて 魂 を 入れざる 類に て、 鳴る 鐘 や 響く 1; 欽 に異ら す。 是の 如く なれば、 到 嵌耶穌 基督の 救 ひを感 

得する こと 能 はざる べし。 故に 我等 は 此れより 數章を 重ねて 罪悪 を 論ぜん と 欲するな り。 

罪悪 は 人生の 一 大秘義 なり。 智慧 を 以て 之 を 悟り、 擧を 以て 之 を 解く ベから す。 富 も 之 に 勝た 

す。 王者 も 之が 奴たり。 共の 勢力 は 吾人のう ちに 在り、 外に 在り、 上に 在り、 また 1 に 在り、 滔 

滔 として 其の 底止すべき 所 を 知らす。 

罪悪 如何にして 起れ るか、 また 何が ために 世に 存す るか。 此 は祌學 及び 哲擧 の大 問題に して 雲霧 

の 立ち 掩 へる 海原の 如く、 之 を 測 知す る こと 頗る 難し。 之 を 研究す る は 恐らく 終生の 業な らん。 現 
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在の 生涯 を 以てする も尙ほ 足らす して、 其の 擧問は 遠く 來 世にまで も延 及す る ことならん。 設令 如. 

何なる 難題の 之 を圍繞 する にもせ よ、 我等 は 己の 分に 應じ、 聖書に 於て、 また 理性に 於て 顯彰 せら. 

る、 天 牖の光 を 振り 照らして、 謙 遍の心 を 抱き、 決然と して 其の 研究に 從事 せざる ベから す。 擧者 

の 責任、 固より 是の 如く あるべき 害な り。 

然れ ども 罪悪の 救 ひ は 罪悪の 硏究 よりも 大 いなる ものな り。 敬祌 (レリ ジョ ン) の實 は祌舉 より 

も高尙 なる ものな り。 罪悪の 起原 及び 其の 解說に 伴へ る秘 義は畢 問に 屬す。 行って 餘カ あらば 以て 

文を擧 ぶべき のみ。 且つ 行 ふは擧 ぶの 一 要素に 非す や。 我ら は 祌擧を 重ん す。 然れ ども 敬神の 道 を" 

重ん する こと 更に 甚だしき もの あるな り。 故に 我ら は先づ 罪悪て ふ事實 を觀 察し、 其の 有様 を 明か 

にして、 福音の 救 ひ を 感得す る 一 助に 供 せんと 欲す。 神學 上の 議論 は 之 を 他日に 譲る を適當 とす。 

罪 惡は許 多の 鬼 を 結べる 災禍の 樹 なり。 習 ひ 性 をな すが 故に 罪悪に 沈溺 せる 人 は 其の 奴と なりて 

眞 正の 自由な し。 是の點 より 見る 時 は、 罪惡は 束縛の 謂 ひに 非す や。 其の 害毒 子孫に 及び、 其の 齊 

收渐く 全身に 滿 ちて、 結局 死 を 致す に 非 ざれば 止ます。 されば 罪悪 は 人生の 癇疾に 非す や。 倫理の 則 

に 悖り、 正 善の 道に 背きて、 岐路 邪徑に 入る の點 より 之 を 云へば、 罪惡は 聖書に 示せる 如く 律法 を- 

犯す ことに 非す や。 一 且悪を 行 ひて、 道徳の 罪人と なるとき は、 良心の 聲 明かに 之 を 責めて 寬假す 

ことなく、 理 まさに 公正なる 處罰を 被る ひ義 を感 する に 至る。 罪悪と 責 罰と は 相 離る ベから す。 響 

きの 昔に 應す るよりも 密 なる 關係 ある ものに 非す や。 是の 如く、 罪. 惡 は煩惱 なり。 痼疾な り、 責罰 


なり、 ^现 なり、 分 M までも^ ふべき 心靈 上の 负 なり。 罪悪の 意義 は 以上 列擧 せし 5^ にて 盡 きた 

る や。 否々、 基督教に 所 IS 卵惡は 凡て 是らの 要素 を 含有す るに 相逮 なしと 雖も、 その 中心 點 とも 見- 

^すべき もの は 他に 在り て^す。  罪恶は 人心が 神と 離隔す る ことなり。 凡そ 人の 性 をして 神に it 

ざから しむる もの は 罪悪な り。 是實に罪惡の罪.101^^る所以にして自餘の要素は之に附隨するに外な 

らす。 

揮. Jol^ は 人と 神との 隔絶な り。 故に 北ハの 結局 死 を 致さ ビるを 得す。 肉體 にして 魂と 離 るれば、 肉 

體の死 を 起す。 人の 91 性に して 神と 離れば 即ち-蜜 魂の 死を來 す。 鎏 にして 全然 神と 離れ 了る こと あ- 

i.t  "だ 永遠の 離^に して、 とこし への 死に 至らざる を 得す。 人類 悉く 罪. 惡に陷 りぬ。 天より 大な 

る 救 ひを圾 ふに 非 ざれば、 到底 之 を脫る kHJ 能 はざる べし。 然れ ども 惡を 改め.， 善に 遷 らんと 欲す 

るの 希望 全く 失せ やらす、 時に 现想 界を赞 兌して、 現状の 淺 問し きを 嘆き、 秋風の 身に 染 むに 驚 

き、 行方 も 知らす 立つ 髙 Si の堙 りに 感じて、 常住 不變の 永 在 者 を 求め、 事に 觸れ、 物に 當 りて、 パ 

^^の所謂知らざる祌を搜しっ」ぁるは、 人心 未だ 全く 神 を 離れし に 非す、 道 を 成就す るの 望 悉く 

絶えた るに 非ざる の ー證に 非す や。 人類 は 罪悪に. S りて、 祌を 離れたり。 否、 今の 儘に て 押し 行かば 

全く 祌と 隔絶して、 永遠の 死 を 見ん とす。 或 ひ は 前日の 非に 己の 良心 を 刺され、 慚愧 措く 能 はすし 

て、 思へ らく、 吾が 罪. 惡已に 甚だしければ、 最早 赦 さる、 こと 難しと" 其の 罪. 惡の 重大なる を m 心へ 

ば、 此の 如く 感 する も 無理なら ぬ 次第 なれ ど、 試みに 見よ、 全く 祌と 離れた る ものに 非 すん ば、 希 
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望な きの 地位に 達したり と 謂 ふべ からす。 神に 感謝し、 復び 奮起せ よ、 全く 神と 離れた る もの は此 

の 恐るべき 事 實を悲 むこと なく、 遠く 神 を 仰ぎて 嘆息す る こと も 無し。 雨が 慚愧 失望の 念 ある は 未 

だ 全く 神 を 離れざる が 故な り。 

點滴久 うして 石を樂 つに 至る。 小 を 積めば、 大と 成る。 日々 に 行 ふ 所、 刻々 に 思 ふ 所、 之 を. 各， 

に 見れば、 全く 祌と 離れし むる に 至らざる も、 因襲の 久しき、 共の 結 ra^ 實に 怖るべき もの あらんと 

す。 あ、 吾人 は 時- -刻 * 此の 儼 かなる 結 Ei< に 向って 進行し つ、 あるか。 將た 着々 神に 近寄りつ、 あ 

るか。 罪惡は 神と 人心の 離隔す る ことなり。 是の 故に 基督の 救 ひ は 神の愛に 由り て 神 及び 人の 調和 

を 計る ものな り。 之 を 名 づけて atonement と 云 ふ。 即ち 祌と 人と を 一 にす る義 なり。 調和と は 何 

ぞゃ。 人 をして 祌と 和らがし むる を 云 ふ。 祌は 人心の 之と 和らがざる とき、 已に 無限の 愛 を 之に 注 

ぎたり。 祌は 其の 獨ー の 子を與 ふる ほどに 世の 人 を 愛したり。 祌は 常に 愛せざる ことなし。 た^ 人 

祌を 愛せざる のみ。 

上に 陳述せ る 如く、 卵 悪 は 人生の 秘義 にして、 之 を解釋 する こと 頗る 難しと 雖、 人祌に 背きて、 

渐く 之と 離れ離れて、 終に 救 はる 可らざる の 死を遂 ぐるに 至る まで、 徹頭徹尾 人 自らの 行爲 にして 

他の 行爲に 非るな り。 哲人 云 はす や。 神 * に 向 ひて、 面前 我 雨に 就く こと を 好ます と斷 一一 r する ものに 

非 ざれば、 祌に棄 てらる、 u 無しと。 上帝^す。 其の 慈愛 は 父母の 愛 を 以て 比 ふべ からす。 其の 聖 

德は 極めて 美に して 高貴な り。 彼 は 自ら を卑 うして、 人となりし 程に 世 を 愛したり。 此の 神に 接す 


といへ ども、 其の 心 を 動す ことなく、 此の 愛に 觸る、 と雖 も、 、：^ る こと 無く、  一 S として 在天の 父 

に歸ろ こと を E 心 はす。 罪惡 の黑き こと 此に 至りて り、 其の 邪悪 此の 點に途 する に 及べば、 5； はに 身 

の 毛の いよ 立つ ばかりに 非す や。 あ、 是の 如く なれば、 人心の 活氣 消え失せ、 愛 死し、 情. U びて、 

魔 鬼の 群に 入りし もの に 非す や。 

人類 罪惡に 沈みて、 祌と 交通す るの 路を矢 ひ、 誇 を 行 ふの 力 を S く.. めせし めて、 自ら 之を恢 "3 

する こと 能 はざる に 至れり。 彼 は 不治の病 人と はなり しなり。 彼 は祌に 和ぎ を 失した るの みに 非 

す、 己と も 和ぎ を 失した るな り。 此の 故に 宛 も 一人に して、 二人なる が 如く、 道念 善に 進まん と 

すれば、 彼の 人 慾の 私情 之 を 支へ て、 鄙 吝汚稳 の 地位に 束縛し 置ん と務 むるな り。 善 を 思 ふこと 

我に 在り、 され ど 如何せん 之 を 行 ふこと 我に 非す と。 此れ 古よ.^ 道に 志せる もののと もに 寳験 する 

所に 非す や。 プレ トウ 曰く、 人の 方寸に 橫 はれる 獸 カを逞 うして 其の 祌 性に 勝たん と 競へ りと。 ァ— 

=r スト ー トル 曰く、 吾人の 內 部に は 道理に 反抗す る もの ありと。 羅 馬の 詩人 曰く、 我 正しき を 見 

る、 左れ ど惡 しきに 赴く と。 此等 賢哲 諸子の 一一 一一：： を 味 ひ 来れば、 我 も 人 も 之ら 同一の 經験 ありし を 記 

憶せ すん ば 有るな り。 吾人の 道心 は罪惡 のために 弱められたり。 其の 狀 宛ら 中風の 患者が 手 を舉げ 

んと 欲すれ ども 能 はす、 進まん と 欲すれ ども、 た 其の 心の み 念り て、 足の 運び 自由なら す。 起ん 

と思ひて徒らに轉げ仆る/^ に異らす。 誰か 罪悪 は 鶴 性の 沈 痼 大患に 非す と 云 はんや。 故 に^ま C に 於 

て は 屡々 心の 罪悪 を 以て 肉體の 疾病に 比し、 靈 魂の 救 者に 喩 ふるに 醫士を 以てした るな り。 耶穌基 
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督は 在世の 時、 種々 の 疾病 を 治せり。. 然れ ども 其の 首と して 從 事した る 所 は、 鍵 性の 疾病 を 救 ふこ 

ぐ だけ 

とに ありき。 彼 は 鼓 も 巧みに また 最も 柔和に われらの 摧折 たる 心を療 すなり。 されば、 道念 大いに 

目 を覺 して 己の 實况に 心 付き、 その 病み 癯 I ひたる 繫魂 を悶へ 困し む もの は 哀しき 聲を 放って、 あ/ r 

我 ffl 苦の 人な ろかな と 呼 はりつ /-、 某督の 福音に 心 を 寄せ、 其の 復初 革新の 力に 訴 へて、 靈 性の 健 

魔に 反らん こと を 希 ふに 至る。 故に 救世の 功 は 神人の 間に 平^ を 恢復す るの みに 非す。 人性の， MX: 

を 補 ひ、 其の 元氣を 挽回し、 其の 疾病 を療さ るべ からす。 基督 は 此の 事 を 成さん が爲 に、 人 をし 

て 其の 完全なる 靈 性と 合體 せしめ、 以て 革新の 氣カを 注入し、 更生の 種子 を 受け、 以て 新たなる 生 

命を發 達せし むるな り。 此の 生命 渐を 以て 振興して 收の 原因 を 抑制し、 疾病の 進歩 を S めて、 祌 

人の 一 致 を 成就 せんとす。 然り、 此の 事 棄は瞬 Si にして 成る ものに 非す、 舊き 人、 新しき 人 は あた 

かも n 個の 力士 土 俊 を 路み爭 ふが 如く、 人の 胸中に 相戰 ひつ 、あるが 故に、 戰 、競々 として、 信仰 

の 武器 を 執り 基督の 威力に. H りて、 次第に 之 を 大成す るの 外な し。 然れ ども、 巳に 基督 を 信す る も 

の は 人なら ぬ 上よりの 力 を 賜 はり、 悪に 勝ちて、 死 を 征服せ る 基督と ともなる が 故に 前途の 勝敗 決 

して 憂 ふるに 足らす、 活 澄なる 希望と 抑 ふべ からざる の 男氣を 以て、 王 義の路 に 猛進す る こと を 得 

るな り。. 山中の 賊 破り く、 心中の 賊 破り 難しと は 王 陽 明 其の 人の 慨嘆した る 所の みならす、 基督 

を信する^,^の如きも、 罪惡の勢カ^^だしきものぁるを慨きて、 誰か 此の 死の 體ょひ 我 を 救 はん 

も のぞ やと 呼號 せり。 然れ ども 此は 彼が 失望の 聲 にて は あら ざり き。 彼 は 忽ち 思 ひ 返した るが 如く、 


傲ぶ I： の §^ を發 ちて、 然れ ども 我 は 基 # に .H りて、 凡ての 事 を 成し 5^ るが 故に 祌に 感謝す と 大呼せ 

り。 パ— ゥ に E わへ らく、 我一:|^^^,ときに强し、 され， ど 我に は 非す、 我に 在る の 某 # なりと。 其- -赞な 

くして 道 を 求む る もの 誰か 能く 明か に是 の 如 く斷， す る こと を はんや。 想 の 成熟 は茫漠 として、 

水 屮の月 を 捕捉 せんと 欲する の感 無くん ば あらざる なり。 誰か 我 こそ は必 すし も 完全の 人た るの 望 

明 .S にして 且つ^ 同 なれと 一一 一一！： ふ を饨ら ざる もの あらん や。 此の 希望 は 菜- i§2 のうちに 隱 れつ あり、 

^だ 信仰に 出り て 之 を 取る を 得ん のみ。 . ， 

や： 物 ffi^ の說 に據れ ば、 病と は 身 體の宫 能 其の 作^ を爲す こと 十分なら ざるの 謂 ひなり。 生命と は 

ふ兀 全に 包圍と 一 致す る こと を 云 ふ。 此の 一 致 漸く 亂れ て、 病 ひこ 、に 生す。 疾病の 生す. る は、 死の 

木始 なりと 謂 はざる ベから す。 吾人の 露 性 は 免の 水に 於け るが 如く、 鳥の 大氣に 於け るが 如く、 祌 

のうちに 生き、 祌と交 はりて、 其の 天性の 作用 を 全うすべ きものな り。 

今や 罪惡の カ猖獗 にして、 祌と 人々 の 和合 を 毀ち、 心の 狀況 其の 自然の 包圍 なる 天父と 一致せ 

す。 之 を 名 づけて、 鑤 魂の 病 ひと 稱 する もまた 宜 ならす や。 無名の 指 屈れ る を 悲しめる ために、 や 

M の途を 遠し とせす して、 治 を 醫士に 乞 ふ。 況 んゃ鐵 性の 病 ひ 結局 死に 至る に 於て を や。 • 

吾人の 靈性は 不治の病 ひに か A れり。 詩に 口く、 

W まへ  よこしま 

我は爾 (祌と 云 ふ) に 向 ひて、 ただ 爾に向 ひて 罪惡を 犯し、 聖 前に 惡 しき こと を 行 ヘリ。 ：： 視ょ我 邪曲の な 

つ JS  ま- li 

かに 生れ、 罪惡 にあ リて 我が 母 我 を 孕みた リき。 爾眞赏 を 心のう ちにまで 望み、 が れ たると ころの 智献を 
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知らし めた ま はん。 

罪悪の 病ひ斯 くの ごとし。 故に 詩人 また 歌 ふて rn く、 

我 言へ らく、 主よ 我 を あはれ み、 我が 靈魂 を醫し 給へ。 我 爾に向 ひて 罪惡を 犯した リと。 

聖書に 口く、 凡そ 罪惡を 犯す もの は、 罪惡 のお 隸 なりと。 蓋し 人類 は 自由の 天權を 享受すべき 害 

の もの なれ ど、 其の 心神に 背きて、 橫 逆の 道に 入りし より、 罪 惡の覊 称に 紫れ て、 其の 束縛 を脫す 

る こ と 能 はす。 罪惡 の 線拽愈 々 緊 くし て 、其 の 奴隸た る の 狀況愈 々甚だし。 常に 恐怖の 念を懷 きて 、 

円 天 白日に 濶 歩す るの 感想 を 有する こと 無く、 動もすれば； 大を 怨み、 人を尤 めて、 胸中に 平和 寧靜 

の樂 地を餘 さす、 己の 欲する 所に 進みて、 良心の 示す 所に 到る こと 能 はす、 事に 觸れて は、 其の 慘 

苦の 現狀 意識の 上に 浮び 来りて 無念の 熱淚に 咽び、 またたと ひ 身 を束搏 せらる 、奴 隸 たるの 有樣は 

暫くの 間 意識の 背後に 隱れ 伏して、 表面に は呈 露れ ざる こと ありと も、 猛獅 の機搭 に閉ぢ 籠め られ 

たるが 如く、 何となく 其の 胸中 平 かなら す、 之 を 肉體を 以て 譬 へんに、 疾苦の 局所 何れと も 定かな 

らね ど、 神氣 引き立た す、 薛 結せ る情懷 遣る に 由な く、 頻りに 身 を 悶え 苦しむ が 如し。 

以上 述べた るが 如き は 奴 隸の本 相に 非す や。 肉體の 束縛 を 受けつ 、ある もの 是の 如し。 罪 惡の奴 

隸 たる こと に 甚だしき もの ありと 云 はざる ベから す。 人類 罪悪に 勝つ こと 能 はすん ば、 已に 其の 

奴隸 たる を 免れす。 神の 傍らに 其の 家鄉 ありと 雖も、 罪 惡に囚 はる. -身は 之 を 去る こと 千里 萬 里、 

時として は 天の 一方 を siti みて 悵然 たら すん ば あらざる なり。 此の 故に 耶穌 基督 は 人類 を 救 ひ 出し 


て 萬理 より 來 るの 自由 を權 しむる の^を 設けたり。 贈 ひの 事實は 蓋し 之に 外なら すと 謂 ふべ し。 ル 

1 ソ ー のお 約 論に E く、 人類 は ほ出 ならん がた めに 生れたり。 然れ ども 彼 は 何れの 所に 於て も^の 

鏈に がれつ 、ありと。 此の-語 は 道 の 上に 於て、： K も 適當に 川 ふべき ものなる に 似たり。 守 J^, 

の 奴、 愤愁の 僕と なりて 流行に 驅 られ、 快樂に 役せられ て、 天地 正大の 氣を 呼吸す る こと を 知ら 

す。 I。 お々 碌々 影 を 捉へ穴 r; を搜 まんと 欲して 餘念 なきもの は、 顯 の 奴隸に 非す や。 彼 は 己 を ま ffi す 

る こと 能 はす。 全く 麼 鬼の 使役す る 所な り。 之 を 知らざる もの は奴隸 たる ことの だしき ものな 

り。 之 を 知りて 悲しまざる 者 は、 其の 露 魂已に 亡びたり。 此の 事 實に心 付きた る ものにして、 救 は 

る.. の 確信 希 なきと き は、 慚愧身 を 措く 所 を 知らす。 自ら 重ん する の 志 氣衰 へて、 無淺 至極の 境 

遇に 沈まざる を 得す。 

魂 の 自. S は 如何にし て 得らるべき ものなる か。 祌に從 ひて、 其の 意志 を $> るに 非 ざ- e ば、 眞 ：屮- 

の自. E なし。 祌の 意志と 一致す るの 生活 は 基督の 十字架 を 仰ぎて、 其の 無限なる 從順 を崇拜 し、 其 

の 胸中に 鼓動せ る 精祌を 受け ざれば 獲べ からざる ものと す。 我に 從 へと は 基督の 敎訓 なり。 其の 安 

き輕を 著け 、其 の 輕き荷 を 負 ふに 非 ざれ ば 自由 平和 の 地に 達する こと 能 はざる べし。 奇なる かな、 十 

字 架に 至る まで 祌に從 ふ は 此れ 唯 一 なる 自. e の 道な り。 此の 道に 出ら すして 他の 門より 入る もの 岐 

徑ょ ：o 来る もの は盜 人な り。 決して 自. E の 堂奥に 進む こと 能 はす。 世人 何ぞ 此の 完全なる" 像 牲を仰 

ぎて、 眞俩自 .H の 大道 を 修めざる や。 

Jssit は 何ぞキ  一 tl 
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また 思 ふに 惡は 正道の 律法 を 犯す ことなり。 ガント 曰く、 彼の 燦 たる 星辰の 天、 此の 做 然として 

- 心中 に 明かな る倫现 の 大法 は 余 をし て 畏怖 の 念 あらしむ る も の なりと。 心中に 於け る 倫理 の 大法と 

は何ぞ や。 是 畏敬すべき 上帝の 聲、 祌の 律法に 非す や。 善の 善たり、 惡の 悪た る は 神の 定めた る を 

以てに 非す。 正道 は 神と ともに 悠久に して、 無始な り。 正道 は實に 神の 性な り。 倫理の 大法 は 神性 

の發 現に 外なら す。 故に 正道の 律法 を 犯す もの は、 上帝の 威厳 を 犯す と 謂 はざる ベから す。 凡ての 

雞悪は 直接に 神に 背く ものなる こと 明かな り。 吾人 不義 を 行 ひて 神に 反對 し、 其の 性に 逆 ひて 進ま 

んと 試みたり。 神 は 罪悪 を 悪む。 ； t は 罪悪 を 怒る。 惡 むと いひ、 怒る とい ふ。 因よ ゥ不 完全なる 人 

. 情に 比して 云 ふこと なれば、 已に義 しき を 好み、 淸 きを 愛する と 云 は、 2 何故に 悪 を 怒り、 汚れ を 悪 

むこと なき か。 祌の性 は 全然 悪に 反對 する ものな り。 ； t は 限 ひなき の 怒り を 以て 罪悪 を 怒る。 是の 

如く 論す るに 當り唯 人情の 弱 點を祌 に 推し 及ば さ るの 注意 を 忘る ベから す。 祌の愛 は 人間の 痴情 

を 以て 之に 比較す ベから す。 祌の愛 は 神聖なる 愛な り。 神の 怒 は 全く 人の 憤怒に 比して 論す ベから 

す。 實に 至聖の 怒り 做たり 瓖 たり。 決して 輕 薄なる 人情 を 以て 妄りに 狎れ 近づくべき ものに 非るな 

り。 罪 惡に關 する の 觀念此 に 至る 時 は、 其の 恐るべきの 形狀 明かに 暴露し 來 りて、 戰慄の 念に 堪へ 

す。 彼の 遊蕩の 子が 父に 歸 りし 時、 父よ 我、 天と 汝 とに 罪惡を 犯したり と 言 へ る はまた 宜 ならす や。 

. 罪悪 は 抽象的の 傳 法に 反 對 したる のみに 非す、 活ける 慈愛 公義の 神に 背ける ことなり。 此， に 於て 

か 吾人 は 罪悪の 赦免 を 求めざる ベから す  ： :., 


； t の 怒りと 云 ふ 語 を 聞く もの は 此れ 神の 架德に 於て、 有る まじき ことの 如く 感 する f 〕 となき を 保 

せす。 然れ ども 此は 皮相の見に 基づけ る ものな り。 ミュ レル云 はす や。 實に祌 の 怒り は 結局 愛の 至 

りなり。 愛 は 共の 本性に 悖れる ものに 對 して 燒き盡 す 所の 火と ならざる を s!- す。 愛に して 其の 反對 

の もの を拒絕 する HI 無くん ば、 此れ 自己の 本質に 忠 ならざる なり。 基督 敎 外の 徒が 神の 聖 なる 怒 を 知 

ら ざる は 祌 の 愛 を 知ら ざれば なり。 彼等 は 此の 區々 たる 人間の 小 世界 を貌視 して 深く 顧慮す に 足 

ら すと 思 ふが 如き、 無限 絡對の 能力 者 ある を認 むる のみに て、 未だ 父なる 祌 ある を 知らざる なり。 

愛すべき もの を cl^ も 深く 愛し、 悪むべき もの を 最も 深く 惡む、 之 を至德 とす。 今人 兒 女の 精神 を 

懐きて、 堂々 たる 成人の 心事 を尙 ぶこと を 知らす、 義を棄 て、 愛の 正路 を 失 ひて、 宋襄の 道に 迷 ひ 

人らん とす。 故に； t の 怒りなる 語 を 惟し むに 至る。 吾人 罪 ありて、 ； t の 怒りに 觸れ たり。 何 を 以て 

之 を 救 はる、 こと を 得ん や。 

罰 は 有罪の 認定よ ひ來 る。 有罪の 認定 は 自由なる 有心 者に 付きての み 爲すを 得べ し。 其れ 然り、 

故に 罰 は 人 を 尊貴なる ものと して、 處置 する ことにて、 其の 有心 者た るに 對 して は、 相 當の禮 儘な 

りと す。 有罪 は 正義に 對 して 充分なる 滿 足を與 へざる ベから す。 律法 は 悪に 向 ひて、 放棄す ベから 

ざるの 要求 あり。 罰 何 を 以て か 免 かる k を 得ん や。 現狀は 已往を 消滅す る ものに 非す。 事實 は反對 

の 證左を 示せり。 心 を 改めて 大いに 善 を 行 はんと 欲する の 志 を 立つ る もの は、 已の已 往に關 し- 共 

の 心 術の 現狀に 就きて、 悲しむ 所 甚だしく、 有罪な りとの 感覺、 其の 汚行に 沈める の 日に 於け るよ 
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り も 痛切なる もの あり。 現况 決して 往昔の 罪 を 消さす。 現況 愈々 進み、 前日の 非行に 付きて 有罪 を 

感す ると 愈々 深し。 然 のみなら す、 眞 正の 義心 ある もの は 妄りに 罰 を 免れん と はせ す。 罰の 至當な 

る を 信じて 自ら 之に 服 せんこと を 望む。 神の愛 をロ實 とし、 其の 眞義を 誤りて 苟 a なる 赦罪を 僥倖 

し、 基督の 噴 ひ を 必要と せざる もの は、 未だ 罪悪 を 知らす、 未だ 眞、 個の 悔 改心 起ら すと 云 はざる ベ 

からす。 

我假令 心を黼 へ して 義を行 ふ も ( ， J れ 基督に. H ら すん-は 到底 ある まじき ことなれ ども 暫 らく 之 を 

假定 して) 前述の 如く 有罪 を感 する の 念 我 を 刺して 止ま すん ば、 靈 魂の 平和 ある こと 無 けん。 況ん 

や 今 も 尙已の 不義 依然として 心のう ちに 存す るに 於て を や。 何 を 以て か 心に 平和 を 維持す る こと を 

得ん や。 

或 ひ は 罰 は 懲改を 主と す。 若し 改悪 作 善の 實擧 らば 罰 は 自ら 消滅す べき ものな りと。 此れ 罰の 性 

質 を 誤解す るに 坐す るの みならす、 人間に 於け る事實 を 見る に 罰 は 最も 能く 人 を 矯正す る もの に 

非す。 反って 悪を激 成す るの 場合 多き を 記憶せ よ。 罰 は 決して 犯罪者の 敎化を 以て、 其の 專 要なる 

目的と 爲す ものに 非ざる なり。 a つ 悪 極まれば、 如何にしても 之 を 善に 遷す こと 難し。 此の 場合に 

於て は 罰 も 其の 効用 (よし 大いに 此の 力 ありと する も) を 失する ものから、 若し 罰の 趣意 專ら 犯人 

を 矯正す るに 在りと せば、 之 を 極悪の 人に 施す ベから すと 首 はざる ベから す。 或 ひ は 曰く、 罰の 目 

的 は 他人 をして 顧る 所 あらしむ るに 在りと。 此の 誤謬に 對 して は、 古賢の 語 を 引用す るの みに て 足 


れり。 闩く、 犯人の 苦痛 公衆の 利益と なる 所以の もの は、 彼が 理、 當に 此の 苦痛 を受 くべき 次第 あ 

れば なり。 決して 公衆の 利益た るべき が 故に 彼 は 此の 苦痛 を受 くるに 相當 せし に 非ざる なりと。 

吾人の 良心す ら尙 現在に 於て、 己 を 責めて 止ます。 祌は 良心より 大 ならす や。 豈に 能く 神 を 欺く 

こと を 得ん や。 吾人 は 神の 前に 於て、 有罪の 感 覺を懷 かざる を 得す。 人 誰か 正當に 其の 消滅 せんこ 

と を 望まざる もの あらん や。 

蓋し 人類 は 一 一個の 苦痛に 愤 まざる を 得す。 己 心中の 罪惡 と、 神の 怒 有罪の 自認 此れな り。 兩 者と 

もに ％ かる k を 得 ざれば 心 胸に 安き を 得べ からす。 只 世人 己が 心の 邪し まに 流れ 易く、 善 を 行 ふの 

カ簿 弱に して、 悪の 束縛 甚だ 緊 しく 宛然 奴隸 たるの 有様なる を 感じて、 之 を 免れん こと を 希へ ども 

動もすれば、 神と 己との 關 係に 就きて は 殊更に 顧慮す るに 足らす と 想像す。 是 甚だ 危 きこと なり。 

察せざる ベ けんや。 人の 罪悪 は 心の 沈 痼なる のみなら す， また 已往の 犯罪た る を 忘る ベから す。 

； 吾人 は靈 魂の 病人なる のみなら す、 また 其の 重き 責任 ある 犯人た るな り." 己往 の罪惡 より 生す る 

結 茶 は 悉く 之 を 除き 去る こと 能 はざる も、 祌の 前に 在りて 赦 された る 罪人と なり、 受 くる 所の 苦痫 

は 最早 罰に 非す して、 聖 なる 天父の 御手に 矯正 せらる i 事實 のみと ならば、 實に靑 天 白 曰の 身、 偸 

快 何もの か 之に 加 へん。 死の 刺 は 罪の み。 たと ひ 死 を 免れざる も、 基督に 由り て 其の 刺た るの 罪 を 

救 はる。 心 を 安らかに して 從容 死に 就く こと を 得る は 之が ためなり。 余輩 は 後日 を 期して、 救 ひの 

意味 を說 かんと 欲す。  (一 A 九 三年 二、  一二 H: 丄 ii 報) 
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宗 敎の 研究 

余 は 今より 數 ヶ月の 問、 此の 『敎の 菜』 て ふ 欄に 於て 基督教の 大體 を說明 せんと 欲す。 其の 目的 

はなて 高尙 なる 祌事 を講述 せんと 欲する に 非す、 道 を 求めつ X ある 人々 の 參考に 供 せんがた め、 成 

る 可く 解り：！；？  く 簡單に 緊要なる 條々 を略說 する 精な り。 基督 敎を擧 ばんに は、 先づ豫 じめ 其の 總體 

論 をな したる 上に て、 硏究 の 目的と 精神と を定 め 置 くこと 肝要な ら ん。 

人と 申す もの は 我儘 勝手に 立 はたらき、 好んで 獨立自 .E を唱 ふる なれ ど つら/ \考 ふるに、 決し 

て絡對 的の 獨立を 保つ こと 能 はす。 頻りに 大首を 吐きて 唯我獨 尊と 誇り 居る うちに 疾 くより 已が依 

頼せ ねばならぬ もの ある を 感じて、 他の 有力者 を 求めざる こと 能 はす。 試みに 見よ、 人類 は 宛ら 大 

潮に 駕 する 木の葉の 如く、 物の 運行に 惹 かれ、 事の 勢 ひに 伴 はれて、 或 ひは樂 しみつ \ 或 ひは哀 み 

つ. 1、 何- か を 指して 赴く ものに 非す や。 天地 萬 物 は、 何とも 名づ くべ からざる 不可思議の 勢力に 

驅られ て奔飛 集散 進 返す る ものな り。 人類の こと また 然り。 賭博に 一 六の 勝負 を爭 ひて、 運の 吉 に 

意馬 を 疲ら もの もの、 時勢の 如何と もす ベから ざろ を 悔み、 あ、 命の 窮 せる かなと 嘆息き て 淵に 身 

を投 ぐる 屈 原の 徒 も、 S 巷に 在りて 贫賤に 身 を-ぶんじ 務めて 樂 天の 歌 を 口にする 道學 先生 も、 將た 


烏 江に 時の 利 あらざる を怨 める 項 羽 も、 资な 人類の 上に 超越せ る 絶大の 勢力 ある を 認め すん ば あら 

す。 或 ひ は 之 を 名 づけて 述 命と 稱す、 或 ひ は 之 を 名 づけて 天と 云 ふ。 或は 之 を 名 づけて 神と 云 ふ。 

基 S 徒の 如き は 之 を 呼んで 天の 父と 云 ふ。 共の 稱の異 る は、 之に 關 する- ズ. -へ の 非常に 異なる も^ 

ある を 以てな ひ。 天地 は赌博 者の 頼みと する が 如き 述. の 支配す る 所なる か。 萬 物の 流行 進退の 冥暗 

に. a ま.^ たる 不思議の 勢力に 驅らる A ものなる か。 心 あれば 花に も淚 を^ぎ、 鳥に も 魂 を 驚ろ 力す て 

ふ 此の世界の 有様 は、 其の 底蘊に 最も 切なる 同情の 鼓動し つ \ ある を 現 はす ものなる か。 空の 鳥、 野 

の 合 花 は、 慈愛 深き 天父の 架 旨 を 示せる 喩話 なりと す ベ きか、 人 は 如何にしても 已 より 大 にし 

て、 ^物 を 支配す る 程の 勢力の 存在す る を 疑 ふこと を 得ざる なり。 此の 勢力 何も のぞ。 之に 答 ふる 

所 如何に 出り て、 1 個人 は 一一 一一 C ふ も 更なり 社會の 上にまで 非常に 大 いなる 影響を及ぼさ、. -る を^す。 

人は何分にも神の|8^-を知らで在ること叶ふまじ。 宗敎の 研究 は 決して 忽 諸に 附し 去る 可き ものに 非 

るな り。 

人生 五十、 七十なる は古來 稀な り" ^りなき の 志を懷 きて、 限り あるの 生命 を享 く。 世 短く して 

意 常に 長し と 陶淵明 は 云 ひけん。 人 は 忽然と して、 世に出で、 また 忽然と して 世 を 去る。 此 は古往 

今 來の恨 15?^ にして、 頗る 人情の 自然に 反す。 生る & 何の 故ぞ。 死す る何専 のた めぞ。 日夜 營々 

として 岡る 所、 務 むる 所、 結局 如何なる 利益 あり や。 人 は た 高貴なる 目的 を 以て 世に出で たる 者 

なり。 眞 正の 人となり、 天賦の 资 性を發 育せ しめて、 其の 理想 を 大成す るに 非 ざれば、 人の 目的、 
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達し 得た ひと 云 ふべ からす。 我ら は 今の 世に 在りて は斯る 目的 を 達し 得す。 然るに 三寸 息筢ぇ 果て 

しのち は、 萬 事と もに 空しく、 人類 生来の 目的 も 墓に 葬られて、 骨と 同じく 腐朽すべき 害なら ば、 

人の 生命 は あはれ、 無 慘の夢 なれ や。 善 も 美 も 幻影の 果敢なき が 如く、 立志 も 奮發も 夢中の 夢に 異 

らす。 愛せられ しもの は 如何にな りし ぞ。 愛する もの も. W 何な らん。 あ \ 此の世界 は 人類の 情と 相 

背き 百事に 於て 天性 を 蹂躪す るの 目的 を 以て 造られた る ものなる か。 之に 向って 然 なりと 答 へんに 

は 彼の テ -1 ソ ンが言 ひけん 如く 『ク a  口 ホルム』 を 服して 自滅の 道 を 取る に 如かざる なり。 此の 生 

死の 問題 は 世人が 馬耳東風と 聞き流す にも 拘ら す、 實 際に 存在す る 所の ものに て、 小 賢 かしき 人々 

の 嘲笑 は 之 を 打ち消す に 足らす。 浮世の 夢に 眼 くらみた る 輩の 忘却に は 事 實を沒 する の 力 ある こと， 

無し。 心 を 潜めて 人生の 樣を觀 じ 来れば、 生死の 理 最も 強く 人の 心 を 刺す。 之 を 思 ふとき は 片時 寸 

刻 も 心 を 安ん する こと 能 はざる なり。 若し 生死の 理然く 大切なる 問題 を 生じ、 之 を 決する こと さま 

でに 人の 心に 關 する ものなら ば、 宗敎の 研究 は 瞬 といへ ども 之 を 怠る ベから す。 

祌 のこと 及び 靈魂 不死の 眞理 は宗敎 の要點 にして、 之な くんば 世界 は 常闇と 變 すべし。 リヒテル 

一一 一一 口 はす や、 霧 魂 永く 存 すると 云 ふこと を 担めば 人生の 前途 茫漠 たり。 神の 現に 在す こと を 否め .±、 

-ま 。あた。  { 

. 眼前 を i 一す の 光明 を 失 はざる を 得す。 快濶 に、 確實 に、 ir 歩 を も 進む る こと 能 はざる べしと。 

人生 難 多し。 憂悶 常に 結えす。 憤 怨懒愧 の 情感 心中に 往来し、 此の 傲慢なる 精神 容易く 小事 細 故 

のために 動かされ、 方寸の 海. 取る に 足らざる 利害の ために 波高し。 人の 笑顔に 輕々 しく 喜び、 其の 怒 


りに 展 所の 羊の 如く 怖ぢ懼 る。 此を 以て 心 胸のう ちに 平和の 時少 く、 戚々. 焉 として 煩惱の 奴と なり 

ぬ。 生る、 人 多き が 如く 死す る 人 も 多 かる この 世界に、 我 も 己の 愛する ものと 共に 死すべき の 生命 

を 寄せたり。 あ \ 如 ：！： にして 安心立命の 地位に 達する を 得べき や。 人生の 慰藉 何れの 方面より 来る 

か。 誰か 此の 問に 接して、 そ ろに 暗涙に咽び、 胸を拊 ちて 歎 rt^ せざる もの あらん や。 然 らば 誰か 

ょく宗 敎 のぼ 〈现を 研究す る の 必要 を 感ぜ ざらん や。 然れ ども 吾人 はた ビ 安心 をのみ 求む ベから す。 

安心の み を 事と して 道 を 立つ る は 釋氏誤 謹に 陷る の 起因たり。 人類 は聖 高な らんこと を 期すべき も 

のな り。 耶穌 III く、 先 づ祌の 國と其 の 義とを 求めよ と。 蓋し 之 を 獲れば 安心 自ら 之に 隨ひ來 る。 如 

何に して 正しき を 行 ひ、 義を全 ふして、 眞の 善人と なること を 得べき や。 近 を 行 ふこと 如何。 此の 

心髙 明に して、 天地に 澗歩 する を 得る の 道 如何。 人 は 愈な 罪 を 天に 獲たり。 之 を 救 ふの 道 如何。 吾 

うまれ か は 

人 は 所 更生る こと を耍 する ものな り。 之 を 如何にせば 可なる か。 救 ひの 福音 は 人類の 切に 望みし 

所に 非す や。 

此の世 を 照す の 神、 前途の 望みた る來 世、 命に 安ん すると 同時に 賓樂 を與へ (儒者 能く 喜 樂を與 

へ 得る か) 心を樂 ましむ ると 同時に 人 を高尙 にす る (怫者 能く 人 を高尙 にす るか) の 慰藉、 及び 罪 

を 免れ、 道 を 成す の 確信 を與 ふるの 救 ひ、 此等は 吾人の 懇ろに 切に 講究すべき ものに 非す や。 

余 は宗敎 を硏究 する ことに 就き、 數ケ條 の 意見 を陳 ベた るが、 尙ほ 餘蘊来 きざる もの ある を覺 

ゆ。 乞 ふ 更に 同 問題 を解說 する こと を 得せし めよ。 
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耶穌君 在世の 時、 道を宣 ベて 曰く、 天 國は來 りぬ。 汝ら罪 を悔改 むべ しと。 また 或る日 ガリ ラャ 

の 湖 逢 を逬遙 せし 時、 末賴 もしき 壯 夫の 漁りせ る を 見て 之に 吿げ ける は、 我に 從 へと。 此の 二百に 

山り て、 之に 從ひ しもの は、 後に 耶穌 十二 徒のう ちに 數 へられたり。 悔 改めよ と は、 德義 上の はた 

ら きにして、 惡を 去り 善に 就く の 志 深切なる を 一一 一一 口 ふ。 此れ 吾 入德に 入り、 道に 進む の 門な り。 吾が 

今日の 狀態を 顧みよ、 人に 對し、 自己の 本意に 對 して、 豈に 能く 愧づる 所な きを 得ん や。 此の 吾， か 

旣往の 歷史に 不滿を 抱き、 飢渴義 を 求む るの 誠意 あるに 非 すん ば、 到底 大道に 達すべ からす。 千里 

の 路程 は 一歩よ ひ 始まる。 かに 基督 敎の眞 理を盡 く 信じて、 所謂 宗敎 上の 經驗 感覺を 獲ん こと 容 

易に 非す、 よし 當初は 五 里 夢中に 彷徨 ふの 想 ありと も、 希望 を 遠大に して、 先づ悔 改めの 門より 進 

むべ し。 此の 道義に 發す るの 志、 無くして 宗敎の 研究に 着手す る は 宛ら 弦の 斷 えたる 弓に 矢 を番ふ 

に異ら す。 一種の 美術的 觀念、 若しくは 好奇心に 誘 はる i のみに て は、 結局 信仰の 域に 進む こと 甚 

だ 疑 は しと 謂 はざる ベ か らす。 

耶穌 また 『我に 從へ』 と 云へ り。 此れ 敬服して、 其の 敎を學 ぶ 所 あるの 義 なり。 當時 此の 語 を耶 

稣の 口に 聽 きし 人- は、 未だ 其の 道の 奥義に 通ぜ す。 基督の 性質す らも 會 得せざる 程な りしが、 彼 

等 は 侮慢 嘲弄 を 以て、 才子の 本色と 爲 さす、 淳朴 謙遍、 誠に 孺子敎 ふべき の 精 祌を懷 き、 道 を 求 

め。 師道 を 重ん する の 志、 尋常なら す、 君子 を 敬し、 德 ある 人に 歸 する こと 水の 低き に 就く が 如 

く、 眞理を 求む る HI 大旱の « 霓に 於け るの 類 ひのみに 非 ざり き。 彼ら は預 ねて 耶穌 のこと を 略 知せ 


り。 其の 偉大なる こと、 師 とする に 足る こと は 素より 承知せ る 所な り。 放に 從 へとの ニー 一一！： を 耳に す 

る や 否 や、 取る もの も 取り 敢す して、 之に 隨 行した るな り。 

請 者よ、 今や 宗教の 論 i はすし く S ひに 是非す るの Is^ だ噪 がし。 此の際 妄 借の 醉に陷 りて、 何れ 

の宗敎 にても、 漫然 之 を 採 川す る は 好まし からぬ ことなり。 然れ ども 心を靜 かにして、 公平に^ 來 

れば、 天下 基^ 敎の ほかに、 是ぞと 思 はる 仰 あり や。 汝が 心の 安危 を 托し、 道義の 達成 を委ぬ 

べきの 迸 は、 佛か、 儒 か、 將た何 か。 假令 其の 純 全の 眞理 たる こと は 未だ 明かなら ざるに せよ、 之 

を 措きて は 他に 優等の 敎な きこと、 智者に 非す といへ ども 知りぬべし。 殊に 耶穌 基督 を觀 るに 眞正 

の 人と 稱 すべき もの、 誰か 能く 其の 右に 出づる もの あらん や。 其の 道義 理想 は 下 文明 世界の 一大 

勢力たり。 之 を 認識せ ざる 邦國の 民と いへ ども、 西洋の 文籍詩 書に 媒 せられて、 何時の 程に か、 

多少 基督教の 感化 を 一 父け っ& あり。 種々 の 批評 あるに も拘ら す、 基督 敎は 本邦に 於て 如何なる 結 * 

を 示しつ \ あ るぞ。 日本の 現戕に 於て は、 子弟 を！ 31" き、 德育を 施さん とする に當 り、 如何なる 手段 

を 取るべき や。 日本の 社 食 は 西洋文明の 潮流 汪洋 として 渦 卷き來 るを容 したり。 義理 愛情の 盛んな 

る德カ^1^するに非すんば、 世界 は是 より 更に 紛擾なる 修羅道と なるべし。 此らの 事情 を考 ふれば、 

自ら は 基督 敎を 信ぜざる も、 其の 進歩 を 喜ぶ の 人と ならざる を 得べ からす。 其の 進歩 を 喜ぶ のみな 

らす、 其の 招きに 應じ、 其の 門に 近付きて 之を學 ぶの 篤志家と ならざる ベから す。 世に 基督 敎赘成 

家なる もの あり。 其の 一 百 ふ 所を閜 けば、 曰く、 自ら は 之 を 信す るに 足らす と 思へ ども、 吾が 妻子 眷 
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屬隣里 鄕黨に は 之 を 信奉せ しめんと 欲すと。 あ \是 の 人 は 人の 種なら ざる 人 にゃあらん。 己の 信じ 

難き 所 を 他人に 施さん とする は 不遍の 甚だしき もの、 人 を 愚に する こと 之より 連し き 者 あるべ から 

す。 讀 者よ、 宗敎の 研究 は 己の 現狀、 社會の 必要に 刺激せられ、 基督 敎の 比較的 優等なる に 動かさ 

れ、 其の 古今の 成績に 感じ、 其の 德 力の 盛んなる に 驚ろ き、 殊に 耶穌 基督の 品性 氣 宇に 嘆 服して、 

之に 師事す る 志より 發 する 所た らん を 要す。 此の 如くん ば、 眞理 は顿に 明かなる こと 必 せり。 ゎ}|1!, と 

世に 生る-や、 必す 人生の 目的 を 成就 せんこと を 期す。 人類の 目的に 就きて は、 人の 見る 所 一 にし 

て 足らす といへ ども、 之 を 要するに、 吾人 は 天賦の 性を完 うし、 滿 足すべき 程の 發達を 遂げざる ベ 

からす。 俯仰 天地に 愧づる 所な く、 理想と 實 際と 相 合して、 至善の 極に 到らん こと は 人類の 大本 願 

に 非す や。 試みに 腐 目 沈思して、 此の 目的 を 成す の 準備 如何。 其の 成功 を 見る の 確信 如何。 之 を 約 

言 すれば、 吾. S の 目的 を 成就す るの 考案 如何 を 顧みよ。 豈に 憮然と して 嘆息せ ざる を 得ん や。 宗 

敎 研究 の 必要 此 に 至りて、 益々 切迫 せひと 言 は ざ る ベ か らす。 

(一八 九 一一 一 年！ 一  Iwsl 音 新報〕 


今日の 宗敎 論及び 德育論 

范将敎 は 一 個人の 事 をのみ 大切に せす。 設如ひ 全世界 を 獲る とも、 ^aii の 亡ぶ る こと あらば、 何 

の 益 か あるべき と は、 固より 基督 敎の人 論に 於て、 其 尊貴なる を 最も 明らかに したる 結 菜な り。 然 

れ ども^ 敎は 決して 一 個人の 事 をのみ 專ら務 むる ものに 非す。 其 熱心に 從事 する 所の もの は 神の 

1： なり。 

巳に！： と 云 ふ、 此れ 糾織 ある 致 一 の 圑體を 指す ものなる を 知るべし。 往昔， nT 城陷 落して、 悠久 

翁る 所な からん と誇稱 せられた る 大帝 國の 瓦解す る や、 世論 询々、 或 ひ は 基督 敎 のこと にっきて 疑 

惑の 念を懷 くもの ありし とき、 7^ が IKl^ ン —其の 艰 健なる 筆を揮 ひ、 神の 都なる 一 書 を 著述して、 

史 の竹舉 を啓發 し、 大いに 天國の 眞理を 主張せ り。 基督 敎は 決して 一 個人の 事の み を專ら にす る 

の 道に 非ざる なり。 

其の 敎 ふる 所の 道德 は敬祌 愛人の 主義に して、 公け のために 身を勞 し、 犠牲 獻 身の 心 を 厚 ふす る. 

にあり。 至 人 己れ のためにせ すの 精神 は 基督教の 主眼に 非す や。 耶穌の 十字架 は、 身 を 捨て、、 人 
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類の 進歩 を 圖れる 赤 誡を彰 はせ り。 公共の 念 之より 盛んなる もの、 また 何れに か 之 を 求むべき。 

基督 敎は來 世 を 主と する が 故に、 現在の 社 食に は 不忠な りと 云 ふ もの あれ ど、 此は 皮相の 晃 解に 

みく に きたら 0  0  0  0 みこ ころ 0000  0  00  0 つ 0  0  0  £  0  0  0  0 つ 

して、 取る に 足らざる 說 なり。 聖國を 降臨せ たまへ、 聖旨の 天に 行 はる、 如く 地に も 行 はれし め 給 

？ と は、 基督 敎 徒の 常に 祈る 所な り。 其 鋭意 勵 精して 成功 を 期す る もの、 實に 此の 一 點に存 すると 

謂 はざる ベから す。 吾人 は 悠久 無限なる 前途 を 有し、 絶 美 高大なる 理想に 向って 進行 せんこと を 期 

す。 實 際と 理想と は 天地 懸 絡す といへ ども、 其の 歷史は 相 依り、 相須 ち、 互 ひに 接鑌 して、 進行す 

る ものなる を 記憶せ よ。 書を讀 みて、 其 佳境に 至らん と 欲する もの は、 其 緒論 を 首と して、 端より 

端に 至る まで 之 を精讀 せざる ベから す。 人生 亦何ぞ 之と 異ならん。 

ユダヤの 歷史は 一 大政 治史 なりと す。 舊約 全書 は圃 家の 變遷 進化の 間に 神の 國の 次第に 顯彰 せる 

活據史 なり。 宗敎の 預言者 は 如何なる 人々 なる か。 其の 國 民が 異人 種に 壓 せらる、 を愤慨 

し、 喊 世の 大事 紫 を計畫 して、 獨立を 大成し、 法 を 立て、 政 を 布き て、 秩序 井然 たる 國家を 組織し 

たる モ ー セは 預言者の 第一 等に 位する ものに 非す や。 彼が 施設せ る社會 及び 經濟の 制度 は、 十九 世 

紀の 進歩に 先鞭 を 着けし もの 少 からす。 武勇 絡 倫に して、 堅を摧 き、 鋭 を 折く の 偉功 赫々 たる ダビ 

デはシ オン 山の 詩人と して、 『メ シャ』 の 國を誕 歌し、 新約の ために 大 いなる 準備 をな せし ものに 非 

す や。 其の 他 明 王 士師、 牧入 農夫に して ユダヤ 宗敎の 預言者た る もの 何ぞ 限らん。 

の 如き 宗敎を 以て 其の 前 驅と爲 し、 斯の 如き 預言者に 由り て 準備せられ たる 新約の 敎、 基督の 


福音 4s 家 を 度 外に 放棄す る ものに 非ざる なり。 夫れ 基督 は舊 約の 律法 を棄 つる ものに 非す、 之 を 

成就す る ものな り。 此れ 丄督の 自ら 宜言 せる 所 なれば、 國 家の^ 備 進歩と 北ハ の眞理 との 問に 親密な 

る關 係の^す る こと 知るべき のみ。 新約 全書が 阈 家に 關 する 根柢の 原則 を與 へたる のみに て、 政治 

の 第に 棘なる が 如き 觀 ある は、 時勢の 然 らしめ たるの み (スミ ス著 クリスチャン •  M ス イツ タス 四 

一 六 丁 を 見よ)。 1^ つ 約の^ 在 を 忘却して、 之と 接績 せる 新約の 精神 を 批評す る こと 勿れ。 政教の 關係 

は、 茶， 督敎に 於て、 其の 理想に 违 したる ものな り。 北ハ關 係が 資 際に 現 はれ、 理想と して- M 史上の 事 

らし めんこと を 圖るは 何等の 快事なる か。 文明 國の m 心 想 及び 一 切の 變動 は、 意識的に 若く は 無 

意識的に、 此の 結 を 指して、 進みつ. - あるな り。 网家 現在の 有様に 制限せられ、 從來の 應史を il 

t!.: とし て 進歩 の 前 程 を 遮斷せ ん とする 守舊 頑冥 の 俗論 黨は、 とも に 人類 及び 國家 の大 問題 を 論す る 

に 足らざる なり。 

恶将敎 は 博愛 を敎 ふるもの なり。 人類 を 四へ て、 之 を自國 てふ觀 念の 中に 禁鋼 する は、 陋 俗なる 

M 家、 王義 1： 粹 論者の 迷夢に 非す や。 己れ を 愛する 如く 爾の隣 友 を 愛せよ と は 基督 敎の訓 言な り。 未 

だ 己れ を 愛する 勿れ、 唯 だ 隣人 を 愛せよ との 敎 ありし を 聞かす。 邦國 のこと 道理に 於て 亦 之と 異る 

もの ある 可ら す。 然れ ども 己れ を 愛する の 精神 を 過 まり、 其の 方法 を 失して、 身 を 過り しもの 少か 

らす。 彼の IJ^ 紂の君 を 見よ。 此の 二人の もの は 己れ を 愛する の 道、 宜しき に 適 は ざり し を 以て、 帝 

王の 名 を 有しつ、 も 終に 匹夫の 實に墮 落せし に 非す や。 愛 國の士 また 然り。 國を 愛する の 本意 を 失 
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； 5、 反って 國 家の 滅亡 を 招く こと 無き を 2£ せす。 今や 愛國を 呼ば はるの 聲、 甚だ 盛んな りと いへ ど 

も、 吾人の 喜ぶ 所の もの は、 其の 聲に 非す して、 共の 實 なり。 唯 だ 其の 實 のみに 非す して、 其 品質 

の 正し からん ことなり。 吾人 は 圃粹の 虚名 を 耳に する こと 久し。 吾人 は 徒らに 愛國 を呼號 する の聲 

を聽 くや 一 日に 非す。 思 ふに 國粹の 性 1^ を 明らかにし、 愛國の 正義 を講 する は當 今の 要務な り。 爾 

の 國粹と は何ぞ や。 汝の愛 國とは 如何なる も のぞ。 吾人 之 を 世の 俗論 的 愛 W 者に 反問 せんと 欲す。 

己 を 愛する 如くに 人 を 愛せよ。 然れ ども 己れ を 愛する こと 如何ん。 惑溺の 愛 を 以て 人 を 愛する の 

標準と 爲す とき は、 其の 害 之より 甚 しきもの 無 からん とす。 蓋し 己れ を 愛する の 情 は 獨裁專 制の 權 

を 有する ものに 非す。 故に 基督 は 神 を 愛する の 主義 を 第一 に 置き、 人 をして 其の 制限の 下に 已を愛 

しまた 他 を 愛せし むるな り。 R だ是の 如くして 愛の 道 全き を 得べ し。 吾人の 愛國 もまた 然り。 正義 

なる 愛 を 以て 國家を 愛せざる ベから す。 ゆめ 愛國を 以て 絕對の 義務な りと 思淮 する 勿れ。 吾人 は 上 

帝に 悖き て國 家の 爲 めに 力 を盡す こと 能 はざる なり。 上帝 は 仁な り、 義 なり。 彼 は圓滿 なる 赏 在の 

善な り。 何 を 以て か、 之に 悖き つ \、 愛 國の道 を 全うする こと を 得ん や。 

基督教の 君主に 對す るの 地位 また 之と 大同に して 小異 あるの み。 君主の 重ん やべき は 新約聖書 實 

に 其の 明文 を 載せたり。 使徒 バウ n の 如き は、 國君 のために 祈るべき こと を 諭せり。 基督 敎は 決し 

て 不忠の 道 を 主張す る ものに 非す。 成程 其の 忠君の 精神 は、 稍 や 儒敎の 精神に 異なる もの あらん。 

十 火 世紀の 忠君、 憲法 制定 後の 勤王、 代議 政體の 下に 生 ^する 人民の 尊皇 心 は、 大いに 昔日と 異な 


る もの ある は 何人と い へど も 之 を 疑 ふこと 能 はざる べし。 儒教主義の 忠君 論 を 今日の 世に 喋々 する 

は 落日 を 召び 戾 さんと 試みる に 異ならす。 世 問の 君主よりも 大 なる 神 ある を 信じ、 人 も 我 も 神の 子 

たりと 確信し、 共の 胸中に 神 國の大 理想 を懷 抱す る もの をして、 此の 如き 信仰な きものと 同一なる 

精神 を冇 せしめん と 欲する は 愚な り。 大 鵬を囚 へて、 狹 小なる 籠のう ちに 安居せ しめんと 欲す。 吾 

人 は 其の 無効なる を 笑 はんの み。 基督 敎徒は 朋友 を 愛せざる か。 彼 は 友愛の 情に 富めり。 其の 友誼 

他人に 比 ぶれば た 親愛なる を 見る。 然れ ども、 其の 友誼 は 信仰の ために 一種 異なれる 色彩 を帶ぶ 

る を 免れす。 t^-^ 敎徒は 其の 妻 を 愛す。 夫婦の 愛に 於て 誰か 基督 敎徒を 無情な りと する もの あらん 

や。 此點に 於て 基督 敎徒は 無論 天下に 獨 歩す るの 好 地位に 立てり と 言 はざる ベから す。 然れ ども 信 

仰 は 之に 特殊なる 性質 を與 へて、 世間 夫 $ ^の關 係と 稍 異なる もの あらしむ るに 非す や。 基督 敎は君 

主 を 敬す。 上帝の 道に 於て 之に 忠義 を盡 さんと， 吠す。 曰 本國に 於て 初めて 基督の 敎會を 設立せ しょ 

り兹に 二十^ 餘年。 其の 信徒 は 愛 國誠實 の 良民に して、 文擧、 敎育、 政治、 社會 改良、 其の 他 般 

の 事業に つき、 その 數の 小なる に 比例して、 頗る 大 いなる 運動 を爲 しつ & あり。 彼ら は 決して 不足 

なる 人民に 非るな り。 然れ ども 基督 敎 徒の 信仰 は 其の 忠君の 精神に 特殊なる 色彩 を與 へたり。 立憲 

政治、 及び 十 丈 世紀の 文明の 如き 感化 力と 同一 の 方向に 於て、 陋 俗なる 忠君 論の 喧しき 今日に 於て、 

之 を 明言す る は、 甚だ 必耍 なること なりと 信す るな り。 耶穌 曰く、 カイ ザルの もの は 之 を カイ ザル 

に 奉り 神の もの は 之 を 神に 奉るべし と。 政治 上の 君主 は 良心 を 犯す ベから す、 上帝の 專領 せる 神聖 
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の區 域に 侵入す ベから す。 基督 敎徒 は國 民の 一 人と して 政府に 服從 する の 義務 ある を 知る と 同時に 

神に 對す るの 義務 ある を 確信す る ものな り。 基督 敎徒は 徒らに 個人主義に 基き て 權利を 主張せ す。 

ODOO  0D00D003000  0  000000  •  -  "-  _   , , 

儼然たる 上帝に 對す るの 義務 を 重ん する に 由り て、 良心の 自由 を 固執し、 信 敎の權 を 維持し、 神 

と 人との 別 を 明らかにして、 世に立ん こと を 期す るな り。 基督 は 自ら 此の 權利を 重ん する の 深き よ 

り、 時の 主權 者に 背きて 十字架の 慘 刑に 就きぬ。 基督 敎 信徒の 權利 自由の 觀念は 最も 從 順なる 十字 

架に. ra りて 喚發 せられたり。 誰か 此の 萬 民を牽 くの 大勢 力に 對 して、 保守 陋 俗の 意見 を 迷 執 せんと 

とげ  むち 

する か。 刺 ある 策 を獄る また 難い かな。 

若し 今日の 敎育 主義なる もの をして 以上 開陳せ し 精神と 相 背く ものなら しめば、 基督 敎は 時流 敎 

育 主義と 相容れ ざる こと 明かな り。 獨り 基督 敎 のみなら す、 第 十. K 世紀の 文明 もまた 之と 相 容れざ 

る ものな り。 現今の 敎育 主義 果して 此の 如き ものなる か、 此は 本論の 明らかに せんこと を 期す る 所 

に 非ざる なり。 余輩が 此の 文章 を 草す る 所以の もの は 唯 だ 基督 敎の 精神 を吿 白す るに 在り。 尙ほ篇 

を繼 ぎて、 愛 國の眞 意を說 き、 時流 德育 論の 當否 を辨 ぜん。 

眞 正の 愛國者 はた ビ 前代の 歴史に 心醉 して、 列祖 以来の 遗物を 保有す る をのみ 務めす、 國の粹 を 

存し、 其 失 を 改め、 其の 天職 を 全うし、 其 宇 內に獨 立して 人類の 開化 進步 のために 盡 すべきの 本分 


を 守る に 在り。 _ 尹 C:>i:{ 永 はせ、 れ ほら を 以て、 4^ 終なる 目的と する ものに 非す。 人性の 完成、 世界の 

i^?^ を り、 人 をして 祌 なる 地位に 進まし むる が 如き は、 陶{哝 成立の 大希 なり。 此の E 的 は 

>- く に ，：g する ものにして、 逍心渐 やく その 力 を 仲ば し、 幾多の fts; 所、 誤 護 及び 罪悪 其 跡 を 絶つ 

て 至ら. P こと を^す。 へ T ゲルが sittlk-hkcit  (道 德) を 以て！； 家の HI 的な りと 說 きたりし も 此 

の 意味に 外なら ざり しこと ならん。 余 は愛國 なる： 語の りに 使用 せられて、 通々 痛 【か t 恐嚇の 材料に 

供 せらる. --を 見る の 八， n に 於て、 ヒの 如き、 王義を 明らかにし、 邦圃 なる もの、 最終 ほ 的 を 確む るの 

必耍を 感す るな り。 

然れ ども 此の 非 に大 い な る EI 的 は 長 遠 にして ^だ^く  nil つ 傑き 進化の 結 rai^ とし て 成就せ ら る ベ 

きものな り。 之に^^5乎するの順序は、 先づ 個々 分立せ る闕 民が、 天與の 境域に 於て、 性來の 特質 を 

發违 せしめ、 宛 かも..！； 水の 細き も大 なる も、 己が 自然の 溝路を 守り、 地勢と 土質と に 出り て 其の 形 

狀を變 化し、 渐を 以て 大海に 注ぐ が 如く、 人類の 進 達、 博愛 全盛の 现 想に 向って 進行す るに 在り。 

故に 國家 第二の E 的を國 民と して 發 達する を 期す る ことなり。 此れ ブルン チュ リが 所謂 人民の 天才 

に 非す や。 阔 家 は 政治 及自. H に 依りて、 其の 天才 を 伸暢し、 页に 進んで 人類 を E 的と する 宇宙の 大 

經綸の 成就 せられん こ と を務む ベ きものな り 。 某 督敎の 趣意 ま た 之と 異なる も の 無し。 凡そ 愛阈の 

事より 基 敎を 非難す る は、 其 眼界 狹 くして 隨なる を 以ての み。 巳れ ある を 知りて、 人 ある を 知ら 

す、 同 { 水 ある.. V 知りて、 人類 ある を 知らざる もの は、 井中の if 與に 大道 を 語る に 足らす。 
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今 こ.^ に 愛 國の眞 意を彰 はさんが ために 一 の 實例を 引用すべし。 波斯 王，，.^, 叫 vrT< の 時、 ユダヤ 

人數 を盡 して 彼の 國に遷 さる。 宰相 ハ ITT ン怨 むる 子細 ありて、 之を國 王に 護し、 日 を 期して、 ュダ 

  さ さ さ 

ャ人を 藤 殺せん と 企てたり。 王の 后 エステル はもと ユダヤの 民よ ：0 出づ。 茶 だ 不思議なる 奇異に 由 

りて、 彼斯 王の 后と なれり。 義士 モル デ カイ 密かに MIKII カリ に說 きて、 國 民の 救護 を圆れ り。 其の 

言 ふ 所 約な りと いへ ども、 愛 國の志 氣淋滴 掬すべく、 理想の 觀念 極めて 高し。 口 く汝 王の 家に 在れ 

ば 一切の ュ ダャ 人の 如くなら ざる を 得て 免るべし と 思 ふなかれ と。 一  1^ し 國家は 一 個の 有機 體 なり。 

其の 一局部 傷 けられて 全體の 不便 を 免が る A こと 能 はす。 國難は 民の 悉く 當 るべき 所な り。 たと ひ 

卑劣に して 國 家の 事 を 度 外に 描き、 たに 己れ 一人の 安き を 貪らん とする も、 斯くて は 一人の 安き こ 

とも 疑 はしと 謂 はざる ベから す。 弁、 は 水の 外に 游泳す ベから す、 鳥 は 大氣を 離れて 飛揚す る こと 能 

はす。 家 を 忘る A の 人 また 何ぞ 之に 異る もの あらん や。 彼が 身 は 安き こと ありと も、 其の 心性 は 俗 

摩-情 愁 のうちに 溺れ 死なん とす。 生ける の 名 ありて、 其の 實は 死せ る もの、 豈に義 に 赴かざる の責 

罰に 非す や。 モルデカイの 語 を讀 めば 國 家と これに 露す る 一 侗 人の 關 係を說 きて 餘 M なきの 感 あら 

ん。 叉 曰く、 汝 若し 此 時に 當り默 して 言 はすん ば 他の 所より 援助と 扬救 ユダヤ人に 興らん と。 此の 

危<|. ふ 存亡の 時に 臨みても、 モ I^Th,^.v の 胸中に は、 ユダヤ人の 天職 大 なる を 感じ、 上帝 必す之 を 空 

うせざる べき を 確信せ り.。 此の 信仰 は 彼が 心に 於る 闇夜の 燈光 にて ありき。 たと ひ ニス テルが 援助 

を 與へ ざれば とて、 天 ユダヤ人 を棄 てす、 必す之 を 救 ふ もの 他に 與る ことな らんと。 窮 すれ ども 迫 


らす， 困め ども SI.- み を 失 はす、 刀雜 i: ル錢 前に 在りと 雖ども 意氣尙 ほ^ふべ. からざる もの ある は何ぞ 

や。 蓋し 1 ユダ ャ 人：；^ は 列 祖以來 上帝の 選拔を 被りて、 國を祝 福す るの m, 任 を 負へ りとの 確信 胸中 

に存 して、 北 (の C ら M する 所 非 <s に 偉大な りし を 以てな り。 を 擧げて 外國に たるの 厄 運に 

際し、 =5= ^(の K ぶ？ S を 極めた る 場合に 臨みても、 自ら 重ん する こと 是の 如く、 其の 天職 を 信す る こと 甚 

だ 厚し。 愛！： の 至誠、 此の 確信より 湧き出で、 難 屈せす、 天に 依顿 して、 後の 榮光を 望めり。 叉 

n く、 汝が后 位 を 進し は 此の 如きた めな り しゃも 知る ベから すと。 已に 國家 の 一大 職 を 信じ、 人民に 棄 

つべ からざる の特！ ：； ある を覺 え、 之 を 以て 宇 內に濶 歩し、 俊く 世界の 幸福に 與カ する 所 あらん を 期 

しぬ。 次ぎに ra; ふべき は 此の E 的に 對 して、 一個人 は 何を爲 すべき か、 我 は 何を爲 すべき かと 云 ふ 

ことなり。 各自の 心 胸に 特別なる 天職 を覺 悟し、 我は此 一事 を 成さん がた めに 世に 生れたり との 確 

信 起ら すん ば、 阔家 全體の 天職 を 了知す る も 谷-なく、 以て 欝勃 たる 元氣を 抱き、 生命の 實カを 具へ 

たる 愛國心 を發祢 する こと 能 はざる べし。 其の 結 菜は輕 薄なる 感情 一片の みに て 止まん とす。 彼の 

劇場 を 兌す や、 其のI^^装擧措人情に迫るに當りては、 老^ も 泣き、 藝妓も 鳴 咽す。 然れ ども 泣く も 

の、 悲しむ もの 坐して 動かす。 酒 を 召び、 佳 1! 有 を 命じて、 安閱 一日の 光陰 を 消す。 自ら 天職 を 

るの 心なき 愛 國の念 何 を 以て 之に 勝れり とする を 得ん や。 日本の 山河 を 歌 ひ、 其の 歴史に 誇る と 

も、 已れ 之に 對す るの 職分 を覺 悟せ ざれば、 其の 所謂 大和魂 三文 錢 にも 値 ひすべ からす。 左れば モ 

ルデ カイ は， TrKI- アル I が 經歷の 奇遇な りし 事實を 引き 來り. て、 其の 此に 至れる は、 決して 偶然に 非 
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ざるべし、 必 やや、 ユダヤ人 目下の 大 變に處 して、 大いに 爲す ところ あらし めんが 爲 めに 非す やと 

論 結せ り。 

其の？！ 11 論 善く エステル の義 心に 訴 へ 、其の 貴 任の 念 を喚發 する の 力 ありし と 謂 はざる ベ からす。 

列祖 以來繼 承し 来れる 國 家の 大志 を 奉じて 其の 偉なる に感 佩し、 皇天の 明に 由れ る 選 拔の任 空しき 

に歸す 可らざる を 確信し、 自ら 奮って 其の 固有せ る 本分 を 全うせん と 欲する に 至り、 愛國 の精祌 始め 

きさ き  

て疋大 堅固なる もの ありと 謂 はざる ベから す。 王の 后 M ス テル 意 氣此に 於て 慨然、 其の 志の 壯烈な 

る MJ 秋霜の 如く、 己れ を捐 て.^ 公の ためにす る 義心 火の 如くに 燃えたり。 口  く、  11- ルデ カイよ 汝 

シュ シャ ンに 居る ュ ダ ャ人を 悉く 集めて 我がた めに 禁食 せよ。 三日の 間 は 夜 も 晝も食 ふ HJ も 吹む こ 

0000  0000000-0  0  00  0  〇〇〇o 

ともす る 勿れ。 我と 我が 侍女 等 も禁食 せん。 斯くて 我 は 律法に 背く ことなる を 意と せす、 押して 王 

の もとに 至らん。 我 若し 死なば 死ぬべし と。 國 民の 天職、 自己の 本分 を 感じ、 上帝の 佑助に 倚る の 

覺悟 は、 柔軟なる 婦人 をして 男兒も 及ばざる の 精 祌を發 揮せ しめたり。 ニス テルが 決意の 語蕩 とし 

て 動かす ベから す。 0^ 水に 悲歌 懷漑 せる 荊 树が吿 別の 辭も 之に 對 して は 顔色 を 失する の感 なくん ば 

あらざる なり。 あ、 此れ 眞侗 の愛國 心に 非す や。 (スト ル カルの 著 『四 人』 參觀) 

丑：： が 日本の 歷史と 其の 今日の 境遇 は、 明らかに 此の 帝 國にー 大 天職の 存 する もの ある を 示せり。 

二 千 五 百年 間 皇統 連綿、 2^ 然として 東海に 獨 立し、 自己の 開化 を 有し、 自己の 文擧を 有し、 朝日に 

匂へ る 櫻 花と 其の 美を兢 はんとす るの 精神 を 有し、 あらゆる 境遇に 處 して 屈する ことなく、 悠々 自 


滴、 凡て 新たなる 事情 を 支配して、 IC 尺 竿頭 更に 一 歩 を 進む るの 氣 力と 天才と を nj; へたる 日本人 民 

は 亡ぶべき 人民に 非す。 亞. 1 亞大洲 諸 國 今や 哀 類して 振 はす。 之が 更生 を 阅 り、 之が 振起 を 企つ ベ 

きもの は、 丑：： が 日本人 民に 非す して 誰ぞ。 た 亞細亞 のみなら す、 吾が 日本 は 世界の 文明に 對し 

て、 大ぃ なる g を^し 行く 可く、 また 人類の 進 達に 向って、 與 力すべき 所少 からざる べし。 政治、 

文凤， J -、 宗敎、 美術、 北 ハの他 ki: 般 のこと にっき、 日本人 のうちに は 天の 穴」 うす 可から ざる 本分の 存 

する を 認め、 抱 ft を大 にし、 志 を 偉に し、 厚く 信じ、 高く 望みて、 蜜 進せ ざるべ からす。 徒に 舊を 

談じ、 十：： へ を l^H 寸し、 昔日 の^を 间 執し、 頑冥の！： 粹 論を唱 へ、 針孔 よりも 小なる 局 i を 以て 阈民 

キ * 義を 主張す るが 如き は、 日本の 前途に 取 ひて、 最も 有害な りと 謂 はざる ベから す。 包 圍の變 化に 

作 ひて 內部を #-顿 し、 以て 生命の 全き を 保つ は 進化の 大 原則に して、 十：：來日本の1^5<は此の點に於 

て諧嘆 措く 能 はざる もの 少 からす。 日本の 歷史は 進化の 歷史 なり。 進化 は 此國の 粹美存 する 所に 非 

す や。 近く は 維新 革命の 精 祌も此 に 在りと 謂 はざる ベから す。 妄りに 歷. の 形に 拘泥して 北ハの 中心 

たる 進化の 活力の 靈 妙なる 應用を 爲すを m 害する 勿れ。 日本の 天職 を 顧み、 共の 抱負 を大 にして、 

帝阔の 前途 を考 うると き は、 凡百の 因循 論 は 朝霧の 立ち 消 ゆるが 如く、 過去の 壞 墓に 引き 退 ぞく 幽 

、c 卿 W の 如く、 此の 昭代に 跡を敛 むる ことならん。 斯くて  一 m ー衰 へんと せる 改革の 精神 勃然として 興り 

來り、 眞 正なる 愛！： の 念 振 ひ 立ちて、 社會の 全面に 生 氣を發 揮す るに 至らん とす。 

何 を 以て 國 家の 天職 を 明らかに せんとす るか。 歷史 も、 今日の 實狀 も、 之 を 指示す るに 與 かるべ 
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きものな らん。 然れど も W 家 の 志 を 知る は 高潔な る 志 を 有する ものに 非 すん ば 爲し能 はざる 所な 

り。 我が 先人 祖先に 對し、 人類に 對 して 道念 を 明らかにせ ざれば、 此の 事 全く 五里霧中に 歸し 終ら 

ん とす。 何 を 以て 一 個人 國 家に 對 する の 責任 を 明らかに せんとす るか。 良心の 養成に は 素 あり、 平 

生の 言行 正しき ものに 非れば、 之 を 明らかにする こと 能 はす。 空しく 愛國を 主張す る 勿れ。 汝は何 

を 以て 上文 說き來 りし 如くに 此の 精神 を 養 はんとす るか。 愛 國の點 より 签督敎 を 非難す る 輩 は、 此 

の 事に 付きて 何等の 成案 か ある、 問 はま ほし、 聽か まほし。 

上の 如く 論じ 來れ ば、 自ら 德育 論の 問題に 移る べき 時期に 接 したりと 覺ゅ。 

日本 現 時の 德育を 論す る もの は專 ばら 擧 校の 事を說 き、 勅語の 解 釋を談 す。 擧 校の 德育は 決して 

輕ん す べき も の に 非す。 北ハの 吾が 邦將來 に關係 ある 實に大 なりと 謂 ふべ し。 然れ ども 少年 子弟の 德 

育 はた ビ擧 校に 於て、 受けら る i のみに あらす。 遊戯、 文擧、 演劇、 軍談、 落語、 家庭、 宗敎、 法 

律、 交際 等の 如き は、 擧校 と共に 大 なる 感化 力 を、 子；；^ に 及ぼしつ」 ある ものな り。 其 感化 邪なる 

か。 此れ等 閑に 看過すべからざる m 耍 事件なら す や。 世の 德育を 論ぜら る、 方々 が、 之 を 放 擦して 

顧みざる ぞ惟 しけれ。 余輩 は此 等の 項目に つきて、 一 々說明 批評 を爲 すの 暇な し、 然れ ども 擧 校の 

德育を 論す るに 先き 立ち、 其の 二三の 點 を擧げ て、 世人の 注意 を 求む る は、 無用の 所爲に 非ざる 

べし。 

今日の 家庭 は、 舊 時の 禮儀衰 へて、 長幼の 關係 甚だしく 亂れ たれば、 殆んど 無政府の 有様ぶ て、 


家庭 は德 育の 沙漠に 異ならす。 如何にして花の馥邡たると2^^實の美なるとを期すべけんゃ。 夫れ {.^ 

庭 は 人類の 生れ 出づ るより 死に 至る まで 其の 感化 を 掌 どる 所に して、 品性 を 養 ひ：！^ 質 を 修正し、 心 

術 を銀鍊 する に與 りて 最も 力 ある 敎育 者たり。 然るに 其の 家庭、 此の 如くん ば、 德育 上の 損害 云 ふ 

に 忍びざる もの ありと 云 はざる ベから す。 膝下 三年の 敎育は 講堂 十 年の 舉 問より 大ぃ なる 影響 を 及 

ぼすべき ものなる に、 家庭の 德育 此の 如くならば、 何 を 以て か 子 、架の 道に 進む こと を 望まん。 近來 

社會 改良の 薛漸 やく 枯れて、 唯 だ、 皮相の 政治 論 耳 を する ばかりに 問 ゆ。 此際 緻密 精細に 家庭 

の 現狀を 調査して、 改革の 方針 を 示す は、 邦家の 一 大 急務な らん。 余 辈 は 輿論 を 喚起して、 此點に 

注意せ しめんと 欲する こと 久し。 世人 は 何故に 唯だ學 校の 德育を 憂慮す るか。 或 ひ は 到底 家庭に 望 

を M す 可から すと 爲す ものに や。 して 然 らば 社 食の 慘狀此 に 至りて 極まれり と 云 ふべ し。 豈お大 

息の 至りなら す や。 イスラ H ル 民の 埃 及 を 出で て國を 建る や、 十條の 聖誡を 以て 立國の 基礎と は爲し 

ぬ。 其の 第五に 曰く、 汝の 父と 母と を 敬へ、 是れ 神の 汝らに 賜へ る 地に 在りて 國酢 延長な らんが た 

めなi^と。 國家 隆盛の 基 は、 其の 人民が 謹直 樽 節に して 長上 を 重んじ、 權 威を責 み、 秩序 を 守り、 

他の 利益の ために 自らの 嗜好 を 制する の 忍耐 忠恕 の 精神 に 富む に 在り。 而 して 此の 如き 道德は 健全 

な る， 冢庭 に 於て 之 を 養 ふの 外 別 に 方法 あ る ベから す。 故に ュ ダャ 建國の 立法者 モ ー セ は國運 長久 の 

基礎 は 家庭の 正しき に 在りと 認め たれば、 深く 其の 意 を此に 注げる ものと 思 はる k なり。 今や 侮 B， 

不遜の 風上 下に 偏ね く、 人の ために 自ら を 制する の 志 弱くして、 實利 的の 精神； S の 全面に 践晨せ 
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ん とす。 此れ！ ：( 豕の 某-礎 を崩壤 する もの、 土の 切に 憂 ふべき 所な り。 

モ ンテ ス キゥ 曰く、 佛藺 西の 人民 は 儼然たる 君主 を耍 すと。 然れ ども 共和 國 となりた る怫 藺西果 

して 尙 主 を 要する か、 此は 今後 數年問 疑 ひを存 すべき ことなれ ども ヴ イネ，' が 此の 一一 目より 更に 一 

〇ooococoooo〇oooooooo〇oooo〇oo 

步 進めて、 怫蘭 西の 人民 は 特に 假然 たる 上帝 を 畏敬す る を 要する ものな り、 と 首へ る は 言 ひ 消す ベ 

からざる 千 十；： の 卓見な り。 君主の 必要 不必要 は此に 論ぜす、 凡そ 如何なる 邦國の 人民 にても、 禮俵 

嚴然和 氣靄然 たる 家庭な く、 また 此の 不完全なる 天地の 上に 超越して 其の 威德 甚だ 著明る しく 身 之 

に 接する と 思 へ ば 自ら 襟 を 正し て 心氣假 かなる を 禁じ 難き 上帝 を畏る k ことな くんば、 國 家の 基礎 

だ隨 弱な りと 云 は ざ る ベ か らす - 世 の お 志 家た る もの 何ぞ 今日 の 家庭教育 を 度外視す る や。 若し 

之に 注意せ りと 謂 は -〉、 何 を 以て 其の 弊風 を 矯め、 之 をして 美 はしき 感化の 屮 心たら しめん こと を 

欺す る 力 

家庭に ff- ぎて 余輩の 注意 を 惹起す は文學 なり。 吾國の 子女 は 如何なる 走藉 に 養 はれつ、 あるか。 

彼らの 精神 は 之に 由り て、 淸 めら る k か、 將た 鄙俚輕 薄の 淵に 沈まん とする か。 吾邦に て は 健全な 

る 少年の 文 學と稱 すべき もの 存す るか。 余輩 は 童 をして、 to 歳の 人の 如くに 氣 取らし め、 無 邪氣な 

る兒女 をして 豪傑 烈女の 如き 思想 を懷 かしむ る 少年 文 學と稱 せらる.^ もの ある を 知る のみ。 他の 種 

類 ありと する も 十 中の 八 火 は鄙陋 見る に堪 へざる なり。 小國： ST 幼年 雜 誌の 類 ひ ありて、 稍 や 見る に 

足る が 如く なれ ども、 其の 道 德の觀 念 低く、 世の 少年 子. fiR を驅 りて 名譽を 夢み、 一 意專念 競爭に 熱心 


するの？cひ性を成すにl^..:らしむるの倾向ぁり。 膀史讀 本の 如き は、 一一 一一：： を 飾り、 . 語調 を 整 ふるに 餘 

念な く、 不必要なる 所に i の 句を狹 み、 妄りに 勇み、 妄りに 哀しみ、 宛 かも 武士の 風俗に 通ぜざ 

る 神 消 夫が、 何の 識別 もな く 武士の 習慣 を說き 誇り、 軍談 帥が 岩 重 太郞の 傅を說 くに 似た 

り。 文 を 花に せる チョン ガレ 節、 讀 むに 堪 へす、 讀 ましむ るに 堪 へす。 是の 如き もの 行 はる X とす 

れば、 以て^ 人の 趣味 亂雜な る を 知る ベ く 、 其 流す 所の 道德 上の 審少 小に 非ざる を 嘆すべし。 其 他 

日刊の 新開 紙に 至りて は、 北 ハの德 宵に 及ばす 所の 害悪 論す るまで もな し。 街 泣を點 する の 都 會には 

或^ 類 の 犯 §^ 大 いに 減少す る と 聞く。 日刊の 新聞紙 起り てより このかた 世に は 秘密の こと 少く なり 

ぬ。 透 の 風 さへ 1^ ふお 股樓閣 も、 寢 ながらに して n を 觀る藁 小屋 も、 新聞紙の 炯眼 は 一様に 之 を 

漏 さす、 北ハ秘 を 露し、 共 密語 を 屋根の 上に 風聽 せり。 之が爲 めにある 類 ひの 犯罪 を豫 防せ しこ 

とも あらん。 余聚 は道德 のこと に付き 新聞紙の 功勞沒 すべから ざる もの ある を 記憶す。 且つ 國の內 

外 を 問 はす、 新聞紙 は 今尙ほ 幼稚なる もの あり。 其の 漸く 進歩して 成熟の 期に 逹し、 理想に 近き も 

のとなる の RI は、 如何ば かり 美 はしき 感化 を 世界に 流布す るな らん。 夢 か 現つ か、 とにかく 此の 希 

望 は 或る 新聞 營 業者の 頭 腦を剌 激しつ \ あるに 非す や。 或 ひ は、 外國の 大舉の 如く、  E 萬の 基本 金 

を備へ坊^1きて、 世人の 愛顧に 依賴 せす、 讀 者の 意向 を 問 ふの 必耍に 迫 まられ す、 獨立獨 歩、 宛 かも 

最高 等の 法院の 如く、 唯 だ 正しく 考 へ.， 公平に {# 杏し、 會釋 もな く 論じ.， 悼 かる 所 無く 褒^す るの 

新 問 紙 を 創立す るの 利を說 くもの あり。 此は 理想の 新聞紙な り。 また 現在の 新聞紙の 努力 甚だ 强大 
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なること も、 之に 由り て 知らるべき なり。 世の 父兄 及び 教育者 は 如何なる 新聞 を 共の 子弟に 購讀せ 

しめつ \ あるか。 其の 感化の 恐るべき ものなる を 記憶して、 子細に 之 を 研究す る笞 なり。 何故に 學 

校の 德育 をのみ 論す る や。 余輩 之 を 解せ ざるな り。 

宗教と 德育は 甚だ 密接なる 關係 ある こと 今更ら 言を俟 たざる べし。 德育 に關 係な き宗敎 は、 味 ひ 

を 失へ る 隙？" なり。 何の 益 もな し。 之 を 外に 棄て \ 踏まし めんの み。 德 育の 上に は 少しも 關係 なきが 

ごと 

如く、 自ら も 放擲して 顧み や、 世人 も 之に 子弟の 修德を 托する の 望み を絕 ちた るが 若き 宗敎， 日本 

の 社會に 存在 するとせば、 此れ 由々 しき 一大事に 非す や。 數 萬の 神せ 2 僧侶 は 何を爲 しつ \ぁ るか。 

彼らが 德育に 及ぼす 所の 影響 は 如何なる ものな り や。 戰 ひの 用に 適せざる 數 萬の 常備 兵 ありと 假定 

せよ。 國家經 濟の大 問題と して、 之 を 痛切に 論辨 し、 疾く 之を處 置す るの 方法 を 講ぜざる ベから 

す。 世の 德育 論者 何故に 之 を 不問に 置く か。 此れ 聖代の 依 事な り。 余犟は 基督 敎徒 として 之 を 言 ふ 

を 好ます、 國民 として 之 を 切論す るの 必要 を感 す。 あ \數 萬の 圓頭 白衣、 幣を 振り-. 念珠 をつ まぐ 

り、 墓を淸 め、 死骸 を 送迎し、 生きた るが 如く、 死した るが 如く、 幽靈の 如く、 抹香の 煙りの 如き 

生涯 を { 仝 過し つ、 あり。 宫 省に 於る 樊 茶の 量、 蔵に 何 斤 を 減じたり とて 雀躍す るの wf 何故に 之を不 

問に 附し 去る か。 國 家の 汚點、 社 會の耻 辱、 之より 甚 しきもの ある 可から す。 

試みに 都下の 街 W を 巡視せ よ、 基督 敎の會 堂 は 十 を 以て 算ふ ベく、 每 週の 首 日に 少年 子弟 を 集め 

て 宗敎 道德の 敎を 施す の 日 曜學校 ま た 少 からす。 其 の 道義 風俗り 上に 及ぼす の 感化 著 るし きもの あ 


る は、 世已に 公論の 存 する あり。 基^ 敎徒 悉く 仁人 君子の みに 非す。 然れ ども 其の 大體に 就きて 之 

を 調査し、 廣く 世間の 有様に 比べて 之 を 論 するとき は、 其の 德育の 感化 驚かる \ はかりな らん。 西 

洋文學 の 日本に 入りし より 以來、 其の 詩文 小說歷 史哲舉 等に 由り て、 基督 敎の 懈 现的 思想 意外に 多 

く 木 邦人の 頭腦 に染漸 せる を 忘る ベから す。 基督 敎を 非と する 文事 者の 小說も 知らす/ \福音 の 人 

物 5 现 想に 化せられし 痕跡 かに 見るべし。 况んゃ 文字 用語の 上に 於て は、 出 所 應々、 彼ら は 謝せ 

ざるの 恩 を 茶 5^ 敎に荷 ひつ、 あるな り。 此らは 不用意に して、 基督教の 力に 感化せられ たる ものな 

り。 然れ ども 數 iej の 基督 敎 徒が、 其の 優れたる 理想 を 抱き、 謹 厚なる 生活 を爲 しつ、 世に立つ (基 

^教徒の 名に 惊づ べき もの 間々 ありと する も) を 何とか 見る や。 彼ら は 世の 德育、 殊に 其の 子弟の 

德 育に 何らの 關係を も 有せざる か。 牧師の 勸獎及 び 理想 極 め て 高尙な る 其の 言論 は 世の 風教に 何ら 

の 關係を も 有せざる か。 思 ふに 日本の 基督 敎徒は 其の 數 甚だ 少なく、 其の 經過 せる 年月 尙ほ 多から 

ざ る を 以て、 功緒 著る し く 擧らす といへ ども、 德 育に 於け る 其 の 勤勞 決し て 少しと 謂 ふ ベ か らす。 

世 の 德育を 論す る もの 何故に 此の 事實を 忘却す るか。 日本の 社會に 於て 德育を 務 むる もの 甚だ 稀れ 

なり。 基督 敎 徒の 運動 を 見れば、 宛 かも 無人の 鄕 にて 跫然 たる 音 を 聞く の 心地すべき i 舌に 非す や。 

豈に思 ひき や、 宗 敎と敎 育の 衝突と は。 其の 外面の 形式 は 如何にも せよ、 基督 敎が 少なくも、 德育 

の 一 點に 於て 日本の 敎育 を補裨 せし こと 一 にして 足らざる なり。 余 は 之 を 少なくともと 云 へり。 何 

となれば 基督 敎は 吾が 國の敎 育に 於て、 非常に 大 いなる 功勞 ありし もの なれば なり。 就中 女子 敎育 
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の 率先 者 は 誰な りし ぞ。 よし 此ら の事實 は埋沒 すべし とする も、 世の 響論 者 何故に 其の 最も 留意 

する が 如くに 見 ゆる 一 事に 付きて、 基督教の 成せし 所 を 忘却す るか。 余輩 其の 理由 を 見出す に 困 

めり。 

下 

佛蘭 西の 革命 起り しとき、 其 政府 は 宗教に 由ら すして、 人民の 道德を 修めし めんと 謀り、 倫理の 

綱 節 を 法文と して 發 布した る こと あり。 其の 中には、 子た る ものよ、 雨 は 年齢の 如何に 係らす、 兩 

親 を 尊み 恭しく 之 を 敬せ ざるべ からすと 一. ム ふ が 如き 個 條もぁ りき" 國家は 其の 法律 的 に發 布せ る 倫 

理の 約束に. E りて、 能く 社 會の紀 綱 を 維持し、 人民の 風俗 を 敦厚 一.^ 直なら しむる を搭 しゃ。 佛蘭西 

革命の 前後 史を讀 む もの は、 多くの 思慮 を 費 さすして、 此の 問に 答 ふる 所 を 知らん。 夫婦の 間に-正 

當 なる 秩序 を 保つ の條を 民法のう ちに 設け、 風俗の 壞 亂を妨 がんが ために、 飮食 店寶淫 所の 如き も 

の を 監守 若く は禁 返す る の 警察 を假か にし、 圖畫 文書 を點檢 して 社會に 害毒 を 流す の 出版物 を 抑制 

し、 其の 他 劇場 寄席 等 を 取り 締 るが 如き は、 國 家の 職掌と して、 務 むべき 所な り。 此の 點に 於て は 

へ の i ス J 「ル d の 如く 極端なる， 〕 と M よ ひ 不可な りと い へ ども、 時の 綏急 に應 じて 政府の 處置 施設 

すべき こと 一 にして 足らす。 禮係 廉耻を 保つ に 於て 多少 其の 益な しと 云 ふべ からす。 然れ ども 斯る 

ことに 付きて は阈家 の 力 甚だ 狭隘なる を 記 情すべき なり" 一 時世に 呜 りたる 風紀 大臣 品 川 彌次郞 子 


の 成 絞 如何な りし かを視 よ。 他に 勢力 ある 感化 抑 M の 手段 存す るに 非 すん ば、 1： 家が 風俗 を III ^す 

るの 枝倆兑 るべき もの 少しと 一- ムは ざるべ からす。 "史に 一歩 を 進め、 ^£極的の高尙なる道德に至りて 

は、 假 令ひ网 家に 牧師の 任 を帶 ばし め、 之 をして 說敎 古の 地位に 立た しむる も 其の 力の 微弱なる こ 

と 益 々 明らかな らんと す。 木 1^ を 賜 ひ 勳章を 輝かしむ るが 如き は 以て， 高尙 なる 道德を 養 ふ ベ から ざ 

るな.^。 法文に 等しき 倫现の 綱領 を 配布す る も 以て 氣？ g 高き 品性 を 興起す るに 足らす。 浮 屠 氏の 設 

經に 於け るが 如く、 校 堂に 於て 倫理の 文字 を 翻す る は、 之に 由り て 幾何の 利益 を 生ぜん と 欲する 

か。 呪 ひ は 山伏の 修 する 所な り。 然れ ども 吾邦 今日の 德育界 に は、 呪の 如き 手段 を 以て、 世の 子弟 

を 感化 せんと 欲する ものな きに 非す。 道 德は生 命な り。 唯 だ 生命の み 能く 生命 を 傅 ふること を 得べ 

し。 迷 i!3 の轘霧 吾邦の 教育界に 立ち 掩 へり。 之 を 一掃す るに 非れば、 正しき 德 育の 起る こと を 期す 

ベから す。 彼の 德 育に 關 する 勅語の 如き は、 實に之 を 中外に 通じて 悖らす、 人間 普通の 道に 外なら 

す。 今日の 時勢 を觀 るに 吾が 邦の 德育 界紛々 擾々 亂れて 麻の 如く、 倫理の 危機 切迫 せる も の ある 

は、 此の BIS の 出で しにても 知らる k なり" 陛下が 人民 を 憂 ふるの 深き 覚に感 戴せ ざる を 得ん や。 

余 等 不肖な りと いへ ども 陛下の 聖旨 を 奉じ、 自ら 信す る 所の 道義 を擴充 し、 聊か 詔勑の 本意に 答 ふ 

る 所 あらん を 期す。 仍だ憾 む、 世の 教育家た る もの、 妄りに 此の 詔勅 を 濫用し、 看經^ 文の 如き 弊 

風 を 明治 の 昭代 に 酸 生 しつ &ぁ る を。 

マ ル テン ゼン 曰く、 抽象の 倫理 を 自治 的 (祌 の觀念 其の 他の 宗敎に 便らざる の 意) に說 くことの 
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盛んに 行 はる、 は 宗敎衰 額の 時に 在り。 前世の 歷史 之が 證と爲 すべきの 事實 多し。 之 を 例す るに 希 

瞰 f の宗敎 大いに 其の 勢力 を 失 ひし 時、 多くの 道舉 先生 輩出して 盛んに 倫理の 講釋を 努めたり 

と。 蓋し 基督 紀元の 第一 世紀に 當. り、 從來の 宗教 は 蒌微振 はす、 また 之に 代りて 德 育の 柄 を 執る ベ 

き 基督教 も 未だ 洽 ねく 行 はる..^ に 至らす、 網 紀弛廢 して， 人民 は 宛 がら 牧者 を 失 へ る 群羊の 如き 有様 

にて ありき。 此に 於て か 抽象的 道義 を唱 へ、 { 一  Ifi の 外に 超然たる 勸 善懲惡 の 敎訓甚 しく 流行す る こ 

と k は. なりぬ。 其の 文書に 顯 はれた る もの \夥 多し きょひ 之 を 一一 目へば、 第一 世紀 は 甚だ 道德 的の 時 

代な りと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 其の 眞相を 視れば 此れ は 昔し 耶穌 に詛 はれた る 無 花 Ei^ 樹の如 

く、 一一 一一 〔 葉の み繁 くして 菜實の 見るべき もの 有ら ざり き。 多くの 哲 sf が 今 曰の 牧師 傳道 者の 如く、 

道德 の敎授 を負檐 して、 著述に 講說に 議論 精 を 極め 勸說 甚だ 努めたり といへ ども、 共の 効能 は 指 も 

て 波 上に 文字 を畫 する にも 及ばす。 唯 だ 敎を受 くる 者 感化せられ ざるの みならす、 敎を爲 す もの も 

自らの 說く 所に 由り て 益せられ たる 所 少しと 見えたり。 セネ 力の 如き は當 時の 道學 先生の 中に 在り 

て拔萃 の譽れ 高く、 其の 言論 文章の 高尙 なる f  〕 と 驚かる \ 程な り。 彼 は 素朴 質素の 美德を 首唱す る 

首 者な りしが、 貪婪 華奢の 實行 家に して、 能く 雜 萬の 富 を 致し、 叨 りに 一 1 a ゥの 宮廷に 伺候し、 

横 門 豪家に 姻 びて 愧づ るの 色な く-. 曲學 阿世 文 を 賣り筆 を 弄して、 正義 を 害した る こと 少しと せ 

す。 11 ロウ 帝が 母 を 殺せる 兇悪の 行 ひ ありし 時 之 を 元老院に 辯 護す るの 文章 を 代作した る もの は此 

の 道 舉 先生 の 大家なる セネ 力に て ありき。 思 ふに 師直 の爲 めに 艷 書 を 緣 りたる 賣 愤兼好 と何ぞ 擇ば 


ん。 北 ハ他驚 衰世の 藤 史を讀 めば 此の 如き 事例 枚 擧に遑 あらす。 當 時の^ 俗 は 倫理 書の 盛んに 發行 

せらる k にも 拘ら す、 日 を 追 ひて 敗壤 し、 人情 は德 育の I 货喧篇 を 極めつ、 ある 間に 非 ^なる 速力 を 

以て^^し、 終に 亡！： の慘 剣を演 する に 至れり。 吾が 邦 {. ^の 現 狀を觀 察する に、 或る 點に 於て は笫 

1 1 の 羅 馬 _レ 似た る もの 無き に 非ざる べし。 德 育の 書 は 何等 人士の 手に 凼 りて 著述 せらる &か、 

如何なる^1_=:::^にょりて^齊配布せらる、か。 之を講 する 者 は 如何なる 種類の 人なる や。 今の 德育は 

ml ^して.：！； 等の 成 緒 を 示しつ. i あるか。 思 ふて 此に 至れば 社 會の事 憂 ふるに 堪 へ ざるな り。 

福 澤論吉 翁 門下生 を ffi^ めて、 其の 世俗的 道 德を敎 ふ。 彼 は 機敏に 世渡り を爲 したる もの、 高尙な 

らす、 左り とて 又 甚だしく 汚 俗なら す、 世の 信用 を 負 ひ、 獨 立の 生活 を營 みて 今日に 至れる 人傑な 

り。 彼 は 已れの 處世的 现想を 資踐射 行した る ものと 謂 はざる ベから す。 彼 は 世俗的 處世學 の 化成し 

たる 人に 非す や。 故に 能く 幾多の 後進 を 同化して、 無數の 福澤的 人物 を 養成す る こと を 得たり。 其 

の虔 世の 事に 於け る實 際の 造詣 斯の 如し。 何ぞ 勢力の 然く大 なる を怅 しまん。 吾人 世に 在る や、 み 

な 後進 を 導く の 任 を 負へ り。 若し 己れ に 有する 所 を 以て、 之 を 同化 せんと 欲せば、 多少 其 功 を 奏す 

る 所 無くん ば あらす。 i 高尙 なる 道德の 理想 を 棄て& 顧みす、 敢て必 すし も 聖賢の 德を慕 はす、 

三 月 夢に だ も 周 公 を 見す と て 頗る 之に 驟 ％マ¥ る こ と 無く、 三 田 翁が 門 下 生 の 如く 餘り に 高から す餘 

むしろ 

りに 低 か ら ざる 風俗 的の 道德の 人た るに 安んじ、 山上の垂訓 若しくは 論 語 孟子より 無 乃 ま 子お し へ 

草に 見えた るリ チヤ ルドの 訓言を 重し と兒 做し、 之に 俊り て 世に 成立 せんと 思 はビ、 これ決して$^^ 
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むべ からざる ことに 非 や。 斯の 如く 自ら 行へ る こと を 人に 敎へ、 他 を 同化して 巳れ の 如くなら しめ 

ん こと 難き に 非ざる なり。 然れ ども 高贲な る 道德を 以て 己の 標準に 做す とき は 之 を 身 に 實 行す る こ 

と 甚だ 困難なる のみなら す、 之 を 他人に 敎 ふる も、 宛 がら 虚空 を 撄み風 を 捕 ふるに 同じく、 無より 

有 を 生じ、 死者のう ちに 生者 を 党 めんと する の 事業 なれば、 到底 成功 を 期す ベから す。 福澤氏 能く 

其 門 下 生 を 同化す る こと を 得る も、 獨り 徳育 先生 が 同様 の 成功 を 其 事 第に 於て 見る こと 能 はざる も 

の は 蓋し 上の 如き 现. S あるに 起因す るの み。 

故に 道德上 甚だ 不完全なる 此 世界に 於て 德育 を寳 施し、 倫 现を活 川して、 K 義の美 5^ を" W めんと 

欲する もの は、 文字 を 本と し、 r しれ を 主と し、， 若く は 人の 命令 (何^の 位に 在る もの にても) を 基 

礎と して 之 を 敎へ 得べき に あらす。 蓋し 德 育の 要は 少年 子弟 を 始め 總て の 人 を ！^. -き、 完全 にして 活 

潑 なる 正義 者に 紹介し、 之 をして 祌の 感化 を 被む らしむ るに 在り。 マルチ ナウが 其の 倫现 論に 於て 

上帝 を 長 敬す る は倫现 を實修 する の 根本な りと 說 ける も 直べ なりと 謂 はざる ベ からす。 爾ら天 にあ 

る 父の 全きが 如くに 全 かれよ と は 道德の 基礎に 非す や。 龍 は 響 得 ざれ ば 戴 を 爲す こと 能 はす。 其 

の 憑依す る 所な きを 以ての み。 儉现 のこと 又 之と 異なる もの 有らざる なり。 ィ タリ，' の 名士 マッジ 

が "The  idea  of  God  once  destroyed,  the  existence  of  a  moral  law  supreme  over  all 

sen,  and  constituting  an  oljligation,  p  dutv  imtK)sea  llf-on  all  men,  is  destroyed  with  It- 

• と^^卟した るは決して過言に非ざる也。 力 ントの 一一 一一 c また 之と 歸趣 を问 じうす る もの あり。 曰く 宗敎 


の 本. おは ！ i< 人の 義務 を 悉く 神の， ゆ 令な りと 認識す る に 在りと。 此の 認識 ケケ 深から しむる Q {( 小.； a: なく 

んば 抽^的 倫理の 力^だ 微弱なる を 免れす。 之に 加 ふるに 人生 は. A 十 年 を 以て 限りと する か、 將た 

人 の -ぉ性 は 無窮に 達す ベ きものな り や と- * ム へ る 問題 は 道德の 進退に 關係を 有する EJ 淺少 にあら す。 

余 は 今 之を詳 する こと 能 は ざする を 遺憾と す。 僅かに 力 ントの 一一 一一 c を 引きて 滿 足せざる を 得す。 曰 

く、 神 無く、  a つ ：E5^ るべ からざる 现想 世界の 希望 無くん ば、 榮光 ある 倫理の 觀念 ある も 以て 志 を 堅 

间 にし、 赏行を 遂げし むる の 勢力た る こと 能 はざる なりと。 斯く 論じ 米れば 宗敎 と道德 との 關係甚 

だ 親密なる を 知るべし。 抽象的の 倫理の みに ては德 育の 成功 疑 はしと 誚 はざる ベから す。 上？ W と來 

世との 事 を 明らかに. 效へ たるは耶穌5^^督に非すゃ。 此の 信仰のお も ：43irR を 有する は その 福 昔の 道に 

あらす や。 彼 は 此らの 3 典理を 明白に 爲 したる のみに 非す、 其の 最も 高货 なる 生命に. E り、 また 人の 

ために 身 を犧牲 にし たる 其 の 死に 山り て 浩大藤 活の道 德カを 世に 充？ S せしめたり。 余 は 吾！： の 人民 

をして 此の 神に 接し、 此の 高貴なる 理想 世界 を竟 仰せし め、 - 此の 途 なり眞 實 なり、 また 生命なる 基 

耔と 契 <Sr: せ し む る は 、- 德育 の 最大 耍務な り と 確信す 。 

(一八 九 三年 三、 四、 五 avH 本 評 n) 
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一.^ 地 人 之 を 三才と 稱す。 神 を 知り.， 人 を 知り、 物 界と祌 人との 關係を 知る は、 擧 問の 大 nz 的な 

り。 此の 三つ を 兼ねす して、 擧識に 誇る は 愚かなる ことなり。 .： 一： 小敎に 進まん と 欲する にも、 此の 事 

にっきて 稍々 合點 する 所な くんば、 諸事 不都合の 件 少なから す。 たと ひ學 者の 如くに 之 を 知る こと 

能 はざる も、 宗教の 生活に 必要なる だけ は、 之 を 明らかにせ ざるべ からす。 

申 

基督 敎徒は 神 を 以て 一個の 有心 者と なす。 然ら すん ば-、 何故に 之 を 天父と 呼ぶ こと を 得ん や" 人 

類の 有心 者た る 如く、 神 も 有心 者た るな り。 神性と 人性と は.、 冗に 相 因み て 離れす、 大體に 於て 同 

じき 所 あり。 然ら すん ば、 神の愛と 云 ひ、 上帝の 義と云 ふ も、 もと 是 意味な きの 語な りと 斷す るの 

ほかな し。 人 之に 祈る も 迷信の 甚だしき ものた る を 免れ 難 からん。 祌 は自覺 自決なる 倫现 的の 存體 

なりと は、 基督 敎の 根據 たる 宇宙論の 第 一 條 なりと 云 はざる ベから す。 


^ll: 敎は 人類に $HU; なる 地位 を與 ふ。 平家 物： 語の 妓王歌 ふて！：： く， 佛も本 は 凡夫な り。 我等 も 終 

には佛 なりと。 ー：：：：^^れば， 人の 地位 を 高く 置きた る もの、 如く なれ ど、 總て佛 說の人 論 は、， ：3^!5 

說 的の 思想より 起る ものに て、 詮 する 所 人類 を賤 劣なる 地位 に^する を 免 かれす。 其の 着す る 

所、 唯物論と 同じく 人 は 大海の 泡 fir 水心の 月影に 異ら すと 云 ふに 至る。 基督 敎は 然ら す。 其の 敎 

ふる 所に 據れ ば， 人 は <a ^な 神の 子 類な り。 ：士：公將相貧者無位の徒は獨 ーなる：大父の子類なる兄^^^ 

して 桕敬 せざる ベから す。 共の 父なる 祌已に 尊し、 其の 子た る 人類 また 尊から す や。 人み な 堯舜た 

る ベ しとの 觀念は 如 何ば かり 共の 價 值を增 せし ぞ。 然 らば 神の 全きが 如く 全 かる べしとの 敎は如 

何。 人の！： i 際に 就きて、 之 を 品 {儿 する 勿れ。 彼 は 神の 肖像 を 有す。 故に 神う ちに 存 する 人の 理想に 

基き て、 之が ！^敏 を おむべし。 

人の TO; 想是ぃ 如く、 共の 神に 對す るの 關係然 く  1^ 接なる もの あり。 故 を 以て 其の 存在 永遠なる を 

信すべき なり。 『サド カイ』 の 徒 永生の 事 を 以て、 耶 5i を 詰る。 主 之に 論して 宣 はく、 门 く、 ァ ブラ 

ハムの 神、 イサクの 神、 ヤコ ブの 神と 聖書に； nf- えたり。 此ら諸 先聖と 神との 關係 にして、 すでに 此 

の 如く、 深く 且つ 切なる もの あらば、 祌は 死せ る もの、 神に あらで、 活ける もの- 1 神なる を 以て、 

彼ォ の ^在 は 無窮に 達する もの あらざる ベから すと。 其 の 論す る 所學者 の _爭 ふが 如き 區々 たる 辯證 
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に 非す。 愛の 本 皆に 準據 し、 靈 性の 光輝に 照し、 心 胸の 至誠 を 推し 擴め たる もの、 堂々 たる 正大の 

言論な りと 云 はざる ベから す。 斯く 米れば、 靈魂 不死の 證據 にして、 最も 深遠 確實 なる も 2- は、 

人性の 價 値より 生じ 來る。 來 世論の 基礎 は畢， 竞す るに、 人 を 以て 神の 子な りと 確信す るに 在りと 思 

はる \ なり。 

a つ 来世の ことに 就きて、 注目すべき は、 肉體に關する基：^=1敎の！；：^仰なり。 基督 敎の人 論 は. 次し 

て肉體 を輕ん する ものに 非 や。 自 餘の來 世論 者 は、 肉體を 以て 罪惡の 伏在す る 所と 做し、 一日 も 

く 之を脫 する に 如かす と 思 ふに 似たり。 されば にや、 其の 來 世論 は 謹 魂の 不滅 を專ら に 唱 ふるのみ 

なり。 共丄督；^^にては然らす、 其の 救 ひ は、 人類の 身體 にまで 及ぶ もの、 如くに 說く なり。 賊 はる、 

もの は-〕 Hi にた 靈魂 のみな らん や。 身體 もまた 之 に 與 かる ベ し。 主 耶穌 の 救 ひ を 被る ベ きもの は、 

戴界 のみに 非す。 有形の 物界 にまで も 波及 せんとす。 。ハウ 口 云 はす や、 萬 物 は 歎き 悲 みて、 救 ひ を 

待つ と、 其れ 之 を 謂 ふか。 天國 及び 復活な どい へる 語に 付きて は、 今 直ちに 解し 難き 問題 群がり 生 

すべ L といへ ども、 基督 敎 徒の 確信す る榮光 ある 來 世に は、 身體 及び 物 界に涉 る こと を 含蓄せ る も 

の なる こ と 論す る を 俟 ざる ベ し。 

罪 惡 

基督 秋の 宇宙論、 及び 其の 人類に 關 する 敎理は 罪、 悪の 存在 を 忘却す る こと を容 さざる 、なり。 


卵 s は だ嚴 かなる 赏在 のこと なりと はざる ベから す。 病 ひなき もの は释を 要する の 心 起ら す。 

凡て^  1^ を ば ^性 の 救 主な りと 信す る もの は、 彼が 苦しみ n 一つ 死す る こと を必耍 とす る 稃な る 罪惡 

卅-: に充 ちた る を 疑 ふこと 能 はざる べし。 祌は 影と 戰ふ ものに 非す。 共」 は 無き もの を拂ひ 除かん が 

なほ i、J り 

ため に 盡 力せ ざる べし。 人 節の 費き を 思 ふ もの は 必. f . 罪悪の 問題を忽^§に せ ざる な り。 蓋し 罪悪 を 

輕ん じ、 若く は 之 を 以て 免れ 難き！ 點と a5 做し、 嚴 正なる 眼 を 以て 之 を 見る こと を 好まざる もの 

は、 ® だ. E.E ず： 大 なるお .5 見 を 持す るに 似て、 其の 實 人性 を 蔑視す る こと 甚だし。 正しき を 人類に 求 

むる は 宛 も 木に <S 一 を 竹 むる の 類と するな り。 人 類 を ^> しむる も の 、 之よ り t^,: だ し き は 無 か らん。 

入に！. W 任 を C ばし むる を ff 適當と 見做しつ、、 丼、 の 威？ 1 を 保持 せんとす る は、 履 を 戴かせ、 唾 を 吐 

き 1: け、 徒らに 頭 を 低く. する のみ を 以て、 之を赏 ばんと する に異ら す。 決してお し 得べき の 業に 非 

ざるな り。 

沸 ^闩 く 一切 ：；.^ 刖の相 は 無明より 來る。 無明 何に 出り て來 るか。 所謂 は、 如の 现體 よりす るか。 彼 

等が 、 忽然 とし て 無 明 を 生起す ると は 何ら の 意ぞ 。 夫れ 害蔥の .5 來を 窮 むれば、 其の 理 義 奥妙に 涉 

り て 、 曉り 難し 。 無祌 主義 凡 祌論を 根本 とす る 佛敎に 於 て も 、 無明の 緣起 を 忽然 な る 文字 の う ちに 

せり。 彼の 『マー 一 キア 二 ズム』 の 如き は 聖ァゥ ガス チン 等が 改 心の 以前に 在りて、 主張せ し 

所、 後世の 哲教者 ミルの 如き も、 大いに 之 を 以て 道现 ある ことと 見做し、 天地 萬 物み-以て、 獨 一聖 

誇なる ぽ (宰の 作爲顯 現と 爲すを 非難せ り。 世に 罪悪の^ する は だ 不可思議なる 寨實、 何人と 雖も 
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之 を解釋 して、 餘敏 なから しむる こと 能 はざる べし。 余は專 ら害卑 ¥ 論 やる の 章に 至りて、 こ こ 

關 する 神舉 上の 意見 を 開陳す る 所 あらん。 こ 、に は 基督 敎の 主義 を 述べて、. 其の 罪惡 論の j 端 を 示 

さんと 思 ふの み。 蓋し 基督 敎の 示す ところに 據れ ば、 罪悪 は 決して、 祌 より 起り 來 L る もの こ 非 

す。 神 を 以て 諸惡 百害の 根本と する は、 基督 敎の 精神に 反する さ 最も 茶 だしき ものな り，。 神の 子 基 

督 罪悪の ために 1  一一 口 ふ ベ からざる の 苦 を 受け、 之と 戰 ひて 十字架に 死す る を 厭 は チ。 是の 如く， 

ば 何 を 以て か 罪 惡の 存在 祌の 意 に 出づ と する を 得ん や 。 基督 は 未だ 曾て 罪悪 の 起 原 を 說 明せ す 。 宙 

之 を 現在の 事 ff として、 敎を 立てた るの み。 一人 罪 を悔 ゆる II は 天に 喜び ありと。 神 liLt に 罪 惡の原 

WI ならん や。 i 非； § 固より 祌の聖 匕1 に 悖. 房す る もの 、兌 ひに 水火 相容れ ざる ものな りと 謂 は ざる 可 

らゃ。 

苟鄕の 曰く、 人の 性は惡 にして、 其の 害 は 偽な りと。 是道德 仁義 を滅 する の說 に. して、 人の 志 

を杜絕 する もの、 之より 1=^ だしき は 無し。 {q- なる かな、. 孟柯が 暴 生の カを盡 して、 鍾 II の 意見 を 立 

て、 人^ 堯舜 たるべし の 檩準を 明らかに せんこと を 務めた る や、 儒生の 論 精なら す 、- 或 ひ は 靴 を t ほ 

て & 拝き 所 を 摄く の 遣憾な t- 得すと いへ ども、 共の 着眼の 點稍 々 正现 に 近し と 謂 は すん ば あ る ベ 

力ら づ 人 は祌の 肖像に 準 ひて、 法ら れ しもの なる に、 一口： 意志の 選擇共 の當を 失し-道念の 求む， 

る 所 を 拒みて、 人心の 私に 溺れた るより、 其の 心性 耽 壌し、 子孫 綿々 相率ゐ て、 邪悪の 道に 人り た 

るな り。 茶 基 5^1 敎の兒 解に して、 道義の 進歩 正 心 誠意の 极據、 此に 在りと 謂 はざる ベから す。 


掀には 罪の^ 在す るの みならす、 千^:萬類の災^?*^ぱ延しっ 、あり。 天災 地變、 困 舌、 死亡の 現 

象 は 如何なる 樂 天. 冢と い へ ども 之 を 看過ぐ す こと 能 はざる べし • 基督 は 肉體の 困苦に 摧れる もの を 

大いに 天.. V 仰ぎて 歎息せ り。 世 は 哀しみの みの 場所に 非ざる が 如く、 また 喜びの みの 世界に も 

あらす。 彼の^ 佌{ 氷 は 世の 一 側面に のみ 僻す るな り。 彼の 樂天 家は輕 浮なる 心 を 以て 他の 側面に の 

み眼を^^く。 相對の 極端と もに 眞现に 非ざる なり。 ぁに罪.惡#し災害もまた人類を31^^せり。 何 を 

以て かひた すらに 媿樂歡 笑 を 事と すべき ものな らん や。 

何故に 此の 災害 はおす るか。 罪悪と 災害と は 互 ひに 響きの 音に 應す るが 如し。 其の^に^ だ 親 〈祈 

たる 關 係の^す る こと 疑 ふべ からす。 故に 或る 意味に 於て 災害 は罪惡 より 來 ると 謂 ふ も 可な り。 然 

に. ども 災害 5 おに 悉く 罪悪より 来る ものな らん や。 お 人 を 兑て耶 穌に問 ふ もの あり。 曰く、 彼が 是の 

如くなる は、 己の 罪惡 に. S るか、 將た 親の 罪悪に 起因す るかと。 耶穌 答へ て H  く、 此の 特殊なる 場 

合に 於て は、 親の 罪悪に も 非す、 彼 自らの 咎 にも あらす。 た 2^ 彼に. H りて 神の 榮 光の 發树 せられん 

がた めの みと。 其の 意見 佛の 因緣應 報の 說と相 去る こと 千里の みに 非ざる なり。 蓋し 基督 敎は 世の 

災 莕を以 C 罪 惡に歸 し、 また 其の 人類 を 練磨す るに 必要な りとの 事資を 以て、 之を說 明し、 或 ひ は 

有限に して 發達 進化す るの 人類に 在りて は、 或る 災害、 到底 免るべからざる の理 ありと、 、王 張す る 

ものな り。 
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神と 天地 

宇宙 は 神の 主宰す る 所、 日月、 星辰、 人物、 鳥獸等 凡そ 天地 一切 は 神の 王 國を開 達する の 手段 を 

供すべき ものな り。 靈に 舅 する もの も 形質に 羼 する もの も、 一 つと して 獨立 自存す る もの は 有ら 

す。 我ら は 食な 神のう ちに 生き、 動き、 また 有る こと を 得と は 使徒 バウ 口の 敎說 にして、 之 を 信す 

るに 非 ざれば、 有 神 的の 信仰 純正なる を 得べ からす。 毛髮ー 條 にても、 祌の 許可なくて、 地に 墮っ 

る ことなしとの 確信 は 有祌的 信仰に 欠くべからざる ものな り" 吾人 は 風雨、 雷. 震、 花木、 山川に 於 

て、 智 あり 能力 あり、 殊に 愛 ある 神の 顯彰 せらる. -を覺 ゆ。 豈に樂 しき 信念に 非す や。 

然 らば 天地 萬 物 は その 今日の 組成 及び 運用に つきて、 神の 力に 依る のみに 非す して、 北ハの 根本の 

物赏に 至る まで、 所謂 無のう ちょり 創造せられ たる ものなる か、 將た 物體の 諸元 素の 如き もの は 神 

と 並立して、 無始より 存 する ものなる か。 物體の 成立 は 無始なる か、 或 ひ は然ら ざる か。 乞 ふ 以下 

之 を 辯 ぜん。  - 

物質 は 歴史上 始 ありし ものに て、 神の 創造せ しと ころなる かと 云 ふ 疑問に つきて は、 有祌 論者の 

所說、 151： 々として 一 に歸 せす。 近年 マルチ ナウ 氏の 如き は 物質 無始 論 を 1  口 ふ。 其の 著述せ る 有神論 

を 以て 名 ある ンォ ルマン 氏の 如き も、 此の 說に黉 同す る ものに 似たり。 たと ひ 物質 は 無始なる にも 

せよ、 天地 宇. W は 神より 出で、 其の 手に 成りて、 其の 限りなき 榮 光の 顯彰 すると ころと 爲す こと、 


また 難き に 非す と はシュ ライ H ルマ へ ル 及び 口 ウテ 等 諸氏の 主張す る 所な り。 物質 始 ありし と 云 

ふの 說を必 すし も 非と する の现 を：： 出す ベから す。 此の 說或ひ は 信な らん。 余楚之 を設 明す る こと 

能 はざる のみ。 よし 物！ 無始な りと する も、 祌のき 志に. E りて 無始 なれば、 ぉ祌 的の 主義 を^す る 

に；： 止ら す。 物質 は祌の 意志の 無始なる 作 川に 巾り、 無始より^ する ものと する も 何 の 0」.：. 乂へか 之 あ 

らん。 若し 祌は 物！^ なくして 存在す ベから す、 物質 は祌に 依らす して 獨 立すべし と 一一 一一：： はに、 其の 時 

こそ 站 敎キ -義 有神論 を危 くな すの 說 となる もの 故、 鼓 を， らして 之 を 討たざる ベから す。 

<;^^は此の點に付き、 物質 有 始論を 取るべき か、 將た 無始 論 を 取るべき か、 之 を 俄かに 斷 おする 

こと 甚だ 難し。 之 を 3^ 舉 上の 硏究に 一 任す る こそ 善 けれ。 物質 は何ぞ やと 云 ふ 問题を 決す る に 當 

ひ， 力の 發现 する 所な りと する の 意 25? 勢 ひ を 得る ことと ならば、 此の 問題の 決着 更に 容易なる も 

の あらんと す。 

神の 萬 物に 於け る は、 木工の 家に 於け るが 如く、 機 關士の 機械に 於け るが 如き 類 ひに 非す。 稍々 

心の 體軀に 於け るに 類す る もの あり。 我等 は 神に 在りて 生き、 また 動き、 また 在る こと を 5£ る なり 

と は バウ 口の 敎說に 非す や。 燕々 たる 雷霆、 世 之 を 呼んで カミナ リと 云. ふ。 此れ.： inf に 神の 鳴る に 非 

す や。 ； とす ぢの髮 も 神の 意志に 依ら ざれば 落つ る こと あるべ からす。 祌のカ は 萬 物の 間に 充ち、 

共の 攝^ は 到らざる 所な し。 若し 宇宙 をして 一大 機械たら しめば、 此は 無限なる 聖き 意志に. H りて 

励く 所に して、 天地 萬 物 は 神の 慈愛 公義の 發現 すると ころたり。 決してた 機械的に のみ 之 を！：： 儿る 
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ベから ざるな り。 

新 天 新地 

Hi. 脊敎は 希望の 宗敎 なり。 人類 を兑 るに 其の 現在の 有様 を 以てせす。 其の 將然の 理想に 本き て、 

之 を 品評す る は、 甚督 が稅吏 罪人 を も 貴し とせる 理由に 非す や。 基督 は 萬 物の 元首な り。 其の 榮光 

を 見れば、 天地^ 然の 有様 知るべき のみ。 

HaM 敎は人 の 戴 性 を 救 ふ ものた る こ と 同よ ひ 疑 ふべ き に 非す。 然れ どもた 、^ 人の 鑿 魂 をのみ 救 ふ 

ものと なさば、 此れ 一 を 知りて、 二 を 知らざる の 兌 解た る を 免れざる べし。 i# 督敎は 人 を 救 ふな 

り。 決して 其の 靈魂 をのみ 救 ふ ものに 非す。 或 ひ は 現在 的 基督 敎と云 ひ、 或 ひ は 來世的 福 昔と 云 

ふ。 其の 兩 端に 僻す. る は 愚な り。 何ぞ 人類の あらゆる 生命 を 目的と する 基督 敎を 主張せ ざる や。 此 

ず だく 

的； ii* 連續 して、 永世に 達する の 生命 をば、 .S 一一 一一 2 曲論 を 以て、 寸斷 にし、 妄りに 現世 的 若しくは 來 

世の 二と すろ は 何事 ぞゃ。 靈性 不滅に して、 人類 將來の 希 slf::® だ 偉大な りと 信す る もの は、 自ら 来 

世 を 重ん する ことなき を s;: す。 ま. U 何 を 以て 之 を 非な りと 謂 ふ を ルゃ。 

此の世界 は « 督の 降誕せ る 所な り。 彼 は 人類の 模範と して 理想的の 生命 を 此の世に 顯彭 したるな 

リ 。『若し 我れ 擧 げられ なば、 萬 民 を 引き. すべし』 と。 此の 勢力 現に 字內を 感化し つ /'あり。 祌の 

M は 宛 も 芥子 稲 を はるに 異ら す。 北ハの 初めは^だ 微かな りと い へど も、 逾に { 八. -の dir も 之に く ふに 


らんと す。 人類の は滔々 として；： 江 大河の 如く、 天闽の 理想に 向って せる。 今の 人、、 1 ょ發逢 

の 極點に 非す。 若し 之 をし も 其の 發 fJJ- お 後の 停車場な りと せば、 人の 愤 また 低し とい はざる ベ か 

らす。 此の 社，^：; は 八， のま、 にて 終るべき に 非す。 義を 顯彭 すべき 天 園の 社會之 を 待ちつ、 あるに 非 

す や。 此の： 大地 は 渐次變 化して、 新： 大 新地 を 現出すべし。 曰 巧 星 K 一切 萬 物 は 之 を 望みて、 今や 産 

みの 苦み を爲 しで あるの み。 我 も 進み、 人 も 進み、 世界 も 進み、 天地 も 進みて 宇苗 は 祌の榮 光に て 

えち 溢れん とす。 IT しに 賠 ひの 事 紫 其の 緒に 就き、 „s 督活 きて 人類のう ちに 働ら き、 聖靈は 其の 化育 

の 力 を 以て：： < 下に なる 感動 を 布き つ、 あるに 非す や。 此の 如き 希望の 世界に 住して 嚴 かなる 樂天 

家たら ざらん と 欲する もの ひ-に 北 (れ はべ けんや。 『汝ら 心に 變 ふる 勿れ、 祌を付 じ、 また 我 を：！； T せ 

よ、 我が 父の 家に は 住 aw 多し』 と。 
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吾ら の 罪 如何にして 赦 さるる や 

古への 傳 へに 據れ ば、 大帝 コ ン スタン チンの 尙ほ 名義 上の み クリスト 敎 徒にて ありし 時、 過ぎ 來 

し 方 を 額み て、 種々 の 記憶 交々 起り 来りぬ。 就中 心に 懸 ひて 堪 へかぬ る 計りに 感じた る は、 其の 長 

子 クリス パ スを 殺せる 一 事たり き。 帝 は 慚悔の 念 遣るべき 様 もな く、 之が ために 曰 夜 心 を 愤 めた 

り。 苦しき 折節に は、 平生は 思 ひも 寄らざる 迷 ひごと を 信と する に 至る。 コン スタン チ ン已が 一 M 

廢棄 したる 偶像教の 利益 を賴 まむ ものと 思 ひ、 a ゥ マの； t 官に 其の 事 を 吿げ、 罪 を 除 ひ 潔 めら れん 

こと を 求めたり。 神官 等 之に 答へ ける は、 我が 宗門に は 斯る罪 を 威 ひ 除くべき 手段 ある を 知らす 

と。 帝 大いに 失望して、 ァ レキサ ン デリ ャ のプレ トウ 凄 者の 泰斗と 仰がる るソパ テルの 敎ぇを 請 ひ、 

竹 學の救 ひ を； みたり。 哲學の 答へ は、 同く 失望 を 来せる のみな りき。 曰く 道理 上、 罪悪の 赦 さる 

べき iliw なし。 眞 直に 言へば 悪き 事 ある もの は赦 さるる て ふ 望み 有る ベから すと。 此の際 帝はコ ルド 

バ の 監督 ホ シ ヤスの 口に 由り 初めて 基督の 幅 昔を聽 くこと を 得たり。 監督 之に 敎 へて 曰く、 基督教 

に は 罪 惡の赦 しあり、 陛下の 如く 罪 ある もの も. 耶穌の 十字架に 由り て 救 はるる を 得べ しと。 大帝 國 

の 金冠 を 戴ける 頭 は祌の 無限なる 愛の ま へ に俛れ 俯しぬ。 彼 は 眞假の 基督の 僕と はなれり。 


基 傅敎の 如く 高潔.^ 假 ある 迅 i^;^ を敎 うる もの 無し。 之と 问 時に 基：^ 敎の. 如く、 稅吏 罪人に 喜ばる 

る ものな し。 基#敎は；^^も厳かなる德敎にして.* また 1§ ある ものに 平和 を與 ふるな り。 基督 敎は赦 

罪の； i 昔な リ。 

ii お：： の赦 1^ は？ に 人の^ 外に 感 する 所. * パ リ サイ 的の 世 il に は がに 許容せられ ざるべし。 Iw: て 

姦淫の 卵に： チ：： れ たる： g 人 あり。 彼 は 世に 棄 てられ、 人に 棘ん ぜられ たり。 彼 は 耶穌の 招かれた る 響- 

應の 席に 押して 參 りぬ。 彼は淚 にかき くれつつ、 耶， # の 足に 音 を 注ぎたり。 基督 は 此の 婦の ni 性 を 

詳 知し 2^5 たるに 扣逮 なし。 然り、 主 は 婦 の罪大 いなる を 知れり。 然れ ども 仰せられ ける は、 彼が 罪 

惡は 多し とい へど も赦 されたり。 彼 は 多く 愛し たれば なりと。 

此の 愛に 富みた る 主 は、 人間の {| 判に. m りて、 死罪に {； ル めら れ たり。 十字架に 架けよ と の呼號 

は、、 ？ m™f 人 より 強大なる 勢力 を 振 ひしな り。 主 十字架に 懸 りつつ 神に：. W りけ る は 父よ、 之 を赦し 

たまへ、 被ら は 已が爲 す 所 を 知らざる なりと。 彼の 髑腿 山上に 礎 殺せられ し は耶穌 のみに 非 ざり 

き。 其の 左右に 二人の 兇徒 同じき 刑に 處 せられたり。 彼ら は 天人のと もに 容れ ざる 悪徒と 見えた 

り。 8- が 死す る は 身の ため.， 世の ために；：！^ も 願 はしき ことにて ありし ならん。 然れ ども 其の 一人 

に 向 ひて 耶穌 の 言 ひける は、 今日 汝は 我と ともに パラダイスに 居るべき なりと。 

汚れた る は赦 されたり。 殘 暴なる 兵士の ために 赦罪は 求められたり。 十字架 上の 兇 盜は幅 昔の 

光 を 被りぬ。 愛 敵の 秘義、 赦 罪の 妙理。 此ら 事實の 中に 現 はれた ひ。 乞 ふ、 更に 彼の 遊蕩の 子 父に 
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歸 るの 美譚を 記憶せ よ。 此の 子 H< 理に悸 り、 人道に 背き、 利己の 慾に 制せられ、 獸の 如き 肉 情の 奴 

と はな ひぬ。 彼 は i=Y 浴して 豚と 糧食 を 同じ ふす るに 至れり。 然れ ども 父 は 之 を 待てり。 美き 衣、 黃 

金の 指環、 愛の 接吻、 盛んなる 饗筵 は、 此の 遊蕩 無賴 なる 子 を 待ちつつ ありし なり。 是れ 神と 人と 

の關係 まさに 斯の 如くなる を 示せる ものな りと 云 ふ。 是 れ眞實 に 然る か。 所謂 H< は斯の 如き ものな 

るか。 祌の心 は 基督の 十字架 上に 顯 せし 如くなる か。 上帝 は 彼の 遊蕩 子の 父 を 以て 喻 ふべき ものな 

るか。 茫 たる 此の 天、 漠 たる 此の 地、 して 斯の 如き 神 あるか。 人類 は斯の 若き 祌に 待た れつつ あ 

るか。 して 然 らば 此は大 いなる 一 i!w に 非す や。 議論 も 疑 ひも 此の 不思議なる 事實の 前に は 霜の 旭 

に 於け る 如くな らんの み。 

自然 は 無情な リレ 其の 擧動は 忌み 揮る 所な し。 斯くぱ かり 經が たく 見 ゆる 世の中に 羨ましく も 澄 

める 月 かなと 詠 じたる 如き は、 時として iP;:: らが 自然に 對す るの 感懐に 非す や。 彼の 適 種 生存、 優勝 

劣 收の事 M を兑 よ。 造化 して 憐^の 淚 ある 乎。 ジョ ン • スチュ アルト • ミル は 大いに 之 を^へ り。 

詩人 シ H レ ィは 自然界の 有様 は 宛 も 盲 ひたる 御者が 衆人 群り 居るな かに 其の 輕車を 駆る に異ら すと 

一 百 ひき。 肷者 頗る 多く、 勝者 與だ甚 し。 貧者 何の 罪 か ある。 富者 何の 德 あり や。 自然の 法則 は 水よ 

.»^も冷かなリ。 共の 勢力 は 厳酷に して、 毫厥 も寬假 する 所な し。 一歩 にても 處， を 誤る もの あら 

ば、 泣く も 叫ぶ も 顧みす して- 自然 は 之に 千里に 失する の 責罰を 決行す。 成 陽 一 炬十 萬の 樓堂 忽ち 

灰燼と なリ畢 る。 衞 生の 法 m を 犯す もの は、 共の 應報、 響の 昔に 於け るが 如くに 著る しき を 經驗せ 


すん ば あらざる なり。 ぶ： 惡 禺甚， 、に 死す。 GI 然は 法則 を寳 行す るに 於て、 少しも 容赦す る 所有ら ざ 

るな り。 儒者の； 人と 稱 する 所の もの は-何 ぞゃ。 或 ひ は 我 を 知る もの は 共れ }k かと 絶叫す る を 見れ 

ば、 4?: 心的の 正義 者 を 指す に 似たり。 然れ ども 宋儒 などの 說 ける 如く -大 は现 のみと 言 はば、 罪 を 天 

に 謹れば 祈る 所な しと ：. ム へ る も無现 ならざる 斷！ 一 H と 見做す の 外な からん。 

一き て 各自の 方寸のう ちに， ぼ みれば、 人 の. U 心 は 罪惡の 容赦なる もの を 認めざる に 似たり。 良 

心 は 卵を擬 する のみ。 あれば 則ち 罰 あり。 而 して 良心：；！^ 後の 聲は 恐怖 あるの み。 1^;: が從 ふべき の 

现 想と：.：^: が现 5jEi の .S と 相距る ことの 甚だしき を 察ろ こと 愈 々 明か なれば 、 良心の 非難い よく 痛 

酷な り。 が旣往 の卵惡 は^して 赦 さるる を 得べき か。 前日の 失ん 仃を 記憶 するとき は、 針 を 以て 刺 

さるる が 如くに 感じて" 我赦 はるる ために 何を爲 すべき かとの 聲を發 する もの は、 ぺテ 口の 說敎に 

感動 せる； 一-千 人の みに 非ざる なり。 沙 翁の リ チヤ ルド 王 は 慚悔 の 一一 r を 吐き て 一 百 へ り。 

世に は 我 を 愛する もの 無 からん。 我れ 死なば， 一 個の 靈魂だ も 我を憫 むこと ある まじ。 

資 に 彼等が 我 を 撋む 望む ベ き箬な し 。 

我れ 自らす らも 已を 偶む こと 能 はざる もの を。 

0M の 所感 此 に 至. ひて おも 極まれり と 謂 はざる ベ か らす 。 沙 翁 ま た 良心 は總 ての 人 を 怯 ii ならし 

むる ものな りと； 一一 一：： へ るは實 際の ことに 非す や。 

人 の 良 心 已 の S^JS^ 惡を咎 む る こと 是の 如し。 吾が 身 に す ら責 めら るる 者 如何で 能く 責め ら るる こ 

吾ら の 3S 如何にして 毅 さろ ろキ  ニー 二 九 
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となく して： t の 前に 立つ こと を 得ん や。 良心 は祌の 御聲の 反響な り。 屮に 自ら 頓み て罪惡 ある を覺 

え、 針 を 以 て 胸 を 刺さ るる 如くに 感する は、 吾人 罪 を 天 に 獲て 其 の jlw 貢 を 被む り しものに 非す や。 

祌に愛 ある を： じ、 (共の 正義 を 悅ぶを 認識す る もの は、 神が 不義 を 怒り、 曲れ る を 憤る こと ある を 

疑 ふ 能 はざる べし。 凡 神 論者の 絕對的 存在、 若く は宋 懦 の理 のみと 稱 する 天 を 信す るの 徒 は、 不義 

に對 する 祌の 怒り を 認めざる も 不都合な からん。 然れ ども 基督 敎 徒の 奉す る祌 は、 生ける 有心^な 

り。 善 惡に對 して は 機械の 如く、 また 響の 音に 應す るが 如く、 唯 だ 無意 無心に、 其の 結 を 人に 及 

ぼす ものに 非す。 彼 は義を 喜び、 待 を 愛する と！： 時に 不義 を 怒り、 .惡 を 憎む ものな りと 謂 はざる ベ 

からす。 

己に i 非 を 犯して 祌の 怒りに 觸れ たり。 此に 於て 吾人、 神の 怒り を 和解め て、 罪の 赦しを 得 ざれば 

片時 も 心 を 安 すん する こと 能 はざる な b。 

主の祈りに m く、 我らが 人の 罪悪 を赦す 如く、 我らの 罪惡 をも赦 した まへ と。 吾人の 互に 相 交る 

や、 不義 過失の 責任 を 負へ る もの は、 被 寄 者の 赦しを 求む る こと 切なり。 而 して 彼 快く 我の 罪過 を 

赦し、 その 胸屮 我に 對 して 不平の 念な く、 我 を兑る と 前日 過失な かりし 時の 如くなる に 至れり と 思 

ふ を 得ば 、 "おん ど 罪惡 の 重荷 を 背よ り. 取り 下した る 如くに 感 するな り。 現に 人間に 行 はるる i 非の 赦 

しなる もの は、 背理の 事なる か、 虚妄の ことなる か。 將た理 まさに^す べき ことなる か。 人 問の 赦 

罪 は 正當の 事に して、 iiS 義の 自然に 出づる ものな りと 謂 はざる ベから す。 人 11 り事然 り。 赦罪を 神 


に 求む る こと 獨り 不都合な るか。 ma- それ 然 らん や。 .：^{心の惰眠 一 とたび {脍 めて 深く 其の 罪惡 を感す 

る 時 は、 祌の赦 し を 得ん こと を渴 望す。 切に 之 を 求めて 證 ざると き は 中心 少しも 安き こと 能 はす。 

IS 悶？ § ^^に 堪 へす。 身 を 天地の 1? に容れ 難き 心地す るに 至る。 罪 惡の結 raj^ 身に 及びて、 痛 ww?.^ 難 如 

何に 群. 0 来る も、 眞正の 心 を 以て 罪悪 を 感じた る もの は苟 くも 之 を 免れん こと を 求めざる なり。 其 

の 切望す る 所の もの は (议 び祌の 意に 協 ひ、 其の 赦しを 得て、 li^ 義の 域に 達せん ことに 在り。 利害 苦 

樂の念 は 第二に して、 其の 第一 に 主眼と する 所 は祌の 怒り を 和解 めんと 欲する に 在り。 蓋し 祌の怒 

り は客觀 的の 事 置な り。 或 ひ は 曰く 疑心暗鬼 を 生じ、 惡人は 追 ふ ものな きに 遁 逃す。 祌の 怒りと は 

詮 する 所主觀 的の ことにて、 我が 心の-:^ 愚なる より 起れ るの 妄念な りと 見る とき は、 ただ 我に 存す 

る 所の 此の 主觀 的の 感覺を 取り除く こと を 得ば、 神と 人との 和合 成るべし と。 此れ 祌の 性質 を 誤解 

し、 良心の 明白なる 啓示 を 虚妄と し、 倫理の 大道 を輕ん する の 見解な り。 斷 じて 通論に 非す と 云 は 

ざるべ からす。 カント は 深く 道德を 研究し、 善く 良心の 理に 通じ、 德 行を鍊 磨す るの 工夫に 思想 を 

用ゐ たる 人な り。 其の 說に 曰く、 旣往の 罪過 を 記憶し、 現今の 不義 を 思 ひて、 慨愧 痛悔の 念に 堪へ 

す、 丁 心の 快活 を 失 ひ、 道義 上の 勇氣を 欠く とき は、 修德の 進歩 得て 望むべからざる なり。 よし 今 

は 品行 改まりて、 また 前日の 如き 罪過 を 犯す こと 無しと も、 往昔の 罪 は 何 を 以て か 其の 責め を 免 か 

るる こと を 得ん や。 昨 非 前 愆の責 罰 は 倫理 上 必要の 事な り。 然れ ども 責 罰の 依然として 存 する は修 

德の 一 大 故障な り。 之 を 免れ また 其 の 赦しを 得 ざれ， ば義を 全うする の 進路に 上る こと 能 はざる ベ 
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し。 然 らば 之 を 如何にせば 胸中に は 善良なる 分子 存せ すん ば あらす。 宛 も 正 善 を 期す るの 一人 其の 

方寸に 宿れる が 如し。 實 際の 我に 付きて 一 百 はば 汚據 見る に堪 へざる べしと 雖も、 此の 理想 上の 我 は 

然ら す。 神に 於て は 千年 猶ほ 一日の 如し。 彼 は 時間の 制限 を超脫 す。 故に 將來に 成らん とする 理想 

の 人 は 恰も 修德の 功已に 成る ものと 一な り。 吾人 は 此の 理想の 人に. W りて 祌に悅 ばる る こと を 得べ 

し。 實 際の 人 は 理想の 人 を 代りに 立てて 以て 良心の 責め を 免れ、 罪を赦 されし 人と なる を 得べ し。 

吾が うちに 在る 新たなる 理想 人 は 古き 實 際の 人と 耻櫟 して 頻りに 種々 の 患難に 遭遇す。 是れ 一種の 

. 代人受 苦の ことに 非す や。 是れコ ウー ースべ  1^ の 哲人が 所見の 大要な り。 彼 は 一種の 噴 I 非 法 を 案出 

したるな り。 其 の 思想 は 暗に 福音の 眞理 に 近 かづ きたりと 謂 はざる ベ か らす。 彼 は 現實 の 我に 代る 

べき ものの 必要 を 認めたり。 彼 は 純然たる 律法 的の 地位 を超脫 して、 他に 方法 を 求め ざれば 終に 律 

法 を も 成就すべからざる を 看破せ り。 然れ ども 人性 は破壞 せり。 其の 心に 根本的 罪惡 ある は カント 

の 信す る 所に 非す や。 何 を 以て 此の 理想の 新人 果して 成 達せん こと を 知る か" 此れ 徒らに 隣の 貨を 

算 へて、 自ら 富豪に 擬す るの 痴漢に 類す る ものなら す や。 

. 天 の 父 は 愛の神な り。 彼 は 背 酷なる ものに 非す。 彼 は 入の 亡ぶ る を 好まざる なり。 彼 は 罪 を赦さ 

ん こと を 欲す。 共の 世 を 愛しむ は、 獨り子 を 世に 賜へ る 程な り。 カントの 夢想せ る 新しき 现想人 は 

歷 史的の 人、 ナザレの 耶穌霄 に 此の 人な り。 スコット • ホル ランド 曰く 神 は 常に 人を赦 さんと 欲す 

る ものな り。 然れ ども、 赦 すと は何ぞ や。 即ち 愛 を 回復す るの 謂な り。 人類 は 何れの 點に 於て、 祌 


の 愛 を 回復す る を 得べき や。 乂赦 すと は 希 §¥11 復す るの！^ なり。 然れ ども 祌は 人類 を兑て 如何な 

る 點に 於て を 问 復 する を^る や。 人の sfl, を赦 さんと 欲する 祌の御 心 は： J^:: ノアが 方舟 より 放ち 遣 

りたる 鳩の 如く、 その 止まるべき 處を 得チ。 世 は 之を受 くるに 適せす、 { 仝 しく 薛の 所に 還らし めた 

り。 故に 种は 其の 獨 りの 子 を 世に 與へ たり。 此の 愛な く、 義 なき 罪の 世界に 於て、 眞の 愛と 全き 載 

を 具へ しもの は、 獨り ナザレの イエス あるの み。 是れ祌の喜ぶ所の獨り^；^り。 之に よりて 世の 罪 

は赦 され、 人 は 悉く 救 はるる ものと なる を^たり と。 恶督は 全き 愛の 同情に よりて、 の 罪 を 悲し 

み、 人の 受 くべき. t の 怒り を 感じたり。 彼 は. cn 然 なる 人の 知る こと 能 はざる 所にまで 罪 を 知り、 其 

の惡 きを 悟り、 北ハの 惹起した る祌の 怒り を經驗 せり。 赏に 基督 は 其の 罪に 代りて 其の 結果 を 身に 覺 

へし ものに あらず や。 盖し 代人 法 は 世界の 定 W にして、 慈母の 子に 於け る、 先 Si 本の 後進に 於け る、 

皆 之に よらざる ものな し。 基督 は 代人 法の 行 はるる 人類の 世界に 來り、 人に 代りて 神の 養 を 全う 

し、 全き 德を 成就し、 、ci 界に 於け る 生命の 源と なりて、 罪 を も 罰 を も 免 かるべき 道 を 開きし なり。 

信仰に 依りて、 基督に 列なる もの は、 其の 死に 由り て 罪を赦 され、 其の 從 順の 德に參 して 神の 楚意 

に 適 ふこと を^、 生ける 希 を 以て 世に立つ こと を 得べ し。 己に 神と 和ぎ て、 罪悪の 結 栗 身に 及び 

て 苦 赌を與 へざる に 非す といへ ども、 基督の 精神 を 以て 之に 處 する こと を 得。 是れ 我の 神と 和ぎ、 

莴 有と 和 らざ たる 明 證 に 非す や 

(一八 九 三年 10、 一 11«.騸 音 新報) 
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神學 一斑 

甚督敎 t 界觀槪 要 

一 基督 敎は 有意 正 善に して 自ら を顯ぉ >  する 神の 存在 を 確認す。 基督 敎は無 神說、 不可 識論、 凡 

； t 敎等 に反對 して 一 種の 有 祌說を 主張す る ものな り。 

二 基督 敎は 世界 を 以て 神の 創始す る 所と す。 神 は 宇宙に 充塞 含有 (イン マネン ス) せらる ると 

同時に 其の上に 超 絡した る ものに て 倫理 上の 目的の ために 之 を 統治す。 

三 其の 敎 ふる 所に 據れば 人 は 神の 像に 依りて 作られた る 黨性を 具 ふ。 其の 將來の 歸趣は 祌に對 

して 共の 子た る 關係を 全うし 愈 々 神の 像 に 類同せ ん とする に 在り。 

四 基督 敎は 罪と 悖理 との 世に 存 する を 認識す。 然れ ども 此は祌 の 本意に 非す。 また 必然的に 世 

界に间 着せる ものに 非す。 人が 祌に北 n きて 自己の 正當 なる 發逹を 杜絶した るに 起因せ り。 之 を 首 ひ 

更 ふれば 基督教の 世界観 は 人類の 墮 落を認 むるな り。 此の 點に 於て 基督 敎は 或る 一 派の 進化論者に 

同意す る ものに 非す。 

五 基 臀敎の 世界 親は祌 がま-史上に 自ら を イスラエルの 列 祖に顯 示し、 以て 人 を 救 はんと 欲する 


S 心寵の を 彭は. せりと 信す。 殊に 此の §:彰 は 共の 子 耶穌^ 督に 至りて 極まれり と認 む。 

六 ^脊敎 の 世界 觀は耶 穌某僻 を 以て 祌の永 在なる 架 子と す。 彼 は 時期の 滿 つるに 及び 人性 を 身 

に 負 ひて 世に ネ り、 祌の充 ち 足れる 德は體 を 成して 之に. 都れ るが 故に 之 を 神と 崇^す るな り。 此 

れ所 IS 敬虔の 秘義 なり。 此の 祌子成 身の 迸 は 新たなる 光を發 ちて 祌の 性德を 明かに す。 此の  一 と 

§^<^?の光とに依りて 父子 银三 一 の祌を 知る。 また 之に. S りて 天 地を觀 るの 點页に 新たなる をお 

ゆ。 ^物 は^^に 出り、 また 恶督 のために 选られ しもの なり。 人 また 之に 山り て 共の 體面 をー變 す。 

共の $1 趣 之が ために 明かな り。 人類 祌と 契合す る を 得る の 现此に 於て 甚だ 明確な り。 祌子成 身の 现 

は人を^.3りまた之を喷へ る祌のほ的を明かにす。 即ち 天地の 譜物を 基^に 於て 統 一 包 合せん と 欲す 

る こと 此 なり (fj-l 一)。 祌は 何故に 罪惡の 起る を容 したる か。 此の 现は祌 子 成 身に. H り、 § 非の 道 

に. E りて 大ぃ に 悟る 所 ある を 得べ し。 

七 恶督敎 の 世界 觀 は聰 ひの 眞现を 確認す。 信す る もの は 之に 與 かるべく、 凡そ 故意に 其の 恩^ 

を：^ 絶せ ざ る^ は 符な其 の 鹿に 依 る こ と を 得ん。 

八 甚督の 成せし ことの 目的 は 此の世に 祌の國 を 建設 せんと 欲する に 在り。 而 して 祌の國 は 一 ^ 

人 を 救 ふの みならす、 基督に 依りて 發 揮せられ たる 靈性 上の 力の 結 5!- として、 新たなる 社會を 造り 

設 くるの 主意な り。 此れ 基督 敎 世界観の 說く 所と す。 

九 世界の 應史は 終に 其の 局 を 結ぶ に 至らん。 人の子 は 審判の ために 現るべし。 善惡の iHll 刖 分明 
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なる の 時 至らん とす。 

斯くて 後 は 如何な らん。 基督 敎 世界 觀は バウ n の 語を藉 りて 左の 如く 言 ふの 外な しと ほす。 ^彼 

はたら  わた 

(基督) 諸の 權 威と 能き を滅 して 國を 父の 祌に 付さん。 これ 終りな り。 そ は 彼す ベての 敵 を 其の 足 

の 下に 置く 時まで は 王たら ざる を 得 ざれば なり。 いや 後に 滅 さるる 敵 は 死なり。 祌 凡ての 物をャ リ 

し S5 

ス トの 足の 下に 置き 給へば な ひ。 萬 物 之に 服 ふとき は 子 もまた 自ら 萬 物 を 「匚に 服 は- y しもの に报ふ 

べし。 是れ神凡てのものの上に主たらんためなり(^^^醉？！|^.1五)0 

惡人は 結 ：15 如何に なるや 

來世擧 は 祌擧の 部門の 中に 就きて 明かに し 難き 問題 を 有する こと：； 取 も 多き ものの 一 つなり。 殊に 

惡人は 終に 如何なる 有様に 達すべき かと 云 ふの  一 *^^は或ひは人情の上ょり、 或は 理論の 點 より 疑問 

la 出して、 之 を 十分に 解釋 する こと は 到底 望むべからざる ことなり。 おに 關 して 世に 行 はるる 說を 

分てば 概ね 三つと なる。 

第一 定斷的 救說 此の 說は 人類 は 悉く 救 はるべし と 信す る ものな り。 古代 敎 X はに 於て は 有名 

なる オリ ゼン 之を唱 へ、 近代に 於て は獨逸 國祌擧 復興の 大勢 力たり しシ ライ H ル マ へ ルの黉 成は大 

に此說 をして ® からしめ たり。 シ ライエル マ ヘルの 言に 曰く、 驢 ひの 力に 依り、 すべて 人類の 靈魂 

は 皆な 神に 復歸 して 救 はるる に 至らん と。 ；^^<テ -1 ソ ン は神攀 者に あらざる が 故に、 之 こっきて 明 


白な-る舉說を提5^せざれども、 一人たり とも 墓の 彼方に 於て は、 亡びる ものな からん を 望む との 意 

いん， めもりお む 

を 共の 有名なる 記念 歌の 中に 述べたり。 こ は 若し 架 霜 及び 理論の 上に 確證 だに あらば、 すべての 人 

の 喜んで 信す るの s!^ ならん。 

第二 滅盡說 時として は 此の 說を條 件 付き 靈魂無 究說と 名 付く。 これ 寳に普 救說と 全く 正 反對 

の 地位に 立てる ものな り。 彼 はすべ ての 人 救 はるべし と 云 ひ、 これ は 惡人必 す滅盡 すべし と說 く。 

その 现に 於て 相容れ ざる こと 斯 くの 如し。 然れ ども、 悪人の 永遠に 苦しむ て ふこと を 疑 ふため、 一 

方に 遁げ路 を 得ん と 欲する より 其の 所見 を 立つ るに 至りし は 一な り。 歐洲 大陸に 於て は、 a ウテ 等 

之 を iP へ , 英國の H  F ヮ ー ド * ホワイト 其の 基督に 於け る 生命と 題す る 書に 於て 之 を辨明 せんと 企 

てたり。 此の 說は 前年 デ -I ンゲ 氏の 生死 論に よりて、 一時 日本の 宗敎界 にも 主張 せられし £ あり。 

ホワイトの 如き は 其の 著書 を 日本の 宗敎 家に 配布して、 大いに 其の 說を 本邦に 行 はし めんと 企てし 

こと も ありき。 米國の 有名なる ブ シネ ル は惡 人が 悪德增 長して 次第に 悪の 感覺を 失 ひ、 之 を 行 ふの 

力 を 減少す ろと いふ 事實 より 推究 して、 其の 遂に 滅盡 すべき こと を說 けり。 滅盡 說は惡 人の 威 亡し 

て 遂に 回復すべからざる に 至るべき を、 蛮 書より 證明 する こと を 努めた るに より、 痛く 普 救 說の勢 

力 を 減殺し 去れり と 見えたり。 

第三 永遠 服罰說 これ 新敎 各派の 敎. S ゆ 2 に 最も 廣く行 はるる 說 にして、 惡 人が 意識 を 有しつつ 苦 

しみ を受 くろに 至る ベ きを 唱 ふるものな ひ。 此の 說に對 して は、 現今 不滿足 を 表する もの © から 
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す、 或 ひ は 少しく 此の 說を 和げ て、 惡人 最後の 運命 は、 永遠の 苦しみと 云 はんより、 寧ろ 非常なる 

損失 を受 くるに ありと 唱 ふるもの も あり。 

以上 三說の 是非 を辨 ぜんと 欲せば、 先づ 二三の 用心す ベ ま こと ありと 覺ゅ。 

第 I 聖 寄に 敎 へ られ たる 基督 の 道 は、 善惡の 赏罰を 確信 する もの なり。 如何なる こ と あ りと 

あ， 赏 罰の 暖昧 に歸 すべき 苦な し。 是れ 我等が 道 令； の保證 する 所に して、 萬 疑 ふべ からざる 眞、 理な 

らす や。 如何なる 名論： 說 にても、 赏 罰の 原則に 違 ひ、 其の 要求 を担絕 する もの は、 眞理 にも あら 

t また 基督 敎 たる を 得ざる なり。 罪人が 罪 を 犯す 間、 之れ が爲 めに 苦しみ を 受けざる ベから ざる 

こと は、 全能者 も 之 を 担む こと を 得ざる 所と す。 然れ ども 此の 原則 を 堅く 執りて 動かざる 場合に 於 

て も、 來世 のこと にっきて は、 尙ほ疑 はしき こと 多 かるべし。 必す しも、 一方の 說に 傾か ざれば、 

賞罰の 眞理 に 反すと はいふべ か らす。 

第二 凡そ 祌惠 の說 にっきて は、 聖書が 明かに 敎 ふる 所 及び 敎 へざる 所との 問に、 la 解 を 異にす 

べき 餘地、 充分に 存 する を 認めざる ベから す。 聖書の 中に 確說を 示さざる に、 人々 隨說を 逞しう し 

て 猥りに 永遠 無究 の運侖 を斷定 する は甚 だ 謂れな きこと なり。 我等 は 明かなら ざ る こと にっきて 

は、 正當に 不可 識 論者た る を 得。 我に 與 へられた る 光の 透徹す る 所まで は 行くべし。 その 光の 達せ 

ざる 所に は、 漫 りに 浸 人して 瞭 斷を逞 ふせざる こと^ 要な り。 

第三 人の 運命 を斷定 し、 現世の 來 世に 於け る 關係を 明かに せんとす るに は、 吾人が おする 所の 


議論の 材料、 だ 乏しき を 憾みと す。 基督 敎を聽 くこと 能 は ざり し阈の 人民 は、 遂に 如何なる 有様 

に 達すべき や。 所 に 於ても、 全く 敎 化の 及ばざる 異邦人の 如き もの 甚だ 多し。 彼等が た 

めに は J!J^ 後の 運， ゆ、 如何にして 定まるべき か、 或 ひ は 祖先の 造 傅より、 或 ひ は 四圍の 境遇より、 或 

ひ は 出 米 車の 行き掛りより、 無 m の 感化 力 起り 來 りて 人の 成立と 其の 品性と を 形づくれば 能く 责任 

の 所在 を 明かに して、 赏 罰の 公平 を 保ち、 善惡 をして 分 里 も 遠 はざる 地位 を 得せし むる もの は、 只 

祌 あるの み。 基 の  一一 K によりて 考 ふる も、 全知^f<;の審判に於ては、 あらゆる 事情 を 明かに し、 各人 

の 知識 力 i 及び 機 命 等に 照 して、 之を赏 罰す る备々 差 あるべき こと 明かな り。 律法な くして 罪 を 犯 

せる ものと、 律法 を 有しつつ 罪 を 犯せる ものとの 間に 甚だし. fi- 隔を ¥ る は、 使徒 保 羅 の斷言 す 

る 所に あら チゃ。 我！^: は 人の 將來に つ き て 容易 に 明言す る を 得る ほどに 充 分な る 議論 の 材料 を 有 せ 

ざるな り。 試みに 來 世に 關 する！ is の 救說を 批評 せんに、 

第一の 並" 救說の 如き は、 聖 IW の 中に 明文の 徵 すべきな し。 又 何 を 以て 一人 も 亡びる ことなしと 斷 

言す る や。 若し 一人 にても 匚 びる もの あれば、 - 此の 說は 立ち 難き ものな り。 故ら に 此の世に 在りて 

基督 を 担絕す るて ふこと は 甚だ ベ きこ とに て、 其の 結晃 極めて 重大な る もの あるべき は现の 當 

然 なり。 思 ふに 基督 萬お を 引き 寄す る. などと い へる聖寄の文^^がは、 I" 救 論者の 常に 引證 する 所 なれ 

ど、 將等は 基督が び來る 時、 或る ものに は 恐る ベ き 罰 を 〔且 ベ しとい へ る 如き 種類に 屬す る聖 . 

書の 文 を 忘却す るに 似たり。 萬 物 は 基督に 於て 綜合 せらる べしとの 古. a^、 保羅の 好んで 敷衍す る 所 
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にて、 香 • 救 論^ に 之 を 接 引して 其の 說 の證據 となす もの なれ ど、 * ワイ エル、 ダイス 等の 如き 註解 

の 專門冢 は 萬 民心 を飜 して 基督に 從ひ、 悪の 勢力 全く 滅盡 すべし とい ふが 如き は、 保羅の意！：^^去 

る こと 甚だ 遠し といへ り。 惟 ふに 聖書の 中より 普 救說の 明證を 指摘 せんこと はなし 5r へき ことに あ 

ら ざるべし。 然れ ども 聖書 を 見れば、 萬 物 兎に角 一致 合同の 方向 を 取りて 進行しつつ ある は、 蓋し 

聖窨 の^へ ならん。 

マルモン ゼ ンの說 く 所に 依れば、 只 だ 形而上 學の 一 面に のみ 偏し、 祌性論 を 專らに 研究す る 時 

は、 自ら 齊 救說を 執る に 至らん。 希 職 派の！. ま 者の 所論 を 見れば、 賢に 此の 傾き ある を 知る ベ 

し。 之に 反して 人性 論 を 專らに 努め、 人心の 作用、 傾向、 及び 道 德の冇 様 等 を 研究す る こと を 第 J 

とする 神擧者 は、 容易に 永遠 服 罰 說に倾 くに 至らん。 羅甸派 神 奥. 者に つきて、 其の霄 躇を充 たす を 

得べ し。 オリ ゼンの 如き は、 希臘 風の 思想 を 代表し、 ァゥ ガス チンの 罪 を 威 ザる こと 深く、 人心の 

作用 を 看破す る こと 精確に して、 罰の 永遠なる を說 きしが 如き は羅甸 派の 思想 を 代表す るに 堪へ た 

りと いふべ し。 道德 上の 現況 を 察し、 習 ひ 性と なる に 至る の 法則に 照らし、 あらゆる ことにつ きて 

發 達の 機 # を 過 ぐれば、 永遠に 之 を 回復す るの 時 を 得難き は、 生物界 及び 精 祌界の 法則なる を考ぅ 

る 時 は、 或る人 は 遂に 罪を悔 ゆる こと 能 はざる 場合に 至るな らんと 田ぽ るるな り。 EjS 早遲 しとの 1 

曾が 決して 靈界を 震動す る ことなし。 救 ひの 門. 1IL は盡 未來際 閉ぢら るる ことなしと 斷言 する は、 如 

何にも 大瞻 なること なり。 勿論 斯. くの 如く 一一  K ふ も、 永遠なる 服 罰の ことに 對 して m 一大なる 疑議な し 


とい はす。 t# に 闩く、 我 は 天 地 を 作りし 全能なる 天 を 信す と。 全能なる 父の 愛 も、 罪人 を 如何と 

もす る こと 能 はざる か。 神の*:界に罪>;1^^^闹守するもの、 永遠に お 在すべき か。 罪お 執りて 動か ざ 

る もの あるの 掀界、 如何にして 基 に 於て 統一 給 合せら るる を 得る や。 是 やの ii 題 は、 漫 りに 異端 

ょ邪說 よとの 二 K を 以て、 排斥し 去るべき に 非す。 赏に 解し 難き ことなれば、 丁寧 愼 ffl に その. 迈理 

を 研究すべき ことなり。 マルテン ゼン 曰く 、神の愛の 岡り しこと は、 すべての 人の 救 ひの 爲 めに 設 

けられた るに 相逮 なし。 これ lE^ 林 多 前 害 第 十三 孝に 見えた る 如く、 すべての 物 を $1.^ むと いふ 丼 丄督敎 

徒の 愛の 拔』 礎な り 、 亦 永遠 の 罰 を 受 くる こ と あ らん と の 憂慮、 最早 遲し との 聲を 聞く に 至る ことな 

きを 保せ ざる こと は、 ^に人生をして21|^^も嚴肅ならしむるものなり。 吾人が 恐れ 戰 きて 救 ひ を 全 ふ 

し、 の nn を 熟 心に 利用せ ざるべからざる を感 する は、 此れ 憂慮 あれば なりと。 全能の 祌と祌 を 

も 拾て e る自 山の 人 問 とを對 照し 來れ ば、， 疑問 群がり 起り て、 之 を解釋 せんこと は、 今日の 人智に 

て 及ぶ 所に あらざる べし。 然れ ども、 事竄は 事 實 なり。 難題の ために 事實 を抹 m すべから す。 吾人 

は 生命 を し て 最も 嚴肅な ら しむ る說に 與み せんと 欲す る ものな り。 沙 翁の 『マク ベ ス』 を 請む も の 

は、 罪 を 犯す の 極、 遂に 之 を悔ひ 改めて、 善に 移り 難き に 至る は、 人性の 常 法なる こと を發 明す ベ 

し。 只 だ 穴 T; 漠 たる 教理に 馳せ、 感情に 支配せられ て、 道德 界の， 幽 固た る事實 を 顧みざる もの は漫 

然！ 救說の 夢を說 かんとす。 

第二 滅盡說 も 吾人の 與し 難き 所な り。 人 は 初め 神に 作られし もの なれば、 其の^^在は結局；^の 


力に 賴る ものたり。 人の 存在 は 神に 依りて 立つ ものな り。 されば、 神の 御意に よりて 減ぶ るに 至ら 

ん こと、 必す しも 世に 於て あるべ からすと いふ こと を 得ざる なり。 此の 點ま では、 條件 付き 不滅 說 

幾分 か 道理 ありと いはざる ベから す。 亦 悪人 を 永く 存在せ しめて、 只 その 悪 を 行 ひ、 苦しみ を受く 

るに 一任し 置く も、 何の 益 ある を 見出す ベから すと いふの 議論に も、 幾分の 勢力 あるに 相逮 なし。 

然れ ども、 滅盡說 に は 種々 の 不都合 ある を 免 かれす。 

一 此の 說を 主張す る もの は、 頻りに 聖書の 文字に 拘泥し、 滅ぶ ると いひ、 粃 糠の 如く 火に て燒 

かるる とい ふ 如き は、 昝 悪人 滅亡に 歸す るの證 據 なりと 說く なり。 然れ ども 是 等の 首 は、 皆な 比喩 

的の ものと なり。 是れ によりて 減盡 說を唱 ふること は、 ^だ 所 由な き說 なり。 加 ふるに、 此の 诚亡 

は 霧 判の 曰 即ち 主の日に 悪人に 及ぶ ものと す。 使徒。 ハウ 口 は 之 を 呼びて、 滅び 忽ちに 至らん といへ 

ひ。 然るに 滅盡 說を唱 ふるもの は、 悪 入 審判の 日に 亡びす、 その 罪の 輕 重に 隨ひ、 罰と して 永き^ 

苦しみ を 受け、 而 して 後に 亡び 失する と說 く。 此を 以て 見れば、 罰 は 意識 を 有する 存在の 間の みに 

止まり、 而 して その 滅盡 する は、 祌憐 みて その 苦痛 を 止む る ものた るに 過ぎす。 又 若し 聖書に 見え 

たる 滅ぶ るて ふ 言 を 以て 诚盡說 の設據 とせば、 滅盡を 以て 審判の 時、 忽ち 来る ものと せざる ベから 

す。 然るに 聖書に 首 ふ 所の 滅び は、 霧 判の 日に 來る もの なれ ど、 滅盡 論者の 所謂. 滅び は、 審判の 

後、 久しき 時を經 過して 來る ものと す。 故に 滅びなる 聖書の 語 を 力に して、 滅盡說 を 維持す る こと 

能 はざる なり。 


1 一 滅盡說 は、 罰の 輕重を 問 はす、 皆な 之 を 一 様なる 結局に：！ せし む。 すべての 罪 は 滅盡の 3?^ を 

結ぶ。 是れ 罰の 輕重を 滅却す る ものに あらす や。 若し 之に 對 して、 滅盡 以前 苦しみ を受 くるの 時に 

長短 ありとの 答 辯 を 試みん とせば、 是れ 滅盡は 罰に あらす して、 意識 を冇 する ものの 苦痛 即ち 罰な 

る こと を證 明す る こ とな り。 そ は滅盡 論者の 主意と 全く 異なりた る 結果な り。 

三 滅盡 論者が 聖書 中の 生く る、 死ぬ ると いふ 語 を 用 ゆる を 3- るに、 その眞意を誤るさ^^たし。 

聖 害 に 生く ると いふ は、 只 存在す るの 謂に あらす。 亦 死す ると は、 單に； 在せ ざる こと をい ふに あ 

らす。 死 は 完全なる 眞の 生命 を 離る る， こと をい ふ。 滅盡 論者 も 許す 如く、 靈魂は 肉體の 死後にまで 

生き^る ものな り。 亦 聖書に いふ 所の、 道德 上及麄 なること に 係 はる 意味 を 含める ものに て、 たと 

ひ 此の 生命な きも、 存在す るに 於て 差 支へ なし。 約翰傳 三 章卅六 節に 曰く、 子に 隨は ざる もの は 生 

命 を 見る こと を 得 じ。 且つ 神の 怒り その上に 止まらん と。 故に 生命 を 見ざる もの 即ち 之 を 得ざる も 

の、 尙ほ存 する を 知る。 然ら すん ば 何 を 以て 神の 怒り 其の上に 止まる を 得ん や。 聖書の 中に 滅盡說 

を證 明す る 所の 文字な きこと 斯 くの 如し。 此の 說を なす もの は、 普 救 說の唱 ふべ からざる を感 す。 

左り とて 永遠 服 罰說を 執りて は、 疑 はしき 筒條、 甚だ 多き を 憂 ひ、 短慮に も、 滅 II の 說を唱 ふるに 

至れるな り。 是れ 键れを 解く にあら すして、 之 を截斷 するな り。 罪 を 固執す る 無数の 人が 永遠の 苦 

しみ を受 くる こと、 實に思 ふ も 恐ろしき ことに 相違な しと 雖も、 是等 無數の 人が、 幾 久しき！？、 苦 

しみ を 受けし 後、 全能者の 手に より、 一朝 滅盡 に歸 するとい ふ も、 亦 恐ろしき ことなり。 ホヮ. 1 ト 
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は、 此の 難題 を 避けん がた め、 人 は 死後に も 長き 試 驗を受 くる もの 故、 人類の 多 數は遂 に 救 はれ 

て、 永生 を受 くるに 至らん といへ り。 ホワイトの 說は、 素と 普 救說を 非難す る もの なれ ど、 此に至 

りて 大いに 普 救說に 近付きたり。 亦 永遠 服 罰說を 斥く る もの なれ ど、 來世 にて 苦しみ を受 くる こと 

を 主張す るに 於て、 稍々 之と 接近し 来れる ものの 如し。 E 有 不滅 說を 非難す る 議論が、 悔い改めの 

傅 道の 大半 を、 來 世に 移し 去る に 至る は亦奇 ならす や。 ホワイトの 說、 已に 未來試 驗說に 到着せ 

り。 今 簡單に 此の 說を 批評 せん 

未来の 試験と は、 死と 審判との 問に 起る もの を 云 ふ。 元來 基督 を聽 かす、 若しくは 之 を Si くも 適 

當に聽 か しめられ ざり しもの どもが、 全く 滅びに 至 る べき を 非常 に殘念 に 思 ふより、 此 の說を 主張 

して 彼等の 爲 めに 大 いた A る 望み を 抱かん と 欲する ものな り。 獨逸、 亞米利 加 等に て、 信仰 篤き 祌學 

者 之を唱 ふるもの 歡 からす。 ドル ネル、 ゥ— スト ルツ ィ ー、 マル テル ゼン、 ゴ ー デ、 ル タル ト等は 

之 を 主張す るの 大家な り。 その 說に 曰く、 何人も 基督 を 知る ことなく、 且つ その 救 ひを受 くるの 機 

會を與 へられす して 滅 ぶる ことな かるべし。 すべての 人、 此の世界なら すん ば、 來 世に 於て 基督 を 

受く るか、 受けざる かの 試験 を經 過すべき 害な りと。 斯く 論す る もの は、 彼 得 前書 三 章の 十八 節以 

下せ、 同書 叫 章 六 節に よりて、 己の 說を衞 らんと す。 是れ 最も 尊敬す べきの 見解 なれば、 漫 りに 之 

を 罵 斥す る は 宜しから す。 愼 重に 研究すべき 一 の 好 問題な りと いはざる ベから す。 然れ ども 是に 一 

二の 注意すべき こと あり。 


第一 今は惠 みの 時な り、 今 は 救 ひの 曰な り (^林 多 後 害 六の 二) と は. 蛮 書 全體の 精神に して、 

今を大 i*!- と 人 を敎 へ、 之に 勸 ネ：： する は、 其の^も 努 むる 所な り。 此の 勸吿の 力 を 弱め、 今な すべき 

こと を 後に 1 一延せ しむる の倾向 ある 說は、 輕々 しく 信すべき ものに あらざる なり。 

^二 聖拼を 見れば、 豫判は 常に 此の 肉體 にある 間 行 ひし ことに 付いて 下さる る ものと 見 ゆ (馬 

太 傅 卄五章 三十  一 11 四 十六、 ie!? 林 多 後書 五 章 十、 默示 錄廿の 十二)。 死と ま 判との 間に 起れ る こと 

に 基き て、 ま 判 を 下す こと ありと する の 明文 は、 if- 書の 中. 何れに も 見えす と斷 一一 一一 口す る も 差 まへ なか 

るべ し。 

お 三 彼^ 前書に 見えた る 文 は、 未來 試験 說の 基礎 を 形ち 造る に 足らざる ものな り。 何と なれ 

ば、 彼 は 人類 總體 のこと にっきて、 何事 を も 云 はす、 彼 は 死者に 對 して、 基督の 說 きしと いふ 

は、 如何なる ことなる ゃを說 明せ す。 また 其の 結果、 閱 くもの をして 心を飜 すに 至らし めしや 否や 

を 示さす。 五" 人は斯 かる 瞹 味なる 字句に よりて 未來試 驗說を 主張す る を 好まざる なり。 寧ろ 此の世 

界に 於て 基督 を 聞かざる もの も、 基督 敎國の 人 も、 異敎國 の 人 も、 神の 前に 於て 適當 なる 試 驗を受 

け、、 或 ひ は 救 はれ、 或 ひは滅 ぶる に 至らん とする を 優れり とす。 斯く 研究し 来れば、 來世 のこと 

關 して、 漫 りに 獨斷 的の 意見 を發 表し、 聖書に も 明文な きこと を 主張して、 他人の 意見 を辨 謗す る 

の 不可なる こと、 論す るを俟 たす。 吾人 は 賞罰の 嚴 正なる こと、 靈 魂の 不死なる こと 全く 基督 を 担 

否す るの 結 某 最も 厳かなる こと 等に つきて は、 聖書の 明文に 依り、 之 を 確信し、 また 之を斷 言す る 
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こ と を 得。 然れ ども、 その他の ことにつ きて は、 靜 かに 研究者の 地位に 立ち、 ？^^々として主の福音 

を說 き、 斯 くの 如き 大 なる 救 ひ を等閉 にして、 いかで 免 かるる こと を 得ん や、 と 宣べ傳 ふること を 

ム „5^ ら ざるべし。 

神と 世界 

基督 敎は 造 物 の 主宰な る 神 を 信す る ものな り。 萬 物 は 自由 任意なる 創造 の 作用に より 祌 より 出で 

しもの な. りと は、 其の 敎 旨の 大本な り。 (I 卿 iui) 

然れ ども 誤解す る 莫れ、 斯く いふ も 決して 創 世紀の 首め に 示された る 開^ 說を 以て、 字々 句々 眞 

理 なりと 論す るに 非す。 創造の 手鑌、 方法の 如き は 枝葉の 問題に 屬す。 所謂 乇 ー セの 世界 開- 1 說を 

して、 事實 と^ 齬 する 所 あらしむ る も. * 基督教の 世界 論に は 毫も 差 岡へ ある ことなし" 若し 萬 物 を 

認めて、 その 存在に 於ても、 其の 籀績に 於ても、 自由なる 神に 頼る となせば、 基督教の 大本 は、 堅 

间に 立ちた る ものな リ。 

或 ひ は 一 百 はん、 斯 くの 如き こと を 喋々 する も. * 實際 的の 宗教に 關 係す ると ころ 太 だ 薄し。 天地の 

起原、 萬 物の. 5 来 等に 就きて、 如何なる 說 ありと も、 神 を だに 信じな ば、 宗教の 要は それにて 盡き 

たり。 何ぞ斯 くの 如き 閱 問題 を說 くの 必要 あらん やと。 然れ ども 此れ 思 はざる の 太 だしき ものな 

り。 天地創造の 說は實 際 的の 宗教に 關 係す る もの 太 だ 多し。 其の 一例 を擧 げんに、 元来 宗教心な ろ 


もの は、 依 柳 を 以て その 本！！ X と爲す ものな り。 獨 逸の シ ライ H ル マ へ ルは、 宗敎 は： に 外なら す 

と 云へ り。 然れ ども 若し 宇 {巾11 に、 神よ ひ獨 立し、 神の 外に 在りて、 生存す る もの あらば、 神と 雖 

も 之 を どこまでも 支配す る こと 能 はざる べし。 祌の 攝理は 之に 由り て 制限せられ ざる を す。 斯く 

の 如く なれば 一 毫 の毛髮 も、 祌の 意に 由ら ざれば 落つ る ことなしと 謂 ふ 信念 を 紫ぐ こと 太 だ 難し。 

SIgf て ふ 信念 を 徹し、 萬 事 を 擧げて 上帝に 一任 せんとす る 時 は、 必す萬 物の 依從 的なる を 信じ、 

；大地は^^？に祌ょり出でて、 一 に 共の 指揮に 從ふ ものな りと 見做さざる を 得す。 世界 觀と冇 神 的攝理 

の！：：； 念との 關係、 かく 迄に 密 なる もの ある は、 聖書の 語に も 明記せられ たり。 詩の 百 廿ー篇 二 節に 

n  く、  . 

吾が 佑助 は、 天地 を^れ る 主より 來 ると 

贊書 十一 章卅ニ  # 以下に E  く、 

さばき  み ち もゴ  なれ  たれ > 

ああ 神の 智と識 の 富 は、 深い かな。 其の 審判 は測リ 難く、 其の 踪跡は 索ね 難し。 孰 か 主の 心 を 知りし、 斜カ 

彼と 共に 議る こと を爲 せし や、 孰 か先づ 彼に 施して 其の 報 ひ を 受けん や" そ は 萬 物 は 彼よ リ出 でて、 彼に 倚 

り。 彼に 歸れ ばな り。 願く は 世々 榮祌 にあれ ァ ー メ ン。 

斯の 如く 神に 向 ひて、 爾は萬 物 を 造り、 萬 物は聖 33 に據 ひて 保ち 且 つ 造られた りと (讚 一 四) 

斷ー 一目し る ものに あら ざれば、 眞 正の 宗敎心 を滿 足す る こと 能 はざる べし。 

基督 敎の 世界 論が、 善く 人の 宗敎 心と 一致す る こと 斯 くの 如し。 叉 rai- して 人の 理性と 和合す る も 
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のなる や、 否や を 問 ふに、 あらゆる 見解の 中に て、 その 道理に 適 ふこと、 基督 敎の 所說に 優る もの 

ある を 見出さす。 

基 赞敎の 世界 論 は、 所謂 二元論と 相容れ ざる ものな り。 現今 英 H の 哲舉界 に雄視 する 博士 マルチ 

ノウ は、 上帝の 作用に 客觀 的の 働き 場を耍 するとの 考 へより、 神と 與に 無始 永 在なる 物質の 存在 を 

ば；^ おくにい たれり。 又た ジョ ン* スチュ アルト • ミル は、 自然界の 事物、 己の 意に 滿 たざる もの 尠か 

らす。 神の 存在と E 然界の 不完全と を 眼前に 措きて、 此の 矛盾 を說明 せんと 欲すれば、 祌を 以て 無 

慈悲な りと する か、 能力 を 他より 制限 せらる る ものと 見做す か、 二者 其の 一 に 居らざる 可から す。 

全能なる 祌に 對し斯 くの 如き 世界 を 造れり とせば、 其の 慈悲心に 於て 不完全なる ところ ありと 謂 は 

ざる を 得す。 慈悲心 圓滿 にして、 德性 非難すべからざる 祌 あり。 而 して 斯 くの 如き 世界 を 創造せ り 

と 謂へば、 其の 能力 足らざる 所 ありて、 他の 牽制 を 受けたり と 言 ふの 外 ある まじ。 故に 神 は、 自己 

の 外に 獨立 せる 物質の 牽制す ると ころと 爲 りて、 思 ひの 儘に 造化の妙 用 を竭す こと、 能 は ざり しも 

のな らんと は、 ミルが マ 一一 敎の 臭味 を帶 びたり と 世人に 認定 めら るる 所以な り。 哲擧 上より 言 へ ば、 

これ 二 個の 絕對者 を ira くる ものに て、 悖 理の太 だしき 見解な り。 ニ侗の 絡對者 如何にして 相 はたら 

き、 又 吾人 は 如何にして 之 を 一 の 智識に 綜合し 得る か、 太 だ 疑 はしき ことども なり。 此の 永 在 自立 

にして 絕對 なる 物質、 神の 外に 超然と して、 一 城廓 を 作せ る 如く 存 するとき は、 祌 如何にして 之 を 

知り、 又 如何にして 其の上に 作用 を 及ぼす こと を 得る か。 況ん ゃ無數 なる 微分 子 をして 各自 特立の 


生存 を 有せし むれば、 其の 困難 や 更に 太 だしく、 究竞 これ を解說 する 能 はざる べし。 鬼に €:、 基督 

敎は 天に 二日な き 如く、  二 侗の絕 對獨立 者 を 認識す る こと 能 はざる ものな り。 宋 儒の 理 氣の說 は、 

一 一元論の 一 種に して、 基 哲敎と 合 はざる こと 論を俟 たす。 

乂竹舉 者の 所 IS 論理的 發源を 以て、 ー^；物を說かんとするの兑解も、 基督 敎の本 に 適 はざる もの 

なり。 怫敎 徒が 〈如の 一 现體を 立てて 忽然と して 起れ る 無明 を說 きて、 法界の 盖別 を解釋 し、 十二 

緣の鎖 を^け て、 生滅の 相 を 観念す るが 如き は、 是れ 論理的、 數现 的の 必要に 依って 世 3^ の 存在 

を^^^き明さんと試みしに非すゃ。 儒道の 太 極 陰 il の 說も亦 之と 歸を同 ふす る ものに 似たり。 ス ピノ 

ザ の實體 論、 へ ー ゲル の 非 有心 的 理性、 グリ ー ン の 自意識 ある 理性、 ハルトマン の 無意識的 智力 等 

は $1 な 此の 極 類に 屬 する ものに て、 同一 の 非難 を 受けざる を 得す。 凡て 此 等の 諸說は 基督 敎 有神論 

の强大 なる 反證 に攻搫 せらる る而已 ならす、 祌の 自由 を 担み、 又從 つて 人の 自由 を 担み て、 善悪 を 

^し、 責任の 根 據を穴 .1 ふす。 其の 人生の 實 際と 適 はざる もの、 擧 げて數 ふべ からす。 讀書窒內の{4^ 

論 家 は 鬼 も あれ、 人生の 活劇 場に 於て は、 片時 も 通用すべき 議論に あらざる なり。 

乂基赞 敎は宇 苗の 永 在 自存 說に 反對 す。 『見えざる 世界』 の 著者 等 曰く、 太陽 を 以て 無始 永 在 自存 

プ トム 

せる ものな りと 認む るの 不當な る は 言 ふ を 俟 たす。 然れど も 微分 子と 稱 せらる る もの を 無 始な り と 

斷首 する も 實に臆 度の 甚だしき ものた る を 免れす と。 若し 夫れ 同類の 微分 子 は 形狀、 容積、 重量、 

權衡 等に 於て 全く 同 一なる ものな り。 此の 事 賨を精 思す る 時 は 共に 同 一 の 原因より 来りし ものなら 
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んと 推知すべし。 サァ • ジョン • ハル シェル 曰く、 無數の 物件 精細に 相似て 同一の 模型に 依る とき 

は、 其の 同一なる 點は此 等 物件より 獨立 せる 共通の 原因より 來れる ものなる を 知る。 今 微分 子を觀 

察する に 其の 狀宛も 製造 せ られ たる 物品 にして 他に 附屬 する 動 H たるが 如くな る を認む ベ しと。 此 

の 製造な る語餘 りに 人工に 類す る もの か ら 神の 所爲に 適當す ベから ざるの 嫌 ひなき にあら ね ど、 其 

の 大體に 至りて は 間然すべき 所な からん。 世人の 々唱道す る 進化 說に 基き て、 此の 宇宙の 來 膝と 

將來 とを考 へ、 勢力 保存 說の 含意す る 所を發 揮し、 生物の 起原 を推究 し、 人類の 出現せ し因緣 を尋 

ね兒れ ば、 宇宙の 自立 を 認め、 造化の 主宰 を 不必要な りと する の 困難 夥しき を 知らん。 此 等の 事に 

關 して は 有神論 の 諸 書 之 を 詳論 せり。 今 此には 之 を 省略 する を 便利と す。 

然れ ども 天地創造 說、 殊に 宇宙 は 時間に 於け る 開始 ありとの 見解に 對 しても 困難なる 問題 少 から 

ざるべし。 此の 開始て ふこと は 吾人の 思議 想像の 及ぶ 能 はざる 一大 秘義 なる tu は 言 ふ も 更なり、 天 

地の 開始 以前に 在りて 祌は 如何にして 存在せ しか、 其の 活動の 模様 如何な りし か。 此の 點に 就て は 

祌 c: 已 のうちに 愛 を 通じ 親み を 交換して 活動 圓滿 なる を 致すべき 父子 聖靈 三位 I 體の 玄理を 提出し 

て 幾分 か 疑 者の 惑 ひ を 解く こと を 得べ し。 三位 一 體 の玄理 なくん ば 此の 疑惑 を 啓く に 由無きな り。 

然れ ども 疑 ひ は 之の みに 非す。 宇宙の 創始 は 神の 慮なる べし。 何故に 此の 聖 慮の 無始なる が 如く 

此の 创造も 無始なら ざり しか。 開始 以前 は 寂たり。 而 して 開始の 時に 至り 此の 作用 を 現 はせ る もの 

は何ぞ や。 


之 を 解： ケ J せんがた めに 或 ひ は 無始 ゆ 3 化說を 主張す る もの あり。 其の 說く 所に 據れ ば、 {于{ 由せ：； 物の 

选成は 神と ともに. 水 在 無始な り。 天地 は 依然 的. の ものにして 固より 祌の 迭 成せし 所なる にも 拘ら 

す、 其の 存在 や 無始より すと 一一 一一" ふ。 口 ウテ、 ドル ネル、 ロッツ 二の 如き 此の 意見に 同す る ものの 如 

し。 此の： おはお 物 を依從 的なる ものと 認め、 其の 存在 祌 より 出で たりと 爲す もの なれば、 彼の 二： 兀 

論と 判然； 51： 刖 せられざる ベから す。 或 ひ は 時 問なる もの は 神に 於て 存 する ものに 非す、 有限なる 吾 

人が 時 il の 制限に 拘 はりて 天地の 時 的 il 始 なりと 認 むる こと も、 神に 在りて は 永 在 完成の 天地な 

らん、 時 ii 的の 次第 は祌に 取りて 穴 H 無な りとの 說を 立て、 此の 疑 題 を解釋 せんと 試みる もの あり。 

學 おの 所 此に； おりて 愈々 明晰 を 欠く。 吾人 は 殆んど 迷 宫に引 入れられん とする を 恐る るな り。 

蓋し 時 n 的 開始 を 以て 宇宙 を解說 する も、 無始 造. 5 を 取る も、 今日の 所に て は 是非 相华 ばし、 

其の 疑義 を存 する に 至りて は兩者 同等の 地位に 立てり と 謂 はざる ベから す。 幸に して 基督教の 世界 

論は斯 かる 疑義と 同一なる ものに 非す。 之に 付きて 如何なる 說が勝 を 占む る も、 基督 敎の 世界 觀は 

依然として 成立すべし。 何と なれば 此の 篇の起 端に も揭 げたる 如く、 基督 敎は造 物の 主宰者た る 神 

を 信す る ものに て、 萬 物 は 自由 任意なる 創造の 作用に 由り、 神より 出で たりと する の 主義 を 奉す る 

のみ。 時 ™ 的 開始、 無始 造化の 勝敗 は 擧說 の 消長、 知識の 進退に 關 する ことなり。 筆者の 如き は 時 

的 問 始の說 に 六 七 分 賛成す る ものな りと いへ ども、 之 を 以て 我が 基督 敎の 耍理 なりと 認 むる 能 は 

ざるな り。 
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雅 典の 學 者と 響啁者 

倫敦 市街に 峩々 空 を 摩して 幾. え、 高く 幾千の 大厦 高樓の 秀づる もの は、 是れ 即ち 聖保 羅の會 堂な 

り。 タル ソの保 羅が幾 kn の 政治家， 敎育 者、 革 Asi 豕、 神擧 者に 立ち勝り たる 人物なる こと 是れに 似 

たり。 十六 世紀の 敎法を 改革し、 爱に 世界 文明の 方向 をー變 したる 偉丈夫 路撤の 如き も、 實に世 を 

隔てた る 此の 保羅の 一 徒弟に 過ぎ ざり き。 

世に 若し 保羅 出で ざり しなら ば、 後代の 文運に 幾許の 影響を及ぼ したる べき. や は實に 想像す るに 

勝へ たり。 殊に 基督教の 初代に 於て 彼微 りせば 歐 州の 傳道は 如何なるべ かりし ぞ。 幸に して 皇天 故 

らに彼 を 起し、 以て 直接に は 基督 敎の 基礎 を 固う せしめ、 間接に は歐 州の 文運 をして 今日 ある を 得 

せしめ 給へ り 0 

此の 大使 命を擔 ひたる 『異邦の 使徒』 は 今や 旣にダ マス コの聖 召 を 蒙りて より 幾多の 年 所 を經、 

ァラ ビヤの 野に 修養 を 重ね、 銀 ひ 上げた る 擧識と 信仰と を 以て 南船北馬、 傳 道に 慈善に 奔走して 容 

易なら ざる 經驗を 積み.， 爱に 再び 鵬程 萬 里の 遠征 を 試む る ことと なれり。 時 正に 紀元 五十 三年 基督 

の 死後 1 一十 年な りき。 

抑 も 彼 は 博愛と 愛國 との 關 係 を 如何に 辨 解して 時論に 媚びた る や 吾人 之 を 知らす。 吾人 R だ 知 

る、 彼が 自ら 同胞の ためな らんに は假令 滅亡に 至らん も 甘ん する 所な りと 言 ひし こと、 及び 行 ひし 


こと を。 彼 又 如何なる 時勢 觀を 以て 外 國條道 を 計りた るか、 吾人 得て 之 を 知らす。 吾人 は ロハ だ 知る、 

,  た 5.す 

は 常に ァグ リツ パ の 面前に 陳疎 せし 如く、 『容易に もせよ 容易から ざるに もせよ 我 は ロハ 雨の みなら 

す、 我に 聽く 所の 者 此の 線拽 なくして 我が 如き 者と ならん こと を 神に 願 ふなり』 と 云 ふ 決心に て あ 

りたる こと を。 此の 人 今や H ルサ レムの 大會に 於て 首尾よく 自說を 通過せ しめぬ。 然れ ども 是れに 

て eg; うごめかす 粉々 たる 才子に 非す。 彼に は元來 右の 如き 熱 淚と瞻 汁と 有り。 旣に數 々狭量なる 敎 

友と 頌 迷なる 同胞の ために、 人知れ す 之 を 絞りたり と雖 も、 尙ほ 未だ 中々 に竭 くべ くも 非す。 更に 

益々 絞らん として 孤影 瓢然歐 州 指し て 出で立ちぬ。 

とち f 

道程 ビリビ に 寄り、 テサ C  -ーケ を 經て當 時文 化の 中心 點 なる 大 都會雅 典に 到りぬ。 毎に 同族の 者 

に 遇へば、 力 を 極めて 强ゐ說 くと 雖も、 彼等 は 單に諾 うこと なきの みならす 却って 酬 ゆるに 殘 酷な 

る 迫害 を 以てす。 憫 れんで 異邦の 犬に 眞珠 を與 ふれば 彼等 も尙ほ 且つ 之 を 反噬す。 是に 於て 彼の 熱 

腸 は 愈々 熱す。 途上 シセ。 の 舊跡を 訪ねて は 今昔の 感に 胸を搏 たる \と ともに、 世の 智慧と 神の 智 

慧の品 類 を 較べ、 ォ， 'ガス タスの 古 戰場を 弔 ひて は、 俗なる 王 國の勇 將と靈 なる 王國 の猛卒 との 異 

同 を 想 ひ、 以て 或 ひ は 憂 ひ 或 ひ は 勇み 或 ひ は 泣き 或 ひ は 謝して 途 に希瞰 文物の 淵 tls なる 雅 典に 入り 

一一ろ 

ぬ。 是れ 嘗て 此の 地に 於て 大哲 ソクラテスの 毒害せられ てより、 四百 五十 年を經 たる 比な りき。 

雅典は 左し もの 大都會 のこと なれば、 異域 萬 里の 孤客に とりて は、 觀る もの 閜 くもの 一 として 珍 

奇 ならざる は莫 し。 殊に 珍ら しき は 從來殆 んど遇 ひし ことなき 哲擧者 文擧 者の 俳徊す る ことにて あ 
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りき。 保 羅 一 曰 街頭に て 此の 輩に 會ひ、 談論 刻の 移る を覺 えす。 ガ マリ H ルの 塾舍を 始め、 ァ ラビ 

ャの 荒野に 於て 學 習した る 所の こと をば、 久しぶりにて 此の 日 之 を 唇 頭に 上す を 得たり。 然れ ども 

案外なる かな、 彼等 は 之 を 一 笑に 附 して 曰く 

さへ ヴる •：•-.:!  . 

此の 啄啁 者 何 を 言 はんとす るか。 

彼等 歷史 を談じ 得ん か、 保 羅も亦 之 を 能くす。 彼等 詩 15^ に 通す る や、 保 羅も亦 之 を 能くす。 而し 

て 彼等に は 保羅の 有する 確信な く、 熟 誠な く、 大 組織 ある 神學 なし。 假令保 維の 被服 は 蔽れ、 顔面 

は 垢つ き、 其の 言語 また 鄙びたり なん も、 是れ 固より 學者 たる 者の 着目 懸齒 すべき 所に 非す。 然る 

に 彼等 は 何の 爲に、 千載の 偉丈夫た る 『異邦の 使』 をば 一 喝 して 『此. ^喃々 何 を か 辯す る』 と 嘲り、 

以て 其の 辯 論 を 遮りた る や。 蓋し 故 あり。 

彼等 は 同より 名 もな き 腐儒 のみ。 然れ ども 身は苟 くも 大 都に 住し、 且つ 師匠と して 尊 奉 せらる。 

而 して 其の 信奉す る 哲擧は ェピク n スの 創說 してより、 旣に 三百 餘年 も繼續 せるな り。 ズゼノ 及 

び、 ク" アン セス の說を 立てし より、 早 や 四百 餘 年に 及び、 雨來 名家 は 踵 を 接して 雲の 如くに 輩出 

したり。 

- 蓋し 上古の 文明 は 希躐を 以て 冠と なす。 而 して 希 躐 の 名聲は 美術と 哲學と を 以て 鳴る。 此の 二者 

は 莨に 維 典に 集まれり。 今し も 穴 r- 前の 大使 徒 は 正しく 此の 地に 来遊す。 信に 千載の 奇遇と 謂 ひつべ 

し。 乞 ふ、 少しく 雅典學 者の. E 來を 究めむ。 


抑 も 希 醜の II 化 は 極めて 十= し。 ホ ー メルの 詩歌の 時代 は 1|2 く 之 を 措く も、 西 磨 以前 六 世紀の 周 末 

に 於て 老子 孔子の 現れた る 比に は、 亦 希臘に 於ても タ ー レス、 ヘラ クリ タス や > の 竹舉^ J^、  ^を 接 

して 出で たりき。 爾來 思想 は 益々 迪み、 自然界 をのみ 親 察せし 幼-称なる^ 舉は 一 轉 して 懐疑 詭辨の 

ゆ 風 興り、 爾後 若： 十の 年 所 を 終て 西 勝 以前 四 五 世紀 に^り ソクラテス、 プラト ゥ、 ァ リスト ー トル 

の 徒 現れて 舉風 は玆に 一 變し、 ま No 心意に 基き て 攻究す る 偉大なる 竹舉 となれ り。 

然るに 幾許 もな くして 敵！： 外忠は 迫り 來れ り。 即ち ァ レキ サン ドル 大帝 起り て 隣！： 近 邦 を 悉く 併 

^す。 之 を 防がん として ァカャ 及び H トリ ャの 如き、 幸に 同盟 を 形成せ しも 忽ちに 内亂 のために 崩 

填し、 スパルタの 如き も n 取 〔十 や 昔の 自. S を兑 るに. S なし。 斯くて 希 鼠 聯邦 は 時に マセ ドー 一 ャに依 

り、 或 ひ は 又 埃 及に 頼む と雖 も、 內部は 愈々 龜 裂して 遂に 羅 HH? 帝國 興隆の 地 をな して.^ 一み ぬ。 "だれ 

が爲折 に發 達し 來 りたる^ 舉は 愛に 大な る 頓挫 を 受けたり。 

は つ 夫れ 希 職 の 折；： 舉はァ リスト ー トルに 到りて 大成 を 致したり と雖 も、 彼の 講究 法 は 歸納法 に て 

從來 の ものなら す。 殊に 其の 哲舉の 基礎に 於 て は往々 先師 ブラ トウの 所說を 凌ぐ も の ありし かば、 

北ハの 門徒に 至りて は懷 疑の 念 S 々湧きぬ。 然して 彼の 繼續 者た るデ カル ケス、 スト ラトンの 如き 

は、 祌 をば { 千 帘の 存立 及び 秩序 を解說 せん 爲には 全く 不要の ものな りとまで 斷首 せり。 斯 かる 舉風 

と斯 かる 時勢と に 出り て 思想界の 大變動 は 来れり。 即ち 保 羅が四 世紀の 後に 旅し 來 りて 2^ 维 したる 

は、 斯 かる 境遇に 際會 して 發生 したる ものな りけ り。 
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ェピク n スは 西^ 以前 三百 四. M 一年に 生れ、 七十 一 一歳の 長壽を 保ちたり。 即ち 孝 安の 朝、 秦の始 

皇が徐 福 をして 古書 を 我が 國に送 らしめ たる 頃の 擧者 なりき。 彼 は 花園 を 市中に 購ひ、 年齒^ 六に 

して 爱に塾 を 開きし に、 遠近より 笈を 負ひ來 りて 其の 門に 遊ぶ もの 引き も 切らす。 數 世紀の 後に 及 

ぶ も 彼の 竹 像 は、 旅行の 際に 携帶 せられ、 校 堂に 於て 揭 げられ、 其の 生死の 期日 は 聖^ せらる。 抑 

も 彼 は 如何な る說を 唱道 したれば 、斯 くまでに 噴々 た る無雙 の 名聲 をば 博す る に 至れる や。 

蓋し 當 時の 支那に 於て は、 麻の 如く 亂れ たる 卷 秋の 戰國 時代 は 過ぎ去りて 六國 全く 秦 のために 統 

一 せられ、 李 斯の輩 は 書 を 焚き 懦を坑 にして 前代の 文物 をば 悉呰之 を 湮滅せ しめんと し、 老、 莊、 虛 

無话 淡の 說、 時 を 得 顔に 行 はれたり。 職の 國情も 稍 や 之に 似たり しに、 ェピク n スの說 く 所 は 適々 

當 時の 人情に 最も 能く 適合した りき。 即ち 彼が 哲事は 幸福なる 生活に 到る を 以て 終局の 目的と した 

れば なり。 

彼先づ 定義 を 下して 曰く 『哲擧 とは權 能、 即ち 道理に 依りて 以て 人 問 を 幸福なら しむべき 權能を 

云 ふの み』 と。 從て彼 は 现を 以て 相對 的の ものと なし、 眞理 其れ 自らの ために 之を講 する をば 即 

ち 痴愚の 擧 なりと し、 都合 次第に 由り て 如何様に もな す を 得べき ものと なせり。 故に 彼の g 中には 

絡 對不變 の 正義なる もの ある ことなく、 循 つて 亦 確固たる 善惡 正邪の 標準 とても 有る こと 莫し。 耍 

は 只 だ 幸福 を 得る にある のみ、 是れを 人生の 究意 目的と 爲す。 但し 身 體の快 樂を全 ふせんに は 項ら 

く紛々 た る 肉 慾 の 發 動を暫 し 抑制せ ざる 可から ざるが 如く、 心疆 上の 快 樂を全 ふせんに も 亦 他 日 の 


大快樂 のために 今日の 小 快 樂を仰 ふるの 耍 あり。 愛に 於て 道德 なる もの 生す。 然は あれ、 道德 は是 

れ 全く 快 樂を全 ふすべき 方便の み、 決して 近德. Gn ら のために 之 を；^ 守す るに あらす。 故に 一朝 若し 

其の 道 德が快 樂に緣 棘き を^ 破し なば、 直ちに 之 を 放 摘すべき は 勿論な り。 刖ち彼 は 快 樂をー ー稷に 

分ち ぬ。 

一 は 能力 を述動 させ、 刺激す る ことの 快樂な ひ。 蓋し 是れ 他日 能力の 發 達する を豫 想し 得て 悅 

ばし ければ なり。 

二 は ..^ ,w 、 寧靜 に 到 り た る 快樂な り。 是れ 道行 にあら すして 寧ろ が i^,) な り。 體は 即ち 苦痛より 

離れ、 心 は 即ち 錯亂 より 脫 すれば、 寶に 完全 無垢の 幸福に 達した る ものな り。 

此の 如く 快 樂に大 あり 小 あり 優 あり 劣 あり。 共の 小さき 者と 劣れる ものと は大 a つ 優れる 快樂の 

ために 權牲に 佻へ ざるべ からす。 而 して 日常 之 等の 快 樂を甄 训取舍 せんがた めに は、 爱に现 性 を 川 

ゐ ざるべ からす。 則ち 倫理と は處 世上に 道理 を 適用した るに 外なら す、 道德と は行爲 上の 智議を 云 

ふの み。 知 口 栽な からん 人 は 瞬 問の 肉 慾を滿 しめて： tu んじ、 而 して 後日の 大快樂 を 損 ふに 至る。 俗人 

は 比々 昝然 り、 唯 だ 吾人 は 之に 反して 生涯 中の 最大 快樂を 獲ん がた めに 正義 を 守り 公道 を 踏み、 お 

節し 且つ 勤勉す ろな り。 然れば ヱピク n スの說 く 所 は、 往々 孟柯 子の 口吻に 似た る 所 あり。 

以上 は是れ H ピク： ：ス の 道 德說の 個人的 方面なる が 社會的 方面に 於ても 亦然 り。 即ち 社 會には 絡 

えて 絶對 的の 善悪 あるな く 正邪 ある 莫し。 但だ 個人 各自が 爲 して 利の み 獲べき は 善に して、 爲 して 
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其の後 損害 を 蒙るべき は 悪なる のみ。 然れ ども 人々 何れも 斯く ありて は社會 の紛亂 止むべき 期な 

し。 故に 各自 後 來の大 幸福 を 全うせん がた めに 暫く 目下の 不便 を 忍んで 愛に 相 fcj の 契約 を 結ばざる 

ベから す。 而 して 其の 契約 は 何 を 標準と して 之 を 結ぶべき やと 云 ふに、 他に 仕方 もな きこと な Lf 

『最大 多數の 最大 幸福』 を 標準に すべきの み。 此の 契約に 循ふは 正な り 善な り。 背く は總て 邪な り 

悪な り。 然り而 して 愛に 難題の 出づる あり。 吾人 若し 此の 契約 を 遵奉す べきが ために 非常なる 苦痛 

(f^ の 如き」 を受 くべき 場合に は 如何にすべき や。 H ピ クロ スは 之に 對 へて 『遠慮なく 背 房せ よ』 

と 曰 ふ。 其の 說 成り立ち 難き こと 實に 此の 如し。 

『我 倚 今日 飲むべし 貪 ふべ し、 蓋し 明日 死ぬ ベければ なり』 と。 蓋し 紛々 たる 市井の 凡夫に ェピク 

P スの 哲擧を 信ぜし むれば 忽ち 斯 かる 淺俗卑 野なる 念 慮 を 起さし むべき こと 亦 止む を 得ざる なり。 

然れ ども 稍 や 心情の 高潔 純良なる もの をして 之 を 信奉せ しむれば、 其の徒は所謂^兀，^王|^5-き^1、?# 

—— H ピク II ス の 語 を 借りて 一 一目へば 心意の 平安 11 に 達せん として 暱勉 努力す。 即ち 極めて 不完全 

ながら 釋迴の 所謂 解 脫成佛 の 苦心の 後 をば 擧 ばんと するな り。 實に 人情 は 妙なる もの かな。 

. 彼等 は渐 次に 論 歩 を 進めて、 遂に 最高の 幸福 は 何物なる や を 講究し、 ん 玉い、 i^&EA ま^ 4^ や 

平安 寧靜に る ことなりと 爲 すに 際し、 愛に 障礙ぞ 起る。 即ち 死亡、 超自然 存在者、 來 世の 審判の 

如 き感覺 は元來 人心に 深刻 せられて 磨滅す ベから ざる もの なれば、 流石の 彼等 も 之に は畏權 して 容 

易に 心意の 平安な ど は 瘦らる ベく も あらす。 爱に 於て 彼等 は 即ち^ 舉 によりて 此 等の 感覺， v」. ま解說 


し 去り、 以て 此の 境遇より 解脫 せんと II る。 然しながら 彼等が 本來の 論旨に 依れば、 世に は 決して 

絶對 的の 3 れ 〈现 なる もの 無き ff? れば、 從 つて 哲舉の 解說を 信奉したり とて 安心 を 得らるべき 次 竹ぬな 

ら ねど范 する の餘り 遂に 玆に 出で たるな り。 

^化 +は輒 ちお ゅサ の感资 をば 一 概に 迷信な りと して 排斥す。 即ち 外界の 現象 を 深く 心 5£ ざるが ため 

鬼神の；：^ 在な ど を 信じて 謂れな き 迷 ひの 希望、 妄 りなる 恐怖 等 を 信す る なれば、 第一 に 理擧を 攻究 

せざる 可ら す。 a っ又此 等の 迷信 は 人間の 性情 並に 能力、 知識の 起源 及び 制限 等 を 辨 へざる より 起 

り來る もの なれば、 IS  二に 心 现舉を 修めざる ベから すと 云へ り。 

蓋し ヱビク n スの 最も 恐る る 所 は、 此の世に 絕對 的なる 善惡の 標準の 存 せんぶ 一と、 來 世の 審判の 

在らん ことにて ありし かば、 如何にしても 之 を 排斥し 去らん と 欲し、 先づ 上帝の 存在 を 拒みたり。 

然れ ども 神な くば 如何にして 運動 は 起り、 元素と 勢力と は 抱 合し、 且つ 或る 目的に 向って 順序よ く 

述轉 し、 叉 妙なる だ閱は 出で たる や。 此 等の 疑問に 對 して は 到底 滿 足なる 解 釋を與 ふること 能 は 

す、 遂に 辭翁 まりて、 元素 をば 本來靈 妙なる 覺 知性 を 具 ふるものと 爲 しぬ。 ：E に 見事なる 失收 にて 

あり-き。 

斯 くの 如くして 彼 は 唯物論 者の 祖師と なれり。 然れ ども 其の 立論の 村 料 は、 旣にタ ー レス 以後の 

諸學 者の 用ゐし 所、 但だ彼 は 之 を 綜合した るの み。 

断く の 如く H ピ クロスが 快樂 主義の 哲學を 組成して、 幸福 即是 善、 苦難 即是 悪との 說を 立てん に 

神线 一 班  二 六 九 
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は、 絶對 的の 眞理 ある こ と 善 惡邪正 の 標準 あ る こ と來世 の ある こ と 及び 賞罰 應報 の 確實な る こと、 

從 つて 上帝の 存在す る こと を、 排斥せ ざるべ からす。 爲に已 むな く 上の 如き 理擧を 以て 宇宙の 成立 

を解說 せんと 試みし なれ ど、 尙ほも 見事に 失欧 したる は、 人間の 靈魂 を解說 せんとし たる 心理 學な 

りけ り。 

如何許り 神 を 無み して 快樂を 惟れ 極めん とする ェビ クロス の 徒にても、 麾 かね ど 寄す る 年波に は 

流石に 抵抗す る こと 能 はす。 嚴 かに 『死』 に對 して 過去 を懷ひ 將來を 慮れば 自ら 悚然 たらざる を 得 

す。 之 を 凌がん と 欲すれば、 勢 ひ 人間の 靈魂を 否まざる を 得す。 否み 以て 物質と 同一 なりと し、 『三 

寸の 4. 息絕 ゆれば 萬 事 休むべき ものな り』 と說 かざる を 得す。 是に 於て 彼 は靈魂 をば 最も 狹小圓 滑 

なる 極致 分子より 成り立ち たる 物質的の ものな りと 爲し、 さ氣 光熱の 類の 如く 脈管 及び 神經 等に 散 

在す る ものな りと 說 きぬ。 蓋し 是れ或 ひ は感覺 だけ を 解說 せんに は 足りな む も、 人間に は感覺 以上 

サブスタンス  f  J 

の判斷 力の 類 ある を 奈何に せん。 叉心现 は本體 ありて 肢 體に傳 令し 配 命す る をば 如何に 說 くべき 

n- つ 夫れ 靈魂は 肉 體に關 係な くして 感應 する こと あり、 肉體と 供に 長け 且つ 老 ひす、 病み 且つ 死せ 

セン セ 1 ショ ン  ボル セプシ ョ ン 

ざる は事實 なる を 如何に せん。 畢竟す るに 知 覺轉 じて 感覺と 成る 如き 類に 付き、 彼の T せし 解說 

は 到底 不充分た る を 得 免れ ざり き。 

遮莫、 彼等の 偶むべき は 單に玆 に 止ら す、 其の 所說に 莫大の 缺 點を與 へたる よりも、 其の 性情 を 

減し 了り、 安心な くして 辗轉 反側した る こと は 更に 潤むべき 次第な り C 『死』 と 云 ひ 『滅』 と 云 ふ 


は、 ？^論に於てこそ19^^角もなれ、 事實 は嚴然 動かざる なり。 然れば ダイ ォ， チ H ネス、 ラル チウ ス 

が 物性 論 第三 卷に 於て 『死』 を舒 する や、 實に凄 婉悲价 を 極む。 周章、 憂苦、 慚愧、 煩悶 等 『死』 

に 際して は 潮の 如くに 起り、 控えん として 控ふ ベから す、 壓 せんとして！ 一 すべから す。 是 をば 彼等 

は 强ゐて 『死 成らば 萬 事 休む、 痛苦 も 夫れ 或 ひ は 終らん 败』 との 穴.^ 頼み もて 忘却 せんとし、 辛う じ 

て 云 ふ。 

Vile  coward  ！  dry  thine  eyes"  

fience  メ vith  tliy  snlvelllsj^  sorrc5 い Mnd  del-art  ！ 

常初 には壽長く^？無から ん こと を 幸福と 爲し、 今や 却 つ て 壽 短く 生命 絶 ゆ る を 或 ひ は 幸福な る ベ 

しと 云 ふ。 

ソ^ に是れ H ビク n スの徒 は 平安 を 獲ん がた めに 神を棄 て、 而 して 竞 ひに 平安 を も 失 ひしな り。 來 

世の 赏罰を 忘れん とし、 而し て 先 づ靈性 不滅 の 希望 を 忘却した るな り。 高尙な る 利己主義 を 成就せ 

0 が 

ん とし、 却って 淺 劣なる 肉 慾に 驅り まられ しなり。 馬鹿らしき 生活より 逭 れんと し、 其の 實は 人生 

の惯 値を擲 ちて 最も 馬鹿らしき 生活 を 遠れ り。 要するに 最高 至大の 幸福 を 獲ん として、 全く 故ら に 

之 を 失 ひ、 寧ろ 最大の 災殃 艱苦 を 得た るな り。 

然 りと 雖も是 れ獨り H ビク a スの 失敗の みに 非す" 楊 朱 も 亦 同 轍 を 蹈んで 失敗した るな り。 蓋し 

希随は 竹擧を 以て 後代の 文明に 寄附す ベ き 天職 を擔 へり。 故に 近世に 至りて 起り たる 快 樂說を も 亦 


夙に 有せし なり。 支那に 於ても 亦然 り、 寧ろ ェピ クロス に 先立ちて 同様の 哲學 起り にき。 

孟子 生れて 赛 秋の 亂 世に 在り。 當時聖 王不， 作、 諸侯 放 1_ふ、 處士 撗議、 揚 朱墨 翟之言 盈， I 天下？ 

乃ち^ 然として 曰く， 

揚墨之 道不， 息、 孔子 之道不 J 者。 是邪 說誣， 人充， 一 塞 仁義 一也。 仁義 充塞、 则 率：， 獸食 人。 人將 二相 

食？ Ifj: 爲レ此 懼閱ニ 先聖 之 道 1 

東西 此の 如く 期 を 同じう して 唯物論 利己主義の 跋愿 したる こと 亦歷 史上の 奇遇と 云 ふべ し。 然れ 

ば斯 くまでに 厭惡 せられし 楊 墨の 道と は何ぞ や。 

孟子 は 偏狭なる 見識 を 以て 一 も 二 もな く 揚墨を 排斥して 曰く 楊 氏爲， 我、 是無 1 君 也。 墨 氏 兼 愛、 

是無, 父 也。 無 i 父 無, 君 是禽獸 也と。 蓋し 門 派 未 流に 至りて は、 或 ひ は 然る こと 有り しゃも 知れ ざれ 

ども、 墨翟 自らに 於て は 然る ことな かりし なり。 却つ て 其の 言に 曰く 若 我先從 一， 一事 乎 愛， 一利 人 之 親？ 然 

後人 報, 我 愛二 利 吾 親 一 乎と。 即ち 己の 親 を 愛利 せんた めに 先づ 他人の 親 を 愛利 せんと 言 ひしの み。 

而 して 『兼 愛』 の篇に 於て は 乃ち 曰く 

人 之 生， 1 乎 地上 1 之 無 n 幾何 1 也、 譬レ 之猶， 一 駟馳而 過， 卻也、 是故退 睹ニ其 萬 民？ 飢 即不レ 食、 塞即不 

レ衣、 疾病 不 n 侍 養？ 死 喪 不二 葬埋？ 別 君 之 言 若 レ此、 行 若 レ此。 兼 君 之言不 レ然、 行亦不 レ然。 曰 吾 聞 

爲 1, 一明， 1 君 於 天下 1 者、 必先ニ 萬 民 之 身； 後 レ爲， 1 其 身？ 然後可 ej 以 爲,， 一明， I 君 於 天下 T 是故退 PI 其 萬 民 T 

飢即 食， 之、 装即 衣， 之、 疾病 侍， 一 養 之 r 死裹葬 > ー埋 之？ 兼 君 之 首 若, 此、 行 若 A 此。 


と。 la{ に 結んで 臼く， 

我以爲 らく 人の 兼ねて 相愛し 交々 相 利す るに 就く こと、 譬 へば 摘 ほ 火の 燥に 就き 水の 下に 就く が 

如く-人 下に 制止すべからざる 也。 故にまぬ る は^ 王の 道な り、 王公 大人の 安ん する 所以な り、 萬 

£^45^食の足る所以なり。 故に 君子 は 兼ぬ るを審 かにし、 務めて 之 を 行 ふに 若く は莫 し、 云々。 

l^M し 墨 霍は 孔子と 同じく 周 未に 生れた る 者、 世 衰へ道 微かに して 邪說 暴行 また 作り、 兄 相阅 

ぎ、 ^121 相 誑き、 侯 は 侯 を 攻め、 國は國 を 伐ち、 紛々 擾々 社會 の混亂 何時 止むべし とも 見へ ざり け 

れば淺 滞ながら も 之が 救濟の 策と して 兼而 ffl 愛し，： 父々 相 利す るの 法 を 提出した るな り。 相愛し 相 利 

すると 雖も、 元と是 れ 方便の み、 其の 根底に 於て は 正しく 利己主義 なりと 云 は ビ或ひ は 可な らん。 

然れ ども 孟子の 如く 無 父の 說 として 之 を 評る は 蓋し 大いに 誤れり。 

利己主義に 於て 更に 極端に 馳せ たる を 楊 朱と す。 蓋し 楊 朱の 說は老 列に 多少の 因緣 なきに 非す。 

然れども北ハの哲學には確かに自家の创：13^_^」.：；；す。 则ち 熟ら 天地 を 俯仰し、 詩情に 充 ちて 慨然と して 

曰く、 

太古 之 事 滅矣、 孰 志レ之 哉、 三皇之 事、 若 1 存若レ 亡、 五 帝 之 事、 若 k 見 若 1 夢、 三 王 之 事、 或隱、 

或顯。 億不 レ識レ 一 、常 身 之 事 或 聞 或 見、 萬不 レ識レ 一 、 目前 之 事或存 或廢。 千不 レ識， 一 、 太古 至 二 干 

今日？ 年數 W 不， 可， 一 騰紀： 伏 義已來 三十 餘萬歲 、賢愚 好 醜、 成收 是非、 無， 不， 一 消滅 f 伹遲速 之 爾、 

矜 nl 時 之 毀譽？ 以焦， 一 苦 其 神 形？ 耍 死後 數ぼ 年之餘 名、 豈足レ 潤， 一 枯骨 r 何 生樂之 哉。 
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是れ揚 朱の 說の 發足點 なり。 先づ 虚心 平氣を 以て 深く 此の世 を觀 察する に 事々 物々 一として ® 诚 

に歸 せざる はなし。 然れ ども 世に 若し 守るべき 絡 對的眞 理の存 せんに は、 是れ にも 拘ら す、 之を遵 

奉して 正 且つ 善なる 生涯 を 送らん。 但し 其の 有無の 定かなら ざる を 奈何せ む。 看よ 『天下の 美 は 之 

を 舜禹周 孔に歸 し、 天下の 悪 は 之を续 紂に歸 す。 然れ ども 夫の 二 凶 は、 生きて 欲に 從 へる 歡びを 有 

モし 

す、 死して 愚 暴の 名 を 被りた る も實は 固より 名の 與 かる 所に 非す。 之 を 毀れ ども 知らす、 之 を稱す 

れ ども 知らざる なり。 彼の 四聖 は 美の 歸 する 所な りと 雖も、 苦み 以て 終に 至り、 同じく 死に 歸 しぬ』。 

且つ 夫れ 『忠は 以て 君 を 安す るに 足らす、 適々 以て 身を危 くす るに 足る。 義は 以て 物 を 利す るに 足 

らす、 適々 以て 生 を 害する に 足る』。 然れば 我 將た何 をか爲 さむ、 唯 だ 我が身の 安樂 を耍 めんの み。 

然り 

生 民 之 不レ得 二 休息？ 爲ニ四 事故？ ー爲 1 壽、 ニ爲 k 名、 三爲 A 位、 四爲 1 貨。 有 1 ー此四 者？ 畏， 鬼 畏レ人 

畏 レ威 畏レ 刑。 此謂ニ 之遁人 1 也。 可&可 y 生。 制 毐在レ 外。 不 A 逆 レ命何 *^レ壽。 不 &i 何羨レ 名。 

不レ耍 レ勢何 羨， 位。 不レ貪 何 羨 レ貨。 此謂ニ 順 民？ 

然 らば 即ち 窮る所 最上の 安樂 を 獲ん ために は 如何にすべき、 楊 朱 則ち 應へ て 曰 ふ、 

『豐 屋、 美服、 厚味 * 妓色、 此の 四 者 あらば 何 を か 外に 求めん や。 此れ 有りて 尙ほ 外に 求む る は 無 

厭の 性な り。 厭 ふ 無き の 性 は 陰陽の 塞な り』。 . 

閥れ むべき かな、 上帝 を 忘れて 此の世 を觀 察し、 人の 靈性 を棄 て. - 全く 物質的に 見解し、 絡對眞 


理を 念頭より 除き、 了：. 正の 標準 を善惡 より 放ち、 而 して 尙ほ 充分なる 幸； 1 と 平安と を 渡ん と 欲して 

つ ひ 

竟に 成らす、 爱に 於て m 然として 無 厭の 性 は 陰陽の 蠶 なりと 愤 りて 止みぬ。 

唯物論、 利己主義、 快 樂說は 之 を ホ ッ ブ ス、 ベン ザム、 ミルの n よ り 聞けば 尤も ら し く兑 ゆ。 然 

れど、 其の 旣に 右に 述べた るが 如く 數十 年の 以前に 於て 支那に も 起り、 希概 にも 出で、 失 收を爲 

し、 る荼^ を 社 含に 流しし なり。 

蓋し、 物 論 は、 之 を 舉瑰に せば 餘 りに 淺 藏粮笨 なる さ  一 E に 瞭然たり。 之 を資 際に 徴 すれば 

其の：：； I 論 は St ち 人性の 自然に 戾り、 人類の 惯航 をに ぼし、 高贲 なる if 想を摧 き、 永遠の 希望 を损 

ひ、 の を妨 ぐ。 是れを 以て 其の 論の 唱道 者 さへ. N に 由り て古來 能く 〈女心 立命 を 腿た る 者 は 

あら じ。 而も 尙 ほ是れ 堂々 たる 一 個の 析：： 舉 組織なる を 以て、 肉 慾 を 惟れ 滿 さんと し、 劣情に 惟れ 事 

へんと する^々 た ろ 俗人 凡夫 は 輙ち往 々之に 迷 ふ。 故に 揚朱 の 利己主義 は 梨 以後 に 及んで 愈々 蔓延 

し、 H ピク a スの快 樂說も 亦 邦 國紊れ て、 世事 日に 非な らんと する に 際して 蕩々 として 行 はれたり。 

珍瞎 iiiyw を 以て ロ胺 を充 し、 飽 くれば 则ち藥 を-:^ -ゐて 吐^ を 行 ひ、 ；史に 喰 ふに 新饌を 以てした りと 

云 ふ羅馬 の贵族 は實に 此の 論者の^ 流な りき。 

！ さ i 

一.. 然 はれ、 後代の 社會 人心に 深逮 なる 感化 を 及ぼした る點に 於て は、 斯の無 愛橋なる ストア 寧 派の 

哲學 も亦然 まで 歩 を 譲らす。 新の 千 十；： の偉觀 たる 羅 馬の 武士道 を 生じた る 如き 以て 觀 るべ し。 

遠く W 史を 案す るに、 基督の 降 生 以前 二百 九十 年の ころ、 ァテ ンス にゼノ なる もの あり、 Stoa 
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poccile  (回廊) に 於て 敎 へ を說 き、 雨後 ク リア ンセス (同一 一 百 六十 年頃) 其の 旨 を 仲べ、 ク リ シ ッ 

パ ス 叉 之を繼 ぐ。 是れを ストア 學派 の 起原と なす。 

抑も揚 朱と ェピク a ス と は 說く所 相似たり と雖 も、 發足點 は 頗る 相逮 す。 一 は 謹厳に 與癡^ 亡の 

跡を稽 へ、 餘 なく 利己 說を唱 ふること となり、 一 は 濫りに 人間 第 一 の 目的 を 以て 快 樂を受 くるに 

ありと 斷定 し、 雨後 是が ために 凡百の 假說を 構へ たるな り。 蓋し ゼノは 率直の 士 なり、 故に 其の 發 

足點は 寧ろ 前者に 類す。 即ち ェピク a スに 伍して 人類 を 禽獣 視 せす、 從 つて 劣情の 滿足を IH; はんこ 

とに 汲々 たらす。 却って 虚心 もて 疑問す らく、 我に 一 片の耿 々たる 丹心 あり、 炳. ぉ炬の 如く、 凛 乎 

北 斗に 似たり。 時には 之 を 顧慮せ すして 行動 すれば、 事 或 ひ は 成る と雖も 自ら 嵌お たらざる もの あ 

り。 蓋し 宇宙に は 依りて 以て 吾人の 百 爲萬行 を 評录： すべき、 M 然 たる 原理の^ 在す るに 非ざる なき 

やと。 斯くて 彼 は 如何にして 樂 まん かと 云 はんより、 寧ろ 如何にして 義 たらん かとの 點に 於て 考慮 

しぬ。 

是れ より 先、 is-!gl 處を 異にすれ ども、 孟子 は 支那に 於て 類似せ る 疑問 を 攻究し、 竞に 依るべき 活 

然之氣 なる もの を發兒 したり。 ゼノも 亦 幸に 之 を 達たり。 即ち 六合 八荒に 充滿 する 道理に して、 萬 

有に 赏 通し、 宇宙 を 活動せ しめ、 E つ 又 人類の 鍵 性の 光明と なり 生命と なるべき 者な り、 之 を 名 付 

けて 或 ひ は ジュピ タルと も 云 ひぬ。 

宇宙 抑 も 如何にして か 成れる。 ゼノが この 要 問に 答 ふる は頓る 神 的に して 支那 學 者の 風 を IW ベ 


り。 太 動きて 兩 立ち、 陰陽 ニ氣の 交感に よりて 萬 物 生じ、 二 五の 精妙 合して 爱 に人顆 起る と は 

『太 極 SI 說』 の解釋 にして、 冇，ー太=^； 有- 1 太初 T 有-一太 始？ 有-一太 素 r 太 易者 未レ 見レ氣 也、 太初 者氣 

之始 也、 太始者 形之始 也、 太 素 者 質 之始也  一 ^形 變之始 也、 淸輕者 上 爲, 天、 濁 重 者下爲 

レ地、 冲 和お^ はレ 人、 故 天地 含レ 精、 萬 物 化生と は 列 子の 說 なり。 ゼノ の楚は 即ち 謂へ らく、 宇宙に 

於て は 元來ニ 個の 要素 あり、 一は 物質的に して 單に 受動的なる^ 在 物な り、 一は 自動的の 永存 者に 

して 祌 としても 名 付くべく、 萬 有に 通じ 萬 物 を 化成す る 者な り。 此の 者 一 たび 物 上に 動く や、 爱 

に 必然に して 永遠 不變 なる 法则 生じ、 事物 を 化成し Hd っ治理 す。 之 を logoi  spcrmatilsi と 云 ふ。 

述命 (Hci ョ armsy) は则ち 之に 述 結した る ものな り。 而 して 右の 二 要素 は强 ちに 獨 立した る^ 物 

に 非す。 一 を實體 (oi.a) と 云 ひ、 他 を 性 l^s-  (pcios) と 云 はに 可な り。 故に 宇 の 森羅萬 象は窮 

る 所 一 物に す。 之 を轉變 する 受動的の 方面より 云へば h:ylc にして、 之を^；ぉ住にして顺序ょく行 

£ すろ 方面より 云へば 即ち 祌 なり。 此の 目に 見 ゆる 現象界 は祌の 格段なる 顯現 なり。 故に 時 を經れ 

ば W び 祌の實 體に併 \ ^せられて 還元し 了る こと あるべし。 今日は 適々 其の 行程の 途中なる のみ。 

然れば ストア 舉派は 紛れ もな き we 祌說 なり。 ffi し Re 祌說は 萬有即 是祌、 祌即是 萬 有と 云 ふが 常な 

れ ども、 ストイックの 輩 は 萬有即 是祌、 但し 祌即 是非， 一 萬 有 一と 云 ふ もの なれば 之 を f 種の 0 萬 有祌敎 

と稱 すべし。 

シ セ a に 依れば、 ストア 派 擧徒は 『萬 有 は 一 個の 祌靈に 包蔵 せらる、 を 以て 全面に 妙なる 調和 あ 
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り、 而 して 人 は實に 此の 祌靈が 物質 を 執りて 化成した るに 過ぎ， fjl と 信. f るな り。 ラル チ ウスに 

循 へば、 『祌 は最 始に朽 魔すべく 轉變 すべき 水、 氣、 火、 土の 四 元素 を迭 り、 夫より 次第に 萬 物 を 化 

成したり。 旣に 自ら 體形を 取り、 萬 有と なりて 現れ 給 ひたる 神 は、 後に 萬 有 を 己が 實體 中に 吸收し 

盡 すべき も、 其の後 再び 復た 他の 萬 有 を 化成し 給 ふこと あるべし』 と 信. f る 所な り。 要するに スト 

ァ學 派の 神 は、 萬 有 を 活かす 權 能なる が 上に、 知覺カ あり、 道德性 あり、 完全に して 永遠に 存 する 

者な り。 而 して 宇宙に 起滅 する 萬 端の 事變 に付き 一 々之 を 前 見し 給 ひ、 nd つ 害 惡 をば 少し にても 扶 

持し 給 はす、 却って 恩 isl.^ ある 攝理を 以て 個々 及び 全體を 守り 給 ふ。 彼 は 善 を 勸め惡 を禁. f る 自然法 

の 立法者に 在して、 其の 法 则內に 於て 幸福なる 生活 を 送らん こと を 吾人に ベ 叩 じ 給 ふ ものな り。 

次に 我- S は スト イツ クの 心理 舉を  一 W せむ と 欲す。 8- は 亦 心裡に 於ても 受動 (感覺 )、 自動 (理 

性) の 二 要素 ありと なす。 而 して 自動の 要素 は 其の 本源 を 神に 歸す。 神と は 即ち 萬 有の 治理 者た る 

ジ ュ ビタルに して、 此の 神に 存 する 正 理と 人類に 存 する 者と は 元來同 一物 なれば 之 を 有 ゆる 眞理の 

標準と 爲す。 故に ストイックの 論法 は是れ なり。 曰く 衆人に 標 現した る 事物 は信容 すべし、 蓋し 此 

れ我 倚と 祌 との 共有す る 理性に 由り て知覺 したる もの なれば なりと。 而 して 彼等の 心理 舉に 於て は 

_ 勿論 肉體 の 死 後靈魂 の；：^ 在す る を 信す、 然れ ども 竟に 全く 祌靈 の本體 中に 吸牧 せらるべき ものと 爲 

すなれば、 尋常の 靈魂 不滅 說とは 稍 や 相違す。 

ストイックの 哲學 は、 當 初に 述べた る 動機より 起り、 右の 如き 理學と 心理 學とを 有する もの なれ 


ば、 北ハの 倫理 舉は 知るべき のみ。 即ち、 

我が 內 にある 律法. I 即ち 宇帘 の治理 者た る祌の 意志に 全く 均しき もの 11 に循ひ て 生活す ベ 

し 0 

と 云 ふこと &れ なり。 人生の 究竞の 目的 も玆に 在り、 最大 至高の 幸福 も玆に 在り、 區 々たる 肉體の 

苦 樂榮辱 は、 同より 之 を 露程 も f.!? 慮すべき に 非す、 耍は 目下 皮相の 事物に 執着せ すして^々 蕩々 窮 

る 所な き CI 然の嚴 法 11 帥の 意志に 浪從 する に 在り。 然れば ストイックの 華 は、 其の 意志 飽くまで 

も强 く、 耐忍 持久 (Allexsl,  slltine) の 建 德は實 に 此の 徒の 特有な り。 中には 凛 乎た る 默身的 精神の 

旺ん なること 基督教の 殉敎者 にも 劣らざる マ ルカ ス*ァ ウレ リア スの 如き 者 起る。 菜て しなく 腐敗 

したる 羅馬 大帝 國の 道德界 は、 實に是 によりて 露命 を繁 ぎたり き。 歐洲歷 代の 勳爵士 も眞に 是れが 

餘風 なり。 千代 获の 所謂 『腹 は 減ても ひも じう 無い』 と は實に ストイックの 精神に して、 武. H 道の 

精祌は ストイック の 精神に 同じ。 

袋に 到りて 五 1； 人の 問 ふべき は、 スト イツ クは して 是れ 成功の 哲舉 なるやと 云 ふこと にて あり。 

然 らば 道德 として は II 分に 美事な り、 伍し 人性に 適合した る 成功の 哲學 として は、 古 來殆ん ど 之 

を充 さ-..' る を 奈何 せん。 蓋し ストイックの 道德 は、. 之 を 無遠慮に 評すれば 奴隸 的なる 嫌 ひ あり、 ェ 

ピクテ ー タス は 其の 好例 證 なり。 歎美すべき も 要用 ®1 し、 ァ ウレ リアス は 是れが 適例な-り。 

a つ 叉 ストイック は嚴 格なる 儒敎 なり、 溫 和なる 禪宗 なり。 故に 其の 弊 は I 母に 不治の 傲慢 病に 權 
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るに あり。 高尙 なる 利 e- 王義に 傾注す るに あり。 孤立 獨嘯 全く 戚々 焉 たる 風 釆を棄 て 得ざる にあ 

り。 是れ 蓋し 儒教と 同じく、 上帝 及び 人間の ペルソ ナリチ ー (有心 的) を明認 せす、 靈 性の 無窮 を 

確認せ す、 俊德の 工夫- レ 於て ；度 失敗 を 蒙れば- 再び 依りて 起ち、 望みて 奮 ふべき 慰安者 を 有せ ざ 

れ ばなる べし。 故に ストア 舉派 初代の ニ大 祖ゼノ 及び タリアン セス も、 羅 馬に 於ての 二 大家なる 力 

トウ も セネカ も竞に 自^ を 企て、 死し ぬ。 然れば 此の 哲舉は 能く 人 を嚴肅 ならしむ と雖 も、 そは畢 

竟死： を 味 はしめ て 然るの み. 恐らく は 光明 眩き 生命の 道 を 指示して 以て 嚴肅 ならしむ るに 非す。 

大哲ァ リスト ー トル 歿し 大聖 基督 出づ。 其の 間 三百 年 許り。 H ピクリ アンと ストイック は 專ら此 

の 際に 行 はれたり。 而 して 其の 索め たる 幸福と 道德と は、 曙啁 者よ と 嘲られた る 保雜に 依りて 却つ 

て 成就せられ たり。 

(1 八 九 三年 六 SI 音 新報) 


近德 は近德 なり、 宗敎 は宗敎 なり。 道德 は宗敎 にあら す、 宗敎 は道德 にあら す。 其の 間に 於て 自 

ら别然 たる； 51： 別な. くんば あらす。 道德は人をして 正^51ならしむることを5^ん、 然れ ども 宗敎は 人 を 

して 神聖なら しむ。 道 德は人 をして 現世に 劃せ しむる に 至らん、 然れ ども 宗敎は 人 をして 現世 を 超 

越して 未來 を；；^ ぜ しむ。 道 德は人 をして 人々 相互の 義務 を 知らし めん、 然れ ども 宗敎は 人 をして 祌 

と 人との 密接なる 關係を 知らし む。 道德は 人に 敎 ふるに 悪の 悪むべき こと を 以てす、 然れ ども 宗敎 

は 人 をして 深く. S から 资 みて 衷に罪 ある こと を 感ぜし む。 道德 は道德 なり。 宗敎 は宗敎 なり。 然れ 

ど も 道德な る 者 は 其 の 自ら に 於て 能く 完全な る 人 を 造り 得 べき か。 宗敎を 餘© にな した る道德 は、 

其の 自らに 於て 能く 人心 を淸 潔に し、 高尙 にし、 之 を 進め、 之 を 動かし、 生命の 水 をして 常に 洞れ 

ざら しむる こと を 得る か。 

昔、 人 あり。 竹人パ スカルに 問 ひぬ。 『若し 汝の道 を 信ぜば、 人 能く 善人と なること を はるか』 と。 

パ スカル， 之に 焚 ：！ へ て ni く、 『否々、 汝先づ 善人と なる ベ し。 然れば 吾が 道 を 信す る こ と を ST へ し』 

と。 彼 亦！ 日 其の 母と 共に 爐邊に 談話す。 談 たまく 聖書の ことに 及ぶ。 パ スカル もと 神 を 信ぜ 
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す。 辯 難攻擊 毫も 假す 所な し。 母 公 は 徐ろに 詰りて 曰く、 『吾人 r にして 子が 言に よりて 聖書の 僞 たる 

を 知りぬ。 然れ ども 汝は 此の 書 を 外にして、 之に 代 ふるに 如何なる 書 を 以て 吾に 與 へんと はする 

ぞ』 と。 パ： ス叫ル 之 を 聞きて、 沈默 して 二百の 發 すべき ものな かりし と 言 ふ。 千古の 哲人 時に 或は 

宗敎を 度外視して 道德を 主張す る 者な きに あらす。 理論の 上に 於て は 或はよ くせん。 然れ ど， -ュ 莨 際 

の 世界に 就きて 之 を 質せ、 吾輩 は宗敎 なき 道德の 頗る 不完全の 者た る を 知るな り。 

人に 幼 壯の時 あるが 如く、 人物に 於ても 亦 幼壯の 時代 あり。 而 して 幼の 時は考 へす して 信す るの 

時な り。 壯の時 は 信ぜす して 考 ふるの 時な り。 人の 迷信の 時 を 離れて 次第に 考察の 時の 進む に從ひ 

て、 輙ち 幼時の 宗 敎を棄 つ。 一個人に 於て これ あるが 如く 人物に 於ても 亦 これ あり。 此の 故に 文明 

の 程度が 一 勝高尙 なる 域に 達し、 人智の 開發が  一 & 5 擴充 する に 至れば、 宗教の 光明 は 次第に 其の 跡 

を 社會ょ りして 消滅す るに 至る ベ しと 主張せ る 半 哲學者 も 亦 これな きに あらす。 然れ ども 世間 亦此 

よりも 大 いなる 謹 見 はなし。 人 は宗敎 的の 存在者な り。 宗敎の 信念 はもと 人間の 本性に 根ざし、 其 

の 胸臆の 最後に 宿る。 故に 機に 觸れ 時に 從 ひて 此の 人性 侗 有の 信念 は、 常に 其の 服装 を 求めて 外に 

顯 はれ 來 らんと する 者な り." 如何に 其の 平時に 於て は 心強く 此の 念 を 抑 塞し 遮蔽して 衷に藏 むる 

も、 若し 友の 死、 親の 死、 愛する 者の 死、 己の 困難 湖 死 等の 場合に 於て は、 跪きて 神 を 呼びた る哲 

人 すら ありし にあら す や。 抑う ベから す、 また 塞ぐべからざる もの は 宗敎の 信念な り。 若し 夫れ 此 

の 陰 念 をして 共の 自然に 任せた らんに は、 木 葉の 落つ るに つけても 水の 流る につけても 常に 現世の 


拿 


なくして 人：^ の 朝露に ひとしき を 思 ひ、 永遠 不變 の存體 、未来の 世界 を 求めて 已 まざる に 至る は 

人性の 0 然 なりと 謂 はざる 可から す。 故に 時代の 次第に 進歩し、 人知：" の 漸次に 開發 する につけて 其 

の 外部の 服装 こそ 異り もせん。 然れ ども 其の 服装の 裏面に 潜める 本 體精髓 に 至りて は、 千秋 萬古诀 

して 減せ ざるの みか、 次第々々 に發 達成 育して 愈々 完全の 域に 進歩す るに 至らん とす。 木 を拜し 

-12^ を禮 する 人間 幼稚の 時代に ありて は、 其 宗敎も 亦 幼稚なる を 免れす と雖 も、 唯一の 上帝 を拜し 

ハ々 の中畏 るべき 者の？^ 在 を 承認して 之を拜 する に 至りて は、 其の 進歩す る 所亦大 なりと 謂 はざる 

可から す。 宗敎の 信念 は 人の 心と 俱に 生れ 來る。 故に 人の 心の 死せ ざる 限り は、 宗敎は 決して 此の 

世界よ り 消滅す る 者に あらす。 假令サ lllv シ I ョ— ン I* irT ボ  1^ グ をして 全世界の 人類 中には、 宗敎を 有 せ 

ざる 人種 ある こと を 確かめし むる とも、 之が 爲に 宗教の 信念 は 人の 本性に 根ざす る ものに あら すと 

い ふこと を 51^ ざるな り。 

宗敎 の 信念 は 人の 本性に 根ざす。 人に 永遠の 念 あ りて 始めて よく 此の世界に 處す るの 道 を 知り 人 

の 心が 天地の 最高 者 を あせ り 求めて 進みて, J そ、 始め て ょく純潔にまた高尙にな り5^： ベ きな り。 未 

だ 死 を 知らす し て 焉ぞ生 を 知らん や。 未だ 夭 地の 最高 者に 事 ふるの 道 を 知らす し て 焉ぞ よく 人 に 封 

する の 道 を 知らん や。 道德ょ り 宗敎を 排除し て 道德 の み を 孤 行單獨 なら しむる は 到底 自家 捸 着た る 

を 免れす。 宗敎 なき 道德は 決して 生きた る 力 を 有する 者に あらす。 善 をな すべし、 悪 をな す 可から 

す、 との 道德 上の 勸誡は 能く 人 をして 明暗 を 一にし 屋漏 にだ も耻ぢ ざら しむる こと を 得る か。 吾輩 

宗教な き 道 S3  二八 三 
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は 禁酒 會員 にして 酒 を 飮む者 ある を 見たり。 麇娼 論者に して 娼に戯 るる 者 ある を 見たり。 豈、 啻こ 

れ のみな らん や。 試に 眼 を 放ちて 社會の 隅より 隅に 迄 見渡せよ。 口に 道德を 々する 者に して、 不 

道なる 行爲 ある 者、 明晴を 以て 其の 心 を 二に する の 徒、 妆擧 する に遑 あらざる こと を 知らん。 宗敎 

にあら すん ぱ f!^ して 道德に 生命 を與 ふる- J と 能 はす。 在らざる 所な くまた 知らざる 所な き 神に 向 ひ 

て 其の 信仰 を繁ぐ 者に あらす んぱ、 決してよ く道德 的の 人た る こと 能 はざる べし。 道德 をして S 早に 

道德 のみに 止まらし めよ。 其の 善 は 多く は僞 善に 流れ、 其の 禮は 多く は虚禮 になら すん ば やまじ。 

否眞 正の 道 德は必 す 人 をして 宗教に 至らし む。 道德 と宗敎 との 問 を 離隔 せんとす る は 決して 眞正 

の道德 にあら す。 力 ント は宗敎 —— 祌の 存在に 就きての 信仰 を 以て 道 德を實 行す るに 欠く 可から ざ 

る ものと なし、 終に 曰く、  TIK-  hoiicsf  11511  iiiay  say,  * 二  will  that  llKrt-  sli こ iild  he  ii 〇(Kr 

と 言へ り。 宗敎を 排除して 道德 のみ を 主張す る は 到底 自家 搲着 なり。 

基 骨 は 人間の 理想な り。 若し 人間が 進み 進みて 其の 竟究の 所に 達した らんに は 如何なる 品位 を 保 

ち 5r 、へき や、 ま. U 如何なる 狀 態に 在り へき や は、 是れ 則ち 基督の 吾人に 顯示 する 所の も Q にあら 

す や。 是の 故に 假令 人類に 於て 罪惡の 存在す る ことなし とする も 基督 は猶、 吾人の 中に 在りて 人間 

の 模範たら ざるべ からす。 救 主 基督 を 外にしても 猶 人間の 理想た る 基督な かるべ からす。 罪悪の 人 

類より 消滅す るの 時 あると も 基督 は猶 何時までも 吾人の 中に なかる ベから す。 然る を況ん や、 此の 

世界に 於て は 罪悪 充ち滿 ちて 人々 我儘 放縦なる 事 をな し、 人類のお し 5;: べき 品位 を も打棄 てて 顧み 


會 


す ノダ、 c:^.f は IH に 夜に 惡に陷 り 易く  、善に 進み 難き 共の 力の 確；^ なる を 知る と共に、 罪の 力の 簿 

弱なる を 知り、 ；人 地の ：5^.高 者に 向って 天上の 祐を 呼び 求めつ & あるに あらす や。 人類の 品位 は 日に 

墮^ し、 目を；人に紫げども此に登るの精祌元^^に乏しく、 カ盡 き： 湫.； ^れ て、 己が 力 を 捨て 以て 天上 

の 救 主 を 求めつ. - あるに あらす や。 此の時に於て^^赞の吾人人類の屮に在るは是れ：！；に大なる慰藉 

にあら す や。 叉お し 未來世 はこれ なしと なす も 我 や は 現世に 住 ふべき 者、 現世の 法律 は 誰か 能く 之 

を定 むる 者ぞ。 善と は何ぞ や、 眞と は： 1： ぞゃ。 我等に して 若し 神な くして 此の世界 を 渡りた らんに 

は、 知らす 能く 共の 行旅 を 成し 了るべき か を。 然る を况ん や、 人の 靈 魂は來 るべき 世界 を 求めて や 

まざる に 於て を や。 人をして現世のみの^！^となすは人の本性を傷るの甚だしきものなり。 人に は 未 

來 なかる ベから す、 未來 なき 人 は 明日な き 人な り。 明日な き 人 は 放蕩の 人な り、 自暴の 人な り、 浪 

費の 人な り。 人の 靈魂 をして 現世に のみ 限劍 せんとす る 現世 論者 は、 是れ 則ち 人 を 牢獄に 投 する 者 

なり。 

汝の心 をして 一 歷宗敎 的の ものと なせよ。 然 らば 汝 はよ く道德 的の 人と なること を 得ん。 汝の心 

の 中に 未來 をお し、 また 高尙 なる 理想 を 宿せよ。 然 らば 汝 はよ く 此の世界に 立ちて、 高尙 なる、 純 

潔なる 生涯 を なすこと を ん。 

新 日本の 國民は 新たなる 道德を 受け入れたり。 然れ ども 未だ 新 宗敎を 受け入れす。 今日の 日 木に 

於て は 或は 道德 あらん。 然れ ども 未だ 宗敎 なし。 道德 的の 人に 至りて は 甚だ 尠 なし。 宗敎を 難れ た 
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is;J,,„5Lf  i 程 力なき はなし。 社會に 之に 伴ふ宗敎の制裁至って 乏 

# なりと 謂 ふべき M 。  くこと を 知り始め；, り。 今より 後 

然れ ども 今や 曰 本 QI き f  f  / る 一 、 我が |は 心 I め 氣を 平 

i 響 I くば 、 1 民の 

前途に は 唯 だ 暗黑の 暢幕 垂 るる のみ  (一 Am 


基督 敎 徒と 社 會 問題 

わが 國は此 世の 國に 非ず 

此れ 吾等の 主が 宣ー 百せ し 所に 非す や。 基督 敎の本 I が は、 备侗 人の 心 鍵に 向 ひて、 更生 革新の 勢力 

を 生ぐ に 在り。 祌と 人との 關係を 正しう する は、 即ち 其 根抵的 事業な り。 意を專 ら形體 上の 事に 川 

ひ、 耶穌 基督の 顯彰 せる、 祌に事 ふるの 道を忽 諸にして、 唯 世間 普通の 道德 をのみ 唱 ふるが 如き 

は 、基督 敎 の 本意 を 失 せし ものな らん。 吾等 は 今日 の 基督 敎 徒が 其 の 講擅 に 立ちて 、社會 の 問題 を講 

說し、 小 學の敎 に附 和して、 勒 語の 解釋に 類す る こと を務 むる や、 或は 其 心： 謹 上の 事に 於る に 愈 

れる もの あらん を 恐る。 歐洲に 於ても 偏 理說の 流行せ し 頃 は、 牧師 傳道 者、 專 ら道德 及び 社會 改良 

に關 する こと を說敎 したり を 聞く。 宗敎 の宗敎 たらざる は、 味 ひ を 失へ る鹽 なり。 外に 棄 てられて 

踏まれん のみ。 斯の 如き 基督 敎は、 其の 勢力 を 社會に 保有す る こと 能 はざる なり。 旣往の 經驗旣 に 

然り。 現今に 在りて， 吾等の 目擊 する 所 また 然り。 豈愼 まざる ベ けんや。  - 

耶穌 某督と 十字架に 付けられし 彼の 外 は 何 を も 知 

る まじと 決心せ. OS 
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古今の 大傳道 者 バウ 0 の 生涯 を 貫け る 精 祌此に 在り。 吾等 日本 帝 國に傳 道す るに 當り、 第一 に務 

むべき は、 全世界 を 獲る にも 換へ 難き、 靈魂を 救 はんがた めに、 天父の 慈愛より 基督 世に 降りて、 

萬 民の 罪惡 のために、 十字架に 付けられして ふ 事 寳を宣 ぶる ことなり。 耶穌 基督の 死 及び 復活 は、 

活力の 無盡藏 なり。 基督 敎講 壇の 問題、 最も 多く 之 を 以て 其 中心と なすに 非 ざれば、 千 一一 一一：： 萬 語 終に 

徒 勞に歸 せざる を 得す C 一頭の 迷 羊 を^に 野に 尋ね、 tKI- ね 得れば、 之 を 肩に 懸けて 家に： t り、 隣 友 

を 集めて 共に 歡 喜す。 宛然 之に 類して 更に 之より 深き 祌の 慈愛 は、 耶穌 基督の 十字架に. a りて 顯彰 

せられたり。 此 驚くべき 事實を 疎外して、 他の 問題に 奔走す る は 抑 も 何の 心ぞ や。 

然 らば 甚督敎 徒 は道德 上の 問題に 頓着せ ず、 社會 

の 利 弊に 對 して は 超然 主義 を 執るべき か 

鳴 呼何ぞ それ 然 らん。 視ょ、 基督と 其 十字架の 外に は、 何 を も 知る まじと 絡 叫せ る バウ a は、 基 

督敎 主義の 倫理 を 主張し、 其 道義 を 明に する に 於て、 最も 熱心な りしに 非す や。 其  一 二の 例 を擧ぐ 

れば、 彼 は 男女 ii の淸 潔を增 進す る こと を 務め、 姦淫の 罪 を 攻撃す るに 於て、 力 を fii したる 人な 

り。 然れ ども 其 之 を 論す る や、 曰く、 雨ら の 身 は 神より 受けし gi; ^養の 殿に して、 雨ら の 所 屬に非 ざ 

る を 知らざる か。 蓋し 爾ら は價を 以て I 貝 はれし もの なれば なり。 是 故に 祌の ものなる 雨ら 身に 於て 


も 於ても、 神の 榮光 を頒 すべし とつ f お^ s の)。 

パゥ„1は5^^|^.;5潔の道蕤を講するとともに、 十字架 上の 喷ひを 一説き しなり。 否 其所說 は、 一 々 

の 死とば とに 基き しもの なり。 贫 しき を赈 はし、 倚る 所な きもの を恤 むは、 社会 問題の 一な 

り。 慈善事業の 忽 にすべからざる こと 言 ふまで も 無し。 貧富の 懸隔より 生す る 疑義、 及び 勞 働^に 

關 する 問題 は、 文明國の學^^^有志家を苦しめっ^ぁり。 基督の 敎會 また 大に此 事に 注 H し、 其の 處 

分 法を講 する を 怠らす。 使徒 バウ I- の 貧民 問題 を 論す る や、 曰く、 雨ら 吾等の 耶穌 基督の 恩 慈 を 知 

る。 彼 は 富める ものな りしが、 雨ら のために 貧しき ものと なれり。 是れ 雨ら が 彼の 貧しき に 出り 

て、 富める ものと ならん ためなりと。 慈善 救恤 を獎勵 する に當 りても、 彼 は 基督と 其 十字架の 外 

は、 何 を も 知る まじと 決心せ しものに 非す や。 

甚督の 本領 は廣し 

凡そ 正義に 屬 する 所 は、 悉く 基督の 國 なり。 不正の 存 する 所、 不義の 行 はるる 所 は 基督の 敵！： な 

り。 生命の 籍を S 督の國 に 有する もの は、 其 敵國を 征服せ ざれば、 息まざる の 決心 無 かるべ 力ら 

す。 侃 人 にても、 社會 にても、 非 基督 敎 主義の 行 はるる 所 は、 吾等が 十字架の 旗 章 を 押 立てて、 堂 

堂た る戰を 挑むべき 所に 非す や。 耶穌 基督 は 諸 帝王の 帝王な り。 皇帝 も 有司 も 基督の 憲法に 從はざ 

るべ からす。 如何なる 高き 所、 如何なる 低き 所 にても、 基督の 法令 行 はれざる もの あれば、 せ、 121 僕 
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たる もの は、 慷慨 義に 赴き、 以て 基督の ために、 忠君の 赤誠 を盡 すべき 害な り。 

上帝 假 として 存す。 人間の 社 會は其 統治に 服せ ざるべ からす。 主 耶穌は 諸 王の 王たり。 基督に 於 

て 顯彰せ られ たる 上帝の 意 旨 憲章 は、 諸 帝王 及び 立法府の 制定す る ものの 標準と ならざる ベから 

す。 凡そ 之に 腐る もの は、 一日 も 早く 之を慶 止せん ことに 務めざる ベから す。 基督 敎 徒の 理想 は、 

王に も 非す、 輿論に も 非す、 天地の 大 主宰た る 神と、 其 子に して 我等の ために 十字架に 付けられし 

耶穌 基督な り。 聖國を 来らせた まへ。 聖 慮の 天に 行 はるる 如く 地に も 行 はせ たまへ。 

天な きの 地 は晴し 

天 高く、 日 輝けば こそ、 山河の 美も存 する なれ。 天な く 地な くして、 唯 地の みならば、 花 も { 仝し 

く 笑 ひ、 草木 も 徒に 綠 ならん。 斯 くの 如くん ば 滿目凄 情と して、 死の 蔭の 谷間 を 過ぐ るが 如く、 何 

を 以て 能く 意氣を 張り、 精神 を 健に して、 各自の 天分 を盡す こと を 得ん や。 祌 なきの 社會 改良、 基 

督 なきの 道德、 天國 なきの 現世、 また 之に 類す る もの ありと 謂 はざる ベから す。 蓋し 天父の 慈愛、 

基督の 十字架、 及び 義の行 はるる 所な き 天 國を說 き、 之 を 思 ふこと 愈 切なる に 非 ざれば、 基督 敎徒 

■ 能く 一夫一婦の 倫 を 保ちて、 家庭 を 潔め、 父子 兄弟の 道を盡 し、 若く は 國家を 振興し、 人類の 幸福 

を增 進す る こと を 得べ からす。 吾等 はこれ 等の 點に 於て、 牧. 師傳道 者が バウ 口の 如く、 耶穌 基督と 

其 十字架の 外、 何もの を も 知る まじと； „ ^心せられ ん こと を 望む。 


^I^ 敎 徒と 日本の 社會 問題 

歐 米の 共 土 敎徒 は、 羅馬 城の 陷落、 北狄の 來攻、 奴隸 使役 等の 問题 を、 火と 血の 中に 在りて 解 釋 

し、 之を經 過して、 今や 勞働 問題に 梳會 し、 基督の 法則に； 逸 ひて、 之 を 解き 去らん と 試みつつ あ 

り。 歐 米の 諸敎， は、 漸く 勢力 を 此點に 集めつつ あり。 若し 基督の 死と 復活と に 於て 顯 はれた る、 

天父と 人類 同胞の 二 主義 をして、 彼等の 固守す る 所たら しめ、 且つ 其の 講壇 をして、 十字架の 說敎 

に充 たしめ なば、 其の 成功 大いに 見るべき ある ゃ必 せり。 

然れ ども 日本の 社 會問题 は、 目下 必す しも 歐 米と 同じから ざる もの あらん。 其耍目 綱領 は何ぞ 

や。 乞 ふ 之 を 次に 論ぜ ん。 

由 來基瞥 敎徒は 社會の 事に 冷淡なら しか 

s 本 基脊敎 徒の 前に 横 はる 社會 問題 は何ぞ や、 との 疑問に 答 へんと すれば、 自然、 彼等が 過去の 

歷史 と、 現今の 有機に 思 ひ 至らざる を 得す。 或は 口く、  .a 來基 # 敎徒 は、 日本の 社會 問題に 注目す 

る ことなく、 餘り鍵 魂の 利害 一片に のみ 偏す るの 弊 ありき。 其の 反動と して、 近頃 は 他の 極端に 奔 

り、 唯社會 問題に のみ 目 を 着く るに 至りし なり. と。 此れ 皮相の 推斷 のみ。 事實に 違へ りと 謂 はざる 

ベから す。 何と なれば、 日本の 基督 敎 徒の 多 數は、 當 初より 社會 問題に 熱心な りし ものな り。 日 木 

基 g 教徒と 社 食 問題  二 九 一 


基督教 徒と 社 食 問題  二 九 二 

の 開明 發 達と 基督 敎 との 關係 は、 彼等の 1 日 も 忘れ ざり し 疑 題な り。 基督 敎 徒が 親子の 關係、 家庭 

の 改良、 離婚 蓄妾 等の 問題に 付きて 如何に 熱中せ しか、 又 如何に 熱中し つ ふ あるか を 思へ。 女子 敎 

育の 先 騵者は 誰な りし か。 貧民の 病苦 を 救 ひ、 其 Ig,. 困を脤 はすに 於て、 日本の 基督教 徒 は 他の 人民 

に 比して 劣れり と 謂 ふべ からす。 神戶 にて 發 行せられ たる、 明治 十 年 前後の 七 一 雜報を 一 讀 せし 人 

は、 當 時の 基 餐敎 徒が、 家屋の 建築、 食物の 調理法、 家庭の 改良、 教育の 革新 等に 付きて、 如何に 

世の 惰^ を醒 さんと 心 懸けつ \ ありし か を 記憶す るな らん。 彼等 は 決して、 鍵 魂の 事の み考へ 居た 

み-てろ 

る ものに 非す。 聖 慮の 天に 成る 如く 地に も 成させた まへ と は、 糙に其 怠ら ざり し 祈りの 一節に て あ 

りさ。 

凡そ 世間の 表面に は、 派出 やかに 彰れ ざる 事業に して、 獨り 基督 敎 徒の 從 事す る もの 如何に 多き 

ぞゃ。 又 基督教 徒の 如く 國 家の 元氣、 社會の 光たり 鹽 たる を 以て 自任し、 其 特有の 天職 を 固く 執り 

て、 天下に 立たん とする もの は、 日本に 於け る 他の 社會に 於て、 多く 其の 比類 を兒 出す こと 能 は ざ 

るべ し。 基 教徒が 世に 疎ん せられて、 最も 猛烈なる 批評の 犧牲 たる 所以の もの も、 蓋し 其の 抱負 

極めて 高く 且つ 大 なりて ふ 一事 を 以て、 其 原因の 一 つに 算へ ざるべ からす。 政治家の うちに は、 片 

岡、 江 原 等 諸氏の 如き、 武官の 官 人と して は、 三 好、 世 良田 等 諸氏の 如き、 石 井 十 次 氏の 孤 兒院に 

於る 如き、 其 他 商に ェに又 文 學に從 事す る 諸氏の 如き、 皆 基督 敎徒 として、 各自の 範圍に 異様 特色 

の 性質 を彰 し、 少 からざる 感化 を 社 會に與 へつつ あり。 殊に 押 川、 小 崎、 井深、 本 多、 巌本其 他の 


諸氏が、 通 教育の 部門に 於て、 成就しつつ ある もの を 顧みよ。 又 基 #敎 靑年會 の 如き も、 大いに 

注 E すべき 社 舎 的 事業に 非す や。 日本の 靑年會 は、 其 名稱に 於ても 事寳に 於ても、 基督 敎 徒より 起 

れる ものな り。 之に 倣 ひて 同様の 事業 を 企てし もの 多し と雖、 試みに 日曜日の 午後、 祌 田の 東京 靑 

年會に 至りて、 =S< 集會に 列り、 其の各^！！の事業を檢丧し來れ。 非難すべき 點多 かるべき きに も拘ら 

す、 世 問、 丼 丄督敎 徒の 靑年會 に 匹敵すべき もの また 何 所に あり や。 この 敎へを ¥ る 人士に して、 

束 京の 新聞 雜 誌に 筆 を 執る もの、 優に 百 名に 超 ゆ。 都下 數 千の 基督教 徒にして、 斯の 如く 多 數の記 

者 ある は 驚く の 外な し。 然れ ども、 此の 人々 が 其の 從事 する 刊行物に よりて， 直接に 間接に、 叉 陰 

に 陽に、 社會に 特殊なる 影響を及ぼすべき を 想像 するとき は、 其の 社會的 勢力；. a{ に 驚くべき もの あ 

らん。 天災の 起る に 際し、 基督 敎徒は 常に 社會の 有力なる 耍素 として、 運動 を 爲すを 常と せり。 吾 

國の淸 ^に 事 ある や、 世人と 共に 同様の 事業 を爲 したる のみなら す、 精神の 上より 此戰爭 の 意義 を 

解釋 し、 大いに 國 家の 前 程に 向って、 寄附す る 所 あらんと 試みし もの も、 基督 敎 徒に 非す や。 あ X 

誰か 日本の 基督 敎徒を 以て、 假令 IS 臾 にても、 社會の 事に 冷淡な りしと 言 ふ も のぞ。 彼等 は 其 ¥ 

る 主君の 聖旨に 則り、 當 初より 天下 公共の 事業に 熱心に て ありき。 其の 計畫 宜しき を 得 ざり しもの 

も 之 有らん。 其の 熱心 智識に 伴 は ざり しもの も 之 有らん。 其の 措置 失敗と 見るべき もの も 之 有ら 

ん。 其然れ ども 日本の 基督 教徒が 社會的 同情に 富み、 其の 企業心 熾ん にして、 .M 來 天下の 利益 を與 

せし こと、 少 からざる は 記憶すべき ことなり。 隴を 得れば 蜀を 望む。 吾^ は 基督 教徒の 將來に 向つ 

基 e 教徒と 社^問題  .  二 九 三 


基 g 教徒と 社 食 問題  二 九 四 

て、 深く 待つ 所 あるな り。 

同一 の 主に 事へ て贵 高なる 理想 を與 にす。 故に 基督 教徒の 運動 企畫、 期せす して 致 を 一 にす るの. 

美な きにし も 非す。 然れ ども 其の 勢力 を 組錄 し、 旗鈹を 整へ て 進退し、 緩急 輕重を 量りて、 勢力 を 

集中す る こと を 務め、 分限に 適せる 負 擔は敢 て 之 を 避けざる の 精神 だに あらば、 基督 敎 徒の 社 倉 的 

事業 は 光輝 页に 燦然た る を 見ん とす。 

た  < 傳道者 を の み昆 る ベ からず 

基省敎 徒の 社會的 趨勢 を 察せん と 欲せん と 欲せば、 上文に 說 きし 如く、 斯の道 を 信奉す る ものの 

全體に 就きて 其の 傾向 を考 へ、 之が 實 際に 爲す所 を觀 ざるべ からす。 た 牧師 傳道 者の みに 着目す 

る は 誤な らん。 蓋し 牧師 傳道者 は 首と して 靈 魂の 救 ひに 從事 する もの、 固より 其の 精神 を社會 的の 

事業に 專ら にす る こと 能 は ざれば なり。 世の 批評家 は 傅 道 者を責 むる に 萬 能力 を 以て する こと 勿 

れ。 义傳道 者 も 漫然たる 批評に 激し、 躍起と なりて 妄に手 を社會 的の 事業に 擴げ、 已の 最も 貴重す 

べき 固有の 天職 を輕ん する 勿れ。 

思慮 もな くして 一 種の 功名心に 驅ら るる は危險 極れ.. y 

少数の 基督 敎徒、 己が 抱負の 犬なる に 任せ、 覇氣 天を衝 き、 基督 を 信す る ものの 技倆 を 世に 輝か 


さんとの 功名心 禁 する こと 能 はす。 一人 當 千の 勢に て、 常る を 幸に 社 < ^的の 事^ を 切り ぽ けんと 欲 

す。 また 壯烈 なりと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 吾等 は 多くの 危險此 に 伏在す る を 見るな り。 

時 を 計らす、 资 力の 多 II^U- 問 はす、 漫に 多くの 蕻 業に 着手し、 終に は精祌 狂奔に 疲れ、 百事 冇耶 

無耶 のうちに. し、 靜 かに 幾 性 を 養う の餘地 もな く、 祌を思 ふ 氣カを も 遣さざる 如き は、 如何な 

る 種類の 業に 在りても、 共の 理義 に展 り、 人と 神との 道に 違 ふこと 甚 しと 謂 はざる ベから す。 

僅々 四 萬の プロテスタント 茶- 银敎 徒、 资 力よりも 計畫に 富む の 有様に 立ち 乍ら、 天 下の あらゆる 

社，^ 的 業に 與 らんこと を 期す。 其の 大瞻 なる には感 すべし。 其の 無謀なる に は 驚かざる を 得す。 

木 邦の S 资敎 主義 敎育 尙ほ资 を 外人に 仰ぎ、 之に 從事 する もの 其の 糊口の 供給 を 彼の 保護に 求め ざ 

る を 5£ す。 然るに 日本の 基督 敎徒は 早く も 海外の 敎育 を計畫 して 世に 呼號 せんとす。 此の 外 西洋の 

基悟敎 徒に 倣 ひて 此の 事業に も 彼の 事業に も 目 を 懸け、 せめて は 小なる 雛 形 だけにても 夫々 之 を 取 

揃 へんと 銜發 す。 吾等 は 決心の 健氣 なる を 喜ぶ と雖 も、 1曰 慮に 於て は缺 くる 所 あらん を 恐る。 日本 

の 基^ 敎徒は 事業の 海に 溺死 せんとす るに 非ざる なき か。 

凡ての 善き 事業 必す し も 我が 爲す べき ことに 非す。 あら ゆ る 慈善 義俠 の 企 圖は必 す し も 我が 乎 を 

着くべき ことに 非ざる なり。 之 を 察せす して 漫然 天下の 義擧善 功 の 專賣 特許 を 獲ん と心隨 くる 如き 

は、 セ ルバ ン テスの ドン キホ ー テに 類す る ものに 非す や。 漢 の馬援 は、 此の 輩 を こそ 一種の 輕薄家 

とは稱 したる なれ。 義人の 同情 を 動かす に 足る の 事業 一 にして 足らす。 た 大人 濫りに 同情に 任せ 

基 6SS 徒と 社 £g? 題  二 九 五 


基督教 徒と 1M€ 問題  二 九 六 

て騎 虎の 勢に 驅られ す、 神に 祈りて わが 爲 すべきの 事業 何れに 在り やと 探求す。 此の 點を愼 まざれ 

ば、 同情の ために 大義 を 誤る ことなき を 保せ す。 同情より すれば、 基督 敎 徒の 企業心 を 動かす もの 

甚だ 多し。 然れ ども 其の 常 今の 責任 何れに あり やと 問 は i -、 基督 敎の務 むべき 社會的 事業 を 知る こ 

と敢て 難しと せす。 

金銀 は 我に 有る こと 無し。 たど ナザレの 耶穌の 名に 依りて 起てよ。 是當 年の ぺテ a が 美 門の 傍に 

もの を 乞 ひ 求めた る 跛 者に 吿 げし 所に 非す や。 ぺ テロ、 ヨハネの 二人 金銀の 力に 富みし ものな りせ 

ば、 必す跛 者 を 救 ふに 物質的の 賜物 を 以てした るな らん。 然れ ども 如何せん、 世 を濟ひ 民を賑 さん 

と 欲する の 抱負 最も 大 いなる 彼等 は、 其の 自白せ る 如く、 金銀に 於て は 乏し かりし なり。 黄白に 付 

きての 無力 は あらゆる 點に 於て 無力 を 意味す る ことに 非す。 ぺテ の活 澄なる 精神 は 他の 溝路 によ 

りて 恩 惠の进 り 流るべき 方法 を 見出せり。 曰く 『ナザレの 耶穌の 名に 依りて 起てよ』 と。 彼等 は 之 

がた めに 大 いなる 成功 を 獲、 H ルサ レムの 全都 は 其の 沈勇 剛毅なる 證言に 震動せ り。 若し 彼等 をし 

て 謀此に 出です、 徒に 金銀の カを藉 り、 物質的の 手段 を^ ゐんと 試み しめたるな らんに は、 其の 勞 

多く は 徒然に 歸し、 光 ある 使徒 行 傅の 一 IGI^ は 初代の 敎會史 中に 遣され ざり しならん。 

今の 基督 敎徒は 全くべ テ B 等と 反對 なる 方針 を 執り、 ナザレの 耶穌の 名 を唱！ ^する こと を 怠りて 

徒に 他の 岐路に 入り、 其の 貴重なる 勢力 を 浪費す る ものに 非. f や。 此れ 大 いなる 過失な り。 あら ゆ 

る 社會的 事業に 狂奔 せんより は、 今日の 境遇に 於て 其の 祌 より 任命せられ たる 點に 全力 を 集め、 假 


令 小勢な りと も 之 を 本丸に 備へ て 敵の 中堅 を 突き破 らんこ と を 心 懸け ざ る ベ からす。 

基督 敎徒は 言論の 力 を 用 ひ、 健全なる H 心 想 を 肚<1:： に；^ 入 

する を 以て、 甚だ大ぃなる？^八^;的^?^-業な.9と20惟せょ 

n 本の SI^ 敎徒 は人數 未だ 多から す。 實カ 未だ 充盈 せす。 社會に 於け るの 地位 未だ 形勝の 利 をお 

めす。 靜 かに 其の 勢力 を 養 ひて、 他日 大いに 爲す あるの 時節 到來 せんこと を 待つ ものに 非す や。 基 

傅敎 徒が 其の 志す 所 を 天下に 實 施す るの 期 は、 前程尙 遠し と 謂 はざる ベから す" 唯 日本の み 斯の如 

しと li ふに 非す。 久しく 基督 敎の 化育 を 被れる 歐米 諸國に 於ても、 基督 敎徒は 未だ 其の 理想 を實踐 

する の 機會を 獲す。 頻りに 言論に 訴へ、 其の 思想 を 社會に 注入し、 天 下を敎 育して、 他日の ために 

準備 を爲 しつ」 あり。 況んゃ 基督 敎を 信す る もの 尙 極めて 少數 なる 日本に 於て を や。 故に 我が 國の 

基督 敎徒、 其の 社會 的の 事業 多く は 言論 を 以て 準備す るの 時代なる に 失望す る ことなく、 前途の 希 

望に 勵 まされて 其の 目下の 職責 を盡 さざる ベから す。 日本 基督 敎徒は 精祌の 同化、 言論の 勢力、 思 

想の 齊 及 等に 依りて 他日 活劇 を演 する の 舞臺を 作りつ つ あるに 滿 足せざる ベから す、 よし 空論の 幾 

を爲す もの ある も、 吾等 は 之が ために 此の 天， 職 を輕ん する こと 無 かるべし。 凡て 道德 は、 其の 實踐 

の 期 を 待ちて 産みの 苦しみ を爲 すて ふ點 より 之 を 見れば、 一種の 签 論に 非す して 何ぞ や。 吾等 は、 

日本の 基 1^ 敎 徒が 豫言 者の 精神に 勵 まされて 天下に 一種の を唱 ふること、 今日よりも 甚 しから 

isa 教徒と 瓧食 問題  二 九 七 


基 s 教徒と 社 食 問題  二 九 八 

ん こと を 希 ふ ものな り。 基督 敎 徒の 事業 は 多く 精神的 ならざる を 得す。 其の 高尙 なる 一一 一一 n 論 を 以て 世 

人の 思想 を 移し、 精祌の 同化 を 以て 社會的 事業の 根本 を 培養し、 政治 上 革新の 基礎 を 堅固に する 

は、 天下 基督 敎 徒の 外 誰か 此の 任に 堪 ふるもの あらん や。 假 令實務 的に 社會の 事業に 與ら ざる も、 

、 J れ等 言論 思想に 從事 する もの は 最も 適切なる 意味に 於て 天下 を經營 し、 社會 を救濟 する もの に 非 

？。 

日本の 基督 敎 § 世人が 實 業に 溺れ、 政治 上の 時 真 問題に 狂して 精神 上の 事物 を 忘る るに 常り、 

大いに 理想の 空論 を 天 下に 首唱せ ざるべ か らす。 ル ー ソ ー の § に 迷 ひて 人 權說を 唱 ふるもの は 之 

有らん。 或は 之に 反動して 東洋の 古 僻 を 再興し、 若く は 何 所まで も 之 を^; 1! せんと 試みる もの も 之 

有らん。 然れ ども 人類 皆 兄弟に して、 社會は 上下と もに 最も 高貴なる 意味に 於て 同等な りとの 思想 

を 抱き、 其の 精神 を #： 及せ しめて、 之 を社會 及び 政治の 事實に f せしめん こと を圖る もの 何處に 

在り や。 人類の 天父 を 信じ、 神 子 降 世の 妙 理を味 ひ、 天國 にまで 達すべき 職 青 各個 人に 存 して 帝王 

と 雖も之 を ふべ からざる もの ある を 認め、 天職 を 信す る と共に 之 を 實踐 躬行す るの 自由 ある を 固 

く 執り て 動かざる を 主義と せる 日 本の 基督 敎 ：s  、此の 際 其の 思想 言論 を以 て阈冢 のために 盡 力す 

る こと を 得べ し。 否 然く盡 力す る は 其の 忌避すべからざる の 義務な りと 謂 はざる ベから チ。 ル ー 

ソ ー 等の 天賦 人 權說は 吾等の 與り 知る 所に 非す。 基督 敎 f 其の 信念に 基き て 大いに 主張すべき 一 

^|5の天賦人橫主義を有する に相違なし。 


吾等 は 今日に 於て 之 を 唱道す る の 必要 甚だ 切迫せ る もの ある を認 む。 敎育 にっきても、 滔々 たる 

天下 生 意に 奔り、 飲食 蔡を講 する に 忙しく、 史 となり 醫 となり、 乎と なり、 足と なる の擧問 横流し 

て、 精神 を 毒し 人類 を矮少 にす るの 弊、 曰 を 追 ひて 益々 甚 しからん とす。 此の 狂 溯 を： 1: して. 玫冇の 

IKjf を 明に する もの は、 家と！；、 及び パンと 職^の 外に 世界 ある を 知らざる 人士に 非す して、 种 

の 11 と 共の 義とを 確信す る ^督敎 徒た る こと、 ；^1するを俟たざるべし。 上 を 崇め、 其の 聖像、 人 

の 性に |方# たる を 認め、 心 を 修養して 其の 眞 面目 を發揮 せんこと を 期し、 天 國大の 股 を 放って 社 

.^の^^.物を觀察し、 後へ に 在る もの を 顧みす して 前 程に 突進 せんこと を 素志と する 基督 敎徒 は、 此 

の 思想 を 以て 天 下を錄 動す るの 大责任 ある ものに 非す や。 今日 の 基督 敎徒は 其の 敎育主 議 を赏 際に 

應川 する の 機會 を與 へられ ざ る も のな り。 然れ ども 言論 を 以て 己 の 主義 を 社會に 普及せ しめん こと 

を ii るの 時期 は 常に 有り。 徒に 異 主義者と 結 托して 姑息なる コム プロ マイズの 問に 半死半生の 敎育 

を赏 際に 試み ん より は、 寧 ろ敎育 上の 空論 者と なり て SR を 養成す る の 意氣こ そ 有ら ま 欲し けれ。 

右の 外に 、 基督 敎 徒が 言論 を 以て 社會の ために 通 動す ベ きも の少か ら ざるな り。 吾等 は 基督 敎徒 

が 此の 種類に 屬 する 社會的 事-構の 甚だ 貴重す ベ きを 記憶して 之 に 力 を盡さ ん こと を S き。 

迷信の 排斥 は 基督 敎 徒が 今 正に 從 事すべき 社會問 

港58教 徒と！ Mgra 題  二 九九 


基督教 徒と 社 會 問題  三 〇〇 

福 昔 新報 は屢々 日本の 社會に 流行し つ、 ある 迷信 淫祠 を社會 問題と して 大ぃ に 運動す ベ きこと を 

論じたり。 人類の 弱 點に訴 へ、 其の 臆病 を 利用し、 其の 貪 心 を 鉢と し、 其の |§ に 便りて 有られ も 

なき 妄說を 構造し、 宗敎の 名 を 以て 詐欺 取 罪を恣 にす るの 淫祠 迷信 今日の 如く 爆ん なる は、 實 に 驚 

くべき 悲 むべき ことに 非す や。 之が 爲に 愚と なり 卑屈と なり、 貧窮と なり、 觸惰 放逸と なりつ \ 

ある もの 夥しと 言 はざる ベから や。 公然 夫婦の 大倫を 破る の 法主、 或る 宗敎の 覇權を 握りて 自ら 道 

德の 護持 者な りと 稱 すれ ども、 常に は淺 酷なる 世の 批評 少しも 之 を 非難す るの 氣色 なし。 否 之を怪 

しむの 氣色も 無し。 下等 社き に 至りて は 之を活 菩薩と t て渴仰 尊信して 愧づる こと を 知らす。 黄金 

を祌 として 禮拜 する の 迷信 は 金 光 敎畲の 名 を 以て 山陽 各地、 京攝の 問に 數 萬の 徒 を 集めつ & あるに 

非す や。 宗敎 若く は 敎會の 名 を 以て 一 種の 賭博 を 行 ひ、 投機 者 流の 精神 を 激勵. する の害少 からざる 

彼の 顯眞 術、 天 现敎の 類 全 圃 に跌扈 する を 見す や、 之 を 社 人 題と t て、 天下に 呼號 し、 之が 橋 正 

策 を 提起し、 世 の 正 議に訴 へ、 其の 撲滅に 力 を 用うる は、 日本 基督 敎 徒の 一大 義務に 非す や。 活澄 

なる 『護 敎』 記者 は 近 曰の 紙上に 於て 此の 問題 を 論ぜられたり。 彼は尙！^！；繽きて同様の記事を报 

げ、 盛んに 之 を 論 辯すべし とか 聞きぬ。 吾等 は 斯る企 圖を歡 迎1、 共の 驥尾に 附 して、 迷信の 撲滅 

に 寄附す る 所 あ らんと 欲す。 

家庭 を 改良し 一 夫 一 婦の道 を 明に する/^ と 


糾合^ # の 諸氏 奈 良に 紫 含して I の宜言 寄 を 決議せ り。 北； のうちに は 信仰の 吿. E らしき もの あ 

り。 网民 中； ft- と 人類 主義と を 併 持す るの 精祌を 表せし 简條も 見 ゆ。 之！^ ふ は 組ん！： 敎會 諸氏の 會憲 にし 

て 共の 主義 を 世に 發 表せん と 試み L ものな らん か。 又 今日の 社 會に向 ひ 彼の 諸氏が 協力し、 大いに 

遝動 せんと 欲する ia! 際の 社畲 問題 を 报 げて 曰く 『家庭 を 改良し、 一 夫 I 婦の近 を 明に す 云々』。：：；.^ れ 

諸氏の 社會的 プラット フォ ー ム に 非す や。 

萍の漂 ふ 如く 種々 の社會 問題に 奔走す る は、 日本 基督 敎 徒の 通弊に て あ りき。 力 小に、 機會少 

く、 然も 道と い へ る 大任 を负擔 せる B 本 基督 敎徒 は、 社會 問題に 手 を 着く る に當 りて 深く 慮に 慮 

る 所 無 かるべ からす。 家庭の 改良 を 圖リ、 孝道に 關 する 從來の 僻 習、 即ち 幾分 か 復古の 傾向 を 有す 

る 此の 僻 習 を 破り、 上御一人より 下 如何なる 細民に 至る まで 一 夫 一 婦の 人倫 を 明に し、 以て 立國の 

基礎 を淸 潔^^なら しむる は、 固より 日本 基督 敎 徒の 盡 力すべき 所たり。 此れ 今日 實際 問題と して 

其の 负 砂すべき 社. t 的 事-築な り。 此 外に 彼の 宣言 愈 暴の ものに 拐 げらる べき もの 無しと は 1^ はす。 

然れ ども 組合 敎會の 諸氏が 社會 問題の 繁を 避けて 單に 就き、 漫に 其の 力 を 散らす ことなく， 最も 適 

當 なる もの を擇 びて 圑體的 運 動の 旗 章と なせ る 如き は、 甚だ 明達の 措置な りと 賛 せざる を 得 チ。 

貧民 問題の 如き、 廢娼 運動の 如き、 海外 敎 育の 如き、 病院の 如き、 祌舉 以外 奪 門科敎 育の 如き 皆 

善良なる 社.^ S 的 事 f おいな り。 然れ ども、 其の 日本 基督 敎徒 現今の 社會的 事， なるべき や 否やに 付、 て 

は、 吾等 頗る 之 を 疑 はざる を 得す。  (一八 九 五 年 二、 一 二月、 匿 曰 新報) 

塞 e 教徒と 社舍 問題  so 1 


基 6 教は 如何にして 完成 せらる 、や  =10  二 


基督 敎は 如何にして 完成 せらる - や 

我 尙ほ汝 等に 多く 語る ベ きこと あれ ども、 今 汝等曉 る を こと を 得ず。 然れ ども 彼れ 卽ち眞 の聖靈 の來ら 

ん とき、 汝等を 導きて 凡ての 眞理を 知ら しむべし。 彼れ 己れ に 由て 語る に 非ず、 その 聞きし 所の こと を 

汝 等に 示す ベければ なリ。 彼 わが 榮を顯 はさん。 そ は 我が もの を 受けて 汝 等に 示せば なリ。 ハ約翰 一 六 

の  一 二 -11 四) 

當時 基督 の 弟子 達 は たと ひ 明白な る 敎論を 受けたり とも、 之 を適當 に理會 する さ 能 は ざり しが 故 

に 語るべき 事 を も 語らす して 過ぎさせ 給 ひし も少 からす。 主の 死して A§ 昇天し 給 ふの 後、 聖靈降 

りて 之 を 凡て の 即ち 完全なる 眞理に 導き 給 はんとの 約束 を 遣し 給へ り。 換言せば、 弟子 等の 基督教 

は 粗より 精に 至り、 低き より 高き に 進み、 漸を 以て 完成 せらる 可き なり。 唯 だ 彼等の 基督 敎 のみな 

らす。 我等の 基督 敎も亦 次第 を 逐 ひて 開發し 曆々 進化して 着々 完全なる 域に 達する を耍 するな り。 

蓋し 基督と 基督 敎と は、 之 を 明かに 區 別し 置か さるべ からす。 基督 は 昨日 も 今 曰 も いつまでも 變 

るべ からざる ものに て、 缺 損なき 完全 圓滿の 主たり。 基督 敎と云 ふ は 此の 絶 對の救 主たる 基督の 性 

行、 言說 生死に 基き て、 不完全なる 我等の 思想す る 所、 感發 する 所、 施設す る 所の もの を總稱 する 


の 言に て、 所謂 敎现も 制度 も 皆な 其の 內に 含蓄せられ 居る HI と 知るべし。 我等の 思想 は、 未だ 酋 

て 茶 を 完全に 發揮 する KJ を 得す。 我等の 感 ali!^ は、 基 の 深き に 透徹す る HJ 能 はす。 所謂 基督教と 

機關、 制度、 其の t ての 施設 は 適 {且 に、 十分に、 基督の 聖 意を發 現し 得る ものに 非す。 斯く考 ふ 

ると き は、 基督 敎 なる ものが、 漸を 以て 完成 せらる 可き は當然 の？ J なりと 謂 はざる 可から す。 基督 

は 絶 對の救 主、 完全なる 途、 缺 損なき 生命、 圓滿 なる 眞理 にて 在せば こそ、 之を實 際に 發 表し 形體に 

顯彭 せん is? を 期す る 基督 敎は、 常に 不完全なる 有様なる を 免 かれす。 日に 月に 其の 理想に 向 ひ、 進 

歩して 已む ベから ざる 道理に 非す や。 基督 御 在世中、 弟子 等に 敎 へられし 所 一 として 無限の 値な き 

もの は あらす。 然れ ども 我等が 知らん と 欲する のみなら す 又 之 を 知らす して は 到底 巳むべからざる 

5 に付きて、 片言 句 も說き 及、 ぼし 給 は ざり し £ 亦 頗る 多し。 誰か 之 を 見て 限りなき 遣憾を 抱か ざ 

る を 得ん や。 且つ 基督の 垂訓 は 組織の 整 ひし ものに 非す。 之 を 其の儘に なし 置きて は、 理性 を滿足 

さする さ 能 はざる 可し。 我等 は 之 を 精 察 玩味して 首尾 相應 し、 前後 相 照し、 脈絡 相 通じ、 善く 和し 

調 ひたる 智識 を 組織し、 之と 他の 智識との 關係を も 明かに する の必耍 あり。 此の 點に 於て バウ 口、 

ョ ハネの 徒が、 基督の 遣訓 性行に 基づき、 其の 實 驗に徵 して、 各自の 見解 を 明かに し、 組織的に 其 

の 智識 を發 揮す るに 至りし 如き は、 靈 性の 必要より 来り、 人智の 發動 する 所斯の 如くなら すん ば已 

む 能 は ざり しもの あるに. S れり。 基督 御 在世中に 於け る 弟子 等の 思想と， 昇天 後 彼等の 有様と を 比 

ふれば， 其の 差違 驚くべき もの あり。 斯 くの 如く 說 き來れ ば、 基督 敎は 道理 上より 之 を 見る も、 弟 

{„^5ぉ敎は如何にして完成せらる>-キ  三 〇 三 


基督教 は 如何にして 完成 せらる、 や  三 〇四 

子等の 上に 生じた る實 際の 變 化に 之を徵 する も、 漸を 以て 進 步開發 し、 次第に 完成 せらる 可き もの 

なること 明かな り。 

今の 人 動もすれば、 基督 敎は 基督に 反らざる 可から すと 言 ふ。 歐 米諸國 今日の 神學的 潮流 は 確か 

に 基督 を 中心とし、 之 を 標準と し、 歸趣 とし、 理想と して 活動し つ \ あり。 今日の 如く 基督の 性行 

を 研究し、 其の 首 說を講 明し、 其の 精神 を發揮 せん さ を 力め、 之が ために 時と 力 及 天才と 學識と を 

應 用す るに 熱心なる 時代 は、 未だ 曾て 見ざる 所と す。 是れ 誠に 慶 資すべき HJ に 非す や。 我等 も正當 

なる 意味に 於て、 基督に 反る を心懸 くる ものな り。 此の 點 に付きて は、 成る 可く 人後に 落ち ざらん 

KJ を 願 ふの み。 然れ ども 謹 基督に 反る とのみ 言 ふ も、 其の 意味の 範圍を 明かに せ ざれば、 意外な 

る 誤解 を 生じ、 其の 結果 大いに 基督の 眞意を 損 ふ もの あるに 至らざる を 保せ す。 或は 基督に 反る と 

稱 して、 唯 だ 其の 言に のみ 反り、 特に 山上 垂訓に のみ 反りて、 主耶穌 の眞意 此に盡 きたり、 他 は 論 

する に 足らす と 主張す る もの あり。 然れ ども 我等 は 思 ふ、 若し 基督に 反らん と 欲せば、 唯 だ 其の 言 

にの み 反る ベから す。 其の 生死、 {§、 昇天 は 固より、 其 今 曰に 至る まで、 否 世の 終りまで も 我等 

と共に 在す てふ靈 妙なる 活動に も 立ち 反らざる ベから す。 唯 基督の 言說に 反る とて、 其の 越歷、 生 

. 死 等を棄 て， - 顧み ざれば、 基督の 眞意 其の 半 を 消滅せ しむと 言 ふ も、 敢 て過當 なる 批評に 非ざる 可 

し。 弟子 等の 信仰 は、 基督 十字架に 就き 給 ひし 前後に 於て、 非常なる 變化を 受けたり。 其の 品性 は 

之が ために 夜の 晝 となりし 程に 變 化せし HJ は、 何人と 雖も疑 ふ HJ 能 はざる 可し。 ぺ テ。、 ヨハネ 等 


は、 t# ^の 死に 遭遇し、 其の 復活 を 確信す るに. S りて、 殆ど 同名異人な るかと 怪しまる、 までにな 

.5^ り。 其の 意に 適 はざる 所 ありし が爲 に、 サ マリアの 邑に 天火の 降らん こと を冀 ひし ヨハネ は、 思 

想に 於ても、 精神に 於ても、 如何に 變 化せし よ。 三た び 耶穌を 知らす と 一一 n ひて、 鶴 鳴 三 たびする に 

及び、 悔恨 その 腸を斷 つに 至りし べテ 。は、 湖 逢靜 かなる 所に、 ョナ Q 子シ モンよ 汝 我れ を 愛する 

かとの 垂問 三た びし 給へ るに. S りて、 如何に 其の 品性 を 鍛練せられ しょ。 彼等 は 其の 性格に 變化を 

生ぜし のみに 非す。 其の 基督教 は 全局に 變 化を來 し、 非常なる 進歩 をな せし なり。 彼等の 基督教 は 

十字架、 復活 及；：^ 犬 を 境界線と して、 ^も 別世界に 移りた る もの.^ 如くな りぬ。 蓋し 宗敎 上の 智識 

は 凡て 實 験に 基く 可き なり。 唯 だ 抽象的の 議論 を 以て、 露なる 臭现の 堂奥に 進まん と擬 する も、 結 

局 徒穷に ii せざる を 得す。 

且っ夫れ凡て(|^^る3具现は、 唯 だ 頭腦の 。ジ ックを 以て 發明 する を 得べ からす。. 心の 淸 きもの は 

福 ひなり。 其の 人に して 初めて 神 を 見る ベければ なり。 道念 及 性情の 論现屢 智力の 論理 を壓 倒す る 

さあり。 故に 基督の 眞理 を现會 せんと 欲せば 之に 適當 なる 道念 及靈性 の 條件を 具 ふる を 耍す。 是等 

條件 なくして、 漫に 基督 を 認識し、 其の 道 を 領解 せんとす る も、 結局 無益の 業に 過ぎざる べし。 我な 

さと 

ほ汝 等に 多く 語る べきと あれ ども、 今 は 汝等曉 る HJ を 得すと 基督の 宜給 はれし も、 盖し 此の 意義に 

外なら す。 ^J-子逹當時の境遇にては、 至極の 顯 現に 接する HJ を 得 ざり しなり。 彼等の 器 漸く 完成す 

るに 及び 完全なる 顯現 漸く 之に 臨みし なり。 基督 は 圓滿完 美なる 道なる が 故に、 其の 顯現は 漸を以 

数 は 如何にして 完成 せらる  >-キ  三 〇 五 


基 g 教は 如何にして 完成 せらる、 キ  三 〇 六 

て 完成に 至らざる を 得 ざり き。 基督の 敎 まさに 完成 せられん とすと 首 ふ は、 之 を 不完全な りと すの 

に 非す して、 寧ろ 其の 完美 にして 缺 損なき を證 する 所以に 非す や。 

然 らば 基督 敎は 如何にして 完成 せらるべき ものな り や.。 曰く 眞の靈 来らん 時、 汝等を 導きて 凡て 

の 眞理を 知ら しむべし。 そ は 彼れ 己れ に 由て 語る にあら す、 其の 聞きし 所の £ を汝 等に 言 ひ、 又來 

も Q 

らんと する £ を汝 等に 示す ベければ なり。 彼れ 我が 榮を顯 はさん。 そ は 我が 屬を 受けて 汝 等に 示せ 

ばな りと。 基督 敎の 完成 せらる. - 順序 方法 は、 右の 語 中に 明示せられ たり。 乞ふ是 より 其の 一 端 を 

說明 せしめよ。 基督 敎を 完成す るロ實 として 妄に 其の 要目 大綱 を截斷 し、 破毀し、 放棄し、 變更 

し、 增滅 し、 支離滅裂の 觀を呈 せし むる が 如き は、 世 を 誤 ひ 人 を 害する E 甚だしと 謂 はざる ベから 

す。 或は 己れ の臆說 を附會 して、 之 を 基督 敎 なりと 唱 ふるもの あり。 或は 過去 世界の 哲攀的 分泌物 

を 福音の 上に 强て 附着せ しめ 之 を 主張して 耶穌 の賃意 を宣傳 すと 公 言す る もの あり。 或は 基督の 道 

は 完全なる もの なれば、 固より 玄妙 秘奥の 意義 存 すべき 害なる を 忘却し、 凡そ 己れ が 見識 を 以て 理 

龠し 難き と は、 悉く 之 を 取る に 足らす と臆斷 し、 神秘的の 精神 乏しく、 詩の 趣味 を 有せざる より、 

凡ての 奥義 を排し 去て、 唯だ淺 薄なる 通識、 固陋なる 理性の 程度にまで 之 を 推し 下さん とする もの 

あり。 或は 基督の 眞意 は、 第一 に 基督 的に 發揮 せらる 可き 害なる にも 拘ら す、 觀 察の 燒點を 基督よ 

り轉 じて、 阈家 的と 言 ひ、 社會 的と 言 ひ、 倫理的と いひ、 甚だしき は 日本的と 言 ひ、 更に 甚だしき 

は 現世 的な ど、 唱へ、 あられ もな き 思想 を 中心として 基督 敎を 唱道 せんと 試む る もの あり。 是等は 


n に t^: お を 主よ 主よ と 呼 ベ ども、 其の.：^ 基督に 對 して 不忠 を 働き、 不義 を逞 うする の 徒な り と 

誚 はざる ベから す。 ^督敎 を {兀 成せ んと 欲する もの は t^. 督の ー百說 性行 を 某. 礎と し、 其の 意志 を^ 發 

して、 阅 熟に 之 を；^ 明し、 講述 し、 青. 行し、 活現 する U を 期し、 其の 關節支 肢を整 顿し糾 織して、 

{兀 全なる t: 識 となさん ro を勉 むるな り。 決して 私兑^ 說をお 一う し、 明 .CI にす る をロ寶 として、 平凡 

^^なる ものと ならしむ る 如き £ あるべ からす。 装， 督に 事へ 其の 光明 に^さる、 と を^ 一  とせす 倣 

然 我^の 識を 立つ る もの は、 共の 敎 へ を 完成す る ものに 非す と 知る べし。 基督の-せ) と は 似 もつ か 

ぬ 新奇の 說を 吐きつ i、 我 こそ 基督 敎を 開發 する もの なれと 言 ふ は 如何に ぞゃ。 基督 敎は基 将敎の 

完成な り、 誰れ 彼れ の 哲舉說 の 完成に 非す。 馬 を 牛と し、 木 を 竹と して、 木 若しくは 馬の 完成な り 

と 言 ふ も、 誰か 之を然 りと する もの あらん や。 基督の 道 は 其の 岡 布の 性質に 從ひ 其の 本來の 種類に 

依り、 共の 藤 史的の 成立に 準據 して、 發達を 遂げ、 其の 道 を 完成し、 共の 3 呉 意を贯 徹すべき のみ。 

所 iFJH 〈の^ 來 らん 時と は、 如何なる？ J を 言 ふか。 夫れ 聖靈 に關 する 祌舉 上の 議論 は、 吾人の 最も 

明かに し 難き 所、 諸 說紛々 人 をして 其の 歸 する 所に 迷 はしむ る をお ぼ ゆ。 余 は此に 聖遂を 『ドグ 

マ』 的に 論述し、 若く は 三 一 の 秘義に 於る 其の 身 位の 關係 を說明 せんとす る を 目的と せす。 暫く 其 

れ 等の 難 か. しき 題 を 避け、 誰も 首肯す る を 得べき 點 に付きて、 之 を： 一 百 せんと 欲するな り。 聖 9 脏 

の 光 臨と は茶督 御自身の 活動して 人 を 感化す るの 事業 を 繼鑌し 給 ふの 義 なり。 基督 は 復活して 天に 

昇られし より、 之 を 愛する ものと 靈 なる 關 係を密 にし、 其の 存在、 活動、 恩 化 敎育を して 遍在 普 公 

基 お^は 如何にして 完成 せら. 0、 キ  三 0 七 
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ならしむ るに 至れり。 基督 は聖. 靈の 恩賜 を 下し， 其の 僕 等 をして 神の 聲を聽 き、 其の 活ける 感化に 

接せし むる の 道 を 開き 給へ り。 聖霊の 光 臨 蓋し 新の 如き 意義な りと する も、 敢て之 を 不可と すべき 

理由 ある を 見す。 聖靈は 即ち 基督の 遣る 所な り。 之を稱 して 基督の 靈と云 ふ。 我等 聖書のう ちに 顯 

彰 せられ、 實 験の 問に 自 から 現 はれ、 各自の 信仰的 意識に 著明なる 活ける 基督に 接し、 其の 溫容を 

拜し、 之に 師事し、 之に 隨 身し、 其の 精神に 觸れ 其の 感化 を 蒙り、 其の 指導 を 受け、 身 も 籠も 一 切 

を獻 けて、 之 を 主君と 仰ぎ、 全心 を盡 して 之 を 愛する に 由り、 心に 其の インス ピレ ー ショ ンを感 

じ、 天来の 元氣 光明、 心に 充盈 する を覺 え、 正大 浩然の 氣 我を鈹 吹し、 振作し、 誘 被す る、 是れ聖 

靈の 感動に 非す や。 基督の 敎へは 如上の 關係を 基督に 結び、 其の 感化 的 敎養を 蒙りて、 次第に 完成 

せらる 可き ものな り。 然る を何ぞ や、 身 は 正 心 誠意 基督に 師事し、 其の 人の 爲め にせし 至 愛の 精神 

に 同情 を 寄す る？ J 薄く 其の 事業に 與 るに 於て は、 一 擧手ー 投 足の 勞をも 尙ほ之 を 難ん じ、 心意 を 只 

管ら 功名 場 裡に馳 せ、 其の 情愁 を物界 に^い ま、 にし、 目 を 地に 着け、 耳 を 俗に 傾け、 肉と 現世の 

奴隸 となりつ、、 傲慢なる 理性 を 押し立て、 机上に 空論 を鬪 はせ、 章句 文字の 議論に 日 を 消し、 徒 

らに 哲理 を談 じ、 文擧の 雅致 を 街 ひて 而も 基督 敎を 討論し、 其の 妄見 を逞 うし、 却って 之 を 完成す 

と自稱 す。 是れ 最も 甚だしき 誤謬に 非す や。 未だ 基督の 精神に 其の 養 ひ を 取らす、 其の 遣り 給ふ聖 

靈の 感化 を受 るて ふ 素養 もな く、 妄 に祌舉 者の 講座に 登 ひて、 喋々 幅 音の 道 を 是非し、 縱 ま」 に 基 

督敎を 批評し、 增 減して、 共の 專横 至らざる 所な し。 我が 徒 は斯の 如き 祌攀 者の 陷弃 より 救 はれん 


at  s の 待 I む 所の もの は、 カント S に 非す、 へ-ゲルの f 非す、 I 奥き 講座 

の ち 非す。 我ゅぽ 切に 旌，^ の 約 鬼し 給へ る 彼の 慰む る もの を 待つ.^ のな り。 祌舉は 基督の 感.^ を 

以て^ *y とし、 北ハの^^,の誘故を指南^5-とし、 死して nf つ 崇められし 耶穌基 赞と贺 合する を 以て、 其 

の 極致と なさ.^ ろ 可から す。 天下 講 鹿の 祌舉に 出り て-?^ まらる、 とク、 し。 願 はく は 我等 をして 基督 

の^ に敎 へられて 其 の 道 の 完成 せらる k を 期せん 

凡そ 其ち， .4 師事す る を 腿 ひ、 自 已の现 性の み を 主張して 唯 だ 學問を 尊び、 辯 論 を m- しとす る もの 

は、 如何なる ii れ ある 人、 如何なる 精神 家、 豪傑の 士 にても、 基督の 遣 はし 給 ふ 聖ー银 を 受けし もの 

こ 非す。 蓋し 彼の 慰む る もの は 何等の さ を 語る ものなる か。 口 く 彼れ 己れ によりて 語る に非づ 其 

の siv し 所の yvj 汝 等に 首 ふ。 巳れ に 依りて 辯 難 討論す る 輩 は 我 か 徒の 人に 非ざる なり。 眞 正なる 

共」 将 敎の祌 £; は、 たと ひ 書 は^ 卷を讀 破せ す、 識兒 カント を 凌ぐ に 至らざる も、 若し 基督の 3 だ 

充 たさ I 丄 らんに は 即ち 足れり。 基# 敎は斯 の 如き 人の 手に 依りて 完成 せらるべし。 第 K 福 背 書の 

一有： が、 せハの 深遠なる 獨特 の祌學 を發^ せし を よ。 彼 は 基督と 親む さ 最も 厚く、 其の 聖靈の 啓 導 

を 蒙る.^ 最も 深 かりし 人な り，。 チウ ビンゲンの 舉說は 朴れ、 偏 现 派の 祌學は 瓦解す るに 至らん も、 

ヨハネの 問楚 せる 玄现 秘義 は、 永く 靈 性の 重寶 として 世存 すべし。 若し 祌 § となり 得べ くんば 

我等 をして 冀く は. ヨハネの 系統に 屬 する 祌舉 者たら しめよ。 

れつ 基 脊敎を 完成す るの 祌學 は、 基督の 榮 光を顯 はすべき ものな り。 e: く 彼れ 我が 榮を顯 はさ 

ほ！ g は 如何にして 完成 せらる 、キ  (.-B^ 
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ん、 そ は 我が 屬を 受けて 汝 等に 示す ベければ なりと。 凡そ 基礎 を牧 縮せ しめ、 其の 地位 を卑 くし、 

其 の 榮光を 隱蔽し 、 其 の 眞理 を 曖昧なら し むる もの は、 其の 遣り 給 ふ聖讓 の 感化に 沐浴せ ざる もの 

に 非して 何ぞ や。 最も 高尙 に、 最も 深遠に、 最も 宏大に 又 最も 堅 確に、 基督 を宣傳 し、 其の 理想 を 

發 揮し、 其の 模範 を標 致し、 其の 同化 力 を 導く の媒 となる MJ を務 むる もの こそ、 此れ 基督 敎を 完成 

すべき 神 § なれ。 我が 徒の 平素 最も 熱心に 心懸 くべき は、 此に 所謂 基督の 榮光を 顯彰 すと いふ こ 

とに 非す や。 

叉 口 く、 彼の 慰む る 者 到らば、 來 らんと する HJ を 汝 等に 示す ベければ なり。 

夫れ 祌の國 は 芥子の 如し。 進化な り、 成長な り、 開展 なり、 發達 なり、 進歩な り、 其の 初め 微々 

たる 稱子見 る に 足らす と雖 も、 遂 に 生ひ廣 ごり て、. S の 鳥 を 其 の 枝に 息 はしむ るに 至る。 其の 世に 在 

る や、 景變 じ、 境 改まり、 機轉 じ、 變生 する こと 最も 滋く、 常に 幾多の 活 問題に 圍繞 せらる。 基醤 

敎 は是れ 等に 向って 一 々其の 解 釋を與 へ、 其の 之に 處す るの 方針 を 定めざる ベから す。 譬 へば 耶穌 

の 門徒 其師の 難に 福る を 見る や、 1? 章 娘 狠殆ん ど 其の 爲 すべき を 知らす、 五里霧中に 彷徨し 居たり 

しも、 镛て 基督 實に 甦り 給 ひぬ との 吉報、 瞎 雲を排 して 天 {4! 潤 快の 行路 前面に 開通せ るを顯 はせ し 

に 由り、 彼等 は 更に 進みて 世界最大の 開拓者と はなり にき。 彼等 は 奮に 泥ます、 難題に 屈せす、 驚 

く 可き 彈 力と 活氣と を 以て、 凡ての 装り 来れる 大 問題 を 解析し、 層 一 層と 其の 面目 を 新たに し、 愈 

よ 出で て 愈よ 奇、 進んで 窮極す る 所な きもの、 如く： a えたり。 耶穌の 昇 大し給 ふの 前 問 ふて 2 く、 王 


よ 今 まさに 國を イスラ H ルに 還し 給 ふべき かと。 之に 由て 見れば 其の 進歩的 生命 は 機に 應じ 境に 臨 

みて、 渐次？ せらる 可き ものに て、 彼等 は 自家の 前 程 を 遠く 察知す る こと 能 はす、 唯 だ 着 * 其の 

TO: 國の 境遇に 處し、 目前の 责任 を負擔 し、 蜜って 其の 資 際の 義務 を 奉行し、 己れ の 上に 來 らんと す 

べき もの を 次第に 明 力に する さ を 得たり しのみ。 

主旣に 天に 昇り. 給 ひ ぬ。 彼等 は 信仰に よ り 基督の 冥 護に 賴み、 大ぃ に 自らの 氣カ精 祌を發 揮し て 、 

祌の國 を 建設す るの 大事に 當ら ざる 可から す。 敵 を 四面に 引き受け、 身を豺 娘の 中に 投じ 唯 だ靈性 

上の 武器 を 提げて、 攻守 兩 様の 作 戰を 計畫 する の 必要 あり。 故に 彼等 は先づ 一 堂に 會 して 圑體を 組 

織し、 役員 を 舉げ、 部3^0を定め、 宛 がら 猛火の 平原 を燒 くが 如き 勢 ひ を 以て、 家々 に 會し、 人 毎に 

說き、 會 すれば 則ち 聖餐の 宴 を 開き、 一日に 數千 人の 進 敎者を 得、 尙ほ 進んで は健氣 にも 當 時の 貧 

民 問題に 處 せんと 試み 敢て 其の 肘 力の 乏しき に 屈せす。 會中渐 く 理財 上の 紛議 あるに 至りて は、 新 

に 執事 を 置き、 ス テパノ の 如き 有力者 を 擧げて 其の 難局に 當 らしめ たり。 忽ちに して コル ネリ ォは 

異邦人より 出で て 基督 敎徒 となりぬ。 叉 忽ちに して バウ 口 は 異邦の 使徒と はなり ぬ。 猶太 中心 主義 

の 基督 敎は 一躍して 宇內 的の 宗敎 となり、 規模 大いに 張り、 事業 愈よ 其の 範圍 を廣 めたり。 一變 し 

W 變し 境遇 渐く 異なる に隨 ひ、 其の 活力 益す 旺盛に して、 自由 敏活に 其の 之 を處理 する の 妙、 得て 

言 ふ 可ガら ざる もの あり。 基督 敎徒は 古今 共に 皆な 斯の 如くなる を 要す" 決して 遲疑 凝滞して 化石 

の 如くなる ベから す。 青雲の志 內 に充盈 し、 進取の 氣 象何處 まで もと 仲び、 目を來 らんと する もの 

教は 如何にして 完成 せらる  > -キ  三 一一 
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に 注ぎて、 常に 前進 邁往の 精神 を 維持す る は、 基督教 者の 本色に 非す や。 我等 はべ ンテコ ステを 

使徒 時代に のみ 回 額すべき ものに 非す。 之よりも 大 なる もの、 我等の 前 程に 横た はれる を 確信す。 

我等 は 保守的の 塵埃に 葬らる、 さ を 好ます。 生ける 基督が 生ける へ r 日に 於て、 生ける 問題 を 我等に 

與へ給 ふ を 見、 謙 通と 勇氣と を 以て、 自ら 生ける 氣 カを發 揮して、 之に 處 せんと 欲する の 抱負な か. 

る 可から す。 基督 は 旣往に 速な り 且つ 之と 異なる 所 ある 來 らんと する 者 を 我等に 與 へ 給 はんと 欲す。 

我等の 胸 は 此の 進歩 の Slf: みに 鼓動し、 實際 上に は 目 未だ 見す 耳 未だ 聞かざる 邊 りにまで 到達せ ん 

さ を 期すべし。 今や 我國に 基督教の 移植せられ、 其の 基礎 漸く 成らん とする に當り 我等 は歐 米の 歷 

史に 於て 未だ 見聞せ しさな き 新 問題に 接し、 多くの 點に 於て、 實に 開拓者と して 基督の 幅 昔 を宣傳 

せざる ベから す。 祌道、 武士道、 儒道、 佛 道の 蹈み 固めた る 地に 人り、 新たに 敎會の 組織 を 設け、 

圑體を 造り、 傅 道 を經營 する に當 り、 我等 は iln 々の 新奇なる 活 問題に 接着し 來 るを覺 ゆ。 日本の 基 

督敎 はま さに 如何なる 點に歸 着せん とする か。 如何なる 方向に 嚮 つて 前進す る を 善しと する か。 是 

れ 目下の 与- 耍 問題に 非す や。 日本 最初の プ D テ スタン ト敎會 ^立せられ てより 卄五 年、 今年 は 一 世 

紀四分 一 を經 過せ る を紀念 せんとて 準 中な り。 此の間 我等 多く 外國の 基督教に 學 びたり。 今後 

も 多く 學ぶ 所な かるべ からす。 然れ ども 改 刪の 時代、 分化の 時代、 創開の 時代 も旣に 到着して、 我 

等の 頭上に あり。 あ. ^来らん とする もの は何ぞ や。 我等 は 基督 敎阁 有の 精 祌と彈 力と を 以て、 新 境 

遇に 處し、 進歩 發 達の 抱負 を 躬行 實踐 せざる ベから す。 來 るべき もの は何ぞ や。 之 を 日本の- 應史に 


問 はんか。 之 を 木 世紀 外 s: 傅 迸の 得失に 徴 せんか。 之 を 大和民族の 性格に 则 らん か。 之 を 宗教の 歷 

史 及び 竹 ゆの 開示す る 所に 訴 へて 決せん か。 之を實 行の 難易に 問 ふて 定めん 乎。 之 を 討論に 付 せん 

か。 我等 は あらゆる 方面より 光りの 來 らんと する を歡迎 す。 斯の 如く 4? ら ゆる 手段 を盡 して、 來ら 

ん とする もの を 研究す る 問より 可な り。 然れ ども 我等 は 最高の 法 庭、 最も 善き， お. 判者、 最も 明達な 

る 指 者、 我^の 近、 3 巧 叉：^ 命と して 基督 を 奉戴し、 せ ハの與 へた まふ 所の 9 だ 一任し、 せ ハの權 威 

に從 ひ、 ttN 、の イン スピレ ー ショ ン に賴 り、 其の 語る 所 を 謹んで 閜き、 其の 來 らんと する と を 示す に 

則りて、 逃 退 取：^ を 決せざる 可から す。 或は 我；^ Mr 尙ほ 悟る £ を 得ざる もの あらん。 然れ ども 使徒 

以來基 i_ "敎を 桁？ &し、 1^=? 被し、 開發 して、 完成に 至らし めつ X ある 祌の は、 必す 日本の 基 哲敎を 

棄 つる ことなき なり。 我^ は 深く 信じ 大いに み、 愼 m に 各自の 任務 を盡 し、 通 平凡の 境遇に あ 

りて 尙ほ、 善く、 王の 命 を 奉す るの 心 懸け を 抱きつ 、、 彼の 來 らんと する もの を "大の 一方に SlJi まんん 

欲す 

( 一 八九七^^五、六1«*福音新報) 


^^««;は如何にして完^«せらる>-キ  三 一三 


耶稣基 g の 福音  ； 一二  a 

耶穌 基督の 福音 


基督 は 其の 傳 ふる 所の 敎を願 音と 名 づけ、 凡そ 之 を 信す る もの は 特別なる 喜び をな し、 此上 もな 

き 幸 ひを受 くるに 至らん と 宣言せ ひ (1 咖ー sslig)。 其の 言 は 死の 蔭の 谷に 住む 者に 光を與 ふべき な 

り。 馬 太 傳の五 章 以下に 山上の垂訓と 云へ る もの あり。 是れは 耶穌が 最初 宣べ傳 へし 所の 敎 なる 

が、 先づ 第一 に眞 正の 幸福なる もの を說 かれたり。 當 時世の 道 德擧者 は 甚だ 窮屈なる 考 へに 拘泥 

し、 胸中 何となく 欝陶 しき 生活 を 自ら も 送り 人 を も 同様の 境遇に 陷 らしめ、 宛 かも 日蔭の 草木 を 見 

るが 如き 有様に て あ ひき。 之に 反して 耶穌は 人に 天空海濶の 精 祌を與 へ、 之 をして 歡喜 極り なき 心 

地と ならしむ ベ き 道を傳 へたり。 或る時 之 に. 師事す る 者 ども を 新 郞と 共 に 居る 其 の 友達 に譬 へしこ 

と あり。 喪家の狗と しいへば、 憂悶 沈欝の 中に 苦しむ 樣を畫 くべ し。 之に 反して 詩篇に 新，？ 耳が 祝 ひ 

の 殿 を出づ るが 如しと 書き、 日の 豐 さか 上る 美 はしき 様に 譬 へし 如く、 新郎の 友 だち と は 歡喜充 ち 

溢れて、 其の 容貌まで 心地 よげ に 見 ゆる の 様を寫 せる 言な り。 當時 主耶穌 に從 遊せ る 門人 等 は 未だ 

其の 福音の 妙趣に 通す る こと 深から す、 殆ど 門外漢に 過ぎざる が 如くな りしに も拘 はらす、 基督と 

共に 在 ゆて 其の 喜ばしき 敎のー 端 を 窺 ひした め、 パリ サイの 徒 若しくは 洗禮を 施せる ョ ハネの 笫チ 


等と は 雲泥の 差異 ありて、 自づ から 別世界の 人の 如く、 如何にも 幸 ひらし く  =3- えし ものな らんつ 况 

や 某 # の ^渐く 成熟して 喜びの 泉 限りなく 湧き出 づ るの 今日に 於て、 基 傅 を 信す るお は、 實に 喜び 

の 人な り。 其の^は.^^に幸ひの音づれなりと謂はざるべからす。 

耶 穌の敎 は、 德の 上より する も 他に 之と 並ぶべき ものな し。 然れ ども ョ ハネが 義を說 き 道を宜 ベ 

て、 悔い改め よと 絶叫した る も、 以て 世人に 福 昔を傳 ふること 能 は ざり しが 如く、 たと ひ 耶穌の 道 

德說如何に^;1尙にして奥妙なるも、 是れ がた めに 其の 敎を 福音な りと は稱す 可から す。 基 瞥敎の 道 

德 のみ を^へ て、 福 昔の 祌髓を 得た ひとな すは大 いなる 誤解な り。 其の 敎を稱 して 福音と なす 所以 

の もの は、 某： 督の倫 现的敎 調の 下に 是れが 根底と も 謂 ふべき 他の 敎訓 横た はり IW りし を 以てな り。 

神に 付ての 特別なる 敎、 罪の 赦 しな ど拔き 去らば、 基督の 倫理 は 決して 福音と 稱 せらる、 こと 能 は 

ざるな り。 今 試みに 基督の 一 百 に 基づきて 其の 敎の 福音た る 所以 を解說 し、 其の 緊要なる 點數 筒條を 

陳 ベて、 此の 名稱の 甚だ 適當 なる を 明かに すべし。 

耶 穌は傳 道の 初より 祌の國 は 近づきぬ、 天國は 至れり と宣 ベたり。 神の 阈 なる 名 稱には 種々 の 意 

味 を 含み たれ ど、 之 を 要するに 猶太 人が 自阈を 神の 直轄す る 所と なし、 己れ の國 は神阈 にして、 他 

闽 は 皆な 夷狄な りと なした るに 因め る 言なる べし。 猶太 人 は 自ら 神國の 民な りと 稱 へて、 壯ん なる 

志 を 抱きた る も、 其の 實 際の 有様 はいたく 平素の 理想に 反し、 圃難相 踵ぎ、 外人の ために 辱し めら 

る、 こと 赝々 にして、 內政 外交と もに 神國 民た る俤を 保つ こと 能 は ざり き。 此を 以て 預言者 を はじ 

耶ほ基 S の 福音  三 一 五 


耶 K 基 IB の 福音  三 一六 

め國民 を擧 りて 之 を 憂憤し、 切りに 神 國の擴 張 を 計り、 其の 隆盛に 赴かん こと を 望み、 凡ての 精神 

と 力と を 此の 一途に 集めて、 之 を 其の 最大 目的と はなしたり。 祌の 圃 至れり、 祌 州の 威光 揚る べし 

との 敬； n 語 は、 彼等の 胸 を 躍らせ、 其の 靈魂を ふに 足る ものに て あ ひしな り。 日本の 祖先が 安 國て 

ふ 言 を 其の 祝詞 等に 甚だ 多く 用 ゐて、 愛國の 志を顯 はし、 國民 的の 幸福に 意 を 用ら る こと 深 かりし 

如く、 天下 泰平、 五穀 成就なる 語が 降れる 世の 俗人の 目 出た しとて 喜び i? へし ものなる が 如く、 神 

の國 なる 語 は、 摘 太 人に 取りて は 殆んど 凡ての 幸福 を 代表せ しものに て、 彼^ は 雀躍して 其の 至れ 

る を歡迎 せし なり。 耶穌が ガリ ラャ より 出で てョ ハネに 洗禮を 受け、 數 人の 弟子 を從 へて、 祌の國 

は 近づけり と呼號 する を 一 聞く や、 猶太 人が 驚 破 我 等 の 年 來渴望 し 居た る 大目 的 を 成就す べき 時 こそ 

來 つれと、 蜂の 如く 群り 出で、 支那 人なら ば (《K 良嶽漿 して 王者の 子を迎 ふると も 一 百 ふが 如き 有様に 

て、 非常に 之 を歡迎 せり。 耶穌が 神の 國 至れり と 言 はれし 時 彼等の 耳に は 一大 幅 音 を傳 へられし と 

感じた るたり。 彼等の 望む 所 低く して 規模 甚だ 少なり しか ど、 耶穌は 此の 語 を 活用し、 其の 意義 を 

深う し、 其の， 2： 容 を高尙 にし、 彼等の 空疎なる 思想 を！^ 正して、 眞 正なる 祌國の 阈是を 明かに し、 

其の 繁固 不拔、 永遠 無窮なる 幸福 を說き 示されき。 所謂 祌の國 の 福音 御國の 福音と 稱 せらる" もの 

是れ なり。 

太 人 は 有形 上の 組 II に 拘泥し、 人間 外部の 有様 を 改良す る こと を專へ に 心 懸け、 國權を 張り、 

他 の 侮り を 防ぎ、 &令 法度 を 改良す る こと を 執 一望し、 威武 强兵 等の 外に は现 想な きもの "如く 見 


えたり。 彼 やの 物：：^ 上の 繁榮 を冀 ひしな り、 彼ォは 我意に 幕り、 其の 愁 を縱ま i にして、 .CE らを 

快く せんとの み 計れり。 然， るに 耶穌祌 の國の HH 義を發 ^して；！：  く、 汝^ の 望む 所 大いに， 説れ り。 斯 

くの 如く 淺 滞なる へ にて 祌 の！： を經膂 すと も 到底 3队 〈の 幸 ひ を ろ HJ 能 はざる べし。 却って 思 は ざ 

るの 禍^ を 招き、 片 時も堵 におん する こと 能 はざる べし。 敵を卻 け、 己れ の 屈辱 を 仲べ、 己れ の權 

威 を キ： 張す るより、 先に 務 むべき ことこ そ あれ。 之 を 後に する は 宛 かも 极を 忘れて 楚を 先にす るが 

如し。 抑 も 人 は 祌に對 して 叛逆の 民たり。 祌の 前に 從嚼 なるべき に、 却て 己が 妄念に 迷 ひ、 唯 だ 我 

意 を；？ 3 うせんと す。 凡ての 罪惡こ A に 根ざし、 凡ての 禍 W 之より 生す" 祌の 正お なる 權 成に 服從す 

、 

K> を 舰ひ、 己れ の智 讓に慢 じ、 己れ の 幸福 を 専らに 營 まんと 計れ ども、 其の 結 は 案外の ものに 

て、 北 ハの身 却って 物；^ の奴隸 となり、 言：： 怒-お 樂の 傀儡と なり、 烦悶凝 11 の 悲境に 沈む こと X はなり 

ぬ。 此に 於て 權 利を談 じ、 經濟を 講じ、 政 を 修め 人 問の 交際 を 整へ て、 富む こと を 計り、 勢を增 す 

こと を 務め、 自ら 進んで 自然界の 主宰た らんと 欲する も、 其の 効展た 皮相の 上に 留まりて、 根本 

の 救 ひ を 施す こと 能 はす。 徒らに 糊塗 彌 縫して、 結局 何の 得る 所な く、 所謂 其の 生命 を 得ん と 欲す 

る もの 其の 生命 を 失 ふに 終らん とす？ 基督 は 凡ての 人の 獻策、 施設、 經營と 其の 方針 を 全く 異にし 

て、 先 づ祌に £S 參し、 恭順して、 天國の 忠義なる 良民た らんこと を敎 へ、 喜んで 神に 從 ふて ふ 意味 

の 祌國論 を 主 1? せり。 己れ に從 ひて、 物質の 奴と なり、 名利の 囚腐 たる を 悔い改めて 祌の 僕と な 

ひ、 其の 正しく 且つ 賢き 意志 を感 戴して、 凡ての 事 之に 任せて 危疑す る 所な く 生ける にも 死ぬ るに 

耶稣 おの 福音  一 111 七 


恥 IK 基 W の 福音  三 一八 

も 之に 事 ふる を 以て 其の 素懷 となし、 其の 滿足 となす、 是れ、 神國の 喜びな り。 其の 平和 は 何もの 

も 之 を 奪 ふこと 能 はす。 天國の 君主 は； t なり。 堯舜の 民 は 续紂の 民よりも 幸 ひなり。 凡ての 君主 國 

は 其の 君主の 人物 品性に よりて 吉凶 禍福 を 定めら る。 天國て ふ 君主 國も、 其の 君主た る 神の 性 貧に 

よりて 定まろ なり。 基督の 顯は せる； t は 天の 父な り。 父なる 語の 意義に は 神の 國の 喜ばしき 內容を 

含_ ず- S す。 基督 は 最も 明かに、 最も 慕 ふべ く 信すべく 喜ぶべき やうに 神を顯 示せり。 此を 以て 其の 說 

き 示せる 神の 國に 良民た る こと は、 人生の 最大なる 幸福な りと 謂 はざる ベから す。 通 命に 肓從 し、 

唯 だ 自然界の 桎 梢に 束縛 せられて、 其の 奴隸 たるに せんじ、 利害 得 喪に 逐ひ役 はる A の 外、 仰いで 

事 ふべき 所な く、 心 を 傾けて 身を獻 すべき 正統の 君主 を認 むる こと 能 はざる に 引き 換 へて、 神の愛 

を 識し、 喜んで 其の 約束に 從ひ、 心 を 安んじて 其の 定めた る 方針 を 守る に 至る。 是れ 耶穌の 人に 

與 ふる 最も 大 いなる 賜な り。 老莊の 徒が 道德の 支配 を 忌みて、 自. e 無爲の 境に 遊ばん と 試みた る 

は、 间 より 僻見た る を 免れ 難しと 雖も、 眞理の 微光 また 其の 間に 存 する もの ありと 謂 はざる ベから 

す。 道義に は自. E なる 心 を 以て 快濶 に服從 する こと 能 はす。 唯 だ 之に のみ 支配 せらる A もの は、 窮 

屈な ろ 腐儒の 匹と なるべし。 基督 は 神の 國の 大義 を唱 へ、 恭順 獻 身の 道を說 き、 信仰 を 基と せる 犧 

牲の德 を 鼓吹して、 自由なる 生命 快濶な 進歩の 基 を 開きたり。 北ハの 世に ありて 爲 せし 所 を 見る 

に、 、王 耶穌は 此の 神國の 大義 を實踐 躬行せ し 人な り。 其の 風采に 接し、 其の 精 祌に觸 着し、 其の 一一 目 

行 を 窺へば、 主 はまこと に 神 國の實 現な ひ。 人の 德 ここに 極まり、 人の 美 こ.^ に 其の 最大なる 實例 


を 示し、 人の 一.- や r び此 に師滿 せひと I？ ふべ し。 祌の闽 基督に 於て 斯 くも 妙に 奇 しく 慕 はしく 愛すべく 

害ば しく 窝 現せる を 昆て は、 誰か 神國て ふこと を 以て 最大 福 昔と 思 ひな さに るの を 得ん や。 

主耶穌 天！： の 福音 を宣 ベ、 其の 良民と なる に 必要なる 第一の 條 件を說 いて 曰く、 汝等 悔い 改 むべ 

しと。 蓋し 1^ つ 約の ぎ 一一 E 害 を 首め とし、 の 所說を 案す るに、 悔い 改む るて ふこと は、 單に li- 道に 

立 ち 歸 る を 意味せ す、 天父に 歸參 する こと を 意味す。 條理 を起點 とする よ ひも、 寧ろ 天父に 對 する 

の 關係を 以て 共の 發端 動機と なせ る ものな り。 基督教の 道德は 何れ の點に 於て も 皆な 生 け る 關係者 

に對 する の 姿勢 を 正し、 其の 情誼 を 重ん する を 以て 主眼と なさ i.- る ものな し。 仁義 五常の 道に 照ら 

し、 理想に 鑑みて、 前日の 非 を 悔い、 翻然 志を改 むる 是れ 道壓者 流の 悔い改め なり。 人 共の 天父の 

愛に み、 己が だ 浮 なりし を 恥ぢ、 神の 恩義に 感じて、 宛ら 遠く 故鄉を 離れた る 子が、 父母の 

象 を 懐かしく 思 ふと 相似た る 精神 を 起こし、 斷然蹿 を 一!^ へして 慈愛なる； t の 許に 歸參 す、 是れ 基督 

敎の 悔い改めな り。 聖書の 悔い改めなる 語 は、 もと 沈潜 反覆して 回想す る 所 あるより. 裕然發 明す る 

の義 なり。 人 已れの 有様 を 知らす、 神と 我との 關係 を覺ら す、 天父が 慈愛の 門戶を 開きて 我 を 待つ 

こと 甚だ 切なる に 思 ひ 至らす、 頌迷 间陋、 宛 かも 佛敎 徒の 所謂 火宅に 遊ぴ戯 ふる \ の外餘 念な き兒 

衆の 如き 有様に て、 神に 遠ざかり 惡に 溺れて、 忌み 撣 かる 所な し。 基督 は 之に 向 ひて 道德 を說 き、 

理想 を 示す こと を 先にせ す、 即 はち 天父に 對 する 人の 關係を 明らかにして、 之 を 悔い改めに 導く の 

方針 を 取られたり。 其の 敎に 感化 せられて、 稅吏マ タイ は 基督の 福音 を傳 ふる 使徒の 一人と なり、 

恥 asi„5- おの 驃 昔  三 一九 
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荒淫の 淵に 沈める ァゥ ガス チン も 之が ために 一 大聖 徒と なること を 得たり。 基督の 獎勸 せられし 悔 

い 改めの 道 は、 路加 傳第 十五 章に 見 ゆる 蕩子 父に 歸 るの 譬喩に よりて 明かな り。 彼の 蕩子は 父の 家 

を 離れ、 其の is を 縱 いま. V にせした め、 いたく 零落れ て 困窮 甚だしき 身と なり、 其の 頼みに 思へ 

る 世間の 友に 賤 しめられ、 終に 牧 ひとなりて 彼らが 食物に 飽くを 羨む 程の 有様と なりぬ。 彼 は 憂 

ひに 沈みて 苦しみ 悶えたり。 彼は疾 痛慘擔 天に 叫ばざる を 得難き 境遇に 陷 りたり。 彼 は 人生 嘆の 苦 

き 盃を飮 みしな り。 凡ての 出產が 非常なる 苦悶 を經 過す る を 免れざる 如く、 靈 性の 天 國に 生る \ も 

また！ 一目 ふ ベ からざる 烦悶 憂愁の 難所 を 通過せ ざる を 得す。 彼の 蕩 子が 苦痛の 門 を 潜りて、 其の 父 の 

家に 歸參 す. る を 5 おた る 如く、 物質 界に 流離 ひ 出で、 慾に 迷 ひ、 名利に 溺れて、 靈 なる 家 鄕の天 を 慕 

ひ 望む の 念な き 人の、 始めて 神に 歸 らんと する に 至る は、 神な き 望な き 生活の 悲慘 だしき を感 

じ..、 變に 際し、 難に 當 りて は、 何ものに も 頼み 難く、 萬 物 我 を棄て k 豚の 中に 投 ぜんとす る を 悲し 

むこと あれば なり。 道念 や、 動きて 人生 嘆の 苦痛 刺す が 如き を感 する に 及びて は、 世上の 物と 人、 

みな 魚 を 求 むれ ども 擞を 以て 應じ、 麵飽を 乞 へ ども 唯 だ 石 を 以て 報 ゆるの みなる を感 ぜ ざ る を 得 

す。 共の 求む る 所の もの は 物界の 得て 與 ふる 所に 非す。 飮食 名利の 世界に 居 安 からん こ と を 望む 

は、 水に 居て 乾く こと を 期す るに 同じ。 路加 傳の蕩 子が 豚に 等しき 有様に て滿 足す る こと 能 は ざり 

し 如く、 人の 黨性も 到底 無 信仰の 生活に 安ん する こと 能 はざる なり。 此に 至りて 彼の 蕩子は 言へ 

り、 我 父の 家に は 貪 物餘 れる慵 はれ 人 も 多き に 我は飢 ゑて 死なん とすと。 是れ恥 を 知る 者の！ 一一 一口な 


り。 人と 生れて 北 ハの體 を，^: ん じ、 共の 本^ を 全うせん と 心^け. - 共の 現在の 腐に 對 して 恥 かし 

く E 心 ふこと あろ は、 即 はち 近に する の 起 端な り。 恥 を 知る は 近に 近し。 花の 装 ひ H<slw 爛 S ぽソ。 モ 

ンの光 榮をも li 倒す。 鳥 は -JJn- に 任せて H< に 翔る。 唯 だ 人の み悠々 たる 一人 地の §1 に 其の 意 を 5!: すして 

苦し，： t ^悶えつ.、 ぁリ。 共の 斯 くの 如くなる は して. 何故 ぞ。 彼が 斯 かる 叩 题に 心を惱 まさる、 はい 

まだ 嘉 みすべき 自尊 自" Si の 一念 を 失 はざる 證據 なり。 これおる がた めに 苦痛い ゃ增す もの あ. りと 雖 

も、 また 近に 進み、 天に 昇る の 端 こ.^ に 在り。 神の 家に 達する の 階梯 は 共の 极攄を 鼓に 据 ゑたり と 

謂 はざる ベから す。 人み な堯舜 たるべし と は、 孔孟の 徒 をして 志 を 立てし むる の 一念な り。 ； t の 子 

として 何ぞ禽 g^, にだ も 若かざる べきと は. * 人 をして 神に 歸參 せし むる の 動機な り。 斯 くの 如く ffl^ 

の 境遇に 苦しみ 悶えて、 自重， の 念 抑 へんと すれ ども 抑へ 難く、 寶 際と 理想 雲泥 萬 ffij の 懸隔 ある を慨 

きたれば とて、 これの みに て は 以て 望み を舆 し、 志 を 立て、、 生命の 近に 移らん こと E 心 ひも や 竹ら 

す。 艱難 其れ 自身 は 人 を 救 ふ ものに 非す。 之が ため 目 を 他の 高所に 轉 する こと ありて、 こ に 始め 

て 其の 能く 我 を 玉に する を實驗 すべし。 自尊の 念 其れ 自身 は 我 を 救 ふ ものに あらす。 兑ょ 之が ため 

に 失望して 厭世の 淵に 沈溺 せし もの 少 からざる に 非す や。 路加 傅の 蕩子は 己の 悲境に 惱 み..、 現在の 

有様 を恥づ ると 同時に、 其の 故 鄕の父 甚だ 慈愛に 富める を 憶 ひ 起こし、 其の 慕 はしき 你、 之が tt 參 

を 促す もの k 如くなる を覺 えたり。 彼 は 父の 慈悲 深き 本意 を 了解し、、 已が 過ちよりも 大 なる 愛 その 

胸中に 湛 へらる &を 認識せ り。 斯くて 彼 は 父に 歸 らんと 欲する の 思 ひ 切に なりぬ。 其の 曾て 叛 きし 

耶餘^ g の 騙 音  .  三 ニー 
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道 を 踏て 歩 を もと 去りし 方に 轉じ、 終に 其の 父と 會見 する や、 彼 は 我 天に 逆ら ひ汝の 前に 罪 を 犯し 

たり、 もはや 子と 稱 へらる &に堪 へす 僕の 一人の 如くなる さ を 許せと 言 ひ 出で たり。 是 れ人渐 くそ 

の靈覺 を 呼ぴ醒 まされて 神に 歸る や、 罪を感 する こと 深く、 とても その 面 を 起す に堪 へざる 心地し 

て、 慚愧と 謙 邏の念 交. - 生じ、 怕然 天父の 慈愛に 訴 ふるに 至る に譬 へしな り。 實に 我が 基督 は、 人 

をして 斯 くの 如き 悔い改め を斷 行せ しむ。 天父の 愛に 促されて、 其の 現在の 逆境 を 離れん と 欲する 

の 念 を 喚起せられ、 次第に 之 を 導けば、 神の 子た るに も 至るべき 謙 遮の 人となりて 罪 を 悔い 悪を改 

めて 祌に 歸參 する こと を獎勵 す、 是れ 基督が 世の 罪人に 說き 示されし 福 昔な り。 悔い改めて 神に 從 

ふ は、 元來 少しも 緣故 なき 道 を 歩む ことに 非す。 已 が當然 住むべき 家に 向 ひて 蹄 を 回らし、 「しれ 曾 

つて 迷 ひ 出で たる 父の 許に 歸參 する ことなりと 敎 へられた る甚 ばし さ、 之 を SJ: ふるに 物な し。 罪悪 

に沈淪 せる 人類の ため、 斯 くの 如き 悔改の 道 を 設けられ たりと は此上 もな き 幅 音に 非す や。 

夫れ 天國の 福音 は 罪の 赦 しの 福音な り。 此の 福音 を聽 きて 其の 限りなき 幸福の 幾分 を 味 はんと 欲 

せば" 先づ 罪の 何もの たる ゃを考 ふる を耍 す。 悔い改めが ssf に 道義 を 標準と して 行 ひを改 むる て ふ 

意味の ものに 非ざる 如く、 基督 敎の 罪と は 軍に 道に 叛き、 理に 悖る と 云 ふの みの 意義に 非ざる な 

り。 或る 祌舉 者の 言に 曰く、 罪 は 最も 愚かなる ことにて、 货现の 極な りと 雖も、 背理なる が 故に 罪 

なる に は 非す、 また 宇宙の 秩序に 反き、 天地の 正道に 悖る の 故 を 以て 罪なる に は 非す、 また 個人の 

幸福 及び 世界の 安寧 を 破 填す るの 故 を 以て 罪なる に は 非す、 其の 罪た る 所以の もの は、 神の 聖 なる 


意志に 背反し、 共の 威嚴を 蔑ろにし、 共 慈愛 を 侮り 輕ん する にあり と。 此は 日本の 古語に 徵 しても 

知らるべき ことなり。 案す るに つみて ふ 語 は 、或るお 名なる 國學 者の 說 きし 如く、 つ-み、 つ、 し 

みな ど 云へ ると 同 意義に て、 ー& を 省略す るの 結 つみて ふ 語と 成りし ものに て、 日本に て は 諸の 汚 

れ、 禍、 竊 其他惡 業な ど， 凡て 神の 嫌 ひ 玉 ふべき つ、 しみ 事 を 負 ひたる 身卽 ちつみ なり。 其の 罪 身 

に 被せて 枝ひ棄 つる 衣服 をつ、 しみよ ろ ひと 名け、 之 を 流し 棄て \、 己が 罪悪 を 免れ 得た る 如く 思 

ひなして、 聊か 心 を 慰めた るが 我國の 古俗に て ありき。 浙 くの 如く 我等の a 先 は 道義 を 標準と せし 

意味の 惡 より 一 步 深き 所に 着目し、 其の 觀念 は间 M なりし にもせ よ、 1^ に 角 神の 忌み嫌 ふこと を 罪 

と稱 へ、 唯 だ 一一 一-" 行舉 動の 上に 惡を 認めて 之 を 恐れし のみなら す、 惡を行 ふ 我 身 即ち 罪 身なりとまで 

稍 深く 考 へたり と兑ゅ 彼等の 思想に よれば、 罪 は 神と 我との 關係 にて、 身に 最も 深く つき 纏へ る も 

のにて ありき。 この 思想 漸を 以て 發 達し 行きた らんに は、 日本 心 をして 基督 敎の 罪惡 てふ觀 念を容 

易に 现食 する に 足る ほどの 準備 をな さしめ しこと ならん。 惜 いかな 孔孟の 道德說 入り 來 りした め、 

また 佛 家の 因果 業報の 敎に 溺れした め、 生ける 神と 我との 關係を 意味す るて ふ罪惡 の感覺 漸く 隱れ 

て、 殆ど 見るべからざる に 至れり。 此を 以て 見れば、 日本人 民 をして 罪 惡てふ 意味 を 理會し 難から 

しめたる は、 儒佛 のニ敎 なりと 言 ふ も 可な らん。 

罪惡の 意義 かくの 如くならば、 人間 相 の關 係に 現 はれた る 不義 悖德 の行爲 にの み 重き を 置く 可 

きに 非す。 世人 は 物を盜 み、 人 を 殺し、 姦淫 を 行 ふ 等 を 最も 恐るべき 罪惡 となせ ども、 動もすれば 

耶鮮^*6の福音  三 二三 
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其の 神に 對 する 罪 を 左まで 惡し きこ、 と 思 はざる もの あるに 似たり。 天 物を賊 ひ、 人 を 傷つく るな 

ど 唯 だ 人 Q- 前に 悪しき ことなる のみなら す、 路加 傳の蕩 子が 自白せ る 如く、 また 實に 天 に 逆ら ひて 

行 ひし ことなり。 叙に 孝なら ざる は 神に 逆ら ひて 親に 孝なら ざるな り。 斯 くの 如く 凡ての 罪 は 神に 

逆ら ひて 犯せる もい. なり。 然れ ども 唯 だ 人に 對 してな せし ことのみ を 非難す べきに 非す。 若し 人道 

に りし ことが、 祌に 逆ら ふ 大罪に てあらば、 直接に 神 を 犯し、 或は 之 を 一 m し、 或 ひ は 之 を 蔑ろに 

する は 罪 の^も たしき ものなる や 明かな り。 人の 心 は a づ から 物に 親しみて 神に 疎し。 肉 體に厚 

くして 靈に 薄き は^ 上 普通の 弊害に 非す や。 バウ。 の 言 へ る 如く 世人 其の 思 ひを亂 し、 其の 愚なる 

心昧 くな りて、 胸屮に 神を留 むる こと を 好ます、 妄りに 共の 慾を縱 いま、 にす るに 至る を： よ。 神 

に對 して は眞に 浮薄 千 萬な りと 謂 はざる ベから す现 山な く 祌を疑 ひ、 或 ひは理 由 ありげ に ゆる 

も、 多く は： 、いの 眩め るに よりて 祌を はする こと 能 はざる 如き は、 忘恩の 極な り。 神の 存在 疑な き 

に 至りても， ^く 之 を 念頭に 置く こと をせ ざるが 如き、 人 il の 不孝に も 過ぎた る 大罪な りと 謂 は ざ 

るべ からす。 53 盜、 ^人な ど をのみ 罪恶 たりと E 心 ふこと なかれ。 不信仰 は 最も 恐るべき 罪惡 なり。 

人 を 犯す を 恐れて 祌を 犯す を惯 からす。 判斷 の-顧 倒せる 之に 過ぐ る ものな からん。 法律上に 拘泥 

し、 人 叫 相互の 關係を 唯一 の 要素と して 考 ふるとき は-、 或 ひ はさまで 甚だしき 罪人な りと も 思 ふこ 

と 能 はざる べき も、 神と 人との 關係 上より 之を觀 察する とき は-、 唯 か 己れ 實に 罪人の 首なる を覺ら 

ざる もの あらん や。 旣に神 を， する もの & 群に 属せる 基督 教徒が、 天父 確かに 存在す と 言 ふに も拘 


はらす、 E 心ひ烦 ふこと あるが 如き、 此の 點ょ りすれば 圾も大 いなる 罪なる べし。 神の 保護 至らざる. 

所な きを かへ りみ す、 CI ら 思ひ烦 ひて 片時 も 安ん する こと 能 はざる は、 取り も さす 祌ょ汝 は 自ら 

全 拒 の乂 よりと 稱す IL ども 我 は 之 を cir せす と 一一 一一：： ふ に m ハら す。 人 己が 智謀 を Piii うし、 敢て 樹， I を縱ま 

にす る は、 神の 思想 取る に 足らす.' 我が 智 以て 上帝に 凌！^ すべし とい ふに 问じ。 是 れ^だし き 罪. 

なり。 罪惡 を正當 に现會 し、 神と 人と Q 關 係より 其の 肯行 思^ を 考察し 来れば、 <M し大 なりと 25^ え 

しこと も^ だ 小さく、 輕 しと 見えし こと も 其の 重さ 驚かる、 ほどなる を 發 見す るに h るべ し 

「」 を 巾、、， とし、 北ハの 身に 及 ベ る 結 を 標準と して S 非惡 の輕 重を斷 する こ とな かれ。 寧ろ 己が 爲す 

所 神の 上に 如何なる 影響を及ぼ すか を 忍 へ 。 善 も 神に 甚 ばる、 如何ば かりなる を 思 ふとき は、 . ^た 

我. n ら快 じと する 時に 於て よりも、. 北ハの 善た る こと た 深き を覺 ゆるな り。 悪 もまた 然り。 祌之を 

如何に $ る や を 思 ふに 至りて 其の 惡 たる こと 更に 茶 だしき を 知るな り。 基督 敎は神 の 觀察點 よ り 

善惡を a る HJ を敎 ふ。 我の 見地 を 索て、 神の 見地に 立つ， 是れ 信仰の 一大 要義な り。 吾人の 言行 思. 

慮； & の、. に 如何なる 反應を 生す る や。 此は唯 だ 己が 良心. にの み反應 する ものと 誤解す ベ 力ら す 罪 

の 故に 鈍りた る 良心 を 以てすら 自ら 非難して 己む 能 はす。 れんや 神 は 之 を 如何に 見ら るべき か。 已 

に 自ら 非難す 。神 は 更に 深く 之 を 非と せらるべし。 祌に 反應す る 罪 惡の結 mi- こ そ 恐る ベ きもの なれ" 

祌は 人の 善行 美德 の れ なく 其の 心に 徹する ほど 純 全な け" 然 らば 人の 惡も 北ハの 彼れ 自身 に 徹す 

ろよ， 0 も  一 fs^ く 神に 徹する ものなら ざるべ からす。 汝は 一.^: 且つ 忠なる 僕ぞ とて、 義人 を歡迎 する 

耶駄基 53 の 福音  三 一一 五 
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神 は、 惡を行 ふ 者よ 我 を 去るべし と 宣言せ ざる を 得ざる ほどに 純 全な りと 知るべし。 祌は 愛な ゆ。. 

然れ ども 其の 愛ゃ聖 なり。 祌は 父な り。 然れ ども 其の 父た る や 蜜な り。 愛聖 なれば 惡に向 ひて 快く 

感す る こ と 能 はす。 善惡 の 相 達 は 神 の 聖な る 愛 に 其の 反應を 及ぼす に 及び 最も 著しと 謂 は ざ るべ か 

らす。 聖書に 神の 怒りて ふ， "si? あり。 此は 悪に 對 して 神の 耍 なる 意志 痛切に 反應 する の 謂な り" 人類 

の 罪 は 神の 心を悔 ませ、 之に 無限の 不快 を 感ぜし め、 之に 無限の 苦悶 を與 ふ。 是れ祌 の SO なる 愛の 

發現 なり。 何と な れ ば聖な る 愛 を 以て 人 を 愛 し、 人に 向 ひて また 愛の 獻酬を 求む る 天父に 非 すん ば、 

愛 を 蹂躪せ る 人 の 罪悪 に對 して、 是の如 く 苦悶 を感す る こと 能 はざる ベければ なり。 此を 以て 見れ 

ば祌の 怒り は 其の 愛の 一 面に して、 其の 最も 恐るべき 結 菜な りと 謂 はざる ベから す。 

神 は 人の 罪悪に 對 して 不快の 感を懷 かざる を 得す。 楚禅は 此の 感に 名け て、 祌の 怒りと 言へ り。 

其の 意味 極めて 痛切、 之 を 思 へ ば 恐 5^ 身 を 措く に 所な きを 覺ゅ。 嫉妬の 神と 言 へ る 如き、 また 罪惡に 

して 神の 嘆き；^ へらる る Hll* だしき を 示せる ものな り。 神の 限 ひなく 切なる 愛 は、 人の 愛な きに ■ 

.E りて 痛 傷 を 負 はせられ たり。 凡そ ifi^ せられし 愛 は 世界最大の 苦痛 を 生す。 棄 てられし 愛 は斷膳 

の 恨事な り。 王 陽 明の 去： i 嘆を讀 め。 委 A 身 奉， ー箕箒 r 中道 成， 一 棄損 一の 憂に 對 して 同情の 淚禁 すべ か 

らす。 獨居 身を巖 穴に 寄せ、 憂 思 を 鳴 琴に 托す。 其の 心 だ 悲しむ に堪 へたり。 子に 冷遇 せられし. 

親の 心 如何に ぞゃ。 臣に叛 かれし 君の 思 ひ、 友に 寶られ し 人の 苦悶 また 如何に や。 嫉妬の 祌と言 へる 

語 は 人の 心なく、 愛な く、 道な きに 向 ひて 其の 限りなき 慈愛のう ちに 苦悶 憂愁 名狀 すべから ざる も 


ま 


の あろ を！： 小す。 

断の 如く 天の 父 は 人の 罪惡と 北ハの 愛な きとに 對 して、 失 まし、 ^惜し、 慨 し、 怒し、 其の 之 

がた めに 不快と 感ぜら るふ こと 喩 ふるに 物な し。 たビ去 の哎、 不孝の 子に 泣ける 親の 心、 其の 友 

に-:!" られし 人の 思 ひな どに 比べて 僅かに 其の 懨肅に 限りなき 悲哀の 一 班 を 窺 ふ Hi を 得ん のみ。 舊約 

|^卞--の悲劇的预言者ホセァは共の妻に反かれて、 彼が 無 に 泣き、 彼が 條现 を辨 する こと 能 はす、 

良人の 赤誠 を 察する さ だ 痴鈍なる を 悔恨せ し 一 身上の 經驗に 照して、 祌と イスラ H ル 族との 關係 

また 斯 くの 如くなる べしと 忽然 問 悟せ し. より 祌.^ -を 深く 恐 4^ み * 國 民の 罪惡を 切に 感じ、 大聲 疾呼 

して 悔改ぉ 順の 道を宣 ベたり。 友に^ だしき 不快の 感を與 へたり と 知る とき は、 之に 對 して 面 を 向 

け 難く ゆ。 親に 疑 はる A に 至れり と 知る とき は、 愛の^風$^に吹くなる家^^も^^かなる漏舍に異 

なら ざ K^s ひ あり。 E 〔む べき 夫 もしくは 妻に 言 ふべ からざる の 失 を與 へ、 たしく 共の 信任 を 損 

へりと 感 するとき は、 身 も 消え、 魂 も 沈む 心地して、 飲食 も 進ます、 夜 も 眠られす、 錦の 蓐も 宛ら 

針の 筵に 應す が 如くな らん。 斯る 際に は S の 日に 煆 かる ム牽牛 花の 凋む が 如く、 元氣裴 へ、 勢力 

脫 けて、 何 ごとに も 活動す る こと 能 はざる なり。 

吾人の 神に 於け る. また 然 なるべし。 祌の 不快 を 感ぜら る、 に對 し、 其の 愛に 傷 瘦を負 はせ しにつ 

きて は、 痛恨 慚愧 恐懼 戰傈 して 天地の 問に 身を容 るべき ところな く、 縮まり 悶へ て、 自ら 些の 活氣 

なき 如くに 感じ、 流涕 嘆息して、 あ \我 罪人 まさに 何を爲 して か 救 はれん と、 哀しみ 呼 はる。 是れ 
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赦罪を 求む るの 聲 なり。 罪 惡は之 を感覺 せる もの 、心 を 山の 如き 重量 を 以て 壓 せんとす るな り。 而 

し て 罪惡 の赦 しと は、 この 抑 を 取り除かれて 身輕 きを 覺 え 精祌自 .S に な り 胸中 復 び 爽快なる に 至 

るの 謂な り 精神 上の 生命 罪悪の 赦しを 得る より 始まる。 道德の 進歩 開發 も； に 罪悪 を赦 さる \を 

以て 其 乎 始めと なさ、 ^ るべ からす。 力 ント の如き倫理舉^?もたしかにこの要を感じたりと：3-ゅ。 

上來 陳述せ しにより て、 ほビ其 意を說 明した るに も拘ら す、 或は 罪惡 の感覺 鈍く して 神の 赦しを 

必要な りと 思 はざる もの あらん を 恐る。 其 は 神 を 深く 愛せん ともせ ざるに 由る。 如何にもして 神 を 

愛す る こと 深 からん と 欲す る もの は、 必す やがて 己が 靈性 の 陋し きを 覺り て、 神の 前 に自 か ら 恐縮す 

るの 思 ひ を なす ことならん。 道 を 行 はんとす るの 念、 誠實な る もの は 必す其 罪悪 少な か らざ る を發 

rj- し、 之 を悔 い 恨む こと 切なるべし。 眞 面目に 罪 惡を慨 き悔 ゆる もの は、 必す 其慨 き悔ゅ るすら 甚だ 

淺劣 にして 醜き を覺 ゆるに 至る ベ し。 彼 は 其悔 改を悔 改 せ ざ る を 得す。 吾人 巳に をのが I 非惡の 悔い 

すら 更らに 之 を 悔いざる を 得ざる 程に 罪悪 深 か らば、 如.：^ で祌の 前に 心 を 安ん する 事 を 得ん や。 こ 

の 暗み たる 心尙自 から 咎めて 罪悪 を感 する こと 切なり。 ；： 仇ん や 罪悪の 反 應祌の 心に 徹する に 至りて 

限りなく 恐る べき もの あるに 於て を や。 罪惡 なしと 云 > かもの は 北ハの 道念の 淺 きを 自白す。 罪惡 の赦 

し の 福音 を 歡迎せ ざる もの は、 北 ハ の靈性 上の 眠り な ほ酣 はに して 前後 不覺の ii に 沈み たれば なり。 

故に 罪惡 なしと い. ふ もの は、 自 から 欺くな りと 聖害 に兑 えたり。 ゆめ 己が 心 一 つの 判に 頓 むべ か 

,  はか 

らす。 パゥ a Iw はす や、 我 爾曹に 評ら れ 或は 人に 評ら る、 を 11^ も 小さき こと、 なす、 我 も. H らを 評ら 


す、 我 c から^み るに 過 ある を えす、 然れ ども 之に よりて 義 とせられす、 我 を 評る もの は .-l なりと。 

斯の 如く 慮んで 祌の 批評に 耳 を 傾け 共の， き 判に 訴 ふるとき は、 人 FT^ んぞ疫 さんや。 天下に 義人な 

ぶ 二し 

し、 人 も ある ことなし。 JiE れる ものな く、 祌を 求む る ものな し。 ル：： ：E りて 全く ^ まと なれり。 

お を はす ものな し、 一人 も ある ことなし。 この 故に 各人の 口. 1 りて 祌の 前に 罪悪 ある £ お まれり— 

斯の 如く なれば 罪の 赦しは 人の 爲 めに 焦 周の なに あらす や。^. B の 赦しは W れんと する ネに はら 

はらと 村雨の 降り そ、 ぐ 如く 人 を 蘇生ら す ものな り。 罪. 惡 ある もの にと りての 福 昔 之に 優る もの や 

あるべき。 は 中風 を.；；^ める もの、 ために 其の 肉體 の.； S を 癒す に 先 だち て 子よ 汝の 罪. 惡赦 された 

りと 一一 一 ー= はれき。 彼の. 炳 める もの は 其の 中風の 苦 贿に惱 みしよりも 罪惡の 記憶に 責めら る-、 こと を 辛 

しと 感じたり と覺 し。 之に 向 ひて 子よ 汝の 罪惡赦 されたり と ー百 はれた る耶穌 は、 今 n も 人に 向 ひて 

然か In は るべき なり。 又 十字架 に 死 なん とする に 常り 耶穌己 を 殺せる もの、 ために 祈りて：：： はく、 

父よ 彼等 を 赦し 給へ、 北 ハの爲 すと ころ を 知ら ざれば なりと。 慈愛 何ぞ それ 深き や。 是 れ揮惡 を 贈 ふ 

の 祈りな り。 此の 祈り を げたる 基督 を 信す る もの は 其の 1 非惡 を赦 さる ベ し。 然れ ども？^. Fw;^ の赦し 

と は 3： ぞゃ。 义 如何にして 罪悪 は赦さ る、 や。 是れ次 に考ふ ベ き 問題な り。 

门本^,ュ1の 「ゆるす」 は 寬大の 意 を 含む。 之よりも 更に 美 はしき は、 新約 全書に 川ゐら るる、 赦す 

て ふ 誘の^. S;i カリ ゾマ ィ なり。 即ち 優展 なる 恩寵 を 施す の義な り。 唯 だ 罪悪の 結^ を 免除す る を 意 

味す るの みならす、 此の 結 ra^ に 先き 立ち 神の 心に 恩寵 滿ち 溢れて TO^ 人 をい と をし む、 と 深く、 彼らが 
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未だ 罪悪の 赦 されん こと を 求めざる にも 拘ら す、 疾 くに 自ら 進んで 之 を 尋ね 出し、 彼らの 當然赦 さ 

れ 得べき 道 を 開かれた る 慈愛 を 其のう ちに 含めり。 人 問の 交際に て は、 我に 向 ひて 道に 協 はざる こ 

と を爲す もの あるに 當り、 彼 もし その 罪悪 を 悔い W 頭 陳謝し 來 らば、 懷に 入りた る 窮鳥 を獵 夫の 憐 

むが 如く、 我 之 を ゆるして 敢て咎 むる ことな からん とす。 然れ ども 自ら 之を赦 さすして 止みが たし 

と感 する もの 殆んど 之な しと 謂 ふ も 過ぎた る 語に は あらざる べし。 ^だしき は 傲然 大人 を 以て 自ら 

居り 彼の 小人 何ぞ追 1^ す るに 足らん、 我 は 之し きの こ と に 心 を m 糸 は さる、 程狹 S な る 人 物 にあら す 

とて、 之に 對 して 然 ながら 無頓 藩なる もの、 如し。 神の 赦は 限りなく 之と 異なれり。 神 は 人の 罪惡 

にっきて 痛く 其 心を惱 ます。 神 は 人の 赦 されす して 止む を兑 るに 忍ぶ こと 能 はざる なり。 神 は 其の 

人に 於け るの 關係 破壞 せられた る を 無頓着に 看過す こと 能 はす。 祌は 人の 之に 叛き 去る に對 して 超 

然無關 係 の 地位に 立ちが たく 感 ぜら る。 然 のみなら す 人の 方より その 志 を 立て ^り 來り て 赦罪を 求 

むる に 至る を 待つ こと 能 はす、 自ら 首 動 者と なり 人に 先んじて 罪 惡の赦 し を 成就 せんと 企てられた 

り。 此の 一 事 基督 敎の 道德に 一 種の 特色 を帶 ばし め、 他人 を赦 すに 當 りて まさに 取るべき の 方針 を 

一 變せ しむる に 至れり。 

し まく 

耶穌^ 次 人 を、 失 はれた る ものに 譬 へたり。 蓋し 人隋 ii 落して 祌を 離る は 天父に 取りて 茶 だ 手痛 

き损害 なり。 其叛き 去る は祌の 心に 大 いなる { 仝？！ を 生す。 路加 傅 十五.！！ 早の 譬喻、 に H^- えたる 如く 九十 

九の 羊 ある も、 以て 失 ひし 一頭の {4^ 位を充 たす 事 能 はす。 故に 良き 牧者 は 遠く 山野 を 涉獵り 辛 ふじ 


て 之を發 はし l:ic び isj; みて 家に 椅げ歸 りぬ。 貨幣 一 顆を失 へ る St は尙 tSf れ る九颗 あれ ど 以て 彼の 一 顆 

の を 補 ふこと 能 はす、 垃を昭，^|>て之を拽索せり。 祌の 罪人に 於け る 亦 此の 如し。 其の. L- ぶる は 

神の 切に 憾 むる ところな り。 愛の 精神 同より 此の 如くなら ざるべ からす。 神の 人 を 愛する は 之 をい 

と 借む ことなり。 いっくし むと はいと をし むの 約 ま-ひたる 語に あらす や。 神 は 人の. U びんと する を 

いと 切に W まる。 之 を 失へば 大に 欺き、 復び之 を れば 喜ぶ こと 限りなし。 人類の 祌に 於け る亦大 

なりと 云 ふべ し。 朝 f 路の 如き 人の 身斯 るべ しと は 思 ひも かけざる ことにて、 事の 仰山なる に 驚か ざ 

る を 5£ すと 雌 も、 基督 はこの； 小 m ほ f なる 事實 の證據 人な り。 祌は蕩 子の 歸る を歡迎 せる 父の 如くな 

るの みならす、 迷へ る 羊を拽 索せ る 善 牧者の 如し。 ，M ながらに して 待た す、 肉ら 進んで 之 を 尋ね 來 

る、 nf 化れ 天父の 心なり。 祌の赦 罪 は 此の 如く 愛の 情^だ 切なる ものな り。 故に 歐 米の 方 一一 一一 ：！ 之 を譯す 

る に當 り、 藝の フ オル ギゲ 拉丁語の コ ン ド ー ノ獨乙 語の フ H ルゲヱ ベン 等错な 代り に與 へ 若く は 

樣牲 に^するの 義を 含める 語 を川ゐ たる、 其の 偶然に あらざる を！ 3- る。 祌の 人を赦 すは實 に 之に 代 

りて 自ら を 與へ身 を 以て 犠牲に 供す る ことなり。 祌は 一一：：：： ふべ からざる 苦痛 を $1:: め、 傷まし き 手鑌を 

經、 身 を 犠牲に 供して、 人の 爲 めに 赦 罪の 道 を 開きたり。 『祌は その 生み 給へ る 獨子を 給 ふ ほどに 

世の 人 を 愛し 給へ り』。 罪 惡の赦 しの 奥妙 神の 犠牲に 至りて 其の 極 點に逹 す。 

人 問の 愛 は 物を與 ふるの 淺 きに 始まりて 身を與 ふるの 深き に 極まる。 富める もの >ii じたる 貨幣 

多から すと せす。 然れ ども 血 を 絞る 如き 赤心より 身 を 割きて 神の 宫に 納めた る靠婦 の レプタ 一 個に 
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は 及ばざる なり。 we そ 賜 は 身を與 ふるに 至りて 其の 惯 益 高し。 國の爲 めに 死す る 愛 國 の 精祌、 子 

の爲 めに 身 を 松つ る 慈母の 恩、 友の 爲 めに 己 を 犧牲に 供す る 交情の 誠 は 人 問の 美事に して 世界 之 あ 

るが 爲め に 光彩 あ るを覺 ゆ。 人生 の 詩 鼓 に 於て 與 味：？^ も 深し。 祌は其 の 日を義 者 不義 者 の 上に 照ら 

し、 其の 雨 を 並びに 惡 しき 者と 善き 者の 上に 降らす。 共の 恩ゃ大 なりと 雖も、 て 之 を 極 tn すれば 

此らは 長者の 萬燈の 如きに あら. f や。 此の 如き 賜に 於ての み祌 の愛顯 はるべし と 云 はば、 是れ祌 は 

無限なる が爲 めに 至 愛の 情を實 現せし むる こと 能 はす、 全 能 力 を 有して 其の 材料 無盡藏 なる が爲 

め、 惜む べし、 其の 身を與 ふるて ふ 愛の 美 を顯彰 する に. H なしと す、 i おに 通論な らん や。 祌は愛 

なり。 北ハ の 賢 現 は 祌に於 て nj^ も閱滿 なる ベ き 道 な り。 身 を與ふ る の 愛 は 不完全ながら 義士 仁人 慈 

母^ 婦忠僕 孝子に 於て 之を兑 る。 人 の 能す ると ころ 祌獨り 之 を 能せ ざらん や。 ^=^|1敎は^|^-者の怯|1| 

な る に帕 着せす 神人 類 を 愛す るて ふ 近 を 其 の極點 まで 推し 摘め、 大膽 に も祌 は. E ら其 の 身 を 犠牲 に 

供せ りと 斷 一一 一一：： すろ こと を！^ から ャ。 祌の愛 は 其の 賜に 顯 はる。 北ハの 愛の 極み は 其の 生み 洽 へる 獨子 

を與 へしに よりて 顯 はろ。 ^isi お E の 福 fjir は 镜牲獻 身の 道 を 人界ょ h 天上にまで 移せし なり。 此の 道 は 

； 51. 人に 命じ て 之 を 行 はしむ ろの み な らす、 祌自 から 之 を 青 行 したりと リ"， 俾す 。 こ は 祌子受 肉^ 生の 

玄理 にあら す や。 

然れ ども 祌の 子の 受肉降 生と 罪惡の 救し と 如何な^ 關係 あり や。 耶穌某.^1_=は如何にして罪悪の赦 

し を 成就せ しゃ。 


失れ に對 する 神の 反 應之を の 怒と is ふ。 祌は 人の 惡を喜 ばす、 之に 向 ひて 不快の 念を懷 か 

る。 i% 惡の赦 しと は斯の 如き 關 係に 立てる ものが 神に 喜ばる、 に 至るな り。 墮 落して 祌に 失望 を與 

へ し 人類^び ま を せらる に-：^^：るなり。 又 神に 信 W せらる 、 に 至るな り。 己 れを 愛し て 祌に反 

き、 zd:^ 恶を行 ひて 其の 任の 畏 るべき も 感ぜす、 罪惡 の 結 ral^ を 畏る& こと ある も、 罪悪 其の もの を 

S る- - こと- W し。 を 行 ふこと なきの みならす、 罪悪 を悔 ゆる こと すら 全から ざるな り。 義を行 ふ、 

之 を^ 人の 德と ii ふ。 不義 を 行 ひて、 常然 悲しむ べきが 如くに 之 を 悲しみ、 恐縮す べきが 如くに 神 

の 前に 恐縮す、 H:^ れ 罪人の 道德 なり。 一旦 罪悪 を 犯す も、 せめて 此の 罪人の 道德 だけにても 之 を 行 

ひ5^^ば、 神に 立；： ばる. - ことならん。 然れ ども 旣に I 非惡の 重き を 負へ るの みならす、 此の 善後の 處 

置 すら 之 を 施す の 力なし。 如何にして 祌に望 を： ig せらる、 こと を 得ん や。 如何にして 隔てな く祌に 

喜ばる、 こと を 5：: んゃ。 限りなき 慈愛の 祌に 喜ばれざる ところ あり。 之に 恐るべき 不快 を與 ふ。 祌 

の 望 を 喪 ひ 其の 信用 を 失墜して、 前途^^た覺束なし。 斯くて 神の 前に 立つ。 恐懼 身 を 措く ところ を 

知らす。 天. -咼 しと 雖も跟 まり、 宛 も 朝日に 照らさる の 如く 唯 消え 行く が 如き 心地な きを 得ん 

や。 祌の愛 は 人に 向 ひて 溢れん とする 程に 切なり と雖 も、 其の愛ゃ^；^^るが故に罪悪の爲めに、 當 

然 なる 吿 白と 悔改 とに 伴 はれざる 罪- 惡の爲 めに、 ^み碍 げられ て、 人に 近づく こと 能 はす。 天 は 光 

なれ ど 人の 暗 fifl 之 を 遮りつ & あり。 祌の愛 は 洪水の \ ち ノアが 其の 方舟より 放てる 鴻の 如く、 一旦 

飛び出で たれ ど、 怒濤 人畜の 死屍 充ち 一旦り て 荒凉慘 憎の 景狀、 其の 平和なる 翼に 憩を與 ふるに 適 
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せす、 止む こと を 得すして その 出で し舊の 窓に 歸り 來れ り。 祌の赦 罪の 愛 は 飛び立たん ばかりに 切 

なりと 雖も、 人の 形狀 今の 如く ありて は、 とても 其の 慈愛 を滿 足せし むる こと 能 はざる なり。 然ど 

岩 に ける 一 輪の 薔薇 花 あれば 爲 めに 沙漠の 光景 一 變 すべし。 基督な きの 世界 は 罪 惡の蹈 み 荒せ 

る 一 大 沙漠な り。 唯 一 人の 基督 ありて 能く 祌に從 ひ義を 遂げ 道 を 守りて 人の 爲 めに 其の 罪惡の 恐る 

べき を 痛切に 覺り、 之に 對 する 天父の 聖 なる 反應を 自らの 身に 感じ、 不思議なる 愛の 同情に よりて 

人類の 罪惡を 己が 責任の 如くに 負擔 し、 罪惡 ある もの 、當に 履行すべき 道義 を 全 ふして、 神の 前に 

之 を慚^ し、 悔恨し、 恐縮して、 祌の聖 なる 威厳 を 讚美し、 其の SII なる 意 旨に 對 して 最も 柔順なる 

ァ ，メ ンを唱 へたり。 ゲッセ マネ 園の 慟哭、 力 ルバ リイ 丘上の 受難、 一として 人の 罪惡を 身に 負へ 

るに あらざる はなし。 『父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 其の 爲す ところ を 知らざる なり』 と 祈られし 

は 人類の 爲 めに 祌の滿 足すべき 吿白 をな し、 陳謝の 辭を 奉りし ものに あらす や。 基督の 降 生 及び 其 

死 は 人間 世界の 光景 を 一 變 せり。 信仰に よりて 之と 聯結 せる 人類 は此人 あるが ために 神の 謝罪の 愛 

を 宿す に 足る ものと なりぬ。 惡 しき 木 も 善き 葡萄に 接 木 せら るれば、 改善の 望確實 にして 其の 現狀 

未だ 見るべき もの 多から. すと 雖も、 顿て 基督の 如き 榮 光に 至らん こと を 期すべし。 舊き人 基督と 共 

に 死して 今 は 全く 新ら しき 生活に 移りし なり。 罪惡を 重ねた る 吾が 力 は 見る に 足らす 賴む に 足ら 

す。 唯 基督 吾が 裡に活 く。 基督に 聯 なり、 之と 結び、 之と 共に 立てば、 祌の 前に ありて、 心 寛く 精 

祌裕 かにして、 神の 子た る もの、 自由 鄕に 遊ぶ、 是れ罪 惡の赦 しに あらす や。 神の愛 を 停滞せ しめ 


す、 之に 喜ばれ、 之に 滿足 を與 へ、 之に 望 を 奉せられ、 之に 信ぜら る is 山の 子と せられ、 後 如 

何、 未だ はれす と 雖も必 す祌に 似ん こと を 知る は、 すべて 罪. Isi^ を赦 されし もの- -經驗 なり。 是れ 

よ JtK へ 

罪人 をして 義に 復活ら しむる； 1 昔な り。 基 3^1 は 之 を 萬 民に 傅 へらる。 天下 如何なる 罪人 にても 基督 

によりて 其の 罪 惡を赦 さる & こと を 得。 路加 傅 七^ を 見る に 罪惡^ だ 多 かりし 婦 之を赦 されて 感謝 

の 喜びに 堪 へす、 ^石の 盆に 香膏を 盛り 來 りて 耶穌の 背後に 立ち、 1^ を 以て 其の 足を濡 し、 の髮 

を 以て 之 を 拭 ひ、 nT: つ ^4、 の 足に 口 を 接け また お 2： を 之に 抹れ り。 耶穌 之を諧 めて 曰 はく 『此の 婦の 

多く の 罪 isi- は赦 されたり。 之に よりて 其の 愛 も 亦 多き な り 』。 

いと も かしこし 耶穌 のめぐ み 

ほろ ぶる みに も のぞみ を あた ふ 

きみが 賜 はる あめの かてに 

う ゑし こ \ ろ も あきたら ひぬ  t  -r  . 


たへ にくす しき 

世に みち わたり 

我 を もす てす 

たれ かもる ベ き 


、王の めぐみ は 

あるか ひなき 

召した ま へ ば 

主の すく ひに 


耶稣^ おの 福音 
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主^ i-is^H は #の^§； 恶の福 昔 を傳 へしの みならす、 之 を 基礎と し乂 標準と して 人の 相赦 すべ きこ 

と を 叙 切に^ へ られ たり。 供物 を 神に 獻 ぜんと 欲する もの は先づ 其の 不和なる 兄弟と 相 和ぐ こと を 

勉 めざるべ からす。 敵 を 愛せよ。 已を叽 ふ もの を 祝すべし。 其の 授けた る 模範的 祈禱 のなかに も 

『我らに 負愤 ある もの を 我らの 赦す 如く 我らの 負愤を も赦し 給へ』 と ある 如き は、 人の 罪 惡を赦 る 

，《 

すに 就きて；；；^ も 力 ある 敎訓 なり。 七 次 を 七十 倍す るまで も 人の 過失 を赦 るせ と喩 されし など も 思 ひ 

出 でられて！^ だ 中；；：； とし。 愤怒 怨恨 を縱 にし 人の 悪 を赦 るす こと をせ ざる が爲め に 胸 中 常 に 平 かなら 

す 不愉快なる 歳月 をお 一る、 悲しから す や。 故に 基督が 人 問 相 s の赦罪 を說き 示し、 之 を .1® 行せ し 

むる の 力 を： t の赦 罪より 取り 來り怨 を 以て 怨に 1 ゆるの 弊 を 救 はれし 如き、 實 にせ： (の 福音の 一 大要 

目な りと^ はざる ベから す。 人 il 相互の 赦罪 は、 幸； S 平和 喜樂の 要素な り。 願く は サぉ督 により 祌に 

教 されし 己が 負債の 多き を 思 ひて 他人 を赦 する の 道 を學び 以て 此の 福音 の 主義 を 寳踐す ベ きな り 。 

(一 八 九九 年 二  „«• 福音 新報 J 


第一 我等 は 神の 存在 を 認識して、 之 を 信仰す る ものなら 

我 化 t の h に 一 大勢 力の 存在す る は、 如何なる 人 も 之 を 否む こと 能 はざる べし" 人の 意志 精. 活動 

し、 外に 向 ひて 其の 勢力 を逞. り せんと すれば、 外より 之に 向 ひて 同じく 其の 勢力 を 及ぼさん とする 

もの あ， o。 此は 實驗上 明. 01 に 知らる、 事實 なり。 宗教の 信念 は 其の 一面に 於て 實驗に 基け る もの あ 

るな り。 斯くて 兩 ぉ相對 する の 際、 我^ は 己より 外の 活力に 接觸 し、 或る時 は 之を愦 なき 敵と 3- 做 

し、 或る時 は 之 を 善に 與 みする 朋友と 兒 做す。 敵 か 味方 か 分明なら すと する もの を 不可思議 論者と 

す。 之 を 敵に 取って 孤城 ^日の 姿に 陷る もの は 無神論者な り。 之 を 朋友と する 者 を有祌 論者と す。 

之 を 天父と 信す る もの を 基督 敎者 とす" 此のう ち 何れが 是 にし て 人類の 生活 を 暢達せ しむる に 撮 も 

適 常な る ものなる か。 此は 公平なる 心に て 考 ふれば 餘り 難 かし き 問題 に あらざる べし。 議論 ま で も 

なく、 之 を 陳述せ る のみに て 理非 自づ から 分明な る ベ し と 信す。 

稀哬の 災害に" ei り、 恐るべき 經驗 をな すに 當 りて は 之に は 何 か 深き 理由の^ する ことならん。 ^ 

かる •sl.i き 目に 逢 ふ は 何故 ぞと 思案に かきくれ、 疑 ひ 惑 ふ 人 多し。 是れ 疑惑に 似て 疑惑に 非す" 信ぜ 

我等の 信仰  一一 一三 七 
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ざるが 如く なれ ど 其の 實は 信す る 所 あるな り。 天地 間の こと 無意義なる ものな し。 凡ての 事 は正當 

なる 目的 を 有せざる ベから す。 彗星の 如く 常道 を 外れた る 人生の 災害に 根 りても、 其の 理. H を 質さ 

ん とす。 其の 他の 場合 は 推して 知るべき のみ。 我等 は考へ 深き 天地に 住し 考へ 深き 主宰の 下に 立 

つ。 決して 無謀なる 勢力の 盲動す る ま.^ に 翻弄せられ 得る ものに 非ざる なり。 

雲 を 仰ぎて は高尙 なる 生活 を 慕 ひ、 水に 臨みて は 心の 塵 垢 を 洗 ひ、 或 ひ は 秋の 夕暮に 哀れ を 催 ふ 

す もの あり。 舊約 詩人の 如き は、 山に 向 ひて 目 を 擧げ、 我が 助け は 天地 を 造り 給へ る H ホバ より 來 

ると 叫びたり。 ー^^物は宗敎的の晤示にて滿っ。 目に 觸れ： 斗に 聞 ゆる もの、 鍵 性 を啓發 して 信念 を 促 

すの 場合 少 からす。 眠れる 靈魂も 祌の聖 殿な りて ふ 自然 世界に 溢る X 一  つの 奥妙なる 精 祌に觸 る \ 

に 及び、 忽然 驚ろ き 醒めて 何時しか 神の 前に 在る を覺 ゆ。 迅： 雷 風 烈必す 其、 色を變 すと 云へ る 孔子の 

心事 推し測られ てせ ハの 殊勝なる に 感ぜざる を 得す。 宗教心 は 萬 有の 感化に 依りて 促さる . ^精 祌の活 

動な り。 物 は 神て ふ觀念 及び 其の 高 根に 雲 消えて 行方 も 知らぬ m 心 ひに 沈む もの、 胸中に は、 斯か 

るべ しとの 定かなる 意識な きに もせよ、 彼は旣 に、 水 在 者の 裾に 觸れ て、 限りなき 世界 V- ほの 兌た る 

- ものと 謂 はざる ベ からす。 

人生 は 一大 敎 It リ なり。 我等の 境遇 は學 校に 練習 を受 くる 如し、 艱難に 遭 ひて は、 是れ 我を璧 にす 

べしと 覺り、 失敗に 苦しみて は、 此所ぞ 精 祌を鍛 ひ、 忍耐 を學ぶ 所な りと 信す。 我等 は 品性 を 陶冶 

し、 精祌を 養成す る を 目的と し、 此の方 面に 向 ひて 感化 力の 濃厚なる 世界に 住す。 漫然 之を經 過す 


れば、 .：：： 痴ネ^ 校に 昇りて 何の 得る 所な きが 如くな らん も、 心 を 潜めて 此の 生ける 敎育を 玩味し 來 

れば、 .w! に 人生の) お 義而. ，：： く现 含せられ、 所謂 富 siu: にも 淫 せす、 賤に も樂 しむの 皆驗に 達すべ 

く、 これが ために 希 s!*^ をお； ぎ 安 慰を與 へらる、 こと^だ 多し。 これと 同 時に 師の 恩に 感す るに 至る 

はまた G 然の 順序に 非す や。 僻める 不健全の 人なら ば 知らす、 凡そ 赤子の 如き 心 を 抱き、 謙^ 敎を 

乂 くるに 適した る 性^ を 有して、 直く 淸ら かなる 精 祌の人 は、 斯 くの 如き 敎育を 受けて、 其の 惠み 

を^ 鲺 せす してに むこと なかるべし。 人生 は獨 おに あらす。 其の 敎 を 管现 指導す る 一大 敎靑 者な 

かるべ けんや。 、は 岡より、 凡そ 精祌 的の 素養 深き 人 は、 に 天地の 師恩に 感泣し、 其の 至らざる 

なき 将. 勵、 1, 訓戒 を ふせる 過ぎ 來し方 を顿 みて、 其の 惠みを 謝し、 將來に 向 ひても 大 いな 

る 希 に 其、 の？ m;^ を ゆが せらる \ 如 き感覺 をな せり。 人生 は 我 を 知る こと 最も 深き 良師と 相對 して、 最 

も 深厚なる 敎育を S くると ころに 非す や。 情愁に 荒み、 有形の 世界に 意を專 にして、 下劣なる 生活 

を營む 際に は、 斯 かる m 心 想 夢にも 起り 難しと 雖も、 人の 心 最も 善く 澄み渡りて、 其の 志高尙 に、 其 

の 精祌の 調子 天上の 昔樂の 如くなる に 至る とき は、 上に 述べた る 如き 經験 甚だ 鮮明なる もの あり。 

我 ゆ は 物に 醉 ひたる 己に 聞かん よ b も、 寧ろ 物 以上に 超脱して 震覺 道念の 活 澄なる 際の 己に訴 へ て 

其の 判斷に 依らざる ベ からす。 

舊 約の 詩人 曰く、  H ホバょ 汝は我 を 探り、 我 を 知り 給へ り。 汝は 我が 坐る を も 立つ を も 知り、 遠 

くより 我が 思 ひ を 辨へ給 ふ。 汝は 我が 歩む を も 臥す を も 探り出し.、、 我が 諸の 道 を 悉く 知り 給へ り 
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と。 是れ直 念の 實驗 ょひ發 したる 首な り。 蓋し 外物の 確かにお 在す る を 知る は、 我等の 自. 5 なる 意 

志 動きて、 共の a ふ 如くな さんと する に當. り、 之に 手應 へす る もの あり、 反抗す る もの ありて、 其 

はたら さ 

の 勢力 を £55- に 向けて 逞しう せんとす る ある を經驗 する 際に あり、 R に 見、 耳に 聞く 等の 作用に よ ひ 

て、 我等 は 己よ ひ 外 こ， 物 ある こと を 感覺し 叉 認識す る こと を 5W。 道念の 祌を 示す また 之に 類す る も 

の あるな り。 慾を縱 ま. にせん とする に 際し 我等 は 神の 威嚴を 犯すな り。 良心に 逆ら ひて 悪に 從は 

ん とするとき は、 我等 忠實 なる 友の 引き 留 むる を 振り切って 去る の責驗 なき こと 能 はす。 五 {n の領 

八 r- とする 世界に 於て、 物と 我との Si に交涉 あり、 、あり、 進退 離合 あるが 如く、 道德の 世界に も 

我と 何もの かとの 交渉 あり、 ^機 ありて、 或は 近づき、 或は 遠ざかり、 或は 引かれ、 或は 北 M 反し、 

或は" ぬひ、 或は 逆 ふ。 五官 は 我の 外に 世界の 存在す る を 知らし む。 道念 は 我より 上に 服 然として 一 

つの もの ある を 認識せ しむるな り。 道念 良心の 作用に よりて、 我等 は. 何もの かの 忠吿を 耳に し、 其 

の 諫め を 受け、 之に 獎勵 せられ、 慰められ、 叱黃 せられ、 {番 剣 せらる、 が 如く 覺ゅ。 斯 くの 如く 諫 

め勵 まし、 懲らし 慰む る もの は實に 我の 外に^ 在し、 我の 上に 大 いなる 威厳 を 以て 臨みつ、 ありと 

故さざる を 靈 性の 健全に 活動す る 時 は、 人 皆な 斯 くの 如く 思 はざる を 得ざる なり。 我 を 知 

る もの は 天な りと い へる 孔子、 已を 指導す る祌靈 ありと 人に 向 ひて 常に 吿 げたる ソクラテスの 如き 

象 賢の みならす、 無舉 なる 匹夫 匹 にても、 此の 經驗 極めて 鮮 かなる もの あるな り。 順逆の 岐に立 

ち、 或る時 は 天父 上帝の 成 カを爭 ひ、 或る時 は 之に 從ふ によりて 我等 は 生ける 神の 前に 立ちつ k あ 


る を 自^す。 此 の 啊祌論 をか耍 せん。 何の 無神論 か 其の 說を Is, 一 うする： と を 5：： ん。 E にて 物 を 

見る 如くに 心に て； t を 見る 信仰の 證據 この 外に 求む るの 必要な かるべし。 パスカル tn く、 敬神の 念- 

は 人の 心に 祌の觸 a:»! せらる & ことなりと。 我 天に 昇る とも it かしこに 在し、 我 來を冥 府に設 くると 

も、 兑ょ种 は 彼 所に 在す。 ^の認 を かりて 海の 極に 住む とも、 彼 所に も 尙ほ祌 の 御手 我 を 導き、 我 

を 保つ。 祌の 前に は 夜 も蜇の 如く 輝け り (fl£>。 旣に斯 くの 如く なれば、 ^祌的 信念 は 推論の 境 を 

去って、 験 的の ものと なりし なり。 

我等 は 神の 前に 禮拜 す。 仰いで 神の 限りなき 咸德を 崇め、 ！|:^$で其の？；_„|美歌を謳ふ。 我等 は 3:5^ 敬 

の 念 を 抱きて、 神の 統治す る 世界に 住す。 我等 は 己の 理想に 非す して、 我と 世界と に關 する 神の 理 

想を實 現せん と 志す ものな り。 我等 は 此の 神の！： に屬 する の 良民な. り。 我等 は 天父の 家に 養 はれて 

多くの兄^5^*^-有する子なり。 祌國の 籍に屬 し、 神の 家の 子たり。 人類の 尊貴 之に 加 ふ ベ きものな 

し。 是れ 凡ての 人 をして 志 を 立てし むる の 一大 信念な り。 我等 は 天地の 造成 者、 全能の 父なる 神 を 

2. 一一  n す。 

第二 我等 は 人類の 救 者なる 主耶鯀 甚督を 信ず 

汝等は 基督 を 呼んで 誰と なす か。 是れ靈 魂の 存亡に 關 係す る大 問題な り。 基督 は 唯 だ 人なる か、 

將た 神なる か。 若し 前者に 對 して 然定の 答 をな さば、 基督 敎は 其の 根底 を拔 かるる に 同じ。 活力 あ 
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る 有； t 論 を さへ 維 t: し 難く、 凡 神 論、 唯物論、 はて は 厭世的 見地に 陷ら ざれば 止む ベから す。 

未だ 曾て 基督の 如く 語りし ものな し。 其の 祌を說 くや、 宛 がら R にて 見し もの、 如く、 其の 天 を 

言 ふや、 恰 かも 己が 故鄕の 音信 を傳 ふるに 異ら す。 彼 は 驚くべき 横诚を 以て 語りぬ。 北ハの 精神 は 文 

明の 方針 を更 め、 . 共の 勢力 は 人類 を 改造し つ.、 あり。 ダ ン テ、 ミ ル ト ン、 ブ ラウ II ング は、 其の 靈 

氣に 動かされて 歌 ひ、 ラファエル、 ミケ ランジェ S は 之 を禮拜 する がた めに 共の 美妙の 術 を 極む るる 

を 51^ たり。 基督 は W に 人 以上の 力 を 以て 人類の 間 を 歩みつ.、 あり。 今日の 文明 は 基 Ji^I に 向って 進行 

せんとす る ものな. り。 基督 は 人類の 理想な りと 謂 はざる ベから す。 之 を 倫现の 敎師、 道義の 宣傳者 

とのみ 見る は、 大 いなる 誤解な. り。 彼 は 霞界の 王者な り。 基督 敎は 五條の 禁、 十 章の 戒に あらす。 

其の 敎は 最も 積極的に して、 進んで 行 ふこと をん 叩 令す る ものな. り。 基督 敎は 命令の みに 非す。 生け 

る 人格に 從 ふこと なり。 基督 敎は 基督に 事 ふること なり。 ぺ テロ、 ヨハネ 等 を 首め、 凡て 耶穌の 弟 

子た ち は、 之に 從遊 する 間、 おの づ から 其の 精祌に 導かれ、 其の 感化に 沐浴し、 其の 犯す ベから ざ 

る 威厳に 接し、 其の 天に 屬 する 榮光を 仰ぎ見る に 至れり。 ナタナ H ルの 如き は、 耶 穌に邂 一;^ して： H( 

の 慈 g に 己が 靈 性の 秘奥 を 看破せられ たるに 驚き、 イスラ ヱ ルを救 はん 者 この の 外に あるべ から 

すと 覺り、 ラビ 汝は 神の 子な り、 汝は イスラ H ルの 王な りと 絶叫せ り。 彼の 思想 は此に 停滯. す、 

尙ほ. 進ん で 之よ りも大 いな る ， 〕 と を目雜 し、 天 開けて 神の 使 人 の 子の 卜； に 昇降す る f  〕 と を 見たり。 

サ マリヤの：^ の 耶穌に 於け る を 見よ。 北ハ の他恶 督の 聲に應 じて 桑の 樹 より 下れる ザァ カイ、 躓きて 


尙ほ 起ち、 三た び 4f を 知らす と 一一 一一：： ひしょり 移って 敎會の 柱石と なりし ぺテ P を 首め、 基 潜の i に 

依りて、 共の 死せ る 如き 精祌を 喚び 起され、 枯木に 花の ゆ、 き 出で たるが 如く、 新ら しき 生命の 氣に 

觸れ たる を自覺 し、 一切 を 之に 獄 げて 共の 僕と なりし もの 如何に 夥しき や。 ^^1な是れ1*,督の榮光を 

見る に、 a; に 父の 生み 給へ る k 子の 榮光 にして、 恩寵と 眞理 にて 充てけ と 認識せ しもの なり。 耶穌 

基！^ は 8- の 良心に て ありき。 世々の基督1^徒は之を絕對無限の^?;、王と崇めたり。 搖 は 彼等の 神 

にて ありし なり。 

共」 1$： は 人の 如く 祈れり。 然れ ども 其の 祈りに は 罪過の 自覺 毫も 共の 痕跡 を めざるな り。 丼 ム# は 

袋 も 謙： なる 心 を 有し たれ ど、 靈界の 王 を 以て 自認せられ たり。 約翰^！^；十七章の如きを見ょ。 共の 

斬り は 宛 かも 祌を 輩と して 相 語る に 似たり。 人の品質及び其の性^^の善惡は、 自覺、 獨 語の 問に 

最も 多く また 最も 確かに 顯 はる」 ものと す。 靈 性よ 心安 かれと 言へ る 彼の 卑劣なる 富 人 は、 其の 獨 

語に 依って ま 判せられ たり。 稅吏を g 睨し、 自ら 高ぶりて 祌の 前に 廣吿 せる パリ サイ は、 其の 自覺 

に 衣り て篛 とせら る、 の资 格な きこと を 明かに せり。 汝は何 を 己と 語りつ、 あり やと は、 北ハの 人格 

を 根底より 露出す るに 至るべき 問 ひなり。 而 して 基督 を 知らん と 欲せば、 其の 自覺 に訴へ 其の 獨. 

語の 際に 顯 はれ 來る 人格 を 索め ざるべ からす。 基督 は 自らに 付いて 何 を 言 ひしゃ。 して 自ら を 神 

と 等しう し、 世に 生れ ざり し 前す でに 神と 共に 存在せ りとの 意識 を 抱かれた る や。 或は 然ら すと 言 

ふ學者 あり。 之を然 りと する もの 最も 多し。 其の 是非 を 文字の 末に 求め、 字句の 問に 之 を 決せん と- 
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試る もさる ことながら、 何人と 雖も 基督 は 人に 向 ひて 絕對 的の 服從を 命令し、 祌に 寄す るの 信念 を- 

我に も 寄せよ と 請求した る こと を 疑 ふこと 能 はざる べし。 絕對の 服從、 絕對の 信仰、 是れ 明かに 已 

が權 利と して 基督の 要求せ し 所な り 。『我よりも 其の 父母 を 愛しむ もの は 我に 適 はざる ものな り。 我 

よりも 其の 子女 を 愛しむ もの は 我に 適 はざる ものな り』 と。 是れ 人の 一一 一一 C ひ 得る 所な り や。 基督が 此 

の 態度に 立って 人 を 銃 治す る ものなる を 示す に 至りて は、 四 福音 蚩 E の 記事 全く 一  致せり と 謂 はざる 

ベから す。 シ モン、 ぺ テロが カイ ザ リャ、 ピリ ピに 於て 汝は 基督 生ける 祌の 子な りと 言 ひしと き、 

耶穌 之に 答へ て 曰く、 ョナ の子シ モン 汝は 福，. ひなり。 そ は 血肉 汝に 示せる に 非す、 天に 在す 我が 父 

なりと。 -ハ ッ トンの 『セォ ロジカル、 エツ セェ 』 に 此の 語 を 評して 曰く、 ベ テ 口 の 言の みならす、 

之に 對 して 基督の 答 へられた る を 照し 合すれば、 基督の 自己に 關 する 觀念 は、 今 R のュ 一一 テリアン 

者 流の 主張す るが 如き 理想的 人物 を 以て 自任す るに 過ぎす と 何分に も 認定す る こと 能 はざる なり。 

基督 は祌の 如き 植成を 以て 人の 罪を赦 し、 聖 靈を與 ふべ しと 唱 へ 、 自ら 世の ま 判者な と 公言 

し、 人の 運命 は 之と 基督との 關 係に 依って 定まる と斷 言し、 二三 人 集る 所に は 我 も 其の 中に あらん. 

と 述べられたり。 斯 くの 如き は 決して 唯 だ 人の みなる もの 上 一一 一：： ひ 得る 處 にあら 卡。 共枭 3： の 自ら { 一 H: 言 

する 所斯 くの 如くなる を 考 ふると 同時に、 其の 品性の 大 いなる、 其の 歷史に 於け る 地位の 驚くべき 

を 思 ひ、 其の 感化の 廣く 且つ 深き に徵 し、 之 を 其の 古今 無數の 弟子 等の 實 験に 照す とき は、 甚 得？^ 

徒が 主^ 穌 基督に 於て 种を 認識し、 其の 种性を 確信す るの 常然 なる を覺 る- 】 と 難から ざるな り。 . 


^^の 祌忡を 確信す るに 依りて 舉ぶ こと^だ 多し。 今 試みに 共の 一 一 ：を舉 げん。 

基 5^ 敎の祌 は 孤立せ る ものに 非す。 祌 は木來 父な り。 种は 本来 子な り。 祌は 愛な りと 說 くも、 祌 

自身の 中に 愛の 活動 を 全うす るの 關係 なくば、 殆ど 穴.^ 文に 馬す と 一一 一一 1： はざる ベ からす。 他の物 を 填 

ひ， 之に 依. =て其 の 愛 動す と 言 はぐ、 是れ祌 をして 他に 倚らざる を 5£ ざ らしむ るに や.^ し。 故に 祌 

の 性 社交的に して、 共の 本質 愛な りと せば、 祌 S 身の 中に 相 親しみ、 相悅 び、 相愛す るの 關 係；！^ せ 

ざるべ からす" 父なる 祌、 子なる 祌の關 係 即ち 是 なり。 基督の 無始 永 在なる 祌子 たる こと を 否定す 

ると き は、 祌に關 する 根本的 觀念、 1K 地の 大 原因た る 勢力と なり、 其の 弊 や 終に 祌 說に陷 るに 至 

らんと す。 祌は 勢力に して、 人の 現 はるる に 及び、 始めて 愛を發 揮す るに 至りし ものなる か。 祌は 

本來 父に して、 愛 を 以て 其の 本質と し、 其の 勢力 は 愛の 作 5 する 所な りと すべき か。 是 れ宗敎 上の 

大 問題に して、 信仰に 關 する もの 甚だ 深し とす。 基督 を祌 なりと 信す る 時 は、 人 問の 孝道 人 に： 

まりしに 非す。 無始の 世より 祌の 中に 永 在せ る ものと なる。 斯 して 孝 は 人道の みに 非す して、 祌 道- 

と なる。  地の 道に 非す して、 夭 の 道な り。 天地 萬 物の 根底に 孝道 ありて 存す。 人生 は 孝道の 發 源な 

り。 大 いなる かな 孝の 道、 儒者 等の 夢に だ も 思 ふこと 能 はざる 程に 深し と 謂 はざる ベから す。 受け 

て 生き、 從ひ 奉す るの 生活 は祌の 生活な り。 人間の 關係此 に 於て 其の 妙味 謂 ふべ からざる もの ある 

を覺 るべ し。 漫然 天父と 稱 へ 、 輕々 しく 祌の 子た るべ しと 言 ふ 勿れ。 第 四 福音書に 一 百 へ る 如く、 基 

うまれつき 

を 信す る もの に は祌の 子た るの 權利を 賜るべし と。 我等 は生來 のま-" にて 自ら 祌の 子た る， 1 とぶ.^ 
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はす。 蓋し 子た るの 道 は 基 1^ ほの 如く 神に 從 順し、 信任し、 奉 事す る ことにて 此の 精祌 なくば 子 類に 

非ざる なり。 野の 百合に も 父の 慈愛 を 喜び、 凡ての 境遇に 於て 祌の 意志 を 成就す る を 此の上 もな き 

歡び となし、 何物よりも 最もよ く祌 自身 を樂 しみ、 人 を 愛する こと 已の 如くし、 十字架の 如き 逆境 

に 立ちても、 怨愤 失望の 色な く、 靜 かに 父よ 我が 靈魂を 受け 給へ と 一一 r ひつ、 瞑す。 是れ祌 の 子た る 

もの、 心なり。 此の 心なき は祌の 子に 非ざる なり。 祌の 子た る は 物理的 生理的の 關 係に 非す。 道義 

的靈 性的の 關係 なれば なり。 而 して 人類が 此の 關係を 全うして 神の 子た る を^る 所以の もの は、 唯 

だ 永 在 無始に 祌の 孝子たり し 主耶穌 基督 を 信じ、 之に 抱擁せられ、 扶け 引かる、 の 外 あるべ から 

す。 人 は 神の 子た るべき ものな り。 然れ ども 其の 實に 神の 子た るに 至る は、 『人 の 血統に. S るに 非 

す、 人の 意に 由る に 非す、 基督 を 受け 其の 名 を 信す るに. H るの み』。 愛の 極 は 物を與 ふるに 非す、 已. 

を與 ふるに あり。 慈母の 子に： &、 ける、 貞節なる 婦の 夫に 於け る、 義士. U 人の 闺に 於け る、 宵な 身 を 

與 へて 愛の 義を 極めん としたる ものに 非す や。 祌は 愛な りと 言 ふ。 日 も =^ も 造花の 無 盡藏に 比すれ 

ば、 蒼海の 一滴に 過ぎす。 祌は 愛な りと 稱 せら るれ ど、 其の 愛は棄 つる も 自ら を 損する ことなき 程 

に 夥しき 中より 物 を 施し 與 ふるの 程度に 止む る ものなる か。 人類 は 力 小に して 其の 材料 乏しき がた 

め、 幸 ひに して 愛の 極 美に 稍 近づく こと を 得れ ど、 祌は 無限なる がた めに、 愛の 極 美を顯 お》 する こ 

と 能 はすと 謂 ふか。 基督 敎は 此の 點に 至り 最も 大瞻 なる 敎理を 示して、 祌の世 を 愛しみ 袷 ふ は 其の 

生み 給へ る獨 子を與 ふる 程な りと 說く。 基督 を 唯 だ 人と せば、 己を與 ふるて ふ 愛の 極美顯 はる、 に 


由な し c 我 や-.. は 港 俘 を 他の 人類と 異 りたる 意味に 於て 祌の獨 子な りと 信す るに. H りて、 祌の愛 を 讚 

美し、 共の 大 なる 恩寵に 沐浴す るに 依って、 犓牲戯 身の 道、 遠く 祌に 淵源し、 巳に 祌ほ 身の 巾-」 

此の 事 ある を 認め、 之 を 理想と して 世に立ち、 身 を處 する こと を舉 ぶ。 

基齊を 神な りと 認識す るの 影 i -、 宗敎 上倫现 上に 大ぃ なること 斯 くの 如し。 然れ ども 人類の； ：！^ 大 

覼 念なる 神に 付て 思想す る 所 如何 は、 終に 國 家の 組織、 社 #5 及び 政治的の 關係 にも 北ハの 利害 を 及 

ばす こと 1=^ だしき もの あるべき 害な り。 是れ佛 人クヰ 一一，' が $e に in 道す る 所、 tn 本の 將來に 意 を W 

ふるもの 深く 此の 點を K- へざる ベから や。 世人 動もすれば 三位 ー體 論、 甚督神 子 論の 如き は、 如何 

に 決 する も 意に 介す るに 足らす と 云 ふ。 是れ 思 は ざ る の 甚だしき なり。 北ハ の 露 性 上の 影響 は旣 に 

略說 したる が 如し 。政治！： 體の 上に も 大關係 ある こと は、 米 人 博士 アル レンの 近著 『基 督 制 

度 論』 に えたる 左の 一 節 を 參考 して 思 ひ 半ばに 過ぐ る もの あるべし。 

アリア ン主義 は 獨裁專 制の 帝國 主義な り、 アリア ン の神學 及び 其の 基督 論 は羅馬 帝國主 義と 協和して、 

帝王の 絕對 主櫳を 維持 せんとせ しもの なり。 …… コ ン スタン チン 帝が ァタ ナシァ スの 三位 一 體說を 喜ば ざ 

りし も 怪しむ に 足らず …… 三位 ー體の 敎理、 即ち 子なる 神 を 父なる 神と 同等に 見る の敎理 は、 咸カを 根本 

とする 帝國の 精神と 相容れ ず。 大いに 個人の 自由 を 主張し、 國 民の 獨立を 伸さん と 欲する の 傾向 あり …… 

アリア ン 主義 は 其の 一個の 受造 物と 見做せる 基督 を 神の 如くに 禮拜 せし 者に て、 帝王 を 神と 崇む るの 時弊 

と 極めて 善く 相 投合せ り …… ァタナ シァス は 神なる 基督、 人となり しために 人 また 神性に 與り 得べ しとの 

等の 信仰  三 四 七 
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信念より、 人類の 尊貴 を覺 得し. 其の 自由 を 重んずる を學 び、 人格の 獨立を 主張す る こと を勉 めたり。 ー 

…彼 は國 民の ために 奮起せ る 勇者に て、 人の 自由 を 擁護す るの 精神 を 神の 子 イン カネ ー シ m ンの 力に 養 は 

れ しもの なり 云々。 (三百 五 頁 以下) 

基督 神 子 論， - 三位 一 體說の 國家的 關係斯 くの 如し。 是れ また 愛國 者の 一問 題な りと 謂 はざる ベ か 

らす。 

第三 我等 は 基督に よって 罪の 赦 さる k を 信ず 

神 の 子受 肉し て 人 に 降下せ し は 愛の 同化な り。 善く 子を敎 へんと 欲する 母 は 己 老成の 人た る を 

忘れ、 其の 才藝 知見 を 空う して、 其の 子と 同様なる 地位に 下らざる ベから す。 子と 語り、 之と it 

び、 之を敎 ふる 間 は" 老成 人た るの 意識 を 失 ひ， 再び 親の 胎に 入りて、 新たに 生れ 來り しもの \ 如 

くなる を 得ば、 其の 感化 敎育 最もよ く 成功すべき なり。 學校敎 育の 秘訣、 幼稚園 保育の 道、 また 之 

と異る ものな し。 古への 所謂 王道なる もの も、 其の 精神 は 愛の 同化に 過ぎざる なり。 然れ ども 世の 

王者の 微行して の 疾苦 を 問 ひ、 尊榮の 地位 を虚 ふして、 蒼生と 苦樂を 共に せんとす る や、 多く は 

器械 的に 流れ 易く、 人工 斧^の 痕跡 蔽ひ雞 く.、 其の 意識 あまりに 露骨なる をお れす。 敎 育の 弊、 庭 

訓の 不完全、 皆な 此の 愛の 同化 至らざる もの あるに 原因す。 人類 は 其の 力 微弱に して、 愛情 未だ 北 ハ 

の圓滿 なる 域に 達せざる もの なれば、 其の 同化の 不完全なる 獨り之 を^むべ きに 非ざる なり。 人の 


能くせ ざる 所 も、 神に 於て は 之 を 能く ぜ ざる ことなし。 限り ある 人類に ありて は、 愛の 问化然 かく 

不完全な りと 雖も、 限りなき 神に ありて は、 北ハの 愛の IS 化 また 絶 IS に 達する こと あるべ き^なり。 

齊；^ 聖主 も：！^ と问 化せん こと を 力めて、 糊塗 彌 縫の 痕跡 ある を 免れす。 人^の 敎 育に 於け る 同化 は 

幾分か^ 制 的の 弊を脫 却す る こと 能 はざる もの あり。 其の 子を敎 へ て 愛の 同化 全から ざる を 憂 ふる 

i 慈母の、 いに 非す や。 然れ ども 愛の神 は 此の 同化 を 完全に 遂行せ り。 祌は 眞實に 全く 人となりて 世 

ひと 

に 降れり。 は 神 < ^體 にて 居りし かど も、 .0 ら 其の 神と 匹し く ある 所の こと を棄て 難き こと、 思 は 

1« ひ さま 

す、 反って 己 を^う し、 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり。 旣に 人の 如き 形狀 にて 現れ、 己 を し、 

死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり。 

神 は 唯 だ 人と 同化せ しのみ ならす、 其の 愛の 力に より、 罪 ある 我等と 同化して、 之が ために 苦し 

み、 宛 かも 自ら 罪 を 犯せる もの.^ 如く、 其の 恥と 悲 みと を 身に 食 ひ、 神の りなき 心 を 以て、 人の 

扉 を 傷まれし なり。 是れ 『敬虔の 秘義』 にて、 其の 深さ 高さ 廣さ 長さ 之 を 測り 知る ベから す。 

イン カルネ， -シ ョ ンは 人の 罪に 陷ら ざる も、 其の 靈性 上の 渴望 を充 すに 缺く ベから ざる ものな 

り。 然れ ども 之 を 人類の 罪 惡と對 照し 來れ ば、 其の 關係 更に 痛切なる を覺 ゆ。 祌は 罪惡に 溺れた る 

人類 を 救 はんがた めに、 其の 中に {el りて、 之 を 己に 歸參 せし むる の 道 を 立てたり。 神 は 主耶穌 基督 

： ： »  U-  -  :  -  ^ ) 1 ' -^kk  3  bo  t 、ゥ 1 :nra  CJri こ l&fr?.L  o へ 以下 福 昔 新報 第 百 九十  一 ss  r 基 e のン 

により お 介に して 人の 卵 を 救 はる \ や ？ K の 1 ^ を 左に 略設す _,isn」 と せる 文より 數 節を抄 r* す J 

耶穌滅 次 人 を 失 はれた る ものに 譬 へたり。 蓋し 人墮 落して 祌を 離る」 は 天父に とりて 甚だ 手痛き 

S 等の 信仰  三 0 九 
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；損害 なり。 其の 敷き 去る は 神の 心に 大 いなる 空虚 を 生す。 路加 俾 十五 章の 譬瑜に 見えた る 如く 九十 

九の 羊 ある も 以て 失 ひし I 頭の {4! 位 を充す こと 能 はす。 故に 良き 牧者 は 遠く 山野 を涉獵 り、 辛 ふじ 

て 之 を發兒 し 喜び勇みて 家に 擔げ； I りぬ。 貨幣 一 顆を 失へ る； は尙 ttf れ る九顆 あれ ど、 以て 彼の 一 

顆の 空虚 を 補 ふこと 能 はす、 燈を iii して 之を搜 索せ り。 神の 罪人に 於け る 亦 此の 如し。 其の 亡ぶ る 

は 神の 切に 憾む ところな り。 愛の 精祌 固より 此の 如くなら ざるべ からす。 神の 人 を 愛する は 之 をい 

と 惜しむ ことなり。 いっくし むと はいと をし むの 約 まりた る 語に あらす や。 神 は 人の 亡びん とする 

をい と 切に 惜 まる。 之 を 失へば 大いに 歎き、 復び之 を 得れば 喜ぶ こと 限りなし。 人類の 神に 於け る 

亦大 なりと 云 ふべ し。 朝露の 如き 人の 身斯 かるべし と は 思 ひも かけざる ことにて、 事の 仰山なる に 

驚かざる を 得すと 雖も、 基督 はこの 不 m 心議 なる 事實 の證據 人な り。 神は蕩 子の 歸る を歡迎 せる 父の 

如くなる のみなら す、 迷へ る 羊を搜 索せ る 善き 牧者の 如し。 座ながら にして 待た す、 自ら 進んで 之 

.を 尋ね 來る 、是れ 天父 の 心なり。 祌の 赦罪 は此 の 如く 恩愛 の 情 甚だ 切なる ものな り。 故に 歐 米の 方言 

之を譯 する に當り 、 英. si-i の フ オル ギ ヴ、 拉丁語の コンド ー ノ、 獨逸 語の フ H ルゲ H ベ ン 等 か；； な 代り 

に與へ 若く は 樣牲に 供す るの 義を 含める 語 を W ひたる、 其の 偶然に あらざる を： る。 祌の人 を赦す 

は寶に 之に 代りて 自ら を 與へ、 身 を 以て 犠牲に 供す る ことなり。 祌は言 ふべ からざる 苦痛 を甞 め、 

傷まし き手績 きを 經、 身 を 镇牲に 供して、 人の 爲 めに 赦 罪の 道 を 開きたり。 罪 惡の赦 しの 奥妙、 神 

の 自ら 镇牲 となりし に 至りて 其の 極點に 達す。 


夫れ 卵 Joi- に對 する 神の 反 應之を 其の 怒と ふ。 祌は 人の 惡を 喜ばす、 1\} に 向 ひ て 不快の 念 を懍か 

る。 揮恶の 許しと は 所く の 如き 關 係に 立てる ものが 神に 害ば る、 に^るな り。 隨 落して 祌に 失望 を 

與 へし 人類 役び. ば？！ を せらる、 に 至るな り。 义 神に！ 一:^ 川 せらる、 におるな り。 己 を 愛して 神に 背 

き、 卯.惡を行ひて北ハの^1只任の畏るべきを感ぜす。 罪. 惡の結 を畏 る、 こと ある も、 揮. 1011 ハの もの を 

る、 こ と^し。 義を行 ふ こ とな き の みな らす、 卵： C お を 悔ゅ る こ とすら 全 か らざ るな り。 義を行 ふ 

之 を 義人の 德と謂 ふ。 不義 を 行 ひて、 《"M 悲しむ べきが 如くに 之 を 悲しみ、 恐縮す べきが 如くに 神の 

前に 恐縮す、 是れ 罪人の 迸德 なり。 一 ：：： 一 罪. B を 犯す も、 せめて 此の 罪人の 德 だけにても 之 を 行 ひ 

■ 得な ば、 祌に 喜ばる、 ことならん" 然れど も旣 に 罪. 惡 の 重き を 負 へる のみなら す、 此の 善後 の 處 澄す 

ら之を 施す の 力なし。 如何にして 神に 望 を厲 せらる-こと を 5：: んゃ。 如. 1： にして 神に 信ぜら る、 こ 

と を F むん や。 如 3- にして 隔てな く 神に ま" ばる」 こと を 得ん や。 限りなき 慈愛の 祌に 喜ばれざる とこ 

-ろ あり。 之れ 恐るべき 不快 を與 ふ。 祌の望 を 失 ひ 其の 信 S を 失隱 して、 前途 甚だ 覺束 なし。 斯くて 

せく ひ 

の 前に 立つ。 恐 懷身を $S くと ころ を 知らす" 天 -; 3 问 しと 雖も跟 まり、 宛 も 朝 n に ii 一 さる、 霜の 如く 

唯 だ 消え 行く が 如き 心地な きを 得ん や。 祌の愛 は 人に 向 ひて 溢れん とする 程に 切なり と雖 も、 北ハの 

. 愛 ゃ聖 なる が 故、 罪. B のた め、 即ち 當然な る 吿 白と 悔改 めと に 伴 は れ ざ る 罪悪 のために、 阢て 碍げ ら 

れて、 人に 近づく さ 能 はす。 天 は 光 なれ ど 人の 暗雲 之 を 遮りつ、 あり。 祌の愛 は 洪水の のち ノアが 

北ハの 方舟より 放て る^の 如く、 一  旦 飛び出で たれ ど、 怒濤？ 人畜の 死屍 充ち 一旦り て 荒凉慘 磨の 景 

S 等の 信仰  S 五 一 
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狀、 其の 平和なる K に 憩を與 ふるに 適せす、 止む こと を 得すして その 出で し舊の 窓に 歸れる 如し。 

神の 赦罪の 愛 は 飛び立たん ばかりに 切なり と雖 も、 人の 形狀 今の 卯く ありて は、 とても 其の 慈愛 を 

滿 足せし むる こと 能 はざる なり。 然れど 岩 問 に^ける 一 輪の 薔薇 花 あれば 爲 めに 沙漠の 光景 一 變す 

べし。 基督な きの 世界 は 罪 惡の蹈 み 荒せる 一 大 沙漠な り。 唯一 人の 基督 ありて 能く 神に 從ひ 義を遂 

.げ 道 を 守りて 人 の爲 めに 其の 罪悪の 恐る べき を 痛切に 覺り、 之に 對 する 天父の 聖 なる 反應を 自らの 

身に 感じ、 不思議なる 愛の 同情に よりて 人類の 罪悪 を 己が 責任の 如くに 負擔 し罪惡 ある もの 、當に 

. 履行す ベ き 道義 を 全うし て 神の 前に 之 を 惭愧し 悔恨し 恐縮して 神 の聖 なる 威厳 を 讃美し 其の 意 3 曰 に 

對 して 最も 柔順なる ァ I  メ ンを唱 へたり。 ゲッセ マネ 園の 慟哭、 力 ルバ リイ 丘上の 受難、 一 として 

人の I 非 悪 を 身に 負へ るに あらざる はなし。 『父よ、 彼等 を赦し 給へ。 彼等 は 其の 爲す ところ を 知ら ざ 

るな り』 と 祈られし は、 人類の ために 祌の滿 足すべき 吿白 をな し、 陳謝の 辭を 奉りし ものに あらす 

や" ^督の 降 生 及び 其の 死 は 人 問 世界の 光景 をー變 せり。 信仰に より 之と 聯絡せ る 人類 は此事 ある 

つ ぎき 

がた めに 神の 謝罪の 愛 を 宿す に 足る ものと なりぬ。 悪しき 木 も 善き 葡萄に 接 木 せら るれば、 改善の 

望み.！ 實 にして 其の 現戕 未だ 兌るべき もの 多から すと 雖も、 頓て 基督の 如き 榮 光に 至らん こと を 期 

すべし。 晳き人 基督と 共に 死して 今 は 全く 新しき 生活に 移り， しなり。 罪惡を 重ねた る 我が 力 は 見る 

に 足らす 賴 むに 足らす。 唯 だ 基督 我がう ちに 活く。 基督に 聯り、 之と 結び、 之と 共に 立てば、 神の 

丄 1 にあり て、 心寬く 精祌裕 かにして、 神の 子た る もの k 自由 鄕に 遊ぶ。 凡ん れ罪悪 の赦 しに 非す や。 


神の愛 を 停滯 せしめす、 之に 喜ばれ 之に 滿足 を與へ 之に 望を屬 せられ 之に 信ぜら る 、自由の 子と せ 

られ、 後 如何 来 * た顯れ すと 雖も必 す祌に 似ん こと を 知る はすべ て 罪 惡を赦 されし もの &經驗 なり。 

是れ 罪人 をして 義に 復活ら しむる 福音な り。 

第 四 我等 は聖靈 を 信ず 

祌は物 を經. E し、 言論 文章 を媒 とし、 制度、 禮 典に 依りて 人 を 感化す るの みならす、 直接に 人の 

心に 働く。 此の 信念な くば 宗敎は 成り立つ こと を 得べ からす。 祈禱も 無意義なる Is となる。 天地 

} ^氣 ありと 一一 一一 c ひし も、 此の 消息の 一端 を 傅へ しものに 非す や。 我より 以外に 神 9)^ の存 する ありて、 

窃かに； i けを與 ふと は、 古來 多くの 偉大なる 人物の 感覺せ 1> 所な り。 基督 敎に 至りて 此の 見えざる 

世界より 來る 咸花 最も 著明に 顯は れ 、 聖靈の 能力に 恃む こと 愈々 深くな りぬ 。 

hi> さむる も Q 

耶穌 を 去らん とす る の 前、 其の 弟子 等に 語り て 曰く、 我 名に よりて 父の 遣 は さ ん とする 訓慰師 

すな はち 聖ぬ，^ は、 すべての f 汝 等に 敎へ、 また 我が て 汝 等に 一一 一一 2 ひし こと を 忍 ひ 出さ しむべし。 

我れ 父に 求めん。 父必す 別に 慰む る 者 を 賜 ひて、 限りなく 汝 等と 偕に 在ら しむべし。 眞の翳 これな 

り。 世 は 之 を 知らす、 汝等は 之 を 知る と。 弟子 等 は 今や 其の 友、 其の. M、 北ハの 君と して 之と 共に 出 

人 起居し、 啓發咸 花の 恩 至らざる 所な かりし 耶穌と 相 別れん とす。 彼等 はま さに 孤兒の 如くな らん 

とするな り。 人の 终發は 生ける 心と 相 接する にあり。 然るに 人 の 交通、 誘 被の とても 通す ベから 
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ざる 邊 りに 達する に 及び、 忽ち 木より 落ち L 猿の 如く、 親 を 失 ひし 孤兒の 如く、 相 提携す るの 道 全 

く絕 えて、 心 もとな く、 孤立 獨 行す るに 至る に 至るべき か。 此は 人情の 容易に 然定し 難き 所な り。 

故 は 基督 は 別に 慰む る 者 を 遣らん と 約束せ しなり。 別にと 言へ るに も拘ら す、 彼 は 我 行きて また 汝 

等に 來 らんと 言へ り。 之に 出って 昆れ ば、 聖靈の 來るは 基督の 來る なり。 聖靈 我等の 中に 寓 ると 

は、 即ち 基督 我等のう ちに 寓る なり。 たと ひ 世 は 我 を 見る ことなし とも、 汝等は 我 を 見るべし と。 

然 らば 基督 は 世 を 去り て も 後 も 其の 弟子と 共に 現在す る ものな り。 

聖 鍵の 事に つきて は、 釋き 難き こと 多く、 之に 關 する 問題の 周圍に は、 人智の 達し 難き 秘義 附着 

し 居る を 以て、 今 こ、 に 之 を 詳說 する こと 能 は ざれ ども、 基督が 聖靈の 働に よりて、 我と 偕に 現在 

し、 我が 胸中に マ〃 動し、 凡ての 境遇に 於て 我 を 導き、 我を獎 め、 我 を 助けて、 益々 聖域に 進まし む 

る こと を 意味す るの 一 點に 至りて は、 聖書の 敎へ 甚だ 明白に L て、 基督 敎 徒の 實験 また 之 を^す る 

に 足るべし。 信仰の 生活に は 我なら ざる 一 つの 生ける、； S だ 近く、  175 密接に 現在して、 我 を 誘導 

し 且つ 感化し つ、 ありとの 實験 に 基づき つ 、此の 實驗 と共に 消長す る も のな り。 善 き 夫 は 其の 妻の 一 

人して 開發 L 難き 才能と 精祌と を開發 する を 得せ しむ。 ブラウ-一 ング 夫婦の 如き 是. なり。 f 明 友 

の關 係、 孟母斷 機の 敎へ、 皆な 生ける 心の 相 接する より 來 るの 感化 を 意味す。 基督が 曾て ガリ ラャ 

に 其の 弟子と 共に 住み、 起居 談笑の 間に 之 を薰陶 せし と 同一 なる こと を 今日 も 我等の 胸中に K 行し 

つ、 あると ころの 生ける 心 存在す。 力に 非す、 敎 へに 非す、 文字 制度に 非す、 費に 生ける 祌彼自 


^、 生ける 基 # 彼 自身な り。 我め 此の 意味に 於て 聖-緊 を 信す。 人類の 開發 進歩 は 人格 的關 係より 

來る。 其の、 れ ^ 性の 發も 無論 生ける 心に 淵源す。 ：. め 子と 基 5^ との 關 係の 如き 是れ なり。 唯 だ 共の 始 

め斯 くの 如くなる のみなら す、 共の 終 過、 進行 も然ら ざるべ からす。 其の. 全きに 至る もまた 斯 くの 

如くなる べき^な り。 の 球 花 は 交友 的 啓 發誘掖 の 最大なる ものな り。 バウ a 曰く 汝等此 世に 傚 

ふなかれ。 1； の 全ぐ a つ 善に して 喜ぶべき 旨 を 知らん がた めに、 心 を 代へ て 新たに せよ と。 蓋し 此 

の 世と は 時代の 精祌、 社會の 風潮、 事物の 趨勢 を 意味す る 語に て、 基督 敎徒は 之に 支配 せらる- -を 

快し とせす、 敎會の 中 及び 各個 信徒の 心に 碌礴 たる 聖靈の 感化 啓 迪を檩 準と して、 世に立ち 身を處 

せんと 期す る ものな り。 心 を 化へ て繁 にせよ といへ る は 此の 意味に 外なら す。 人 §1 の 交友、 時代 

の 精神の 外に、 祌の 交友、 聖靈の 感化のう ちょり 活動す る あり。 是れ人 をして 大いに 發蕾與 起せし 

むる 信仰に 非す や。 バウ n また 曰く、 聖 靈みづ から 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 すと。 偕 

にと いへ る 深く 味 ふべき なり。 聖 I おは 基督 信徒の 胸中に 斯 かる 證據を 立つ るの みならす、 また 我等 

の 弱き を 助く。 我 ゆ！！.： a 祈る 可き 所 を 知ら ざれ ども、 聖 靈みづ から 言 ひ 難き 嘆き を 以て 我等の ために 

祈る。 我等 は 信淺く 38 くして、 己の 願 ふべき 所 を も 明かに せす、 また 之 を 言 ひ出づ べき 道 を も 知 

ら ざるな り。 然れ ども 聖靈は 明かに， \ 一 を 知り、 我等の 言 ひ出づ ベ くして 言 ふこと を 知らざる 望みと 

願 ひと を 熟知し、 我等 自身よりも 教 一切に 之 を 求む るな り。 此の 事實を 確信す る 時 は、 神 我等と 偕な 

り、 誰か 我に 敵 せんやとの 精神 £- へんと して 抑へ 難き もの あり、 是れ 世に 勝つ の 力なり。 罪 iiSS 獗 
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を 極め、 人心の 憑み 難き を感 やる 切に して、 吾人 自己に 失？！ W する こと 甚だ 深き 今 3、  IK 地 人生の 极 

本に 此の 一一 目 ひ 難き の 祈り ありと 確信す。 吾人の 志 を 働 まし、 其の 靈 魂に 力 を 添 ふる 之に 過ぐ る もの 

あるべ からす。 聖靈の 友交 を 信じ、 其の {£6 啓發に 依り 頼める 基督 敎： S また 鍵なる 公 同 敎會、 聖 

徒の 交？？ 信す。 聖靈の 友交 以て 人 問の 親しみ を 厚う し、 兄弟 的 結社 を 生み出す。 基督 曰く 二三 人 

集る 所に は 我. も必す 其の 中に ありと。 基督 信徒 は 孤立すべき ものに あらす。 同志 相 提携す るに 非 ざ 

れ ば 受け 難き 祌の 惠み あ る を 記憶す ベ し。 新ら しき 宗派 の 起る に 當り 、 常に 其の 精 祌の活 澄なる を 

見る は、 蓋し 新設の 圑體 友交 親密に して、 戒規 割合に 善く 行 はる k がた めに 非す や。 鬼に 角 聖靈の 

友交 を 本と せる 兄弟 的 結社の 必要なる こと 論 チるを 待た や。 基督 者 は 天ん の 友交 を 全うし、 同心 同 

志の 提携 協力 を 以て 人生の 大目 的を逹 せんと 期す る ものな り。 (一？  sf 九^ ゾ！ ill) 
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露き に 卓上 雜^ に 於て、 0:^っ前號ょりの 『福音 新報』 欄內に 於て 紹介せ る n ボルト ソン • 一 1 コル 

博士の 基 # 論 は、 讀 者の おに 利益 少なから ざり しならん。 余輩 は 更に 基督に 關 する- ズ敎篇 を 草し 

て、 有志の 徒 基齊を 知る の 一助に 供 せんと 欲す。 先づ 其の 品性より 之 を說き 起すべし。 

如何なる 人 にても 四 福 昔 翁の 記事 を 玩味し、 耶穌の 人と 爲りを 研究し、 其 言 說を考 へ、 サ：： 耥祌に 

觸： する 時 は、 其 品性の 高潔 神聖なる を 感じ、 共 道德の 完全なる に 服し、 其 神と 契合し 之と しむ 

の 極めて 切なろ に 驚かざる を 得す。 其 愛の 精細に して 熱 切なる を 見れば、 彼 は實に 天來の 愛、 化 

現して 肉と 爲 りし ものなる を 認識すべし。 其 自ら 人の 僕た るに qHI んじ、 苟 くも 他 を 役す る爲に 非す 

して、 他に 事へ ん爲 に來れ りと 云 ひ、 且つ 其爲 すと ころ 全く 其 一 iE と 狩 合する 所有る を 見れば、 所謂 

謙 適て ふ德義 更に 特殊なる 色彩 を帶 び、 馨香 馥郁 として 世の 傲慢 を 挫き、 主の 精神に 倣 はんと 欲する 

の情禁 する こと 能 は ざら しむ。 彼は赦 罪の 福音 を宣傳 し、 愛 敵の 主義 を唱 へたり。 人の 過 を赦 すの 

道義 は 耶穌の n§ 性に 於て 最も 美しく 實 現せられ たる を 見る。 ュ ー ゴ ー のレ ミゼラブル を讀 みて、 其 

中に 顯れ たる 任俠 慈愛 譲遜赦 罪の 精神 美 は 即ち 美な りと 雖、 其 摸 做せん と 欲する 原品 旣に叫 福 昔 書 

i^i  ！ 1_ 五 七 


基督 論 一 斑  三 五八 

の 中に^す。 而して之を其標本と^1|せる耶5^の品性に比ぶれば、 虎 を 描きて 犬に 類す るの 感 無くん 

ば あらざる なり。 耶穌の 品性 は { 仝 前 絶後な り。 之 を 模範と 爲 して、 中外の 隔て 無く、 之 を 凡ての 世代 

に 及ぼして 悖らす。 基督の 品性 は 人類の 现 想と して 共通 Is 遍 なり。 殊に 其 品性の 神 的に して 聖義な 

る は 最も 吾人の 注 HI すべき 所と す。 蓋し 人的に して 敬すべき 品性 殆ど 稀な り。 祌的 にして 久 くる 所 

無 く 其の 聖義欽 仰に 堪 へざる 者に 至りて は、 世 叉 耶穌に 儔 ふ ベ き 者 有 り と しも 覺 えす。 『愛 の 至れ る 

を 敬と し、 敬の 至れる を齋 とす』。 基督 敎 倫理の 聖義は 物い み 叉い つく を 本義と せる 齋の宇 を 以て 最 

おの プか 

も 近く 之を寫 し 出す を 得べ し。 基督の 品性 は祌 的な り。 之に 接すれば、 .E ら 崇敬の 念 を 生す。 崇敬 

極り て 之に 齋き 事へ 讚 歎禮拜 せんと 欲する の 念 禁ぜす して 生す。 之 を 基督の 聖義 とす。 故に ぺテ 口 

は耶 穌の聖 義に對 して、 恐^ 身 を 置く 所 を 知らす、 主よ 我 を 離れ 去り 給へ、 我 は 罪人 なれば なりと 

云へ り。 英國 の稱史 {\ チン イリ ー は 純然たる 基督 信徒に 非ざる なり。 然れ ども 彼が 著述に て 『H ッケ 

• ホ モ』 と 題せ る基醫 論は識 超邁 にして、 其 分解 批評の 鋭利 精細なる 多く 得=? からすと して 世に 

許さる。 其 中に 左の 二 W あり。 E  く、 ゲ リシ ャ、 。 マの 異教 社會を 兌 渡す に、 其 品性に 架義て ふ 言 

を 冠ら すべき もの 一 兩人 を發兑 する こと 容 =^ の 紫に 非す。 然れ ども 基督 敎を 奉す る 邦 國には 多くの 

不道德 者 有る に拘ら す、 聖義 なる 語 を 以て 之 を 形容して 甚だ 適切な らんと 覺 ゆる 品性 決して 寨々 た 

りと 云 ふべ からす。 吾人が 之に 接して 祌 自身に 觸れ たるが 如く 感 する 人物 は、 基督 敎の行 はるる 寇 

村 僻邑 必す しも 之を發 見し 難き に 非ざる なり。 此の 如く 基督の 品性に 聖義て ふ 特色 有る は、 其 他の 


ものと 異なる 最も 著る しき 點 なりと 云 はざる ベから す。 

某 傅の 祌的 にして^ 義 なる 品性 は、 彼が 道德上 毫も 非難すべき 所 無く、 全く 無罪の 人たり し を： 

なば、 益 意味 明瞭なる を ゆべ し。 

之 を 論す ろに あたり、 豫め 丼お！ n の 無罪て ふ 句の 甚だ 不充分なる を rTii 憶せ ざるべ からす。 蓋し 基督 

は 消極的に 無罪たり しのみ ならす。 精 極 的に 正 善な り。 其 弟子 を 鼓舞す る や、 世の 光、 地の1^^る 

べき を 以てせら る。 決し. て 世の 害 を爲さ る を 以て 滿 足せざる なり。 共 口 を 極めて 非難せ る 不忠の 

僕 は、 、王より せられた る 一千 金 を 濫費した る 悪漢に 非す、 小心 露々 之 を 愀紗に 包みて 隱し 置け 

る g 惰漢 にて ありき。 消極的に 云へば、 此れ 過ち 無しと 雖、 賴 極 的に 進んで 之 を 活用す る こと 無 

く、 返いて 何の 爲す所 も 無 かりし は、 基督の 痛く 非難 せられし 所な り。 共敎 ゆる 所に よれば、 佈か 

に 害 を爲さ ろに 止まる 善 は 罪の 最も 悪しき 種類に 屬す。 1; らさ ビる燈 火、 確と 帶 せざる 腰 は耶穌 

の 最も 悪む 所に て ありき。 彼 は 無 爲话澹 なる 生 を 送ら ざり き。 祌に15^-へ人を益するの勞"1^だ繁くし 

て、 を爲 すに Sigg する 所 無し。 へ ブライ 書に 見 ゆる 如く 基督 は 神の 全家に 忠義 を 致し、 已を 立て 

しものに 忠誡 にして、 子た る もの i 如く 祌の家 を 司り、 少しも 弛み 怠 たれる こと 有る を 示さ f る 

なり。 基督 は 積極的に 正 善の 人な り。 故に 基督 を 無罪な りと 云 ふ は 其 正 善 ー點の 瑕疵 無く、 其架義 

齋き拜 す るに 餘り有 る を 意味す。 語格 は 鬼 も あれ 其 の 內容は 極め て 積極的な りと 知る ベ し。 

一 少年 走り 來り 跪きて 問 ひける は、 善き 師ょ我 限り無き 生命 を 嗣ぐ爲 に 何を爲 すべき か。 耶穌彼 
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に 云 ひける は、 何 ぞ我を $ ^"きと 云 ふや。 一人の 外に 善き もの は 無し、 即ち 神な りと。 或は 此の 應對 

を根據 として 耶穌の 德義尙 ほ 不完全なる 所有り て、 之 を 無罪な りと 見爲 すべ からすと 附會 する もの 

あり。 然れ ども こ は 問答の^ 後 を 察せす、 文章の 脈^? ii 應を 窮めす、 昏 を死讀 せる 皮相の 兑 解の 

み。 彼の 少年 道義の 理想 た髙尙 ならす、 輕々 しく 善 を 以て 人を稱 し、 叉輕々 しく 善 を 以て 自ら 居 

る。 彼 をして 人間の 道義 甚だ 不完全なる を 認識せ しめ、 神の 聖義を 仰ぎ！ て现 想の 念 を 高め、 自ら 

謙り 遜りて 架 域に 進む に勵 ましむ る は、 藎し 之を敎 育す るの 初 門に 非す や。 耶穌は 恰も 左の 如く 1 一一 n 

は， たろ なり。 曰く 少年よ 談何ぞ 其れ 容 なるや、 輕々 しく 與 へらる \ 善て ふ廉惯 なる 美稱は 余の 

害ぶ 所に 非す。 ：：：" つ 此の 膚淺 なる if 想 は汝が 道に 進むべき 大障礙 なり。 人と 人との 關 係に 離齪せ 

す、 高く 目 を 天に 放って！： を よ。 其絕對 なる 善 を禮拜 せば、 汝の 精神に 一生面 を 開き、 心 志を陝 

張し、 理想 を大 にし、 畏れ 肅 みて 聖義の 域に 進む こと を 得べ し。 輕々 しく 善を稱 する もの は 至善に 

到達す る こと 能 はざる なりと。 主 は 少年が 耶穌を 世の 賢者の 如く 見て、 輕々 しく 之 を 善と 稱 したる 

を 斥けられ しなり。 決して 自らの 不完全なる を吿 白せられ たるに 非す。 若し 此の 應對の 皮相に 拘泥 

し、 辭を 以て 意 を 害する が 如き u あらば、 天の 使 を も 凡て 罪 無しと 云 ふ を 得ざる に 至るべし。 耶穌 

の道德 主義 此の 如く 儆格 にして、 其 理想 極めて 高尙 なろ にも 拘ら す、 s ら罪 有る を 感ぜす、 祌の前 

に 陳謝す ベ き 過失 あ るを鱟 えられ ざり し は 其 品性 を判斷 する の 材料と して 甚だ 有力な るを認 む。 

余輩 は 之より 進んで 耶穌の 全く 無罪な りし を說 き、 其 品性の 完全なる を證す ベ し。 


基哲の 品性 完全に して 罪 無き は、 外部より 之 を 験 知 せん さの 容易の 業に 非す。 故に 傍觀 者の 批評 

に 依り、 充分に 之 を證 明して 遣憾 なから しむる 如き は、 盖し 望むべからざる ことなるべし。 然れど 

も 親しく 之 に 接し 日 夜 之と 出入 起居し 、 常 に 其敎を 蒙り そ の 感化 を 受け し 弟子 等の 目に 基督の 品性 

如何に 映 じたる か、 この 耶穌の 罪な きを 論す るに 當 りて 一 の 重大なる 村 料な りと 云 はざる 可ら す" 

彼 や は 主基赞 の 蒸陶に 依り て 其の 理 想 た 高 尙に爲 り 、 善悪の 感覺 最も 鋭敏と なり ぬ 。 彼等 は 基督 

に 依りて 人の 罪 を 知り、 又 己が 罪人た る を It 切に 1? る 事 を 得たり。 而 して 主 耶穌 基督 は 彼等の 目 

に 全く 罪 無き ものと 見られし なり。 ぺ テ 口  E く 彼 罪 を 犯 ざす 又 其 口に 偽り 無 かりき (一! ^ 一口  1)。 パ ゥ 

曰く 祌罪を 知らざる もの を 我等の 代りに 罪人と 爲 せり ®f ま)。 ョ ハネ 曰く 我等の 罪 を 除かん が爲に 

主の 顯れ給 ひし こと は汝 等の 知る ところな り。 彼 又 自ら 罪 無し lifts 一)。 へ ブライ 書の 著者 曰く 彼 は 

凡ての 事に 於て 我等の 如く 誘 はれ たれ ど 罪 を 犯さ f りき (§ の)。 又 曰く 彼は聖 潔くして 悪しき こと 無 

く 断 5! 無くして 罪人に 遠ざかれり 且 天よりも 高し g の 一一)。 使徒 等 は 耶穌を 呼んで 聖者 義人と なせり 

(ffg)。 ステパノ曰く汝等は今其義しき者を解し且之を？权すものとなれり("？8?^)。 ヤコ ブが汝 等 正し 

き 者 を 罪に さだめ 且之 を？ 权 せりと 云へ る は、 まさしく 耶穌の 事 を 指した る ものに 非す や。 ヨハネ 曰 

くサ 右し 人 罪 を 犯さば 我等の 爲 めに 父の 前に 保惠 g あり 即ち 義 なる 耶穌 基督な り (ilff 一)。 

此の 如く 基督に 昵 近した る 者 は 悉く 其 罪 無き を 認めて、 其の 品性の 完全なる に 服したり。 傍觀者 

の 批評 は 耶穌が 自ら 語りし 所に 依て 更に 幾 it" の 勢力 を 加 へられし 如くに 感ぜら る" なり。 使徒 等の 
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見る 所輕ん すべ からす。 然れ ども 耶穌 自身の 意識と 其 言葉との 勢力 威權 あるに は 比すべく も あら 

す。 基督 は 天 を 知り、 人 を 知り、 又已を 知れり。 然るに 彼は汝 等のう ち 誰か 我 を 罪に 定 むる もの あ 

り やと 斷言 せり。 又 曰く 我 を 遣 はし- - もの 我と 共に 在り、 父 は 我 を獨り 置き 給 はす、 そ は 我 常に 彼 

の心に適ふさを行へばなり(|^^^)。 又 曰く 汝等 戒め を 守らば 我 愛に 居らん、 我らの 戒を 守りて 其 愛 

に 居る が 如し (ffis) 。彼 は 神の 前に 於て 其 出處 進退 毫も 間然す る 所 無しと 確信せ り。 曰く、 我汝 

(神 を 云 ふ) の 榮光を 世に 顯は せり、 汝の 我に 委ねし 所の 業 は 我 之 を 成就せ り (ffi)。 人の 心 2 取 も 

誠なる て ふ 臨終の 際 主 は 己が 旣往を 顧みて、 事 終りぬ と 結 叫せ り (fssi 丸)。 こ は 其 天職 を 全く 成就し 

たりとの 意味と 解釋 する の 外 無き なり。  • 

然れど も 余 s は 唯 耶穌が 表 はに 云 はれた る 所の みに 便るべき に 非ざる なり。 彼 は已の 事を漫 りに 

廣吿せ ざれば なり。 彼 は 自ら 之を吿 ぐるよりも、 語らす して 人に 發見 せらる \ 事 を 喜べる もの \ 如 

し。 彼 は 明ら さまに 斷 言す るより は 寧ろ 隱 約の 間に 暗示す る を 好みたり。 彼 は 自ら を 弟子の 前に 實 

現して、 汝等は 我 を 誰と かなす との 疑問 を 之に 投じたり。 故に 其 言說の 間に 之を吿 白す るよりも 其 

れとは 無しに 同 一 の 意義 を 暗示せ る もの 最も 多し。 故に 耶穌が 己れ に 就て 證明 する 所 を 知らん と 欲 

する 者 は、 其 明白なる 言葉 を 以て 考案 を 下す の 材料と なすに 止まらす、 其 暗示す る 所、 其の ほのめ 

かす 所 を も 精細に 研究すべき なり。 

されば 試に 耶穌 らの 意識 如何に 顯 はれた る や を 研究せ よ。 避し 彼 は 神の 榮光を 輝す に 熱中し、 


人 を 愛する の 念 切に して 非常に 謙遜り たる 人に て ありき。 然るに も拘ら す、 彼 は 一回 も 己が 罪 を吿 

白し、 其の 過失 を 認識せ しこと 有る を 見出ださ 1- るな り。 彼 は 人に 敎 へて 天父の 前に 赦罪を 求めし 

めたり。 其 模範的 祈 It として n 授 したる 中には、 罪の 赦しを 求む るの 饰條を も 載せたり。 彼 は 祈の 

人と して 弟子 等の 標準 にて ありき。 然れ ども. E ら 一 回 も 罪を吿 白す るの 模範 を 示さ 5^ りしな り。 

曾って 祌に赦 されん と 欲する もの 宜しく 他人の 罪 を赦 すべし との 道義 を說 明す る や 其 の W 語句 調、 

宛ら 赦罪の 必要 を感 する^の 仲 問より 自身 を 翁け る もの 、如く 見 ゆ。 余 をして 之 を 云 はしめば 我 

等 人の 罪を赦 さすば 云 * と あるべき を、 彼 は汝等 云々 と 云 ふの み (f.^g)。 彼 は 吾人 の 模範に 非す 

や。 然るに 祌の赦 罪 を 求む るに 於て 自ら 模範的に 實踐 躬行す る 所 無 かりし は、 其の 問斷 なく 神の愛 

に 居りて 赦 罪の 必要 を 感ぜ ざり し を 以てに 非す や。 彼 は 人の 罪惡を 論じて、 汝等 ぬしき 者ながら 

(f.ff) と 云 ひし も、 未だ 嘗て 我等 惡 しきもの ながらと は 云 はれし 事無し。 か& る事實 を推究 する 

時 は 罪 無しと 明白に 斷霄 したる に 非ざる も、 其の 如何なる 意味 を 暗示せ る ものなる かの 一 點に 至り 

て は、 甚だ 明瞭なる 心地す。 

ボル テ ー ル は罪惡 てふ觀 念に 乏しく、 其感覺 極めて 連 鈍な りしと 一； ム. ふ。 こはジ ヨン • モル レイが 

證霄 する 所な り。 世の Ic と 呼ばる、 人に して、 罪 惡に關 する 感覺 殆ど 眠れる に は 非す やと 疑 はる 

る W 少から す。 コンコルドの 聖人と 稱 せらる、 ェ モル ソンの 如き も 其 一人に て ありき。 此の 如き 種 

類の 人に して 己の 罪を感 する 事 無き も 以て 其の 無罪た るを證 する に 足らざる なり。 然れ ども 耶穌は 
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然ら す。 罪悪 は 其の 啓發 せる により、 痛切に 感ぜら る、 事と はなり ぬ、 罪惡は 彼が 極めて 恐る」 所 

の ものな り。 右の 手 若し 罪 を 犯さし めば 之 を 切て 棄て よと は 耶稣の 言に 非す や。 彼 は 此の 如くに 甚 

しく 罪 惡を惡 みたり。 之 を 要するに 基督 は 罪 惡に對 して、 最も 敏捷なる 良心 を 有せり。 彼 は 人 をし 

て 罪 を 感ぜし め、 泣 血悲慟 して 赦罪を 求む るの 念禁 する 事 能 は ざら しめたり。 然れ ども 自ら は 一句 

も赦 罪の 祈り を爲 さす。 ぺ テロ も バウ a も S 非に 泣きたり。 耶穌は 人類の 爲に 泣く のみ、 己の 罪の 爲 

に は 泣かざる なり。 彼 は 實 に 罪 無き 人に 非す や。 

加 之、 キリス トは人 の 罪を赦 したり。 シ モ ン の 家に 在りし 時、 罪 ある 女人り 來 りて 其の 足に 香油 

を 塗れり。 即ち 之に 謂て 曰く、 汝 の罪赦 されたり と。 曾て 力べ ナウ ンに 到りし 時、 人々 重き 病に 罹 

れる者 を 舁き來 る、 ィ H ス心安 かれ 汝の 罪赦 されたり と S へり。 文章の 前後 照應 すると ころ を る 

に、 彼れ は 此の 二人に 對 して 自 から 赦 S 非の 宜吿を 下せし なり。 

蓋し ィ H スは其 の 死す る を 以て 赦 罪の 爲 めに する 犠牲に 比した るな り。 此の 一 事 以て 彼が 胸中 罪 

悪の 存 する を少 しも 感 ぜざ りし を 見る に 足るべし。 世の 爲め に 赦罪 の 祭 を爲せ る 者は自 から 罪な し 

と 確信した りと 見做さる、 を 得べ し。 彼 は 又 人 若し 渴 かば 我に 來 りて 飲むべし と 云 ひ、 凡て 疲れた 

る 者 又 重き を 負へ る 者 我に 來る べし、 必す 之れ に 安き を與 へんと 公言せ り。 其の 意に 曰く 天下 悉く 

醉 ひて ィ H ス ひとり 醒めたり、 人 皆な 悉く 苦しむ、 イエ ス獨り 之 を 救 ふの 力 を 有す。 天下 は 悉く 亡 

羊に 異なら や、 イエス 獨り 善なる 牧羊者な り。 人生 病 あらざる ものな し、 イエス は 獨り醫 を 以て 任 


す、 世人 悉く 有罪な り、 ィ H ス獨 り- \1 を喷 ふこと を^べし、 滔々 たる 天下 悉く 物 化せられん とす、 

イエ ス 之 を 救 ふて 9? 性の 高所に 向 はしむ べしと。 此の 如く自 から 確信して 靜 かに斷 言し 得る ところ 

の もの は 道義 上 其の 完全なる を 表白し、 神に 對し 且つ 人に 對 して 其の 品性 毫も W 然 すると ころな き 

を 示せるな り。 

此 の諸點 を^ 合せば イエ スの 罪な くして 其の 品性の 完全なる こと 得て 疑 ふ 可から す、 イエスの 

品性 完全な りと せば、 余 華 は 之れ に 依りて 左の 數項 を舉び 得べき なり。 

一 人の 性 善に して 其の惡 は僞 なり。 罪惡は 人性の 眞 面目に あらす、 悪 必す しも 避くべからざる 

ものに あらす。 吾人 は 祌の祐 助に 依りて 罪な き 完全の 域に 達する こと を 得べ し。 一人の 義人 イエス 

あり たれば こそ- M 收 せる 世界に 於て すら 能く 之 を 確信す る こと を 得る なれ。 聖 #1 に 云へ る 如く、 天 

下に 義， < ^なしとの 一. ほィ H スをも 併せ 指した る ものと せば、 罪悪 は 人類の 必然 免 かれが たきと ころ 

なりと 一一 一一：： ふ も、 之 を 打消す こと 能 はざる べし。 

一 一 恶督敎 を 僧す ると 稱し、 或は 黉 成す と稱 へて 凡ての 奇蹟 を 排斥し、 超自然的 分子 を 忌避す る 

輩 は爱に 至り 恰 かも 子 子 を 漉して 駱駝 を 呑む 者に 異ならす。 彼 g ふ は キリス 卜 の 無 si!; て ふ道德 界の奇 

蹟を 否む HJ 能 はす。 此の 最も 巨大なる 奇蹟 を 是認しながら 之 を 物質 界に担 絶 せんとす、 矛质 も亦甚 

しからす や。 惟 ふに 無罪に して 完全な る キリストの 耳 に は 物質 界 に 跨りた る 奇踵異 能の 存す ベ き HJ 

.RI 然 の 順序な りと 云 はざる ベから す、 此 人に して 此事 なくば 是れ却 て 解す ベ からざる 現象に 非す や 。 
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故に キリストの 品性より すれば、 新約 全書の 奇蹟 大體に 於て 其の 基礎の 堅固なる を認 むべき なり。 

三 此點 より 更に 一 步を 進めて キリス ト の 意識と 宣言と に 依り 其の 神た る を 認識す るに 至らば 此 

に 始めて 祌の 愛た る を 知る ぶー 明瞭なる を 得べ し。 何と なれば キリスト 若し 單に 人な りしと すれば 基 

督は祌 の 殊更に 迭 成せる ものに て、 全能力 を顯彰 する 奇蹟と は 云 ふべき も、 未だ 以て 愛の 奇蹟な り 

と斷ー 百す る を 許さ るべ し。 何と なれば 其の 謙遜、 及び 其の 犧牲 的行爲 など は イエスの ものにして 

神の ものに あら ざれば なり。 神の 勢力 は 明かに 顯 はれたり と雖 も、 其の 愛 は 充分に 之 を 解す ベから 

ざるな.^^。 キリストの 品性 を 論じて 之 を 人と して 休む か、 神と する までに 進みて 禮拜 する か、 是れ 

大 なる 問題な り。 其の 決定 如何に 依りて 吾人 は 勢力の 奇鎮に 恐縮す るか、 愛の 奇蹟に 感泣す るかの 

運命 を定 むる こと、 なるな り。 何れにしても 奇蹟の 存在 を沒 する こと 能 はざる べし。 然れ ども 勢力 

に 屈する と 愛に 安ん すると 其 差違 甚 しと 云 はざる ベから す、 キリストの 神性 を 拒 結す る 諸 論 は 皆な 

通常 の 人類と 奇續と を 配合 せし むる の 必要に 惱ま さる、 のみ か、 單 に 勢力 のみの 奇蹟 を 辯 護す る の 

窮境に 沈まざる を 得ざる べし。 

四 其 品性に 於て 完全なる キリスト は 救 主として 完全な りと 信ぜら るべ し。. 余輩 は 完全なる 救 主 

を 得て 之れ に 一身 を委 托する を 得た る を 喜ぶ。 

以上 說く ところに 依りて キリストり 無罪なる こと は 略 ぼ 之 を 明かに する こと を 得たり。 更に 他の 

方面に 向 ひて 管轉 す. へし- (sa 者 註、 35』 おなし)  (一九 01 年 七？ 一 S 曰 新報) 


プ 口 テスタ ント 改革の 根本主義 

旅行 中ルゥ テルの 三大文 草と 稱 せらる & もの を 讀んで 大いに 稗 益 を 得た。 獨 逸文の は 『宗教改革 

三大文^=:::に 英譯の は 『ル ウテ ル の重耍 著述』 として 世に 行 はれて 居る。 プ 。テス タン ト 改革の 根本 

主義と 云っても 北ハの 何分 を 擧げて 簡單に 話す に 過ぎぬ から、 全幅に  一 H 一り 得ぬ 5 は諒 とせられたい。 

プ a テ ス トと云 ふと哈 -啤^ で 抗議 を 申込む MJ の やうに 思 はれる、 此の 言の 使 ひかた を 調べ ると 屡 

ば然 うで ある。 何か^iはに滿たぬことがぁるので之に抗議を申込むと云ふ消極的、 反動的な ところが 

ある。 然し 眞を 申せば 然ぅ 云ふ喧 腰の もので はない。 勿論 ルゥ テルな どの 起った ときには 抗議す 

ベく 駁ム 1 すべき 事柄が 多かった には逮 ひない。 然し センチ ユリ ィ • ヂ クシ ョナ リイ を 見れば、 プロ 

テストと は 人の 前に 公然 立證 する の 意で ある。 また ヂョ ンソ ンの 說に從 へば 決議 や、 事實 や、 意見 

ひ リくリ かへ 

など を假 かに 直 貢す るの 謂で ある。 今 ある もの を 打ち 壞し顯 覆す 、喧嘩腰の ことと ふて はならぬ。 

ルゥ テルが 意 を發 表した ときには、 寧ろ 反對 者から 猛烈なる 攻擊を 受けた ので ある。 此ん な有樣 

であるから 消極的に 反抗した と 云 ふよりも、 積極的に 其の 立場 を 明に し、 證 明した ので ある。 

千 五 百 二十 一年に かれた ウォルムスの 會議 で、 ルゥ テル は羅馬 法皇の 咎め を 受けて 居る。 其の 
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敎 へて 居る ところ を壓 へ つけねば ならぬ と 云 ふこと になった。 然し 其の 頃 政府の 方に は 色々 な 事情 

があって、 思 ふやう に往 かなかった。 ルゥ テルに 加擔 する 諸侯が 之 を 維持して 居た。 千 五 ぼ 二十 六 

年 スパイ ヱ ルの 會議に 於て 獨逸 皇帝 は 國内 が 四分五裂して 居て は 困る から 是非 之 を 統一 せねば なら 

ぬと 云 ふ 詔を發 した。 然し 皇帝と f 維 馬 法皇との 間に 行き 違 ひがあって、 其のと きは實 行す る ことが 

出來 なかった。 そこで 獨 逸の 諸侯 は 或る 會議を 開いて 協議 を 遂げたい、 其れまで は 地方/ \ で 各々 

自ら 善しと する 所に 從ひ 勝手に 處分 する に 任せる とい ふ MJ に爲 つた。 千 五 百 一 ；十丸 年スパ ィ エルで 

再び 會議が 開かれた が、 其のと き は 雲行きが 甚だ 惡く なった。 獨逸 皇帝と 『維 馬 法皇との 間に 折 合が 

着き かけて、 新敎を 撲滅せ ねばなら ぬと 云 ふこと になった。 此に 於て 新教の 諸侯 は 神の 名に 係り、 

人の 靈の 救に 關 する 事柄に ついては、 法律 を 以て 壓へ つくべき もので ない、 良心の 自由 を 重んぜね 

ばなら ぬと 云 ふ 趣意の 决議 をして、 之に 對抗 したので ある。 

信仰 及び 良心の 自由 を 貴び、 靈 Q 救、 祌と 人との 關 係に ついては、 何の 方面から でも 我儘な 干渉 

を受 くべき でない と 云 ふの が、 プロテスタント 主義の 立場で ある。 今日 我々 日本で 基督 敎を學 び、 

-之を 信仰して 自ら も 救 はれ、 又 他人 を も 救 はんとして 居る。 隨て國 家との 關係も 起って 來る。 我々 

は 少数者で あるから 多數 者との 關係も あり、 又 官府と 敎會 との 衝突 を來す 場合がない とも 限らぬ。 

近頃 我 國には 自由と か權 利と か 云 ふ 思想が 鈍れて 居る。 然し 基督 者の 間に 於て は 自由と 云 ふ 思想 を 

明に し、 根氣 好く 之 を 主張せ ねば、 信仰に 害が あるの みならす、 國の爲 めに もなら ぬ。 我々 神學を 


研究し、 實際体 近に 從 i いいして、 公け の 仕事 を せんとす るに 當り、 此の 改革の 精神 を 大いに 研究し、 

人の 横 利、 信仰の 自出を 維持す る爲 めに 努力せ ねばならぬ。 

千 五 百 三十 年ォ ゥグス ボルダの 會議に 於て 新教の 側から 信仰の 吿白 を發 表した。 之 を 33- れば 其の 

主張が 明. E に 現 はれて 35 る。 今夜 は 之に ついて 逐一 論評す る 隙がない。 是れは 恰も 滋養物 を 藥劑に 

したやうな 姿で ある。 牛肉と か 野菜と か を 料理した 方が 甘く も あり、 爲め にもなる。 之と！： じく 信仰 

^吿. n: よりも、 ルゥ テル や カル ビンの 生涯に ついて 研究した 方が 面白く も あり 爲め にもなる。 ^し 

便. N の 爲め先 づ比吿 白に ついて I 一三 を 語らう。 其れ を 見る と 先づプ 。テスタ ント 信仰の-膝 史的 信仰 

と Is- じき ものである こと を 說き、 忠寘に 一一 力 ャ信條 に 同意す る ものであると 叙して ある。 而 して 其 

の 信仰告白の 第 一 項 は 罪悪の ことで ある。 主として 原罪のと が說 いて ある。 プ。 テス タン ト 基督 敎 

は 罪惡 に 就て の 深 酷なる. ま驗か ら 起った ものである。 ルゥ テル は 精 祌問题 について 大 いなる 煩悶 を 

なし、 l?f!| 惑と 銜 11 したり、 瞑想 や 祈禱に 血の 出る やうな 苦心 をしたり した 後に 信仰に 達した もので 

ある。 詩 第五 十 一 篇に、 『視ょ 我 邪曲の なかに 生れ、 罪に ありて 我が 母 我 を はらみた りき』 と ある 如 

く、 彼等 は 罪. sg^ が 現 はれた る ものの みならす、 深く 泌み 一旦って 實に 根深い もの、 極めて 執念く、 甚 

だ 强 いもので、 精神 上の 痼疾に なって 居る と考 へた" 中 世紀の 基督 敎會は ペラ ギ ウス 說の弊 を 

受けて 居た。 即ち 人の 性 は 原と 善で ある、 勉强 して 進めば、 祌の靈 の 力に よって 善くなる と考 へ、 

^神 上の 有様 を樂觀 して 居た。 人の 靈は极 底から 腐れて 居る。 病膏 有に 入った ものと は考 へな かつ 
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た。 それで 功德、 修行、 修道院な どで 彌鏠 しょうとして 居た ので ある。 - 然るに 段々 世を經 るに 從ひ、 

断の 如く 樂に考 ふる 譯に往 かす、 愈よ 難 かしくな つて 來た。 人の 努力 を 重ねた 結 ra^、 欧羅巴 は道德 

上の 身代限り をす る やうに なった。 そこで ルゥ テルの 如き 眞 面目な 人た ち は 自ら 苦心した 結 ra^、 人 

の 露の 奥深い 所に 病の 蟠 つて 居て、 之 あるが 爲 めに 神 を 信す る KJ が 出来す、 情 愁が蔓 つて 居る。 到 

底 生れながら のま、 では 醜き 情慾に 驅 られ、 水の 卑 きに 流る \ 如く 惡の 方に 傾く を 免れす。 して 

昨日 今日の 話しで なく、 其の. S つて 來る 所の 深さ を 痛切に 感じた ので ある r> 人の 心に は 『神 を 畏敬 

信顿 する の 念な く.、 汚れた る 情慾が 之 を 支配して 居る』 こと を 認めた ので ある。 

其の 次ぎに 如何にせば 救 はるべき かが 說 いて ある。 是れは 此の 信仰の 吿白 を讀ん でも 解る が、 殊 

にルゥ テル は 如何なる 順序に. 山って 救 を 見る に 至つ たかを 其の 傳 記に 於て、 また 彼が 心血 を 注いだ 

燃える やうな 文字、 讀む者 をし て靈の 躍り 起つ を禁す る こと 能 は ざら しむる 文擧、 共 に 喜び 共 に 泣 

かざる を 得ぬ やうな 其の 著書 を讀 めば 最も 明かに 解る。 其の 著書 は 『基督 者の 自由』 と 題して、 法 

皇 レオ 第 十 世への 上書で ある。 短い ものであるが： H ハの心 持が 好く 表 はれて 居る。 即ち 信 &に. S つて 

義 とせられ、 基督に 由って 赦罪を 得、 淸く なり 了せ た 後 を 待た す、 信仰に 山って 救 はれる と 云ふ實 

に 喜ばしき 信仰が 文字の 11 に 躍如と して 動いて 居る。 羅馬 書お 八 章に、 『耶穌 基督に 在る もの は 罪せ 

らる、 HJ なし、 そ は 活す靈 の 法 は耶穌 基督に. H りて 罪と 死の 法より 我を釋 せば なり …… 凡そ 神の 靈 

に 導かる、 者は是 即ち 神の 子な り。 汝らが 受けし 露 は 奴た る 者の 如く 復び權 を 懐く 靈 にあら す、 ァ 


バ 父よ とよぶ 子た る^の 驟 なり。 聖菊 自ら 我らの (おと 偕に 我らが 神の 子た るを證 す』 と ある やうな 

:^|快な心持になれると說ぃて2^5る。 蓋し 赦 罪に は 二つの 151： 刖が ある。 ：は實 質的、 即ち罰とか苦^1 

とか を ％ ぜられ る ことで、 他 は 人格 的、 即ち 人格と 人格との 關 係に 於て 赦 されて 其の 11 柄の 融和す 

る ことで ある。 ルゥ テルが 熱心に 唱道した 赦 罪は實 質的の こと 即ち £,!^ を 免れ、 禍を 除かれる と 一. ムふ 

>ぉ 味で なく、 寧ろ 神に 容れら るて ふ 人格 的の 意味であった。 神と 我との 關 係であった。 ルゥ テル は 

『若し 神より §1 が赦 されたならば、 地 51 に 在っても 天に 在る やうな 心地すべく、 之に 反して 神より 

卵が 赦 されないならば、： 太に 在っても 地獄に 在る やうな 心地すべき である』 と 云って 居る。 不品行な 

結 として $K 乏 になったり、 色々 な 苦疝が 依然 つて 居る。 如何に 罪の 報いに 苦しんで 居ても、 祌 

と 親しくな り、 北ハの 柄が 好ぐ 調 ふに 至-つたならば、 天に 在る が 如き 祝 幅 を 15- るで あらう。 斯の 

如き 赦罪は Isf ぽ 的で なく、 祌と 人との 關係 である。 罪悪と 激しく 戰ひ、 煩悶 を 重ぬ る 場合で も、 尙 

とこし へ 

ほ 自ら 神に 愛せられ、 祌は 我が 力、 我 を. 喷ふ もので、 申命記 第三 十三 章 二十 七 節に ある 如く 『永么 

す みか 

に 在す 神 は 住所な り、 下に は 永遠の 腕 あり』 との 確信が あるならば、 如何に 愉快で あらう か-" 此の 

や うな 深い 確信がなければ、 精神 上の 健全 の 進歩 は 出來ぬ ので ある。 

然 らば 何う すれば 此の 境涯に 達せられ るか。 前に 紹介した 書に は 此の 點 が 詳しく あら は れて居 

る- 祌の 首、 惠み 深い 約束、 光、 生命、 榮光、 平和、 歡喜、 智慧、 恩 龍の 御言が、 我々 の 藤に 徹す 

る やうに gg える。 首 は 肉に 於て 現 はれた。 其の 光榮を 見る に 神の 獨 子に 途 ひない。 其の 苦痛 を受 
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け、 死して 復活し、 15- に彌 高き 光榮に 上り、 今 現に 君臨した まふ。 此ぅ云 ふやうな 幅 音、 神の 言、 

惠 深き 思 召 を 直ちに 受け 容れ るの が 即ち 信仰 である。 信仰 と は 神の 言 に對 する 人間の 態度で ある。 

人偏に 言の 字義 通りで ある。 斯る 信仰 を 有すれば、 罪を赦 されて 義 とせられる。 此の 逯を ルゥ テル 

は 自分 の 經驗か ら說 いて 居る。 是れは 洗 禮ゃ聖 晚餐 を說く ところに も關 係が ある。 

基督に 由って 救 はれる に 二つの 見解が ある" 一は 道德的 感化で、 基督の 德が 人の 心に 泌み 込み、 

注射せられ、 其の 感化に 由って 善く なれば 救 はれる と 云 ふので ある。 他 は 我々 が 基督の 德の 感化で 

善くな りつ ^ ある は事實 である、 然し 其の 以前に 已に 基督のお 蔭で 赦 される ので ある。 注射 を 受け 

かレ プ 

てから 赦 される のでな く、 基督の 死と 德 とが 人に 歸 して 救 はれる ので ある。 其の 德が 人に 嫁 けらる 

るので ある。 英語で 云へば 一は infusion で、 他 は implltaticll である。 救 ひ は 己れ に 由る か、 

基督に 由る かと 云 ふの が、 此 二つの 見解の 別る \ と ころで ある。 日本の 社會 組織 ゃ在來 の宗敎 など 

を 研究 すれば、 基督の 德が 人に 歸 するとい ふ 意味が 了解せられ 得る と 思 ふ。 多くの 人 は 或 一派の 西 

洋 思想に 感染れ て 之 を 嫌がる やうで あるが、 日本で はもつ と 此點が 良く 解る であらう。 否な もっと 

良く 解ら さねば ならぬ と 思 ふ。 吾人が 己れ の 努力に よって 救 はれる と考 ふるの 弊 は、 仲保者の 債 値 

を輕 くし、 人の 心に 蠆れる 罪惡の 如何に 重大なる か を 忘れ勝ち にし 易き 氣味 があって、 自然 慰藉の 

水源 を 洞ら し、 絡 間な く 疑惑に 沈みて 其れより 脫却 する ことが 難 かしい。 基督 者が 雄々 しい、 快活 

な、 喜びに 滿 ちた、 子が 親に 對 する やうな 心 持 を 有する に 至る に は、 何う しても ルゥ テルの 如く 基 


こ 由り て義 とせら：： i、 罪を赦 される …を 信仰せ ねばならぬ。 ^_1^し我々が基督の救をルゥテルの如 

なつと 

くに 解し、 彼と 同じ もの を 有し、 彼が 常に 好んで W ゐた實 例 を 以てすれば 妻が 良人に 嫁ぐ が 如く 基 

督に び 着き、 彼と 我と がー 體に なると 云ふ關 係を實 現し、 先づ義 しい ものと なって 而 して 後に 罪 

を欧 される のでな く、 基督の 喷 によって 義 とせられ 罪を赦 される と 信じて、 基督に 信頼す る 者と な 

るなら ば 『凡ての 罪より 自^にせられ、 死 を 恐れす、 地獄の 氣遣 ひなく、 基督の 永遠の 義、 生命、 

及び 救 を賦與 せらる る』 に 至る。 基督 者の 信仰 斯の 如き 狀 態に 進んだ とき、 或 ひ は 憂の 增し 苦痛の 

加 はる 場 八：； 必らす 無い にも 限らぬ。 基督 も 十字架に 懸けられ、 弟子た ち も 苦痛 を 受けた ことで ある 

から、 お 子 は 其の 師に 優らす で、 我々 も 苦痛 を 嘗める こと を！ 5- れ ないで あらう。 然し 眞の 基督 者 は 

斯の 如き 境遇に 於ても 歡喜を 失 はす、 平和 を 維持す る ことが 出来る。 是れ實 に 『敵中に ありて、 之 

を 支配す る 的 勢力で ある。 艱難の うちにあって 斯の 如くなる を 得る は、 是れ 弱に 於て 强く せられ 

る 力で ある。 我 は 萬 物を鞾 じて 悉く 我が 救に 益 あらしむ る ことが 出来る。 十字架す らも、 また 死と 

雖も、 悉く 我に 事へ、 吾が 救の ために 協力すべく 餘儀 なくせら る \ ものである" 是れ實 に 尊く 優れ 

た 尊贵、 神聖に して 全能なる 統治 植、 實に靈 的の 帝 S 主義で ある』 。ルゥ テル は斯く 云って 居る" 是れ 

は バウ n が 『凡ての 事 は祌の 旨に 依りて 召 かれた る祌を 愛する 者の 爲 めに 悉く 働きて 益 をな す を 我 

らは 知れり』 と 云 ひ、 また 『或は バウ。、 或は アポ。、 或は ケパ、 或は 世界、 或は 生、 或は 死、 或 

は 今の もの、 或は 後の もの、 是れ みな 汝ら の屬 なり、 汝らは 基督の もの、 基督 は 神の 馬な り』 と 云った 
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ひろ  ゆたか 

信仰の 經 験と 一 致して 居る。 實に心 寛く、 體胖 なりと 云 ふべき である。 程 明 道の 秋日 呤に 曰く、 

^來無 察 不從容  睡 覺ぉ膀 日已杠 

萬 物 觀 iw:n 得  四時 佳 與與人 同 

通 犬 地お 形 外  思 入 風 J 一- 變態中 

富^ 不淫 賤樂  男 兒到此 是豪雄 

此の 詩 は 汎神說 的の 趣味 あり、 禪宗 、く 餘り强 がり を 云った やうに も 感ぜられて 幾分の 嫌味 を 免 

れぬ。 ル ウテ ル などに 至る と 天眞爛 還で 美しく 誠 實に活 々として 其の 心 持ちが 如何にも 溫か であ 

る。 現今 日本の 基督 敎には 此の 逢の 意氣が 沮喪して 居り はすまい か。 信仰に よりて 堂々 王者の 氣風 

を 具へ、 快活なる、 寄び に滿 ち、 剛邁 不撓、 何も彼も 我が 僕な りと 云 ふやうな 意氣が もっと 振 はね 

ばなら ぬ。 …… 日本の 膀史 も、 習惯も 皆な 我が もの だと 云 ふに 至らねば ならぬ。 

彼 はまた 『基督 敎は 諸々 のうちに て 最も 自由なる 君主に して 何ものに も從 はす、 IR せぬ。 然し 

基督 者 は 諸々 のうちに て 最も 忠義なる 僕に して 凡ての 者に 從ふ』 と 云うて 居る。 信仰 ある もの は自 

由な 君主で 何ものに も 屈せぬ ものである。 此所に 信仰の 秘密が；；^ する。 我々 はもつ と 根本に 立ち返 

つて、 神の 救の 意義に も、 神學の 思想に も、 RJ 常 生活に も、 もっと 此ぅ云 ふ 精神 を 立派に 表 はさね 

ばなら ぬ。 然し 基督 者 は 自由な、 王者の 如き ものであると 同時に、 誰に でも 從ひ、 凡ての 者に 事 ふ 

る ものである。 基督 敎道德 を 二 大綱 目に 分てば、 神 を 愛し、 自己の 如く 隣 を 愛する …になる。 神と 


我との ii 柄が M 滿 になり、 家庭 副 の 心 持に なって、 而 して 後に 博く 衆 を 愛す。 共 土管 を 信じて 萬 物 

の 君主と なり、 而 して 後に 同胞の 僕になる。 此れが ルゥ テルの 主張で ある。 前者の 經験 なくして 廣 

く 衆 を 愛する 5 は 出来ぬ。 博愛 衆に 及ぼさん とすれば、 先づ IS  I の點 を確資 にし、 喷ひ、 赦罪 等の 

道 现を詐 かにし、 精神 上の 自由 を 得ね ぱ ならぬ。 是れが 91  的 生命の 順序で ある。 

ル ゥ テルの i? へた もの は 此の 外豫定 のさ、 人 皆な 祭司た る 5 など プ 口 テスタ ント 基督教の 主張に 

して 紹介すべき 多くの 問題が あるが、 之 を說く 隙がない。 

聖禮 典に 關 する ル ウテ ル の考 のうちに は Coiisiibstantiation の 如き 勿論 感服の 出來 かねる もの 

も あるが、 また 新しい 考 へを與 へる もの も 少なくない。 此の 敎會に 於ても 聖禮典 を 行 ふ 毎に 此の 意 

味に 於て 以前より は 祝 幅 を 受けて 居る。 無敎 會を唱 へたり、 洗禮ゃ 晚餐を 無；^ する こと は、 信仰の 

大辔 である。 前に 云へ る 如く 信仰と は 神の 言 を 信す る ことで ある。 而 して 架 禮典は 共の 適切なる 實 

例で ある。 それで 晚经の 如き も 兄弟 姉妹が 心 を 交す もので 人の 努力 を 意味し、 人の 方から 祌を譜 

美し、 之に 感謝す る ものとの み考 へて はならぬ。 之 を 人の 仕事と 見る よりも 先き に 神の 仕事と 見る 

方に 重き を 置かねば ならぬ。 即ち g 一 一 一 晩餐 は 神の 行 はれる もの、 神の 思 召に 出る ものである 。基督 が 是 

れ 我が 肉な り、 我が 血な りと 云 はれた 通りに 信す るので ある。 瑞 *€! の 改革者 ッ イング リイな ど は餘り 

に 《£ 識的 で 神秘的 の 趣味 乏しく、 聖晚 餐に對 して も 人間 同志 の 間 冗 に 信仰 を 獎勵し 合 ふ 意味に 過ぎ 

ぬ 位に 考 へたら しい。 ルゥ テル は餘程 之と 其の 趣 を 異にし、 洗禮の 水の 如き も 神の 一一 一一 E を體 現し、 其 

プロテスタント 改 1* の 担 本 主義  三 七 五 


プロテスタント 改革の 接 本 主義  三 七 六 

の 基督の 名 を 以て 人に 傳 へらる \爲 めに 力が あると 云って 居る。 洗禮も 晚餐も 皆な 基督から 個人 こ 

げんしつ  し レん 

對 して 直接に 與 へられる 言質で ある、 使 信で ある。 神が 親しく 自ら 人に 語り、 人に 與 へる もので あ 

る。 人 は ロハ だ 感謝と 信仰と を 以て 之 を 受け 容れ る。 聖 晩餐の 二 品 を 分配せられ る，， に當 り、 基督の 

體が 我々 に與 へられ、 其の 血が 我々 の爲 めに 流された ことの 撸保は 彼 自身に よりて 裔 さる，， ので あ 

る。 基督 者 は 感謝し、 信仰して 其の 擔保を 受け、 之に 封す る 報恩の 念 を 以て 全 霞 全身 を獻げ る、 聖 

禮典は 神の 赦 罪の 徵 験に して、 我々 が單に 相互 間に 用 ゆる 記號 ではない と 云って 居る。 之 を 要する 

に、 ルゥ テル は 聖禮典 を 以て 先づ 神の ェ となし、 而 して 後に 人の ェ とする ので ある。 今日の 敎會に 

於て 動もすれば 聖禮典 を 有 つても 無くて も かま はぬ ものの やうに 考 へ る 者 も あるが、 是れは ル ウテ 

ルの やうな 信仰な く、 正しい 解釋 がない からで ある。 人が 神に 申し上げる ことと 田 ：3 ふからで ある。 

わざ 

若し 之 を 神の 恩寵 を 表 はす ェと考 へ、 感謝して 之 を 受ける とき は、 確かに 此の 禮典は 生きて 來る P 

■  (東京 神 舉 社 卒業式？ I 演) 

(I 九  一 二 年 六 一お 音 新報) 


我らの 歸 丁王義 

外 國宜敎 使パゥ a  、 ァ テンスの K に對 ひ、 我 汝らが 識らで 拜む祌 のこと を 語るな りと 云った。 即 

ち 所 識られ ざる 祌 であろ。 。ハウ a の 傅 道 はァテ ン ス 人の 未だ 識ら ざれ ども、 心中 何事 か 止み難き 

もの ありし が、 ^然拜 みつ、 あつたと ころの 祌を 明かに し、 之 を i 堪 きて、 徹底せ しむる を 以て 其の 

目的と した。 ^日の 影に 昨夜の 草： の 消え 失すろ 如く、 パゥロ の^^^くところを！^らズ、 今までの pll- 

まつり  nl 

も 祭祀 も、 ぉツと 化すろ ので あるが、 兩 者の 闘 係 は、 ホ-が 我れ 律法 を 亡す ために 來ら す、 之 を 成就す 

るな りと 仰せられ たるに 一 致す。 基督 敎は從 来の 諸 宗敎に 現 はれて 居る ところの 切なる 耍 求を充 

たし、 之 を 補足し、 徹』 おし、 全うして、 資 現せし むる ものである。 言 はば 基督 敎 前の、 又 其れ 以外 

の fffl 示 敎は幾 久しき krl と 見る こと を 得る。 耶穌の 出 でられた る は 之に 對 する 很5 驗 である。 

神の M 念 は基哲 により 初めて 完全に なった。 加持 祈禱と 基督 者の 祈 禱とを 比較 すれば、 夜と 晝と 

の隔絕 せる 如く、 乎 習 双紙の 鹿 尾 菜の 行列と、 王 右 軍 や 弘法 大師の i を 見る と 同じで ある。 儒者 

も 仁を說 き、 M 道に も 慈悲 は敎 へられて あるから、 愛 は實に 古き 道で ある。 然れ ども 之 を 基督に ほ 

き、. 其の 十字 の 光に 鼓して a ると、 全く 新なる 意味 を 具 ふるやう になった。 故に ヨハネの 所 ^ 古 

我らの 歸一 主義  三 七 七 
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くして 新たなる 命令と 謂 ふこと が 出来る。 殊に 著る しく 感 する は、 動力の 相 遠で ある。 精神 界の動 

力 は 力の 宗教なる 基 智敎に 於て、 完全に 供給され て 居る。 動力の 相逮 が、 新舊 文明の 隔絶 を 意味す 

ると 同様で ある。 先日 {. ^藤 太 郎君の 演 說に片 山醫擧 博士の 言 を傳 聞した が、 E  く 『基督教の 經組： に 

は 禁酒の 訓が あまり 多く 當ら ぬ。 其の 4- 誠に も 無い。 佛敎に は旣に 五戒のう ちに 其れ を揭 げたる 

は 云 ふ も更ら なり、 砍 酒を戒 むる 敎訓、 枚 舉に追 あらす である。 然るに 基督教に 於て は 自然と 禁酒 

主義が 盛んに 實 行せられ、 佛敎に 於て は 此の方 面の 活動^だ 振 はぬ は何ぞ や』 と。 怫敎を 尊崇す る 

人の 口から 出た こと だから、 其の 味 ひ 更らに 深き を覺 ゆ。 此邊で 宗教に 於け る 動力の 相 遠隔 絡を學 

ぶ こと も出來 るで あらう。 

今や 我が 闽の 宗敎 世界 は 混 として 褥 りが 付かぬ。 精神 界は 宛然 無政府の が 匕お』 である。 菜食主義 

や 深呼吸 靜^ 法 だの、 やれ 何、 夫れ 何と 種々 流行す る を 見れば、 人の 心不 に陷 り、 悶々 の 情 抑へ 

難く、 パゥ n の所謂未だ識られざる神を頻りに！^-しっ 、ある。 鈸 治よ、 灸 よと 騒ぎ立て、 何 所の 御 

符、 何の 護摩 をと 奔走す る は、 痼疾に 摧 りて 長年 月の 入院 治療に 一 鞭 iS! み 果てた 證據 とも られ る。 

其 所で 歸ー協 Nw" と 云 ふ もの も 起った であらう。 蓋し 日^の ii5S{ 示 n を铳 一 したいと て、 麓の 道 は 多 

くと も 登り 詰 むれば 一 っと云ふゃぅな^!^.-で、 何とか 褥りを 付く る計畫 らしい。 道 if な考 だが、 將棊 

の 駒 を 精んで {豕 の 形 を 造る やうな 譯 では、 兒 童の 戲れに 適する ほか 何の 役に も 立つまい。 封建の 弊 

を更 めて 郡縣の 制度 を 布 く に 至 る も不世 出な る 英明の 君 あれば こ そ 出来る。 た^が や-^ 騒 いで も 


>^?$---は遂げられぬ。 3木の^|宗敎は^1^^なるー っの{ー：小；^の興る外に、 之を統ーすべき途は無ぃ。 我 

らの 信す ろ ところでは 之 を 基！^ に 於て 一なら しむる 外 は 無い。 結局 何と 云 はう が 共」 #敎 が 從來の 諸 

宗敎 を陶汰 して、 之 を <H うし、 成就せ しむべし と 云 ふこと に It 翁す るので あらう。 

或るチ、術批評{,^の^に十；：代x;^臘の文明を飾れろ フ イデ ャ ス の作ヅ ウス の 彫像 (今 は 亡し) と 世に 

行 はるる^ 将の小 M 像との 間に 氣脉が 通じ、 一 t! の ^ が あろと 云 ふ 趣味 深き 意見 を 請んだ ことがあ 

^c。 祌明は断くぁりたしと§;^|むところから丹誡を报んで、 技巧 を 凝して、 ， ッ ウスの 氣高き 像 を 造り 

^けたが、 输に 描いた 现 想の 山の 如き もので、 寶際土 を^んで 其 所に 遊ぶ ことの 出來 ぬと 同様、 0 

氣槐と 一般、 跑き 足らぬ、 い 地 を 免れ 難い。 之 を 生ける 人格に 體 験した は 基督で ある。 基齊は 形で ゾ 

ウスの 如き は 其の 影であった。 我が 國の法 然ゃ婉 i? が 夢に 憧れ、 現に 求めて、 無く も 經.. ズの片 

隅から 探し 5^ した 影法師の 彌陀 は、 ナザレの 耶酥に 於て 具體 的に より 深く 徹底され、 より 好く.！^ 現 

されて 居ろ。 雨お を 比較 すれば 基督教が 從來の 信仰 を S 準に 破壞 する もので 無く、 之 を 成就す る もの 

であると 云 ふこと が 明か になる。 

ボ ル シィっ 力 アド ナァの 『基 5^1 敎 の發逮 』 に 基督に 入る の 洗禮と 題す る 一 章が ある。 耍は 天下の 宗 

§, 諸の 習 惯が恶 将敎の 洗禮を 受けて 初めても のに 成り、 其の 目的 を途 ぐるに 至った て ふこ 

とを說 いたので あろ。 彼は^„+を重ねて、 摘 太の 洗禮、 希臘 人の 洗禮、 亞細亞 の 洗 禮と云 ふ 風な 工合 

に 趣味 深い 研究 を 試みた。 希 嘰哲擧 の a ゴ ス說は パが四 福 昔 に 於て 換骨奪胎、 變通 自在の 妙 を 極 

我らの S1 一 主義  三 七 九 
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め、 實に 夜の 明けた 如き 心地が する。 歐 米に 行 はるる クリス マスの 由来、 復活祭 前 四十 日の の 

如き もの 人緣起 を考證 すると 俊 式 や 習慣の 末節に 至る まで、 基督教の 洗禮が 如何に 廣く Sl< く 行 は-:^ 

て 居る かに 驚かざる を 得ぬ。 日本に 於ても 日 を 追 ひて 此の 事が 盛んに 行 はれて 居る。 歸 ー協會 など 

の 興る を俟 たぬ。 捨て & 置いても 活ける 基督 は 從來の もの を撰擇 し、 融變 し、 消化し、 吸收 して、 

精神的 淘汰 を 行 ふに 相違 無い。 木に 竹 を轔ぐ 如き 細工 を 要せぬ。 

然し 之に ついて 考へ ねばならぬ こと は、 猥りに 調和 妥協 を 事と し餘り 融通の みする 遣り方 は險難 

である。 加特カ 敎會の 制度 や 習惯の 中には、 多： t 敎の 分子 を脫 却し 了らぬ 所 小 Z なから す、 異敎 系統 

あくじき 

の 迷信 が 意 外に 多く 遣って 居る らしい。 妄に惡 食 を し て 長き 間 其 の 餘毒 に 難儀す る ものと 同じ やう 

な狀 態と 見える。 或る人が 之 を 評して、 加特カ 敎會は 其の 信仰の 無邪氣 なる 所な ど 愛らしき 點もぁ 

るが、 到底 成人し 難き 小兒 だと 云った の は 頓ろ妙 だ。 能く 其 肯綮に 當 つて 居る。 先日 或る 牧師が 臺 

湾に 行き、 『先づ 臺灣祌 社に 敬意 を 捧げたり』 とて、 得意 氣に吹 §1 をした と 記憶す るが、 此の 邊 少し 

く ffl 心せぬ と 基 #敎 の 將來を 誤る に-至る や も 滞られぬ。 用心すべき ことで ある。 バウ 口 の 如き は、 

祸太 人に は 猶太 人、 希 職人に は希醍 人と なった 如く、 寛大なる 態度で はあった が、 猶太 敎 徒が 割禮 

を 其の 偽 存立せ しめ 様と 試みた に對 して は、 ^^！^カ反？；；した。 此所を 深く 考 へて 斜酌 せねば ならぬ。 

第 四 福 昔甞を 研究した る 或る人が、 .ョ ハ ネは 如何にも 能く 基督 敎を 飜譯 した もので あると 云つ 

た。 飜譯 とい ふ Mi が 頗る 面. MI い。 著者 は 猶太 人、 .ぬ も 北の方 ガリラヤ湖 畔の 漁夫で ある。 第 四， 福 昔 


谷 はとても 此の 人の^ 述とは m 心 はれぬ 程、 全く 別世界の もの ふ 如き 趣きが ある。 エペ ソの 在住 二 4- 

五 年、 周蹈の s^iw と 境遇と は、 信仰の 活氣 漲り 溢れて、 決して 琴柱に 膠せ る 如き 弊の 少しも 無 かつ 

つた ヨハネに 活ける 變化を 生ぜし めた。 彼は當 時の 忍 想に 當て箝 めて 基： $1 敎 を飜譯 し、 y 布 酸の！ 舉 

者 等が ^ ^束 無げ に 論じて 居った こと を、 的確に 說 明し、 之 を 補足し、 之 を 徹底し、 之 を充寶 せしめ 

た。 其れが 即ち ョ ハネ 傅で ある。 我ら も 今日の 日本に 於て I め 四 福音 #1 著者と 同じ 様な 使命 を §S うて 

居る。 好く 成功したい ものである。 

盖し基 1^ 敎は 未成品で ある。 基督のう ちに 充ち滿 てる もの は 猶太 人、 希 鼠 入、 羅馬 人に よりて 悉 

く捽發 せられた ので は 無い。 將來 に俟っ Hi 多き 進歩 展開の 無盡藏 である。 束洋の 民、 日本の 我ら も 

基督 敎に 接觸 して、 從來の 歴史に 洗禮を 授けられ、 新生面 を 開きて 基督の 蕴ー ぉ3 せらる る 一 端 を 世に 

出す 機 會も與 へらる る さで あらう。 活版の 紙型の 如き もので 無い のが 基督 敎の 世界的なる 所以の 一 

さと  まこと 

である。 『我れ^ 汝らに 多く 語る 可き こと あれ ども 今 汝ら隨 る こと を 得す。 然れど 彼 即ち 眞理の 9 加 

モは 

の來 らん 時 汝らを 導きて 總 ベての 眞理を 知らし む ベ し。 蓋彼已 に. a りて 語る に 非す、 其の 聞きし と 

ころの こと を汝ら に； 一一 一 I： ひまた 來 らんと する 幕 を 汝らに 示す ベければ なり。 彼我が 榮を顯 さん。 聰我 

が屬を 受けて 汝らに 示せば なり』 ( I „ - so 基督に は 當代 の 人 が 其 所 ま で 進んで 居らぬ ために、 

Mi り 得 ざり しもの が 有った。 此れ は 時を俟 ちて 渐次發 表せら るべき 豫定 なりと 仰せられ たが、 然し 

さか- も Q 

如何に 前代 未發の HJ の 現 はるれば とて、 詮 する 所 耶稣の 榮光を 顯し、 其の 羼を 受けて 之 を 示す 種類 
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» たま  まこと 

に 外ならぬ。 鎮は共閜きしところを>^|1りて、 眞理を 明かに する ので ある。 して 油と 水と を 交ぜ 合 

す 如き もので ない。 共の 系 统 は 一 絲も 亂る& こと を 許さぬ。 前に 云へ る 加特カ 敎會の 弊害の 如き は 

此 の 系統 を 誤りて 岐路に 入った もので あ る。 

某お „^敎 の 開昆、 融合、 銃 一 、 摘張の餘地此所に^^す。 又 共の 之 を はす 問に 吾人の 遵守すべき 憲法 

も 示されて 居る。 故に 猥りに 妥協して は 不可ぬ。 木乃伊 取りが 木乃伊に 成って 仕舞 ふやうな ことが 

あって は大變 だ。 义勢カを以て！.；倒する様な15^^も不可ぬ。 餘 りに 世 問の 氣受け を氣遣 ひ、 人望に 戀 

戀 たる は 基督 者の 心と は 首へ ぬ。 『總 ベての 人 汝らを 賞め なば、 汝ら災 なる かな。 其の 先祖 等が 僞 

りの W 一一 一一 n 者に 爲 したりし も斯 くの 如し』 (f^f ハ)。 我ら は 基督 を宗 とし、 之に 基き、 其の 系統に 從 

ひ、 基督の 靈に 導かれて 继 むこと あるべき のみ。 殊更に 智巧を 弄び、 世 を 迎合して、 不自然なる 統 

一 を II る 可き で 無い。 

凡そ眞 理 なる もの は 之を據 得する 方法 次坊で 共の 結果に 非常なる 差； を 生す。 一 例 を擧 ぐれば、 鐘 

魂の 不滅の 信念の 如き ソクラテス も 之を唱 へ、 波斯 のザラ ッゥシ トラ も 之を敎 へた。 然し 摘 太 人 は 

此の 眞现を 趣 得する こと 進々 として^だ 後れた にも 拘ら す、 一 旦此の！！；^仰に達するゃ、 ソクラテス 

其の 他の とても 企て 及ぶ 可から ざる 點 にまで 達した。 共の 勢力 決して 同日の 論で は 無い。 故に 然 

るか。 『諸 宗敎及 宗敎』 の 著者 モウ ルト ン をして 語らし めよ。 n く 『イスラ ェ ル 入の- 不滅の 眞理 

に逹 せんとて 進みた る 途次 は、 希 職、 印度、 波 断の 諸 聖賢と 大いに S パ なる ものが あった。 其の 聖徒 及 


び英雄は常初闽：；：^の不滅を知って個人の；小滅を知らす、 子孫の 繁榮を 以て 己が 不：^ と 心得た ので あ 

る。 然れ ども バ ビ 。 ン に 闪 はれ、 エルサレム のおと 隔離し、 に 奴 たろ u 久しき に 及び、 彼 やの 

付 仰 は 漸く^ 人的の ものと なった。 彼ら は 自ら 神と 親しく 交る Hi を 以てお 上の 幸福と 心得、 祌と偕 

に 在る が 歡甚 の 極度な りと m わ 惟す るに 至った。 十 u 人の 考に 往來 せし 冥府の 思想に 從ひ 祌と 隔離す る 

こと は 、共の 忍ぶべからざる ことと なった。 そこで. 水 ^^1 の祌 はわが 住家な り、 下に は 永 fS! の 腕 ありと 

絶叫して、 我が 神 は 決して 我 を 冥府に 拾て 給 はざる べしと 確信す るに 至った。 信仰の 經驗 により 火 

の屮に 鍛練せられ たる 朱來観 は、 折：： 學 者のより も 雄大、 猛烈なる ものと なること を 5：: たので ある』。 

た ド鬼魂 不滅の 信仰ば かりで ない。 宗敎の 發逹は 其の 方法に 餘程 注意せ ねばならぬ。 n 前の 成功 

き 

を贪り て、 {?5:HS^ に拔く ベ か ら ざる 後患 を 胎すを 恐る。 耶穌 在世中 の 傳 道が 如何 に 甘：： の 手段 を 揮ば れ 

かりそめ 

たる か を：： よ。 极據 無き 人. ま、 假 初の 流行， 不健全なる 愛國 心、 其の 他 名 譽利愁 の 如き 人の 弱點に 

.訴 へ、 之に 乘す るの 機會は •  艇到來 したりし かど、 常に 之 を 避けて、 寧ろ 世人より 唾 菜せられ、 寂 

からさ 5 ば 

寞 なる 境遇に 陷 るに ん ぜられ たので ある。 悪 錢 身に 付かす。 空相場な どの 惡姊 なる 手段 を 以て 富 

を 作りたり とも、 如何で 久しき を 得べき。 必す當 初の 术ェ w 彌 となって 了う。 熟帶 地方の 生活に I がな 

こと は、 却って 住；： i< の 不幸と なる。 傳道も 戰ひを 避け、 犧牲を 厭 ひ、 安き を 貪る に 過ぐ ると： N (の 結 

^之と 異ならざる 始末 を兒 るに 至る であらう。 

今や 歐洲は 修羅の巷 となった が、 外國 より 達する 報吿 によれば、 ロンドン などの^, $：； は、 日曜日 
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の 禮拜が 夥しく 增 加した る 山。 日本に 於ても 近來 人の 心 漸く 宗敎に 向 ひ、 思 はざる 方に 傳 道の 門戶 

開け、 道に 志す 者 曰々 增加 する 有様で ある。 これ 大に爲 す 事 ある 可き 機會 である。 傳 道の 振起 を圖 

る 可き 時で ある。 之に つきても 思 ふ はパゥ a の傳 道で ある。 其の 如何によ く計畫 せられた るか を 見 

よ。 i 曰 謀に 富みた る 參謀總 長が、 遠大なる 案 を 立て、 天の 時、 地の利、 人の 和 を 思料し、 策源地 を 

設け、 作戰計 畫を定 むる 如くであった。 此は ラム ゼ H 等の 硏究 によりて 愈 明白で、 後世の 人の 感嘆 

措く 能 はざる ところで ある。 然れ ども、 彼 はまた 其の 豫定の 順序に 拘泥す る ことなく、 祌の 攝现に 

？ J!^ かれて、 變通 自在の 傳 道を資 行した ので ある。 例 すれば 行傳ー 六の 六 —八日く 『彼ら フル ギヤと 

ガラテ ャの地 を 過ぎし 時、 アジアに 道 を 傅る こと を g や 靈に禁 めら れ、 遂に ム シァに 近き ビテ 一一 ャに 

往 かんとせ しが、 耶 a の靈 これ を 許さ ざり ければ、 彼ら ムシ ァを經 てト。 ァスに 下れり』。 斯の 如く 

己が 計畫を 主と せす、 祌に 導かれた ので ある。 傳 道に 思慮 を 用 ひ、 其の 計 畫も豫 め 定め 置かれた の 

は、 我らの 學ぶ 可き ところ、 叉祌の 攝理の 指導す るに 從 つて、 變通 自在で あつたの も然り である。 

我ら も耶 穌の靈 により、 出來 事の 喑示、 時勢の 催促、 マケ ドー ーャ 人の 招きに 應 じて、 活動 を 展開せ 

ねばならぬ。 ：=^ して 居据 りであって はならぬ。 パゥロ はビテ 一 1 ャに往 くこと を 中止した。 然し 之が 

爲 めに ビテ 一一 ャは 全く 見放されて、 傳 道の 圆 外に 捨てられ たので はない。 傳 道の 順序、 緩 4^ の 次第 

から 然 うなった ので ある。 ぺ テロ 前書 一の 一 敎會の 所在地の うちに ビテ 一一 ャの 名が 兑 ゆる。 遂に 此 

所に も； 1 音が 傳 へられた ので ある。 


輻音は Si 甜と 〈现 にて 充 ちた る祌の 能力で、 バウ n は 之 を 恥と せす と 云った。 現代 を 救 ひて 永遠 

の 光明と 慰安と を與 ふるもの は、 基赞敎 である。 然し 天に 口 無し 人 を 以てず はしむ と は、 之に つき 

ちから  ， ， 

て も 適切なる HE である。 祌は 基督 者 をして 世に 此の 能力 を發 押せし めんと せらる。 强大 なる 電力 

も、 之 を？ おく 可き 線な ど の 装置 を 要する と 同じ である。 其の 媒介た る 可き 線に 缺陷 故障 あ りて は、 作 

用 を 全うし 難き が 如く、 基督 者の 信仰と 其の 精祌 とに 不備なる 點 ありて は、 傳 道の 効 も舉る 可から 

す。 我らの 深く 注意す 可き ところで ある。 歐洲交 戰國の 有様 を 想像せ よ。 其の 各國は 上下 を 通じ 

て、 戰 爭に热 巾し 少しも 油斷 無き 狀態 であると 見える。 特に 獨 逸の 如き 擧國 奮闘の 眞 最中、 敵な が 

ら し く^ゅ。 然ると ころ 同じく 交 戰國の 仲間に は 入った が、 日本 は 日淸、 日露の 戰役 時代と 異 

りて、 舉國戰$l^に熱中すと云ふ有様が無ぃ。 甚だ 暢氣 である。 少數の 兵隊が 支那に 出動し、 局 者 

と 出征 者の 家族な どの 外 は、 皆 何 所 を 風が 吹いた かと 言 はぬ ばかりで ある。 當の 敵が 小なる 故 かも 

知れぬ が、 鬼に 角 此れで 交 戰國と は 受取り 難い 話で ある。 

日本の 基督 者 は 歐洲交 戰國の 如き 有様で あるか、 將吸 前に はた f 膠 州 灣の敵 をのみ 見て 居る 暢氣 

なる 來洋 交戰國 民の 如くで あるか。 此の 目に 餘る 大敵 を控 へ、 牧 穫場廣 くして、 其の 勤務者 少 きを 

嘆す る 日本 基督 者 は歐洲 交戰國 民の 如くで 無ければ ならぬ。 老い も 若き も皆從 軍し、 國を擧 りて 皆 

兵になる の 勢 を 示すべき 害で ある。 然ら すして 僅かに 新聞の 號外 を俟っ だけの 意氣 込で は、 傳 道の 

使命 を 全うし 得ん HJ 甚だ 覺束 無い。 其れ だから 傳 道心 を 振起せ ねばならな いので ある。 我ら はもつ 
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と 熱心に なりたい。 

iffin のうちに は 基督 者 を 書翰に 擬 へて ある。 實に 我ら は 福 昔 を 世に 傳 ふる 書翰で ある。 事 甚だ 急 

なる 使命 を傳 ふるの 書翰で ある。 然しながら 此の 書翰 して 其の 體を 得て 居る か。 或は 甚だ 要領 を 

得す、 少しも 使命の 中心 點に 觸れて Di5 らぬ かも 知れぬ。 宛ら 前文 をのみ いかめしく 書き 聯 ねて、 忽 

ち Ig:fll に 終る 書狀の 如く、 基督 敎を 紹介したり、 文明 や 道徳に 及ぼす 可き 其の 効果 を說 明したり、 

つまり 

結局 基督 敎 の 序文 を ものす るに 過ぎざる 傳道 の みが 專 ら多 いので は あるまい か。 今日の 傳道か ら前 

文 を 取り除かば、 あと は 白紙が 多から う。 然ら ざる も 『薄墨の 御綸 旨』 位の もので、 要領が 鮮明で 

無い かも 知れぬ。 また 事によると 信仰的と 云 ふロ寳 の 下に、 事情に 甚だ 疎く、 的 を 定めす して、 射 

出す 矢の 如く、 宛名 を 記さぬ 書狀の 如き もの も ある だら う。 斯くて は 達す 可き ところに 達せぬ も 道 

理、 迂遠 極まる 詰で ある。 パゥ a は 墨 を 以て 書いた 手紙で は 不可ぬ、 祌の靈 を 以て 心の 肉 碑に 之 を 

ふで ぶ し ゃづ 

記す 可き ことで あると 云った。 我ら 基督 者が 或 ひ は 頻繁に、 或は 筆 無性 極めて 稀に 發送 すると ころ 

の傳 道の 乎 紙 はたぐ 物^的の ィ ン キを川 ゆる もので あるか、 神の 靈を 以て 心に 銘す るが 如き もので 

あるか。 此れ 大切なる 問題で ある。 世に は狂氣 染みた 連中 ありて、 血書な ど を 送る と 云 ふぶ 一が 折々 

新 iS 紙に 見 ゆるが、 我々 の 手紙 は 祌の靈 を 以て 書いた もので 無ければ ならぬ。 傅 近の 手紙 は 大切で 

あるから、 草稿 を 重ぬ る 必要が ある。 體を 得ぬ もの は 書き改めねば ならぬ。 日本 基督^ は 目 を覺し 

て 祈り、 精神的に 齊戒 沐浴して、 之を淸 書せ ねばならぬ。  n 九 la 年 一言. i 曰 新報： * 


福音 主義の 信仰 

； 1 音 主義と さへ 云へば、 如何なるものを指ずか^^ちに明らかなゃぅに聞ゅ。 名が. 實の賓 である 以 

上、 當に 然る可き 害 なれ ど、 福音 的と 云 ふ 名稱は 甚だ 相異 りたる ものに、 屢 適用され て 居る。 矛盾 

した ことで 等しく 福音 的と 稱 へらる る實 例も少 くない。 心して 之 を識刖 する を 要す。 獨 逸ゃ瑞 西の 

プ n テス タント 敎會は 場 此の 名稱 を用ゐ たが、 普通 はリフ 才ムド 派と ルゥ テル 派と を區 別して、 後 

者 を 特に 福音 的と 呼んだ ので ある。 一千 八 百 十七 年 右附派 合同して、 プロ シャの 國立敎 會を糾 織し 

たと き、 之 を 一 i 昔 敎會と 名付けた。 英國 では 第 十八 世紀 以来 基督の 喷罪的 死 を 信す るに よりて 救 は 

るべ しと 主張し、 蒂行 ゃ聖禮 典な どに 人 を 救 ひ 得べき 効力 ある を 拒否す る 敎說を 福音 主義と 稱 ふる 

が 常習であった。 日本に も獨 逸から 及 福音 敎會 なる ものが 宜敎師 を 送りて、 其の 名と は 大いに 相 

1  迩 せる 傅 道 を 行 ひ、 福 昔の 眞理を 無視せ る 主義 を 推し 擴 めんと 試みた こと も ある。 斯 くの 如く 此の 

名稱 だけで は 直ちに 其の 實質 を認 むる 結^に 往 かない。 

北ハ 所で S 督敎が 敎條の 方式に 囚 はれたり、 儀 文に 泥み、 理論に 偏し、 世俗に 同化な どして、 所謂 
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其の 味 を 失へ る鹽の 如き 狀 態に 陷 つたと き、 其の 弊 極まりて 漸く 純粹 なる 信仰の 復興 を 喚起す るに 

至りても、 多くの場合に 於て は、 福音 的て ふ 名稱を 標榜す る を 鐘， 路 した 實 例が ある。 第 十九 世紀の 

初頭から 獨 逸の 基督 敎にー つの 靈的 覺醒が 生じた。 然し 自ら 幅 音 主義と は 標榜せ す、 エル ヴェック 

ング (覺醒 ) と 名付けた。 佛蘭 西で も 之と 同じ 精祌的 傾向 を 指して 『覺 醒』 と稱 へた やうで ある。 

獨 逸の 覺醒派 はシュ ライエル マツ ヘルから 起った と 云 ふ もの も あるが、 其の實 は ピエ チズ ム (敬虔 

主義) の 流れ を 汲み、 其の 個れ つ、 あった 河 筋に、 再び 清らかなる 信仰の 水 を 漲らした ものと も 見 

る 可く、 モラ ビヤ 徒の 祈り 會 から 起った ものである。 第 十九 世紀の 初期に 於け る 其の 首 鍋 は コット 

ゥ ヰッッ 男爵であった。 伯林 市に 火の 如く 活動して、 到る 所に 講話 會を 催し、 貧民の 救助な ど を 盛 

んに 行った。 其の後 を 受けて 覺醒的 信仰 を 科學ゃ 公生活の 方面にまで 延長した の は、 ハレの ト才 B 

ック其 の 人であった。 ト才 ロック 及び 其の 徒の 勢力 は 一時 獨 逸の 精神 界を風 する 有様で、 牧師に 

むらが 

も敎授 にも 之と 氣脈を 通す る ものが 接り 起った。 トォ 。ック 自身の 云 ふところ によれば、 斯の幅 音 

的 信仰の 勢力 は 一千 八 百 四十 年 前後の 數年 問に 於て 結 頂に 達し、 其の後 次第に 衰運に 向った やうで 

ある。 然し 其の 精神 は 所謂 調和 的 神 SB. 者に よりて 幾分 か欞 承せられ たと 云っても 差 支ない。 現今で 

も 之が 流れ を 汲める 信仰 は、 敎會 外に 行 はれつ 、あると ころの 祈り 會ゃ 講話 會に餘 程 活力 を 保って 

居る。 其れが 獨 逸に 於け る 基督 敎 信仰の 生命で あると も 見られる。 眠れる 噴火山の 遂に 爆發 すべき 

火口 此の 邊に 有る かも 知れぬ。 所謂 『覺 醒』 の 淵源 を 溯れば フランケ、 ベンゲル、 チン ゼン ドルフ 


などに よりて 代表 せられた ビ ェチ スト (敬虔 主義者) の 一 國を 見る。 彼らの 福音、 王義は 敬虔 的なる 

名稱の 下に 行 はれた ので ある。 

英^の 方面に 於て、 信仰の；^ 湖 を 挽回し、 的 生命 を 5： 几醒 せしめた の は、 ゥ ェ ス レイ 等で ある， t は 

誰も 知る ところで あるが、 ilii 公.^ は遣憾 ながら 此の 活動 を 己が 域內に 保留す ると を 得なん だ。 メソ 

ヂ ストの 徒 は 训に施 檝を樹 て、 一 敎會を 設立す るを餘 なく せられた。 然れ ども s^i 公會 のなかに、 

此の 流れに 嵐す る：；^ 仰が 絕诚 したと 云 ふ 事 は出來 ぬ。 もな く 國 立 敎會に 其の 頭 を 搽げ、 ウェス レ 

ィゃ —の 後 を 追うて 精神的 活動 を 起した 一 派が、 H ヴァ ンジ H リカ ルス 即ち  一 i 音 主義者で ある。 聖 公 

合 の 低 派 之 に屬 す。 斯く の 如く 獨 逸と 異り て 英國に 於て は 福音 主義 を 標榜した ので ある。 

英！： 福音 主義者 の うち にお も 有名 で 且つ 實カ の 偉大 であった 一人 は、 確かに ジョン • ー1 ユウ トン 

である。 此の人は^^員の出身で、 多年 放逸なる 生活 を 送って 居た が、 遂に 悔い改めて 熱. 烈 なる 信仰 

の 人と なった。 彼 は ™: 十に して 牧師と なり、 其の 人格の 勢力に よりて 大 いなる 感化 を 諸方に 及ぼ 

し、 I 千 七^.: J 十九 年 倫敦の 一 敎 會に轉 任す るに 及び、 無官の ビ シ ョ ッ プ として、 其の 成 力 闽立敎 

含の 一 部 を 風-ぼし、 信仰お 几醍の 中心と なった。 1 一 ユウ トン の 刺激 を 受けて、 トマス • スコッ トはソ 

シヌス 說の稱 徘を脫 却し、 翻然 眞 面目なる 生活に 移った。 彼 は 初めの 程、 半信半疑 の^に 猶豫 して 

決心 を爲し 難ね て eg たが、 閉居 三年、 專心 聖書 を 研究した 結果、 遂に 福 一 W 、王義 こそ 純粹 なる 基督 敎 

なれと 云 ふ 確信に 到達す る £ を 得た。 彼 は 一 千 七 百 七十 九 年 『眞现 の 力』 と 云 ふ 書 を 著述して 己が 
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信仰の 實歷 を/^ i りて、 斯道の 爲に 大いに 氣蹈を 揚げた。 此の 著書の 發行 部數實 に夥 だしく、 之を讀 

みて 福音 主義の 信仰に 進んだ もの 其の 數を 知らす。 力 アデ ナル • -1 ユウ マ ンの 如き も、 我が 魂 を 救 

へる は トマ ス マスコットの 『眞理 の 力』 であると 明言した 程 だ。 スコットが 福音 主義の 信仰 は、 聖 

害のう ちに 其の 极底 堅固なる もの ある を 明かに した 如く、 歷史の 方面に 於ても 福音、 王 義は實 に 使徒 

の遣訓 なる のみなら す、 宗敎 改革の 正統 を 承け、 英國 敎會に 於ても 其の 偉大なる 創立者 ゃ祌舉 者の 

3 曰と 一致せ る ものなる を立證 せんと 試みた 事 者が 『基督 敎の 敎會の 歷史』 の 著者 ジョ ウセ フ， ミル 

ナル (一 七 四 1： 年—  I 七 九 七 年) である。 斯くて 實は福 ま IT 主義者が 師父の 足跡 を 歩む もので、 圃 立 _ 

敎會の 多數は m 惰放縱 にして 岐路に 迷 ひ 入った ものであると 云 ふ 事の 眞 相が 暴露 せられた。 

英國の 福音 主義 は、 優美なる 文 寧の 方面に 於て、 詩人 ウィリアム， カウ ペルに 代表 せられた。 彼 

は ジョン ニー  ユウ トン の 感化の 下に、 福音 主義の 信仰 を體 得する JJ を 得、 病 間 頭 腦平靜 明瞭なる と 

き、 之 を 韻文に 書き表 はして、 斯道の 爲に大 いなる 勢力と なった。 思想 は舉問 上に 立證 せられ、 人 

格の 偉力 を 以て 演壇に 宣言 せらる るの みならす、 詩人の 歌 ふところ となる に 非 ざれば、 天下に 勢力 

を 得る の 準備 全し と 云 はれ 難い。 決して 舊約聖 li 曰に 詩篇 を 見る のみで 無い。 古 來皆斯 くの 如くで あ 

る 0 


福音、 王 義は斯 くの 如く、 ふ"； 一一 一 n 者、 說明^ 及び 詩人 を 出した ので あるが、 M 社.^ に 之を應 川し 

て、 活動の|^^に其の、王義を|^榜するもの出ですんば、 頭腦 具り、 ^明に、 口舌の 才 非凡なる もの 

ありと も、 \i ^足なくて は、 無能に 終らねば ならぬ 如く、 其の 印象 も、 成 力 も、 ！ 劣なら ざる を 

得ぬ。 此の 缺陷は ウィル ボルフ ォ ルス (一？ によりて 補 はるる £ を 得た。 彼 は 瑞？！ 阔旅 行中に 

一 人の幅音ホ義^<;と交りたる：^^、 世俗的の 生活より 救 はれて、 謹厳なる 人と 成る £ が 出來 た。 其 

の 熟 誡を議 良の 仔 務に倾 注し、 公共 生活の 方面に 其の 主張 を發揚 する £を 努め、 上流 社 舍に幅 音 を 

宜俾 する こと を 心 懸けた。 殊に 奴隸 貿易に 對 して、 猛烈なる 攻麟を ^ 始し、 人道の 爲に 大いに 貢獻 

した To は、 後世の 哎赏 を： g ひする 事實 である。 之に 次ぎて、 同じ 線路に 芳ば しき 名 を 造せ る 博愛の 

人 はシャ フッべ リイ 伯で ある。 彼 は 貧者 弱者の 爲に、 倦怠な き 擁護 者と して 救 慈善の 行 爲算へ 難 

き 程で、 臨終の 際に は、 悲慘 なる 事實斯 くも 多き 世界から 退場す る こと は殘 念で あると 云った と傳 

へ にる。 伯 は 時の 總现大 HT ハ ァメ ルスト ン 子爵 を 動かして、 福音 主義者の 爲に、 英闺 敎會に 於け る 

高級なる 位 池 を 羸ち 得た。 終に 我ら は 世界の 傳 道に 貢 獻 すると ころ 多 かりし チ ョルチ • ミシ ョナリ 

•  レリ ジャス • トラ クト *ソ サイ チイ 

ィ • ソ サイ チイなる 傳道食 社 や、 基 臀敎文 擧の與 降に 力 ありし 宗 敎 書籍 會社 などが、 聖公會 に 

屬す る 福音 主義者 の經營 である こと を 記憶すべき である。 

然し 英國聖 公 含のう ちに 其の 四 分の 一 (ー錢が)を^^る福音主義者は、 期待 せられた 程に 勢力 を 

發展し 得すに 居る。 ダラ ッ ドスト ォ ンは低 派 敎會を 論じて、 其の 才能に 優越せ る 會員を 保留す るの 
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力 乏しき は異 とすべき ことで あると 評した が、 確かに 事實と 思 はる。 マシュウ • アル ノル ドは 『福 

音 主義者 は狹 き现會 カを冇 すると ころの 善良なる 基督 者で ある』 と 云 ひ、 ァ アル *ェ ツチ • ハットン 

は 之 を 『ハ アド • チヨ ルチ』 (即ち 頑 硬に して、 嚴 しき 敎會の 意なる べし) なりと 名付けた。 成程 低 

派 敎會の 人々 が 偉大なる 說敎者 フレデリック •  口 ボルト ソ ンを^ しめたる JJ など を 思 ひ 合せる と、 

斯る 批評 を 蒙る も 亦 止む を 得ぬ かも 知れぬ。 福音 主義者が 英國 聖公會 のなかに 優越 者の 地位に 達し 

て 居らぬ £ は 明か だ。 殊に 學 問の 方面に 於て 然 りと 云 はねば ならぬ。 

非圃敎 派の 系統に 羼 する 方面 を！ 15^ 渡す に、 聖公會 のなかに 於る と は餘程 相違せ る 様に 見える。 現 

に 英阈に 於る 非同敎 派の 勢力 は、 總 ベての 點に 於て、 大 いなる 優れたる 寊カを 表して 居る。 幾多の 

諧 美 歌 を 作りて、 今日まで も斷 えす 之 を 歌 はしめ る アイザック • ワッツ や、 淸淨敎 徒のと や、 ク 

ロム ゥ エル、 ミルトン は 云 ふ も 更なり、 ゥ H ス レイの 人格、 メソヂ スト 敎會 の-藤 史 などの 昔に 溯り 

て 見る と、 非阈敎 者の 間に 於け る 福音 主義 信仰の 勢力 は實に 偉大なる ものであった。 然し 第 十八 世 

紀の 初頭に 至りて は、 國立 敎會は 更に も 云 はす、 非！： 敎 系統の 諸敎會 にも、 信仰の{4^氣甚だ冷ゃか 

にして、 的 生命 枯燥 沈滞し、 殆んど 死せ るが 如き 有様に 陷 つた。 就中 其の 長老 1^ に 屬 する 仲間 

は、 冷却して 多数の 敎食ュ -1 テリアンと 成り 了った。 漫に 上品 を裝 ひ、 靜 肅を銜 ひて、 熱烈なる と 

を 恥の 如くに 思 ふと 云 ふが 如き 氣 風が 漲った。 其れ だから メソヂ スト 敎會の 勃興す る や、 始めの 程 

は 之 を 蔑視 じ、 危惧して、 寄り付く £ を 悼る 様に 見えた。 然し 渐 くにして 彼らの 信仰 覺醒 して 福音 


4f¥„ -の 昔に 立ち返る やうに なりし 紡^ 多くの 禮拜所 は 聽衆を 以て 充滿 する 様になり、 俾 道の 必要に 

應 する 爲、 E 大 なる 舍堂を 建築す る やうに なった。 その 頃から バ プチ スト や、 衆 派の 敎舍 も總べ 

て！ § 一 lin 主義者の 勢力 肺， 園に 羁 する ものと なり、 之が 爲に 勢力 驚くべき 3^ に 膨脹し、 外 阈傅道 を も 盛 

，レー」^^ する に 至った。 リヴィ ングス トン を 亞弗利 加に 派遣せ る 倫 敦傅道 食 社の 史が其 の 一 例で 

ある。 彼らのう ちで 近世 英圃の 基督-^ 史 の光榮 とも 稱 する £ の 出来る 人物 を算 ふれば、 ス ボル ジョ 

ン、 ァレキ サン ドル • マクラレン、 デ H ルの 如きが ある。 彼らの 福音 主義の 信仰 は、 經 験の 基礎 甚 

だ， おく、 思想 も 雄 健で、 執-; 情 燃 ゆる 如き 心地す。 ス ボル ジ ョ ン の 會堂は 當時五 千 人 を容る V に 足る 

程の もので あつたが、 日曜； § にさ 席 を 見ぬ と 云 ふ 盛況で、 ジャス チン • マ カツ シィ の英國 近代史に 

も特维 大書 せられて ある。 彼 は 大舉の 敎育を 受け ざり しに も拘ら す、 能く 希 職 語に も 通じ 博舉達 

識、 所謂 口 も 八丁、 手 も 八丁の 人、 講壇の 上の みならす 文學の 方面に も、 非凡なる 成功者で あつ 

た。 祌舉校 を 經營 して 慈善事業 を 施^す るな ど、 事務の 才も 尋常でなかった。 ァレキ サン ドル • マ 

クラ レン は、 マ ンチ H ス トルに 勢力 ある 敎壇を 築きた る 人で あるが、 其の 牧師と して、 說敎 者と し 

ての 力 は、 世に 洽く 知られた る事實 である。 彼の 夥しき 著述 は 日本に も 盛んに 行 はれて 居る。 ボル 

ミ ン ハ ム のデ H ルは、 英 K 食 衆敎會 近代の 傑物で ある。 其の 敎訓に 富みた る傳 記に よりて 日本の 基 

骨 者に も 親しみ 深く、 其の 贈 罪 論、 基督 敎々 理、 H ぺソ 走暴 解な どに よりて、 此の 國の 幾多の 傳道 

者に 師友の 關係を 結んで 居る。 彼が 一 日 復活 日曜日の 爲に 說敎の 準備 を爲 しつ，" 工夫 慘澹 たりし と 
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き、 活ける 基督 を 深く 經驗 した 事實 は、 共傳 記の 印象 最も 深き 一 頁で、 吾人の 信仰生活 にも 大 いな 

る 刺激 を與 ふるもの である。 デ H ルは 政治 及び 社會の 諸方 面に 一旦 りても、 其の 人格の 勢力 を、 廣く 

深く 感覺 せしめ、 神の 國の爲 に 時勢 を 支配し、 風潮 を 指導した ので ある。 英國 福音 主義の 非 阈敎派 

は、 今日に 於ても 倫 敦の敎 壇に カム ベル • モルガン、 ホルトンの 如き 豪の者 ある £は 知れ 一旦った 話 

である。 西半球の 倫敦 なる 一一 ユウ • ョルク に 敎會の 王と も稱 すべき ジョ ウエットが、 數年^ デ エル 

の 後 8? たりし £ も 記憶すべき である。 ァ アル • ジェ • カム ベルの 如き 脫線的 大說敎 者に しても、 其 

の 矛盾 多き 不 整頓なる 思想 は 鬼 も あれ、 福 昔 主義 信仰の 氣 韻と 風致と を 其の シ チイ *テ ム プルの 敎 

壇より 拔き 去るならば、 とても 彼が 如き 勢力 は 保つ >t を 得ぬ であらう。 

敎 壇に 此らの 人物 を 有する ばかりで ない。 英國の 非 阈敎者 は 思想界に 於ても、 光^ 燦然た る 多く 

の 明星 を 有って ほる。 其の 出身地 は ともあれ、 英國の 精神 界に 其の 歷史を 作りた る フユ アベ ルンの 

如き は 遠く 東洋にまで も 深き 感化 を 及ぼせる 祌擧 者、 著述家で ある。 フ オル サイ スゃ、 少しく 劣る 

けれども ガ ァ 、ウイな どの 祌學 思想 に 負 ふと ころ 多き は 英國非 阈敎者 のみで は あるまい。 

ミ 

ぜ^ 國は 敎理の 論に のみ 耽り、 赛ら 敎會の 制度 を 問題と して、 た、 V 喰し く 理屈 張った 画で あるかの 

如く 思 ふ 人 も あろが、 其れ は 誤解 だ。 キル. パトリックの 『新約 全書の 幅 音 的傳 道』 に、 蘇國は 特に 


信仰 復 w の阔 なりと 云った のが 適評と 思 はる。 著者 は 其の 五六 頁 後に 叉 次ぎの 如く 云って 居る。 『第 

十九 世紀の 初め 数年 問に 於け る 蘇 國宗敎 生活の 與齋は 個人的 實 験の 媒に. 5.^ り。 トマス • チヤ ァモ 

ルズ はルゥ テルの H ル フルトの 寺院に 於け る 如く、 キルマー- ィの牧 帥 館に 於て 救 ひの 問題に 對 向せ 

り。 彼 は 某 に 於け る 祌の憐 み を 總てを 一 任す るに 於て 之が 解決 を發 見したり』 と。 

彼 は 一 千 七 百 八十 年 三月 十七 日に 生れ、 一千 八 百 四十 七 年 五月 三十日に 世 を 去った。 幼兒 時代に 

は、 問が 嫌 ひで、 智力の 作 川遲鈍 極った 有様な りしが、 數學の 助敎授 たりし， フラウ ンと云 ふ 人の 

感化に. H り、 忽ち 其の 智的 生命に 覺 醒を來 した。 

其れより 大學を 出で： 田舍の キル マ 一一 ィに 牧^と して 赴任した 後 も、 共の 信仰 は 叔 H 敎有祌 論 程 

度位ゐ であ まり 熱 切な ものでなかった。 チヤ ァ モル ズの I お 魂 は 眠り 酣 なる 狀 能-であ つたが、 救た 牛 前 

的 生活に リバ ィバ ルを 見た 彼の 露 的に 目覺 むべき 機 舎 は 一 千 八 百 九 年 九死 一 生の 大病に 福れ る 時 

に到來 した。 生命の 傻 さと 永 1  が) 無窮て ふ觀 念との 相 遠が、 其の 心に 深刻なる 印象 を與 へた。 お = つて 

パス 力 アル も チヤ ァ モル ズの 如く 數學の 研究に 耽った 人で、 病 を 得た 結 信仰生活に 進む HI が出來 

たので ある。 チヤ ァ モル ズは パス 力 アルの 『思想 錄』 を讀ん で、 同じ 様な 精 祌的變 化を經 4" する の 

端 絡 を 促へ たので ある。 其の 日記 を 見る に、 最初 は 己が 精祌狀 態に 注意して 克己 精進、 何 所まで も 

輝 想と 一 せん ものと 心 懸けて、 努力 を 弛めなかった。 斯くて 一年 を 經 過した が、 なかく 滿 す 

ちと 

る さ を 得す、 心に 些の 平和 をも覺 えぬ。 終に ウィル ボル フォ ルスの 『基督 敎實 際觀』 を讀 みて、 自 
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ら 努力す る も 其の 効 茶 見る に 足る もの 少く、 徒に 勞 しつつ あった こと をば、 基督が 旣に 彼の 爲に遣 

ると こ ろ 無 く 成就せ られ たと 云 ふ HJ を 悟る WJ を 得、 鼓 に 其の 救 者な る 某督の 充ち 足れる 救に 萬 事 を 

委 托する やうに なった。 其の 日記、 『信仰に 於て 平和と 歡 喜と を 得た』 と 云 ふ 一 句に 至り、 58 を 劃 

して、 之 を 特^ポ して 居る。 此の 時より 其の 說 敎に大 いなる 變化 現れ、 之に 感動して 信仰に 進む 者が 

雲の 如くに 起った。 精神 界の 必要 は 彼を驅 つて、 キルマー ーィ より ダラ スゴゥ に 移る Hi を餘 俊な くし 

た。 前任の 敎會を 去る に 及び、 其の 食 衆の 爲に 過去 數年 問の さ を 回顧して、 有益なる 寳歴談 を 試み 

たうちに、 福音 主義の 特徴 は 其の 効榮 にあり (wvangelicalislll  works) の 一句が ある。 福音 主義 

の 信仰 は、 其の 最初 數年 の 說敎の 爲す能 はぎりし K1 を、 實 現せし むる の カを冇 し、 しきと 潔き 

とが 之に 伴 ふ を 明白に 實驗 したので ある。 福音 主義の 信仰 如何 なれば 斯 くの 如き 効力 あるか。 此は 

チヤ ァ モル ズが祌 寧 生の 爲に 其の 學說を 明かに せん さ を 常に 試みた ところで あるが、 其の ^ ゐた 一 

句、 簡潔に 之を說 きて 頗る 其の 恃綮 に當 つて 居る。 即ち 『新なる 愛情の 排泄 力』 露 魂のう ちに 活動 

する 結果に 外ならぬ。 福 昔 的の 信仰 は 罪惡を 退治し、 IS れを 驅遂し 去る に 足るべき 愛情 を 漲り 溢れ 

しむる ので ある。 基督 敎^ 理の 動力 此所 におす。 

斯くて 福音 的の 信仰 は 蘇 圃の精 祌界を 風^し、 獨 逸の 偏理 主義者の 敬虔 者に 於け る 如く、 由来 蘇 

圃に 於て 常に 福音 的 信仰 を 妨げて 居た 所謂 『穩健 派』 の 勢力 減退す る を 見る に 至った。 國立 敎會は 

微温き 信仰の 奥窟の 様で あつたが、 チヤ ァ モル ズ 等の 道せ る 福音 的 信仰の 刺激に. S り、 フリント 
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の 様な 健全なる 立場の 人 核々 起る 様になった。 國立敎 會の神 舉敎授 なる パ トルソンの 『信仰の 規 

矩』 を はても 此の 事寶は 明かで あろ。 講 壇に 於て はァ レ キ サン ドル • ホワイト や マ ッ クリ ゴル、 祌 

舉に 於て はパ トルソン や、 デ 一一 ィ、 ケ アル ン ズ 等に 代表 せらる る 蘇 國の基 傅敎は 確かに 福音 主義 

の ものと 認めら るべき である。 

此 の 外 其 の资財 と勞カ と を惜氣 もな く 使 W して 蘇國に 會衆派 の 敎會を 設立す る に與り て 最も 力 あ 

りしと 柳 せらる るハ ルデェ ン 兄弟 (敎 K の 人に あらす) が、 佛蘭 西に 旅して 盛んに 福音 的 信仰 を 

吹し、 之が ほ-に、 マァ ラン、 ドビ イネ、 ヴ イネ H など 同 主義の 有力者 を 起た しめ、 モント ォバ ンの 

神^校に リバ ィバ ルを 興した こと も 精祌的 感興に {ぉ ん だ事實 である。 

大西洋 を 越 ゆれば 合 衆 國が叉 福音 主義 信仰の 強大なる 土地で ある。 ゥ H スレ ィも負 ふところ 多き 

ジョナ サン • エド ヮ ルヅの 信仰 實驗は 一一 目 ふ も 更なり。 壞々 起り たる リバ ィバ ルは 皆！ 1 音 主義 信仰の 

賜で ある。 自ら も リバ ィパ ルの 間に 産み出され たる ホ レイスつ フシ ネル は 『クリスチャン、 カル チュ 

ァ』 を 著述して リバ ィバ ル の集會 よ.^ も 敎會ゃ 家庭の 敎 育に 重き を 置かねば ならぬ こと を 論じた。 

然し 彼 は 幅 音 主義に は反對 して 居らぬ。 其の 說敎を 讀む者 は 其の 福音 主義 信仰の 熱烈なる を認 むる 

であらう。 吾人 はム ウディが アメリカ人であった こと を 記憶せ ねばならぬ。 合 衆國は 確かに 福音 主 

義 信仰の 旺盛なる 沃地で ある。 

日本の 基督 敎は 如何で あらう。 傳 道の 開始が 旣に米 國-レ 於け る 福音 的 信仰 勃 輿の 結果に 起因す と 
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見ねば ならぬ。 明治 五 年 最初の 敎會が 横濱に 設立せられ たの も、 福音 的 信仰の 充ち 溢れた 祈禱會 

が、 其の 本で ある。 i に 起伏 波 ii もあった が、 日本の 基督 敎は 大體に 於て 福音 主義の 信仰から 起 

り、 ー隔 音 主義の 人 等の 經營 すると ころで あり、 又 此の 信仰に 由ら すん ば 夜の 明け 難き ものであると 

斷ー 一目して 差 支 無から う。 數 年間の 經驗を 綜合し、 傳 道の 趨勢 を 推測して 見る と、 日本 將來の 基督教 

は、 必然 福音 的の 信仰に 基く もので 無ければ ならぬ。 

然 らば 福音 主義 信仰なる もの は 如何なる ものである 力。 

四 

あきらか  にく  ， . 

前に も 述べた 加く 福音 的と 云 ふ 形容詞の みで は、 信仰の 內容が 直ちに 明白と は 柱き 割い 場合 も あ 

るが、 の 解釋、 殊に 英語の 行 はる 其.^ 督 者の Si に 通 m する 意味に 於て は、 福音 的 信仰の 內容と 

其の 實 質と は、 之 を 推定す る HJ 必す しも 不可能 事で は 無い。 其の 精神と も 云 ふべき 要 點は人 は耶穌 

基督 其の 身 を 犠牲に 供せられ たるに 頼り、 只管 神の 恩寵に 信任 を 寄せて、 罪悪より 救 ひ 出さるべし 

と 云 ふ 信仰で ある。 

基督 敎を 傳 する もの、 中に、 或 ひ は 漠然 國 民の 救 ひ を 標榜して、 常に 內外 多事 危急存亡の秋な 

ど呼號 して、 政治 上の 救 ひ、 社 會道德 の 發揚に lell^ ら重 きを 置く もの も あるが、 福音 的 信仰 は^うで 

無ハ。 ウイ ボルフ ォ ルスが 人道の 爲 に裔戰 して、 基督 敎の寳 際 的 方面に 効力した 如く、 チヤ ァ モル 


ズが 財 ゃ贫： ^問題に 熱心であった 如く、 福音 的 信仰の 健全に 發 達する とき は、 國民ゃ 社 の や 害 

を せす、 i^J^ の 意志 を 共 所に も 徹底せ しめんと 心懸 くる 氣 風が 大いに 興る ので ある。 然し 其の 

仰の 精髓は 社，^ 事 戴に^ せす、 靈 魂の 救 はる、 £ を 第一 の 的と して、 他 は 之より 自ら 生 十 可き 

副^物の 如く 兑 做す 流 依で ある。 

お 魂の 救 ひと 云っても、 山上の垂訓 を說 いたり、 專ら 基餐敎 の^ 理的耍 素 を 高調した りする のみ 

では M い。 祁穌の 人格 を稱揚 し、 理想 を 0? 明し、 基督に 皿す る さ を 說き勸 め、 克己 努力して 義を 

全うする HJ は、 1； より 福 昔 的 信仰の 重ん すると ころで あり、 叉然 かせ ざれば 其の 主義 を 徹底せ る も 

のと は 云へ ぬ。 然れ ども 此 所が バウ n の 書中に カ說 せられた 恩 龍と 律法と 相逮 する 點 である。 福音 

^き！： 仰の： a 德は も# に 山り て攻 はれた 結 ra^ である。 道德を 以て 救 ひの 原因と は 見ない。 、王 耶穌某 省 

を 信じて 救 はれた もの は、 屈 原の 所謂 『新に 沐 する もの 必す 冠を彈 き、 新に 浴す る もの 必す 其の 衣 

を 板 ふ』 如く、 耶穌の 所謂 洗 ひたる もの 時に 其の 手足 を 洗 ふべき 必要 ある 如く、 十字架 を 取り 己 

に克 ちて 道 を 行 ふ 5 を 心 懸け、 力 を 道德の 方面に 傾注す るに 至る が 當然の 順序と なる。 

基督 は敎師 のみで 無い。 信仰生活の 先輩の みで 無い。 模範 を 後世に 遣され たのみで 無い。 祌を顯 

彰す るが 其の 唯一 の 事業で は 無い。 彼 は 其の 身 を 犠牲に 供し、 人の 罪 を 贖 ひて 之 を 滅亡より 救 ひ 出 

せる 救 者で ある。 之 あるに 由って 祌 を顯彰 する HJ が 出來、 人の 眞 面目 を顯 はし、 愛の 活力 を 以て 人 

の 靈魂を 支配す る 5 が 出來る の である。 
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福音 主義の 信仰 は 恩寵に 於て 終始す。 其の 流れ を 汲む もの は、 『手に もの 有た で、 十字架に のみ 縫 

る』 で、 自身に は 何の 功 も德も 無く、 た、. - 謙りて、 某督 に信賴 す。 斯くて 罪悪の 眞髓 たる 主我 心、 

我慢、 倨傲の 氣 けて、 神の 聖靈衷 に充實 し、 新なる 生命の 源 を 開く こと を 得。 耶穌 を敎師 として 

之に 舉び、 鐘と して 之に 傚 ひ、 其の 精祌を 以て 己が 精神と なさん と 欲して、 發情 努力す る 時 は 其 

の効果亦美はしくして^^だ貴重すべきものぁるを疑はぬが、 斯くて は 基督の 約束せられ たる 聖靈を 
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受け、 御 恩寵 溢る、 の經驗 湧き出で、 勝ち誇れる 如き 意氣 昂騰し、 人の 智識に 過ぎ 超 ゆる 平和に 充 

はたら *- 

さる /- て ふ 福音 的の 特殊なる 實験を 見る さは 出来ぬ。 基督の 與 ふる 聖. 靈の首 要なる 作 川の 一 つ は 人 

をして 深く 其の 罪 を 自覺 せし むる ことで ある (f? 、一  。 吾人 は先づ 病と 之に 伴 ふ 必要と を會 得し、 

次ぎに 身 を 謙り、 督を 信じて 共の 救 ひを經 験す る ことが 出来る。 福音 主義 信仰の 特徴の 一 つ は 罪 

悪 の 靓 念と 共 の _g 切な る感覺 であ る。 

た 自繩 自縛の 意味に 於て 罪 惡の稱 迫に 苦み、 其の 覇 を， 睨 せんとす るの みで は 無い。 其れの み 

ならば 山中の 贼 よりも 心中の 賊 により 多く 困 しめられ たる 王 陽 明 を も、 罪 を 知れる ものと 見做す こ 

とが 出來 る。 然し 罪 は 叉祌と 我との 交涉 問題で ある。 之が 爲に 祌に對 して 責任 を 負 はねば ならぬ。 

神と 我との 關 係が 破れた ので ある。 祌は 愛な り。 然れ ども 潔く！^ しく 厳かなる 愛で あるから、 罪 あ 

る もの を 其の儘に 看過す HJ を容 さぬ。 神の愛 は 罪悪と 其の 據れ に對 して 恐る 可き 反應を 示す。 福音 

主義の 信仰 は祌の 愛より 發 射せら る.' 此の 反應の 恐る 可き 打^ を受感 して、 身 を 置く に 所な く、 祌 


の 敎卵を 求む る こと^だ 切なる もので あろ。 1: の赦 罪と は 吾人が 自ら 赦す ことで は 無い。 た r 良心 

に 安き を覺 ゆるので は 無い。 キ： 觀 的に 終始す る もので は 無い。 正しく 神の 赦 しで あろ。 祌が 吾人の 

罪 を赦 さる、 ので ある。 祌に赦 されたり と認 むる に. E りて、 良心 も 安らかに なり、 C ら赦す こと も 

出来る。 

：.^^ なる 生が、 北ハれ だけの 力の なきに、 た.. - 教師の 私なる 好意に. H りて 及第したり とも、 

之に 滿 足し 難き が 如く、 吾人 もた f 赦 されたり と 云 ふの みに て は、 道念に 於て 滿足 する ことが 出來 

ぬ。 門より 人らざる 盜人 にも 似た らん 如き 心地 せられて、 赦罪を 私した ろ 身 は、 とても 靑天 白日 

を 仰ぐ が 如き 想 ひ を 懷 くこと が出來 す、 11 太く も ii れ 鼠の 如き 狀態 にて、 祌の 固に 紛れ込 まんと 擬 

する ものである。 固 より 不可能 事 だ。 設令能 ふべ しとしても、 針の 筵に 坐す る 如き 赦？^ である。 片 

時 も 之に 安ん する こと は出來 ぬ。 福音 主義の 信仰に 由れば 罪惡の 審判 は 堂々 として 宜吿 せられ、 堂 

堂と して 處 置せられ、 又 其の 赦罪は 堂々 として 拜受 せらる。 道に 由って 與へ、 道に. S つて 受 H せら 

る。 是れ 十字架 t 主 耶穌基 督が、 人類の 爲に 完了せられ たる 赦 罪の 道で ある。 

斯 くの 如く 福音 主義の 信仰 は 罪の 赦 さる、 こと を 高調 するとと もに、 共の 旣に 當然 審判せられ、 

處 置せられ 了り. U る を もカ說 して 止まぬ。 基督の 十字架 は 人類が 自ら 罪惡の 報い を 受けて， 其の 刑 

罰に 服す るよりも 一 層. 明かに a つ 充分に、 神の 審判と 其の 宣告と を 表明して 少しも 遣憾 なきもので 

あろ。 此の 驚く 可き 事寶を 認め 謙遜 歡喜 勇甯 して 某督の 恩寵に 賴る もの は 祌の聖 鶴に 導かる。 即ち 
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『僕た る もの、 如く 再び 恐れ を 懷く靈 に 非す。 アバ 父と 呼ぶ子た る もの 、霞な り。 蜜靈 自ら 我らの 
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靈と 偕に 我らが 祌の 子た るを證 す。 我ら 若し 子たら ば 又 後嗣た らん。 即ち 神の 後嗣に して 基督と 偕 

に 後嗣た る ものな り。 我ら もし 彼と 偕に 苦 を 受けな ば 彼と 偕に 榮を受 くべ し』 pf§-s)。 

基督の 聰 I 非に 就きて は 舉說紛 々たり。 福音 主義の 信仰 は 少しも 之 を輕視 せす。 不充分な ろ 舉説は 

應 W の 上に 於ても、 効 を 不充分なら しむべき 恐れが 有る。 我るべく 事實 を圓滿 に解釋 する 喷罪論 

を 建^す る ことが 必要で ある。 道德的 感化 說も 可な り。 然れ ども 十字架の 一 側面た るに 過ぎぬ。 政 

治 的 解說も 可な り、 然れ ども 同じく 十字架の 一端に 過ぎぬ。 より 多く 徹底せ る 贈 罪 論 を 明かに した 

ぃ.^^のでぁる。 然れ ども 要するに 人は喷 罪の 解說に 由り て 救 はる、 ので は 無い。 た^ 基督の 十字架 

に 由り て 救 はる。 故に 福音 主義に 於て 撮 も 重んぜら るる は喷 罪の 事實 である。 之に 關 する 攀 說の異 

同を必 すし も 問 ふ もので ない。 

旣に斯 くの 如くならば、 基督 敎に 於て 最も 重大なる 位置 を.^ め、 其の 根本的 耍 點と稱 すべき 一 つ 

, は 基督の 死と 其の 喷罪 である。 之 を 高調せ すん ば、 基督 敎の傳 道で はない。 無論 福音 主義の 信仰と 

は  一； せぬ。 耶穌 基督の 死と 其 噴 罪と に 由り て 罪を赦 され、 a つ 救 はるる こと を 信ぜ ざろ もの 其 

の傳 道に 於て 之 を 盛んに 宣べ傳 へざる もの は、 如何しても 福音 主義の 信仰で はない。  - 

其 所で 自然 何人の 腦裡 にも 喚び 起さる る は、 汝ら 基督 を 誰と か爲 すと 云 ふ 問題で ある。 獨り 基督 

と 其の 十字架の みに よりて 救 はるべき を 信す る もの は、 其の 天より 降れる 神の ひとり 子で、 神 自身 


の顯 現で ある こと を 認め、 其の 十字架 はとり も 直さ. f 祌 自身の 十字架で ありと 信ぜねば ならぬ やう 

になる。 又然 かなら ざれば 佛 作りて 其の 魂 を 入れざる 如く、 徹底す る ことが 出來 ぬ。 『其れ 義人の 

爲に 死ぬ る もの んど 稀な り。 仁者の 爲には 死ぬ る こと を賊 はざる もの もや あらん。 然れ ども 1=^ 督 

は 我らの なほ 罪人た ると き 我らの 爲に 死た まへ り。 神 は 之に 由り て 其の 愛 を 彰し給 ふ』 と あ 

る。 某. 督の死 は 或ろ 意味に 於て 祌の 死で あると 解せ ざれば、 。ハウ n の 論 輝. 徹底す る HJ が 出来ぬ。 『誰 

か 能く 世に 勝たん。 耶穌 を祌の 子と 信 する ものに 非す や』 (§f5s。 叉 臼く 『凡そ 耶穌 を祌の 子な り 

と認 はす もの は、 祌 彼に 居り、 彼祌に 居る』 (fflsH) 。人 神の 子で ある 如く、 之と 同じ 意味に 於て 

のみ^ 赘祌の 子た る を 信. f る こと は、 何でもない 話で ある。 如何にして 斯 くの 如き 効 ra^ あらん や。 

i^-l^n が 特殊なる 意味に 於て 神の 子で あれば こそ、 斯く 信す る ことに 驚くべき 効果 は 胚胎 せらろ るな 

れ。 チヤ ァ モル ズの 所謂 新なる 愛情 も 此の 信仰から 發 動し 来る。 『また 神の 子 旣に來 り 我らが 眞のも 

のを識 るの 智禁を 我らに 賜へ る を 知る。 我ら 眞の ものに あり。 即ち 其の 子耶穌 基督に 在り。 彼 は 乃 

ち 3M 神、 また 永生な り』 (figs) 。福音 主義の 信仰 は 基督 を祌 とし、 此の资 格に 於て 之を拜 し、 之に 

事 ふる を 以て 北 ハの极 本義と なす ものである。 

然れ ども 基督 は 如何なる 意味に 於て 神な り や。 肉 身顯 現と は 如何なる 意味、 如何なる 性質の もの 
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であるか。 神人と なれり と は、 如何なる 變化 であるか。 此れら の 問題 は 思想 上 避け 5r 、へき ことで 無 

い。 古より 基督 者 は 研究 を 凝らした ので ある。 其の 結 菜 多少の 進歩 を 見た に は 相違ない が舉說 とし 

たと ひ 

て總 ての 方面に 於て 滿足を るに 至った ものが 無い。 設令 不充分な りと も、 今日の 程度に て爲し 5!^ 

らる k だけの 解 說を與 へて、 更に 後の 進歩 を俟 つが、 眞理 に忠實 なる ものの 取る 可き 方針で ある。 

基督の 事實と 信仰の 意識と に 照らし、 心理 梨 其の 他の 援助 をも藉 りて、 基督 舉の 研究 を 進めねば な 

らぬ。 晚近 サン ディの 試みた 努力 は、 よし 失敗と 見る 可き にしても、 其の 研究に 忠實 にして、 大膽 

にも 未開地まで 冒し 人らん とした 點に 於て は、 頗る 嘆賞 を 値 ひすと 謂 はねば ならぬ。 賴 罪の 舉說の 

如く 基督 舉は sf の 努力 を俟 ちつ.^ ある。 然し 此の 篇は 目的が 其 所に 無い から、 此れら の 問題に 就 

いて 餘り 多く 學說 上の 說 明に 立ち 人らぬ が至當 である。 贈 罪と 同じく、 根本的 信仰の 事實を 提供す 

る を 以て 滿 足せざる を 得ぬ。  - 

信仰の 极本的 黉驗 から 云へば、 基督 は 如何なる 意味に 於て 神なる か" 自殺せ る 乃 木が 容易に 神と 

めら るる やうな 譯で 無く、 祌のほか妄.^^に拜す可からすとなせる ュダャ人を始め、 唯一なる 神 を 

のみ 禮拜 する を敎 へられた る 基督 者に 至る まで、 基督の 敎會に 於て は 死して 復活り たる 基督に 禮拜 

を 捧げて 少しも 懸念す ると ころが 無い。 復活 後 弟子ら が耶穌 を禮拜 したる は (？悲 一一 ほ)、 其の 意味 栗し 

て祌 を禮拜 すると 同 一 であるか、 讓 歩して 稍 疑 ひ を 挿むべし とする も、 パゥ 口が 『是 故に 神 は 甚だ 

しく 彼 を？ めて 諸の 名に 勝る 名 を 之に 與へ 給へ り、 此は 天に 在 もの 地に 在 もの、 及び 地の 下に ある 


もの をして 悉く 耶穌の 名に 由り て 膝 を 屈めし む』 (f" 、比 一ち と 云へ る は、 疑 ひも 無く 祌を 禮拜 する 

と 同じ 意味に 解釋 せらるべき 文字で ある。 基督 者の 特徴 は 『總 ベての ところに 於て、 我らの 主耶穌 

t^;5$: の 名を龥 ぶ』 と 云 ふこと であった。 此れ は 基督 を禮拜 すると 云 ふ 意味に 解釋 せらる る 

が當然 だ。 基 香の 禮拜は i 欺 寄 全體を 通じて 磅^ たる 信仰の 大氣 である。 斯 くの 如く 初代 基将者 

は^:^; $1 の 禮拜： ^であった (ff(gl©。 彼らの 洗禮は 耶穌の 名に 人れ ら るると 云 ふ 意味の もので あつ 

た (1，^  一一^)。 彼ら は 父なる 神の 御名に 於て 洗禮 せらる る 如く、 基督の 名に 於て、 之に 入れられ 

て、 先. 禮. y られ たので ある。 基督の 名に 於て 洗禮 せらる k こと は、 祌の 名に 於て 冼禮 せらる k もの 

と 信ぜられた。 

慕；^^ は祌の 如く 基督 を譜 美した。 今 も 然爲っ k ある。 『主 また 我 を 救 ひて 諸の 悪事より 離れし 

め、 n: 我 を 救 ひて、 其の 天の 國に 人 れん、 願く は榮 世々 窮り 無く 彼に 歸 せん さをァ メン』 (ITffo 

『汝ら 谷： 我らの 、王なる 救、 王耶徒 基督と 益 その 恩顯を 知らん こと を務 むべ し、 願 はく は 榮光今 も 後 

も 彼に して 窃 なからん こと をァ メン』 (i^?T 赠 / 『我ら をして， 王と なし、 祭司と 爲 して 其の 父の 

祌 に 屬 けしむ る も の に榮 光と 衡が 世々 窮 なく 冇 らん こと をァメ ン』 (1 一お - T 基督 者 は 『天 つ 御 使よ、 

耶穌の 御名の、 € が を 仰 ふぎて、 主と？ おめよ』 と、 天上にまで 基督の 禮拜を 催促し、 『永遠の 歌に、 

驟を 合せ、 千 萬の もの i 主と せ K めよ』 と. 今日 も 讃美して 居る。 或る人 現行 譜美 歌の 結尾に、 君が 

代 を 加へ たる を 頻りに 非難して 居る。 讚美と 云 ふ 意味 を、 基督 敎 的に 明白なら しむれば、 此も 道理 
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が ある。 現行 讚美歌に 對 する 此の 非難 を 導き出せる 如き 精神 を 以て、 基督 者 は ナザレの 耶穌 を讃, 

する ので ある。 

然か のみなら す、 基督者は耶^！-に向って祈禱を爲す" ステ パノが 『主 耶穌ょ 我が 黨魂 を納け 給へ』 

(f 錢 §) と 祈った の を 始めと し、 基督 者の 耶穌に 向って 祈る 場合 は少 くない。 現行 讚美歌 第 十 は 

しく 斯 くの 如き 祈禱で 夜の 寝り、 日常の 生活、 他人の 上、 我が身の 行末、 明日 期待す ると ころ ま 

で、 悉く 祈りの 題目と 爲 つて 居る。 同じく 第二 百 十七 ウェス レイの 歌 は、 ||^魂が耶穌に只管信^5?す 

る 續の詞 である。" Tl-O--, ご Christ,  at. 一  all I  want,  Mon-  than  all  hi t 一一 cc  I ュ ョ 1: と 云 ふ 英語 

の 一句で ある。 曰 本譯の 終りの 一節 は、 次ぎの ものである。 『君 は 生命の 源 なれば、 絕 えす 湧き出で 

心に 溢れ、 我 を Its ほし、 渴 きを 歇め、 とこし へまで も 安き を 賜へ』。 基督 者は斯 くの 如く 祈る のが 

其の 自然 の 倾 きとな つて 居る。 

基督 は 心と 靈 魂と を 全部 基督に 棒ぐ。 永遠の 救 ひ を 其の 恩寵に 一任して、 少しも § ぶむ こと を 知 

らぬ。 不思議に も ナザレの 耶穌は 基督 者の 良心とまで なって 居る。 絕對に 之に 服從 して an る。、 

斯 くの 如く 禮拜 し、 ^^ゅ美し、 祈禱 し、 服從 し、 身 を も 靈魂を も 捧げ、 其の 救 ひに 與る こと を 期待 

し 得る 意味に 於て、 ナザレの 耶 5^、 死より 復活り たる 基督 は、 种 である。 斯 くの 如き は、 正しく 神 

で 無くて、 將た 何で あるか。 

i 全書 は 弟子ら が、 此の 信仰に 達した る 妙に 奇 しき 次第 を 語って 赛ら かで ある。 吾人 も i 聖 


齊の 記事に 甚き、 拔^ の ni 性に 鑑み、 其の 自證に 照らし、 其の 祌 たるの.^ 力 を. ぽ驗 し、 其の 恩寵に 

沐浴する^!5^ 『我が * よ、 我が 祌ょ』 と 其の 御前に 拜 伏せざる を 3^ ぬ。 

ァゥ ガス テンの 『神の 都市』 は ロマ 城 g£ すがして、 舉世 怦ノ然 たりし とき 、『柳の 都市』 の 雄大なる 理 

想 を 高く^ 揭し、 人； g をして 長く 之に れ しめ、 西歐 = 取 勝の 識者 をして、 皆 其の 實 現に 努力し、 

殆ど 餘令；^; からしめ た 程の 大 著述で ある。 然し 『神の 都市』 の 希望の 隱れ たる 源 は、 耶 g 基 哲の祌 

格こ關 する 確信で ある。 I に 打ち勝ち たる 北欧の 蠻狄 が、 アリウスの 徒たり しが ままに 持 核す る 

も、 一 轉 して ァタナ 、レウス の 系統に 屬 する 信仰に 人る も兩 つながら 可な りと 云 ふ 場 合で は 無 かつ 

た。 アリウスの 丼-!^ は 彼らの 祖先が-. I ぶめ たと 同様な、 新奇なる 祌、 若く は 英雄と して 何の 苦 もな く 

容易に 承認 せらる 可き ものであった。 然れ ども 『ま惯 からう。 不味から う』 で、 此れで は 餘り其 P 

力と なること を 得なん だ e 基 1^ が總 ベての ことに 於て 父と 同様なる 神の 子で あると 云 ふ敎說 は、 初 

g は 之 を 承認す るに M 難 を 感じても、 一日 一 此の 信念、 北歐 人の 靈 魂に 徹底す る や、 其の 全心 を 占領 

すると ころの 偉大なる 勢力と なった。 敎會が 能く 蠻狄. の 習俗と 戰ひ、 千 拽 屈せす、 靈 なる 王 國を理 

想と して 何 所まで も 止ます にあった の は、 一 に 基督の 神性 を 信す るに 據 つたので ある。 若し 祌 にし 

て 萬 民の 恭 判者た る 基督 を 信す る ことが 無かった ならば、 歐羅 巴の 大半 は、 異敎 主義の 再び 占領す 

y  )  »  T,  Jf  、グ ワット キンの アリウス" SY- 

ると こ ろと 爲 つて 了つ んカも 知れぬ (S 究第 二百 2- 三 頁き 照 ) 

其れ だから 福 昔、 王義 信仰の 歸 着點、 叉 其の 究竟の 要素 は 神なる 基督 を 承認す る ことで ある。 マイ 
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エル ズの 『聖 バウ 口』 に 

"Yea  thro*  life,  death,  thro, さ rro-,  and  thro*  sinnin 巧 

He  shall  SUHice  me,  for  He  hath  sutSced  : 

Clirist  is  tlie  end,  for  Christ  was  tlie  t-eginning. 

Christ  tlie  Ibewinninp  for  the  end  is  cllrlst." 

(^に 生に も 死に も 憂に も 罪 犯せる にも 彼 こそ 我に こと 足る であらう、 彼 は 今日まで 旣 にこと 足リ たから。 基 青 

は 始めな リ しが 故に 終りな り。 終極が 基督で あるが 故に 基督 は始 なり。) 

と あるが 福音 主義 基 得 者の 確信で ある。 

幅 音 主義 信仰に 就きて は 旣往の 事實に 顧みて 同 主義者の 警戒すべき 點、 大いに 努力す ベ き 方面 等 

論す ベ き 題目 少なからぬの であるが、 今は暫 らく 此 所に 维を止 むる ことと した。 

( 一 九 一 五 年 七 W . 福音 新報) 

福音 主義者 の 反省す べき こと 

1 福 昔 主義の 信仰 を懷 くもの は、 儀文禮 典に 拘泥し、 洗禮ゃ 晩餐に 幻術 的の 効力 ありと 迷信す る 

に反對 する が 常で ある。 之が 爲に洗 禮晚餐 を 以て 精 祌界の 符號に 過ぎす となし。 其の 神の 恩寵 を 人 

の靈 魂に 運び 入る \ 媒介物で ある こと を 忘る- "の 恐が ある。 ッ イング リイの 如き 其れで ある。 カル 


ヴ ドン は 此の 弊に 陷らぬ やうに 努めた。 

二 福音 主義の 信仰 を 把持す る もの、 動もすれば 外の 基督 を 重んじて 內の 基督 を輕 じ、 其の 我らの 

9 な 魂の なかに 生命と なりて 活動 せらる X 方面 を 閑却し、 所謂 基督に 對 する 神秘的 契合 を 忘る &に至 

る。 之が 爲に基 と 其の 事業に 關 する 敎說に 重き を 置きて、 活ける 基督 其れ 自體と 沒交涉 たらん と 

する 恐れが ある。 然し 此れ は 羅馬書 首め の 四 章を讀 みて、 次ぎの 三 章、 殊に 第 六 章 一より 十四 を沒 

却した 結 である。 ガラ テャ nil 一章 一 一十 節、 ピリ ピ蚩禁 一章 二十  一 II 一十 四の 如き も 或る 一 派に 

よりて 忘れられ 易き：^ の 眞理を 高調した 文で ある。 福 昔 主義 信仰の 宣傳 者た る バウ n こそ、 其の 正 

統の 思想 を 代表した 人で ある なれ。 之に 背く もの は 似而非なる ものである。 

三 福音 主義の 信仰 を 鼓吹す る もの、 時として 社會 事業 を 粗略に する の 傾きが ある。 一方に 偏す る 

が 爲に此 所に 至る ものと 見える。 然し 此れ 必然の 弊害で は 無い。 ウィル ボルフ ォ ルスの 如く、 チヤ 

ァモ ルスの 如き は 其の 反 對の實 例で ある。 福音 主義の 信仰 を 徹底 すれば、 健全なる 社會 事業 を 盛ん 

にす る ことが 出来る。 カル ヴ インの ジ エネ パに 於け る、 ノックスの 蘇 格 蘭に 於け る、 其の 明かなる 

證據 だ。 

四 福音 主義者の うちに は 基督と 其の 十字架との 外 何 を も 知る まじとの 意氣 込から 一 方の 極端に 走 

つて. 舉問 を輕ん する もの も 出来る。 然し 能く 古今の 事實 を達觀 するとき は、 此の 弊必 すし も 其の 

附 きも ので 無い。 マシゥ • アル ノル ドが、 福音 主義者 は 狭き 見識 を 抱け る 善き 基督 者な りと 評せる 
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は、 或る 場合に 適 中した 言で あるが、 大局の 上から 云へば 福 昔 主義の 信仰が、 理性の 働き を活 澄な 

らしめ、 舉 問 を獎勵 する ものである こと は 著明な 事實 である。 然し 所謂 福音 主義者の 一派 は、 自ら 

顧みて 此の 弊に 陷らぬ やう 注意すべき であらう。 若し 祌、 肉體に 於て 現れた る 基督と 其の 救と が、 

事實 信すべき ことで あり、 之に 依りて 顯> おせられ たる 祌と 其の 性格と が、 神と 宇. W との 眞相を 明か 

ならしむ る ものであるな らば、 福音 主義の 信仰と 其の 歸 結と は、 智慧の 極致、 擧 問の 決ま を 意味せ 

ねばならぬ。 福音 主義者 は 其の 研究に よりて 學問上 此の 點を 明かに せねば ならぬ。 彼 は 人生の 秘義 

を ii£ 明すべき 唯一 の 鍵 を 握って 居る。 

.  .  (一れ 一 五 年八パ 丄ぉ 音 新報) 

正 L き 信仰に 還る 

ビィ • フエ ィ，£ ルス は 數年前 幅 昔 宜傳 者と して、 米國に 於け る 福音 主義 信仰の 急先鋒であった。 . 

彼 は 今の チヤ プマ ン などの 如き 信用と 勢力と を 握り 居た ので ある。 其の 父 は 長老 敎會 總會の 議長 を 

も 務めた 人で、 彼 自身 亦斯 くの 如く 正しき 信仰の 傳道 者で あつたが、 新 神學の 風に 誘 はれ、 思想 跪 

線して、 渐くュ 一一 テリアン 主義に 流れ、 千 八 百 九十 七 年 以来 同じ 系統に 屬 する 敎會に 出入し、 所々 に 

轉々 して、 敎 きの 牧師 を 務め、 最近 は a ス* アンジェ ルスに ュ 一 1 テリアン 主義の 有力なる 團體を 組 辯 


し、 益 自說を 主張す るに 努力して 居た。 ところが 此の程 彼 は 信仰 上の 實 験と 研究との 結果、 妻と 共 

に 正しき 一 1 昔に 復歸 する こと ふなり、 六月 某日 シカゴの 長老 會議に 請求し、 其の 精祌耿 態の 顕末を 

公表して、 長老 敎會 の敎 職に 加入す る，) と& なったり ミル スは 通の 巡回 敎師 とは異 りて、 元來研 

究 好きな、 理性の 明咐 した、 辨^-^^風の耍素に富んだ人でぁるが、 ュ 一一 テリアン 主義の 岐路に 彷惶っ 

ど り  し まつ が 3 

て 居る 問、 如何しても 此れで はならぬ と 云 ふ考に 到達した ので ある。 彼が 新聞紙に 發 表した 始末 蚩ョ 

様の もの を 見る に、 n く 『余 は 自己の 經驗 以外に 人 ii に 於け る 或る 天； を 要する こと 益 急なる を覺 

えたの みならす、 世界の 必要 は殆 んど抗 担すべからざる 勢力 を 以て 余を壓 迫して 來た。 欧羅巴の 大 

戰 によりて 世界 は 殆んど 混沌 狀 態に 陷り、 豫想 外の 慘禍 に陷 りつ 人 ある。 人の 心 は 何 所 も 同じく 皆 

一 It; の 危惧と 恐怖と に 囚れて 居る。 經濟界 の 革命 は 重ねく の 地震の 如く、 某^ 敎同を 動搖 しつ ム 

ある。 余は實 業、 政治、 社交^の 內 幕と 接 觸し、 其の 內 部に 蟋れる 貪楚、 、王 我心 及び-;^? 敗の 横暴 を 

極め、 夫： の關係 日々 に弛廢 し、 家庭の 破壞算 ふるに 遣な く、 道德 の權烕 次第に 衰へ、 ス H ズの束 

にも 西に も 十 誠て う もの 跡 を 絶ちた るかと 疑 はれ、 犯罪、 不潔、 精神病、 自殺、 日 を 追 ふて izs^ 延し 

來 りつ. - ある 實狀を 親しく 目乘 したる により、 此の世界 は 決して 余の 樂天 的豫 言に 從 ひて 容易に 更 

生り 得べき ものに 非す、 實に失 はれた る 者に して、 皆 罪 を 犯し 神の 榮を受 くるに 足ざる 者と なり、 

天来の 救 明白に 歷史の 上に 實現 せらる k に 非 ざれば、 到底 救 はれ 難き ものであると 云 ふこと を 悟つ 

た。 …… 人類の 靈的 革新 を 成就 せんと 欲する とき は 正しき 福音 的 信仰の 敎會 に復歸 し、 其のう ちに 
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あり、 叉 之に よりて 活動し、 歷 史的の、 歷史 前の、 叉 無始 永遠なる 基督の 使命、 賴罪 及び 其の 威 

力に 依る の ハの 道な きを 認め、 基督の 人格 及び 其の 事業 は 益 余 の 心と 震 魂と の 全部 を ま 配す る に 

至った。 余 は ダマ ス コに 行く 途上 バウ a が經 験した と 同じ様に、 「我 は 世の 光な り、 我に 從ふ 者は嗜 

黑に 歩ま. f して、 生命の 光を與 へられん」 と 云 はれし 彼の 方 ざまの 威力に 接觸 する こと を 得た ので 

ある 云々』。 彼 は 罪と 其の 力 を經驗 したので、 誰れ か 『能く 此 等の ことに 堪 へん や』 と 結 叫し、 遂に 

『我よりも 高き 岩に 我 を 導き 給へ』 と 祈る に 至った ので ある。 世界の 事 實は彼 をして 人間の 力に の 

み 依りて、 樂天 的なら しむる こと を容 さなかった。 此の 死地に 在りて 活路 を 見出す こと は 福音 的 信 

仰に 復歸 して、 基督に 助 を 請 ふの 外、 其の 手段 を 見出す ことが 出來 ぬので ある。 

彼 又 曰く 『余が 基督の 贖罪に つきて 學ぴ 得た る こと は、 從來 他の 手段に 依りて 滿 足せし むる こと 

を 得 ざり し 自己の 耍求を 感じ、 人類の 必要 を 同情 的に 認 むる こと を 得、 此の 要求に 應す るの 設備 何 

れ にか 必す 見出さる ベ きを 豫 期す るを禁 する こと 能 は ざり しな どの 結果、 自已 最善の 志に 身 を委 

ね、 之を實 現せし めんと 欲して 努力 を爲 しつ 人 ある 間に、 基督 敎の 天啓に 就きて、 これ こそ 眞實で 

あるべき 箬、 然か あらねば ならぬ、 確かに 然か あると 信す る樣 になった。 余 は 人類の 大 いなる 要求 

が、 耶穌の 使命、 犧牲、 通蹀 及び 勝利に 於て、 終局 的に 滿足 せらるべき を 認識し、 確信し、 又經驗 

する こと を 得た ので ある』。 

ビィ *フ H ィ*ミ ルス は 斯くて 其の 一 且失 ひたる 信仰に 復歸 する こと を 得た。 金 森 通 倫 氏ら の經驗 


は 如何なる もので あつたか、 未だ 之を詳 知す る こと を 得ない が、 畢竞 する に廣 面目に 人生の 大 問題 

を 研究し、 自他に 於け る 罪 惡の處 分に 努力^ 闘 を 重ね、 光明の 必す雠 き出づ べき を豫 期し、 鶴 魂の 

活路 を兑 出す の 希望 を 飽くまで 維持す る 人 は、 遂に 『我 は途 なり、 眞實 なり、 生命な り』 と宣 ベら 

れ たる 基督の もとに 到達せ すして 止まぬ であらう。 S 督を 離れ、 0- 書に 敎 へられし 信仰に 遠ざかり 

て、 ^督 者から 見れば 輕鄉 なる § 水灭 的の 考案と 努力と に餘 念な き 人た ち も、 ビィ *フ ヱ ィ •£ ルスの 

ま o あ，： リ  のん S 

如く、 人生の；^ 强 なる 事資を 目前に BW1 きて、 然 かく 暢氣 でも 居られまい。 心舉道^^川ゃ、 辻 講談 や 社 

交 的の 餘躯ハ などに 類似した 仕事で、 斯る 問題に 臨む は、 卵 を 以て 岩 を 打つ に異ら ぬ。 眞 面目に 之 

を 試みな-は、 ビィ *フ H ィ* ミ ルスの 如く、 基督に 復歸 する が 必然で ある。 此の程 も 或る人が 督と 

其の 福 昔の 爲に辯 明す る こと を實 際に 於て 休め 詐僞 的豫言 者の 爲に、 其の 人格に 對 する 頌 德の辭 を 

吝 まざる に 至りし を 見なば、 基督に 遠ざかる 人た ちの こと 甚だ 寒心すべき もの ありと 云 はねば なら 

ぬ。 ビィ *フ H ィ*ミ ル スの 如き 事 實の多 からん こと を 祈りたい と 思 ふ。 

(一九 1 五 年 八 „«• 
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敎權 何れに 在り. や。 或 ひ は 敎會に 在りと 云 ふ。 カトリック 敎會が 其れ だ。 或は 聖書に 在りと 云 

ふ。 プ a テス タントの 流れ を 汲む ものの 主張し 來 つたと ころが 其れ だ。 前說は 道理から も事實 から 

も 破れた と 云 はねば ならぬ。 後說も 其の儘で は 通用が 難 かしくな つた。 そこで 敎横は 基督 を 中心と 

し、 敎會も 聖書 も 之 を K 黉 すべき 機關 として； 連用の 妙 を 極め、 靈的發 展の効 を 全す る ことが 出 

來 ると 云 ふ 立場が、 最も 適 當な兑 解で あると 思 ふ。 

『我 若し 擧 げられ なば 萬 民 を 引き 寄すべし』。 實に其 の 通りで、 或は 基督 を禮拜 すべく 引き寄せら 

れ、 或は 耶穌を 批評すべく 刺激 を受 く。 何れも 冷淡なる 態度 を 維持し 難く 感す。 執 一心に 基督の 秘 

密を 握りたい と 欲して 努力す る を 禁じ 難いので ある。 シュ ヮ イチ H ルの 『歴史的 耶 穌の搜 杏』 の 結 

尾の 語に 曰く 『彼 は 其の 昔、 湖邊に 在りて、 之 を 知ら ざり. し 者 どもに 近づき 來 りし 如く、 今 尙ほ名 

を も 有せす、 識られ ざる ものと して、 我らに 來 りつつ あり。 彼 は 古と 同一 なる |e を 我らに 吿ぐ。 曰 

く、 「汝 我に 從へ」 と。 彼 は 其の 現代の 爲に s:^ さんと する 事業 を 我らに 課しつつ あり。 彼 は 命令す る 

なり。 之に 從ふ ものに は、 賢愚 何れに も あれ、 彼らが 之と 共に 經過 する 勞苦、 奮闘、 苦窗の に、 


自己 を纈彭 すべきな り。 而 して 一 つの 云 ふべ からざる 秘義 として、 彼ら は 己れ らの .^：^ 驗 すると ころ 

に 於て、 其の 誰れ なる を辠 ぶべ し』 と。 苟も 精 祌界の 消息に 通じ、 志 を. 強 的 世界に 寄す る もの ども 

に 於け るナザ レ の 耶穌の 握力の 強大なる に 驚かぬ もの は あるまい。 之に 觸 るる もの は 沈默を 守る こ 

す ど ほ 

とが 出來 ぬ。 如何しても 一 言 無くして 素^り を 許さぬ 如く ゆ。 『汝 基督 を 誰れ とかす る』 との^ 

は、 |S 者に 殳げ 掛けられす には^まぬ 様で ある。 日本に 於ても、 基督 者の 問 は 勿論、 道に 志す もの 

のなかに は、 此れが 注意の 焦點 となりつつ ある。 幾 回と 無く 繰り返して 論議せられ ねば 止まぬ。 

督に對 する 立場^だ 暖味 にして 現の ルゥマ 一一 ャ、 ギリシャの バルカンの 戰亂に 於け る 様な もの 

も ある。 傳道 者に して 或 ひ は 道理の 如何 を 問 はす、 祌舉 上の 靠 柄に は 立ち 人る の男氣 もな く、 神 乎 

人 乎の 問题は 何れと も 付かす、 たぐ 心情の 上から、 祌 として 基督に 就きたい 心 持が するな どと 云つ 

て 居る 人 も ある。 多分 斯 くの 如き 心持ちで 基督 を拜 むこと すら 行って 居る であらう。 然し 確資 なる 

もてな 

信念に 其の 根抵 を冇 せす、 漠然 情感に 絡まれて、 基督 を祌の 如く 待遇し、 之に 信仰まで 捧 ぐると 云 

ふに 至って は、 今日 無宗敎 で 極めて 唯 物的な 我が 國 民の 多くが、 何とは無しに、 道理 も 無く、 漫然 

死者に 對 して 祭文 を讀ん だり、 參拜 したり、 祌事佛 事を營 むと 一 般、 やがて 同じ 樣な签 疎な 形骸ば 

かりの 宗敎 にまで 墮 落せす に は Jte るまい と m 心 ふ。 

ナザレの 耶穌に 就きて は、 吾人の 取るべき 方針た 二つ あるの み。 之を祌 とする か、 人と する か 

である。 人と する だけで は滿 足が出 來ぬ とて 5^ 色に 暖 味なる 態度 を裝 ひて 信仰の 必要 を瞞過 せんと 
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試む る 如き は、 刮底 長く 維持し 得べき 位置で 無い。 より 高き に 進む か、 より 低き に 落下す るか、 何 

I- か 北 ハのー つと なる を 免 かれぬ であらう。 流石に オイケン は 熟く 此の tJ の 消息に 通じて る。 曰く 

『耶 床に 闘して 中 問の 位置に 籠城 せんとす る總 ベての 試み は、 未練 容赦な き 一 一 者 何れ ぞと云 ふ 難問 

に觸れ て粉碎 されて 了 ふ。 耶穌祌 で 無いならば、 基督 三 一 者の 第二 人格でないなら ば、 彼 は 人で あ 

る。 我らと は せざる にせよ、 矢 張 人 だ』 と。 现義を 正して 云へば、 オイケンの 指定した 如く 行か 

ねまなら ぬ。 ナザレの 耶穌が 神であるなら ば、 之 を 中心として 信仰生活 を 扶植すべく、 之に 一 切 を 

默げて 奉 事すべき である。 斯 して こそ 眞に 『我 活ける に 非す 基督 我に 在りて 活ける 也』 と 云 ふこと 

も 出来る。 之に 向って 祈り を爲す こと も 出来る。 若し 人であるなら ば、 其の 宣傳 した 道 を 根據と 

し、 我が 心 を 得たり とて 其の 主義 を 奉戴し、 其の 餘流を 汲み、 其の 遣 芳に觸 るる こと は あれ ど、 其 

の 人格 を 本尊と する を 許さぬ。 之と 眞. 實の靈 的 交通 を 保つ こと は出來 ぬ。 無論 之に 祈る こと、 之 を 

禮， する こと も出來 ぬ。 歷 史上の 人物に 過ぎざる 彼 を 信仰の 對象 として 絶對の 服從を なすこと は 出 

まこと いのち  i 

來ぬ。 若し ナザレの 耶穌が 『我 は 道な り、 眞ー W なり、 生命な り』 と 云った 如く、 彼と 近と 離る、 へ 力 

ら ざる もので、 基督が 即ち 道であるなら ば、 斯道の 行 はるる こと、 換言すれば 救の 全うせら るべき 

ことが、 萬 全の 保證を 得て 居る 道理で ある。 然し ナザレの 耶穌が 道の 宣傳 者の みであるなら ば、 其 

れ も^うまい。 或る 牧師 は北ハ の 近刊の 著述に 於て 基督の 宗敎を 信 すれ ど、 基督 自身 を 信す るので 無 

ハと 云った と 聞く が、 平生の 主張 を 論理 上推究 すれば、 斯 かる 結論 は 其の 當然の 順序で ある。 然し 


其れで は 耶穌基 に 於て 救 ひの 保！ fSS を 23- 出す こと は 出 米ぬ。 救 ひの 絶對的 信任 を 彼 自身に Ssl くこと 

は出來 ぬ。 斯 くの 如き！；； 15 仰 は 基督 者の M に 並：： 通せる 意味と 異っ たものに なって 了 ふ。 新約全^！^曰の立 

場と も相逮 して 3 る。 

t^- 将に對 する 立脚地 は、 上に 記した 二つの 外に 出づる こと を 得ぬ。 たと ひ 然か云 はぬ にせよ、 其 

の資然 りと 認めら るべき アリウス 流儀の 立場 は、 今日に 於ても 結局 維持が 不可能で ある。 グ ワット 

キン 曰く 『アリウス 說に關 する 論 爭 は、 彼らが 基督 敎 主義と ュ 一一 テリアン 主義との 中間に 福音の 解 

釋を 成立せ しめんと 試みた るが 爲め、 兩者 固有の 困難 は 之 を 負擔 せる にも 拘 はらす、 何れの 利益 を 

も牧 むる こと 能 は ざり し事實 を 曝露せ り』 と。 實に 至言で ある。 基督 敎 主義と ュ -ー テリアン 主義と 

は 氷炭 相容れ ざる ものである。 

I 一 

ナザレの 耶穌 は、 之 を 史上の 人物の みとして 見て 置く ことの 出来ぬ 階級に 腸す。 其の 人格の 神々 

しき、 人類のう ちに ありて 唯一 人 罪 を 有せす 叉 罪 ある を自覺 せす、 品性に 於て 完全 無缺 である。 旣 

に 此の 奇蹟 中の 奇蹟 を認 むべき のみなら す、 之に 關 する 事實 にして、 何としても 超自然的と 云 はね 

ばなら ぬ ものが 多い。 其の 事業 は 明に 筢 倫に して、 人類 を 超越す。 其の 主張 は 自ら を 知る 稍 明なる 

人の 口に 爲し雞 きもので ある。 然れ ども 何人も 耶穌の 自ら 知る 最も 明に して、 共の； 8 が 新しき 道 

徳の源 ま 標準で ある こと を 疑 ふこと は 出来ぬ。 其の 行動に 察し、 其の 主張に 照して 見るならば、 其 
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所に 祌を 以て 自ら 居る と 云 ふ 驚く べき 意識の ある こと を 認めねば ならぬ。 

親しく 之に 接觸 した 人 は 終に 我 主よ 我祌 よと 云って 拜む やうに なった。 史上の 耶穌は 自然の 順序 

として、 信仰の 對 象た る靈的 實驗 上の 基督と ならねば 止まぬ。 此の 信仰の 結論 を 忌避す る 者 は、 强 

いて 史上の 事 實を說 き 去り、 甚 しき は 無遠慮に 耶穌の 史的 實 在に すら 疑 ひ を 挾み、 之 を 架空の 人物 

として 塗抹す る こと を 憚らざる に 至った。 ナザレの 耶 穌を觀 察し、 其の 人物 を解釋 する に、 餘り多 

くの 無理 を敢て する 結果、 騎 虎の 勢ひ斯 くも 極端なる 位 S にまで 陷ら ねばなら ぬと 云 ふ は、 旣に喑 

示 多き 事實 である。 ナザレの 耶穌を 史上に 觀 察し、 深き 趣味 を 以て 其の 人物 や 品性に 觸れ、 共の 主 

. 張 や 事業に 公平なる 刹斷を 下す とき は、 如何しても、 視線 を歷史 以上の 點に 延長し、 新約聖書に 於 

ける靈的實驗の_„^^礎たる信仰の基督たまで曰&進せすには居られぬ。 新約聖書 のみで はない。 ァシジ 

の フランシスと 云 はす、 ルゥ テル や、 ゥ H ス レイと 云 はす、 世々 の 基督 者の 經驗 すると ころ^ 此れ 

である。 史上の 耶穌は 信仰の 基督と 崇めら るるに 至る がせ E 然の 順序で ある。 

基督と 云 ふ 語 は、 イスラ H ル 民族の 歷史を 背景と し、 又 其の 前提と して 考へ ぬと、 其の 意味と 吾 

人に 與 ふる 印象と に 於て、 不充分なる 點 ある を 免れぬ。 元來 イスラ H ル 民族 は、 ロウ マの 如く 政治 

的の 偉大 を 成す べき 使命 を C めび たもので はなかった。 ギリシャ の 如く 智慧と 文藝 とに 於て 世界に 雄 

飛すべき 天職 を 奉じた ものと は 見えぬ。 兄弟のう ちに も 博士と なりて 聞 ゆる もの、 執政 ゃ大將 とし 

て 時め くもの あれば、 一 方に は 脫俗超 世、 修道院に 入りて 行 ひ 澄す 太 郞次郞 ありて、 &異 りたる 向 


向に.， -H 獻 すると ころが ある。 桂 太郞、 大隈重信の^^；^ばかりでなく、 修道院の 系統と 覺 しき 乃 木の や 

め ぷ 

うな もの も ある。 世界 は 斯くて こそ 逃 歩 もす る。 イスラ H ルは 親の 鑑識で 修道院に 入れられた 兒の 

如く、 云はピ 出世^の 方面に 專 ら貢獻 すべく 選拔 せられた る 特殊 民族であった。 『人の子よ 葡萄の 

樹、 森の 中に あると ころの 葡萄の 枝、 なん ぞ 他の 樹に 勝る ところ あらん や。 其の 木 物 を 作る に 川う ベ 

けんや。 又 人 これ を 用 ひて 器 を かくる 木釘 を 造らん や。 視ょ是 は 火に 投 いれられて 燃 ゆ』 (*fl^J 一  11 喊)。 

たと  ふ ど-つか ブら 

イスラエル 民族 は 之 を 植物に 比うれば、 此 所に 所謂 葡萄 葛で ある。 到底 三十 三 間 堂の 楝 木に はなり 

得ぬ。 菊の 如く 花.， 咲きて 陶淵 明の 嘆賞 を 被む る さは 出來 ぬ。 然れ ども 美 はしき 【貧 を 結びて、 潔 かな 

る 血液 を 作り、 喜び を與 へ、 慰安 を頒 つの 媒介と はなる ことが 出來 る。 葡萄畑 邀種樹 植林の 利益に 

も 優る。 イスラ H ル 民族 は 口 マ の 如く 國家經 營の楝 梁の 材で 無く、 ギリシャの 如く 文化 爛還 たる も 

の は 無い が、 li: 的の 天才であって、 淸良 健全なる 信仰 を 人類の 歴史に 貢 獻し、 此の世の ものなら ざ 

る 祌の國 を 建 I ュ P すべき 使ん 叩 を 授けられた。 

づ $ 

然し、 さし も 偉大なる 抱負 有りし に拘 す、 其の 歷史は 左轉右 倒、 遞願 躓きて、 到底 ものに 成るべし 

とも 兑 えぬ 程で、 國 破れて 山河 有りと 云 ふ 悲境に 沈んだ こと も ある。 新る 場合に は國 民の 失 如何 

とも 爲し 難いが、 『其の^に 存 する 孑 遣』 によりて、 建國の 目的 を 遂げ 得べ しと 期待 せられた。 イス 

ラエ ルの 識者 は 更に 一 轉 して、 只 一 人の 聖者に 着眼し、 其の 出現に よりて 救世の 大業 を 成就す る を 

得べ しと 確信す るに 至った。 彼ら は 此の 希望 を 以て 逆境に 奮闘した。 『有 明の 月の 光 を俟っ ほどに、 
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. , •  あかつき  is もむ 

吾が 夜 はいたく ふけに ける かな』 と 嘆 じつ、 頻りに 曉 天 を俟ち 焦る、 が 如き 概き であった。 第 ニイ 

ザ ャは祌 の 受難の 僕 を想兑 し、 其の 世に出で、 犧牲獻 身、 民 を 救 ひ 世を淸 むる に 至らん HJ を 希望 

し、 咨嗟 詠嘆の に 此の 驚くべき 理想 を發 揮した ので ある。 イスラエル 民族の 問に 起り たる メシャ 

の觀 念が 即ち 此れで ある。 豫言者 は祌を 代表し、 又 人に 代りて 世 を 救 ふべき 精 祌界の 王者なる 基督 

を 俟ち 望んで 居った。 

耶穌は 舊約豫 一一 一一 口 者の 理想し、 期待して 居った ところの メシャ 觀をも 超越し、 豫言 者の 最も 大 なる 

ものと 許された る 洗 禮者ョ ハネ すら 夢想す る こと を 得 ざり し 更に 大 いなる 意味に 於て、 イスラエル 

民族の 期待に 應じ、 其の 理想 を實 現せ しめたと 云って、 少しも 差 支 ある を 見ぬ。 バウ 口、 ヨハネ、 

ぺ テロの 如き 面々 は、 ナザレの 耶 穌が實 に 此の 基督で ある こと を 認め、 人民が 亂れ たる 世に 镇食壺 

漿 して 王の 師を迎 ふるが 如き 思 ひを爲 して、 之に 歸 依し、 身命 を獻げ て、 其の 國の 爲に盡 さんと 志 

すに 至った ので ある" 無論 基督と 云 ふ 意味 は 此れ だけで は盡 きぬ。 然し ナザレの 耶穌が 旣に當 時の 

基督 者の 眼に それ 程までに 映 じ、 少く とも 其の 斯く 認められ たる ことが 今日に 於ても 事實上 苗 だ 適 

當と思 はる、 と 云 ふこと は、 何人で も 其の 注意 を惹 かるべき 驚くべき ことで ある。 基督 は 宗敎的 天 

才を 懐ける 國 民の 大成せ る もの、 其の 理想の 實現 者、 神 を顯彰 して、 靈 的の 王道 を 益廣く a 深く 實 

現しつつ あり。 ナザレの 耶穌が 正しく 基督で ある こと を 認め 得る は、 其の 人格 を識 るに 於て 漸く 其 

の 佳境に 人り つ つ ある ものと 云 ふべき であらう。 


之 を 共 と 認めた る 常時の 人 は 云 ふ も lau^ り、 何れの 時代に 於ても、 凡そ 耶穌に 親近す る もの 

は、 共の 祌の獨 子た る こと を 認めす に は 居らぬ。 ； t の 子と 云 ふ は 如何なる もので あるか。 神 を 愛 

し、 敬し、 信賴 して、 に 之と 親しみ を 交 襖し、 信任 を も s かれ、 深き 計 畫に參 し、 秘密に 與 かり、 

大事 を 托せられ、 その 资カ を述轉 する こと も 出来ねば ならぬ。 然れ ども 人の 世に ある や、 敵國に 

^^伏するかの如く、 疑 ひ、 みて、 針の 筵に 坐す る 如く 戰々 競々 として、 片時 も 安 の 思 ひ を爲し 

難く、 浮浪 人の 如く、 寄食；^ の 如くで ある。 天 を 敬 はす、 祌を 畏れす 主我 的の 生活 を 送りて、 専ら 

其の 愁を恣 にす る こと を心懸 く。 人生 五十、 七十古來稀なる期問の服役に奴^^の如く、  a つ 恨み 03 

っ佗霄 つのみ。 漏れざる 可き 害の 天機に 通じ、 隱れ たる 方針 を 暴き 立てん と 試みて、 宛 かも 敵国の 

探侦の 如く、  ； t 火を盜 める プロメテウスの 如く、  ^だしき は 卜筮に 耽り、 .3 なき 占に 心意 を勞 す。 

子が 父の 計 賓に參 し、 相 信じて 其の 秘密に 與 かるが 如き 氣色 は、 少しも 見る ことが 出来ぬ。 天 高く 

して 身 を 縮め、 地 厚く して 忍び足す。 造化 無盡藏 なりと 雖、 物 界の壓 迫に 堪 へす。 赤貧 洗 ふ 如く、 

一 1 もの 

1 つと して 心の ま、 に遝 用し がた きを 憤り、 富 一 ri,- の 家に 使役 せらる、 小厮が 主の 金庫の 傍に ありて 

闲|^ する が 如くで ある。 神の 實 在に すら 氣 付かざる 輩 もな きに あらす， - 有りと 認めても 之 を 睐み之 

まか  や 

を 疑 ひて、 水と 油との 和せ ざると 同様で ある。 天に 順 ひ、； t に 任す る こと は、 風に 逆 ひて 船 を 行る 

よりも 困難に 感す。 常に 形に 役せられ て、 ； t に 仕 ふること を 喜ぶ ことが 無い。 滔々 たる 天下お 斯く 

の 如き 有様で あるが 中に、 旣に 基督と 認められ たる 耶穌 のみ 獨り、 缺 くると ころな き 意味に 於て 祌 
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の 子で ある。 彼 は 神に 近く、 祌と 一心 一 意 其の 間に 少しの 間隙 もな く、 神 を識ひ 又； t に識ら る。 常 

に 神の 意志 を 行 ふこと を 喜ぶ。 毫も 我意 を 挾む ことがない。 信賴、 盡忠、 景慕、 從順 至らざる 所な 

く、 神 を 愛する さ實に 深く 濃 かに a つ 熱 切で ある。 ナザレの 耶 5^ に 親近した 者 は、 自然ら 其の 神の 

ありさま  お 

子た る、 不思議に も 美 はしき 狀 態に 心 付いた。 已 には絕 えて 昆 難き 祌の 孝子た る 精神が、 遣ち もな 

く 其 所 に 出現 した の であ る。 我等 も 終に は 神 の 子で あるが 、自己の 力で は斯 くな ひ 得 ベ き 望が 無 い 。 

基脊に 依り 之と 枝の 斡に 於け る 如き 關係を 結ぶ 外、 其 道 を 見出 さ ぬ 。 『徙を 接け 其 の 名 を 信す る ff^ は 

神の 子た るの 力 を 賜 はる』。 基督 は 神の 子た るの 理想の みで はない。 斯く なり 得べき 唯 一 の 力で ある。 

三 

基督 者 は 基督に 依 ひて 神の 子と なる。 然れ ども 基督 は 同より 神の 子で ある。 常に 神の 子で ある。 

決して 然 なられた ので は 無い。 我ら は 終に 『彼 (日本 譯 聖書に 神と ある は 非なる べし) に^ん こと 

ヽー  ま 二と さま 

を知る』(^|ー；1、ラ1) 彼に 肖た る ものと なる に 至る は、 『其の 眞の狀 を 見る』 こと を 得ん とする に 依る。 

おの づか 

人 は 自らの 神の 子で は 無い。 總 ての 聖徒の 實驗に 於け る 如く、 彌 久しう して 彌 深く 共の 罪 を 悔い、 之 

を憐 悔して、 た、 に 基督に 救 はれた るを歡 喜し、 之に 依りて 神の 子た ろに 至れる を 感謝して 息まぬ。 

基督 者の 神の 子た ると 之 を 救 はる k 耶姊の 神の 子た るとの 間に は 非常に 大 なる 151:^ が ある。 日 を 同 

うして 語る こと を容 さぬ つ 基督 は 確かに 神の ひとり 子で ある。 

基督 者 は耶穌 に接觸 する に 及びて 其の 絕對 なる 主權を 認め、 其の 容 判に 服し、 其の 赦 罪の 惠に感 


泣し、 悪 を討滅 して 必然 救 を 完了し 51: べき 其の 诚 力に 依りて 旣に 凱旋の 想 ひ を 懐き、 身命 を 獻げて 

之に事ふるの特植に、^^躍す。 基 は然く $1^ 魂の 君主で ある。 精神 界 のま 判者で ある。 然も 共の 裁判 

は 終局の ものである。 訂_ 正 を 許さぬ。 赦罪 一 に 之に 山る。 人力の 51; て 及ぶべからざる 罪惡を 滅^す 

るの^ 力 ある を 認む。 親 を 愛し子 を 愛する よりも、 夫妻 相 冗の 關 係よりも、 更に 大 いなる 愛 を耍求 

や- ナし 

する ことが 出来る。 頃日 齋藤勇 氏の ものされ たる マイヤ ァズの 『聖 バウ 口』、 此の 點を 高調して、 古 

今 S 俘 者の 信仰 を 美 はしく 描寫 して 居る。 基督 は 基督 者の 良心な りと 云 ふ を 悼から ぬ。 彼 は 其の 生 

命で ある-. 基督 者 は 『我が 靈 魂の 戀人』 として 切なる 愛 を 之に 寄す るので あるが、 其れと 同時に パ 

ゥ n. が ヱぺソ 書に 『基督 を 畏る、 心 を 以て N に 服 ふべ し』 (11?)。 と 云へ る を 記憶すべき である。 如 

何しても 其の 神々 しき 權 威の 前に 拜 伏し、 祌に對 する の 態度 を 以て 之 を 畏れ、 其の 尊厳 犯す ベから 

ざろ もの ある を 感ぜざる を 得ぬ。 ハルナック は 其の 『基督 敎の 本質』 に 於て、 基督の 死後 約 二 代 

(六十 年) の 間に、 耶 穌は旣 に、 人類の 之に 與へ 得べき 最も 高き 地位に 置かれた りと 云った の は、 過 

言で ない。 二 千年間 を 通じ、 眞に 基督 を 信す る もの.^ 經驗 は、 少 くと も斯 くの 如くで ある。 。ハウ 口 

ナベての も Q  ちの-つへ 

の 如き は 『そ は 彼に 由り て 萬 物 は 造られたり C 天に 在る もの、 地上に ある もの， 人の 見る こと を 得 

まつりごと 

る もの、 見る こと を^ざる もの、 或は 位 ある もの、 或は 主たる もの、 或は 政 を 執る もの、 或は 權威 

ある もの、 萬 物 彼に 依 ひて 造られたり" a その 造られた る は 彼の 爲 なり J-owtws} とまで 言 ふに 至 

つた。 凡そ ナザレの 耶穌の 人と 爲りを 知り、 其の 基督なる を 認め、 其の 祌の ひとり 子なる こと を 信 
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じ、 其の 救世の 主權を 仰ぐ もの は、 パゥ a の 如く、 自餘の i 聖書 著者ら の 如く、 世々 の 基督 者の 

如く、 第 九十 五譜美 歌の 如く、 神と して 之 を 崇めざる を 5^ ぬ。 其の 結果 種々 の； t 擧說を 構成し、 樹 

立して、 -1 カャの 基督 論の 如き もの を 唱道す るを餘 鎖な くせられ た。 た. にァ タナシ ウスの 如き も 

のの みで はない。 今日に 於ても 基替 者の 信仰 を 懐く もの は、 思想の 上に 於て 條现 正しく 之 を 陳述 

し、 其の 信仰の 一 g 蓄を發 揮し、 己が 與 へられた るに 從 ひて 共の 說明を 試みねば ならぬ。 或る人々 の 如 

く、 基督の 人格に 關 する 祌挙說 を 忌避し、 た、. -歷 史上の 事實 にの み 共の 言論 を 局限し、 すべて 形而 

上舉 に涉る こと を 蛇蝎 視 する は、 甚だ 现由 なき ことにて、 基督 者の 自由 を 放棄し、 己が 當然の 責任 

を 閑却す る ものと 斷ぜ ざる を 得ぬ。 基督 論の 舉說 を詳に 叙す る は、 此の 篇の 目的で は 無い が、 此所 

に  一 ！ 百 を揷む も 無用の 業で あるまい と 信す。 

『我 は 福音 を 恥と せす。 此の 幅 音 は ユダヤ人 を 始め、 ギリシャ 人す ベて 1;:^ する もの を 救 はんとの 神 

の大能 なれば なり i^ff 一)。 基督 は 凡て 信す る もの を 救 ふべき 神の 大能 である。 共の 人格、 主張、 

敎訓、 事業、 感化、 凡て 其の 恩寵 は、 之 を 信す る もの を 確かに 永久に 救 ひ 得べき 全能力で あると 認 

めら れる。 共の 救世の 權威は 神に 出で、 神に 基く。 否實 に祌 の横诚 共の ものと 見受けら る。 ナザレ 

の耶穌 はへ H ゲルら の 如く 折！： 理を 主と し、 智的 方面 を； Elj. ら として、 1を^|凡傳したもので無ぃ。 力 

ひとへ 

ント の. S  く 倫现： a  TOt 一  想を宗 とし、 單 に道德 を敎 へんと した もので 無い。 シュ ライエル マへ ル が絕對 

的，^ 附 をカ說 し、 神秘的 直覺を 33 とし、 寶驗を 高調し 頻りに 情感の 方面に のみ 重き を 置きて 信仰の 


道 を 明かに せんと 試みた る 如き も、 基！^ の 宗教 を fl は憾 なく 發禪 した ものと 云 ふこと は 出来まい." M 

し 基 好の 道 は祌の 救で ある。 眞 理を發 明し、 - 正義 を 唱 ふるのみ ではない。 罪に 沈淪 せる 人類に 對す 

る神の恩寵を-^^はし、 之 を 傅へ て 人に 及ぼす HJ が 共の 第一義で ある。 又此點 をカ說 し、 、王と して 之 

をみ ：；- 傅す るが 所謂 福 昔、 王莪 の精髓 である。 基 J^E 者の 實驗 する ナザレの 耶 と 其の 人格と に 於て、 救 

世の 恩 {龃 は 神の 诚カを 具へ て、 明かに 現 はれて 居る。 萬：！ { を 引き付けて 居る。 總 ベて 信す る もの を 

救 ふべき 神の 大能 なりと 信顿 せらる。 『若し； t 我ら を 守らば 誰か 我らに 敵 せんや。 己の 子 を K ますし 

わた  そへ 

て 我ら 衆の 爲に之 を 付せ る もの はな どか 彼に 併て 萬 物 を 我らに 賜 は ざらん や。 神の 選びた る もの を 

訴 へん もの は誰ぞ や。 義 とする 神なる か。 罪を定 むる もの は誰ぞ や。 死て 復 よみが へり 神の 右二 在 

りて 我らの 爲に禱 吿し給 ふ 基督なる か。 基督の 愛よ ひ 我ら を絕 らせん もの は誰ぞ や。 患難なる か 或 

くる；^ W  i せ, め  5 ス *  か  ち ぞっき  つるぎ  ひリ もす 

は W?TC 力 迫害 か， 飢鍵 か、 裸體 か、 危險 か、 刀剣なる か、 是 我ら 終日 汝の爲 に 死に 付され、 ら 

れんと す 羊の 如く せらる る 也と 錄 された るが 如し。 然れ ども 我ら を 愛しめ る 者に 顿り、 すべて. y ら 

のこと に 勝ち 5i て餘り あり。 そ は 或は 死、 或は 牛；、 あるひ は 天の 使、 或は 執政、 或は る もの、 

或 ひ は 今 あろ もの、 或 ひ は 後 あらん もの、 或は 高き、 或は 深き、 また 他の 受！； 者 は 我ら を 我 主 s 姊 

基^に 於け る祌の 愛よ ひ^らす る こと 能 はざる を 我 は 信ぜり』 (一； -ー f ほ；；^ §)。 救世の 横 威 くの 如く 基斷 

I 卜 め ひみ まこと 

に 於て E 滿に充 .， 贯 せられて 活る。 恩寵と 眞理 とに 充ち 溢る る 基督 は、 人類の 絕對的 信任 を惯 ひす。 

f?w 人 は 彼に 向って 救 を 全然 ！ 任す る こと を^る ので ある。 基督者は基督と其の十字架のカに11ーー1:?5^し 
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て、 „ の 前に i. を 張る の g 驗を 有す。 天地 間 其の 平和 を 奪 ひ 得る もの 有りと も覺 えぬ。 之が 爲に 

感 ES の に 勇き、 報謝の 念 溢る るが 如く、 『基督の 愛 我を勵 ませり』 とて、 『我が 生ける は 基督 死 

も 亦 益な り』 と 呼 はる。 基 螫者は 其の 全力 を 擧げ、 基督の 命令 指導 及び 感化に 一任して、 已が衷 に 

開始 4, られ たる 救の 事 葉 終に 全うせら るべき を 確信す。 基督 者に 對 する 基督の 權威 は、 斯 くの 如く 

恩寵の 威力で ある。 救の 權成 である。 吾人 は 此の 大 能の 上に 立脚地 を 占め、 此の 横 威に 頼みて、 生 

命の あらゆる 問題 を 引き受け、 思想界の 怒濞盤 1^ く 問に、 少しも 動搖 すると ころな きを 得る ので あ 

る。 基督 は 神の 國に 於け る 曰 M 筒の 權威 であるに 相違ない。 

四 

旣に說 いた 如く 基督が 其の 徒に 對 ひて、 要求 せらる、 は 第一 彼が 之 を 救 ひ 得べ しと 云 ふ 確信で あ 

る。 第二 『手に 何物 をも携 へす、 た^ 其の 十字架に 槌 り』、 救 はる 人 こと を^ん とて、 全身 を 基督の 

手 こ 一任す る ことで ある。 第三 旣に救 はれた る こと を經驗 したる 結 栗、 其の 恩寵に i し、 身命 を 

一 I  よき わざ 

獻げ て、 謝恩の 生活 を爲 さんと 欲する の 志で ある。 第 四 斯くて、 基督 者の 心の中に 『善ェ を 始めし 

もフ， 之 を 主^ 穌 基督の 日までに 全うすべし』 との 確信 を 以て、 總 ての ことたぐ 基督の 命 惟れ 從ひ、 

其の きらる.. がま. に服從 する ことで ある。 實に救 ひの 威力の 祌々 しさに 感ぜざる を 得す、 恩寵の 

樣 或に 對 して 誡意を 棒げ すに は 居られ ざるが 基督 者の 經驗 である。 

然し 斯 くの 如く 基督 を經 験して、 救 ひの 恩寵 を 味 ひ 知る に 至りて は、 旣に 自然界 道 德界に 於け る 


と 同 一 の 階級に 場せ ざる 特殊の 神觀 胸中に 湧き 来りて、 天 父の 3 具 相 を 明らかにし、 基督に 於け る 神 

の本體 に接觸 する の 想 ひを懷 かしむ。 救 ひの 威力 は斯 くの 如く 基督 者の 理想 を も 指導し、 其の 自然 

の 順序と して 祌舉 上の 智識 を さへ 啓發 する に 至る ので ある。 叉旣に 其の 救 ひに 依りて 道德 上の 葡き 

命令 全く 新たなる ものと なりたる を覺 え、 生命の 根本的 革新 を經驗 したる 以上、 基督 は 疑 も 無く 其 

の 徒の 良心に 對 して 最高 樓威 である。 前に も 言った 如く、 實に彼 は 基督 者の 良心で ある。 

恩 龍の 作用と 愛の 感化と に 依り、 基督 者の 理性 及び 良心 は、 大いに 高められ 且 潔め られつ- - ある 

ものであるから、 其の 運 S 世の常の 如き 類の みに 止らぬ。 上よりの 導き を受 くると ころの 理性 良心 

である。 而 して 世の常に あらざる 信仰の 實驗を 材料と 爲 すが 故に、 基督 者の 造詣す ると ころ 亦 世の 

常と 大 いに 異る もの ある は、 其の 當然の 結果な りと 一一 =n は ねばなら ぬ 。 

救 ひの 恩寵 は 無盡藏 である。 信仰の 經 験に 於け る 基督 は、 日々 新たで ある。 從 つて 理性 も 良心 も 

常に 新たなる 方面に 導かれつ- - あり。. 神擧も 基督の 權烕の 下に 未曾有の 開 展を爲 すべく、 道 德も過 

去の 世代に 於て 夢想 だ も 爲られ ざり し點に 進む であらう。 基督 は 常に 現代 を 超越し、 之を麼 きて、 

其の もとに 至らし めんと 啓發と 刺激と を與 へられつ つ ある。 『我尙 ほ 汝らに 多く 語る 可き こと 有り』 

G_UT^) 。基督の 語 は 未だ 盡 きて 居らぬ。 然し 『今 汝ら曉 る こと を 得す』 で、 現代の 人 は 兎角 基督の 

尙ほ 語ら ま 欲しく 思 召さる る こと を曉り 得べき 器で 無い。 後の 代を俟 たねば ならぬ。 『然れ ど 彼卽ち 

M! 理の靈 の 来らん とき 汝らを 導きて 總べ て の 眞理を 知らし むべ し』 (f ハ 一)。 然し 靈は 基督 を 祖述 
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する に 過ぎぬ。 其の 權威 を發揚 する に 止まる。 だから 『彼我が 榮を顯 さん、 そ は 我が もの を 受けて 

汝らに 示せば なり』 と 云って ある。 基督 敎の發 達、 其の 思想の 開展 は、 靈の指 に 依り、 基督の 權 

威の もとに、 其の 豫定 せられた る 線路に 沿 ひ、 其の 啓發 せらる る ま-" に 行 はるる 外 無い ので ある。 

其の 『榮 光を彰 はし、 其の もの を受 く』 る ものに あらざる は 基督教で ない。 基督 敎は 進歩す る。 然 

し 其の 進歩 は 基督の 權 威の もとに 行 はるる ので ある。 

其れにしても 愼 むべき は 因循姑息、 墨守 固定の 氣風 である。 た^ 歷 史を繼 承す るの みで、 新たに 

開發 する の氣概 なき は、 惣領の 順綠、 僅かに 祖先の 位牌の 番を 勤む る 様な ものである。 祌學に 於て 

j{ ちすなら 

も、 道德に 於ても、 基督 は 常に 其の 徒の 先頭に 立って 進み 行かる。 『さて 彼ら H ルサ レムに 上る へが 一間 

耶穌 弟子ら に 先ち 行きければ、 彼ら 驚き 恐れて 從 へり』 (i サ"？ 一一 一一)。 此れ は當 時の 弟子ら のみで はない。 

今日 も 基督の 後へ に 瞠若と して、 甚だしき は 驚き 恐れ、 周章 狼 ^ して、 見苦しき 狀 態に 陷る もの も 

ある。 基督の 言 未だ 盡 きす、 其の 旨 遠くして、 西洋の 歷史に 於て 終極 を吿 げす、 東洋の 更に 發 明す 

べき もの あらん を 期待して、 進むべき 害で ある。 た 愼 むべき は 基督の 權 威に 對 して 叛亂を 企て、 

『其の 榮光』 を 無視し、 『其の もの』 を 放擲し、 其の 線路 を脫 して、 『其の 思念 を亂 し、 其の 愚なる 心 

朦昧 くな り』 て、 あられ も 無き 岐路に 入る ことで ある。 學んで 思 はざる もの は 罔し。 此れに も 困る 

が、 思 ふて 學ば ざれば 殆 しで、 彼に も 注意 を拂 はねば ならぬ。 我ら は 前に 引照した 約翰傳 十六 章の 

言の 精神 を 全うしたい ものである。  - 


基 俘と 基！^ 者との 關係斯 くの 如くで あるが、 之 を餘り 個人的に 解驛 したり、 漫然 祌秘者 流の 徑路 

ひがごと  かたは 

に 走ったり する 如き は非爲 である。 斯くて 聖書 を 度 外に Sig き、 無 敎會の 弊に 流れて、 不具なる 基督 

者た らんこと は、 甚だ 殘 念なる ことで ある。 

第一 基 怪者は 基督の 植威 を^ 赞す とも 云 ふべき 一 つの 機關 として 敎會を 尊重す る ものである。 之 

に 就きて 何人の 思想に も 浮び 出 づるは 力 ィザリ ャ* ピリ ピに 於け る 耶穌の 言で あらう。 『汝ら は 我 を 

一一 目 ひて 誰と する か。 シ モ ン，ぺ テ "答へ ける は汝は 活ける 祌の 子な り。 耶穌 答へ て 彼に 云 ひける は、 ョ 

モは 

ナ の子シ モン 汝は 福な り盖 血肉 汝に 示せる に 非す、 天に 在す 我 父な り、 我 また 汝に吿 げん、 汝はぺ 

テロな り、 我が 敎會を 此の 磐の 上に 建つべし、 陰 府の門 は 之に 勝つ ベから す。 叉 我 天 國の輪 を汝に 

與 へん、 汝が 地に 於て 繋ぐ こと は 天に 於ても 驚ぎ、 汝が 地に 於て 釋く こと は 天に 於ても 釋く べし』 

(f^5 一 g の)。 敎會は 基督 を吿 白せ るぺテ 。の 上に 迅 てられた ので ある。 ぺ テ。 は先づ 地上に 於け る 

耶穌 に接觸 し、 彼と 自己との 關 係を會 得し、 其の 恩寵 を經 験した ので ある。 彼 及び 其の 系統に 馬す 

る 人々 の實 験が 本で、 我ら も 基督 者と なり 得た ので ある。 二三 人 其の 名に 於て 集れば 基督 必す 其の 

うちに 在す。 敎會の 外に ありて 基督に is する こと を 得た もの は 殆んど 稀で ある。 ^敎會 のうちに 

充ち たる 確信に 依り、 天 國の門 之が ために 開かる る を目擊 した。 若し ぺテ n らの 信仰 を繼 承し、 基 

督の權 威に 對 する 誡意其 のうちに 溢る るなら ば、 陰 府の門 も 敎會に 勝つ こと あるべ からす。 北 ハの地 

に 於て 槃ぐ こと は IK に 於ても 鬚 がれ、 地に 於て 釋 くこと は 天に 於ても 釋 かるべき である。 ヘルマン 
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の 『基督 者と 神との 交通』 (f  版) に 曰く、 『神 は總べ ての 人に 對ひ 無差別に 自ら を彭す こと 能 は 

す。 彼 は 何れの 生命の 指導 を も 自己の 手中に 握れり。 然れ ども 敎會 のうちに ある もの、 即ち 信者 

の 交際のう ちに ある ものに のみ、 其の 內的 自己 を 表す こと を 得るな り。 福音が 他の 人を扶 けたり て 

ふ 我らの 實驗 は、 我ら をして 叉 自ら 之を受 くべき 能力 を 有せし む。 此を 以て 基督 者 我らの 事に 與味 

を 有し、 深く 其の 心 を 用 ゆる gsflstiltf?" る) 場合、 始めて 基督 我らに 近づき 給 ふ』。 說き 得て 其 

の肯 紫に 當 つて 居る。 基督 を宗 とし、 其の 恩寵の 威力に 心服し、 其の 救 ひの 權 能に 歸 依して、 宗教 

思想 及び 道 德をま 配 せらる る もの は诀 して 敎會 を輕ん すべき もので ない。 基督に 自 する 機 關 とし 

て 之 を 尊重す。 然れ ども 敎會は 自己に 於て 威力 を 有する もので ない。 決して 本源 的 勢力で ない。 其 

の 光 を 反射す る 月の 如きに 外ならぬ。 此の 點も ヘルマン は 次ぎの 如く 說 いて 居る" 『敎 會即 信者の 

母な りて ふ 命題 は、 ルゥ テルと 共に 敎會を 基督に 似た る 潔き 民な りと 解し、 或る 神秘なる 救 喷的能 

力 を 自己のう ちに 把持す る 施設に は 非す と 見る に 至ら ざれば 正しく 理會 せらる ベ からす』。 

我ら 此の 故に 無敎會 主義に 賛成 を 表する 能 はす。 之と 同時にた ビ祌擧 思想に のみ 耽り、 或は 聖靈 

の 直接 感化に のみ 依り 頼みて、 聖書 を輕ん する も 甚だ 宜しくない。 無敎會 主義と 同じく 左 道で あ 

る。 信仰の 脫線 である。 基督 者の 間から 驅遂 すべき 敵艇 である。 ルゥ テルの 事業 は、 聖書 を 基督 者 

の 乎に 恢復せ しめたと 云 ふこと に歸 着す ると 云っても 差 支がない。 プロ テスタ ント 基督 者 は 聖書 を 

尊崇す る を 以て 其の 特徴と す。 其の 餘ゃ 聖書の 文字に のみ 拘泥して、 敎會 を輕ん じ、 聖靈の 啓 独 を 


疎んじ、 信仰の. 茧験を 閑却し、 上よりの 指導 を 蒙れる 理性 及び 良心 を 蔑視し、 書 i 像 主義に 陷る 

K 一 もあった。 カトリック 敎會の 10 儒べ ラル ミンが 『プロテスタント 基督 者 は 紙 製の 法王 を 戴く』 と 

評した の も近现 である。 然し聖^^2が敎會と共に基：^の權威に屋從する信仰の袖助機關たることを會 

得し、 此の意味に於て之に^？^きを！^！き、 北ハ のうちに 碟确 たる 基督の 靈に觸 るる こと を心懸 くると き 

は、 慰 を與 へられ、 能力 を 受け、 望 を 引き 1=. 一 てられ、 患難に ありて 最も 安全なる 避難所に 入りた 

らん 如き 心地す るで あらう。 覽し聖 甞の惯 値 ある は 基督 を 表 はすの 機關 たるが ためで ある。 敎會が 

恶 1$: の體 であると 同じ 様な 意味で ある。 新約聖書の 然か ある は 明白で あるが、 舊約 聖書 も 新約と 關 

聯 して 離るべき もので 無い。 輔車相 依る の g 柄で あるから、 新約聖書 を 重ん する もの は、 從 つて 舊 

約樂窖 を輕ん する ことが 出来ぬ。 基督 者 は 信仰の 指導者、 基督の 權 威の 傳 達者と して、 新舊 兩約聖 

か Is> い f 

害 を 尊 ffi し、 潜心 反. § 仅、 之に 思 ひ を 凝らさねば ならぬ。 『汝ら 聖書に 永生 ありと 思 ひて 之 を 探^せ 

ひ。 此の 架. 甞は 我に つきて 證 する ものな り』。 蛮 書 を 閑却す る もの は 活ける 基督と 疎遠になる。 日 

夕 之に 親しむ もの は、 基督に 接近す る 機會が 多い。 基督の 救 ひの 威力に 歸依 する もの は、 必す 聖書 

の價 値と 其の 權 威と を 認む るで あらう。 

我ら は 基督 を 中心とし、 其の 聖靈の 指導に 從 ひて、 敎會 及び 架 書 を解釋 し、 各自の 1:^ により 取 

拾 進退 を 決する ので ある。 是が 即ち プ a テスタ ント 基督 者の 立脚地で あると 信す。 

(一 九 1 五 年 1 二  w— 六 年 In? 福音 新報) 
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只 令 難 かしい 講演 を 承った あとで、 私が 難 かしい 話 をす るの も 如何 かと 思 はれる ので 私が 傳道を 

始む るまでの 讀 書に 就いて 申 上げたい と 思 ふので ある。 私自身の ことなので  <18 がまし くも ある 

が、 御免 を 蒙って 話さう と 思 ふ。 猛は洗 禮を受 くる 以前より 傳 道して 居た が、 傳道 者と なった の は 

明治 十一 年 巧で ある。 それまでに 讀んだ 書物 は 幾ら 貧弱に しても 塵 も 積れば 山 だ。 之 を 一 々話す 

こと は出來 ぬ。 今晩の 席で は そのうち 傳道 者の 敎 育に 最も 緣の 近い 幾つか を 申 上げて 見よう。 之に 

よって その 時分の こと を 幾分 想像し 得れば 幸で ある。 

テ -1 ソンの ュ リシ イスの 一節に 『我 は 我 見た もの \ 一  部分で ある』 とい ふ 句が ある。 確かに 我々 

の 見た もの は 自分の 一 部になる ので ある。 之 を 思 ふと 同時に 私 は 英語 を 學んだ こと を 感謝して 居 

る。 後に 獨逸語 や §西 語 を も學ん だが 何れも 成功し なかった。 英語 は 幾分 讀 むこと が出來 る。 之 

を 感謝して 居る ので ある。 怫 などに は 神學上 感心すべき 書物 も 多い。 曾て は 英語な どに よりて 佛 

人の 著述 を 努めて 讀んだ こと も ある。 また 獨逸 にも 感心すべき 著述が 勿論 多い。 然れど 私 は 英語 を 

讀む やうに なった こと を 感謝して 居る。 此れ は 自分の した ことで はない。 神の 攝理と 母親の 親切 と- 

に. a  る ことで ある。  私の 或 友人 は 谷 干城 氏 其他排 外的 思想 を 標榜 した 人々 と 氣脈を 通じた 主 時の 日 


本 新聞 を .4- い 問 愛読して 居た が、 遂に その 考へ 方まで が 日本 新^の やうに なって 終った。 獨 逸の 擧 

問をすると妙に獨逸！^^負になる。 §is の ^問 を すれば 大井憲 太郞ゃ 中. 江 篤 介の やうな 人が 出來 

る。 請 さは 共の 人と 大 いなる 關 係が ある。 此ら のこと を考 へる と 自分が 英語 を 事んだ こと、 之 を？  g 

む やうに t$ かれた こと を 感謝 せ ざ る を 得な い 。 

私 は 明治 三年から 英書 を讀ん だ。 然し 三年 1： 年 は舉僕 をしたり、 人の 供 をしたり して 思 ふやうな 

こと も出來 なかった ので、 先づ五 年頃から である。 其 時分 tc 物 を？ まんだ こと を 話し 出す と 直ちに 想 

ひ 出 づるは 古本 を獵 つたこと である。 當時私 は 新しき 書物 を 買 ふ 力 もなかつ たから 十：： 本を獵 つたの 

であった。 時分 は外國 書の 古本 尾と 云 ふ もの もな く、 横濱の 唐物 屋 (今の 洋品店) などで 寶 つて 

居た ので ある。 西洋人が 歸國 するとき 家具と 一 緒に 競 寶に附 し 二束三文に 資り 飛ばして 行く ので あ 

る。 私 は 太 田 町の 相 校 星と 云 ふ 廣物屋 と 懇意に した。 其の 時分 古本 なぞ 買 ふ 人 は殆ん どなかった の 

で 安く 手に入れる ことが 出來 たので ある。 新しい 本 を 寶る店 は 明治 二 年顷ハ ルト リイと 云 ふ 店が あ 

り、 其の後 ゥ H ッ トモ ー ァ、 緩いて ケ リイ • ゥ オルシな どが 出来た。 日本人で は！^ 町に 丸 善が あつ 

て 其 所で も 洋書 を寶 つた。 今 は 東京に あるが、 其の 時分 は横濱 にあった。 其 後 東京に 移った。 

明治 十 年 前後に は 京 橋 以北の 地點に 文明 堂、 日本 橋と 萬 世 橋との 間に 珊瑚 閣 (洋書 は少 い) など 

と 云 ふの があった。 日本の 書物で は淺 草に 淺倉久 兵衞、 廣德寺 前に 和泉屋 庄次郞 などが あった。 其 

んな所 を あさって は 堀り 出し もの を 買って 來 たので ある。 
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私が 英書 を 讀んで 始めて 基督 敎に 接した の は、 ウェブ スタァ のスぺ リ ング • ブックで ある。 私 は 越 

後新發 の 人で 丸 田と 云 ふ 人に 就き、 明治 四 年に は 川 村 敬 三と 云 ふ 人 の {哝 塾に 通學し て 之を讀 おし 

た。 其のう ちに 『聖書 は祌の 書物な り』 "Holy  Bible  is  the  wook  of  God" と 云 ふ 句が あった。 

神の 書物と は 如何な 本 かと 思って 興味 を 感じた さであった。 此れが 基督 敎に 接した 始めであった。 

次ぎ はサ アジ H ントの 第二 讀本 である。 これ を 西洋人から 學ん だ。 其う ちに 子供が 神様に 祈り をす 

ると ころがあった。 私に は 其れが 不思議であった。 敎 へる 人に 聞いても 能く 判らぬ。 平素 宗教に 趣 

味 を 持った 私 は 西洋の 宗敎は どんな もので あらう かと 頻りに 好奇心 を 刺激され たので ある。 

其の後 明治 五 年； あ 月 (舊 唇の) 七草から.、 チ H ム ス • バラ 氏に 就いて 英語 を學ぶ やうに なった。 午 

前 九 時より 十二時まで 習 ふので、 《r 謝 は ニ兩、 人 r. の 金に すれば 三 四 倍で あらう。 バラ 氏 は 毎 曰 英語 

を敎 へる 前に 聖書 を讀 ました。 私が 始めて 行った 日に は 創世記の ァ ブラ ハ ムゃ ロトの 話を讀 ませら 

はつ f 

れた。 實に與 味 を 以て 讀ん だ。 如何にも 古稚な 床しい 所に 感心した。 其 時の 事 は 今でも 明白と 記憶 

して 居る。 又 其 日 午後 三時 頃から 初 週 祈禱會 があって ベ ンテコ ステの 話 を 聞いた。 私 は 其の 晩から 

r ろ 

祈禱を 始めた。 现窟も 何もなかった。 而 して 一週間 目に はもと 居た 川 村 氏の 塾へ 傳 道に 行った。 種 

^冷評され たが 自分で は 一 生 懸命に やる つもりであった。 こんな 事が 始まりで 段々 基督 敎に緣 故が 

深くな つたので ある 0 

私 は 其 時分から 難 かしい 書物 を讀 むこと が 好きであった。 また 然 うせねば ならぬ 事情 もあった。 


と 云 ふの は、 其 時旣に 糊口の ため 英， ば W を 人に 敎 へて 居た ので ある。 おののち 敎會で 相識の 間柄に な 

つた 幅 淨英之 助と 云 ふ 人が ピ イタ ァ • パレ H の is? 國史が 請め た 位の 力で 三 兩で抱 へられた 時代で 

ある。 英語 を敎 へる こと は 可成 金に なった。 私 は 此れで 家計 を 立てた ので ある。 朝は學 校に 行き、 壶 

から は 人に 敎 へた。 生徒が 多い 時には 五十人 許あった が、 各自 勝手な 本 を 持って 習 ひに 來る。 中に 

はな かく 雞 かし いのも ある。 一生懸命に 仕度 をして 質問に 應じ 得る 様に して 置かねば ならぬ。 隨 

分 甘 も 祈れた、 其の 中には ォ、 ス ティンの 法 现學、 ギゾォ の 文明 史、 ミルの 自由の 现、 シゥ, 1 グラ 

ァの 史、 ゥ H 1 フ ンドの 近 ほ學 などが あった。 其 時分 慶應義塾 でも 最高級の 五 等の 生徒が ギゾ 

ゥの文 明 史 次の 六 等 カウ ェ ー ランドの モラル • サ イエ ンス や ボリ チカ ル • ェコノ ミィ を？ まんだ も 

の だ。 此の 本 は福澤 先生が 日本に 持って来られて 學 生に 敎 へられた ものである。 ウー. -1 ランドの モ 

ラル • サイ H ン ス のうちに は 自然 宗敎、 自然 宗敎と 天啓 宗敎 との 一 Hil 別、 自然宗敎に基く道^?,!の缺點 

ゃ祈禱 などの 窜に 就いて 論じて ある。 私 は 之 を讀む 前に 基督 敎 のこと を 少し 知って 居た ので、 此の 

書物が 儉 快に 讀 めた。 此れで 基督教の 思想に 目が 開く やうに なった ので ある。 

其の 時分の 横 まの 瑰地 (今の 山 下町) 百】 桥英國 の 聖公會 の 牧師べ H レイ 氏が 歸國 したので、 其 

の藏 書が K 物に 出た。 私 は 其の 中からへ ン リイ • ヴェ ンのコ ム プリ イト デュ ウテ ィ. ォヴ *メ ンと 

ゼ* ウェイ • ォブ サルべ I ショ ン 

パアン ズ 『救の 道』 と 云 ふ 書物 を兑 つけ 出し、 之を購 ふて 讀ん だ。 パアン ズは フィラデルフィアの 

牧師で、 せ 〔の r= 解は數 年後 日 木に も譯 された ので ある。 『救の 道』 は 基督 敎の梗 槪を說 いた 說敎 集で 
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ある。 神學 的說敎 である。 バ ァ ン ズ は 長老 敎會 中の 一一 ユウ • スク ウルの 巨擘で、 米國 長老 食が 一 一分 

1i たと き、 其 一 方の 首領 株で あ つた。 ユニオン 祌學校 は 其時舊 派の プ リンス トン に對抗 して 起った 

ので ある。 此 *1 は 中々 盛んな、 火の 燃 ゆる 如き 文章であった。 此の ii は 廣く行 はれた ものである。 

大阪の へ H ル氏 も壯ぃ 時に 之 を 讀んで 影響 を 受けた さう だ。 私 は 此の 書に よって 基督教の 思想が 新 

らしな くった のを覺 えた。 殊に 信仰に 由って 義 とせら る \ 事 を 論じ、 ルゥ テルが 羅 馬に 行って 階段 

を 上る 時に 晤示 を與 へられ、 漸く 福 昔の 意味が 明かに なって 往 つた 邊は 非常に 感じた。 此の 書 は 私 

に 取りて 思想 上 非常な 恩人で ある。 へ ン リイ， ヴヱ ンは 後に 至りて 知った， ので あるが、 聖公會 中の 

『エバ ン. チ H リ カル • パティ』 に 震した 人で ある。 私 は 此の 書に よって 基督教の 道德 思想 を 明かに 

せられ 且傳 道に 對 する 熱心 を 燃された ので あ つた。 

メンタル *フ イロ ソフィ I 

アツ。 ハムの 心 理 學 

其の 時分 ァ ツバ ム の 心理 學 (當時 ボッ. /\  口 本に 行 は れた) を讀ん だ。 此の 人 は マ ダム *ギ ョ ン 

の傳を 書いた 人で、 祌秘 的の ことに 與味を 有って 居た。 之 を 讀んで もな くへ ー ブンの 心理 學を讀 

み、 益 此の方 面の 趣味 を 養 はれた ので ある。 へ ー ブンの 心理 學は西 周 氏が 飜譯 された。 板 垣 退 助 氏 

の 如き は 西 氏の 飜譯を 自ら 讀 まれた か、 或は 他人に 讀 ませて 聞かれた か、 何れ か は 知らぬ が、 基督 

敎の人 に對 して は 此の 書に 說 くと ころに 由って 宗教の 智識 を 板り 週 は し て 得意が つ て 居られた。 其 

の唱 へられた 靈魂 不滅 論 も 出 所 は 此の 書物に あつたか も 知れぬ。 . 


デゥァ イン • ガパ— メント 

マコ ッシの 『祌の 政 治』 

其の S 博士 ブラウン 氏の 家塾に 通 ふ 様になった。 先生の 圖 *J 室が 敎窒 となって 居た。 先生 は 書棚 

から 巧 物 を，：：：， E に 引き出し て^んでも 好い と 云 はれた ので 私 は マコ ッシの 『祌の 政治』 と 云 ふ 害 物 

を？ II んだ。 實に 愉快であった。 マコ ッシは スコットランドの 人で、 チャル モル スゃ デュガ アド *ス 

チ ュ ワルトな どの 敎宵を 受け、 ベルファストの クヰン ス* 力 レツ ヂの 敎投 となり、 後米國 プリン ス 

トンの 校！：^ となった。 一八 八 八， 半 此の 人に 遇った。 其の 時 はこれ が あの 立派な 書物 を 書いた 人 かと 

思 ひ、 懷 かしく 感じた。 寶に、 4 敬すべき 老 先生であった。 『神の 政治』 は 此の 人の 若い 時の 著作で あ 

る。 後に！ tl 々彼の 著書 も 世に出た が、 此の 書物が  一 ^好い やうに 思 ふ。 ー體 マコ ッ シ はもつ と 偉く 

なれる 人で あつたが、 餘り nr く 學說が 定まって 了 ひ、 後年 は 之 を 辯 護す る ことに 骨 を 折った やうで 

=れ に はん  , 

ある。 M; 定 したやう に n ル受 けられた。 反 之し ジ H ムス • マルチ ノウ はもと ェ學の 出身で、 のち 祌舉 

を硏究 したんで あつたが、 其の 說は どんく 變 つた。 進んで 止まざる 勢 ひがあった。 これ は 深く 考 

ふべき ことで ある。 『神の 政治』 は 攝理を 論じた 膀 5!< 哲舉と でも 云った やうな 書物で ある。 始めの 數 

章に は 宗敎と 其の 必要が 論じて ある。 殊に 佛蘭西 革命 後の 事 や、 一 時佛蘭 西が 無 宗敎の 氣に應 せ 

られ、 遂に 的 柘の 必要 を感す るに 至った こと を 論じた あたり は、 日本 當 時の 狀 態に もよ く 適合 

し、 多くの 暗示 を 得た ので ある。 また 此の 書より 宗敎的 感情に 就て 新ら しい 見解 を 得た。 其の後 大 

日本史中の隱^<?ゃ世拾人の列傳の序文に與味を感じ、 日本の 宗敎を 調べる 氣 になって、 萬 紫 集、 西 
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行 物. si、 山家 集、 鴨 長 明の 方丈 記 ゃ發心 集な ど を涉獵 つたと きも、 此の 書より 與 へられた 新ら しき 

^t-に照らして之を讀み、 深い 感與を 催 ほした のであった。 

パスカル とヴィ ネ ー 

其のう ち 元 町の 店に 潮 人の 書物が 費り に 出た。 西洋紙 は 潮水に 浸る と 直に 破れる ので、 値 も大變 

に 安い。 私 は 其のう ちに パ スカルの 『ソ ォッ』 を 見出して 購 うた。 請んで 兑 ると 中々 難 かしい。 意味 

が 取り 難い。 けれども 辭書を 引き 引き 骨 を 折って 讀ん だ。 彼 は實に 深い 思想家で ある。 其の 時 苦心 

した さは して 無 ハ价： でな く。 へ マで も 私の 思想に 餘香 を殘 して 居る。 また 其 頃ヴ イネ ー の モンテ イン 

を讀ん だ。 ヴ イネ ー は瑞西 のんで ある。 モンテ インの 道 德論は 基督 敎 主義で はない。 然し 甘-: の 調子 

餘り 高から す 低から す、 文舉 的で 社會の 受けが よかった。 之に 對しヴ イネ ー は基叔 I 敎の 立場から 批 

評して 55 る。 私 は それ を大變 面. E く讀ん だ。 又 彼の 『骨折り損の 草 臥 儲 ふけ 研究』 を讀ん だ。 此は 

提摩太 後書 第 一 一 ；窜七 節 『常 に 學 ベ ど も 眞现を 知る 知識 に 至 る Hi 能 はす』 と ある 句に 就ての 論文 で あ 

る。 之に 依って 正しき 敏 類の 學 問と 云 ふ Hi に 就て 刺激 を與 へられ、 又 彼の 『基督 敎の 奥義』 と 云 ふ 

文 幸に 依って 宗敎 の眞理 は學究 的の 態度で は 解らぬ と 云 ふ,. U を敎 へられた。 また 彼の パ スカルの 批 

評 を讀ん だ。 。ハ スカル を 批評した ものの 屮 では 一番 好い 書物 だと 思 ふ。 此らの 害 物が 何の 位 私を訓 

練した か 解らぬ 。然ぅ 云 ふ 緣故か らパ スカル ゃヴ イネ ー を 日本の 讀書界 に 屡々 紹介した ので ある。 

ゼ *1"ゥ， ォブ • ラブ 

マァク • ホプキン スの 『愛の 法则』 


ゼ*  ロウ • 才プ • ラプ  ，• 、 

、のうちに マァク • ホプキン スの 『愛の 法則』 を讀ん だ。 ホプキン スは ウィリアム ス* カレ ツチの 

プ レシ デント 

, ^投 であり、 アメリカンた ポオ ド 合^.^:: の 傅道會 社) の總现 でもあって、 有名な 人で ある。 此 

の 13: 物 は 基^ 敎倫现 書で ある。 其の 卷 末に マ コ ッ シと ホプキン ス との 間に 取り 交された 論爭 文が 一 

!^-めになって1^^せてぁる。 ホプキン スは祌 の義と 愛と は本來 同一で あると 論じ、 マコ ッシ は然 うで 

ない と 主張す る。 ホプキン スの 議論 は獨创 的であって、 近頃 流行の 議論の 魁け をして 居る ので あ 

る。 私 は 本論よりも 此の方に 輿 味を惹 かれた。 其の 論爭の 問に 現れた 學 者の 襟度、 雅量に 感じた。 

何のく らゐ 深い 印象 を 受けた か 解らぬ。 マコ ッ シの 超自然に 關 して 書いた 書物 (明治 學院の 圖書窒 

にあり と 記惊 す) のぅちにも之と似^！-？ったことがぁる。 彼 は チャル モル スを赏 め、 また ブンゼンと 

兑 して， 之に 傾倒した 様子な ど を 書いて 居る。 此の 訪と云 ひ マコ ッシと ホプキン ス との 關 係と 云 

ひ、 の 學ぉ氣 質の 氣 高さ を 思 はしめ、 學 者の 惯 値は此 所に あると 思った。 當時私 もどう か 斯う 

云 ふ學問 をしたい もの だと 熟 心に 考 へたので ある。 

ヒス トリ 1* ォブ • レデン ムプシ ョ ン 

ジョナ サン-エド ヮルヅ の 『聩 罪 の 歷 史』 

常時 ブラウン 博士の 圖書窒 で 此の 書物 を 見附て 請んだ。 此の 本 は 創 世紀より 豫言 者、 其れから 基 

^ の 十字 架と 賤罪 の 發展 した 有様が 記 して ある。 之 を 請んで 初めて 書 は 斯う 云 ふ もので あるかと 

思った。 glffiE の賠 罪は斯 くも 順序よ く發展 して 居る かと 思 ひ、 丁度 其の 頃ィ 1*  。ゥゼ H  • ミラ ァ氏 

の 母堂から 

£： 前 の 小 四 三 九 


門前の 小^  Eso 

ライルの 『四 福音書の 講解 的の 思想』 

を 貰った。 全部で ヒ冊 ある。 非常に 嬉しかった ので、 口 ボルト • 力 アト ル • エンド V プラザ ァス と 

云 ふ發 行書 t= の名を へ， でも 記憶して 居る。 『喷 罪の 歴. ay を 讀んだ 後 に、 此 の 註解 書に よって 害 を 

讀み 如何に 面. E く 之 を兒る ことが 出來 たか、 今 だに 忘れられぬ。 まるで 從 來の聖 害と は 別の 種類の 

查曰 物 を 請む やうな 氣 持ちが した。 始めて 紫 書 を讀ん だとき も 深い 興味 を 感じた が、 それと 此の 時の. 

感じと はまた 別種の ものである。 

パァ ソン • ォブ • クライスト 

シャツ フの 『基督の A- 格』  . 

パァ ソン • ォブ • クライスト 

其の Is また 他の 先生の 圖書窒 から フィリップ • シャツ フの 『基督の 人格』 を 借りて 讀ん だ。 彼 は 

瑞 两 の 人で 獨逸 流の 舉問を 米 國に注 人した 一人で ある。 其 is 物 も米國 あたりに ありふれた ものと は 

大分 書き方が 違って 居る。 彼 は 信仰の 篤い 人であった。 I は 其れまで glsK によって 基督の さ を 知る 

のみであった。 其の 頃 ファラ ァ の 基督 傳も 出た が ブラウン 博士が 讀んで 居られ、 私 はま だ 見なかった 

ので ある。 それで あるから シャツ フの此 逢 E 物 を讀ん で大變 新ら しく 感じた。 其れから 得た もの は 非 

常な 力と なつ て 居る ので ある。 今では もっと 好い 書物 も 出来た が 其の 頃で は 米 國ひ讀 書界に 於て 此 

の 書 は 新 ii な 感じ を 以て 請 まれた ものである。 私 は 後年 シャツ フに 遇った とき、 INn! 君の 書 を 讀んで ■ 

ハ„« を 得た』 と 話したら、 『さう か』 と 云って 悅んで 居た。 斯う 云 ふ 世辭を 聞いて 遠慮なく 喜ぶ ところ 

なぞ は 日本人と は 常 一 ふ 10> うに 田 5- , 


フフ， ンダ メンタル， ツル ウス • ォブ • クリス チア- 1 チイ 

ルタ アドの 『恶叔 H 敎の枳 木 11M 理』 

ファンダメンタル • ツル ウス • ォプ • クリス チア II チイ 

明治 十 年の 十二月 京 橋 通りの 文明 堂で ルタ アドの 『恶 5^:- 敎の 根本 SK; 现』 を購 つた。 後に 知つ 

た MJ であるが、 此の 人は獨 逸の 神學^ の 中で も 保守派の 人で、 そんなに 偉い人で はない。 彼 は 此の 

外に 『1=^ 丄赞敎 の 救扬的 E 现』 と 『基ぬ W 敎の倫 剥 的 现』 など 云 ふ 書物 を 書いて 居る。 其の 三 冊で 全 

ボビ ユラ ァ 

部 揃 ふので ある。 通俗な 害き 方で 面白い。 其の 外に 約 翰 傅の 註 釋をも 書いて 居る。 基督 敎倫 ™f 舉ぉ 

も ある。 私 は 此の 『s. 督敎の 根本 眞现』 によって、 始めて 獨 逸の 祌學を 知った ので ある。 今の 人 は 

然ぅ でもな からう が、 常時 之に 觸れた ときには、 今まで 請んだ 英米の 書物と は、 其 形式、 趣味、 比 

a さ 

喩に 至る まで 悉く 異 つて cig る を 感じた。 此の *; 物は獨 逸の 祌學 思想 を涉獵 らうと 云 ふ 刺激 を與へ て 

吳れ た。  ： 

『我 はへ； i 一な り、 3 呉な り、 生命な り』 

此れより 先き 明治 六 七 年の 交であった らうと 思 ふ、 米國ァ モスト 大舉の 校長 シィ リイと 云 ふ 人が 

日本に 來た。 彼 は シュヴ H グレル の哲擧 史を譯 した 人で、 米國 上院の 議員で も あり 、『食 衆敎 #』 の 

大將 株であった。 印度人の爲に講演することを依賴されて東洋に遊ぶ途次曰本にも立ち^；！-ったので 

あった。 或る 日曜の 午後 日本人の 禮 拜に屮 Z 席して 其の 門下生であった 新 氏 (其の後 祌田 乃武氏 

も 其の 門下に 舉ん だので ある) のこと など を 語り、 世界 同胞の 眞 现 など をも說 いた。 一同 其の 音吐 

S た 

朗々、 ^^た紳士的なる態度を以て語られたのに太く感服させられた。 彼が 米 國に歸 つた 後 其の 印度 

S 丄 S- の-小へ 僧？  四四一 


門前の 小儈  0 四 二 

の 講演 は 『途， 眞、 また 生命』 と 題せられ たる 小冊子と して 世に 公に せられた。 余 は 其 書が 日本に 

到着す ると 間もなく 一  外.^ の 乎から^り 受けて-一 讀再讀 非常に 舆 味を覺 えた。 基 叔.^ 敎と 文明の 關 

係、 人類の 進歩と 宗 敎の關 係な どに 就き 新^なる 思想 を與 へ、 基督 敎が 東洋 諸國 民に とりて 其の 將 

来の 死活問題 である こと を 思 はざる を 得 ざら しめ、 爲に 基督 敎の 眞理に 就て 着眼 點を 一 轉す るに 至 

つ たかとも 思 はれた。 .E 來外國 人が 印度人の 爲 にものした 講演 や 書物が 日本..^ の 利益になる 節の 多 

いこと は 多くの 入の 經験 すると ころで あらう。 シィ リイの *： 物 は 決して 大 著述で はない。 然し 當時 

余こ取ては^^だィンスパィャリングなものでぁった。 其の後 小 崎弘道 氏が 之を譯 して 一章 か 二 章 を 

當 時の ヒー 雜 報に 載せて、 後 全部 を譯 して 出版せられ たと 記憶す る。 即ち 『宗 敎耍 論』 と 云 ふが 其 

れだ らう。 

(1 九 1 八 年 BIH;  ニぉ 音 新報) 


元來^:„^人は黑人の反對でニっの^味を持って居る。 北 2 つ は 何でも あれ 舉問 ゃ藝 術の 来 熟な もの 

の稱 である。 所謂 半可通 を 諮 ふ。 此の 種類の 素人 は 生兵法 大疵の もとで、 餘り 利益に ならぬ。 浙の 

.?„-.<5^^^らすもがなの素人でぁらぅ0他の I つ は蕩術 ゃ擧^ に 達して は 居れ ど、 之 を 門に 職お とし 

て らぬ人 をい ふ。 是は 〔赏 にあら まほし き M 類の 人 だ。 政治 界 にも 斯う ふ 素人が あれば 政治で 衣 

食す る 人の みで あるより は國 民の 幸福になる を 疑 はぬ。 又 文 梨に 斯の 如き 素人が あるならば 原稿 切 

り齊 りの 餘り 多く 行 はる、 世の中で は 萬 綠叢屮 紅 I 點とも I 則 ふべ く、 文界の ii 若く は 光と もさ を 見 

る寧が出來る0眾事に之を水職とする^5マ門家を耍し、^^蔡に終生之に沒頭す る 本職の 人の 無くて なら 

ないやう に ：鞞蔡にも^3^1:冢が必要でぁる。之に^事し之に衣食する人なくば共哀；^.效の發逹を他全に 

n つ 安 g ならしむ る 事 は 屮：； 來 ぬ。； 派の 僻說 家が 敎 職の ある 事 を 非難す る は^だ 不條 な 話で ある。 

ポし斯 るず 〔人の 祌§ ばかりで は、， 又 精 祌界の 不利益に もなる であらう。 職 # 政ュゃ ：；，^ のみで は 害 

あると 1:^ じこと である。 基督 敎の傳 道 動もすれば 商 tj:i に陷 りたがる。 無敎會 主義 ゃプ レマス • 

ブレス レ ンの如き^！僻な^：：仵^地もの \起るのも職^_:4^傳道の弊察に對する反動でぁる0 味 の 味 臭 

き 力 赏 1^ されぬ やうに 職駕 き傳 道に も 感心 は出來 ない。 日本の 基督 敎には 餘り微 業 染みた 氣虱 
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の 起らぬ 様に したい ものである。 

職 nz- の 部類に 屬せ ざる 基督 者に して 祌學の 研究に 志 厚き も Q 輩出し 、 所謂 素人 祌 學 者の 多く 生 

する に 至らば、 其 利益 頗る 多大で あらう。 第 一 墨ぶ 人 自身の 信仰の 爲 になる のみなら す、 必す 世の 

利益 人 の 利益になる。 第二 全く 道を樂 しみ 純粹 に學を 好み て 專 ら眞理 に 忠なる 態度 を も つ て する 職 

fffi みない 擧風を 鼓吹し 得る であらう。 第三 祌^¥ 普及せ しむる の 効果が ある。 第 11 專門敎 職 者の 

油斷を 防ぎて 講壇の 穴 氣を 緊張せ しむる こと も出來 る。 敎 職の 能率 を增 進し、 自然の 淘汰 を 行 ひ 人 

材を 養成す る ことが 出来る であらう。 第五- 祌凑 と實際 生活と を 密接せ しめ、 平民主義の 擧風を 鼓吹 

し、 祌樂 をして ー稷赏 族的學 問の 弊 を 免れし むる ことになる であらう。 總て藥 問が 餘り專 門 的に 漫 

ことさら 

に鞑 かしく、 颇 に疆究 的に なり、 單 純に 言 ひ 得る こと を も 故に 入り組んだ 形式に 箝め 込み、 普通の 

讀者を 困し め る こと を 以て 高尙 振る の は 、- 之 を 現代 式 煩 現 流と でも 稱す ベ きか、 實に 困った 事で あ 

る。 祌疆者 は斯の 如き 弊害に 陷 りたくない。 即ち 獨 逸の 神 墨 者の 樣で なく、 ス コ ッ トラ ンドの やうな 

學風 でありた f ので ある。 第 六 我 國に徵 兵制 度が 布 かれてから 全國 皆兵と なり、. 封建時代に 數倍 

す は  たち ど _J ろ 

する 軍人が 出來 た" 驚 破 大事と い ふ 場合 に は 常備軍 に 幾 倍す る 程 の 大兵が 立地に 出陣す る £ が出來 

る。 日本の 基督 敎は旣 に 敎職拂 底で 四方八方より 其の 苦情が 聞え て 居る。 加 ふるに 日本の 基督 敎は 

何時までも-" 今の 有様で 蠢動して His るべき 害の もので ない。 大 リバイバルの 準備 は 着々 進行し つ \ 

ある。 GZ 覺 しき 活動 期が 傳道界 に 到 来せん として 居る。 其 時には 如何にして 傳 道の 必要に 應 ずる こ 


とが 出來 るか。 金 森 の 成 綾で も敎. a ほ 乎に 餘る HJ を f た。 可惜好機會を逸した^^例も少く 

なかった やうで ある。 然 らば 必 す來ら ねばならぬ 大傳 道の 時勢 を 如何に 迎へ ん とする ので あるか。 

1 文な しで 萬 の 行 te^ へ 上る も；： E 様で あるか も 知れぬ。 此の 點ょ りすれば Is^ 京祌擧 社の 夜學の 如き 

ものが 隆ん になり て 素人 祌§ を 多く 養成す る 事 は 日 木 基督 敎の 一大 § であると 1£ はねば なる 

まい。 祌凤， 一. だに M ハ 起せば 傅逍も 日曜 離 校の 敎育 も、 その 解決が 比較的 i 谷 易で あらう。 

、王 耶穌 井土^ は 素人 神^ 老の 先輩で ある、 主が 當 時の 擧 風と 戰 はれ 彼等の 巢關を 離れて ^問の 新 機 

軸 を 出し、 素人 祌舉の ために 萬 丈の 氣焰 を. 吐かれた こと は隱れ もない 事實 である。 ジ ョ ン*バ ンャ ン 

は^！掛屋の索人祌^？でぁった。 ム ウディ は 近代の 傳 道に 一 新紀元 を 開いた 人で あるが、 實に #K 

祌 おに 秀でた 木 1 であった。 グラット スト ンは 文壇に 演壇に 時と し て は 敎 壇に も 天 晴れ 素人 祌 攀 

者と して 當 世に， 羾. - つた 政治 冢 である。 今の 英國の 政治 界に其 人 ありと 知らる X バ ルフ オルの 如き 

も、 共の 深遠なる 識 兄と 優秀なる 文 草と を もって 聲名 世界に 高 人祌舉 者で ある。 若し 斯の 如き 

f 祌 舉者 を 除か ば、 敎會 M 史は 甚だ 寂 i 级 1 を 感ぜ しむる であらう。 

藝が身 を 助く る ほどの 不仕 合せと いふで はない か。 必す しも 職業と な す 目的 を 立て た 事情で なく 

も 藝 術學 問 等に 從事 した ものが：？ りて 專ら 之， に 身 を 委ね 僅に 糊口す るに 至る 例 も古來 少な くない 

ので ある。 バウ n の 如き は傳 道の 必要から 其豫 ねて 習ひ覺 えた 天 慕 製造 を 以て 生計 を 營んだ こと も 

ある。 共れ と は事異 り、 これ は藝が 世の 助けと なれる 嬉し さよ であるが、 日. 1^ の 素人 祌蔡 者に し 
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て 、 時勢の 必要 や 生活の Ifm か ら祌の 召 を 感じ、， 全く 傳道 に 其の を 投じて 之を專 門 の 職業と なす 

おもて 4； ざ 

に 至る 八 も 多く 出來 るで あらう。 隱 し藝の 祌擧が 遂に 或 人 々の 表？ J なる 機會が 多く 到着す るか も 

知れぬ。 3： れ にしても 素人 祌 ffi- の 勃興 は歡迎 すべき ことで ある。 

( I 九 一 九 年 五 福音， S 報〕 

東京 神學社 設立 一 一 十 年紀念 禮拜に 於て 

ま^ 祌^ 社が 明治 三十 七： 牛に 創立せ、 りれ てから 旣に滿 二十 年に なリ、 去る 十一 w その 紀念禮 拜が行 はれた。 

斯る 場合 第一 に 念頭に 浮び 來る は、 本 肚の爲 めに 盡 力され た 人達のと である。 渡遂松 子、 フランク. ミュラ 

ァ兩 氏の 如き は 其の 成立 及び 迎步 のために 常に リ もし、 且大に カを盡 された 人た ちで ある。 柏 井 11、 田屮 

逮、 本間沾 雄、 横出.3;治等8^^氏は學校の内部にぁリて其の發達に贡献する齒颇る多4<でぁった。 此れら の 

人達 今 は 此の世に： W 、りぬ。 この ほか^^！？祌^；チ社は多くの志深き友の犧牲的援助にょっ て 今 H まで 徘 持せ、 しれ 

た。 また 幾多の 發逹 をと げ來 つたので ある。 『なんちら 我らが 働きし 虔を 空しく せず、 滿ち足れる報を^^ん 

ために，：：！、 し 心せよ』 (ョ ハ ^^第ニ の 八)o^^ぉ神學社に關係を有する我らは此れらの人々 の働きし所を空しくせ 

ず。 其の 效 al^ を 仝う して、 滿ち 足、 り はせんが おめに 心 を 合せて、 祈らねば ならず、 又 カを盡 さねば ならぬ。 

茶 督敎は 思想、 生活 及び 制 ぼの 三つ を 以て 其の 大切な 要素と する もの である。 之 を 具備した 發逹を 見る ベ 

く心懸 くるが is- 京神學 社の 責任で ある。 殊に 近來 H 本に 於け る 基督 敎の 趨勢 を 見渡す と、 其の 漸く 進步 する 

につれ て、 無造作な、 稍 だら しのない、 一種の 素人 傳 道が、 隨分輕 々しく 行 はれ、 祭 禝の燈 籠に 現 はる V 粉 

や 俳句の 如き s« 度の、 放浪 的傳 道が 出沒 する やうで ある C 何う してし も 信仰生活に 深く 根ざし、 基 骨 敎の堅 實 

な 思想 を！^^ とし、 架 霊の 自由 を 仝う する 件 質の 組織 を 整へ た傳 道が 盛んに 與ら ねばならぬ。 来 京祌學 瓧は 

此の 點に 於て 大に 貢献すべく 期待され て 315 り、 ほら も 深く 祈り、 此の 責任 を盡 したいと 思 ふ ものである。 

1 1 九 1 一四 年 1 1 月) 


基督 敎 通論 

宗敎は 人の 心の EI 然に發 して 止む ことの 出來 ない ものである。 其れで 世界 何れのと ころに も遍く 

一 了 は， L て 居る。 其の 人の 心のう ちに つて 居る 力の 大ぃ なる を 観， i4 ハの 肚會に 根深く" お ：\* つて 居る こ 

とを考 へる と、 汲して K タ幻 しの やうな 事柄で ない。 活 きた 事實 である。 或 ひ は 宗教 を 一 度外視す る も 

の も あるが、 なかく 北ハれ でも 済む もので ない。 無^ 清で 終始す >A1 は 難 かしい。 エジプト や パレス 

テナに おび、 横 から 口 ン ドン 逢まで 旅して 行くならば、 途中に 人種、 風俗、 文明な どの 相逮 た 

しき ことが S 然 から 目に 附く。 此れら 相 逮には 宗教の 關 係から 來て 居る ものが 多い" 日本と ァ メリ 

力の 問に 紛糾して 居る 移^ 問題に も 宗教が 其の 现 山の 一 つで ある こと は 疑 ひがない。 圃 際の 關 係に 

於ても 宗教に 行き 當 つて、 進退 維れ 谷 まると 謂 ふやうな 時代 を も 生じ、 又 現に 生じつ & ある 場合 も 

少 くない。 斯の 如く 考 へて 來 ると 宗敎は 世界に 於け る 甚だ" S 强 な事實 で、 蔑 する こと を容 さな 

い。 殊に 何 所まで も 人の 靈 魂に 附着して 居る 死生の 疑問、 人格の 行く末、 品性の 發達は 首 ふまで も 

なく、 社會 の難题 にも 宗敎を 不問に 置く ことの 出來 ない 事情が 夥しく ある。 國事 を經營 しても， 一 

個の 身の 成立 平和 を圖 つても、 宗敎は 何れ かの 點に 於て 問題に なって 來る。 何う しても 之 を 相手に 

基 ess 通論  .  七 


しない 理由に は 行かぬ。 

然 らば 此の 宗敎は 何ん な もので あるか。 先づ北 ハの發 達の 基本 を 尋ねて 見たい。 宗敎は 一面 驚異の 

むすめ 

念から 起る。 昔 ギリシャ 人 は 哲學は 驚異の 女で あると 言った が、 た 哲學 のみでない。 驚異の 念 は 

宗 敎の發 達に も 深い 關係を 有って 居る。 森羅萬 象に 對 して 不思議の 感に打 たれ、 其の 由って 來 ると 

ころ を 尋ね、 共の 道理 を 究めん とする が學 問の 發 達する 一 つの 動機で ある。 其れが また 神と 謂 ふぶ- 

を 念頭に 浮べ る機會 ともなる。 そ こ に 宗敎の 端緒が 開かれる ので ある。 

. 人間 は 自分が 獨 立の もので ない こと を 思 はすに は 居られない。 何ものに か ：8 して 居る と 謂ふ感 

s> プか 

じが 自然ち 胸に 浮んで 來る。 萬 事 何ものに か 左右され て 居る と 謂 ふ 意識 を 免れる ことが 出来ない。 

其れ を 或 ひ は 恐れ、 或 ひは賴 もしく 思 ふ。 時として は 之 を 避けん ともす る。 時として は 之に 媚び 蹈 

ふやう になる。 また 時として は 之 を 慕 ひて 凡て 顿 もしく 感 する 場合 を も 生す る。 迷信 ともなり、 進 

ん では 信仰にまで 速す る。 

また 至善 を 希 ひ、 之 を ひたすら 求む るが 人の 心で ある。 至善と は 儒者の 語で、 所謂 至善に 止まる 

などと 曾 ひ， 其の 使^方が 別に 定まって 居る やうで ある。 然し こ \ では 人間の 希 ふところ、 望む と 

ころの 最も 貴い.、 最も 秀でた もの を 指す。 人間 最上の 目的で ある。 其の 生命の 極致で ある。 人 はた 

だ 生く る のみで は滿 足が出 來な い 。冗と して 存在す るより 、た と ひ碎け て も 玉と なり た い と 謂 ふ 志 を 

尙ぶ。 何とかして 惯値 ある 生活 を 遂げたい と 思 ふ。 耶穌の 所謂 豐 なる 生命 を 求めて 止む ことが 出來 


ない。 現在の 生命 は餘 りに 贫 である。 もっと充.^^した、 徹". ^した、 本意に 適った 生命が 望ましく 

て、 止む に 止まれない 思が M 胸 を 襲って 來る。 即ち 至善に 達して、 共 所に 止りたい との 欲望 や 向上 

かたち 

心が 逮. 萠 すので ある。 其の 結 形 以上の 世界に も 眼 を 着け、 活 きた 至善と も 云 ふべき 神に 想到す る 

やうに もなる 

加 ふるに 人 に は 救の 必； § ^が 切迫して aw る" 外物の 1^: 迫に 苦しみ、 之に 窮 する あまり 解 脫の途 も 

がな と 博 惱烦悶 して、 頻りに 工夫す る。 己が 生活に 何 所 か 缺陷の ある こと を 感じ、 何とかして 之 を 

袖 ひたくて ならぬ。 道念 は た微 ：^;r 動物性が ひとり 蔓 こりが ちで、 自己の 生活 脫 線し、 正 を 失し 

て、 魂 其の ものが 旣に 病的に なって 居る。 こ、 に 罪悪の 問題が 湧いて 來る。 一方に 於て は 其の 責 

任 を $ 'ると ころから、 或 ひ は 漠然ながら： 大地 神明に 對 して 畏れ を 抱き、 或 ひ は 明らかに 『父よ、 

われ }K に 逆 ひ 汝に向 ひて 罪 を 犯したり』 と 嘆き 訴 ふるやう にもなる。 他の 一 方に 於て は 悪の 勢力 其 

の 心に^ 通し、 其の 勢 遊 だ娼滅 で、 之 を 如何ん ともす るに 山な く、 途に 哀聲を 放って、 『あ i われ 困 

苦の 人なる かな， 誰か 此の 死の 體 より われ を 救 はんや』 と 叫ぶ に 至る。 此 所が 救の 欲求で ある。 

或 ひ は 浮世の ま、 ならぬ 感じ、 生活の C 出を瘦 たいと 思 ふ ほどに 止まる の も あり、 或 ひ は 單に疾 

S せ 

0. 贫苦、 災害な どから 救 はれる こと を 求めて、 たに 低い 意味の^ 益 を 蒙りたい と 焦慮る の も あ 

る。 或 ひ は 罪を赦 され.、 其の 束縛より 救 はれたい と 欲する 高 尙な希 願 ひに もなる、 淺ぃ 深い の^こ 

そ あれ、 何れにしても 救の 欲求が 域 起って 來る。 時に 甚だ 猛烈に 燃え 上る。 
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以上の 種々 な 關係ゃ 動機から、 ここに 宗教と 謂 ふ ものが 世の中に 現 はれ 來 つたので ある。 フリン 

ト？ つて 宗敎に 定義 を 下して in く、 『宗敎 は 自分よりも カ强 く、 而 して 五感に は觸れ ざる も 人間の 

思想 や 行 爲に對 して 無頓着 ならざる 一 つの 存在者、 或ひは多くの^！^在者を認め、 此の 信念から 流れ 

出る 情操 や 行爲を 一 纏めに した 意味の ものである』。 蓋し 宗敎は 人 問に 勝れる もの \實 在 を 認め、 

其れと 自己との 聯絡 契合 を圖 り、 其の 成立す る や 之に 歡 喜し、 此れら 情操 や 志に 支配 せられる 生活 

である。 佛 人サバ チェの 『宗 敎哲 擧』 の 立場に は 首 it し 難き 點も あるが、 思想と しても、 文章と して 

も 面白味の 多い *1 物で ある。 彼に 暗示に 富んだ 一 つの 語が ある。 『宗教と は 生の 爲 めの 祈で ある』。 

宗敎の 意義 を 道破して 餘韻嫋 々たる ものが ある。 人間 は圓滿 な、 徹底した、 もっと 豐 かな、 より 深 

い 生命 を 活 きょうとして 頻りに 煩悶して 居る。 之に 同情す る もの の 己より 上に 實 在して 居る かの や 

うに 何となく 考 へ られ、 苦痛 を 之に 訴ふ ベく 捧 ぐると ころの 祈が 即ち 宗敎 である。 

斯く說 いて 來 ると、 宗敎は 人生 觀、 世界 觀、 何ら かの 神觀 がなくて は 成立し 難き ものである。 宗 

かたち  , 

敎の 心根が 旣に 萌して、 祈 禱ゃ拜 み 形ば かりで も存 して 居るならば、 たと ひ 無意識の 間にで も、 世 

界の 方針、 人生の 歸趨， 其の 成り行きに 大 いなる 關係を 有する 力 (よし 其れ を 神と は名づ くる ほど 

にあら すと も) を朧げ ながら 認めて 居らねば ならぬ はすで ある。 宗敎 にや、 緣 遠い 氣 味の あった 孔 

子で すら、 『丘の 祈る こと 久し』 と 言って 居る。 彼の 安心の 底に は 人生 觀が あり、 從 つて 神 觀の所 

ひ ごろ 

有 者で あつたに 途 ひなから う。 文化の 未熟な 人た ちゃ、 日 來宗敎 の 行事に 無關 心なる 如く 昆 ゆる も 


のど もに 判然した 世界 觀ゃ 神觀の あらう と は 思へ ない。 然 やうな. 語 さへ 知らない 場合 も あらう。 然 

し 其れでも 己が 身の上に 就いては、 世の中 何となく 頼もしき やうに 考 へられる W なくば、 安心 は 出 

來ぬ。 此 所から 或る 機舍に 於て 宗敎は 其の 生活の 表面に 現 はれ 來 るので ある。 況んゃ 明かなる 宗敎 

的の 行事 を さく 怠りな き 徒に 至りて は、 無論 何れの 敏類 かの 神觀、 人生 觀を 抱いて 居る。 旣に然 

りと すれば 世界 觀、 人生 觀、 從 つて 祌觀が 宗敎の 根底に 橫 はって 居る ので ある。 其れ故 結局 宗敎は 

^祭の m わ 想と 深い 關係 を冇 つて 居る。 必す现 論 的 方面 を 具へ て 居らねば ならぬ。 他の 一方に はより 

深い 牛； 命の 欲求が ある。 換言すれば 救を渴 望して 居る。 此れが 宗教の 實際的 方面で、 寧ろ 其の 本領 

である"  一 

斯くて 宗敎に は 思想の 方面が あり、 元 來哲擧 との 交涉も 親密で あらねば ならぬ。 然し 單 なる 理論 

や、 科 i 研究で はない。 た^ 驚異の 念に 驅られ て、 何ぞ や、 何故かと 問 ふの みが 其の 本 皆で はな 

はたらき 

い。 其 所に 道念の 所作 も ある。 救の 欲求が ある。 甚だ 實際 的の ものである。 其れ故 宗教の 硏 究は數 

に 於る やうな 行き方で 進めら るべき もので ない。 其 所に パスカルの 所謂 心情の 論理 も ある。 心の 

淸 きものに あら ざれば 神 を 見る ことが 出来ない。 關心 深き 價 値の 問題が 宗敎 心の 大 いなる 耍素の 一 

つで あらう。 £1^ 的 趣味 や、 倫理 上の 志なくて は 其の 成立 を 見る ことが 不可能で あらう。 

以上 宗敎の 事實、 其の 意味な どを說 き、 不充分ながら 定義 を も 下した ので あるが、 页に 一言せ ね 

ばなら ぬ こと は宗敎 の應史 である。 凡そ 歴史 は 順序に 從 つて 展 問し、 進化して 行く ものである。 宗 
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敎が 其れ だ。 H ド ウォルド • ケャ ルドの 著書の 1 つ を 宗教の 進化と 名附 けて ある。 其れが 此の 意味 

からで ある。 そこで 宗教の 歷史、 其の 進展の 次第 は、 宛 も 草木の 發育 し、 夜の やう やく 明け 行く や 

うに、 書物が 序文より 進んで 其の 佳境に 入る と 同じ 様で ある。 宗教の 幼稚なる 程度に ありて は、 餘 

り 馬鹿々々 しくて 噴飯し さうな 迷信 や 拜みも ある。 他の 一方に は 意味深長で、 極めて 神秘的な もの 

も ある。 或 ひ は 其の 發展の 初頭の みに 眼 を 着けて、 之 を 疎略に 取り扱 はんとす る 人 も ある。 然し 然 

やうな 行り 方で は、 人間 は みな子 供 扱 ひに さるべき はすで ある。 國民 はみ な 凡て 野蠻視 される やう 

If なかみ  むひら 

になる であらう。 吉野川 其の 水上 を尋 ぬれば 雜の しづく 获の したつゆで、 大河 を I 下と 見て、 漫然 之 

に 足 を 入れん とする やうな もので、 或 ひ は 溺死に 了る かも 知れぬ。 寧ろ 其の 發達を 遂げし め、 成熟 

に 達した 程度の 狀 態から 之れ を評價 し、 解釋 する のが 穩當 であらう。 若し 基督教が 其れであるなら 

ば、 之に よって 宗教の 實質、 其の 本領 を 認める のが 適 當な處 置で ある。 此の 注意 を缺 くと ころ か 

ら、 宗敎の 議論に 甚だしき 錯誤 を來 した 實例 も古來 少なくな いので ある 

宗教の 歷史を 溯りて、 其の 起原 や 動機 を硏究 すれば、 斯の 如く 思想と 實際 生活の 必要との 一 一方 面 

から 刺激 を 受けて 居る が、 此れ は 僅かに 共の 一 側面で ある。 單に 自然界の 衝動 や、 人心の 必要から 

はたらき 

産み出 だされた もので ない。 また 神の 方からの 所作が 之に 加 へられた 結 ra^ とも 見るべき である。 宗 

ナ. いてき 

敎の 成立 は祌の 暗示、 ^独、 指導に 起因して 居る。 天人 相俟って 宗教 を 生す るに 至った。 即ち 天啓 

である。 如何に 幼稚の 宗敎 でも、 必す 天啓から 起った 何ら かの 要素 を 有って 居る に 相違ない。 『一人 


よりして 諸種 の^人 を #3 り 出し、 之 を 地の 全面に 住まし め、 時期の 限と 往 居の 界とを •：； 儿め 給へ り。 

これ 人 をして 神 を 尋ねし め、 或 ひ は 探りて 出す 泰 あらしめ ん爲 なり 云产 『(？ fl?{?) 。神 は 其の 深遠 

なる 經綸を 以て 人^の 史を指 a- し、 其の 文化 を啓發 し、 北 ハの 91 感を 動かし、 其の 宗教心 を 刺激し 

て 居られる。 聖書に は 神 人の 9:^ 魂を訪 はれる とまで 說 かれて ある。 ズ 『神む かし は S 言 者 等に よ 

り、 多くに 分ち、 多くの 方法 を もて 先祖た ちに 語り 給 ふ』 (iit*.o。 斯の 如く 天^ は 人間 世界の 事實 

で、 宗敎を ii 發せ しむる 動因の 最も 犬い なる 一 つで ある。 所謂 神の 首で ある。 宗敎は 祈で 人の 首で 

あるが、 神 もた ヌ沈默 を 守られて は 居ない。 其の 意 lb は 常に 人に 向って 語られて 居る。 耍す るに 祈 

は先づ 人から 語 を發 したので なく、 寧ろ 神の 吿 げられ、 問 はれる のに 應答 する 意味の ものと 解す る 

が適當 であらう。 神先づ 語られて 人 之に 答 ふると 謂 ふ 順序で、 談ゃ うやく 熟し 來る のが 凡て 祈の 3 呉 

相で ある。 ところで .in に も 種類 が 多い。 電話口に 立って 遠く か ら櫟 ぐられ る やうな -1;^ を 問く も 0 で 

ある。 啞學 校の 課 戴 も 語で ある。 膝 を 交へ て 冗に 顔 を 眺めながら、 與味 深く m 心 ひの 交換 をす るの 

も 語で ある。 宗教に 於る 神の 言 も亦然 うだ。 ^かに 聽き 取られる の も あり、 辛うじて 微かに える 

の も ある。 然しへ ブル 書に は； 史に 進んで 『この 末の世に 御子に よりて 我等に 語り 給へ り』 (1 一 1 の) と 記 

して ある。 銜 くして 神の肯 やう やく 明らかに 聽き 取らる \ に 至り、 北ハの 音容 手に 取る ばかりの 程 

に 達した のが 基督 敎 である。 宗教の 歷史は M 々展 il して 進歩の 極致 遂に S 督敎に 到達した" 宗教の 

ことを生命の爲めの祈でぁるとー百ったサパ チ ェ のゃぅに^！！^ふれば、 基督 敎は人 問の 祈に 對 して、 祌 
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の與 へられた 答、 即ち 其の 著しき 應験 であると 言 ふこと が 出来る。 

此の 祌の言 の 最も 徹底的に 聽き 取られる 基督 敎とは 何ん な もので あろ か。 之 を 研究す るに 一 -っ の 

方法が あらう。 一 つ は 基督教 を 奉す る 人た ちの 生活が.. 化.^ を 観察し、 共の 心 術、 操な ど を硏究 する 

ので ある。 或 ひ は斯の 如き 人々 の桀團 なる 敎. sti の 精神 狀態を 研究す るの も 適當な 方法で あらう。 力 

ト リツ ク 基督 敎の 如き は專ら 敎會に 重き を 置き、 敎會 に據ら ねば 基督 敎を 知る ことが 出來 ない と 主 

張す る。 其れ は ともあれ、 敎會 其の もの を 研究す るの が 基督教の 特徴 を 認め、 共の 內容を 明らかに 

する 一 つの 方法で あるに 相 遠ない。 然し 吾ら は 方向 をー轉 して、 基督 敎を 奉す る諸國 民の 文明 を 研 

究し、 其の 精祌 状態から 基督教の 特徵を 見いだ す こと も出來 るかと 思 ふ。 所謂 基督教！！ なる 語 は 共 

の 意味 や 範圍が 頗る 暖^で ある。 獨逸、 露 西 亞、 英國、 北米 合 衆國の 如き も、 之 を 一様に 基督 敎！： 

の 中に 數 へる。 一概に 此れら を 基督 敎國 と名附 ける の も 如何で あらう か。 木と 竹と を 一つに したや 

うな 話で はない か。 共の 社會狀 態、 殊に 軍事 外交な どに 至りて は、 其の 基督 敎國 なる 點が何 所に 存 

すろ やと 疑 はざる を 得ない。 然し 國 民の み然ぅ ではない。 ^人に 就ても 同じ やうな 不審 を 抱くべき 

輝 ..E を见 いだす。 基督 者と 稱 しても、 徹頭徹尾 其の 精神 を遣憾 なく 具足して 居る もの は 幾人 见 いだ 

される であらう か。 娱 にもなる と 想像され た 山 iff の 如き 類 だ 多い ので ある。 闻と比 絞して や \ 勝 

つて 居る かも 知れぬ が、 其の 相 遠 は R 十 歩 ぼ 歩の 問の みで、 誰か 鳴の 雌雄 を辨 へん やで あらう。 共 

れでも確かに基督者と稱せらるべき多くの人が；：^在して居ることは^^ふべからざる事實でぁる。 國 


民の こと も 其れと： 1： じ やうに 解釋 して 差 支へ あるまい。 たと ひ 未熟で も、 共の 發逮の stl 度 如何に 相 

異 つても、 所 li 共丄叔 "敎 II に は、 基 伢敎の 粘祌が 幾分 か 流れて 居る。 共の 感化が 或る 程度まで 行 はれ 

て 居る。 其 所に  一^の 特^ を带 びた 文明が 成立して 居る。 國風、 民俗、 他と mfz つた 流 を^って 

居る。 is^ 洋西洋 の 別 ある 如く、 基督 敎國 と然ら ざる ものとの 問に は、 殆んど紛れのなぃ相^3が認め 

られ る。 大海に は mi 湖の 如き 共の 周 圍と異 つた 流れの ある やうに、 世界 列國 の？ 1 に 於る 基督 狡！； も. 

1 ti の 特微を 1ヴ びて Ili^ る。 而 して 共の 特徴 は 何ん な もので あるか、 基督 敎國に は 如何なる lw:t が 行 

はれて 居る か。 何ん な 思想が 力 を 有って るか。 此れら の 問に 答へ る こと は然 ほど 難 かしい ことで- 

あるまい。 容：： 勿 に 共の 見 當は附 くので あ る。 

二 

共」 叔" 敎の根 木 的， 践念の 一 つ は 進歩で ある。 總て 進んで 止まざる を 期待す る。 明治 以後の 新 

敎育を 受け、 西洋式の考へ方で養はれて來た^！^には、 進歩の 觀 念が 生れつきであって、 殆ん ど^ 见 

的に なって ほろ が、 實際 是れは 日本人に 取って 新なる 思想で ある。 明治 以前に は少 くと も餘り 多く 

せいじ «4 

認られ なかった 生活の 方針、 處 世の 態度で ある。 唯 日本人の みが 然 うであった ので はない。 SI 狀を 

理想と して、 未だ 生へ 叩 を 萬 物の 基本に 認めす、 すべて 活潑々 地に 動勢 を 取る こと を 標準と する 共 上 1^1. 

敎の 光に 浴せ ざる 阔民は 推しな ベて みな！：！ じく 然ぅ であった。 此の 點は 研究の 價 値が ある。 前に も 
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紹介したフリ ントの著*^の中に 『歷 の 哲睾』 と 謂 ふが ある。 共れ を讀 むと 印度 や 支那 は！ K ふ も far 

なり、 ギリシャ、 羅 馬の 人達の 思想と、 基督 敎を 奉す る！： 民のと は、 進歩と 謂 ふこと に 就いて だ 

しく 相 Si (して 居る £ が、 剴切に 論ぜられて 居る。 基督 敎 式の 文化に は 逸歩の 観念が 確かに 根深く 擎 

植 されて ある。 進歩 發逹は 基督教の 精祌を 基礎と した 生を營 み、 世に 處 する 國 民の 大方 針で ある。 

第二 基督 敎 的に 培養され た 文明 は、 膨張し、 延長し、 吸收 し、 同化す る 性質に 富んで 居る。 一 

の 民族、 一の 邦國、 一の 大陸に 割攄 して 依然 何時までも 落附 いて は 居ない。 

^三 政治 上に 於て は 自由 平等 を尙 ぶの 氣分 旺ん なる が 基督 的 文明の 性質で ある。 is-SI 諸 國の歴 • 

史を 研究し、 興亡 盛衰の 跡 を 尊ね、 共の 由って 來る ところ を究 むれば、 自由 平等が 基督 敎 文明の 1 

つ の大 いなる 特徴で ある こと を兑 いだす であらう。 

竹め 四 人格 を 尊重す る。 人格の 觀念は 基督 敎 思想の 特産物で あると 言っても 過言で は あるまい。 

明治 十 幾 半- g であった か、 土 佐で 板 垣 退 助と 展々 面き して、 自. e 思想に 就て 意見 を 交換した 時、 今 

日まで も 消え やらぬ 一 つの 印象 を 受けた の は、 彼が^ 民 平等と か、 藩閥 打破と か、 政； 1 め 上の 方面に 於 

て は、 人格の 價 値に 就て は餘り K- へて 居なかった ことで ある。 是 れが當 時に 於け る 自由 黨の 藤史に 

も、 現在の 立憲政治 述 川の 上に 於ても、 大 いなる 缺陷 であらう。 基督 敎國は 此の 點に 於て 比較的 長 

じて 居る やうに 思 はれる。 

第五. 基督 敎 文明 は 回復力が 旺盛で ある。 明治 六 3f 顷で あったらう、 新 島 襄ゃ祌 £ 乃武ら の師で 


あった 關係 などから、 幾分 か 此！： に 緣故を 有する シィ リイと m ふ f 阔 人が、 講演の ため 印度に 招か 

れた途 .ft- 日本に 立ち寄り、 横 に 催された 或る uift; の 席上で もちよつ と 言及し、 ：=-っ彼が敎^=を校 

けた 印度人の 爲 めに 講演した 論文 (小 崎弘逬 氏譯、 宗敎要 論) に詳說 されて、 共の 顷 の讀^ に少 から 

ぬ 感化 を與 へた 一 節が 共 ま I 敎 文明の 回復力に 就て 趣味^だ 深く 記憶され る。 彼 は 印度 其 他 之に 近接 

せる is- 洋諸國 の 文明が 全く：^ 亡に 陷 つたこと を^ 論し、 文明 は 外から (或 ひ は 上から と 見ねば なる 

まいと ほ はに る) 養 はれねば 遂に 自滅す る述 命に 陷 るべき を 面白く 說 いて、 靈 的の 基礎 堅固なら ざ 

ろ 文明の 成行き 塞 心に 雜 へ ざる もの ある を t: 吿 した。 盛り返しの 力が 民族の 歴史 を 支配す る關 鍵で 

ある。 问復 力に 乏しく、 盛り返す 2 が出來 す。 終に 挫折 滅亡して 了った 國が 古今 束 西に 少 くない。 

^5?洋には現に其れがぁる。 西洋の 現狀を 見れば、 元氣活 澄で 頗る 问復 力に 富んで 居る 徵候も 認めら 

.Iri る ものが ある やう だ。 支那 や 印度 は 如何で あらう。 ra: 有の 活力、 共の 傳來 せる 歷史 の惰 勢で 回復 

が 出来る であら か、 盛り返し がっくで あらう か。 何う しても 外から 何もの か を 輸入し、 血淸 注射 や 

う の 手段 を 施さ ね ば 如何と も 爲し難 いもの とも 感 ぜ られ る。 

或る 文明 は 脆く も衰 額し、 他の 文明 は 粘り強い 回復力 を 有って 居る。 其れ は何處 から 來る fflwfs で- 

あるか。  世界 觀、 人生 觀の 相異が 其の 根本で あるまい か。 阈民は 世界 を 如何なる ところと おへ、 人 

生 を 如何なる 意味の ものと 解釋 して 居る か。 或る 阔民は 静かなる を现 想と する。 =v タ舉ゃ 道敎を 共の 

處 世の 方針と し、 ！ iti 槃を 其の 歸着點 と 心得、 茶の湯の 煙の やうな 人生観に 靈魂 を銷沈 させつつ あ 
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る。 すべて は 動と 靜 との 逮 ひから 起る ので ある。 蛙に 驚かされて 始めて 昔 を 立てる 古池の 沈 靜を以 

て、 最上々 の 目的と する ものと、 永遠の 生命 を E 懸け、 先づ祌 の國と 共の 義とを 求む る を 志と する 

ものとの 間に は大 いなる 相逮が ある。 其 藤 史の歸 着に 於ても 雲泥 の^を 生ぜねば ならぬ。 

なさな 5> 

人間 はみ な 天父の 子で ある。 た 印度 や 日本の 民族で あるので なく、 祌の國 の 公 氏で ある。 『幼兒 

らの 我に 來るを 許せ、 止む るな、 祌の國 は斯の 如き もの \國 なり』 と 言って ある やうな 意味で 人 を 

ね プ もり 

評價 する もの も ある。 之に 反し、 無靈、 無 神、 無 宗敎、 然 うでな くも 眞如、 大極 など 謂 ふ 地に 立 

つて 居る もの も ある。 人 は祌の 子で あると 謂 ふ 考へを 抱き、 人格 的の 父なる 祌を 仰ぎ、 北ハの 攝现を 

信じて 『祌を 愛する^、 すな はち 御 3：： によりて 召された る^の 爲に は、 すべての こと 相 働きて 益と な 

る を 我ら は 知る』 (S 一 マ  の 信仰 を 抱いて 居る 結 栗 は、 たと ひ 不徹底なる 點は あらう とも、 耍 する 

に 基督教の 文明と 謂って 善から う。 

扱て 此 文明の 底に 流れて 居る 基督 敎は、 大要 次の 如き 條 項に 歸 結す る。 

萬 民の 父なる 祌を 信す 

人 は 神の 子で あろに も關ら す、 1^ だ不 5：： にして 罪悪に 耽溺し、 あられ もな き 方に 迷 ひ 出で て、. 北ハ 

の 本領 を 失 ひ、 形に 役せられ、 物の 奴隸 となり、 自我 中心で、 已が腹 を 神と する に 至った。 

神 は 此の世界 を 其の 成り 行く が 儘に 棄て 置く に 忍びら れす、 其の 充ち 溢る」 恩寵に よって、 人類 

を 罪悪の 淵より 救 ひ 上げん がた め、 其の ひとり 子 耶^ 基 を 世に 降され た。 失 はれた る もの を 1| ザ 


ね、 死た ろ もの を活 さんがた めに 基！^ は降掀 せられた ので ある。 之に 山って 祌は 人の、： 【^ に 向って {ー： ル 

全に 顯彰 され、 罪の 救 ひ 成就し、 .， 水 fl! の 生命 を 全うせら る、 に 至った。 . 

； t の 人 問に it^ として、 其の 不 斷の活 励、 すべての 3 隔现を 明らかにし、 一一 一一：； ひ 維き 歎き を 以てす 

ろ 共 の 祈り 常 に 人 の 靈魂を 刺激し、 神の 子逹の 光榮 の. c 出に 人 る ベ き 土 の、 保^ を 確 1^ な らしめ つ 

つ ある。 

神の 恩寵に よりて 救 はれた る もの は 此の世 限りで ない。 旣に 永遠の 生命 を 有って 居る。 永遠の 生 

命と は 『唯一 の眞の 神に 在す 汝と、 汝の 遣し 給 ひし 耶穌 基督 を 知る に 在り』 (？か 。此れ は 現在の 事 

*i であろ。 軍に 永 遠 の^：^在を！！^け ると 謂 ふ 意味で はない。 和 莊兵衞 に は 不死 國の 人が 其の 長壽 に 閉 

口して 115 る ことが 可笑しく 記いて ある。 然も あらう。 <fr のま \ で 萬 歳々々 の 祝詞 を 受ける やうで は 

堪 ろまい。 或は 『四十に ならぬ ほどに て 死ねろ こそ 目 やす かるべ けれ』 であらう。 甚督敎 の 永遠の 

生命 は 然んな もので はない。 滿ち 溢れ、 充ち足 りた、 眞に 生ける 生命で ある。 豐 かに 活 きる ことで 

ある。 基督と 偕に 活 きる ことで ある。 また 是れ は單 なる 個人的 生命 を 全うする もので はない。 神の 

國に 於け る 奉仕の 生活で ある。 

基督教の 信仰、 北ハ 所に 基い た考方 ゃ處世 の 態度 方針 は 、 大要 斯 の 如き ものである が 、之 を寳 現せし 

むろに 就て は、 其 所に 進んで 止まない 勢力が 一ず- £ 積せられ、 常に 供給 せられて、 之に 接觸 する 者は雞 

も 無 盡藏の 感じ を 有た せられる。 基督 敎は 作り 附 けの 人形の やうに 一 おして 動かない 法文 ゃ條 項の 
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如き もので ない。 正しい 意味に 於て 變通 自在、 少しも 停滯 すると ころがない。 其れ は 基督に 於け る 

生命 だからの 結果で ある。 基叔 3： の 活けろ 人格が 常に 新たなる 方 靣を發 揮し 来って、 應. 投藥、 機に 

臨み 變に處 する の 妙 ffl を 極め、 日に 新た 叉 日々 に 新たで ある。 『我な ほ汝 らに吿 ぐべき こと 數多 あれ 

ど、 今汝 ら得耐 へす。 然れど 彼すな はち 眞理の 御靈來 らんと 時、 なんぢちを導きて6!^理をこと.，^ 

く 悟らし めん。 かれ 己より 語る にあら す、 凡そ 聞く ところの こと を 語 り、 かつ 來 らんと する こと ど 

も を 汝らに 示さん。 彼 はわが 榮 光を顯 さん、 それ は 我が もの を 受けて 汝らに 示す ベければ なり 1 

(=11 ほ  一一 §)。 其れで あるから 基督 敎は 開發し 進歩す る。 決して 一 つ 所に 止って 居ない。 

これと 同時に 基督 敎は 終局 的、 決 { 称 的で、 絡對 の宗敎 である。 其の 理. m は大約 次の 如くで ある。 

井ぶ I は 神の ひとり 子で、 元來 神の 子た る Hi を 以て 其の 極致と 爲る 宗敎の 完全なる 相 を 現 はし、 その 

m: 臨 を 期待 せられる 來者 としての 基督 は、 歴史と ともに 日々 に 新たで ある。 宗敎 開發の 基本で あ 

り 、 其の 出發點 であると ころの 宗敎の 純 11 具の^ 旣に 萌し、 渐く 秀で F- しき 順序に 隨 つて 遂に 實 るべ 

きその 發展の 活力、 ナザ レ の 耶穌に 於て、 また 復活 昇天、 其の 傳記 未だ 完成に 至らざる 基督に 於て 充 

ち 溢れて 居る。 Is- 西預 、言 者の 期待、 欲 約束 は 基督に 於て 最も 徹底的に 解釋 せられ、 北 ハの幽 を 閑 

き、 微を 穿つ ことが 出 • 來、 東西 諸國 民の 蘊 一ず： £ 之に よりて 啓發 せられ、 プラト ゥも、 佛陀 も、 堯舜の 

治 も、 ァゥ ダス チヌス の 神の 都 も、 祌秘 主義 も、 實行 もす ベて ftlrrl の 力に て 可能なる より 以上の 解 

釋を與 へられ、 着々 寶 現の 運びに 就く  HJ が屮 Z 来る。 共ぶ W 敎は 前に 溯って は、 人間 宗敎 の豫曾 を 成 


就し、 將來を ん では n 々新たなる べき 共の：^ il の 端 を 開き、 之が 動力 を 佻 給し、 共の 針路 を 導 

き、 すべて. を^ 熟と 完成との 歸 結に 連せ しむる お 力で ある。 

『一一 一 n は肉體 となりて 我らの 巾に，： W りた まへ り、 我ら 其の 榮光を a たり、 實に 父の 獨 子の 榮 光に して 

想^31^と3異輝：とにて滿てり』(1-^-^|)。 耶穌 $ "つて 穴 はく 『天地の 主なる 父よ、 われ 感謝す、 此^の こ 

と を 知" き^、 慈き^ にかくして 嬰；：： 几に 顯し 給へ り。 父よ、 然り、 斯の 如き は 御意に 適へ るな り、 凡 

ての 物 は 我 わが 父より 委ねられたり。 て K 力す る 者、 重荷 を 負 ふ 者、 われに 來れ。 われ 汝らを 休ま 

せん。 我は1^^-和にして心卑くければ、我が她を負ひて我に學べ、さらば靈魂に休.《6をはん。 わが 極 は 

0^ くわが 荷は輕 ければ なり ( J 一！ 5^ 一一 一一 i) 『まことに 誠に 汝ら に吿 ぐ、 子 は 父の なし 給 ふこと を て 行 

ふ ほか は CI ら何察 を も爲し 5£ す。 父の なし 給 ふこと は 子 もまた 同じく 爲 すなり。 父 は 子 を 愛して そ 

のおす 所 を ことごとく 子に 示した まふ』 ("li け Is の)。 il^ 督は 神の 顯現 である。 其のた、. - ひとりの 御 

子で ある。 宗敎の 11 熟せる 眞相 である。 實に、 『道な り眞理 なり 生命な り』。 然れ ども 繪の 如き 固定 

はたら 

した もので ない。 之 を 信す る もの、^ 前に 活き又 作動く ところの 生ん 叩で ある。 基督の 敎と其 の敎會 

の歷 と は 『耶穌 の 行 ひ はじめ、 教へ はじめ 給 ひし』 もので、 まだ 旣成 品で はない、 未成品で ある。 

すべて を 吸牧 し、 融合し、 統一す る 生，、 叩で ある。 斯くて 歷 と 絕對と は 基督 敎に 於て 融合され る。 

此の 意味に 於て 其れ は 決 # 的な 絡 對 の 宗敎 である。 

(一九二 H 年 HH^SS 音 新報) 

站 6 教 通論  ■  SHC 一 


itsc 若く は信條  H 六 一， 

宣言 若く は 信 

前週 ご ろ 接 手 し た英國 新聞紙 を 見る と、 彼方 で も 基督 者 の 問 に 根本主義 の 議論が 始ま つて 居る。 

米！； の やうに 相對： t して 戰 ふと 謂 ふ ほどの ことにな つた 事情で はない が、 寧ろ 所謂 根本主義 者の 擧 

措に つきて 批評が 行 はれ、 穩 健な 立場 を 明らかにして、 極端の 弊害 を 未然に防がん とする もので あ 

らう。 

3 本に も 英國と 同様な 必要が あらう かと 思 はれる。 基督 者の 思想 や、 其の 現代に 對 する プ n グラ 

ム などに つきて 一 致の 行動 を 保證 し、 有害なる 混亂を 防ぐ ために、 {ー 且ー 一目 やうの もの を發 表する 必要 

は 時々 起って 来る。 例 すれば 日米 問題な どに ついて 先日 公け にされ た 或る 宣 言 書の 如き もので あら 

う。 時として は 信仰 問題に ついて、 又 時として は 國民ゃ 社 會に對 する 基督 者の 態度 や 方針に つき 

て、 主張を！^^叨し、 なるべく、 王に 在る ものの 精神 を 一 つに 集めて、 秩序 ある 活動の 出来る やうに 爲 

さねば なるまい。 世 問 の舉 校に 於け る宗敎 の 現狀、 精 祌界の 趨勢、 基叔 S 敎の救 極觀、 現代の 學思 

想 ゃ佛敎 などとの 關 係より 生す る 其- 将敎の 有祌靓 などに ついて、 架鱼 〔に 基き、 某赞 を宗 として 立て 

られ た： is 仰 趣意 及び 方針 を 公表し、 旗喊を ttl 明なら しむる 必要 は 八；' 曰まで も 屡あった やう だ。 其れ 


が 現に ：S つて Ei^ るか も 知れない。 或 ひ は 無 敎會主 善、 ホウ リネス 者 流の 行動、 似て 非なる 靈的運 

動、 放 澄なる 甚将敎 思想の 倾向、 社^的 甚 1$： 敎の 蔓延、 極端なる 個人主義 某 督敎の 流行、 1=^- 叔 M 者の 

に 15^ 受けられる 近德の 弛廢、 禮 拜に對 する 無關 心、 其の 他 幾多の 問題に ついて 9r 刺激、 非難 

推獎、 誘 故の 任務 を靈 すべく、 簡明に して 力 ある 宜霄 が、 之を爲 すに 相 常な 方而 から、 责任を 負 ふ 

て發 せられるならば、 弊 を 培め、 禍を 防止し、 基督 者の 思想 や 活力 を 1^ しき 方針に 向 はしむ る 効 ra^ 

る大 なる ものが あるで あらう。 無論 今 曰まで 時々 見受けられた 如き 無責任なる. t>4 口によ つて 無 造 

作に、 宣 一一 一一：： を 濫發 する が 如き は大ぃ に 戒めねば ならぬ ことで ある。 

ル ii^ 敎の 主義 は歴 お. 的に 定まって る。 何れの 敎會 にも 其れ其れの 信條が ある。 iSif 新ら しく 右の 

やうな 宣言 を爲 す必耍 はなから うと 言 ふ もの も あらう。 然し 何れの 時代に も 信仰が 旺盛で、 {:=; 傳及 

び 作 tk、 の 志活 澄で ある 場合 に は、 必す時 に 取って 耍な宜 一一 一一！ I が 常 に發 せられた と 謂 ふ 事實ぁ る こと 

を 忘れてば ならぬ。 殊に 日本の やうな 基督教 創始の 場合に あって は、 共の 必要 1=^ だ 迫って 居ろ もの 

と 忍 はれる。 外国に 於て 近頃 所謂 基督 敎の 根本主義 について 宣言書が 發 せられたり、 其の 議論 や、 

5 なク 

おしくな りつつ あるに 徴 しても 此 所の 道理 は 首肯 かれる であらう。 

ただ 時事 を處理 する 目的の 宜ー W 書の みならす、 日本の 事情に 最も 適切なる 信條を 有する ことが ^ 

だ 必要で ある。 或 ひ は 新たに 之 を 設けねば ならぬ 場合 も あらう かと 思 はれる。 支那の 詩人 白 樂天は 

詩 は 時の 爲 めに 作らるべき ものであると 其の 詩論 (元微 之に 與へ たま 〔，) に、 王 張して 居る 如く、 は條 

e 香 若く は 信條  四 六 三 


宜 s 若く は信條  四 六 

は 時の 爲 めに 制 { 几され、 其の 必要に 應 すべく 發 表さるべき ものである。 唯 物 思想の 旺盛な、 神道 や 

佛敎の 行 はれて る、 _E ^洋的 文化の 結晶した ものと も 思 はれる 曰本國 民の 問に 基督 敎を 宣傳 し、 其 

の戰 ひを戰 はんと 欲する 吾ら に 取って は、 歐 米の 信條 然も 其 の 過去の 時代の 爲 めに 作られた もので 

よろ ひ 

は、 サゥ n の S. 胄を 川ゐん とした ダビデの 如き 不便 を感 する かも 知れない。 或 ひ は 信仰に 關 する 基 

督敎の 主張 を 明す るの みならす 其 の 道德の 要領 を 高く 標榜し、 攻防と も に 時代に 向 つての 作戰の 

豫定 行動 を 表明し、 十字軍の 其れの 如き 氣勢を 鼓舞す る 必要 も 認められる であらう。 日本 基 赞敎會 

について 之 を 例 すれば： の 信條の はしがき、 及び 其の 本文 は 其の儘に 置き、 現代に 向って 破邪 顯正 

的の 宜言を 之に 加へ、 其の 時弊、 流 俗に 對 する 某. 督敎 倫理の 宣戦布告 文 を 添へ るが 如き は、 確かに 

時勢の 要求に 協 ふ もので あらう。 日本の 基督 敎は 未だ 使徒 信條の 如き もの を改廢 したり、 訂正した 

りする ほどの 程度にまで 熟達して 居らぬ かも 知れぬ。 斯ることは1^々しく着手すべきでなぃ。 然し 

上記の 如き もの を 使徒 信條に 加へ て、 時代の 必要に 應 する HJ は 可能 的の 仕事で あると 思 はれる。 S 

本 基督 敎會は 明治 五 年に 創立せられ たと き、 福音 同盟 會の九 ケ條を 其の 信條 として 探^した。 明治 

十 年 日本 基督 一 致敎會 なる もの を 組織した 場合に は 外 國宣敎 使ら に餘 儀な くせられ て餘り 丁寧に も 

ウェスト ミンス タァ 信仰 吿白、 基督 敎略 問答、 ハ イデ ル ベルグ 問答、 ドルト 敎憲の 叫つ を 採 川して 

殆んど 首 も 11 らぬ 時. {儿 であった。 明治 一 一十三 年 日本 基督 者の 實カ やう やく 發 達して 此の 四 筋の 銷を 

打ち S り、 今の 如き 簡明なる； 一:2 條を自 .H に 制定す る こと を 得た ので ある。 斯の 如き 歷史を 有すろ 日 


本 i=^-i§: 教， は 今日 また. 史に 一 轉機を 見出す ことが W 來 るに 相 逮 ない。 

然 ろ に て も 米 W の 板 本 主義 ネは 如何な る こ と を、 王 張し て 居る ので あるか。 他山 の 石 ともな るで あ 

らうから、 之を^^？^明し、 共の 或る 個 條を批 利す る こと は 有益で あらう。 彼ら は 次の 五ケ 條を 1!^ 榜し 

て 居る。 第 一 聖 寄は聖 .il? の； ^：：迪 により 全く 護り なきもの である。 第二 吾ら の 主耶稣 基督 は處女 

マリヤより 生れた ものである。 第三 H 寂 E は 十字架 上に 自ら を 犠牲に 供して、 神の 公義 を滿& せし 

め、 せら をして 神と 和が しめられ たので ある。 第 四 主 耶穌甚 督は惱 み を 受けられた 其の 身 體を以 

とりなし 

て、 死^の 巾より 復び 起ち、 其の まま 天に り、 父の 右に」 M して 執 成 をせられ つつ ある。 第五 主 

耶 穌は大 いなる 奇蹟 を 行って 其の 力と 愛と を顯 はされ た。 

此れら 五つの 點は北 長老 敎會の 總會の 議場に 再三 大多数 を 以て 可決せられ たもので、 米國に 於け 

ろ极木 主義者な どの  一 & して 居る 信仰の 主張で あろと rs- 做して 笼 支へ あるまい。 

おし ル 者の 根本主義 を 信條 の やうな 形式と し て發 表す る ほ 的であるなら ば、 此れら の ほかに 脫 

落を{5^:すべからざる^=^叔2敎の耍項もぁる。 米國 根本主義 者の！！ 榜 した 五ケ 條は、 彼らが 目下 敎會に 

蔓 りつつ あ る 信仰 上 の 誤 讀と認 むる ものに 對 する 應 急の 手段に 過ぎない。 基督 敎 の 或る 耍點 にっき 

て 時に とっての 宜 1 一一：： 書 の 如き も の で あらう。  . 

日本に も 之と 同様な こと を宣傳 して 居る ものが ある やう だ。 進んで 其の 一 一三の 條項 にっきて 所兑 

を 述べたい と 思 ふ。 

宣ー1.}ぉ<  は信條  0 六 五 


宜言 若く， は信條  s 六 六 

明治の 初年 佛敎 筋の 人た ちに よって 兩約 全書 自語 相違と 謂 ふ 書物が 譯 出された。 此れ は 標題の 如 

く 蛮 書の 記事 中 矛 后して 居る もの を 集め、 斯の 如き 事實 ある を a ても窥 書なる もの は 天； に 出ろ と 

は 言へ ない、 矛盾 や Si 逮 ひで 充 ちて 居る と 主張した。 之に 對 して 老儒 佐 藤 喜 峰と 謂 ふ 人が、 漢文の 

聖書 を 研究して 答辨害 を 物した さもあった さう だ。 其れから また 科學 者の 方面から、 例 すれば 创世 

記 第 一 章の 天地創造に 關 する 記事と、 天文 寧 や 地質 擧 などの 說と を對 lii して 其の 一 致し 難い さな ど 

を 擧げ、 聖書 は 科學上 逮 つたこと を 載せて 居る。 結局 科 寧の 進歩と 並行の 出来ない ものであると 

論じた。 當時は 西洋で も 此の節 類の 議論が 攻める 方から も 防ぐ 方から も 盛んに 行 はれて 居た ので あ 

る。 或 ひ は 同じく 明治の 初年 譯 出された ト マス • ペイン の 『道理の 世』 の 如き は、 舊約 聖書 記戰ィ ス 

ラエル 人力 ナン 討伐の 歷 を 調 _ し、 彼らに よって 行 はれた ことの 非人 道なる を 指摘し、 蛮 書の 道 

德は 決して 完全な もので ない などと、 非難の 聲を揚 ぐる やうな ことが 隨分 多かった。 安井 息 呀の辨 

妄の 如き も 其の 一 つで ある。 

斯の 如き 議論の 行 はれた と 謂 ふこと を考 へて 見る と、 一 つに は祌の 啓示、 順って 聖書の 記事に 進 

歩の あった こと を 忘れ、 聖 喾の歷 *uv 、- 解釋 する の 標準 を 誤り、 宛 も 科 學の敎 科 書で あるかの 如く 之 

を 取り扱 ふと 謂 ふやうな 種々 の 見當遠 ひから 起った 間違 ひで ある。 また 他の 一方 基督 者のう ちに も 


聖書 を 尊信す るの 餘り、 一宇 一句 凡て 祌の 啓示 を 共の まま 記述した、 何事に ついても 誤 のない も 

ので あると 主張し、 聖書 中 何 所に 記いて あっても、 其れが 絡 對の横 成 ある 祌の 言で あると 說 いたの 

が斯る 騒ぎの 種 を 蒔いた ので ある。 兩 方と も騷 動の 责任を 負 はねば なるまい。 

此の ti 類の 議論 は 其の 形 こそ 變れ、 今日 も繼總 されて 居る。 一方に 極端な 高等 批評 を唱 へる 者が 

あれば、 他の 一方に は 所謂 逐語 ほ 示なる もの を 主張して、 聖書 は 一 字 一 句 て祌の 啓示の 儘に 記さ 

れた ものであると 主張し、 科學ゃ歴^^：から見て何ら誤謬がなぃと斷言するものがぁる。 彼に 唯 物 進 

化 論 を iP へて 祌を 否定し、 人？ i に 強 性 を 無視す る ものが あれば、 此れに は 生物 進化 を 否定し、 地質 

學、 人類 舉、 さて は 考古攀 をまで 聖書の 文字に 順 はせんと 意氣 込む ものが ある。 後者 は 聖書 を 重ん 

する の 精祌に 於て 取るべき もの あれ ど、 過ぎた る は猶ほ 及ばざる 如しで、 反って 負の 引き倒しに 

陷る 恐れが ある。 

普通の 人の 川に 供せられ る 聖書に 間違 ひの 無い もの は、 實際上 一 つもない。 活字の 誤植、 校正の 

組 漏 は-一 n ふ も 愚、 飜譯の 間違 ひも 多く ある。 度々 改 1^ される。 若し 一 つで も 間違 ひ を 見出す ことが 

出来れば 聖書の 聖害 たる 横 威が 亡びて 了 ふと 謂 ふが 眞理 ならば、 實際上 聖書 を賴み にす ろ EJ が出來 

ない ことになら ねばならぬ。 然んな 道理 は ある まじき こと だ。 蛮 ！！ロの 權威 は斯る ことで 危 くされる 

はすの もので ない。 活字 や 川 語 のみでな く、 科 slf 歷. などに 關 する さで 時代相 應の 幼稚な の や、 明 

かな 誤權、 若く は 迷信な ど が 敬虔 の 道宗敎 の眞 理を說 くた めに 其の儘 川 ゐられ て 居って も、 聖， 書 の 目 
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的 を 達し、 鍵 界の權 成と して 人 を 指導す るに 於て 何等の 差 支へ 無 かるべき 道理で ある。 聖書の 横 成 

は 肅んで 之 を讀む ものに 神の 寳 在に 觸れ、 共の 意志に 通じ、 其の 惠みを 味 ひ、 基督に 於る 救 を經驗 

し、 靈的 生ん^ を 全うせし むる に 足りる と 謂ふ點 にある。 聖書 は靈感 の充實 した 書物で ある。 之を讀 

み たま 

む もの は祌 の蛮靈 に接觸 する 機 會を與 へられる。 刽世記 一 章 を讀む もの は、 其 所に 純眞 にして 正大 

な 有 祌觀を Inl- 出し、 人^の Hsg を 認め、 生活の 目的、 據 の 趣 を も 明らかにする ことが 出来る。 

天地 發逮の 順序な どに つきて 科學 的の 知識 を與 へる に 足る や 否や は、 正しく 聖書 を 解 せんとす る も 

k の 問題で はない。 たと ひ 或る 物語が 正 4- でな ぐ、 殆んど 跡 方 もない 傳說に 因んだ ものであって 

も、 .；£ める 人と： K しき ラザ n の 話しと  一！^、 深 妙なる 宗敎 味を湛 へ、 人の 靈魂を ii 發 して、 より 高 

い 生命に 向 はしむ る だけの 効 £^ 十分なら ば、 其の 横 成 は 確實に 認められ るので ある。 科學ゃ 考古學 

の 料、 其の 立說 の极據 として、 强ぃ て聖害 を 川ゐん とする が 如き は大 いなる 見當違 ひで ある。 人 

をして 救に 至らし むる だけの 知識 を 趣^せ しむる さが 出来るならば、 其れ で 聖書の 能事 盡 きたり と 

1  一一 一口 ふこと が出來 る。 

し かた 

聖書 は 片言 語 神の 鑿 示に 口授され たやうな 爲 方で 記 かれた もので はない。 靈 魂の 眞理 にっき 天 

來 の 光 を 受け、 其の 啓示 によれる 道 を 明らかに すべく  口 を 開き、 若く は 攀を執 る の 刺激 啓發を 受けた 

ものが、 自己の 才能、 嗜好、 趣味、 分際、 經歴、 環境に 據 りて 思想し、 商量し、 感應 し、 發 明し、 

はた らき 

體驗 し、 己が 自由の 活動と して、 書き 綴った ものが 今の 聖書で ある。 著者の 人格、 天才、 性. 1、 長 


所 短 IH- 躍如と して 文字 や e 語の に 現 はれて 居る。 文 は 著者の 文で ある。 語 は 著者の 語で ある。 

ただ 彼が 上よりの^ 独に より、 發 明し、 感應し 得た る もの を、 事柄 相應 に、 敬虔なる、 信仰に 充ち 

たる、 最も 冇 効な 爲 方で 文 ^ilf に 表 はした のが 其の 特微 である。 

聖書 は 神の 動的 靈 示から 成った もので 語辭の 口授 的鎏 示に 基いた もので なから う。 此れ は 公平に 

聖書 を 請む ものの 自然ら 看取す る ことの 出来る ところで ある。 聖書に 人 をして 救 はるる ほどに I 曰!^ 

力ら しむる 力の ある こと は、 之 を立證 する こと 然 まで 困難で はない。 信仰 ある ものに は 人に も容 

易に 認められる。 然し 聖書に は、 有 ゆる 點に 於て、 何らの誤謬脫漏なしと主張することは^^だ困雞 

である。 とても 證明は 出来ない。 一 つで も 誤謬 あらば、 其れが 何らの 車 柄に 關 してお て も、 聖書の 

けん のん 

横 成が 破壊され ると 謂 ふこと は、 甚だ 險 呑な 主張で ある。 之が 爲め 1# ^者 は 常に 不安の 念に 駅ら 

れ、 戰々 兢々 として 日に 新たなる 舉 說を迎 へねば ならぬ 狀 態に 陷る。 此れ 聖 $iE をして. H なき 甚だ 不 

當 なる llii.; 荷 を 北 C& はしむ る 言 分で、 最も 慘 酷な 迫害に 福ら しむる Hi である。 聖書に 對 しても、 基督 

者に^！^-しても容すべからざる大罪でぁらぅ。 斯の 如き 負の 引 倒 は 百の 害あって 一 の 利益 もない。 

聖書 を亂 暴に 取り 极ひ、 其の 權威を 無視し、 濫りに 人間の E 心 索の みに 耽る こと は 素より 與し 難き 

立場で あるが、 之と 同時に 極端なる 文字 崇拜の 聖書 推 尊說も 甚だ 困った ものである。 悉く 書 を 信す 

れ ば 害 無き に 若 かす と 謂 ふ 格言 は 或 る 意味 に 於て 之 を 聖書に も 適用す る ことが 出来る。 また 學んで 

くら  夢 リ 

思 はざる とき は 罔く、 田 化 ふて 擧ば ざれば 殆 しと 謂 か 論語の 一一 目 は 聖書に 對 する 基督 者の 心得 方 を 示す 
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もので は あるまい か。 

三 

み てま 

聖書を^31^んじ其のぅちに語る聖靈を信仰及び行爲の主權者と仰ぐことは基督者として然る べき こ 

とで、 偏理說 横 流 の 時代に 於て は 此の 態度 を 維持し 且つ 主張す る官 一言 も必. 要で あるが、 他の 極端に 

て 聖書に 記載され たる ことならば 片言 雙語 悉く 其の ま i 異實 であると ー百 ふに 至って は 角 を 培め 

て 牛 を 殺す やうな ものである。 他の 事柄に ついても 略 ぼ 之と 同じ やうな 批評 を 加 ふるとが 出來 るで 

あらう。 例す るに 凡そ 人 は、 其の 在世中 大 いなる 異能 奇蹟に よって 惠 みと 力と を顯ぉ > せられた る共丄 

督り、 十字架 上に 死なれた， ，0 によって 其の 罪を赦 され、 主 は 墓に 葬られた るの みに て 終らす、 復活し 

はた ら 

て 天に：： 升り、 Jm: の大 權に與 り、 活ける 基督と して、 之 を 信す る 者の 中に 内住し、 常に 活動き て 其の 

救 を 完成しつつ あらせら るる を 唯一 の顿 みとし、 之に 凡て を 捧げて 奉仕の 生活 を 送る こと を心懸 

け、 將來に 於て は 主の 光榮 更にい や 勝るべき もの ある を 期待し、 之 を 切に 渴 望す るが 新約聖書の 省 

w で、 即ち 聖徒に 傳 へられた る 斯道の 大綱で ある。 之 を 毀損す るを容 さす、 其の 全く 保存 せられる 

こと を 期し、 之に ついて 邪 を 破り、 正を顯 はさんと 志す は、 凡て 基督 者た る ものの 本分で あらう。 

然し 米阔北 長老 敎會 に屬 する 多くの 人た ちゃ、 所 i£ 根 木、 王義 者ら の 如く、 此れら 大綱 を說 明し 

て 終に 其の 細目にまで 涉り、 異論の 餘 地を存 すべき 事柄に つ い て も 或る 一 方の 解釋 にの み割據 し、 


1 派の 神^ 說を ra; 執して、 黨：！ 1 伐異の 態度に 出る が 如き は 遊 だ 敬服し 難き ことで ある。 たと ひ. B 已 

は旣に 一 定の兑 解 を 抱き 居る とも、 共の 細目に 至りて は 之 を 自由 討究に 放任し、 すべて を 信仰と 思 

想との 優勝 劣收に 委ね、 iK; 理の 力と 聖 9 ざ 導きと に 托して、 信仰の 平和 を 保ち、 靈魂 をして そこ ひ 

ふさ は 

な き 淵 の 靜 かな る 如くなら しむる が 基督 者 に 相應 し き 態度 であらう。 

例へば 之 を. 賊罪說 のこと について 言って； 12^ よう。 基督の 死 は 如何なる 意味に 於て、 如何なる 仕方 

で 其の 効力 を 現 はす もので あるか。 祌に對 しての 効 有 や 否や。 有りと すれば 如何なる 性！^ の もの 

であるか。 此れら の 問題に 立ち入り、 精細なる 說明を 試みん とすれば 或 ひ は 政治的.；^ i 非說も 出よ 

う。 或 ひ は道德 感化 說も唱 へられる であらう。 或 ひ は 所謂 根本主義 者の 如き 說を 主張す る もの も 起 

らう。 共れ にしても 中には 極端な もの も穩 健な もの も あらう。 此れら は 決して 等閑に すべき 問題で 

な い。 信仰生活 に 少なからぬ 影響を及ぼす ことで あるから、 隨分 火花 を 散して 討論す べき ほどの も 

ので あるが、 如何に せん 尊敬すべき 基督 者のう ちに も、 見解が 未だ 纏り かねて 居る。 W 論じ、 乙 難 

じて、 何時2;^っ べしとも見ぇぬ。 何れの 說を 取る ものに も 確かに 基督の 忠僕と 見ねば ならぬ 信仰と 

品性の 人た ちが 見受けられる。 斯る 場合に 於て 同一 の 敎會に 意見の 異る ものの び 立つ こと を容す 

が 當然で あらう。 福音 新報に 關係 ある 多く の 人た ち は 政治的 贈 罪；， M や、 道德 感化 說には 不滿を 抱い 

て 居る であらう が、 濫りに 自說を 以て 同勞 者の 進退 を 律せ す、 學說の 上に 於て は 堂 々議論 を 上下し 

つ、 も、 主に 對 する 奉仕の 道に 相 提携す るに 差 支 ある こと を 認めない ので ある。 一 敎會の 意見と し 
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て 宣言書 を發 する に當 り、 或る 一 つの 喷罪說 を 其の 項目の 中に 加 ふること は穩當 でない。 況んゃ 之 

を 信條の 中に 加 ふる £ は大 いなる 間逮 ひで ある。 一 個の 意 兑或ひ は 有志 同人の 一 致す る 思想と して 

之 を發 表する こと は 素より 差 支 はない。 寧ろ 祌擧 思想 發逢 の爲 めに 歡迎 すべき ことで あらう。 然し 

何分に も 差別 を 明かに して 爲 ねばならぬ 仕事で あらう。 

奇 遣の 研究 は 之 を數年 前に 較 ぶれば 餘 程進步 しつ 、ある。 明ら さまに 之 を 否定す る もの は 減少し 

て來 た。 科擧ゃ 哲學の 上から 言っても、 すべて 超自然的 事實を 拒否す る こと は、 謹慎なる 畢 者の 爲 

さざる と こ ろ で 、 心 ある もの は fi 下に 之 を 否定す る こ と を 好ま ざ る やうな 狀態 にな つ て 來た。 少く 

とも 耶穌が 多くの 者 を 癒された ことな どに ついては、 事の 一.？ 能 性が 認められる やうに なって 居 

る。 其れに 基督 敎は祌 の 救の 宗敎 である。 祌 世に 降られた と 謂 ふこと を 其の 中心とする 信仰で あ 

る。 基督 敎の 道德も 祈りの 生活 も、 超自然的の 意味 を拔き 去るならば、 結局 無意味に なって 了 ふ。 

其れ故 漫然 奇蹟 を 忌み嫌 ひ、 談苟 くも 其れに 渉る こと を 怯れ、 成るべく 之 を說き 去らん と 試みる が 

如き は、 車理に 盲く、 思想の 趨勢に 疎遠なる 擧動 であるの みならす、 世論と 妥協す る こと を II りつ 

つ、 つまり は 信仰の 自殺に 陷る ものである。 其で あるから 基督 敎の 超自然的 耍素は 何う しても 之 を 

維持せ ねばた るまい。 

其れ は 然る ことで あるが、 基督の 復活の 如き 事柄に ついても 或る 一 派の 人々 の唱 へる ところ は餘 

り 行き過ぎて は 居らぬ か。 主 は 死して 葬られ、 三日め に 聽られ たと ある。 墓に 葬られた 身體が 復活 


と謂ふ16?|^に移り、 死 前と 異 つた 狀 態に 進まれた u は、 基督 者 信仰の 一 大要 素で、 然も 共の 枳 本義 

であらう と m 心 はれろ。 然し 如： 1： なる 形式に 於て 復活し、 如何なる 狀 態に なられた ので あるかと 謂 ふ 

ことに ついては 尙ほ硏 究の餘 地が ある。 疑問 も存 して IIW る。 解說は 々である。 時として は^た 如 

何 はしく 感ぜられる 意兑 を述 ぶる もの も あらう。 然し 断の 如き 問題に ついて 餘りー 說に のみ 加！^ し 

て、 共れ と異 つた 考へ を强 いて 排斥す る は 不利益で ある。 S 督 者の 解 釋は日 を 追うて 進步 する もの 

であるのに、 斯くて は 反って 之 を阻碍 する 結 ともなる であらう。 餘り 五感の 上の 現象に 捉 はれた 

解釋を の 復活 に 强耍 せんとす る は 感服し 難き 行り 方で ある。 

况んゃ m 女 懷胎說 の 如きに 至って は. W ほ更ら のこと である。 基督 敎は 超自然的 要素 を^つ て お 

る。 神人と なられた と ii ふこと や、 耶穌の 復活の 如き は 其の 著しき もので、 之を不 ：：{ えす る こと を容 

さぬ。 然し 基 臀敎の 奇蹟に も、 王從の 別が あらう。 復活な どの 如き は 其の 主たる ものである。 然し 中 

には然 ほど まきを mil くことの 出来ない、 また^ 書 研究の 結 として 共れ を 除いても^ 支へ なき 租類 

の もの も ある。 之を認 むる にしても、 先づ 1=1^; 督の 人格 や 其の 復活 を 確信した 上に あら ざれば、 維持 

する こと も屮： 來す、 何らの i^wg- を も與へ 難き もの も ある。 此れら は 他に 從屬 する 程度 階級の 奇蹟と 

名 けても 不當 では あるまい。 處女 懷胎が 即ち 其の 一 つで あらう。 單獨に 之 を 推し 立て、 督敎の 要 

義で でも あるかの 如く、 干： 張す る こと は輕赏 大小 を 無視し、 ia^ の 順序 を紊 り、 少く とも 立說の 次^ を 

飛び越えた 考へ 方で ある。 
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現代の 思想の 或る 湖 流 を 迎合す るの 餘り、 基督 敎の 超自然的 要素 を 全然 無視し、 す ベての 奇 を 

否定し、 少く とも 之 を 閑却 せんとす るが 如き は、 基督 敎の 死活^題 である。 北 ハの极 本義 を 破壊す る 

ものである。 故に 處女 懷胎を 否定す る；^ 細據が 若し 斯の 如き ものである ならば、 之 を 主張す る もの は 

最早 基督 敎に緣 遠くな つて 居る。 基督 敎の 信仰 を 失って 居る ものと 認めら るべき もので あらう。 此 

の 意味に 於 て 斯 る 說を卻 くる はま た 止む を 得 ざ る ことで あらう とも 解せ られ る。 斯の 如き は 基督 敎 

と兩 立し 難い 考へ 方で あるから 極力 之 を 非難せ ねばならぬ。 

然し 断る g...E からでな く、  論 天より 降り 天に 昇 ひたる 基督 を 信奉し、 すべて を 獻げ、 今 も 後 も 

萬 事 を 之に 托する を禱路 せざる 人に して、 聖書の 研究に 基き、 謹慎なる 思想の 結論と して、 主耶穌 

はョセ フ 及び マリアの 問に 生れた 子で あると、 王 張す る ものが あるならば、 たと ひ 其の 擧說は 取らす 

とも、 强 ひて 共の 人 を 排斥す る现. S は 無から う。 少く とも 思想 不備な ものと して 之 を寬容 する こと 

は出來 ねばならぬ。 所謂 根本、 王義 者の やうに 處女懷 胎說を 其の 五ケ 條の 中に 揭げ て、 基督 敎の 思想 

界に 不必要な 城^ を 謂れ も 無く 築き ト： ぐる は だ 不當な ことで ある。 此れ もまた 最 負の 引き倒しの 

著しき 實 例の 一 つで あらう。 

(一九二 四 年 八 0>福 音 新報) 


ヨハネ 第一 書講解 


此の 講 m は 或る 女 校の 敎員を 集めて ョ ハネ 第一 書を說 明した 裙果 である。 『宗敎 及び 文藝 の』 編輯 者が 折角 擎 

記 の^を 取られた のに、 之を叮 f- に， 訂正す るの 機舍が 無い。 此の 不利益に 搞て 、加へ て 尊ら. 通俗 を 3" とし、 ま 

密 なる 研究 を餘リ 試みた もので ないから、 靴 を 隔て M 痒 を 後く の は ^ ある を 免れぬ" 然し 膀史、 S 然界、 及び 基 

督に於ける；.|-的|^驗を鸫.£して與 へ ら る.^ 祌の顯 示 を理會 せんと 欲せば、 gs;;: を 精 請し、 其の 闔滿 なる 敎訓を 

玩味して、 S 想の 井 3 礎 を め、 訂正 を 加 ふるの 標準 を 得て、 時流の 弊、 及び 個性の 偏 を 免る k の 外 安八 丄 なる 

手段 は あるまい。 德を 建て、 信 を 養 ふに は、 聖書 を 研究す るが 最も 良き 方法で ある。 宗敎 及び 文藝は 此の方 面 

に 於て 聊か 貢： a: する 所 あらん を 期す る もの 故、 馬 骨 を 過 常の 代價 にて 買 ふたが 爲に、 良馬 を 集め 得た と 云 ふ： K 

事に 傚 ひて、 此の 未， B な： t 義を 先づ揭 載す る ことにした。 


1 息  侖 

I  泉  f 

ョ ハ ネ^^ 一  書は、 何人に 宛てた もので あるか、 何も 記して ない。 他の バウ n の 書翰の 如く、 誰の 
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手から 差し出された とも 書いて ない。 安否 を 問 ふた 詞も 皆無で ある。 或は 之 を 普 公的 書翰と も 一一 一一" つ 

た 位で、 何れの 時代に も、 何れの 場所に も 適 すべき 文意で あるから、 寧ろ 一 の 論文と 見る が穏當 

であると 辯す る 人 も ある。 然し 書中に 顯れた 個人的の 關係 甚だ 濃厚で、 g 弟の 情誼 露然 掬すべく、 

或る 特殊なる 場合と 必要と を 目的と し、 宛が ら對 座して 親密なる 談話 を爲 しつ \ ある もの \ 様に感 

ぜられ る。 此の 點 から 云 ふと 實に 書翰ら しい 特徵を 具へ て 居る。 著者が其の愛撫せる多くの^？-子等 

の 諸方に 散在し て 居る のに 向けて、 親しく 之を敎 戒獎勵 する 代り に 書き 贈 つた 间 文の 如き もので あ 

つたら う。 實に 懇切なる 敎訓 である。 親 や 蓮 如の 書翰が 如何に 其の 門徒に 珍重せられ、 一 大寺院 

の 勢力 を 造る に關 係が 深 かった か。 『高祖 遣 文錄』 を讀む と、. 日蓮が 漁夫 彌三 郞に與 へた もの. - 如 

き、 其の 友情 溢る-が 如く、 著^の 人物が 『立-,^ 安 園 論』 を讀 むと きよりも 立派に 感ぜられる。 彼が 

住 渡の 配所から 送った 書翰の 如き は、 實 に 見事で、 文 も 意 も 絡 妙と 首 はねば ならぬ。 ral 個 格 首 を 振 

り した 荒法師の よりも、 寧ろ 斯の 如き 書翰に 流露せ る、 友情 厚く 淚 多き 師の曰 蓮の 力が、 お 題目の 

太鼓 を 日本の 全國に 鳴り 燕 かした ので あるまい か。 ョ ハネの 書翰 は 無論 是 等と 同 曰の 論で はない が 

當 時に 於け る 其の 勢力 は 想像に も餘 るべ く、 又 後世に 至る まで 長く 其の 感化 を 布き、 基督 者 修養の 

菜と して 精神 界の 至寶 たるべき を 疑 はぬ。 或る 學者 (フ ヰン ドレ H ) が 之を稱 して、 是れ 古への 使徒 

傳 道の 最も 良き 標本、 信 を 修め 德を養 ふ 術の 傑作で あると 一一 =1: つたの も 適評で ある。 フレ デリ ツキ • 

デ -ー ソン • モォ リス は、 英國 の神舉 に 於け る 近代の 傑物で、 總て ョ ハネの 名 を 冠って 居る 文 學に私 


淑 した 人で あるが、 5!^ て 或る 學抆に 於て、 基 5^ 敎 倫理 を講述 する の 任に 當 つたと き、 活ける 基督 を 

本と して 性の 修養 を 成就 せんと 志せる 此の 書翰 を 講 解す るの が设も 良き 捷徑 であると 考 へた。 今 

も 世に 殘 つて 居る ョ ハ ネぉ 1 書の 講 解が 其の 結 である。 日本の 井 A 督敎は 其の 信仰の 根本的 事實及 

び 主張 を かにす ると n: 時に、 之を實 際に 應 W して 甚督 者の 品性 を 陶冶し、 十字架の 救 を.：^ 際 的 生 

活に 徹底し、 且つ 之を發 露せ しめねば ならぬ。 之が 爲には ョ ハ ネ第 一 書の 研究 甚だ 大切で あると 思 

はれる。 

第 十六 世紀の 末まで は、 餘り 異論 を稱 ふるもの も 無く、 殆んど 一 齊に 本書の 著者 は 使徒 ョ ハネで 

あらう と 云 ふ斷 (ルに 歸 着して 居った が、 其れより 下って 今 曰に 至る まで 果して 何人の 著作で あるか 

と 云 ふこと に 疑 を 差し 狭む もの も少 くない。 此の 疑 題 は 第 四 福音書の 其れと 聯帶 した もので、 彼が 

定まれば 是れも 決すべし と 云 ふ 如き 性質の ものである。 其の 文體、 用語、 思想、 i8、 及び 之を圍 

31 せる 事情 境遇な ど、 全く 瓜二つ、 彼れ 是れ 共に 同一 の 手に 成った ものと 見る 外 はない。 がへ r 此に 

込み入った 高等 批評の 問題に 立ち入る こと は、 此の 講義の 目的 外の ことで も あるし、 又却って^151:;支 

へ 多 かるべし とも 感 する 故、 最も 穩 健なる 見解と し c、 ライ トフ ゥトの 語 を 引用す るに 止めねば な 

らぬ。 n く 『1^^四幅音||1び ョ ハ ネ 書が、 同 一 著者の 手に 成れり と 云 ふに つきて は 異論 を唱ふ もの 

なきに あらね ど、 多數の 意： a は 之 を 賛成す るに 歸 着せる を 以て、 之 を 事實と 認めて 差 支へ 無 かるべ 

し， 一一 と。 然 らば 第 四 福音書 は 何人の 著述なる かと 問 ふに、 或は 曰く 書中に 顯れた 神事の 智識の 發展 

ヨハネ 第  一 $las 解  四 七 七 


ヨハネ 第一 tw 講解  0 七 八 

は、 第一 世紀に 期待すべく も あらす、 耶穌の 弟子たり し 一 人に して 斯る書 を 著し 得べき もの 有る ベ 

くも 思 はれぬ と 云 ふ、 此が 即ち 議論の 焦點 である。 然し 第一 世紀に 於て 旣に パゥ a の神學 思想の 如 

きが 成熟し、 へ ブライ 書 ほどの 間 發を毘 る こ-とも 出來 たと 云 ふ 事實を 推して 考 ふれば、 最後まで 生 

き殘 つた ョ ハネ 其の 人に して、 其の 著述な りと 稱 せらる 上 i 音 書 や 書翰に 顯れた ほどの 發展を 見る 

こと 得難し と斷定 すべき 道理が 無い。 殊に 彼は晚 年久しく H ぺ ソに 生活して 其の 紛々 たる 思想界に 

出入し、 四方より 落ち合 ふ 所の 宗敎ゃ 哲舉の 波^ を. 止而 から も 側面から も 受けつ \、 壯者を も 凌ぐ 

許りの 氣カを 維持した と傳 へられる。 此の ヨハネが、 基督 敎 思想の 開發に 於け る 主要の 動力で あり 

得た こと は、 之 を 執念深く 疑 ふべき 现. a が 無から うと 信す る。 乃で 此の 書翰が また ヨハネ 其の 人の 

手に 成った ものと 假定 して、 其の 講 解に 着手す る も、 餘り 行き過ぎた 態度で は 無から う。 

第 四 福音書 は 基督の 歷史 を根據 として、 其の 人格の 神々 しく、 實に 父の 嘉 する 獨り 子なる を證明 

する 爲に 著述され た。 ョ ハ ネの第 一 書 は斯の 如く 顯 示された 神 及び 主耶穌 基督の 救 ひの 愛が、 人の 

間、 其のう ちに 働きて 如何なる 効 ある ゃを說 き、 其の 實 際に 應 W せらるべき 道を敎 へたので あ 

る。 何れの 書で あつたか 讀ん だと 記憶す るが、 第 四 福音書 は 耶穌の 基督なる を證 し、 ョ ハ ネ第 一 書 

は 基督の 耶穌 なる を證 すと 云 ふ 簡潔に して 意味深長な 1  一一 一 II が ある。 基督が 耶穌 であると 云 ふの は、 神 

-の 子が 世に 顯 はれて 人と 成った ことから、 漸く 說き 進んで 人 を 基督に 同化せ しめ、 己と 偕に 神の 孝 

子たら しめんと する 實際 的の 目的 を 示した もので あらう。 要するに ョ ハネ 第一 書 は 第 四 福音書 を 道 


德 生活に 當 て-おめて、 基赞者 の 軌範 を 示し、 共の 方針 を 確定した ので ある。 之と HI: 時に 第 If 音 書 

は 破邪 的の 目的 を 以て 充 たされて 居る。 信仰 を 誤る の氣 遺の ある 僻 說に對 して 攻掣の 態度 寸 毫も 假 

借す まじき 勢 甚だ 鋭い。 

抑もョ ハ ネは パゥロ の 後 を 承け て、 H べソを 中心とせる 一 團の 敎會を 監督す る 様な 位置に 在った。 

其の 頃 彼れ は 年- 漸く 老けて、 其 等の 成い 脊轄マ J: 域に 行き 一旦り、 遍く 直接に 敎を說 くこと が 出来な 

かった 爲め、 多分 人の 勸めも あり、 必 耍に應 じて 彼の 第 四 福 昔 書、 及び 此の 書翰 を 書いて、 敎會內 

部の 養成に カを壶 し、 其の 信仰 を 進歩せ しめ 機と 期した ので ある。 此の 手紙の 書かれた 時代 は、 

第一 世紀の 終りの 十 年間で あると 一般に 認められて 居る。 れ より 先き、 紀元 七十 年に は旣に エル 

サ レム が ifs. 城し、 凡て 世間の 有樣 が、 大分 變 つて 来た。 バ ゥ 口 の 頃に は尙ほ 割禮の 事な どが 問題に 

なって、 々議論 を 闘 はせ る 必要 もあった が、 へ？' は 其 様な ことに ついては 世論 も 一定し、 敎會內 外 

の 狀況も 一段落と 云 ふ 工合に、 幾らか 落ち 付いて 來た。 然るに 其の 頃敎會 の內に は、 基督の 人格と 

其の 事業と について 誤れる 議論が 起り、 且つ 外部から も 基督の さ を變な 風に 說く 異論が 生じて せハれ 

が敎會 内に 侵 人して 來た。 加 之、 旣に 基督教 も 多少 年代 を經 たので 信者が 習慣 的に 無意味に 所謂 信 

仰 生活 を 遣って 了 ふ 様になった。 余な ども 初めて 基督 敎を 聞いた とき、 祌は 一り であると 云 ふこと 

に 吃驚し たも ので あるが、 古くな ると 慣れて 來て、 眞理 を 新し く 物珍し く 其 の 妙味 を 感じ な ぃ樣に 

なる。 ヨハネの 時代に は、 基督教が 1^ に 惰力に 依り 熱心 を 伴 ふこと 無しに 進行して 居った。 一方 か 
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ら言 へば 進歩と 云 ふこと も出來 るが、 其の 生命の 無い、 落ち 付いて 了った 狀態は 甚だ 危險 であると 

一一 =1! はざる を 得ない。 或る人の 語に、 朝 は 常に 新しい、 其の 如く 基督 敎は 常に 新しく あらねば ならぬ 

と 一一 IE つたが、 實にョ ハネの 此の 時代 は、 古い 露理を 新鮮に 且つ 深く 人の 心に 徹底せ しめ、 基督に 對 

する 信仰 を目覺 むる 樣に爲 なければ ならぬ 場合であった。 _ 同時に 外の 異端 說に對 し、 fi" しい 信仰 

の 立場よ して 基督の 人格と 其 の 事業 を 辯 明し、 基 5_31敎 倫理 の 基礎 を此所 に 確立す るの 必要が あつ 

た。 異端の 中には ドケテ H 說ゃ H ビ オン 主義な ど 呼ばる ^ もの も ありて、 或は 基督の 神性 を 否定 

し、 或は 耶穌の 生死 復活に 係る 事 實を夢 幻視し、 i 之 を 理想化して 了 ふと 云 ふ 態度 を 取った。 又 

中には 品行の ことな どに 就いて 亂暴な 議論 を 弄び、 殊に£^^間の 關係 などに 甚 だしい 見解 を 下し 

た。 或は グノ オシ ス說の 如き、 鬼洋 思想と 西洋 思想と を 混 清して、 日本で 云 ふと 禪宗 か眞首 秘密の 

樣な 一種 神秘的な 直觀說 もどき を 主張す る 輩 も あり、 身に 如何なる 汚れ を 受けても、 心に 其れ を受 

けさへ せねば 差 支 無い。 货金は 掃き 溜の 中に 置かれても 淸 潔で 貴重で はない かな ど 土 百って、 悟道 

を 標榜す る 或る 破戒^の 如き 不身持 を 政て する に 至 つた。 是れ より 三十 年前パ ゥ C1 は 已に斯 の 如き 

上 こ しま 

異端の 起るべき を 未然に 察した もの 、如く、 『亦汝 等の 中よりも 弟子 等 を 己れ に從 はせ ん とて 悖 理な 

る 言 を 言 ひ 出す 者 起ら ん』 (gf Ji§ 一一) と豫言 したが、 五 年ば かり 後に なると 其れが 事實と なりて 

『テ モ テ ょ爾 託せられ しこと を 守り、 I ハスなる 益な き談 及び 智識と 僞り稱 ふる 辯 論と を 避くべし』 (?；!： 

f 一 S) と 書く 様になった。 ョ ハ ネの晚 年に は 此の 勢が s< に =1=^ しくな つたので ある。 動 もす ると 信仰が 


是 等の 異說と 妥協 もし かね まじき 形勢す ら兑 え、 遂に は 折 說な ども 生じて 來た。 其の 有樣は 今日 

の 日本の 思想界と だ 相似た 所があった らしい。 

ヨハネ は斯の 様な 譲歩 妥協の 風が 大嫌 ひであった。 彼 は 紫の 朱 を^ ふを惡 み、 頻りに 識別す る こ 

と を 努めた。 乃ち 敎會 内の惡 弊 を 一 掃す るた め、 特に 基督の 人格 を 明かに する 點に 就いて 最も 力 を 

用 ひた (isfy#f=s 一.？ りよ 廿リへ fip)。 斯く 一 面に 於て は 外敵 を禦 ぎて 之 を 征伐す ると 同時に 他の 一 面 

に 於て は敎. $ "內 部の 信仰 を 整へ、 他 全な 美 はしい 氣風を 作る 爲に 此の 書翰 は 書かれた ので ある。 而 

して 北 ハの說 く 所の 要 點は 『愛』 であって、 全篇 を 通じて 實に 好く 之を訓 へて おる。 

一^ 此の ヨハネ は、 人と 爲り 大變 剛情で 片意地なる、 自惚れの强ぃ人でぁったらしぃ (i!^5ss 

twnKs^f ;lsiit5 。  乂 極めて 氣 象の 烈しい、 3： か激 すると 火の 様に 埶ー する 人 で 『雷の 子』 と 呼 

ばれた {5?igp)。 加る に 中々 執念深く 復饕 心の 强ぃ 人であった (slfsl 針 I 節)。 P ボルト. 

ジェ • ドラモンドの 書いた 『基督の 敎訓と 使徒の 敎訓』 の 中に、 ぺテ n と ヨハネと を 比較して、 ぺ 

テ 口 は 人の 近づき い 所があって、 誰れ でも 之 を いで 親方と 賴 みさうな 氣質 である。 之に 反し ョ ハ 

ネは 何だか 人好きの せぬ、 常に 澄まし 込んで 打ち解けた 所の 無い、 人に 對 して 淡白で なく、 物事 を 

根に持つ 風で 、朋輩に 重んぜら る、 に拘ら す、 兎角 氣 置きの せらる- -應對 板り で 懇意に 爲り 難い 人で 

あったら うと 言って 居る。 然るに 此の 人が 耶穌 の？ 子と なり、 其の 敎育を 受けて：^ るう ちに 漸く 其 

の 性 が變 り、 高 尙な美 はしい 人物と なり 得た と 云 ふこと は、 我々 の 大いに 注意せ ねばならぬ 所で 
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ある。 デ ビット • ス ミス 其の ョ ハネ 第一 書の 註解に、 ョ ハネが 其の 性情 を 一 變す るに 至った 原因に 

は、 少く とも 下の 如き 經 験が 有った であらう と 二の 事 を 擧げて 居る。 其の 第一 は 彼が パト モス 島に 

流されて、 獨り罪 無くして 配所 6 月 を 眺めつ k 寂しい 生活 をした 問に、 其の 思想 も 大いに 熟し、 信 

仰が 進んで、 從來の 我意 を 全く 棄て. -唯だ 神の 指導に 從ひ、 『祌旣 に 我 倚 を 此の 如きの 死より 救 ひ、 

今 また 救へ り、 後 も尙ほ 我等 を 救 ひ 給 はんこと を 望む』 UTiiig 書)。 『汝 幼き 時の 慾 を 避けて 義と 

信と 愛 を 追 ひ 求め、 又淸き 心に て 主 を龥ぶ 者と 和ぐ こと を 追 ひ 求むべし』 第) と ある 様な 

態度に なった ので あらう。 傳說に 由る と、 彼が嘗て ^rへ ソ の浴場へ赴ぃたとき、 中に 異端者が 居る 

の を 見て 直ちに 湯から 飛び出し たと 云 ふが、 其の 事の 眞偽は 兎 も あれ、 然ぅ云 ふ 一 徹な 風で 我慢の 

出來 ない 人が、 漸々 基督の 震 的 訓練の 下に、 共の 接 張った 所が 取れて 圓 くな つたので あらう。 其の 

第一 一は 彼が 第 四！ 幅 音 書 を 書いた 時に 其の 昔耶穌 に從游 した 三年 問の 事 ども を 想 ひ 起し、 今更の 如く 

耶穌の 人格 を 深く 味 ひ、 基督 を 最も 善く 最も 深く 傳 へる 爲 めに カを飽 めた。 其の 事 如何に 彼の 性情 

を變 化せし むる に 於て 力が あつたか。 此の 二つの 經 験に 由って、 左し も 剛腹な 執念深い 彼 も、 遂に 

1 變 して 愛の 人と 呼ばる、 に 至った ので あらう と。 

彼 は 老いて 後、 講壇の 上から 常に 『わが 幼き 子等よ、 汝等 互に 愛すべし』 とのみ， 語った と 云 ふ。 

もの 惟んで 其の 故 を 問へば、 是れ 主耶酥 基督の 命令で ある。 是れ さへ 守りて 實行 するならば 充分 

であると 答へ た。 誠に 皮の 心事 をよ く 表 はして ると 思 ふ。 彼が 斯の 如く 老來愈 々自ら 省る こと 深 


u の 1 蓬に 努力し、 塞 督の罱 の 下に 漸く 品性の Hf 進行せ しめて、 遂に 美 ましく 

い 愛の 人と 成った こと は デビ ッ ，1 ミスの 舉 げた 二つの II  f 

の^い ことで ある。  Iny 


の，、 ぼい ことで ある 

. 二 序 . 

第一章 一 よ ftN 四に 至る 


7H.  a0i わが ffi りし 所の も，、 f0aff, 

^ いいこ S 命す でに 顯れ たれば gff ，なす。 卽あ父 さに f  j;  び 

なリ ^^は 父 及 ひ ft の？ 耶棘 基督と 叫、. fM  、り。. *  .=;v 圩： つき ごお ョ.， ま - ..|, よろ § みな  ぷノ 

？ f  r^^l  J-ff この 書 を 養き 赠リ て爾 jS3 のさ，；： 樂を充 しめんと す =o  _ 

之を&^,1譯して5^れば次の如くでぁらぅ。  サ』 ： 

はじめ 

さ 『；' 元始よ I りたる もの、 f  S きし もの、 已が H を 以て 見し もの、 嘗て f のま。 f  ： 

U 一 も" f 生命の I つきて なる が、 「此 を汝 らに傳 ふ」。 (2  ！ hk^^^uM^ 一 

れ 1, 乂 さに 在りし ものに て、 我顯れ たる 生命、 imphp^ 一 

がの もの を また 汝らに I す。 汝 らも 薪 を 我らと ともに する こと を 得ん が爲 な傳^:) ず r"u£, 配 U 

と 低に また 其の 子耶惹 督と惜 にす る もの なれ。 4 くて ，でき ， ： 熟より i まら I 際 こそ 父 

ォ ^くて え.^ ら のこと ども を、 我らの 歡 喜の 充 たされん が爲 
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に 書きつ く』。 

〔其の 大意〕 著者 は耶穌 基督の 人格と 其の 事業と を极據 として、 基督 者 生活の 眞 面目 を發揮 せん 

とする ものであるが、 先 づ說き 出す やう、 耶穌 地上の 生活 こそ 神々 しけれ。 彼 は 其の 地上に 現れた 

ときに、 其の 存在 を 開 始 したので はない。 萬 物の 元始より 旣に 存在して 居られた のが 世に 生れ 出た 

ので ある。 此の 驚くべき こと は 決して 取り止めのない 夢物語に 非す。 粉れ もな き事實 である。 余 は 

他の 弟子ら とともに 親しく 耳に 之 を 聞いた。 百聞 一見に 如かす、 聞いた のみ か 此の 眼 を 以て 現に 之 

を兑 たので ある。 唯 だ 之を兑 聞して 其の 事 I 莨 を知覺 したの みに 止らぬ。 憶 ふ 昔 主の 復活 せられた 後 

のこと であるが、 我ら は 心 を 傾け、 懇ろに、 之 を 凝視し、 熟く 之 を 眺め 味 ひ、 恍惚と して 歡喜窮 り 

なく、 遂に 己が 手 を 以て 直ちに 之に 觸れ 試みた、 其の 記憶が 今 猶ほ鮮 かで ある。 實 に耶穌 基督の こと 

は展.a^^の事實にして少しも之を疑ふの餘地がなぃ。 然し 我等の 語る 所 は 山の 片玉、 蒼海の 一滴 

で、 耶穌 基^の こと は 際涯 を 認め 難き ものである。 地上に 於け る 耶穌の 生活 は、 其の 無始 永 在なる 

生活の 一部分に 過ぎぬ。 然ても 玄妙 不思議なる ことよ。 余 は 僅かに 此の 生命の 一一 K にっきて 其の 幾分 

を 見聞し、 賨驗 し、 熟慮し、 感得し 得た ので ある。 實 にや 是れ 元始に 神と 偕に 在りて また 直ちに 祌 

なりして ふ 其の 首で ある (= 、ネ j 一)。 叉是れ 生命の 言、 換言すれば、 宛ら 身 體の宫 て ふ詞と 一様、 

宮 即ち 身體、 身體 即ち 宫で あると 同じ 語法と 解釋 して、 此の 言 即ち 生命で ある。 之 を 生命と 名け て宜 

しい。 生命と は 何にも あれ、 其 存在が 充分に 發 達して 、其の 當然 到達す ベ き狀 態と 程度と を 具 ふるに 


至る ことで ある。 の 花に 鹎り、 免の 淵に 驟る、 人の 人ら しく、 祌々 しくなる など、 i=-:.、，，."M 位 こそ 

異なれ、 其の 生命の 眞 面目 を發掷 する に 至って は 皆な 一 つ 事で ある。 維れ 人 は 萬 物の l『f コ S の 像に 

準據 して 迭られ たる 其の 子で 其の 生命 を 地上の 活動に 制限すべき 害の もので ない。 即ち #, と 相聯り 

其の 精祌 之と 交感して 祌の 子 たるの 眞 面目 を發捣 する を 以て 其の 本領と する。 之 を 永遠 0 生命と 云 

ふ。 耶穌は 莨に 此の 生命 を 身に 實 現し 之 を 普及せ しむる の 本源で ある。 彼 は 無始 永遠； t と 偕に 在り 

て、 0 ら 此の 生命 を 保有し、 之に 充ち 足ら ひて、 之 を 他に 賦與 する ことが 出來 る。 某 5^ いに 實に 精祌 

界の 生命で ある。 然か のみなら す 萬 物 は 彼に 於て 生き、 動き、 叉 存在す る ものなる 故、 ，お-に 天地の 

生命、 ず：： 物 活動の 源， M と 謂 はねば ならぬ。 彼と 云 ひ 此と云 ひ、 基督 は 正しく 生命で あ o、 其の 樞 

機、 其の 源泉で ある。 余 は 之 を顯彰 して、 基赞者 活動の 軌範 を 示し、 其の 動力 を 根 作して、 之 を n 

常の 生命に 應 川し、 主に 在る もの & 本領 を 全うせし めんこと を 希望す るので ある。 此のお くべき 生 

命、 世の 開创 せられし ときより 旣に祌 と 偕に 在りし ものなる が、 今や 我らに 顯れ たり。 £t ち 其を汝 

らに宜 傅す るので ある。 おの 目的 は、 汝ら をして 我らと 道 を 同う し、 靈 的の 志望 を 一 にし、 俗 仰 を 

偕に して、 心の 交際 を 結ぶ に 至らし めんが 爲 である。 凡そ 基督 者た る もの &靈的 交通 は. u.: の. H 來 

まじま リ 

する 所、 また！ H 、の歸 着す る所祌 である。 交際 を 祌と相 結ぶ こと は 其の 子 主耶穌 基督 を^ 出し、 其の 

能力に. E ら ざれば 出來ぬ ことで ある。 故に 父 及び 其の 子耶稣 基督と 相 結ぶ が 基督^ 交 の^ 色で あ 

6 の  ともがら 

る。 そこで 余が 此の 書翰 を 物す る は 如上の 交際 を 結ばし めんと する のみなら す、 之に. E りて 我が 黨 
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の歡 喜を充 たしめ たいと 云 ふ 目的に 外ならぬ。 

繰返して 言った 如く、 著者の 目的 は 基督 者の 爲に 健全なる 生命 を發 揮したい ので ある。 此の 目的 

を途 げんと 欲すれば、 漠然 道 德談に 耽りて、 倫理 學 の講釋 をし、 僅かに 型ば かりの 理想 を說 いたの 

みで は 役に立たぬ。 活ける 道德、 實 現された 理想、 人格に 顯彰 された 善が 無ければ、 畫 中の 食物に 

飽 くことの 出來 ぬと 一般、 新たなる 生命 を 興す こと は 思 も 寄らぬ。 そこで 彼 は ナザ レの 耶^に 

し、 其の 見聞した 所に 基き、 其の 憧れた 人格に 思 ひ を 潜め、 其の 身に 經験 せる 所 を 味ひ識 りし 結 

此 所に 理想の 活 現した るに 出で 遇 ひ、 實 際に 全うせられ たる 神の 子の 孝道に 親炙した ので あ 

る。 尙ほ 彼が 感 悟し 會 得する ことの £來 た 所に. m れば、 此の 驚くべき 生命 は、. 斯の 如く 人の 間に 現 

れ 出で ざ る 前、 旣 に 元始より 神と 偕に 在った。 中， 江 藤 樹が孝 を 論じ て 本 生の 父母に 遇 ふべき こと を 

？ Sli つた 如く、 著者 は 事實に 於て、 天地の 根底に 活動せ る具體 的の 孝道 を 認識す る こと を 得た。 是れ 

は 驚くべき 實験 上の 發明 である。 之に. H つて 天地 其の 面 HE を 改め、 人生 其の 意義 を 新たに せられた 

ので ある。 之が ョ ハネの 道した 人生 觀の根 本義で ある。 今日に 於ても 此 所に 立脚 點を 取らねば、 

千 言 萬 語 を 費す とも、 ^な： 葉の ITn 索、 到底 其の 効力 を 充分に 見る こと は出來 ない。 

此の 生命 は 疑 ふべ からざる 事實に 於て 顯彭 せられた。 三度 之 を 見し と 云 ひ、 二た び 之 を 聞きし と 

稱し、 ほつ 具體 的に 顯れ たりと 說 くもの 二回に 及んで 居る。 何れも 基督 者の 熱誠に 充てる も、 信仰 

の 眼に 映す る 神 の 子耶穌 基督 はさ 想で なく、 事實 として 少 しも 疑 ひ 惑 ふ ベ きも の でな いさを 高調し 


た 所の 文字と 现會 せざる を 5^ ぬ。 信仰 上の 基^ は i,^ 史に 於け る 耶穌を 以て 其の 根據 として 居る。 然 

るに 此の S の 書かれた 當 時から 共 の 後 に 懸けて は 世に は ドケテ ェ說な る も の が出沒 し、 時として 

は 其の ある まじき 勢力 を さへ 一う し、 耶穌基^^"を感史的に抹殺し、 之 を 理想に 過ぎぬ と 斷す るの 

である。 I 派の 高等 批評家 は 基督 傅の 神 的 要素 を拔き 去り、 共の 人類 を絕 したる 主張 は總て 後の 假 

托 なりと 聲 一一 一一！： し、 一切の 超自然的 分子 を 排除 せん ものと 焦慮り 立ちて 頻りに 共の rf^ 索に 耽り、 針 小 

棒大の5*^明を强ぃて^^け、 .V 氺を瀘 して 駱駝 を吞 むが 如き 解 釋を附 食して 忌み 揮る 所 を 知らす。 實 

に 無遠慮 極る 議論が 多 い 。 共の 大膽な る斷言 に 脅かされて 、 信仰の 度 を 失 ひ 、進退 維れ 谷 ま るが 如き 

感じ を 懐きた る^も 多くあった。 然れ ども 緻密なる 研究の 結 m^、 耶 穌の傳 記から 超自然的 要素 を排 

除し 盡す ことの 不可能なる ことが 證 せられ 耶穌 自身の 意識 は 之 を 人との み 見て 說 明し 難き ものなる 

ことが 明かに せられ、 其の 門弟 子 を 始め、 初代の 基督 者が 夙に 耶穌 を禮拜 し.、 神に 對す るが 如く 之 

を £i し si ひつく あつたと 云 ふ 事實も 確かにな つて 来た" 是れら の 點はデ  一 I ィの 『耶穌 及び 其の 福音』 

など を讀 みて 少しく 思慮 を费 すなら ば、 成程と 首肯の 出来る ことで ある。 神的ならぬ耶^§は藤史に 

其の 痕跡 を 止めて n5 らぬ。 藤 史は祌 的に 禮拜 せられた 耶穌を 示す のみで ある。 藤 史上の 神 的なら ざ 

る 耶穌の 詮索 は斯の 如く 失欧に 了った から、 心機 一 轉、 應史の 高等 批評 を輕 蔑し" 事實の 研究 を 度 

外に 措き、 耶穌 基督の こと は 一切 事實の 有無 を 問 ふべき 限りに あらす、 皆な 之 を 理想化して、 宛 も 

佛 者の 觀 音に 於け るが 如くに 待遇 すれば 可な りと 論す る聲が 所々 に 聞え て來 た。 SK れ事實 に 現れ 
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ざる 非 歴史的の 基督で は、 到 魂の 救 ひ を 成就し 得ん こと 覺束 なき 詰で ある。 ベ ッレ ヘム に 生れ 

四 方に 周遊して 常に 善き 事 を 行 ひ、 神の 業に 勤勞 する こと を 其の 食物と 爲し、 ボン テオ *ピ ラトの 

下に 人の 罪 惡の爲 め 十字架 上に 死し、 第三 日に 墓よ ひ 復活し 出で、 天に 昇りて 神の 右 傍に 座せ るナ 

ザレの 耶穌、 神の ひとり 子 基督に 非 ざれば、 人類 を 罪より 救 ひ 出して 神に 歸 順せ しむる こと は出來 

ぬ。 是れ 基督教の 死活 を定む ベ き 与..) 所で あ る。 其れ故 著者 は當 時に 於て 極力 是れら 似而非なる 基督 

者 を 排斥し、 グノォ シス 者 流の 血肉な き 福音 を 竊除 する こと を 努めた ので ある。 日本に 於て は將來 

佛敎の 基督教 化されて、 然か 期待すべき 多くの 理由 ある 如く、 紫の朱を^！^はんと擬する如き其の幅 

音 を 以 て 世 を 眩惑す る に 至らば、 阿彌 は" と 基督. * 若く は 人となりて 生 れた る 神 の 子と 觀 音と の 差^ 

を 明白に し、 其 根本的の 相逮 を發揚 する こと 必要と なる であらう。 而 して 共の 相 異る點 の 著しき 一 

つ は、 耶姊 S 赞のー 1 昔が 事實に 於て 堅 問なる 极底を 有する に 反し、 阿彌陀 若く は觀 音の 非歷 史的に 

して、 人類 要求の だ覺 束な き、 王觀的 幻影に 過ぎざる， 一とで あるべき を 疑 はぬ。 ョ ハ ネ第 一 書の 序 

文 は、 盡未夾 まで も 一 贯 すべき 福音の 事實を 高調して、 基督教の 爲に其 の 唯 一 の 立場 を 表明した 

ので ある。 日本人の 氣 虱と 習癖から 云へば、 動もすれば 所謂 信 仰 神秘 說の 濃霧に 包まれ 易い か 

ら、 ヨハネの 一  一一 一一 C は 日本の 基督教に 頗る 適切なる を感 する.。 

著者 は 福音の 事實 にっきて 證人 たる こと を 其の 大 いなる 責任と 覺 悟して 居る。 彼は證 人で ある。 

{=； 傅 者で ある。 彼が 老境 筆を揮って 本書 を 草す るに 至った の は、 傳 道の 責任 を mi- し. * 人 をして 己れ 


らと I:! 1 なる 信仰に 违 せしめ、 精神 ト； の 交 を 濃 かなら しめんと 希 S-Ili したからで ある。 ii;! 仰 は 孤立 

を 好まぬ。 極めて 社交的で ある。 北ハの 同化 力 を W 方 八面に 延長せ ねば 止み難く 感 する。 協力 一 致、 

i:! 仰ト： の 同志、 冗 ひに 相 提携して 攻守 共に 戰を勵 むが 基 # 者の 特徴で あると 謂 はねば ならぬ。 圑紡 

み-忌み、 社交的 聯絡 を辦 け、 極端なる 個人主義 を 取りて、 冷 かなる 獨立 自尊に 立て *M る 如き は、 耶 

穌^ J^:: に 於て 顯彰 せられた る 永遠の 生命に 不 似合で ある。 信仰生活の 矛盾で ある。 所 liM 敎舎 主義 

；^. など.， 名く K> 輩は阔 家に 於け る 無政府、 王载 者と 同様で、 露 界の亂 E£M 子、 獅子 身中の 蟲、 精神 ト； 

の 病的 分子と して 之 を 取り扱 ふが 至 當 である。 我ら は 自他 相携 へ、 衆と 共に 相 助け、 共通の 信仰に 

^樂 して、 救 を 全うすべ きこと を 忘れて はならぬ。 

俾 道の 的 は、 同志 を 得て 神に 事へ、 基督の 王 圃 に 鞅掌し、 信仰 上の 交際 を^ぶ ことに ある は 首 

ふまで も 無い が、 共れ のみで は 何となく 徹底せ ざる 所の 有る やうな 心地が する。 之よりも 尙ほ 深い 

交際が ある。 一 1^" 根 木 的な のが ある。 故に 著者 は 一 百った 『然 り、 我らの 交際 こそ 父と 偕に また 其の 

子耶穌 茶，^ と 偕に なす もの なれ』。 此 所に 我らの 交際 こそと ある は、 基督 者の 交際と 云 ふ もの は、 ー兀 

來 其の 特 とする 所 下の 如くで あると 云った やうな ^ii 氣 である。 基督 者の 團結 共同. は、 各自が 心 を 

祌とー つに し、 意氣相 合し、 靈 的の 交感 密接なる もの あるからの 結 si- である。 人 ^ の 同志 は、 祌と 

人との 關 係に. E りて 磐 がれ、 岡め られ、 訂正せられ、 叉 止む を 得ざる 場合に 於て は 破毀せられ ねば 

ならぬ。 吾人 は 十：： 今の 豫 一一 =1: 者、 使徒、 證 死者、 及び 諸聚 徒と 同志た る こと を光榮 とす。 彼らと 共通 
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なる 生命が、 我らの 中に 鼓動す る を 喜ぶ。 此の 實を思 ふとき は、 意氣 昂然、 希望 躍如と して 勇壯 

の 精神 胸に 溢る、 を覺 ゆるので あるが、 然し 是れ 枝の 相聯 つたので、 幹との 關 係が 最も 肝耍 であ 

る。 『我 は 葡萄の 樹、 汝らは 其の 枝な り』 だ。 交際が 祌と 偕に 締結され ねば 根本が 一！^ 弱で ある。 我ら 

の 生命が 神の 生命と 相聯ら ねばならぬ。 然れ ども 此の 聯絡 は、 神 及び 我らの 問の みで は 成立 も 難 か 

しく、 深く 徹底す る さは 出來 す、 力の 微弱なる を 免れぬ。 如何しても 父と、 もに、 又 其の 子 耶穌基 

督と 偕に 聯絡 一 致す る ことが 必要で ある。 著者が 父と 偕に 又 其の 子耶穌 基督と 偕に と 特に 列記した 

の は、 兩 者の に區別 有る こと を 示す と 同. 時に、 祌と 其の 子耶穌 基督と を 等しく 待遇した 書き振り 

と 思 はる。 吾人 若し 父と 親み、 之と 交際 を 結ばん と 欲せば、 其の ひとり 子 主耶酥 基督に 由らざる を 

得ぬ。 耶穌 に. E りて、 又 之に 於て 見た 神 は、 然 かせざる 神と 異 つて 居る。 決して同日の；^朋でなぃ。 

人世 觀も兩 者 の^に 非常なる 懸隔 を 生ぜねば ならぬ。 我ら は祌 にっき、 人に つき、 附 者の 關係を 破 

壞 せる 罪に つきて、 耶穌の 心 如何 を 思 ひ 遣り、 之に 分け入り、 之 を 感銘 するとき は、 最も 正しく、 

最も 深く、 神と 契合す る ことが 出来る。 父 及び 其の ひとり 子 耶^ 基督、 兩者相 對の關 係と 交感と に 

照し 来らば 神 も 最も 深く、 耶穌も 最も 適切に 認識 せらる、 さが 出来る。 唯だ展 史上の 耶穌 のみで は 

足らぬ。 『其の 子耶穌 基督』 即ち 其の 人格と 事業と にっきて、 具足せ る觀 念と 信仰と を 有って 居らねば 

ならぬ。 新くて 耶穌に 於て 父と 聯り、 父に 於て 耶穌と 相 結ば i -、 神人の 交際 最も 健全に して、 極め 

て 深切なる を 得る であらう。 『我れ 汝らを 捨て」 孤 子と せす、 また 汝らに 就らん。 街く せば 世 われ を 


る ことなし。 然れど 汝らは 我 を a る。 われ 生 くれば 汝 らも 生きん。 その 日に 汝ら われ 吾が 父に 在 

け； 汝ら 我に 在り、 われ 汝 等に 在る こと を 知るべし。 我が 誡を 有ち て 之 を 守る 者 は 即ち 我 を 愛する 

なり。 我 を 愛する 者 は 我が 父に 愛せら る。 我 も 亦 これ を 愛して 彼に 自己 を 示すべし。 イス カリ 才テ 

あら は 

ならざる ュダ 彼に：！： ひけろ は、 、王よ 如何にして. C 己 を 我らに 示し、 世に は 示さ る 乎。 耶穌答 へて 

彼に 曰 ひける は 若し 人 われ を 愛せば 我が 言 を 守らん。 a つ わが 父 は 之 を 愛せん。 我ら 來 りて 彼と 偕 

に 住むべし』 (=5? き。 

福 昔 を宜 傅す るの 目的 はと の 如くで あるが、 『斯くて』 即ち 然て こそ 著者 は 基督の 事 寶を證 言し、 

道 を 天下に 傅 ふるの 一 手. 投 として、 本 *! を 著述す るに 至った。 故に 笫四 節に 曰く 『斯くて 是れら の 

ことども を (文章の 冒頭に 斯く 記せる は、 是れら のこと どもと 云 ふに 力 を めた ので ある) 我らの 歡 

害の 充 されん が爲に 書きつ く』 と。 人 を 救に 導きて、 信仰 を 養 ひ、 德を 建つ る は、 基督の 心 を 得た 

る もの、 素志で ある。 失 ひて また 獲、 死にた るが また 生く るに 遭 ひて、 此 上な き歡喜 を爲 せる 祌の 

心、 サ マリヤの 婦に 道を傳 へ、 之 を 救 ひ 得ん との 希望に、 其の 餓をも 疲れ を も 忘れ、 我に は 汝らの 

知らざる 食物 ありと 言へ る耶穌 の惠み 深き 意志に も 適って 居る。 基督 者 は 道を傳 へ、 人 を 救 ふこと 

を 歡喜 とする。 

サミュ エル • ルザ ァ フォルド 曰く、 

" C11 ！  if  one  soul  froni  Arnvoth 
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Meet ョ e  at  GCKTS  right  hand. 

My  heaven  will Ibe  two  lieavens 

In  Iimnanuel 一 s  L-and  " 

『嗚呼 若し アン ウォスより 出で し- 靈魂ー つ だに、 神の 右 傍に て 我 を迎へ もせば、 イン マス H ルの國 

に 於て 我が 天 は 二つの 天 ともなりぬべし』 と。 (アン ウォス は 此の 埶ー誡 を 以て 基督 を 愛し、 人の 靈魂 

を 救 ふに 忠實 なりし サミュ エル • ルザァ フォルドが 一 千六^  二十 七 年牧. 師 として 赴任せ し 村の 名で 

ある)。 

三 光明 裡の 交際 

竹 ：5-ー  章 五 よら 十に 至る 

われら  二  I 

『5 神 は 光な リ、 少しの 1= 處 なし。 此は 我^ 彼より 聞きて 亦汝 らに傳 ふる 吿なリ C6 若し 我ら 祌，， '一 リ；： 心なり と 

§  いつわり 

一一 S ひて 暗 を 行かば 我 が 言 ふところ は謊 にして 眞理を 行 ふに 非ず。 -- 若し 祌の 光に 在る が 如く 光つ 巾 を步 かば 

^倚 互に 同 、いとなる を？ 1^、 且つ 其の 子耶妹 某」 骨の 血す ベて 罪よ リ我倚 を 潔む。 8 もし 罪 無しと 言：..、 是れ 自ら 

-  まこと  S あら  ただしき も R 

欺け るに て aM 理 われらに 在るな し。 9 もし 己の 罪を認 はさば、 祌 は信赏 なる 公義 者なる が 故に 必ずつ へ の 罪 を 

ナベ  リんふ  二とば 

赦し、 諸ての 不義よ リ我 を 潔むべし。 S もし 罪 を 犯した る ことなしと 言 は 祌を謊 者と するな り、 その 道 わ 

れらに 在るな し。』 

試に 之 を 打：. ^"すれば、 

ま U はリ 

『5 祌は 光な り。 鬧黑 其のう ちに 少しも 無し。 是れ 我らが 彼に 聞きて 汝らに 寄す る 所の 消息な リ-. ., 彼と 交際 


有りと 一一 m ひて^ 黑. のうちに 歩まば、 我ら 偽るな リ C  e: を； 仃ふ にあらず。 彼が 光のう ちに 在る 如く、 光のう ち 

に步 まば、 我ら 互に 交際 を 有す C  乂 其の 子耶稣 の血總 ての 罪より 我ら を 潔む" 我ら 苦し 罪 をお たずと 言 は 已 

れを 欺く。 161我らのぅちに.^^^ら*さるなり。 9 我ら 若し 已が罪 を 吿 白せば、 祌は信 ありて 義な るが 故に、 罪 を 我 

れに赦 し、 總 ての 不義より 我ら を 潔むべし。 S 若し 罪 を 犯した る ことなしと 言 は 1^、 彼 を 偽り ものと 爲 すな 

一一 AJ^ 

り。 其の言我らのぅちに無し』。 

，^!<;は竹：^三節に共の兄即きした所のものを宣傳すと首ったが、 第五 節に 至り 其の 趣意 を說 いて 曰 

く、 基 5^:; 敎は 硏究の 結果と して 人の發 明した もので ない、 卽ち祌 自ら 消息 を俾 へられた ので ある。 

基^^敎は神の^1!1啓示に外ならぬ。 而 して 余ら は 之に ついて 基督から 傳授 せられた。 即ち 基督と 其 

の； W 語 行爲 及び 北ハの 生死と を 本と して 舉び 得た 所の ものである。 其の 耍を 約め て 言 へ ば 祌は 光な 

り、 共のう ちに 毫末 も 闇 黑 無しと 云 ふに 歸 着す る。 基督に 於て 顯彰 せらに たる 光明に 昭？ さ， c^、 其の 

； SS ブか 

盛んなる 德容に 接する とき は 自然ら 之 を 慕 ひ 尊み、 心 を 傾けて 之と 交際 を 結ぶ 様になる。 &の 如く 

祌と 親む こと を 得ば、 其の 結果 必す 稱祌 上に 感化 を 及ぼし、 公明正大なる 生活 を營む 様にならねば 

ならぬ。 i 右し 斯の 如き 効力 も 無く、 依然 闇 黑裡に 住して、 平生の 志と 行 ひとが 公明正大なら すん 

ば、 n だれ 自 掠 着の 甚 しきもの にて、 首 ふ 所 ゆ；： な僞り だ。 其會 得した と稱 する 眞理、 即ち 耶穌に 於 

て 顯れし 神の 眞 相に 從 ひて 寳行 を爲し 居らぬ ので ある。 然しながら 之に 反し、 祌の 光に 身 を 寄せ、 

其の 光に 在る 如く、 之 を 模範と して、 自ら も 修養し、 實踐 躬行、 着々 向上 進歩す る こと を 志すなら 

V  まじ は o- 

ば， ：！： と 契.^  口す るの みならす、 人と 人との 關係も 正しくな り、 其の 交際が 厚くなる。 之と 同 に耶 
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穌の 血に 由り て 日々 罪 を 洗 ひ 潔め られ て、 心が 正しき 方に 進歩して 行く。 然る を 罪に 沈みながら、 之 

に氣も 付かす、 已が 心に 深く 浸み 一 且つて 居る 罪 惡の脫 却し 難き を 忘れて、 罪の 壓迫 無しと 言 はば、 

是は 自ら を 瞞着す る ことで、 眞现が 少しも 心に 徹底して 居らぬ 證據 である。 寒心すべき と 謂 は 

ねばならぬ。 然れ ども 祌の 光に 己れ を ii らし 兒て、 過ぎ 来し方 を 顧み、 罪 を 犯せし W 實の多 かる を 

覺 りて、 之 を 總て祌 の 前に 徴 悔し 吿 白す るに 至らば 必す 其の 赦 さる A を 疑 はぬ。 ならば、 祌は 

信義 を 重ん する もの、 決して 救 ひの 約束 を 無効なら しむる もので ない。 必す之 を 履行す る。 叉 正義 

を 愛し、 人の E 非 を 離れて 善に 就く を 望まる X こと 切なる ものである。 殊に 十字架 上に 流せる 耶穌の 

血と、 之に 顯れ たる 最も 淸き 精神と を 無視 せられん と は 思 ひも 寄らぬ。 斯の 如く 祌は信 義を ® ん. 

じ、 正しき を^ ばれる ことで あるから、 罪 を 懺悔す る もの を赦 さる- < に 相違 無い。 义總 ての 不義よ 

り 我ら を 潔 めら る、 ならん と 確信す る。 之 をし も 思 はす、 尙ほ 厚顔に も 事實に 於て 罪 を 犯した る こ 

と 無しな どと 明 曾す る もの あらば、 是は 神の 言 を 信ぜす、 罪 を 救 はんとの 其の 提供 を 絶し、 全然 

其の 必要なしと 主張す る ものに て、 取り も 直さす 祌を 偽り者と 斷 一一 一一 n する に 等しく、 實に祌 の 貴き 

勒 in を 蔑視す る ことで、 共の 恩命 は 少しも； M 魂に 莨 徹して SI5 らぬ。 不敬 此の上 無 く、 罪 極めて 重し 

と 謂 はねば ならぬ。 

宗敎は 神と 人との 交際で ある。 信仰 は祌の 意向 を 窺 ひ 知り、 共の 愛に 感じ、 共の 旨 を 喜び、 其の 

救 ひに 身 を 寄せ、 忠誠 を竭 して 祌に事 ふる £ である。 祌の 恩寵と.^ 力、 人の 靈 魂の 上に、 又 其のう 


ちに 障礙無 く 動 して、 之 をして 同 IC 力 者たら しめ、 孝子たら しめて 、豐 富な る 生命 を發掷 す るの 道 を 

開き、 光明、 |» 及び 歡甚の 身たら しむる、 是れ 即ち 信仰生活の 本領 、宗教の 極意で ある。 此の 神 

と 人との に 契合 聯 交の 寳を 舉げ、 之 を遗憾 無く- W 現せん と 欲せば、 信仰の 對 象なる 祌の 性格 を 明 

かにせ ねばならぬ。 祌を識 る ことが 其の 基礎で ある。 故に 曰く 『祌は 光な り。 圓黑 其のう ちに 少し 

も 無し』。 断く 積極に S ねて 消極に 祌の 光なる こと を斷ー 百した の は、 其の 確信の ほど を 示し、 神の 光 

明なる 所以 を 極言した ので ある。 抑 も 祌は靈 なり (お fll)。 其の 人格 的に して 萬 物の 上に 超絶し、 

人類と 同氣相 求め、 同 明 和 照らす ことの 出來る 性質な りと 云 ふこと を 示す。 叉祌は 愛な り (liM? 一) 

即ち 愛 を 以て 神の 本質と す。 天父の 慈愛 窮 りが 無い。 耶穌に 由り て 明かに せられた 祌の愛 は、 實に 

善盡 し美盡 して 至らざる 所がない C 失 ひし 人 を 零ね て、 其の 罪 を 自ら 負 はれた 神の 犧牲的 慈愛 は、 之 

れを 讃美す るに 首 の 無い ほどで ある。 祌は靈 にして 愛な り。 是れら の德、 祌 のうちに 滿ち 溢れて、 其 

の 光明 六合に 輝 き、 遍く 宇宙 を 照らす。 即ち 祌は 光で ある。 プラト ゥは光 は祌の 影な りと 首った が、 

如何にも 面. H い 言 ひ 分で ある。 聖 にして 淸く、 其の 倫理 上の 光榮畏 るべ くまた 慕 はし。 其の 智は透 

明に して 萬 物に 徹し、 總 ての 3 呉理祌 のうちに 根ざし 叉 之に 依りて 顯彰 せらる。 祌は 生命の 源、 健康 

の 泉、 安全の 保證、 歡喜 溢る k 所で ある。 其の 美譬 ふるに 物 無く、 其の 開 張 發展の 力 限り無く、 萬 

もろもろ ひか リ 

物 其の 恩澤に 浴せ ざる は 無い。 愛に 滿ち たる 父、 天に 在る 神の 光明の 貴と さよ。 彼 は 諸の 光明の 父 

(tM  一  $) である。 然れ ども 是れ 皆な 主耶稣 基督の 面 上に 顯れた 光で ある。 『光に 命じて i より i 一り 出 
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でしめ たる 祌、 我 倚 をして 耶穌 基督の 面に ある 祌の榮 光 を 知る の 光 を 顯 はさし めん 爲に我 倚の 心 を 

照らし 給へ り』 後)。 ナザレの 耶穌、 祌の ひとり 子に 彰れ たる もの を 無視 すれば 、神の 光 忽ち 

疑惑の 浮 雲に 掩 はれて 精 祌界の 春 を持績 する ことが 出来 難くなる。 斯の 如く 神の 光で ある こ と は 

『我らが 彼に 聞き』^ た 所、 卽ち 耶穌を 本と し、 其の 生命と 死と を根據 として 基督 者の 會 得した 所で 

ゆる か 

ある。 是れ が祌の 我らに 寄す る 消息、 誠に 喜ばしき 昔 信で ある。 決して 忽 せに する こと は出來 ぬ。 

祌は 愛と 恩寵の 光明に 輝いて 居る。 耶穌 基督より 擧び 得た る 此の 消息 を 心に 接 手して、 祌と 親密 

なる 交際 を締 する に 至った もの は、 自然 其の 性行に 變 化を來 たし、 其の 心 を 新たに せられ、 進 返 及 

び行藏 みな 從來と 面目 を 異にする。 祌と相 親む Hi が 道德の 新たなる 標準と なり、 精祌の 動力 を 一 變 

して 了 ふ。 此 所が 基督 者 近德の 特徴な り。 『汝ら 愛せら る、； 3^ 女の 如く 神に 倣 ふべ し (^ジ 書)。 基督 

者 は 祌に做 ひ、 其の 光榮を 反射して、 之 を 世界に 發揚 せねば ならぬ。 『即ち 基督の 苦難 を 受け、 死に 

よ へり  NkM-£-n  -  ； 5  ぎら 

し 者の 復活の 始 となり、 光 を 此の 民と 異， 邦人に 傳 ふる HJ なり (g 樣? 一一) 爾誓は 選ばれる 族、 王なる 

つけ  くらき  たへ 30 ひかり 

祭司、 聖き 民、 祌に屬 る 者な り。 此 は爾曹 をして 召して 幽暗より 出し、 北 ハの異 光に 人れ 給 ひし 者 

己れ の 德を顯 はさし めん 爲に 爾曹を 此の 如き 者と なし 給へ るな り』 Oil ヒ  1)。 新の 如く 基督 者 は 神が 

光のう ちに 在る 如く、 即ち 絡對 的の 光明で ある 如く、 已も 進んで 光のう ちに 歩む べきで ある。 光のう 

ちに 歩む と は、 總て の 事物 を祌の 光明に 照らして 見る こと を 心 懸け、 斯くて 覺り 得た る 道 を 遵奉し、 

其の 生活の 盡く 之と 一致 せんこと を 努力し、 H 々に 新たに、 實行 また 實行、 着々 進んで 漸次 其の 佳 


境に 人る の 意味で ある。 神 は結對 的に 光のう ちに 在る。 我ら は 累進 發展 して 光のう ちに 歩み を述ぶ 

ので ある。 吾人 神の 光明 裡に 歩みて 撓 まざる が眞： 止の 自由で 人類の 本領 を 全うする 所以で ある。 

まじ はリ 

然る を祌と 交際 有りと 自ら 稱 する 基督 者に して、 其の责 任 を 忘れ、 其の 本領に 悖りて 闇黒のう ち 

に 歩まば、 是れ： ^しき 僞り である。 其の 認識した 眞を鹏 し 包み、 之 を 躁躪 して 實行 する こと をせ ざ 

る ものである。 光明に 在りと 言 ひつ，^ 闇黑に 歩む。 虚偽の 生活 最も 厩 ふべ し。 閽黑裡 に 歩む と は 神 

と 人との 關係を 無視し、 人生の 眞相を 忘却して、 唯 だ 物質 界 現在の 生活に 溺れ、 信仰 を 本と する 所 

の 義務、 任、 活動より 目 を 背け、 理想 を 低く し、 志 を 卑しく して 陋劣なる 經營を 事と する の外餘 

念 無く、  ：！：^ しきに 至りて は 肉愁の 奴と なるな どの さ を 言った ので あらう。 斯くて はどうしても 祌と 

V* じ 1*ジ 

交際 を遂 ぐる こと は 出来ぬ。 好んで 祌に 遠ざかりて、 終に 罪惡 のうちに 滅亡 を 取る に 至る。 之に 反 

1,* じはリ 

して 正直に 熱 切に 神の 光明 裡に歩 を 運ば^、 玆に 二つの 結 ra^ が 現れる。 第一 は 人類 相互の 交際が 正 

ま てま 

しく 道に 從 つて 遂げら る I- 樣 になる。 第一 一は 神の 光に 接觸 すると，^ もに 益す 甚し きを 感 する 所の 罪 

悪が、 耶穌の 血に. E りて 潔 めら るる HJ を實驗 する。 如何にして 此の 二つの 結 ra^ を兑 るかと 云 ふに、 

光に 歩む とき は、 ^物が 新たになる。 己 を 見る こと も 新たに、 罪を認 むる こと も 新たに、 人 を る 

こと も 新たになる。 基督に 依って 喷 はれた る 神の 子と して 見られる 我 は旣に 前日の 我で はない。 罪 

も 前に 彌ゃ增 りて 深く 感ぜられ、 理想 全く 新しくな り、 其の 內容も 從來の もので はない。 從 つて 總 

ての 人と 其の 關係 とに 至る まで 全然 一變 して 了 ふ。 愛の 動機が 新たに 深く 加 へられる ので ある。 
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まじ はり 

其 所で 『我ら 互に 交際 を 有す』 と ある 如く、 人と 相 親み、 相愛す るの 關 係が、 從 前と 異 りて、 人道 

の 實現を 見る ことが 出来る 様になる。 己れ の 如く 人 を 愛する こと は、 心を盡 し、 精 祌を盡 し、 意 を 

盡し、 カを盡 して 祌を 愛する より 來る。 是れ 基督 敎道德 に 於け る 順序で ある。 

闇 黑裡に 歩む とき は、 自ら を 欺く。 己れ に對 して 盲目になる。 神 を 忘れ、 人生 自然の 關係を 無視 

する 結果、 自已を 失 ひ、 物に 溺れ、 事に 拘 りて 自. S 無き 生活 を爲 すの 外 は 無い。 然れ ども 光のう ち 

に 歩む とき は、 新たに 發明 する ことの 多き なかに、 己が 罪甚 しき を 見出す。 バウ 口 は 晩年 品性の 發 

達成 熟して、 愈よ 進歩し つ、 あ つたと き、 自ら 我 は 罪人の 首で あると 嘆息した。 ァシジ のフラ ン シ 

スは罪 を 泣き 悲 むが 爲に、 其の 視力 を 害する に 至った と、 其傳 記の 著者 は 言って 居る。 ルゥ テル.. は 

哀 聲を發 つて 、嗚呼 我が 罪悪よ、 罪. 惡 よと 慟哭した。 ァ ゥガ ス テ ン の 吿白は 罪悪の 深刻なる 感を 以て 

血 淚に染 つて 居る。 代々 の 聖者 は 自己の 罪惡を 嘆きて 自ら 抑 招 卑下す るが 其の 特徴で ある。 吾人 は 

神の 光明に 照らさる るに 及び、 罪人た るの 自覺が 益す 深くなる。 誰か 我 を 此の 罪の 身體 より 救 ひ 出 

さんやと 絶叫せ ざる を 得ぬ。 救 ひに 對す る渴望 切迫 を 極む る。 其 所で 『基督の 血總 ての 罪より 我ら 

を 潔む』 と 云 ふ 實驗 が確實 にして 鮮明になる。 大 いなる 慰安と 平和と が 之れ に 伴 ふ。 基督の 血と 云 

ふ は、 即ち 十字架 上 血 を 流せる 其の 死に 於て 顯彰 せられた 所の 其の 神 的 生命で ある。 神と 人と に對 

する 其の 窮り 無き 慈愛、 人の 罪悪の 爲に 努力せ る 其の 忠誠、 罪に つきて、 神の 態度に 遣憾 無く 寄せ 

たる 其の 同情、 人類と & もに、 否、 自餘の 人類 總 てよりも 深く、 親しく 眷め味 ひたる 罪惡の 苦痛な 


ど耶穌 の^も 货き 生命が、 血と 云 ふ 一語に 代表せられ たので ある。 基督 者 は 此の 生命の 價 を認 

め、 れ、 の 感化 力に 觸れ、 甘： ハの確 の 動力に 自己の 汚れた る 魂 を 投げ 懸け、 其の 恩 龍の 染に身 を 浸 

して、 之 を 洗 ひ 潔 めら る i ので ある。 心の 潔 めら る X の は、 罪を赦 さる X と问 じく、 十字架の 力に 

依らざる を 5：! ぬ。 吾人 は 『潔む る』 と 云 ふ 1=E の 現在 動詞なる に 注意せ ねばならぬ。 罪惡は 常に 間斷 

無く 潔め られ ねばならぬ。 吾人 は 基督の 血に 山り て 日々 に 新たに、 また 日に 新たに ならねば なら 

ぬ。 の 血 は 現在せ る 救 ひのお 力で ある。 信仰より 信仰に 至る まで、 此の 救 ひの 泉に 身 を 潔む る 

が 基！^ ネ 平生の 志、 またせ ハの資 行で なければ ならぬ。 

然るに 或る 基督 者 は罪惡 を感 する ことが 鈍い。 彼等 は輕々 しく も 罪 を 有た すと 揚言す。 罪 を 有た 

すと は、 或る isH 莨に 於て 罪 を 犯した る さ 無しと 云 ふに 非す。 是は 餘リ輕 it な 一 百 ひ 分で、 良心の 感覺 

少し にても 淺り 居る ものなら ば、 否、 常識より 見ても、 容易に 發 する こと を 得べき 言で ない。 然か 

し 罪 を 有つ と 云 ふ は、 罪. 惡が靈 魂に 浸み 亙りて、 其の 粘着力の 强さ、 甚だ 猛烈なる に 辟：： し、 如何 

なる 努力で も 動かし 難く！ 3- ゆる を實驗 した もの，^ 心に 映す る罪惡 の 根深き 地盤で ある。 詩 第五 十 一 

篇の 詩人 は、 の 現に 罪 を 犯した 一 の 特殊なる 事實 につ いて 慚愧 悔恨す るの みならす、 已が 心の 邪 ま 

なる を 歎きて は 『罪に 在りて 我が 母 我を胚 みたり』 と、 其の 罪惡 の由來 深く、 一 旦 の出來 事に 非 ざ 

る こと を 歎き 悲ん だので ある。 罪惡の 勢力 斯の 如くなる にも 拘ら す、 漫然 『罪 を 有た す』 と 云 ふ も 

あらば、 是れ 自ら を 欺く ので ある。 祌の愛 を識る こと、 救 ひの 意義 を 味 ふこと、 祌の 潔き を 想 ふこ 
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と 未だ 深から す、 皮相の見 解 を 下せる のみに て、 己が 罪悪の 眞相を 看破す るに， 至らす、 耶穌と 其の 

十字架に 於け る祌の 開顯、 彼の 心 に 徹底し て 居ら ぬので ある。 口 ウテの 語 を フヰン ドレ ェ が 其 ョ ハ 

ま：； MJ リ 

ネ書講 解なる 『永久 生命に 於け る 交際』 ( 一 〇 七 頁) に引抄 して： n く 一 「基督と 相 交る に 際し、 吾人の 

目 は 罪に つき、 殊に 自己の 罪に つきて 益す 鋭敏なる に 至る。 己れ を稱 して 大 いなる 罪人と 呼ぶ 者 

は、 正に 是れ 老熟せ る 基督 者な り』。 此を 以て a- れば、 罪 無しと 云 ふ もの は 基督の 救と 其の 愛と が、 

未だ 深く 其の 心に 根 を 張って 居らぬ。 其の 信仰が 甚だ 皮相 的で、 ¥ だ淺 薄なる 狀 態に 止って 居る 徵 

候と 認 むべき である。 

督 基の 救 ひ は 吾人の 罪 を 潔むべき 力に 滿 ちて 居る。 神の 光明の 裡に は、 靈 魂の 救 ひと 健全と が 遣 

漏 無く 準備 せられて 居る。 基督 は圓滿 なる 救 ひの 活力で ある。 然れ ども 其の 救 ひの ©澤 に 欲せん と 

浴せば、 信仰の 門戶を 推し 開きて、 身 を 之に 投ぜ ねばならぬ。 明 は周圍 に充滿 しても、 好んで 眼 

を 閉ぢ、 窓 を 塞がば、 靑天 白日の 下、 尙 ほ閣黑 たる を 免れぬ 如く、 仰と 希望と を 以て 祌の光 を 仰 

ぎ、 基督の 救 ひに 歸投 する の 心無 くんば、 种も罪 惡を救 ふこと は出來 まい。 其れ だから 罪 を 有た す 

と 首ったり、 罪 を 行 ひし 覺ぇ 無しと 稱 する 様で は、 救 はれ 難いので ある。 其 所で 『若し 己. か 罪を吿 

白せば、 祌は信 あり、 且つ 義な るが 故に 罪 ども を 我らに 赦し、 總 ての 不義より 我ら を 潔む』 と 記した 

ので あらう。 赦 さるる、 潔 めら るると 云 ふ 區刖に 注意せ よ。 罪 ある 吾人、 罪深き 此の 心 を 潔 めら る、 

のみなら す、 犯せし 罪、 吾人が！： に 北 n きしこと を赦 さるべ き 必要 を 有って 居る。 赦 I 非 は 道念の 必 


要、 Jl^i 仰 生活の 希求で ある。 十：： へより 眞に 深く 罪 を 認識した る もの は ii: な赦罪 を 得る の 必要 を 感じ 

た。 『汝 の罪赦 されたり』、 との 驟を 聞かす して 止む ことの 出來ぬ 何もの かビ ： お 魂に 横 はって おる。 

此の 點は^ 二お の講 解に 請る こと、 して、 此に はや ri くこと を^ 略す る。 が 何故に 祌は信 ありて^な 

るが 故 に 云 々 と 言 つたので あるか。 是れは 祌が基 赞及其 の 十字架に 於 て 吾人 の 救 ひ を 提供し、 其 の 

惠に： らんこと を？？^ き 進められ たので あるから、 宛 かも 其の 約束が あつたと 云 ふこと に當 る。 祌 

は 一! 一一：： を 食まぬ。 必す 其の 約 を 履 まる k であらう。 是れが 神 は 信 ありと 言った わけ だ。 また 祌は K 義 

を 好む。 人類が罪を去りて祌に^！することは同ょりせ：：の喜ぶ所でぁる。 之が 爲 にせ：： の ひとり 子 を さ 

へ 世に 降され た。 基叔" は 祌の意 を 承け て 十字架の 死 をも顿 はす、 驚くべき 犧牲 としてせ：： の 身 を 獻げ 

たので ある。 此に 於て、 我ら を赦 し、 我ら を 潔む る こと は、 种の義 から 考 へても 確 iiiz する こと. か m 來 

る。 彼 は 信 あり 且つ 義な るが 故に 罪 ども を 我らに 赦し、 總 ての 不義より 潔むべし。 不義の ヒに 『總 

ての』 一語 を 冠ら せた の は、 實に顿 母し き 限と 謂 はねば ならぬ。 基督に 信顿 すれば、 如何なる 不義 

も 潔 めら る k な ひ。 如何なる 罪人 も 神の 子と して 正しき ものと なること が 出来る。 總 ての 不義と 云 

ふうちに、 執念き 惡癖、 去る ことの 難 かしき 汚れが 含まれた りと 思 へ ば、 一 道の 光明が、 

m ね 重ね 道德上 の 收戰に 失望せ る靈 魂に 浴 せ られ るかと 感す る こ とが 出來 る。 

斯くて も 尙ほ罪 を 犯した る こと 無し、 即ち 厚顏 にも 然る 事實 毫も 身に 覺ぇ 無しと 言 ひ 張らん とす 

る は、 らを 欺く のみ か、 祌を僞 り ものと 誣 ふるに 等し。 救 ひの 提言、 十字架の 設備、 總て 根無し 
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ごとに て、 之 を 適用すべき 罪悪 も、 之 を 犯した る 事實も 全く 是れ 無しと 主張す るので あるから、 取 

り も 直さす 祌を誣 ひて 虚言^と 一一 一一：： ふこと になる。 暴慢 不虔 之より 甚 しきもの 有る 可ら す。 斯る人 は 

8&^〔の人のぅちに徹せざるのみならす、祌の言に感激し、之に動かされたる氣色ぁるを 一 點も 認め 難 

C ので ある。 可 故に 祌の 一一 一一：： と 云 ふ は？ 举に眞 と 云 ふよりも 其の 意味 を强 めた ものと 解す ベ きかと 云 ふ 

こ、 前^,^,-人格的で、 祌の © 威と もに 具 はった 有り難き 辭を 指す ので あるから、 之 を輕ん する こと 

は 更に 甚 しき 罪悪で ある。 登し 善 も 悪 も 決して 同一 の 程度に 止まる もので ない。 孰れ も間斷 無く 進 

歩す る。 闇黑 のうちに 歩む もの は先づ 偽り、 次に 自ら を 欺き、 更に^^しきに至って祌を虚霄者と誣 

ふるに 至る。 皮 ほ 先 づ眞を 行 はす、 德て眞 其のう ちに 寓 せざる ことと なり、 途に祌 の 首 を担筢 する 

の 1^ に 達する ので ある。 吾人 は 光のう ちに 歩一歩と 進んで 居る。 然ら ざれば 歩一歩と 墮落を 重ねつ 

、ある。 如何しても 二者の 一 に 居らねば ならぬ。 

四 罪の 救 ひ を 得て 其の 効 El^ を驗す 

第二 章 一 よ- H ハに 至る 

『1 わが" よ、 我 これらの 事を爾 奢に 書き 贈る は、 爾普 をして 罪 を 犯す こと 荚た吖 _.」 めしめ 一一；；^ り。 g し 人 罪 を 

犯せば 我^の ほに 父の 前に 保惠師 あり、 卽ち義 なる 耶稣 某胬。 2 彼 は 我 倚の 罪の 挽 问の祭 物な り。 啻に 我^の 

爲 のみならず、 IS? く *1 の爲の fi の s^i なり。 3 われら 若しん^ J の.. ^ を 守らば これに 由り て かれ を識れ りと 

. 曉 るべ し。 4 われ 彼 を識れ りと 言 ひて 其の 誠 を 守らざる 者は謊 人な り、 眞理 その 衷に 在るな し。 5 凡て 其の 道. 


やぶ 寸る者 は 神 を 愛する の 愛 誠に 北： 衷に 於て 完 仝す。 是れに 由 リて我 か 彼に 在る こと を.. H ら嘵 る。 彼に 居る 

あゆ 

と いふ 者 は 彼の 行み し 如く 行むべき なり』。 

T わが 小 子ら よ、 汝らの を 犯さ らんた めに 我 之 を 汝らに 寄く。 若し 罪 を 犯す もの あらば、 我ら は 父に 封 

X ご 

する の 介 誰 者 ぁリ、 ャ， 我なる 耶^ t^ij^ なリ。 2 彼 ほら 我らの 罪に つきて 和めの 祭な リ、 た 我らの みならず 仝 世 

界の 罪に つきて。 我ら 北； の 命令 を 守りな ば 之に よりて 彼 を 識れリ と ら識 る。 4 彼 を 識れリ と 言 ひて 其の 命 

？ 一と  げ 

令 を 守らざる もの は 1^ リ 人な リ、 left のうちに 無し。 5 然れ ど！ Jjf にても 其の 言 を 守る もの は K に 其のう ちに C 

そ 神の愛 は- ^うせられ たる なれ。 之に ょリて 我ら 彼のう ち に. Hi る こ と を識 る。 6 彼のう ち に 住すと 云 ふ もの 

は、 彼が歩みし北；のま、 に自らも亦步むべき^^然なリ』。 

前^ 五節 以下に、 f 者 者 は 罪を吿 白せば、 之 を 赦 さるべし と說 き、 同時に I 非 悪の 執念く も极 强き亊 

宵なる.. V 指摘して、 何人も 共の 累を脫 し 難き を 述べた。 其 所で これ を，？ 解す K> より 二つの 弊害 を 生 

する や も 計られぬ。 一 つ は 新の 如く 赦 さる、 - ものなら ば、 何の 氣遣 ひか あらんと て、 扉 惡に安 んす 

る ものの 出で 來る ことで あろ。 罪悪の 勢力 强烈 なる に 怖れ を爲 し、 斯くて はとても 力 及ば じと 絶望. 

する もの、 起らん々 一す るが 他の 一 の 憂で ある。 故に ni く、 わが 小 子ら よ、 上文の 如く 書いた の は：^ 

らが罪 を 犯す ことな からん ためで ある。 して 怠慢に 流れて はならぬ。 基 者の 木 l=w は 罪 を 犯さぬ 

様になる ことで ある。 ！|^カ斯に從^5^-せねばならぬ。 然し 罪惡は 其の 根底 深く、 人 を 之に 陷る、 勢力 

も： ^だ？ 烈 であるが 故に、 之に 打ち勝 たんと 思 ふ 心 如何に 逸りても、 或は 品性の 修養に 不覺を 取 

り、 鼷 りて 罪 を 犯す に 至らん 事 もや 有らん かなれ ども、 斯る 祈に は輕々 しく 絕望に 沈む 様な こと あ 
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りて は {几 しくない。 人の 力に は 及ばぬ ことながら、 祌に 於て は 能 はざる 所 無し。 祌は 我らの 父で あ 

る。 限り無き 慈愛に 充 ちて 居られろ。 卯 人 を 救 はんとす るの 御 心が 何處 まで も 深い。 其の 聖 SE によ 

り 天の 父と 我らとの 問に 交渉 を 整 ふべき 擁護 者 辯 護人が ある。 即ち 耶穌 基叔" なり。 彼 は義を 以て 其 

の 本領と する 御 方. であるから、 堂々 道に 依りて 辯 謹す るので ある。 其の 對 手が 天の 父で あるの も 我 

らの意 を 强 うする に 足るべき 事實 である。 父に 向 ひて 道に 依り、 我らの ために 辯 護 せらる、 ので あ 

る。 其の 効力 を 疑 ふべき 餘 地が 無い。 耶穌 基督 斯の 如く 我らの 辯 護 者た る こと を 得る は、 彼が 身 を 

以て 我らの 罪に つきて 和めの 祭と なられて 居る からで ある。 是は 我らの 罪に つきての みならす、 其 

の恩澤 全世界に 及ぶ。 某 叔 の 救 ひ 新の 如く 至れり 盡 せりで あるが、 何 を 以て 我らが 之に 與 りて 居る 

こと を 識 るべき か。 我ら 祌を 識れ りと.！ E 覺 する こと は實に 喜ばしき 限りで あるが、 斯の 如き 狀能 5 に 

つ： .o 

達せん と 欲せば、 實踐 行、 恭ん で祌の 命令 を 守らねば ならぬ。 坐 上の {仝 論で は 行かぬ。 凡て 實行 

ま- 1 と 

が 大切で ある。 神 を識れ りな ど稱 しつ、、 其の 命令 を 守らざる 如き は？！ 僞 である。 R 其のう ちに 徹 

つつし 

底して 居らぬ。 然し 神 自ら を顯 示せられ たりて ふ 御言 を 咀嚼し、 其の 本 ほに 某-きて 之 を 欽み行 は 

ば、 祌の愛 其の 鍵 魂の 底に 貫徹して、 北ハの 結ぶべき 茶 を 充分に 結びた る ものである。 斯る狀 態に 達 

すろ こと を 得ば、 實に 神と 人との 交通 全く、 其の 契合に 少しの 間隙 無く、 祌 のうちに 在りと 云ふ證 

跡實 に歷然 たりと 云 ふべき である。 ルぉ 3： 者 は 神を識 り、 更に 進みて 其の 內に 在るべき ものである。 

又修赛 M に 深く 其の 佧 境に 入らば、 彼のう ちに：^ すべき 者で ある。 斯の 如き 光榮 ある 位置に 身 を 置 


けろ 其」 は、 耶 M 其の 人が 在世のと き 歩まれた 所 を校範 とし、 之 を 共の まま 自ら も寳踐 行す ベ 

き责任 を 魚 ふて 居ろ。 是れ 其の 當然の 義務で ある。 

.$バ 第三 章 六 節 及び 九 節に 『凡そ 彼に 居る もの は 罪 を 犯さす』、 『凡そ 祌に 由り て 生る、 者 は 罪 を 

犯さす』 と あるが 如く、 基督 者 は 罪 を 犯さ る を 以て 其の 本領と 爲 すので ある。 此 所に 罪 を 犯さす 

と 云 ふ は 即ち 現在 動詞 で 罪 を 犯す こ と が 依然 行き 懸り の 儘に - だらく と繼續 せらる、 HJ の 無い と 云 

ふ 意味で ある。 其ぶ1^^は罪悪に對して反撥カの强ぃものでぁる。 其の 習惯に 安ん する さ は出來 ぬ。 

自ら を 行き 懸り のま、 に 放任せ す、 1§惡 と 健闘す る HJ を 以て 其の 特色と 爲す。 然れ ども 此 所の 一節 

に 『若し 罪 を 犯す もの あらば』. と ある は、 罪の 習惯を 云 ふに あらす、 一時の 出来事と して 罪悪に 陷 

る こ と を 指す ので あ る。 某 督者は 罪 .惡 の 習惯 に 自ら を 放爽 する もの で は 無 いが、 時として 不覺 の 罪 

悪に 陷ろ さも ある だら う。 ^しき は祌の 恩寵に 狎れ て、 漫然 罪に 安ん する もの も往々 にして 生す 

る。 或は惡 戰も 其の &斐 無く、 赝 ば道德 上の 失敗 を 重ねた るに 氣を 屈して、 自暴 自禁 に陷る もの も 

あるで あらう。 魂の 戰鬪 ほど 危 くも 物 漆き もの は 無い から、 甚赞者 は 十：： も 今の 如く、 此の 修羅の 

巷に 出 人す るので ある。 老 使徒 ョ ハネ 其の 門 生らの 危險を 思 ひ 遣りて 憂慮 措く 能 はす、 .1^5-の情：？砠 

だ 濃 かに、 慈母の 子 を 思 ふが 如く、 嗚呼 わが 小 子ら よ 云々 と說き 出す。 前章 複數の 『我ら』 此所 

にば 數の 『我が』 となる。 個人的の 關係、 情緒 濃 かに 慈愛 滴る が 如くに 覺 ゆる。 然れ ども 『汝ら 

の 罪 を 犯さ らんた めに 我 之 を 汝らに 害く』 と 云 ふに 至りて、 其の 道 を 信じ、 福音の 力に 依^す る 
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の 深き に 驚かざる を^ぬ。 宛 かも 我が 此の 福音の Mir を 書き 示せる に 依り、 汝ら之 を 服 麿 だに せ 

ば、 罪に 打ち勝つ さ必{儿 であると 1W はぬ ばかりの 意氣 込み P. 彼は蓥 世の 氣を負 ひ、 パゥ n が 羅馬齊 

第 一 章の 十六 節に 示した る 如き 精祌を 以て 溢れて 居る。 

『若し 罪 を 犯す ものの あらば、 我ら は 父に 對す るの 介護 者 あり、 義 なる 耶穌 基督 あり』。 罪 を 犯さ 

るが 正則で 之 を 犯す は變则 では あるが、 如何に せん、 雜志 弱行の 赂 E. 斐 無き、 萬 一 之 を 犯す との あ 

るなら ば、 此 所に 之 を 救護す るの 迸が かれて ある。 即ち 義 なる 耶穌 基督が 其れで ある。 此 所に 介 

護 者と ある は 介 添 人、 ^:^;^-は擁護^<?の義で、 殊に 被告人の 傍に 引き 添 ひ、 之に カを附 け、 之が 爲に 

辯 じ、 之が 爲に 利ハ. 1^ る こと を 述べ、 又 之に 代りて 訴願 哀 求に 努 むる ものに 適用す る 語で ある。 彼 

は 友情 を 以て 被 4 门人を 代表し、 其の 有力なる 訴願 を擔當 す。 耶穌は 第一 に 神の 意 を 承け て、 罪悪に 

沈める 人の 心に 臨み、 之 を 啓 t 港し、 刺激し、 獎勵 し、 敎へ 諭して 至らざる 所が 無い。 『是の 故に 神に 

つ  すべ  — 

屬ける|5^-にっぃて、矜恤と忠義なる祭司の長となりて、民の罪を喷はん爲に諸て の 事に 於て 兄弟の 如 

N&lfc-lo そ  よはき おも ひや 

くな る は {几 な り JGf f 3：0 『蓋 は われらが f 任 を 體恤 る こと 能 はざる 祭司の 長 は 我 儕 にあら す、 彼 は 

凡ての ia^ に 我 倚の 如く 誘 はれ たれ ど 罪 を 犯さ^り き』 (一 Iffg) 。吾人が 罪惡 及び 誘惑の 危機に 際し、 

道德 上の！^ 厄に ノ t; するとき、 耶穌 141 督は 最も 濃 かなる 用意と 同情と を 以て 警 吿を與 へ、 諫め 爭ひ、 

論し 勸 めて 祌と義 とに 引き寄せん とし 給 ふ。 聖靈は 此の 意味に 於て 基督 者の 擁護 者で ある。 (日本 譯 

約 fiit に 慰む る ものと ある は 1^ 常な る譯し 方に 非ざる べし)。 然れ ども 之の みに て は 介護 者 の 意味が 


盡 きて ほらぬ。 旌-齊 は祌に 代り、 人の-逝 魂に 對 ひて 働く 所の 介護 者で ある 上に、 叉 神に 向 ひて 彼 は 

其お 子の 爲に 救護の 祈 を 努めた。 『、王 又 m ける は、 シ モ ンょシ モ ンょ、 サタン 雨曹を 索め て 麥の如 

く 被 はんとす。 然れ ども 雨の 信仰 絡えざる やう 爾の爲 に 祈れり』 (If 礴ー 一一 一一 i の)。 彼 は 十字架 上 己 を？ 权す 

ものの 爲に赦 り 求めた。 約：8^十七^!せを：^るに、 彼が 其の 弟子の 爲に 天父の 前に 懇切なる 

救護の 祈 i&tv 一 搾げ たこと が 記して あろ。 世に 在りし とき 斯の 如くせられ たのみで なく、 天に 於ても 

吾人の はに 代りて 祈 I© をせられ、 救護 を 求められて 居る ものと 聖 蚩曰 には說 いて ある。 昨日 も、 今日 

も、 .1; 時まで も變ら ざる 錄督 のま さに 斯く あるべき は であると 信す る。 『罪 をお むる 者 は誰ぞ 

や、 死にて 役よ みがへ a 、祌の 右に 在りて 我 儕の 爲 めに 禱吿し 給 ふ もの は 督な. り。 基督の 愛より 

我 倚を絕 らせん 者 は 誰ぞゃ …… 』 _1|111§)。  S 督 如何なる 方法 を 以て 此の 救護 を 遂げら る、 や、 敢 

て、 m お 1 する こと 能 はざる 所 無き にあら ね ど、 之に 依りて 永久 無限なる 慈愛 S 非人に 徹底し、 祌の活 

力 之 を經て 流れ 迹 りて 世界の 罪. B を 掃， 51- する の 結 ro^ を來 たしつ」 ある は、 基督 者の 寶験上 疑 ひも 無 

き 柄 にて、 ！？^：人の感謝して信する所でぁる。 

曰く 『父に 對 する 介護 者』。 其の 對手 父なる が 故に 介護 も 出来る ので ある。 慈愛 深き 父に 非 ざれ 

ば、 何等の 介護 も效 Eia^ 有るまい。 叉 神 は 父 なれば こそ 介護 を も 要求す る なれ。 無論 介護と は 神の 

好まざる 所 を 曲げ て爲 さし めんと すると 一 K ふ 意味で は な い 。 介護 者 は 父 の 愛 か ら顯れ 出で た ので あ 

る。 せ r な 共の 深き 大御 心の 後 S 路だ。 然し 父に 對す るの 介護 者と あるから に は、 介護 者の 努力 を 要す 
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る 所 ひ 正しく 存 する ことに 相逮 無い。 天父の 慈愛 限り無く、 罪人 を赦 さん こと を 望ま るれ ど、 洽も 

湛 へられた る 水の 萬 丈の 堤に 支 へらる、 と 同じく、 水門 開かる、 に 非 ざれば 流れ出る 道が 無い。 此 

の赦 罪の 水門 は、 人類の 側より 云 へ ば悔改 と徴悔 である {S*5f  fir 然れ ども 神の 側に 於ても 水門 を 開 

な？ J 

くこと 亦 必要で ある。 此 所が 即ち 義 なる 耶穌 基督、 父に 對 する 介護 者と して 和めの 祭 を 爲し、 救護 

の 祈 © を 捧げら る k ので、 父に 對 する 介護 者と 云 へ ば奇論 逆說の 如く 聞 ゆるが、 父の 愛と 雖も 罪惡 

を 無視す る こと は 出来ぬ。 罪を赦 さんと 欲する こと は、 天に 在す 父の 愛 岡より 要求して 4- み 難き 所 

であるが、 義 なる 介護 者 を 要する こと も 亦 同じく 其の 要求で ある こと も 忘る まじき 點 である。 吾 

人が 介護 者と して 信仰せ る 義人 耶穌 基督 は、 血 を 流す まで 罪と 戰ひ、 之が 爲に 凡ての 苦痛に 堆へ、 

罪 を 其の 相の ま、 に觀、 其の 惡逆 甚だしき を遣憾 無く 認識し、 之に 對 する 神の 態度 を 適切に 看取 

し、 之が 爲に 恐！ i^、 悲痛、 慨嘆 至らざる 所 無く、 之に 適 はしき 吿白を 神の 前に 捧げられ たので あ 

る。 天の 父 は 旌-督 に 於て 己が 義と 照 應 する もの を認 むる こと を 得た。 人類の 祌々 しき 理想 は 基督の 

うちに {W: 現せられ て、 祌の 前に 立ち 現れた。 『是の 如き 祭司の 長 は 我 倚に 當れる 者な り。 彼 は聖潔 

あしき  け がれ 

くして 不善 ことなく、 纖垢 なくして i 非人に 遠 かれり、 且つ 天よりも 高し。 又 かの 祭司の 長た ちの 如 

ぐ、 先 己れ の 罪、 のち 民の 罪の 爲に日 ごと 犠牲 を獻 ぐべき. E なし、 蓋 はすで に 一 次お のれ を 獻げて 

之 を 成せば なり』 Gifwff 化の)。 耶穌 S 督は斯 の 如き 人格 を 以て、 斯の 如き 事業 を 遂げら る」 から 我 

らの 介護 者で ある。 我らの 介護 者と は、 即ち 吾人が 感激して 信任 依頓 する 所の 救護 者で ある。 吾人 


が 志 を 立てて 依顿 せねば ならぬ ものであると 云 ふ 意味 を も 含んで： る。 基督の 介護 者た る 所以 を說 

なご 

きて 此に 到れば、 思想 旣に 次の 點 なる 和めの 祭に 進み 人る。 

基督 は 我らの 罪に つきて 和めの 祭な り。 『自己 を愼 謹めよ、 若し兄弟汝に！^^^：を犯さば之を諫めょ、 

彼れ 若し 悔いな ば赦 せ』 gfl 一)。 丑： 人 は 不義 無道の 人に 對 して は、 無條 件に 赦し はせ ぬ。 慚愧 後悔 

して、 北ハの "惡し き 行 爲を復 び する の 氣遣 ひ は先づ 之 無 しと 見た 上に 非 ざれば、 隔意 無 き關係 に復る 

1,"- 

こと を容 さぬ。 何人も 之 を 無理と 思 はぬ であらう。 吾人 は 人を赦 すに 當り、 何等かの 方法 を 以て 和 

め 宥めら る、 を 要求す るので ある。 神と-吾人との 關係も 道理 は 之と 一 つで あるべき はす だ。 祌は漫 

然 人を赦 さぬ ものである。 罪 有る もの を 待つ に 道 を 以てせられる。 これ を赦 すに 道が 無ければ なら 

ぬ。 其 所で 或る人 は 悔い改めさへ すれば 赦され ると 主張す る。 和めの 祭を俟 つに 及ばぬ と唱へ て、 

之 を 天晴れ 斬 思想の 如く 裝 ふて るが、 ユダヤ 敎を 始め、 古來 世に 有り ふれた 謹兑 で、 陳 腐 なる 話 

である。 基督 敎に 據れ ば、 之に 反して、 人の 方から 和めの 祭 を 供せ ざる 前に、 祌 自ら 旣に 基督 を以 

て 和めの 祭と せられた から、 吾人 はこれ がた めに 祌の赦 し を 受けて る。 旣に 斯くて 赦 された る こ 

と を發兑 したと き、 悧愧と 感謝 交々 生じて、 神の 前に 眞 誠なる 悔 改を爲 すに 至る。 悔改を 和めの 條 

件と する のでな く、 祌の 設け 置かれた 和めの 祭に 依りて、 不思議に も赦 された る を 動機と 爲す 所の 

悔改 である。  . 

抑 も 基督 は 『我らの 罪 を 除かん が爲に 現れたり』 (l^^flj 。其の 目的 は 罪 を 除きて 人 を 救 はんがた 
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めで ある。 如何にして 此の 目的 を 達せられた るか。 『主 は 我らの ために 生命 を捐て 給へ り、 之に. a 

りて 愛と 云 ふこと を 知りたり』 {s^j ーハ 書)。 基督 は 自ら を犧牲 にし、 人 のために 身 を 致して 之 を 救つ 

た。 是れが 其の 救 ひの 方法で ある。 然 らば 其の 自ら を 犧牲に 供せられ た 愛 は 何等の こと を果 さんと 

爲 たもので あるか。 何が ための 犧牲 であるか。 『われら 祌を 愛する に 非す、 祌 我ら を 愛し、 我らの 罪 

一 C な、 も Q 

のために 其の 子 を 遣して 挽回の 祭 物と せり、 是れ 即ち 愛な り』 (fffci 書)。 此所 にも 『彼 は 我らの 罪に 

つきて 和めの 祭な り、 た に 我らの 罪に つきての みならす、 全世界の 罪に つきて』 と ある。 故に 是 

れは身 を 以て 和めの 祭と した 犠牲的の 愛で ある。 

« ご 

和めの 祭て ふ 語 は、 其の 源に 溯る と蔽 ふと 云 ふ 意味で、 所謂 臭い ものに 蓋 をす ると 云 ふ 諺の 如 

く、 祌の 前に 罪 を蔽 ひて、 其の 忌 譚 に觸れ ざるた めの 手段で ある。 『且つ 汝等 曾へ、 視ょ汝 の 僕 ヤコ 

な ご  かま rr. 

ブ 我らの 後に 居る と。 ヤコ ブ ii へらく、 我 わが 前にお くる 禮物を もて 彼 を 和めて 然る 後 其の 面を觀 

ん、 然らば彼れ我を接け遇る&ことぁらんと』(^§5^|;5)。 此 所に 彼 を 和めて 其の 面 を 見ん と ある は、 

即ち 語原から 云 ふと 和めの 祭と 同一で ある。 ヤコ ブ 其の 贈物 を 以て H サゥの 面 を蔽 ひ、 其の 目 を ふ 

さぎて、 多年の 宿怨 を 忘れし めんする 結構で ある。 つまり 此の方 法 を 以て、 彼 は 宿怨 をして 無効に 

了ら しめ、 其 身に 害 を 及ぼす こと 無から しめんと 工夫した ので ある。 和めの 祭て ふ 語 は、 元 來希伯 

來語 『キッ パル』 から 出た もの だ。 ドラ イヴ ヱ ルが之 を解釋 した 大意に 曰く、 『キッ パル は 贈物 祭 物 

若く は fj 典 を 以て 蔽 ふこと を 指す。 ：t が 、王辭 である 場合に は、 i 非 を蔽 はれた ものと して 待遇 せらる 


き 

意味に 解す。 H 、れ 故に 和めの 祭と 云 ふ は 罪 を 無害の もの、 ^在せ ざる もの、 効 5^ 無き ものと し、 

若く は然か 待遇 さしむ る 意味で ある。 斯くて 罪 惡を祌 の 眼前より 遠ざけて、 其の 忌諱に 觸 る- "こと 

を 免れし む。 乂人 をして び 神の © 遇に ^歸 する に 至らし むるな どの 意味 も 之に 附隨 する ので あ 

5  5  f  _/ へ エス チン グス ef せ 18 典 第 四 ノ。 

タ *1ェ « 』！， 卷ブ ロビシ H  - シ ヨンの^ 」 

なご 

儿： 所で 其. 1 赞が身 を 以て 和めの 祭と せられた 目的 は、 祌と 人との 問に 交通の 障碍と なるべき 罪惡を 

して、 の 自然の 寄 を 及ぼさし めす、 之 を 無効に 了ら しめて、 宛ら 罪惡 無き と 同じ様に、 祌の 前に 

進み出 づる こと を 得せし むる ためで ある。 即ち 罪を赦 さる \ こと を 得ん が爲 めの 和めの 祭で ある。 

基督 は ！！；；： 人 をして： t の 前に 立ち 難から しむる 罪惡の 恐るべき 効力 を 奪 ひ、 其の 苦 を 免れし むる。 此 

所が 即ち 和めの 祭た る 所以で ある。 主 耶穌の 人格 品性、 歴ぉ 的の 事實 となって 居る 甘：： の 行爲、 其の 

現在に 繼續 しつ、 ある 活動、 其の 生命の 全部が 凡て 我らの 罪に つきて 和めの 祭と なって 居る。 基 

督の 血、 若く はせ の 死と 云 ふ も、 要するに 之に 由り て發 揮せられ た 生命 を 指す の だ。 此の 生命が 耶 

な ご 

穌の 十字架に 山り、 和めの 効力 ある 靈 的の 祭と して 供せられ たので ある。 斯くて 吾人 は 罪の 汚れよ 

り 生す る、 种人^ 交通 遮斷 の. 惡結 rai^ を 免れ、 祌の 前に 於て 青天白日の 身と なり、 祌の 子た るの 自由 

きな  とリ ！ < さ 

を 享受す る ことが 出来る 様になる。 『是 故に 彼 は 已に賴 りて 祌に 就る 者の ために 懇 求ん とて 恒に生 

くれば 彼等 を 全く 救 ひ 得るな， o&f3)" 

{.•: 吾人が 他の g 非を赦 すに も、 一 極の 和めの 祭と も 云 ふべき 彼の 慚愧 後悔 を 要求す る ことが 無理で な 
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く、 却って 理 の當然 である 如く、 祌の赦 罪に 和めの 祭を耍 せらる \ も怪 むべき 所 は 少しも 無き 害で 

ある。 然れ ども 神が 人の 罪 を 怒り、 とても 之を赦 すべき 心 も 無く 見 ゆる を 外部から 運動し、 辛う じ 

て 之 を赦 さしむ るに 至る ものと 解釋 する は大 いなる 僻見で ある。 斯る 意味の 含まれて 居る ものと 誤 

解す る 所から、 和めの 祭て ふこと に對 して 反感 を懷く 人が 出來 る。 故に 注意すべき こと は、 是れ皆 

神の愛に 發 源し、 其の 大御 心から 出た もの だと 云 ふ事實 である。 和めの 祭 は 全部 神の 計畫、 其の 所 

作で ある。 『われら： t を 愛する に 非す、 ； t われら を 愛し、 我らの 罪の ために 其の 子 を 遣 はして 挽回の 

そな へ...？ 

祭 物と せり、 是れ 即ち 愛な り』 と あるで はない か。 基督の 十字架 は种の 十字架で ある。 目に 兑 ゆる 

十字架の 北 n 後に、 えざる 十字架が 立って 居る。 神が 罪 有る 人類 を 愛せら る \ と 云 ふうちに 無限の 

苦痛が 含まれて 1}5 る。 吾.^ の 不義 罪惡を 以て 盛り 溢る \ はかりの 苦き 杯 を、 gl;^ なる 天父 は飮み 乾さ 

れ たので ある。 神の 言、 即ち 祌の 心 を 表現す る 耶穌 基督 は 、此の 點に 於ても 正 しく 神の 1 百で ある。 其 

れ 十字架 は祌 の 慈愛 限り無 き ikl 痛 を 表現す る 紛れ も 無き、 意義 明晰な る 神の 一一 一 E である。 

斯の 如く 和めの 祭 は、 祌 自らの 大御 心よ ひ發 し、 言 は、. - 其の 自身して 行 はれた ことで あるが、 之 

と 同時に 我らの 救 ひ を 成就す るに 於て 効力 有る を 疑 はぬ。 I つに は、 罪悪に 惑溺せ る 吾人の 靈魂を 

覺醒 し、 志 を 立て.^ 祌に歸 らしむ る 効力が 滿 ちて 居る。 二つに は (此 所が 即ち 根本的の 要點) 神の 

. 赦しを るに 於て 効力が 有る。 耶脉の 犠牲的の 慈愛に 溢れた 和めの 祭 は祌の 納受 せらる \ もの であ 

る。 祌に 出で k 祌に歸 る。 神 自ら 行 ひて、 义 自ら 悅ぶ。 自ら 赦 しの 條件を 整へ、 之 を 自ら 提供し 


て、 又 自ら 之 を 許容 せらる。 斯く言 ふと 疑 はしき CJ の 様に 感 する 者 も ある だら うが、 人類の 道德は 

共の 本源 呰な 神に 出づ。 之 を 神の 所作と 云っても 適當 である。 吾人の 祈禱も 神 自ら 敎 へて 祈らし む 

るので ないか。 逬德も 祈 も 神に 出で、 祌に歸 る。 而 して 神 は 之を悅 び、 之 を (A し、 之 を 人の 功と 

して 報いら る。 精神 界の 秘義、 共の 配劑 至妙と 謂 はねば ならぬ。 罪に つきても 道现は 一 つ、 神の 行 

ふ 所に. H り、 其の 限 ひ 無き 慈愛の 力に 一身 を乘ぜ しむる 外 は 無い。 祌 自らして 準備 せられた 和めの 

祭の 外に は 救 ひ を 5!： べき 確かなる 見込み はっかぬ。 デ H ル 曰く、 『余 は 人類と 一なる のみなら す、 神 

の 永遠なる 御子と 一 である。 共の 親密の 程度 は 余が 其の 永遠なる 光 榮に與 かると きに 及び、、 始めて 

之 を 測り 知る 5 が出來 るで あらう。 然しながら 現に 余の 個人的 正義 は、 余 自身の 力の 多少に 制限 さ 

る k ので はなく、 神の子に^^在する正義を受領するの容^!5如何に由りて制限せらる.、 のでぁる。 人 

類の 牛； 命 は.^ の 生命で ある。 古今 を 通じて、 英雄 及び 奴隸、 聖徒 及び 罪人 は、 皆な 余のう ちに 生活 

して c:^ る。 神の 御子の 生命 も 亦 余の ものである。 わが 生ける はわが 生ける に 非す、 基督 我に 在りて 

生けるな りと 首 ひ 5!^ ると き、 余 は 始めて 余の 本領 を 全うする に 近づく ので ある。 基督と 余との 關係 

は 最も 密で、 根本的で、 完全の ものであるから、 余 は 彼の 正義の 力に 由り て li* 载 である。 氽が 罪赦さ 

る、 は、 彼が 世界の 罪の ために 和めの 祭で ある を 以ての 故で ある』 (き？ iiiffS る)。 

斯の 如く 基督 は 我らの 介護 者、 叉 我らの 罪に つき 和めの 祭で ある。 是は 極めて 大 いなる 驚くべき 

關係、 實に 其の 1$ ばし さ譬 ふるに 物がない。 然れ ども 吾人 如何に すれば 此の 慶に 浴し .4 其の 祝； 1 に 
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與 かる： とが 出來 るか。 

吾人 は先づ 基督 を識ら ねばならぬ Ife) 。基督 を識 ると は、 之 を 吾人の 內的 生命に 請 じ、 之 を歡迎 

して、 之に 眤 近し、 其の 慈愛 を 親しく 經驗 して、 思想 も SI も 凡て 之に 支配 せらる るに 至る の 謂で あ 

る。 此の 智識 日々 に、 實驗 的に、 新たに、 蓄镇 せられ、 益す 其の 佳境に 進む ので ある。 次に 又 一歩 を 

進めて、 吾人 は 基督のう ちに 在らねば ならぬ (ffjs 化 S や)。 基督に 在る と は、 之に 一致す る こと 

宛ら 枝と 幹との 關 係の 如くなる を 意味す。 單に 基督のう ちに 在る と 言った のみで は滿 足が出 來ぬ。 

吾人 は 基督のう ちに 住せねば ならぬ (1)。 基督のう ちに 住する と は、 常に 之と 親み を繼績 し、 其の 契 

合が 安固に なり、 永久にな り、 確と 落ち 付きた る狀 態に 達する ことで ある。 斯 くの 如く 基督に 住す 

ると き は、 基督の 精神 以外に 思想の 逸出す る HJ が 無い。 基督が 凡ての 欲望の 中心、 凡ての 刺激の 源 

泉と なる。 志 は 全く 基督 を 以て 滿 たされる。 生命 は 基督の 一一 目の 大氣の 中に 維持せられ、 其の 光のう 

ちに 活動す るの みで ある。 斯くて こそ 吾人 は 幅 音の 慶に 浴す る ことの 出来る 次第で あるが、 基督と 

我との 關係實 に斯の 如く なる を 自覺 する (sis 51 繾化』 り：： iri"KSS ゆ， ) とき は、 パ ゥ 。の 所謂 『神 

の 我らに 賜 ひし 所の もの を識 る』 (ffftif") ので、 感 恩の i に 溢れ、 何もの も弯 ふことの 出來 

ぬ 平和が 油然と して 湧く。 著者 は 此の 歡喜 充満せ る 平和 を、 讀 者に 經驗せ し めた いと 切に 望ん で 

居る 0 

然 らば 如 Jl- にして 此の 自覺に 達する ことが 出來 るか。 我と 基督との 關係斯 の 如き 意味の もの にな 


りて 居る と 云 ふこと に、.！ I： を檩準 として 認識 せらる 、ので あるか。 曰く、 北ハの 命令 を 守る にあり 

gl)、n く、 共の 首 を 守る にあり (g) 、日く、 彼の 歩みし 如く 歩むべき なり (1)。 乞 ふ篇を 重ねて 之を說 

かしめ よ。 

五 罪の 救 ひ を 得て 其の 効果 を驗す 

第二 章 一よ， 9 六に 至る 

『我ら 其の 命令 を 守りな ば 之に よりて 彼 を識れ りと 自ら 識 る。 彼 を 識れ りと 言 ひ て 其 の 命令 を 守ら 

ざる もの は 偽り 人な り、 其のう ちに 無し』。 有名なる 畫ェ レム ブラント、 眷て 其の 門 生 ホォグ スト 

ラァテ ンに識 へて 曰く 『汝が 旣に識 る 所を實 際に 應用 すると を 努めよ。 然か爲 しつ 人 ある 間に、 適當 

なる 時期に 於て、 汝の 研究す る秘 義を發 見す るな らん』 と。 宗敎も 道理に 於て 之と 異りは 無い。 神 

の 命令 を 守りな ば、 之に よりて 信仰の 實驗鮮 かになる。 『守る』 は 現在 動詞で あるから、 平生の 習慣 

として 之に 心 を W くるので ある。 水夫が 海上に 在りて、 風の 方針、 潮流の 向 ふ 所 を 瞬き もせす、 見 

張る こと を 怠らす、 拔け 目な く 船の 蛇 を 操る 如く、 吾人 も 神の 命令に 心 を用ゐ ねばならぬ。 蓋し 信 

仰 生活 は 趣味 を尙ぶ ものであるから、 己が 感情の 赴く まに まに、 精神的 嗜好に 從 ひて 出 處 進退 を 決 

し、 意 氣の投 する ことにの み 努力す るの 弊が ある。 斯くて 其の 好まざる 所の こと は、 假令ひ 善き こ 
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と にても、 之 を 度 外に 於て 顧みぬ。 之が ために 宗敎 生活 は道樂 生活になる。 總 ての 奥義と 總 ての 學 

術に 達し、 天 の 使と 見紛 ふば か リの靈 的 趣味 あるに もせよ、 白く 塗りた る 墓の 如く、 宗敎の 粉飾 を 

施した 主我 的 生活で ある。 價 高き：^ 石の 盒を 割りて ナルダ を 注ぐ とも、 元 來已が 趣味 を根據 とした 

ものであるから、 必す神 を 愛する ものと 認 むる こと は 出来ぬ" 故に 基督 者の 生活に は、 神の 命令 を 

重ん すると 云 ふ 要素 を 常に 具備す る樣 に心懸 くべき である。 神 を 『識れ りと 自ら 識』 らんと 欲せ 

ば、 神秘的 炯眼、 能く 大悟 徹底す るの 力 は 無くと も、 神 馳せ魂 飛ぶ と 云 ふが 如き 歡 喜に 有 頂 夭 とな 

りて、 羽化 登仙した らんが 如き 心地せ すと も、 沒我的 其 想に 入る の 修養 を 街 はすと も、 克己 精進、 

身 を祌に 獻げて 其の 命令 を愼み 守る の 志 だに あらば、 事足るべき である。 基督 者 は 着々 實行 的に 己 

が 信仰 を 験す る ことが 出来る。 

グノォ シス 派の 人 は 好んで 理を談 じ、 智識に 誇りて、 容易く 神 を識れ りと 稱 ふれ ども、 實 行が 伴 

はぬ" 彼ら は 光 を 以て 自ら 誇った なれ ど、 憐 光と 一般、 善に 熱して 惡に 勝ち得る だけの 火力が な 

い。 彼らの 智識 は 愛に 燃 ゆる 光ではなかった】 瑩を 集めて 敵軍 を燒き 討ちす る £ の出來 ざると 同じ 

ことで ある〕 基督 者の 智識 は 之と 反對 である" 『また 爾曹の 愛、 智識と 諸の 智慧の 中に 益す 大いに 

ままれ 

なりて 最も 勝れた る 所 を辨へ 知り、 耶穌 基督に 由れ る義の ra;^ を滿 たせて 祌の榮 光と 讃美 を顯 はし、 

基督の 日の ために 潔くして 過な からん £ を 祈る』 (鳩！^ 一 比 % 一  f) 。斯の 如く 智識と 諸の 智慧のう ちに 愛が 

大きく 發 達せねば ならぬ" 然る を祌 を識れ りと 言 ふに も 似合 はす、 其の 命令 を 守らざる が 如き は、 


. ^偽で あろ。 『sw 其のう ちに 無し』。 即ち 眞现が 彼の 心に 徹底して、 其の 思想 や 判斷を 支配す るの 力 

は デ  VJ 

となるべき 當然 であるに も拘ら す、 然る tj は 少しも 無い。 宛 かも 靑天 白日に 其の 目 を 瞎る桌 が、 光 

の 中に 在りながら 光 を吸收 せざる と 異なる 所がない。 

『然れ ど 誰に て も 其の 言 を 守 る もの は 實に其 のうちに こそ 祌の 愛 は 全 うせら れた るな れ』。 『命令』 

と 云 ひ 『言』 と 云 ふ、 抑 も 何等の 相逮か ある。 祌の 言と は、 其の 自ら を 人類に 顯 はされ た灭啓 を總稱 

した もの、 命令 は 其の 一 部分で ある。 之 を祌の 言と 云 ふとき は、 即ち 活ける 神の 慈愛に 充 ちた 意志 を 

傅 ふる 消息で、 人格 的の 感化 力 を 充分に 含んで 居る。 唯 だ 一片の 道理 や 義務で なく、 恩惠の 深く 

れる祌 の 福音で ある。 耶穌 基督と 其の 十字架と を 中心とした 祌の言 は、 驚くべき 妙なる 威力 を 以て 

吾人の £„1 魂 を 動かす。 基督 者 は祌の 首の 一要素と して 其の 命令 を 受領し、 n; 暮 怠る ことなく 之を實 

行 せんと 心懸 くる ものである。 『實に 其のう ちに こそ 神の愛 は 全うせられ たる なれ JT 祌の 愛と は 基 

督に 於て 吾人に 賜 はりし 愛で ある。 今まで は 罪に 眠れる 心 を 刺激 し て 、道念 を 喚び 起し、 翻って 祌を 

愛し、 人 を 愛せし むべき 感化 力、 此の 愛のう ちに 充 ちて 居る。 信仰 愈よ 其の 佳境に 入りて、 祌の言 

を恪み 守る の 志 盛んなる とともに、 其の 愛の 感化 次第に 深く 徹底して、 其の 効 mi^ 著しく、 見事なる 

に 至る。 之が 神の愛 全うせら る > ^ので ある。 心に 受納せ る 神の愛、 花 唤き實 りて 美 はしき 品性と な 

る。 基脊 者の 道德 は、 神の愛に 感應 し、 之に 報いん と 欲する の 志より 生す。 愛に 應 じて 愛 を 生す。 

人類の 愛 は 神の愛の 結果で ある。 祌の 命令 を 無視し、 其の 言 を 顧みざる は、 其の 愛の 作 S に妨 {4: を 
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加へ、 之 をして 果を 結ばし めす、 其の 感化 を { 仝 うする ものである。 基裤 者の 志す 所 は、 神の愛 をし 

て 充分 已が 胸中に 果を 結ばし むる ことで ある。 

斯の 如く 神の愛の 効 rola^l しからす、 慈愛の 消息なる 御言 を 守るならば 『之に よりて 我ら 彼のう ち 

に 在る こと を識 る』。 唯 だ 彼のう ちに 在る のみなら す、 其の 志 愈よ 深く、 道念 益す 堅固に して、 其の 

うちに 『住する』 ものと ならねば ならぬ。 住する と は 常に 相 親み て、 其 所に 安んじて 止る ことで あ 

る。 基督 敎の. 生活 は 日々 に 新たに して、 又 日に 新たで ある。 先づ 祌を識 り、 進んで 其のう ちに 在る 

と と を 努め、 更に 進んで 其のう ちに 住する こと を心驟 く。 『彼のう ちに 住すと 云 ふ もの は、 彼が 步 

は ^ 

み し 其 のま A に 自ら も 亦 歩む ベ き 當然な り』。 基督 者 は 其の 口に 稱 ふる 所に 對 して 責任 を 負 は ねば 

ならぬ。 徒らに 趣味 深き 信仰 談に 耽り、 漫然 神のう ちに 住すと 揚言す るの みで は 、己が 罪を增 すの み 

である。 苟 くも 祌 のうちに 住すと 宣言せば、 其の 責任と して 『彼が 歩みし 如く 歩むべき 當然』 であ 

る。 『汝ら の 召された る は 之が ためなり、 蕴は 基督 汝ら のために 苦 をう け、 汝ら をして 已の 後に 隨は 

しめんと て 式 を 汝らに 遣し 給へば なり』 (1?  一  ff) 。基督 敎は 神學に 於ても 倫理に 於ても、 歷 史的の 根據 

を尙 ぶ。 空想 は危 い、 誤 謹が 多い、 力が 無い。 基督 者の 道德 は、 耶穌の 生活 を 模範と し、 其の 精神 

を學 び、 其の 氣 風に 染まり、 其の 趣味に 同化して、 世に 處し、 身 を 立て、 一一 一一 c 行 思慮 彼れ に 於て 實現 

せられた る 理想に 支配 せらる K ものである。 修養の 結果 遂に パゥ n の 如く 『我れ 基督と 偕に 十字架 

に 釘ら れ たり、 旣 やわれ 生ける にあら す、 基督 我に 在りて 生けるな り。 今 我れ 肉體に 在りて 生ける 


は、 我 を 愛して 我がた めに 已を棄 てし 者、 即ち 祌の子 を 信す るに 由り て 生けるな り』 ョ？ 11 きと 一一 一一" ふ 

ことの 出來る やうに ならねば ならぬ。 

六 溫 故知 新 

第二 章 七よ. 9 十 一 に 至る 

なんちら もて ふる 3 いましめ 

『c '兄弟よ、 我 汝らに 新しき 誡を 書き 贈る に 非ず。 卽ち始 よ リ爾曹 の 有る 蔡誡 なリ。 此の！^ 誠 は、 始ょリ gj« が 開 

きし 所の "s- り。 0 然れど 我が 爾曹に 書き 贈る 所 はまた 新しき 諕な リ，" 此の 言 は 彼に 於ても 爾曹に 於ても 理なリ 

蓋 は いま i% はや、 過ぎて S: の 光 ^ れば なり。 9 光に 居る と 言 ひて 其の 兄弟 を 惯む者 は 今な ほ 暗に 居るな リ C 1 兄 

弟 を 愛する 者 は 光に 居リ て、 己.^ ま 蹈 する もの 其の 衷 になし。 n 兄弟 を 情む 者 は 暗に 居リ、 1" に 行み て 其の 往く所 を. 

く- 0W  くもら 

知らず。 nlli れ その B を 1= に盹 さるれば なり。』 

試に 之 を 訂正 すれば 

はじめ  も 

『7 愛する ものよ、， 新たなる 命令 を 我 は 汝らに 書かず。 然れど 汝らが 原始よ リ有 てる 古き 命令な リ C 此 2 古き 命令 

は汝 らの聽 きし 言な リ。 8 また 我 新たなる 命令 を 汝らに 書く。 是れ 彼に 於ても 汝らに 於ても 眞 なリ C 1= 黑去 リ往き 

つ、 あり。 e; の fc.- 旣に f  く を 以てな リ。 9 光のう ちに 在りと 言 ひて、 己が 兄弟 を 情む もの は、 今に 至る まで 哈黑の 

うちに 在るな リ。 W 己が 兄弟 を 愛する もの は 光のう ちに 住す。 想き を 来らす もの 其のう ちに 在る ことなし C  U 

ど 己が 兄弟 を 憎む もの は 黑 のうちに 在リ、 暗黑 のうちに 步み、 其の 何れに 往くを 知らざる なリ。 是 れ暗黑 彼の 眼 
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を 盲に したる が ゆ ゑな リ。』 

大意に 曰く * 基督 者 は 基督の 歩みし 其の ま&に 自ら も 歩むべき 當然 である。 基督 を 模範と する が 

之 を 信す る もの 乂 本領で ある。 基督 は 愛 を 以て 其の 心と せられた。 其の 敎說は 愛と 云 ふに 爾 す、 

故に 基督 者 は 相愛せ ねばならぬ。 是れ 汝らが 信仰生活に 入りし 當 初より 會 得し 居る 所、 決して 新奇 

なる 命令で はない。 是れ 古き 命令で、 汝 らの擧 びた る 福音の 耍義 (汝 らの聽 きし 言) である。 然 かし 

他の I 方より 見る と、 此の 命令 を 新たな ものの 如くに 看做す が當然 である。 古き もの 實に また 新た 

なり。 此の 命令 を授 くる 基督 も 日々 に 新た、 また 之を受 くる 汝 らも 日々 に 新たで ある。 暗 黑は今 正 

に 過ぎ去りつ \ ある 最中で、 旣に 完全なる 光が 輝き 出で、 世 は 別 乾坤と なって 居る から、 從來の も 

の 皆 其の 面目 を 新たに したので ある。 基督 者 は 相愛すべき である。 自ら 光のう ちに 在りと 言 ひなが 

ら、 己が 信仰 を 同う する 兄弟 を 憎む もの は、 眞の 光照り 輝く にも 拘ら す、 荏苒と して 暗 黑裡に 在 

る。 今 も 昔の 如く 暗黒 裡に楚 居して 居る ので ある。 之に 反し 己が 兄弟 を 愛する もの は 光のう ちに 住 

す。 相愛す るに 由り 胸中の 光明 其の 途を 照らす が 故に、 迷 ふさな く 躓く こと もない。 其の 歩行 安全 

である。 兄弟 を 憎む もの は然ら す。 暗黑 のうちに 在り、 また 暗黑 のうちに 生活して、 其の 往く所 を 

知らす、 五里霧中に 彷徨して 居る" 此のと もがら 暗 黑裡に 住み なれたが ために、 遂に 眼が 全く 見え 

ぬ. やうに なった。  . 


著^の 所謂 命令 は 如何なる もの を 指した ので あるか。 前後の 文意 を综 合すれば、 基督 者の 冗に 相 

愛すべき こと を 云った ので あらう。 『ク リアよ、 我い ま 繭に 勸む、 互に 相愛すべし。 此は 新しき 誡を 

ngogi るに あらす、 即ち 始めより 我らが 有る 所の ものな り』 (Ifss 一一)。 之に 相 達 無い。 相愛の 道 は 信 

仰 生 5iS に 入った ときから 基督 者が 懇ろに 敎 へられた 所に 外ならぬ。 愛 は 求道の 菜、 基督 門下の 學 

則、 【れ踐 躬行の 耍目 である。 終始一貫すべき 大道、 常に 變る ベから ざる 生活の 理想と して、 之に. W 

ら ねばならぬ。 基督 者 は 信仰生活 を修 むる HJ を 始めた 當 時の 志に 照し、 己が 理想に 立ち 反りて、 其 

の眞 面目 を發 揮せ ねばならぬ。 著者 は 古き 誠 を揭げ て、 基督 者の 素志に 訴 へたので ある。 然 かし 士 

刖れて 三日なら ば 目して 相 看るべし で、 何時までも 同 一 の MJ のみ 繰り回して 居るべき でない。 況 

んゃ今 は 暗黑の 晴れ 行く 最中で、 眞の 光が 旣に 輝き 出した。 萬 物 維新のと き、 豈 依然として 藉套を 

墨守す ベ けんや。 兄弟 相愛す るの 道 は 形式に 於て 旣に 陳腐で ある。 然れ ども 其の 內容、 精祌、 及び 

趣味に 至って は 日々 に 新たで ある。 雞鳴 前の 天地と、 旭日 を 仰ぎた る 後の 狀 態と 限り無き 相 逮を示 

すと 同 じこと である。 相愛の 道 は、 基督 者の 道に 志 を 寄せた 當時擧 び 得た る 中に 含まれて は 居る が、 

其の 日々 に 新たなる 露的實 験に より、 前日 未發の 趣味 彌ゃ がう へに 加 はりて、 断 道の 意義 昔と 異る 

こと W ぶ. *  v<  、 

もの あるが 如き 感覺を 生す。 『此の 道 は 歷世歷 世隱れ たる 奥義な りしが、 今 その 聖徒に 顯れ たり』 

(fffjf)。 『且つ 耶 基督 を 以て 萬 物 を 造りし 神の 中に 世の 始 より 以来 か くれた る 奥義 如何 を 衆の 

人に 悟らし む』 (^§*)。 『見よ 我 萬 物 を 新たに せん』 C? 一 |，)。 相愛の 道 は 福音の 耍義 である。 故に 
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著者 は 此の 古き 命令 は汝 らの聽 きし 言な りと 言った。 然れ ども 福音 は、 基督の 人格、 受難 及び 復活 

を 其の 根據 となして 居る もので、 是れら は 無限の 意義 を 具 へ、 一 朝 一 夕に 其の 蕴蓄 を發 揮し 了る ベ 

きもので ない。 基督 は 曰々 に 新たな り。 其の 敎は 新たなる 趣味と 威力と を 以て 吾人の 靈魂を 指導 

す。 基督と 其の 十字架と に 由り て 愛の 內容 益す 深く、 其の 味 愈々 窮り 無き を覺 ゆ。 且つ 基督 者の 信 

仰 的實驗 進む に從 ひて、 福音の 精神 を 解し、 愛の 奥義 を， t# する こと、 歳月 を 重ぬ ると ともに、 其 

の 造詣 新たなる を認 むる ことが 出來 る。 形式に 於て 旣に 陳腐なる 命令 も、 玆に 於て か 曰々 に 新たで 

ある。 全く 新たなる 命令なる が 如き 心地 ぞ すべき。 故に 著者 は、 『新たなる 命令 を 汝らに 書く』、 (即 

ま II と 

ち 古き 命令 赏 に 新たな りと 言へ る を 指して) 是れ 『彼に 於ても 汝らに 於ても 眞 なり』 と ー百 つたので 

ある。 唯 だ 此の 一 點 ばかりで ない。 基督に 由って 人生 は 皆 其の 趣味 を 新たに せられ、 其の 意味が 一 

變 して 了 ふ。 基督の 光に 照らして 解釋 せられた 歷史 は、 然 からざる ものと 別物の 觀を呈 す。 歷史の 

如き もので も然 うだから、 他 は 押して 知るべし。 古き もの 基督と 其の 十字架に 由り て 新たで ある。 

生命 も 死 も、 富 も、 寶も、 神も佛 も、 小兒も 老人 も、 皆 新たで ある。 

f と 

著者 は 基督 を 『眞の 光』 と稱 した。 眞の 光と は、 光と 云 ふ もの、 本色に 一 致し、 實に 光と 云 ふに 

適へ る もの、 即ち 完全なる 光と 云 ふこと である。 律法 も、 豫言者 も ある。 然れ ども 不完全なる 光た 

る を 免れぬ。 況んゃ 他の 哲學ゃ 宗敎に 於て を や。 人生 を 照らすべき 慰安と 生命との 光明と して は不 

完全で ある。 嬉朧 として 途に迷 ひ 易く、  しき は暗黑 益す 甚し きを 覺 えしむ。 基督 敎は 絡對 なる 宗. 


敎 である。 

若し 斯の 如き 光明のう ちに 身 を 置く と 揚言しながら、 己が兄？^^を憎むものぁらば、 名 實の相 適 は 

ざる 之より 甚 しきもの はない。 無責任 極まる。 其の 言 ふ 所 は虛僞 である。 日出で 上 二 竿、 雲霧 旣に 

消！^旭したるにも心付かす、 長夜の 眠 を 貪りて、 今尙 ほ暗黑 のうちに 在る。 『今に 至る まで』 の 一 句、 

しんめんもく  ：•，. 

斯る徒 の醜陋 なる 露 面目 を 暴露し、 其の 矛盾 を 非難す る 聲の鋭 さ、 當 るべ からざる 概を 示して 居 

る。 之に 反し、 S 督に. H りて 日々 に 新たなる 相愛の 近 を 修めて、 兄弟の 關係を 全うしつ.. - ある もの 

は、 光のう ちに 居住す るので ある。 光の 子で ある。 『此 故に 兄弟よ、 努めて 汝らの 召れ しこと、 選ば 

れ しこと を 堅固せ よ。 若し 前に 吿べ たる ことども を 行 は 汝ら いつまでも 躓く こと 英 からん』 (I 鄭 

おの ヴか 

一 §)。 明 は 愛に 生す。 愛する もの は 服 自ら 分明で ある。 道に. H りて 愛する とき は、 岐路に 迷 ひ 入る の 

おさ；； 3 

恐れがない。 愛 は 最も 安全なる 道で ある。 之 を迪り 行く 者 は 天に 達す。 『蓋し 聞く、 善く 生 を 攝る者 

は 陸に 行て §^ 虎に 遇 はす、 軍に 入りて 屮兵を 被らす、 も 其の 角を投 する 所 無く、 虎 も 其の 爪 を 措 

く 所 無く、 兵 も 其の 刃を容 るる 所 無し。 夫れ 何の 故ぞ。 其の 死地な きを 以てな り』。 以て 愛の 道 最も 

安くして、 躓き を 來らす もの 其 を心懸 くる 人の 心に 存 する ことなき を、 形容す るに 相應 はしく 覺 

ゆる。 

『然れ ど 己が 兄弟 を 憎む もの は、 喑黑 のうちに 歩む』。 『神と 人との 關係を 無視し、 人生の 眞相を 忘 

却して、 唯 だ 物質 界 現在の 生活に 溺れ、 信仰 を 本と する 所の 義務、 責任、 及び 活動より 目 を 背け、 
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理想 を 低く し、 志を卑 くして 陋劣なる 經營を 事と する の 外餘念 なく、 及び 甚 しきに 至りて は 肉 慾の 

奴と なる (isisss) 愛 無き 人の 存在 は、 其 全部 喑黑に 包まれて 居る。 愛の 光に 指導 せられぬ 故、. 

彼 は 自ら Jl:^ に 往くを 知らぬ。 其の^ 在の 如何なる 種類た る や を 解せ す、 其の 品性の 價値， V も 悟ら 

ぬ。 臭き もの 身 知らす である。 主我 的の 人 は 其の 己れ の 主我 的なる を 知らぬ。 諍氣 ある 人 は 天下 已 

れの外 皆な 無道 理甚 しきもの なりと 思惟す。 其の 全生涯 は斷續 fi き 誤謬で ある。 彼 は 己れ の 歩みつ 

ある 道の 謬れ る も、 其の 歸着點 の 恐るべき もの ある を も知覺 せぬ ので ある。 如何 なれば 斯の 如く 

まな 0  くらま 

甚 しき 狀 態に は 陷 りたる ぞ。 曰く 『暗黑 彼の 眼 を 盲した るが 故な り。』 聖書に は 罪悪の 結 si- とし 

て、 眼の 明 を 失 ふこと ある を 厘ば 說 かれて ある。 『其の 目 を 暗く して 見えし めす、 其の 腰 を 常に 震 は 

しめ 給へ り』 (fff 一一  1) 『彼ら 目に て 見、 心に て 悟り、 改めて 醫 さる、 こと を 得 ざらん が爲 に、 彼 そ 

の Gz を瞽 くし、 其の 心 を頑梗 せり。 此の 故に 彼ら 信す る こと 能 はす』 (gs^y お 一 if 一 §)  土中に のみ 

さ ら 

蜜く 土龍の 眼 小さく 明 を 失して 居る を 見よ。 人の 靈性も 罪に 沈まば 亦 遂に 之と 同一 なる 運命 を 免る 

k ことが 出來 ぬ。 『有て る もの は 尙ほ與 へられ、 冇 たぬ もの は 其の 育てる もの を も 奪 は』 れんと 

す。 精 祌界の 制裁、 極めて 峻厳なる を 記憶せ よ。  ， 


七 基赞 者の 信仰的 货驗、 及び 其の 操守 

第二 章 十二より 十七に 至る 

『？；！^s- よ、 找こ を 爾曹に 書き 樹る は爾 ¥2 主の 名に 緣 りて 罪 を赦 された るに w る。 S 父老よ、 我 この 書 を 

= /  -  -11 じめ  わかき も Q  -  S. 

w=v こ 寄き るは爾 I" 元始よりの 者 を識れ るに よる。 沘 者よ、 我 この 書を爾 有" に 書き 贈る は 惡 き^に 勝て 

るに よる。 iy 子よ、 我 この 書を爾 に 書き 贈る は 爾曹父 を 識れ るに る。 U 父老よ、 ，この 書 を M_g」，i 贈りし 

は^ 始 よりの 者 を 知れる に w リて なり。 壯 者よ、 我 この 書 を 爾曹に 贈りし は、 爾ま" 剛健 かつ 祌の 道爾 ま" の 心 

こ b リて惡 き 者に 勝てる に W リて なり。 _5 この 世 或 ひ は 此の 低に ある 物 を 愛す-る 勿れ。 人 もし 此の？ 1 愛 をせば 

父を愛するハ愛その^^に布るなし。 S 凡そ 世に 在す る もの、 卽ち肉 體の欲 r 眼目の 愁、 また 勢よ リ 起る 騎傲、 

これら は 父よ リ出 るに 非ず、 世よ リ 出る ものな リ。 " この 世と 其の 慾と は 逝る ものに て、 祌の を 行 ふ 者 は 

か  >ー リ： なくと どま 

永 n ぼ 存る なリひ  はじめ 

『リ やらよ、 力き か 名のた めに 罪：^ らに赦 された る ゆ ゑに、 我 汝らに 書く。  S 父ら よ、 汝ら gji ょリの もの を 

S りたる が 故に、 我汝、 りに 書く。  iS? らょ、 汝ら惡 者に 勝ちた るが 故に、 我 汝らに 害く。  W 小 子ら よ、 汝ら父 

を識リ たるが 故に、 我 汝らに 書きたり。 父ら よ、 汝ら 元始よりの もの を識 りたる が 故に、 我 汝らに 害き たり， 

は ¥ 、りよ 汝、 り强 く、 ほつ 祌の 言汝ら のうちに 住して、 惡 者に 勝ちた る 故に、 あ 我 汝らに 書きたり。 ！ 2 世 を も 世に 

於け る もの を も 愛する 勿れ。 ^を 愛する もの あらば、 神の愛 彼らのう ちに 在らざる なり。 S 世に 於け る 凡ての 

もの は 肉の 慾 も、 *6 の 慾 も、 生活の 虛荣 も、 父よりに あらず^ よりなる を 以てな り。 n 世 及び 其の 鹿 は 過ぎ去 

リウ V 一め リ。 され ど 神の を 行 ふ もの は 永遠に 至る まで 住す。』 
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之 を 解釋 する に當 り、 先づ 困難 を感 する ものが ニ筒條 ある。 十二 節 及び 十四 節の 間に 『小 子ら』 

の 原.！ Sli テク 一一 ァ 及び パイ， テアの 異 るが ある。 前者 は關 係の 親密なる を 意味し、 後者 は 長幼の 刖、 從 

場の 關係を 示す ので あるが、 强 ひて 其の 區刖を 詮索す るの 必要がない。 大同小異と 兒 做して 可な 

り。 だが 『小 子ら、』 『父ら』、 若く は 『壯^!<?:ら』 と 呼べる 其の 間に 何等の 區別 あり や。 是れは 稍 や 面 

倒なる 問題で ある。 擧 者の 說も區 々である。 然 かし 『小 子ら』 は 著者が 其の 書翰 を 宛てた 基督 者 を 

つつし 

總稱 した ものと 見て 差 支へ あるまい。 彼ら は 其の 關 係が 著者と 極めて 親密で あるの みならす、 肅ん 

で 其の 指導 を受 くべき 義務 を 有って 居る。 其 所で 『父ら』 と 『壯 者ら』 と は、 斯 くの 如く 『小 子 

ら』 と總稱 した 基督 者の 類別で ある。 前者 は 其のう ちの 所謂 先輩で、 年齢に 於ても 修養に 於ても 長 

者た るの 地位に 立って 居た 人々 であらう。 後者 は 基督 者の 社中に 於け る 後進の 人た ちであって、 其 

の 精鋭の 氣 勃々、 初めて 萌 せる 苗の 如く、 未だ 秀で i 穀を 結ぶ に は 至らざる にせよ、 成育の カ壯ん 

に、 新 綠目覺 むる ばかりの 趣味が ある。 著者 は 基督 者の 特徵を 擧げ、 次に 之 を 類別して 老壯 二種の 

長所 を椎獎 し、 之 を 如何にも 賴 もしき ものと 感 する 所から、 今將に 一 つの 重大なる 事柄 を 以て 之に 

要求 せんと 欲する ので ある。 此の 第一 の 困難 は 略 ぼ斯の 如く 解決し 得た が、 第二 は 中々 難 かしい。 

著者 は 何故に 殆んど 同一 のこと を 再び 緣り 返した か。 何故に 初めは 『書く』 の 現在 動詞 を用ゐ なが 

ら、 次に 其の 過去の 「書きたり」 を用ゐ たの. であるか。 『書きたり』 と は 約翰傳 福音書の こと を 指し 

たもので あると 甲は說 き、 乙 は 往時の ま n 翰で あると 論す。 丙 は 曰く 「童 n く」 は 此の HE 翰の 全 體にー 曰 一 


り 、『幾き たり』 は 第二 章 十一 節まで を 指す。 丁 は 『書きたり』 は 第二 竒 中十 一節まで のこと、 『籰 く』 

はお、 の 以下の 文字で あると 解す。 戍 は- 『書く』，. を 以て 著者 自身の 見地より M たる 書き^り、 『書た き 

り』 は讀 者の 兑 地よりの 宵." つきで、 所謂 書 翰 文 様の 不定 過去 動 M  (ggf? 二、 の. ！！ぉ 一一 一 113) であ 

らうと 爭ふ。 更に 已は辯 じて 曰く、 斯く 繰り返せる は 北： の 意味 を 高調す るに 過ぎす。 、は 著者 第 

十：，： 節の 終に 至り 暫く 筆 を 休めた が、 復た 書き 始めた とき 或る 意味 を 加へ て 前 首 を 繰り返す に 及 

び、 「ま きたり」 と 首った ので あると 說明 せんと 試みる。 斯の 如く 諸、 ぬ 紛々、 何れ 菖疝 とひき ぞゎづ 

らふの 嘆 を 免れぬ。 然 かし 甲と 街との 解釋が 最も 有力ら しく ゆる。 勝 は 是ら附 者の 11 に 分た る i 

であらう。 或 ひ は 書翰に 有り勝ちなる 文章の 誤り かも 知れぬ。 或 ひ は 原の 文と、 書き改め たのと を 

其の ま し！ a きたる ものなる や も 測られす。 何れにしても 大體の 意味に は 何等の 影響 ある を 見出 

さぬ。 解釋上 困難 は 免れぬ が 穏健なる 態度で あらう と 思 ふ。 其 所で 全文の 大意 は 概ね 次の 如く ft: せ 

らる。 曰く、 

然て余 はい ま 重大なる こと を汝ら に勸吿 せんとす る ものであるが、 此は ゆめ 汝らを 以て 信仰 無き 

もの， おく は 信仰 上 誠 資を缺 きたる ものと 見做せる にあら す、 寧ろ 汝らが 信仰 上 素 |1„^ 顿 もしき もの 

あるが 爲 である。 汝らは 基督 者と して、 旣に 主耶穌 基督の 名のた めに 罪を赦 され、 自身ら が 祌の子 

とおられた HJ を 意識し、 祌は實 に 父で あると 云 ふと を會 得して 居る。 中に も 年齢 多く、 從 つて 信仰 

上の 終お" 稍 熟した る 人々 に 至りて は、 元始よりの もの、 即ち 基督の 人格、 及び 彼と 父との 關 係な 
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わか 

ど、 其の 他の 秘義を 悟り、 せ、 の 眞意を 味 ふて 居る。 年齢 尙ほ少 き 信仰 上の 新參者 も、 常に 祌の言 を 

服膺して、 向上の 志 益々 壯烈、 氣カ 精悍に して 能く 悪魔 を服征 する こと を 得、 頻りに 勝に 乘す るの 

概が ある。 汝ら 此の 如く 健氣 なる 信仰 を 有って 居る から、 余 は敢て 次の 首 を 寄せん と 欲す。 今や 精 

祌界內 憂 外患 交々 起り、 一 方に は 世俗的なる 勢力の 跌屋 する が あり ^0^^^ 他の 方面に は 信仰の 

異端 を 攻め、 左 道 を 主張して 基督の 福音 を提亂 せんと 企つ る もの も ある (^^) 余 は先づ 世俗的 誘惑 

に對 して 諸君の 警備 厳かな らんこと を 求めざる を 得ぬ。 汝ら 心して 世 を も 世に 於け る もの を も 愛す 

る こと 勿れ。 苟 くも 神の愛に 感激して、 之に 報いん と 欲する の 誠意 ある もの は、 世 を 愛する の 心に 

支配 せらるべき 害がない。 彼と 此とは 相容れ ざる 傾向で ある。 決して 志を貳 つに する こと は出來 

ぬ。 二人の、 王に 事 ふべき でない。 所謂 世に 於け る ものと は 何で あるか。 酒色 淫樂 など 肉の 慾 あり、 

燦爛たる 光輝と 美 觀 とに 眼 を 奪 はるる 愁も ある。 或は 富贵ゃ 勢威に 盤踞して 虛 榮に馒 じ、 上に 神 無 

く 傍に 人 無き が 如き 態度 を爲す もの も ある。 是らは 皆な 天に 在る 父を崇 むる の 心 を 動機と して、 人 

類の 本領と 其の 眞 面目と を發 揮した もので ない。 人道の 秩序 を紊 りて 靈 的の 方面 を 閑却し、 無視 

し、 物界 に沈淪 して 忌み 憚る 所 を 知らす、 恣に祌 の 子た るの 理想 を 蹂躪す るので ある。 基督 者の 決 

して 與 すべから ざる 狀 態と 謂 はねば ならぬ。 然か のみなら す、 驕 る もの は 久しき を 得ぬ。 世 及び 其 

の 慾 は 無常迅速、 ^前旣 に 過ぎ去りつ & あるので はない か。 失望 必す來 る。 長く 安んじて 居る HJ は 

出來 ぬ。 天に 從ふ もの は榮 え、 之に 背く もの は 亡ぶ。 祌の旨 を 行 ふ もの こそ 永遠に 至る まで 住する 


ので ある。 吾人 は 此の 外に 平和の 道 を 求むべき でない。 

基督 者 道？ 3 の 根底 は 其の 信仰で ある。 其の 品性 は 其の 宗教の 結果で ある。 唯 だ 基督 を 愛して 之に 

信顿す る のみでな く、 基督に つきて 懷 抱し て 居る 所 の 3^ 解 も 亦 其 の 品性 の 發達 に 重大な る 影響 を 及 

ぼ さ る を 得ぬ。 故に 基督 者 は 信仰生活 上 如何なる 實験を 有して 居る か。 彼ら は ナザレの 耶穌を 如 

何に 解釋 し、 其の 事業 を 如何に 信じて 居る か。 又 之に 由って 如何なる を體 得して 居る か。 是れ信 

仰 生活の 大問题 である。 『小 子ら よ、 汝ら 父を識 りたる が 故に 我 汝らに 書きたり』。 基督 敎は 救の 

宗敎 である。 病 無き もの は醫を 要せぬ。 罪 を 認めざる 所に 救 は 感謝され ない。 基督 敎は人 をして 罪 

悪 を 痛切に 感ぜし む。 此を 以て 罪を赦 さる & ことが だ 切迫せ る 要求と なる。 吾人 は 如何にして 罪 

を赦 さる X か。 彼が 名のた めに 赦 さる k ので ある。 彼が 名 は 耶穌の 名で、 即ち 其の 性格と 事業と を 

總稱 した 意味で ある。 彼 は 神と 人と に對 して 如何なる 關 係を帶 びて 居る か、 また 人類と 其の 救の た 

めに 如何なる 苦痛 を 忍び、 如何なる こと を 成就せられ たる か。 吾人 は耶 5g の 人格と その 業に. a りて 

罪を赦 さる、 ので ある。 『此の 書 を 記せる は、 汝ら をして 耶穌の 神の 子 基督なる こと を 信ぜし め、 之 

を 信じ、 其の 名に 因りて 生命 を 得させん が ためなり (§f 細 一一 一) 彼が 名のた めに』 と ある は 之 を 理由と 

し 若く は 原因と 爲 してと 云 ふに 同じ。 罪の 赦 さる \ は 唯 だ 基督の 救に 因る の 外 はない。 基督 者は耶 

穌の 救に よりて 天父に 歸 順し、 自ら 實に祌 の 子た る こと を自覺 する に 至る。 其の 喜び 一一 一一 n ひ 難く、 世 

の與へ 得ざる 平和、 胸の 間に 充ち 溢る。 斯くて 祌の 慈愛が 身に 泌 みて 感ぜられ、 其の 父た るの 御 姿 
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を 昨 かに 認め 得て、 JT 小 子ら よ、 汝ら父 を識れ り』 と 云 ふ 實驗が 日々 新たで ある。 罪を赦 さる、 も、 

父 を識る も、 皆實驗 とともに 累進して 愈よ 其の 佳境に 入る。 凡て 實 際に 之 を 味 ふた 結 raj- である。 信 

仰の 趣味 此に 至り、 始めて ともに 福 昔 的の 道 德を談 じ、 基督 者た るの 大節を 持して、 世の 勢力と 健 

鬪 するとと が出來 るので ある。 罪を赦 さる X て ふこと を 閣 却し、 恩寵の 背景 を 撒 回して、 徒らに 父 

を. 識れ りと 呼ば はる は、 虛器を 擁する の 過失た る を 免れす。 其の 宗敎 全く 無勢 力た るに 終ら すん ば 

幸で ある。 汝ら小 子、 此の ニ點を 併せて 之 を 全うせざる 可ら すと は、 即ち 著者の 主張で ある。 

•『iil らょ、 汝ら惡 者に 勝ちた るが 故に、 我 汝らに 書く』。 『壯 者ら よ、 汝ら强 く、 且つ 祌の言 汝ら 

のうちに 住して、 惡 者に 勝ちた るが 故に、 我 汝らに 書きたり』。 旣に 罪を赦 された る 5 を 喜び、 天の 

. 父に 順せ りて ふ 愛の 自覺 を懷 くに 至れる 基督 者 は、 初陣の 鋒 鋭く、 努力 健闘して 罪悪と 戰 はねば 

ならぬ。 不仉戴 天の 仇敵 並び 立つ ことが 出来ぬ。 敵 は 悪者 即ち 人格 的の 性質 を帶 びて 居る。 執念く 

. も 我 をつ け 狙って、 祌出 鬼沒、 少しも 油斷が 出来ぬ。 世に は 人格 的の 悪魔なる もの あり や 否や、 此 

所に は 之 を 論ぜぬ が、 道德 上の 敵懷心 昂進した 場合に は、 悪の 勢力 を 宛ら 人格と 見て、 憎むべき 敵 

御參 なれと 言 はぬ ばかりの 態度に 出づ るが、 道念の 活動す る 自然の 狀態 である。 靈 魂の 意氣 及び 其 

の 姿！^.^ つ レ此に 出で ざる を 得ぬ。 罪 惡に對 する 基督 者の 武者 振 は、 斯の 如く 眞 面目で、 敵懷 心も充 

ち、 縦横 突擊 し^かに 爲て やらねば ならぬ。 殊に 新たに 信仰生活に 入りた る もの X 心 懸けに は 斯くぁ 

るべき， 害 だ。 靈界の 新 參者は 老兵 氣 取りの 態度 を 装って はならぬ。 敵に 接する の 任務 極めて 多く、 


血戰の 經驗に 富む がせ、 の 本色で ある。 せ： ハ の宗敎 t= 識は^ 上の 签 論に. H りて 得た もので ない。 畑 水 紅 

は 役に立たぬ。 祌の愛 を 知る も、 基督の 偕に ある を感 する も 實戰の 間で ある。 其の 信仰 は戰 場に 於 

て練麼 せられる。 『沘^ らょ、 汝ら悪 者に 勝ちた るが 故に』。 『勝つ』 の 動詞 は 勝利 を持績 し、 少しも 弛 

み 無き 態度 を 崩さぬ と 云 ふ 意味 を 含んで 居る。 勝って の 緒 を 締めた ので ある。 戰 勝の 意 氣壯ん な 

る 年少の 基赞； ^は、 祌の言 を 其の 胸に 蓄 へて、 常に 修養 を 積み、 渾身の 力が 振 ふ。 『われ 汝に むかひ 

て 罪 を 犯す まじき 爲に、 汝の言 を わが 心のう ちに 藏 へたり』 (If  二) 祌に. S り. て 生れた る もの は自 

ら 守る。 俊の 悪者 之に 觸 る- -さを せざる なり (iffi*^) 精祌 界の戰 ひに 由り て 得た る 銀鍊と 智諡こ 

かく 

そ 尊 けれ。 『耳 ある 者 は： す 1 の 諸 敎會に 云 ふ 所を聽 くべ し。 勝 を 得る ものに は 我れ 藏レ ある マナ を與 

へ ん。 また 白き 石の 上に 新しき 名 を 記し て 之に 與へ ん。 之を受 くる ものの 外に 此の 名 を 知る もの 

なし』 3f 一)。 

. 信 仰 生活の 修養 稍 や 熟した る 信仰の 先輩が、 與 へらる、 ところの 隱れ たる マナ は 何で ある 力 『父 

らょ、 汝ら 元始よりの もの を識 りたる が 故に、 我 汝らに 書く』。 元始よりの もの は 即ち 約 翰傳第 一 章 一 

以下 十四に 見えた る 基督 を 云 ふ。 元始に 在り、 祌 とともに 在り、 自ら また 祌 なりと 云 ふ-百に より、 

萬 物 は 造られ、 又 成立す。 彼 は 生命な り、 光な り。 彼 は 遂に 肉體 となりて 我らの に 寄れり。 大ぃ 

なる かな 敬虔の 秘義。 吾人 は單に ナザレの 耶穌を 尊み、 其 在世中の 言行 を 重んじ、 其の 在りし 昔の 

愛と 同：^ と を 低ぶ のみなら す、 活ける 基督に 接觸 せねば ならぬ。 スゥ ヰトの 近著 『昇天せ る 基督』 
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に、 耶穌 生前の 傳記と 其の 死後の 傳 記と を區別 せる 一節が ある。 吾人 は 基督 死後の 傳 記に 注意せ ね 

ばなら ぬ。 其の 復活 昇天の 意義 を 忘れ、 其の 含蓄 を 味 ふの 心無き は、 信仰生活の 大 いなる 損失で あ 

る。 使徒 行傳は 基督の 外 傅で ある。 書翰のう ちに 其の 傳記を 遣せ る 基督 は、 共觀 福音書の 耶穌 とと 

もに、 基督 者の 精神 を倾注 して、 其の 温容と 限り無き 慈愛 とに 接觸 せねば ならぬ ものである。 『我ら 

肉體に 依りて 基督 を識 りし かど、 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ Jsff1)。 基督 を識 るに も 次 

第が ある。 ュ -1 テリアンの 如く 識る もの も ある。 バウ n ゃルゥ テルの 如く 之 を識る もの も ある 。『我 

まさ 

れ わが 主 基督 耶穌を 識るを 以て 最も 益れ る こと \す るが 故に、 凡ての もの を 損と なす。 我 かれのた 

めに 旣に此 等の 凡ての もの を 損せし かど 之 を 舞 土の 如く 思へ.^。 是れ 基督 を 獲、 且つ 信仰に 基き て 

神より 出る 義、 即ち 律法に 因れる 己が 義に 非す、 基督 を 信す るに 由れ ると ころの 義を 有ち て 基督の 

firs- さま した； 5  ぁプか 

うちに 居り、 また 彼と 其の 復活の 能力 を 知り、 其の 死の 狀に循 ひて 彼れ の 苦に 與り、 鬼に も 角に も 

にたる 者の 復活る こと を 得ん がた めな ひ』 (f^f 一一)。 約 翰の 所謂 基督 敎の 先輩 は、 年齢 を 以て 

敎會の 父老た るの みならす、 斯く 如く 神秘的に 信仰的に 基督 を實驗 し、 神人と 成りたり と 云 ふ 驚く 

べき眞 现 をも識 り、 常に 我らと もに 在りて、 今 も尙ほ 王たり、 祭司た ひ、 豫首 者た る 彼と 其の 復活 

の 力と を 得心した ものである。 今日の 基督 者 も 之 を 以て 其の 進歩の 標準と し、 之に 向って 自ら を修 

養せ ねばならぬ。 

著者が 之 を總稱 して 「小 子ら」 と 呼び、 更に 類別して 『父ら』 『壯 者ら』 と稱 へたる 基督 は、 以上 解 


Jl^ したる が 如き 许、 格 を へ、 其の 露 的 素養 を體 得せる ものである。 彼ら は 之に. a りて 世人と 異 りた 

たまし ひ 

ろ缀 魂の 大氣 に樓 し、 志 高く、 望 大いにして、 上よりの 動力に 導かれ、 其の 齊を 天に 精み、 基督 

を EI 標 として 進み、 祌の 子た るの 自. 3 を享 け、 其の 特權と 責任と を 意識して、 之 を 深く 其の 心に 感 

銘 せる ものである。 故に 曰く、 

『世 を も 世に 於け ろ もの を 愛する 勿れ。 世 を 愛する もの あらば、 神の愛 彼らのう ちに 在らざる な 

まな >| 

け。 世に 於け る 凡ての もの は、 肉の 然も、 眼の 愁も、 生活の 虛榮 も、 父よりに あらす、 世より なる 

を 以てな り。 世 及び 其の 慾 は 過ぎ去りつ \ あり。 され ど 祌の旨 を 行 ふ もの は、 永遠に 至る まで 住 

す』。 (此の W{ 元から す) 接な し) 
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著 者 

所， IS 約 翰 傅 即ち 第 四 福音書の 著者 は 何人で あるか。 昔 は 別に 甚だしい 議論 も 無かった ので ある 

が、 近代に 至りて は舉 者の 間に 討論の 焦點 となって 居る。 辯 論駁 議實に 熾烈 を 極め、 何時 つ べしと 

も 見えぬ。 少しの 疑點 なき 迄に 意見 を定 むる は、 今の 場合 不可能に 屬 すと 云 ふが 公平な 見地で あら 

ふと 思 はれる。 然し 何れ かと 云 は e 研究の 結 鬼 寧ろ 第 四 福音書の 著者 を 以て 使徒 約 翰な りと 斷 する 

方に 傾きたい 様な 心地 をせ しむる ので ある。 然か 見なす 可き 證據が 比較的 强ぃ樣 に 感ぜら る。 が 双 

方の 點を 揭げ、 之 を 比較して 其 是非 を 明かに せんと 試みる 如き は、 反って 本紙 讀 者の 利益で もなか 

らうと 思 はる、 故此 所に は 第 四 福音書の 著者 を 以て 耶穌の 愛せられし 弟子 約 翰と 推定すべき 理由 多 

多で、 讀者に 於ても 然か考 へて 少しも 差 支な かるべし と 云 ふ 程に 止めて 置きたい。 適當な 時期に 於 

て 第 四 福 昔 書 著者 の 問題に 就き 精密なる 研究 を 公に する 機 會の與 へられん こと は： ffi だ 望ましき 次第 


である。 

お 昔齊の 著者 は 使徒 約 翰で あると 假定 された ので あるが、 彼の 出身 經 "歷 及び 人物 は 如何で あ 

つた か。 共 父 をゼべ ダイ、 母をサ ロメと 云った、 サ ロメ は 耶穌の 母 マリアの 沛 妹であった らしい (f 

il^ltlsli) 父ゼべ ダイ はべ テサ イダの 漁師で、 多分 可な りの 资產 家であった らう。 數 名の 疆人を も 

さい し^おさ 

使役し、 窭サ ロメ は 其の 所有物 を 以て 耶穌に 貢ぎ、 其の 子 約 翰が 祭司 長と 相識る 問 柄であった こと 

など を踪ん n すると、 然か 推定 せらる、 ので ある。 約 翰 も 亦 父と 同じく 湖上の 漁 葉に 從 車して おた の 

である。 

一； 儿來 ガリ ラャ 人は自 .5 を 愛し、 快活 精 悼、 素朴 單純 にして、 剛健 かもの、 氣 風に 富んで 居た。 約 

翰 も ガリ ラャ 人た るに 負かす、 熱烈な 人で 雷の 子と^ 名せられ た 程で ある。 彼の 執-; 火の 如き 性質 

は、 履 福音書の 中に 現れて Ite る。 老境に 達しても 猛烈なる 氣象は 毫も 衰 へた やうに 見えぬ。 彼が パ 

ト 乇 ス の 配所で 著述した と 云 ふ 默示錄 第 六 章の 十に 『彼ら 大聲に 呼 はり 曰け る は聖に L て 誠なる 主 

よ 何時^ 地に 住む 者 共 を ま 判せ す、 且 これに 我らの 血の 報 をな し 給 はざる 乎』 と ある 如き、 お 頭 

翁 た る 約 翰が 如 何 云 ふ 氣象を 維持 して 居つ たかを 見る に 足る であらう。 共 書翰 を 見れ ば 著者が 基督 ： 

の 人格に 關 する 異端者 を 排斥す る こと の 如何に 猛烈 を 極め たかを 想像す るに 足る ので ある。 曰く 

『人 もし 此の 敎を 有すして 汝 らに來 らば 之 を 家， に容る ことな. かれ 彼に 安 かれと 言 ふ 勿れ』 

と。 ， お 一 書 第 四 章 一 以下の 記事に も 同じ 氣風 躍如たる 如くに 思 はる。 又 如何に 功名心が 強かった と、 
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云 ふこと も 福音書に 於て 明白で ある。 

彼れ は 初め 洗 禮者約 翰の e: に 人った ので ある。 此の 事實に 依って 其 素志 を 知る ことが 出來 る。 其 

耶穌に 紹介 せられて、 E: 下 生と なった 時の 校樣は 約？ 章に 詳か である。 ii もな く 父ゼべ ダイと 

なりわい  とも 

北： 營業. M を 後に 置き、 一 切 を 抛ち 常に 基督に 從 つて 其 敎を 受け 苦樂を 偕に する こと k なった。 彼 は 

使徒 中の 年少者であって、 殊に 耶穌の 愛 を 辱 ふした。 彼と 耶穌 との 關係は 甚だ 親密で (^^ 、の 、一 g 

1? 一) 耶穌 最終の 週 問に 於て は 法廷に も 刑場に も隨 行した ので ある。 遂に 共の 母 マリア を 托せられ 

た。 ェ ルサ レム の 敎會の 創立 せらる、 や、 彼 はべ テ 。 に 次ぐ の 地位 を 占め 敎會の 柱石で あつたと は 後 

年。 ハウ 口 の 認めた 如くで ある 3lg 書) マ リア の 死す る 迄 は エルサレム に 止まりし か、 將た之 を エペ ソ 

に携へ 行きし か 定かで たい。 鬼に 角 彼が 長い間 H ルサ レム に 居住した こと は 之 をして 其 地の 现 など 

に 精通せ しめたの である。 义 エルサレムから エペ ソに轉 任した こと も 確かな 事實 である。 然し パゥ 

口が H ぺソ の敎會 に^れ を吿 げた 時には、 未だ 其 所に 住んで 居らなかった と 見 ゆる (§1 一一) 彼が ェ ベ 

に 行きた る は 其の後の ことで あらう。 默示錄 の 記事に 據っ て ヨハネ は - ベ ソ から 亞細亞 の 諸 敎會を 

監督して 居ったら しい。 遂に 迫害の 起り し 時、 彼 は パト モスに 放 たれた が、 赦に會 ひて 再び H ぺソ 

に りて 尙 其の 活動 を襤續 したと r 几 ゆる。 世 を 去った の は 多分 紀元 ki 年頃の ことな らんと 推測せ 

らス。 

使徒 約 翰 は 愛 濃 かに、 極めて 熱 切であった。 其 主張 は 甚だ 堅固で 眞、 现に適 はすと 兑れ f 何 所 迄 


も- \ 一 を 攻^して 止ます、 何 ie^ にも 燥 烈で苟 くも 妥協す る こと を容 さぬ。 〈2? に 心 を 永遠の 事物に 築 中 

し、 何事に よらす^ 祌を 基點 として 永遠の 兑 地から 之れ を判斷 した。 『此の世と 其の 慾と は 逝ぐ る も 

のにて 祌の旨 を 行 ふ 者 は 永遠く^る なり』 と あるが、 總て共 出所進退の！^ 準であった。 吾人 は其祌 

秘 的の 人であった こと を 記憶すべき である。 寶に 使徒 約 翰 は 耶穌の 人格 を 描 is し、 北 ハ精祌 を 傅へ、 

共の 道 を 抉 す るの 器と し て 最も 適當 なる 境遇に 置かれ、 敎育を 受け、 經 驗を蓄 枝した 人 であった。 

徒 約 翰の 逸事と 稱 する もの 傳 說に殘 つて 、りぬ ではな いが、 確赏な ものと も 思 はれず、 乂其 人物 を. W る 材料 

として 寄の 記事 以上^ ハ鈾 及 び惯 彼 あ リ とも 畳えず。 之な くも 辈- 書 だ け で 約 翰 を 知 る ことが 出來 るので ある。 

故に 之れ を 略す。 

著述の 場所 

第 四！ 1 音赛は エペ ソに 於て 著述せられ たらしい。 エルサレム は 旣に陷 落した。 生前に 再臨 せらる 

ベく 期待 せられた Irt 督も 彼らの 豫想 せし 如き 形式に 於て は 来られす なりぬ。 基督の 人格な どに 關す 

る 異端 は勃與 した。 H ぺソ は柬西 思想の 落ち合 ふところ、 希臘 思想と 言 はす、 小 亞細亞 H ヂプト 5^ 

りの 舉說と 言 はす、 亞- 刺比亞 印度から も 種々 な 宗敎. や 敎說が 入り込んで 来た。 北ハ^！！でヱぺソの長老 

たち は 約 翰に 基督に 關 する 著述 をな さん 事 を 請 ひ 求めた ので あらう。 時勢と 境遇 斯 くの 如くで あ 

り 、 其 問に ffi: 人して 刺激 を受 くる HJ も 頗る 多く あ つたの であるから 後の 約 翰が 前 の 約 翰に 似合 は し 

からざる 著述 をな したの も 無理で はない。 彼の 如き 人物 は 時代相 應に、 正しき 意味に 於て 變通 自在 
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である 可き 害で ある。 

著述の 時代 

第 四 福音書が 老後の 著述で ある こと は 容易に 想像 せらるべき ことで ある。 Qss^ssl) 又 エペ 

ソに 移住せ しのち のこと である は 無論で ある。 然して ェ ぺ ソに 移住した の はパゥ a の 去りし 後で あ 

つたに 相違ない。 パゥ 口の エペ ソを 去りし は 紀元 第 七十 年頃の ことで ある。 第 四 福音書が 其の後の 

著述で ある こと は 論す るを俟 たぬ。 擧者 はかれ これ 種々 の 探究 をな したる 上、 本書の 著述 は 紀元 第 

八十 年より 第 九十 五 年の 問なる べしと 推定す る ものが 多い。 第 四 福音書の 著者 は 約 翰で ない と 主張 

する 人々 の說に 據れば 紀元 第 百 十 年より 百 六十 五 年の 閱 となる が 通例で ある。 然し 公平なる 見解 は 

紀元 年 以前の ものと する に 一 致す、 此の 說が 穩當 なる 可し と 思 はる。 

著述の 目的 

第 四 福音書 は 基督の 傳記を ものすべく 書かれた のでない。 耶穌ー 生の 物 Is^ りと して は餘 りに 斷片 

的で ある。 歷史ゃ 傳記を 著述す る考 へで は 無く、 福音 を傳 ふる 目的 を 以て 著述せられ たので ある。 

而 して 約 翰 傳は傳 記と して は 不完全で あるが、 福音と して は 完全で ある。 之 を精讀 する もの をして 

耶穌の 人格に 觸れ、 其 靈活の 生命に 接し、 其 道を會 得する こと を 得せし む。 『此の 書を錄 せる は 汝ら. 


をして 耶穌の 神の 子甚督 なる こと を 信ぜ しめ、 1\ 一 を 信じ 其 名 に 因りて 生命 を 得さ せんが ためなり』 

(§ffl 一)、 第 四 福 昔 書の ^=述 の E 的 は 此の I 節で 盡 きて 居る。 約 翰の 默示錄 は 政治 を說 き、 其 書翰 は 

道 德を談 じ、 其 福音書 は祌 擧を講 すと 云った 拳 者が ある。 實に然 り。 本書の 目的 は^ 督に關 する 敎 

說を 明らかにする にあり。 何人も 之 を？ m まば 共の 设も 精神的なる 著述に して、 设 もよ く耶穌 の內的 

生命 を 表 はし、 片ー11ー1:^^„:叫之を苟もせす、 最も 秩序 正しく 系統的に 書き 列ね て、 耶穌 其の 人に 觸れ、 

踏督 の 人格 を 仰ぎ 兑る の 思 ひ をな さしむ る を感す るで あら ふ。 自ら 我 主よ 我祌 よと 絶叫して 其 の 前 

に 拜 伏す る を 禁じ 難く 覺 えしむ るので ある。 

序 一一 一 曰  . 

第一章 一節よ， 9 十八 節に 至る 

玆は第 福音書の 序言で あると 同時に 總 まくりで ある。 其 主人公た る 人格が 神と 人と に對 して 如 

何なる 關 係を冇 する か、 叉 人 は 彼れ に對 して 如何なる 態度 を 示した か.， 其 大要 を 豫め說 いたので あ 

る。 本書の 縮圖 とも 見られる。 著者が ガリ ラャ、 H ルサ レム 等に 於て 見聞した る ことども を 精 察 熟 

思 玩味した 結 ra^ を 長年 月に 一旦れ る 自己の 經驗に 照して 綜合せ るが 卽ち 此れで ある、 之 を 一 一段に 分つ。 

せんざい  ぁヴか 

第一 一より 五に 至る 基督の 先在と 其の 神た る こと を說 き、 其の 萬 物の 創造に 與れる こと を 叙す 
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はじめ >JAS  とも  it 

1 太初に 道 あり。 道 は 神と^ にあり。 道 は卽ち 神な り。 2 この 道 は 太初に 神と に^ 4^ りき。 3 寓物 これに 由て 

造らる。 造られた る 者に 一 として 之に 由ら で 造られし はなし。 4 之に 生 あり。 此の 生 は 人の 光な り。 5 光 は 暗 

に 照り き は 之 を曉ら ざり き。 

1 太初に、 天地の 未だ 成立せ ざり しとき を 指す。 時間 を 超越し 總 ベての 歷史に 先ち てと 云ふ義 

しんしゃ 

にて、 著者の 親炙せ る ナザレの 耶穌 其の 人が、 實に萬 物に 先ち て、 實在 せる ものな りと 云 ふ 驚く ベ 

きこと を 喝破した ので ある。 

言、 は 思想の 表現た る 一 百 語の 義で、 耶穌神 を 現す のみなら す、 遂に は 神で あると 云 ふ 意味にまで 

進める ことが 出来る。 案す るに 舊約 聖書の 思想 を 承け ユダヤの 經傳 (タル ムドは 猶太 人が 舊約 聖書 

を意譯 したる ものな り。 北ハの 註疏の 類で 恰 かも 我が 古事記 傳に 於け る 如き ものである や)。 典 外 書 等 

に 散見せ る觀 念と も 連絡が あり、 後に 至りて は 希 醜 哲學の 影響 を 受けて プラト ゥ 等に 淵源せ る、 フ 

ィ ロウの ロゴス にも 出入した 一 穩の 信念、 若く は 敎說が 當時廣 く 世間に 行 はれて 識者の 之に 私淑す 

る 一!<f が 多かった ので ある。 之 を ロゴス 說と云 ふ。 之れ に 據れば 神と 世界との 中間に 立ちて 其 成立に 

參與 せる 一種 玄妙 不思議なる もの ありと 認められた。 屢々 人格化 せられて 居る が、 して 人格 的の 

そうじゅ 

ものである とも 判明せ ぬ。 頗る 暖眛 である。 支那に 於て は宋 ■ の 理氣の 說に稍 似て 居る。 萬 物は理 

i 氣 との 配合して 作 ffl せる 結 茶で あると 云 ふの が 支那 哲學 者の 考へ である。 希臘 人に は 之に 似た 說 

があった。 ユダヤ人の に は 時として 神の 首 若く は 知 慧が其 傍に 在りて 之と 相 並んで 實 在し、 其 命 


を 受け、 共 W をな すが 如くに も 観ぜられた" 然し 何れも 餘り 徹底した 意 2- ではなかった。 殊に フィ 

n ゥ やの E 心 想に 至て は、 明.： w に ロゴス を 人格 的の ものと 解釋 して 居らぬ 樣 である。 はと も あ L 神 

と. cn 然界 との 11， 及び 祌と 人との 問に 聯驟を a 出さねば ならぬ。 如何にして 此の 必耍 を充 たすべき 

か は 常時の 人に 解決 を 迫った 問題で ある。 其處で U ゴス觀 が 諸方に 行 はれた ので ある。 バウ 口が 

とら 

『識ら ざる 神に』 と 彫刻せ る 祭壇 を捉 へて， 自己の 信仰 を 高調す る機會 となした 如く、 約 翰ま^ 時 

の 人の 唱 へて 居た 。ゴ ス^ を 川 ひて 福音の 大眞理 を 明かに すべき 手段に 供した の である。 宛 かも 

『世人 は 頻りに！： ゴス、 ロゴスと 云 ふて 居る が 何れも 正 鶴 を 失して 居る、 不具の 考 へのみ である、 

W  二と 

3 典 正の。 ゴス は恶督 である。 。ゴ ス說は 基督に 至り 始めて 堅固なる 基礎が、 出來其 意味 散 S せら 

れ， 北ハの 性質 明かに さる、 ので ある』 と 云った やうな ものである。 

, ,  はじめ 

あり はありたり、 若く はありき の 意味で ある。 太初に 其の 存在 をな すに 至った ので は 無い 旣に 

其の 時に 存在して 居た ので ある。 

祌と 偕に 偕に は 人格と 人格との 關係 及び 交通 を 意味す。 クリソ スト ム之を 解て 『神のう ちに 於 

てに あらす、 人格と 人格との 關 係に 於け るが 如く 神と 偕に 永 在せ しなり』 と 云った。 基督の 父なる 

神に 於け る は， 花の 太陽に 向 ふが 如く、 愛子 親の 懷に あるが 如くで ある。 兩 者の 關係 甚だ 親密に し 

て溫情 溢る 、ばかりで ある。 

道 は 即ち 神な り 旣に 神と 偕に ありき と あれば、 其？ i に 何等かの 區刖 ある こと 云 ふまで も ある ま 
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い。 然し 道 即ち 神で ある。 神より 以下の もので ない。 取り もな ほさす 神で ある。 此所は 基督の 神性 

を 高調せ る ものと 解 せらる。 

斯 くの 如く 解釋 して 兑 ると、 此の 一節の 大意 は If- ぎの 如くで ある。 曰く 基督 は實に P ゴス であ 

つて、 永遠に 存在して 居られた、 父と 區 別すべく、 然 かも 之れ と 等しき ものである。 ー體 にして 二 

者、 一 一 者に して 一 體 である 

2 この 道 は 太初に 神と 偕に 在りき 旣に 第一 節の 解釋に 於て 盡 きて 居る から 重ねて 之を說 明す 

る 必要がない 

斯 くの 如く 道 は 神と 偕に ありて、 且つ 取り も 直さす 神で あるが、 道と 萬 物との 關係は 如何。 

3 あき 之れ ^ レ りて 造，.^  5^ 造らる は 萬 物に 存在 を與 へたとの 意味で ある。 先づ 悉く 之に 由り 

て 造られた りと 云 ひ、 に 一 として 之に. H らで 造られし は 無しと 云った。 即ち 積極、 消極 兩 方面 か 

• ら反複 之 をカ說 したので ある。 

#^られた^s者 ゴ ォデ H の 解に よれば 眼前 存在して 居る ものと 云 ふ 意味で ある。 見る もの 聽 くも 

の 目の あたりに 有る もの 一 つも 殘ら すと 云 ふこと で、 總べ てが 神に 由り て 存在す る ものである こと 

を强く 首った ので ある 

更に 一 歩 を 進めて 此の 道と 生物界との 關係 如何と 考 ふるに、 

4 之！ i 生命 あり 道 は 活力 充滿 せる ものである。 生きと し 生ける もの^ 之より て 其 生命 を受 


け、 又 之に 依りて 其の 生命 を 全うする ことが 出來 る。 

た^ 生物が 基 と 根本的の 關係を 有する のみで 無い。 界の ものに 至る 迄 皆 道の 恩澤に 由り て始 

めて 成立す る こと を 得る ので ある。 1K 上天 下總て 近现を 知り、 正邪 を辨 へ、 翳覺を 有する もの ある 

は、 一 に ロゴスの 光 を 一 父く るが ためで ある。 命の 源 即ち 光明の 源で ある。 た^ 之に 山り て 善を辨 

へ、 義を 知る ことが 出來 る。 

んか^^ 『此の』 と 云 ふ 冠詞が ついて 居る。 即ち 唯一 の眞の 光と 云ふ義 である。 迷 ひなく 誤りな く 

汚點 なき 眞の光 は 基督の 外ない。 人と ある は 即ち 萬 民の 義で、 人と 云 ふ 人 は 悉く 此の 光明に 照 され 

ざれば 道 を 明かに し 之に 逹 する こと を 得ぬ ので ある。 ュ ダャ人 も 異邦人も^ 然り。 

『これ 異邦人 を 照さん 光な り、 また 汝の民 イスラ H ル の光榮 なり』 (fgfv 一) 基督 は遍く 照せ る、 又 

遍く 照し つ \ ある 光で ある。 

天地の 本源に 光明が 斯 くの 如く 赫 突たり。 然れ ども 世 は 暗 黑に充 ちて 居る。 案外の 事 實と云 は ざ 

る を 得ぬ。  ， 

5  に gv^  、一 i は 之 を らざ りき 第 四 節 を讀み 五節に 至れば、 急轉 直下 其變 化の 急なる に 

驚かざる を 得ぬ。 然し 暗黑の 世界 を 裏みつつ ある は事實 である。 基督 敎は 罪悪が 人 を 束縛し、 墮迫 

し、 擁蔽 しつ、 ある を認 むる ので ある。 徒らに 『好し 好し』 と 云 ふこと を 憚る。 物凄き 事實を 確か 

と 認めて、 正しく 之 を 解決 せんと 欲する ものである。 
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兹に 照る と ある は 基督 降 世 以前の ことで あ. るか 將た 其の後 を 指す か、 兩者を 兼ねた 意味と なすが 

適當 であらう。 古より 今日に 至る まで 光 は 迷 ひ 行く 人類 を 照して 止まぬ。 常に 之 を 導きつ、 ある。 

曉ら ざり き 見れ ども 見えす、 聽 けど も聽 えす， 眼病 者の 光 を容る \HJ 能 はざる が 如くで ある。 

やろ 

梟の 靑 天 白日に 於け ると 異ならぬ。 光と 全く 沒交涉 で， 少しも 其の 徹底す る こと を 許る さ る狀態 

である。 人類の 罪 惡に陷 りたる 有様 を 僅々 一句に て描寫 したので ある。 千 言 萬 語に も 優りて 深刻 を 

極めた 宣告で ある。 

ひ でリ  ま  ようへい 

斯 くの 如き 事情で あるから、 救世 者の 必要 は 早魃に 雨を俟 つよりも 甚だし。 光が 晴黑 に擁蔽 せら 

れ たるま、 で 推移せば、 世界 は 如何に 成り I？ であらう か。 生命の 源に 遠ざかり、 光明 を 忌避して 

悼る こと を 知らぬ。 死と 滅亡と を俟っ 外ない ので ある。 

此等 五節の 大意 は 以上の 如くで あるが、 之れ に. a りて 次の 諸 項を學 ぶこと が出來 る。 

一 世界 は ではない して 無言な もので ない。 活ける 一一 目が 之に 充 ちて 居る。 天地 は 限りなく 

深き 思想の 發現 である。 萬 物の 根底に 實在 せる 言 は理義 明かなる 思想の 表現で あるの みならす、 限 

し si  ま 

りなき 慈愛 を 以て 溢れて 居る。 至 愛の 言で ある。 故に 祈禱も 出来る。 訴 へて 答 を俟っ こと も出來 

る。 人類 は 此の 活ける 言に 傾聽 する ことが 出來 るので ある 

一一 使徒 約 翰の 基督 は 神で ある 基l^敎は始めから神なる基督を信，^るょ.5^起った宗敎でぁるo 

基督 は 神の 顯現 のみで は 無い、 ； t である。 約翰傳 第一章 I 節の 如く 信す るに 至る が、 即ち ナザレの 


耶穌に 近づき、 其 人格に 觸れ 其の 精祌に 化せられ 共 救に 與 かり、 其 恩寵 を 味へ る もの i 精 思 熟慮の 

結 ra ^到達すべき 結論で ある。 基督 傅の 結論 は 神なる 基督で ある。 

三 基督が 萬 物の 生命、 世の 光で ぁリ、 物と して 之に 造られざる ものな く、 生きと し 生ける もの 

皆 其の 生命 を 之に 受け、 萬 物の 靈長を 以て 任ずる 人類の 理性 も、 德性 も、 宗教心 も 悉く 基督の 光に 

浴して 居る と 云 ふと は 實に歡 はしき 信仰で ある 基督と 無關 係に て 生す る 出來事 はない。 總 ベての 

事と 總 ての 物， 皆 基 の 現在と 其 威力と に關聯 して 居る。 『五の 雀 はニ錢 にて 售 るに 非ら す や、 然る 

に 祌は其 の 一 を も 忘れ 給 はす』 マウ リス 曰く 『斯 くの 如き 信仰 は 吾人 を携 へて 大 いなる 深さに 入 

り、 大な る 高 さに 上らし む...， 科舉の 硏究 も、 此 の 信仰に よりて 畏 るべ く嚴 かな る 性質 を帶ぶ る に 至 

る 可し" 決して 此れ を 弄ぶ こと を容 さ、. >- るな り。 叉 此の 信仰 は 科學の 研究に 於け る勇氣 と 希望と を 

V ノ.： しんて キー  まん" J ん 

鈹 吹す る ものな り。 而 してす ベ て 迷信 的に 漫然 科擧の 研究 を 恐怖す る 事 は 罪惡 とな るな り。』 

四 基督教 は 暗黑裡 に沈滯 せる 人 を 救 ふの 宗教で ある 然れ ども 第 四 福音書 著者 は 從來の 宗敎思 

ー丄 f  S リ 

想に 傾聽 し、 其 間に 存 する！ 道の 微光 を歡迎 し、 甚だ 不完全に して 多くの 誤 謹 之に 纏綿せ る を も 厭 

はす、 少く とも 形式の 上に 於て は從 前の 口 ゴ ス 說を繼 承して、 其の 希望 を 貫徹せ しめ、 古 へ の $? 宗 

敎 家の 夢想し 5t ざり し 高所 にまで 之 を 引き あげた の である。 『我 は 律法 を 滅亡す 爲 めに 來ら す、 成就 

する 爲 めに 来れり』 と あるが 如くで ある。 第 四 一幅 音 書 著者の 精 祌が總 ベて 基督 敎を傳 ふる 一力の 精神 

であらねば ならぬ。 而 して 日本 在来の 制度、 習慣、 氣風、 殊に 武士道の 如き ものが 意外に も 基督 敎 

約 翁 傳講解  五 ほ 五 


約. 翁傳講 解  五 5 ハ 

によ ひて 完成 せらる.^ を 見出す であらう。 阿 彌陀も 觀音も 基督に 依ら ざれば、 其 價 値と 倫理的 實カ 

に 於て、 第 四 福音書 以前に 於け るフィ ロウな どの 說に 優る こと を 得ぬ であらう。 

第二 六より 一八に 至る。 斯の 言の 開示せられ たる 形式と 世人の 之に 對 する 態度と を說 き、 基督教 

の 能力の 本源に 溯り、 基督の 神 を顯彰 せらる る 誠に 至リ盡 せる を 言 ふ。  „ 

S カリ  なさ 

6 さて 玆に 神の 遣 はし 給へ る ョ ハ ネと 云る もの あり 2- 其の 來 りし は 證の ためなり 。卽ち 光に つきて 證を 作ん た 

ひかり  ひか リ 

めに 来れり。 8 彼 は 光に 非ず 光に つきて 證を 作ん ために 来れり。 9 夫す ベての 人 を 照す 眞の光 は 世に 来れり。 

しら  -3 け 

S 彼 世に あり^ は 彼に 造られた るに 世 之を識 ず。 U 彼已 の^に 來 しに 其の K 之 を 接 ざり き。 S 彼 を 接け 其 名 を 

ちから  ちすじ  ， 

信ぜし 者に は 櫂 を 賜 ひて 之 を祌の 子と なせり。 S 斯る人 は 血脉に 由る にあらず、 情慾に 由る に 非す、 人の 意に 由 

るに 非ず、 唯 だ祌に 由り て 生れし なり。 夫れ 道肉體 となりて 我らの 間に 寄れり 我ら 其の 榮を 見る に楚に 父の 

ひと リご  め ひ； 6  なし  ，，  ， > 

生みた まへ る獨 子の 榮 にして 恩寵と 厲理 にて 充てり。 S ョ ハ ネ 之が 證を 作て 呼い ひける は 我先に、 我に 後れ 來 

らん 者 は 我より 優れる 者な り、 蓋 我より 先に 在りし 者 なれば 也と 云 ひし は此 人な り。 S 我^み な 彼に 充滿 たる 

其 中より 受けて 恩寵に 恩寵 を 加 へ らる。 S 律法 は モ ー セ によりて 傳 はり、 恩寵と 眞 理はィ H ス キリスト に 由て 

來れ り。 S 未だ 祌を 見し 人 あらず。 唯う み 給へ る獨 子すな はち 父の 懐に 在 者の み 之を彰 せり。 

基督 出で 道 を宣傳 せらる-^ や 洗 禮者ョ ハネ 之が 先驅を 勤めた。 鷄鳴曉 を 報す るの 趣が ある 

6 さて 削りて 可い。 

神の 神より である。 彼 は 神の 御前より 出で 来った。 其の 使命の 重大なる を 見る。 

遣した ま へ る 神の もとよ ひ 差遣せられ たので あるから 必定 一 筒の 豫言 者に 相違ない。 

もの あり 人出で たりで ある。 此の 豫言者 第一 節の 『言』 と 同等で は 無い。 人で ある" a つ 


_s) つれき 

『太初に！ w 在りたり』 で、 彼 は 1： より 永 在 者で ある。 此は 出で たりで、 出身 越感 みな 人間に 屬す。 

兩^^？同日の論では無ぃ。 

7  i§ の 出で たり は洗禮 者の 誕生 を 指す。 此 所の 来れり は、 其の 傅 道に 着手せ る こと 

を 謂った ので ある。 

8  ^^^^ 故ら に 洗 禮者は 光に 非す と說 いたの は、 彼が 勢力 も 强大、 非凡の 人物で、。 ハウ n の 

時 にも 她) 北 ハの流 を 汲める 輩 を 思 ひも 懸けざる 地方で 見出した 程で あるから、 之 を 基督と 思 ひ 

逮 へて はならぬ と 云 ふ 用心で あらう。 少く とも 著者の 股に は 此の 用心 を 必要と 感じた ほどに、 洗禮 

者の 人物 を 偉と して 居った ものと 察せられる。 

9 世界の 曉は斯 の 如く 報ぜられた。 萬 民 を らす眞 の 光 巳に 輝きつ.^ あった。 疾 くに 起き 出づ 

u むりた すな ま 

べき 時で ある。 然れ A ハ人 は陲酣 にして、 服を覺 まし 居らぬ。 道理に 背く こと 甚だしく、 實に 不可解 

千 萬と 謂 はざる を 5t: ぬ 次第な り。 第 九 節 以下 即ち 之 を 謂 ふ 。 

ややで か.^ 人お のく である。 各自 一人々々 此の 光に 照され て 居る。 然るに 其れに 心附 ぬ。 

靑 ；大白 曰 に 於け る 盲人の 多き は 嘆か はしき こと であ る。 

- *  %  しん  し WJO しんしゃう めい 

sgs- の 光 光の 本質 を眞に 具へ て、 正眞 正銘、 まことに 完全なる 光と 謂 ふに 足る。 此の 光 を 受け 

っ&、 尙ほ 迷夢 を 貪る と はさて/ \ 、淺念 な ことで ある。 

W 彼 世に 在り 故に 認め 得べき 害で ある。 

約 翰 it 講解  五 四 七 
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世 は 彼に 由り て 造られた るに 世 は 彼に 由り て 造られた りと 讀む。 故に 之 を歡迎 すべく 期待： t- 

られ たりと 讀む。 故に 之 を 歡迎す ベ く 期待 せら る が當然 であ る。 

世 之 を 識らす の 上に 而 して を揷 人す るが 可い。 基督 旣に 世に 在り。 彼 は 世 を 造れる もので あ 

る。 然るに 世人 之を認 むる に 至らぬ。 何等の 背理 ぞ。 其の 暴狀亦 甚だしから す や。 

n 其れ さへ あるに 基督 は 其の 領國に 来られた ので ある。 ユダヤ人 は 基督の 家族で ある。 其 宿緣 

が 深い。 主人の 家に 歸 るが 如く、 鳥の 塒を 求む るに 異ら ぬ。 然る を担絕 して 容れ ぬと は 背 倫 も ：！：^ 

し、 其の 罪 極度に 達した と 謂 はねば ならぬ。 

^ 不信仰の 罪斯の 如く  だしと いへ ども、 一方に は 之 を 歡び迎 へて！ II！？ 仰した もの も ある。 其の 

祝福 また 極り な い 。 彼ら は 神の 子 類と なり 得 ベ き 權利を 賜 つたので ある。 

9  9  9  ひん  みすが 

其の 名 名 は 實の賓 である。 基督の 聖德 威力 及び 受業 を總べ 括りた る 容光を 謂 ふ。 之 を 尊び、 

之 を 慕 ひ、 之に 依り、 之に 從ひ、 之に 事へ て、 其の 心 を 以て 己が 心と 巧す もの、 此れ 基督の 名 を 信 

やる ものである。 斯の 如き もの は 

神の 子 となる ことが 出来ろ。 聖書 は 子と 謂 ふに 兩 つの 語 を 川 ゆ。 一 つ は 法 俥 上の 立 S:f より 

たる 意味で ある。 他の 一 つ は 生 を 叙に 受けて 相愛す るの 情 濃 かなる を 指す。 後者 は 唯 血肉の.！ 係の 

レ たし » 

みならす、 神 交默契 一心 同 體の親 深き 間柄に 用ゐら る。 而 うして 此所は 後者 を 意味す。 基督 を 信す 

る 者が；^ と 親しむ こと を 得、 父と なり子と なりたる 關係 極めて 美しく 樂 しく、 歡 喜と 祝！ ほ 

と ，：! えち 


9  9  9  9  ちから 

横 を 賜 ふ 桃は權 和で ある。 罪の ために 神と 疎隔し、 何ら かの 順序 を 踏ま ざれば 理義に 於て 之 

に歸 する こと も 得 ざ K" 人が、 某. 督を 信す るに. 5 り、 祌と 自己との 間に 横 はれる 墙壁 を撤 し、 敢て 

之に 近く ことが 出來、 進んで 祌の子 類た るの 實を擧 ぐる 様になる。 此れ 祌の 子と なる の權を 賜 はる 

ので ある。 

^ 断の 如き 精祌狀 態. .v ゆみ 出す こと は單に 人の 愁求ゃ 努力の 能くす ると ころで 無い。 祌の 靈活 

なる 作 川に よりて 新に 生れ 出で ねばならぬ。 

血脈に. t るに 非す . ^统 や！！；？ 傳の結 でない。 先人の 餘德 で祌の 子に は なられぬ。 情愁 に. E る 

に 非す， 寧ろ 肉の 意志で あろ。 即ち 動物性に 起 困せ る 意志の 作用で、 本能 的 努力、 血氣に 任せて 裔 

鬪す る 方面の 事 を 謂 つたので ある。 

人の 意に. H るに 非. f 人の 精神的 方面 を 指す。 理 義を尙 び、 道念 を 就 吹して、 克己 修養、 孜々 

として^ ざるの 志 は 如何に ん なりと も、 之に 由り て 祌の子 類と なること は出來 ぬ。 肉より 生 KM 

もの は 肉の 外に 出る もので は 無い。 それ は 何れの 方面より しても、 人力の 企て 及ぶ ところで 無い。 

唯 だ 神に 由り て 生れし な.^ 神の 力 之に 臨み、 其の 生命 を 接受し、 其の 靈に. H りて み 出さる 

； のみで ある。 

^ 甚叔 n 敎に斯 ばかりの 能力 ある は 道 肉體に 於て 世に 生れた からの 事で ある。 人 を 救 ふべき 活力 

約 41 傳講解  五 K 九 
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は 道肉體 となり て 現れた と 謂 ふ 事實ょ り來 る。 此れ が 基督 敎 の 生命で あ る。 

ュ じめ 

肉體 血 あり 肉 ある 人と 謂 ふこと である。 太初に 祌と、 もに あり、 また 神で あると ころの 言 は 

不思議に も 有形の 人間に 降り、 人と 同じ 狀 態とな りて、 生れ 成長り、 學 習し、 努力し、 誘惑 をも經 

驗し、 苦痛 を 忍び、 遂 ひに 死ぬ るまでに 至られた ので ある。 

我らの 間に 寄れり 神が 人と 居 を 同 ふし、 寢食を 共に せられた と 謂 ふ 事で ある。 寄れり と譯さ 

そのむ かし  あれ ふ  さすら ひ 

れ たる は 天幕 住居 を 意味す。 此は 往昔 イスラエル 民族の 曠野に 流浪し とき、 ャ アベ 祌の 天幕と 人民 

モれ 

の 其と が雜 居した と 云 ふ 故事に 冈 み、 神の 子肉體 となりて 降 生せられ たる も 之と 相似て 居ろ と 謂つ 

た 様な 事で あらう。 また 天幕 は 永久 的で ない。 人間の 世 も 到底 長き こと 能 はす。 朝の 紅 額 夕の 白骨 

ありさま  Sa} は 

となる。 然る を 祌の子 斯る狀 態の 下に 生活す る を 厭せられ ざり しと は、 まことに 驚くべき 出來 事で 

まさ  A?nv さま 

あ る。 }^^しく黃金の土に塗れた如くで、 凡俗の^ょり^-れば、某督の成容基だ揚らぬ狀態でぁった 

げ  ふさ わ 

が、 1!1^仰する者に取りては然らす、 之 を 凝視す る ほどに， 實 にも 神より 出し ひとり 子た るに 適應し 

ま 51 

き 榮光燦 として^き わたり、 恩寵と 眞實 之に 充ち滿 ち 全く 具足して 居る。 

=5i ハ&榮 魏 的の 光輝で ある。 後 彼の 山上 御容 光の 變られ しを拜 した こと もあった。 

見る 約 翰 第 一書 一の 一 の も 同様、 飽かす つ くぐ 視 るの 意味で ある。 見る から 歡喜 を覺 ゆる 

意味 も ある。 

ハガ の 生みた まへ る ひとり 子 前節の 子と 異なり。 他に 其の 類が 無い。 父の は 父より で 基督が 


使ん 叩 を 15? びて 父より 世に 遣され たと 謂 ふに 當る。 其の 生みた ま へ る ひとり 子の 父より 出で たるな り 

と fS? むべ し。 

恩寵 受 くる 方に 其れ だけの 情 做な きに も拘 はら. f 與 へらる、 恩惠を 意味す。 罪人に 對 すろ 祌 

の 好意で ある。 救の 恩寵 感泣せ ざる を ぬ。 

00 有の 儘 を 謂 ふ。 lef 物の K 相で ある。 基督 を 離 るれば 祌も人 も 其眞 相が 認められぬ。 兑當 

逮 ひのみが 多い。 其- -督は 一一 一一：： である。 光で ある。 能く 祌と 人と を顯彰 す。 a っ舊 約の 法雜の 如き は、 

も。 

徴に 過ぎぬ ものであるが、 此れ は H 物實に 其の 木體 である。 唯だ舊 約に 對 して 然るの みならす、 

宗敎 となろ と， 總て 人間の 考ゃ 工夫 は眞似 事の 様な のが 多い。 軍艦の 模型で 實戰は 出来ぬ。 其れに 

ば 3れ， もの を 要す。 ^^^^：の外には其の眞ものを見出さぬのでぁる。 

充てり 充ち 足りて、 他を俟 つの 必要 もな く、 宗教の 慾 求 基督に 於け る 恩 龍と 眞資と を 以て 盡 

く滿 足される。 

52 断の 如く 世に 現れた る 基督 は 洗 禮者ョ ハ ネ に 由り て 紹介 せられた。 

證を爲 して 現在 動詞で ある。 洗禮 者の 證 一一 一一 ti 今尙ほ 著者の 耳底に ある 様で ある。 當 時の 感激と 

印象と が 其れ ほどに 强烈 であった ので あらう。 彼が 老境に 達しても 之 を 忘れ 得ぬ ので ある。 故に 

僅々 二十 節のう ちに 三回まで も (i  、ま 8) 之に 言及し た。 

呼び 叫び 呼 はるで ある。 感 深く 情 切に して 大聲 疾呼せ ざる を 得ぬ。 

約 翰 博講解  五 五一 


約 翰 傳講解  五 五 二 

**«*«»*•>  はる  まさ 

我に 後れ 来らん もの 云々 洗禮者 妄りに 自ら を 誇張せ す、 耶穌の 適 かに 優れる ものなる を證明 

した。 然し 此の 點は 第一 一： 十 節に 至りて 更に 說き 出す 腹案で あるから 此 所に は く 略す。 

川 洗禮 者の 證 一一 一一 c のみで は 無い。 著者 を 首め、 他の 弟子 どもに 至る まで 親く 耶穌に 接して、 其の 

靈的慾 求を總 て滿 たされた ので ある。 野に 呼べる 人の 漀欺 かざり し を a る ベ し。 

充ち 足れる 其のう ち 第一 11 節の 恩寵と 萬赏 にて 充てり と あるに 應 す。 コ 0 サイ 書 (一 一の 九) 

に 『神の 充ち 足れる 德は 悉く 形體を 作して 某- 督に 住めり』 と ゆる を參考 せよ。 

恩 {舵 、に 恩寵 を 加 へ らる 恩寵に か へ て 恩寵で、 取り 換 へ 引き 換 へ、 日々 に 新た に彌 $? し 加 へ ら 

る、 と ふ義 である。 

n 此れ モ ー セ と耶稣 の相逮 すると ころで ある。 モ广セ は 神の 旨 を 承け て、 之 を 人民に 取次ぎ た 

るに 過ぎぬ。 挣 法はモ ー セに 由り て傳 はると ある 如くで ある。 モ ー セに. H りて はモ ー セを 以て 若く 

はl^i 1 セ をして と讀 む。 之に 反し 恩寵と 眞寅と は耶穌 基督より 來れ り。、 王 は 自ら 其の 源泉で ある。 は 

つ モ ー セは 律法 を 布き しのみ。 之に 恩寵と 眞實と を 求む ベから す。 此は バウ。 の $5 に 高調せ る處で 

あろ。 モ ー セ 祌を說 かざる に 非す、 其の 敎へ必 すし も 誤 謹に 非す。 然れ ども 不完全で ある。 某 楼 の 

祌 を顯彰 せられし に は 遠く 及ばぬ。 モ ー セ の 缺陷は 基督に 非 ざれば、 之 を 補 ふこと が 出来ぬ。 

^ 豈た^ モ ー セ のみな らん や。 何れの 世 如何なる 人で も 凡そ 祌の 恩寵と 眞實 とを認 むる は 前節 

に說 いた 如く、 耶穌 基督 を 經 由す ろ 外な きこと である。 直接に は 出来ぬ。 


す * へて 

兑し は&ー 接に 之れ を認 むる こと を 謂 ふ。 此れ 不可能で ある。 祌の 有りの ま、 を認 むる は 一 切 

督に. S る。 人， ？ 2； 獨のカ を 以てして は出來 ぬ。 

ふところに 在る もの お：： は祌と 極めて 親密で ある。 深く 其の 內的 生命に 通じて 居らる。 祌の恩 

鹿と 其の JMJWi と を 明か にす もの 基督 を 措きて 之 を 何れに 求む る こと を S!: べき。 

以上 解釋 せろ 所に 其... きて 左の ことども を Elf ぶこと を はるで あらう。 

一 宗敎 は歸ー を尙ぶ 然し 眞 正の 歸 一 は 辜の 眞相 を識刖 し、 同異 を 明かに し、 眞僞輕 重 を 確 

めた上の^！？しでぁる。 第 ^ 幅 昔 書の 著お 深く 此の 點に心 を w ゐて 居る。 彼は冼 禮 者ョ ハネの 光に 非 

ざろ こと を說 き、 モ ー セと H ゥ督 との 相逮を 高調し、 新なる 生命 は 人力の 及ぶべき 範圍 外に ある を 力 

說し、 i^i 番 に 依ら ざれば 祌 の 恩 籠も 其 の 有りの 儘の 容も 直接 に は 之 を 知り 難しと 斷 fn し た。 眞 の 

宗敎は 八方美人 を容 さぬ。 然々 否々、 斷々 乎た る 識別 を 要する ものである。 

二 如何に 不信仰 は 不條理 なる もので 有る よ 曰く、 光來れ り、 旣に 世に 在り、 加 之 世 は 之に 依り 

て f3 られ たり。 然れ ども 之 を 認識す るに 至らぬ。 曰く 基督の 來れる は 其の 本國 に來れ るな り。 其の 

鄕の 家に れる なり。 阈の 民、 家の人 之れ を 受け 容れ ぬ。 曰く、 宣 傳者ョ ハネの 如き 人 ありて、 

野に msj 隅 を 促が すの 聲 を 揚げた。 證明 者の 無い ので はない。 然れ ども 遂に 之 を ffi;- 絕す るに 終った。 

曰 く 、 基督 を昆な ば寳 に も 其 の 生み 給へ る獨り 子の 父より 出で しもの なること 疑 ふべき 害が 無い。 

然れ ども 人 之 を 信す るに 至らぬ。 不信仰 は大 いなる 無理で ある。 だしき 罪で ある。 
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三 證據 と實驗 洗禮者 ヨハネの 聲に應 じて 動く は 可い が、 更に 進んで 基督 を 飽かす 眺め、 其の 

うちに 充て る 恩寵 を 日に 新に * 又 日々 に 新に 味 ひ 知る ことが 大切で ある。 證 人の 言よりも 自己の 實 

験が 袋 も 確かで ある。 

四 人 は 神の 鄕土、 其の 靈魂は 神の 家で ある 第 四 福昔窨 著者が 第一 一節に 云った 國も民 も元來 

ユダヤ 民族の こと を 云った もので あらう が、 他の 事に 引き 當て 、も 其の 道 现はー つで ある。 此れ を 

推して 考 ふれば、 人 は 神の 鄕土、 共の 靈魂は 神の 家で あると 云 はねば ならぬ。 tr た賴 もしく、 悅ば 

しき 票で ある。 同時に 不信仰 は 最も 無殘 なる 出来事で ある。 情け無き 次第で ある。 不自然 極まる こ 

とでち ろ。 

人 は 生れな がらの 儘で は 神の 子に 成リ 得ぬ 罪 は 神と 入との 隔絡 である。 之が 爲に祌 の 子た るの 

體利を 喪失す るに 至る。 罪惡て ふ 問題 を 不問に 附し、 之れ に 就きて 當然の 結末 を も 着けす、 赦 罪の 

問題 を 無視し、 n§ 性の 革新 を も 闘ら す、 漫然 神の 子た らんと 擬 する こと は、 甚だ 道理な き 事で あ 

る。 基督 を 受け、 其の 名 を 信ぜ ざれば、 神の 子と はなり 得ぬ と 云 ふが、 第四福昔窖_^^者の敎訓でぁ 

る 0 

六 基督 は 宗教の 最高 權威 である 彼 は 祌の獨 り 子に して 恩寵と 眞實 にて 充 ちて 居らる。 祌の悽 

に 在ろ ものである。 萬 民 は 之に 依 つて 祌と其 の 有りの ま \ を認 むる ことが 出來 る。 


洗 禮者ョ ハネ の證言 

(第一章 I 火丄ニ 六) 

な 1 ，ト九 節より 第 十 一 一草まで は 本 tl の 眼目た る 主 耶穌の 傳道を 叙し、 之に 對 する 人心の 向せ を 

說き、 信 不信の 分岐せ ろ 顕末を 述べた ので あろ。 而 して 第二 章 十 一 節までに は 此の 傳 道の 懸り 口、 

其の 稱 とも n す ベ き 事 ども を 記載して あ る， 

S ユダヤ人 祭司と レビの 人 を ヱ.. サ レムより ヨハネの 所に 造し、 汝は誰 ぞと問 はしめ ける 時 マぶ リ』 せる こと 左の 如 

し。 g 皮諱す 所な く言顯 はして、 我 は 基督に 非ず と 明らかに 曰へ り。 又 問 ひける は然 らば 汝は 誰ぞ エリヤな 

るか： 否と so  乂汝は 彼 の豫言者 な 拿と 問 ひしに 然ら ずと S た リ。" 此に 於て 彼等 また 問 ひける は汝は 

誰なる か 我等 を 遣し 者に 我等が 答 を爲し 得る やう 我等に 告げよ、 汝 自ら 如何に 云 ふや。 S ヨハネ R ひける は 我 

よ， S ち 主の なを ぽ くせよ とおに 呼べる 人の * 樺な り。 豫言者 ィザャ の 言へ るが 如し。 お 北 (の S ぬされ たる 人々 はパ 

リ サイの， >  なリき C  S 彼ら また ヨハネに 問 ひて 曰 ひける は然 らば 汝は 基督に 非ず、 ユリ ャに 非ず、 彼の 豫言者 

にも 非ず して 可ぞ パプ テス マ を 施す や C  S ヨハネ 答 曰け る は 我 は 水 を 以て パプ テス マを授 く、 然れど 汝らカ 知 

ら ざる 所の もの 一人 汝らの 中に 立り。 S 我に 後れ 来りて 我に 優れる 者と は是 なり、 我 は 其の^の 紐 を 解く にも 

足らざる 者な リ。 S 此の 事 は ヨハネの バプ テス マ を 施し ヨルダンの 外なる ベタ-一 ャ にて 有りし 也。 

ユダヤの 國情は 現在の ま. - にて 推移す るを容 さぬ。 國を變 へ、 世を慨 する 者 ども 何事 力 起るべき 

を：^ りに 俟 つて 居る。 人心 は 漸く 色めき立ちて 居る。 ただで は濟 まぬ 時勢と なった。 折し も 洗禮者 

ヨハネ、 時 こそ 來 つれ、 神の 王闕 近き にあり、 悔 改めよ とて、 野に その 聲を 揚げた。 他の 福 昔 寄に 
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記戟 せる 如く 耶穌も ナザレより 出で て、 旣にョ ハネの 洗禮を 受けられ たので ある。 斯くて ョ ハネの 

名聲 天下に 聞え 渡り、 其の 勢力 都 を も 動かした。 エルサレムの 當路者 も 遂に 之 を 無頓着に 看過す こ 

もと 

と 能 はす， 然て こそ 祭司と レビの 人をョ ハネの に 遣 はした ので ある。 

^ ユダヤ人 此 は元來 ( 一 ) ュダ 族の 人民 を 指した ので あるが、 (二) ソロモン 王 世 を 去りし 後國 

が 分裂して 十 ま 族が 別に 阈を 建てた ので、 遣った ュダ 及べ 一一 ャ ミンの 國民 を總稱 して ユダヤ人と 謂 

つた。 (三) 其後パ レス チナの 人民 バビ 口 ンに囚 へ 行かれた とき、 本 國に歸 りて 阈 として 成立す るに 

至った もの は、 王と して ュ ダャ 王國の 人民であった から、 イス ラエ ル人 を總稱 して ュ ダャ 人と 謂 ふ 事 

となった。 (四) 基督敎の行はる、ゃュ ダャ系統の基#^^をュ ダャ人と呼んだ。(五) 耶穌を 基督と 認 

むる を ffi;- 絶し、 之に 反對 したる 者 ども を ユダヤ人と 總稱 した こと も ある。 ：§傳 に は 此の 第五の 意 

味で 使用され て 居る。 

祭司と レビの 人 彼 や-^ は 多分 パ リ サ ィ であった らう。 サ ド 力 ィは斯 る 事柄に 稍 無頓着で あ つた。 

レビ 人の こと は 稱代志 略 下 三 kq, の 三、 ネへ ミヤ 八の 七— 九 ゆ；；： に 見 ゆ。 彼等 は祌 殿に 奉仕して 其の 雜 

務を 司り 、 舊 約の 律 例 や；^ 3：： を 人民 に 說き 聞か しむ る を そ の 職掌と したの である。 

汝 汝 こそ 若く は抑汝 はと 謂った 様な 詞遣 ひで、 餘程カ を 籠め て 呼んだ 意味で ある。 彼等 はョ 

ハネが 件の メシャ であるか、 將 メシャ の來ら る- -に 深く 關聯 せる 人物で あるか、 或 ひ は猥に 世を駿 

がす もの に 非す やと 疑 ひ、 之 を 確 めんと 欲す る 目的で あ つた。 


^ 我 餘程强 き 言 ひ 方で、 我に 於て は 固より 基督で は 無い と 明ず したので ある。 使者 必す しも 

あからさま 

汝基 # なり やと 白地に 問うた ので は あるまい が、 彼等が 意中 の 問題が 其 所 にある から 斯 く J ひ へ た の 

であらう。 

n  t# みかけて 然 らば エリヤな るかと 問うた エリヤの こと は マラキ 四の 五に 『視ょ エホバの 大な 

る畏 るべき 日の 來る 前に 我れ 豫 曾 者 エリヤ を汝 等に 遣 はさん』 云々 と はえて、 ユダヤ人 は H 、の 出说 

を 期待して 居た。 馬太傳 一七の 一 〇、 一 一の 一 四な どに 依れば 耶穌 も然か H わ はれ、 且つ 洗^ オヨ ハ 

ネ實に 其の 人な りと 云 はれた。 っまりメシ ャの王國は正義を主とする精神的のものでぁる.^-ら、 之 

を實 現せし むる に當 りて は エリヤ 式の 人物 現れ、 改革 を唱 へて、 其の § を せす ばなら ない と- ぞっ 

に 外ならぬ。 然る を ユダヤ人 は 文字に 拘泥して ェ リャ 其の 人が まさしく-叫 來 するな らんと m わったら 

しい。 洗禮 者が 否と 答へ たる は、 此の 思 ひ 僻めた る 期待に 向って，. ^あった。 

また 彼の 豫言 者なる かと sk ひしに は學究 的なる 彼等の 當惑も 推察 せらる 人 ので ある。 『彼の 豫 

ひとり 

一一 目 者』 と は 申命記 一八の 一 五に 『我 (モ， 'セ を 謂 ふ) の 如き 一箇の 豫言 者を汝 のために 興し 給 はん』 

と あるに 淵源す。 ユダヤ人 は 『彼の 豫言 者』 を解釋 して、 後世 第二の モ ー セ、 第二の H リャ、 第二 

の H レミ ャ、 さて はメシ ャの來 らんと する を 意味した ものと 思って 居た。 或 ひ は 此れと メシャ と を 

全く 別物 を 指す ものと 思 ふ 輩 も 有ったら しい (§10@| セま fgfl)。 何れにしても 洗 禮者は 此の 豫言 者で も あ 

るかと 問うた ので ある。 答 は 前の 如く 否であった。 其 所で、 
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、汝 、は、 誰な、 る、 か 云々 彼等 は 執念く も 一 個の 人格 問題 を 固執して 之 を 確 めんと 試みた。 然れど 

も 洗禮者 の 方で は自已 の 人格 を 問題と する よ り も 寧ろ 其の 使命 の 方を說 き、 其 の 志 を 語る に 重き を 

置いた。 其れ だから 我 は 一 つの 聲に 過ぎぬ と 云った ので ある。 其の 職務 は 重く、 己の 人格 問題 は輕 

い。 後者 を 蝶々 する こと を 好まぬ。 

我等 を 遣し.., 者に 我等が 答 をな し 得る やう 役目の 手前 を 思 ふに 過ぎざる 硏究 何の 効果が あ 

らう。 彼等の 多く は 至 誡道を 問 ふ もので 無かった らう。 

^ ヨハネ 其の 身 は聲に 過ぎす と 辯 じ、 ィザャ 書 第 四十 章 三 節の 語 を 引きて、 其の 重大なる 使命 

を說 いた。 

か は卽ち 主の 道 > が 直く せ-^ と 野に i ベる 人の 聲 なり 此れ 以赛亞 書の 語で ある。 今や 神の 王國 

さながら あ れ。 

將 さに 到らん とする にも 拘ら す、 ユダヤの 人民 は 心 亂れ、 宛然 荒野の 道、 蜘蛛の S 鬼の 如く、 何れ を 其 

れと 定め 難く、 た 行き 迷 はざる を 得ざる 狀態 である。 土地 は 荒 蕪に 歸 して 良き 實を 結ばす、 荒凉 

慘澹 たる 有様で ある。 とても 王者 を迎 ふるに 適せぬ。 道路 を 改善して 之を迎 ふべき 準備 を爲 さねば 

ならぬ。 我は來 るべき 王者の 前驅 である。 大聲 疾呼して 世 を覺醒 せしめん と 欲する 外 他事 はない。 

聲は言 を 以ての 故に 用 を爲す ものである。 時は來 りぬ。 精神 界の 改革が 唯一の 大 問題で ある。 

^ パリ サイの 人 使者 は 儀文禮 典に 拘 むこと 甚だしく、 頑固 一筋なる 例の パリ サイで あつたか 

ら、 更に 己ら 相應の 難題 を 投げ 懸けて、 


^ 此れに も 非す、 彼に も 非す、 然 らば、 何ぞバ プテ ス マを施すゃ、『其の日罪と：チ：：^^を淸むる I の 

泉、 ダビデの とェ ルサレ ムの居 民の 爲 めに 開くべし』 (f^lTy 『淸き 水 を汝ゃ —に灑 ぎて 汝等 を淸 

くなら しめ、 汝 等の 諸の 汚^と 諸の 偶像 を 除きて 汝^ を 清むべし』 of^flls) 。斯く の 如く 哲 約^書 

にも 記 戰 せられて ある。 メシャ の 治世に は 民 身 を 淨め心 を 洗 ひて、 之れ を迎 ふるに 至らん と は、 ュ 

ダャ國 は 年 來の期 はで ある。 卽ち 『我等 誠實 なる 心と 疑な き 信仰と を 保ち、 惡念を 灑れ淸 き 水 を も 

つて 身 を 洗 はれて 近づくべし』 (sf ま 一) と あると 一致した 者で ある。 若し 此れが メジャの 治世で あ 

るなら ば、 然も あるで あらう が、 汝は メシャ にも 非す、 彼の 像 言 者に も 非す、 H リャ にも 非す し 

て、 バ プテ ス マ を 行 ふ は 何故 ぞと雞 じたので ある。 バ プテ ス マは悔 改め を 意味す る 故、 之 を 行 はし 

めんと する は、 パリ サイと 云 はす、 サド カイと 云 はす、 凡べ ての 國民を 不潔な りと {ー3 一一 一一 一  c する も同樣 

な所爲 である。 漫然 之 を 行 ふ もの を 拾て 置き 難く 思った の も 無理で は 無い。 

もとく-つ 

燈臺下 暗し。 汝等は 知らす に 居る が メシャ は旣に 来られた。 現に 汝 等のう ちに 立って 居られ 

る。 幸に して 我 は 之を認 むる を た。 我 は 其の 鞋の絲 を 解く にも 足らぬ。 我 はた ビメシ ャの爲 に 準 

備の 水の バプ テス マ を 行 ひて、 悔改を 促す ので ある。 撒 加 利亞、 以西 結な どに 見えた 趣意と 符合し 

て、 最も 機宜に 適った 業で ある。 我が バプ テス マ は 水 を 以て 行 ふに 過ぎぬ。 深く 徹底せ ざる を 常に 

造憾 とする ので あるが、 彼等 は 聖靈を 以て バ プテ ス マ を 行 ふで あらう。 心して 進退 去就 を 誤る 勿れ 

と。 此れ 洗禮 者が 答への 大意で ある。 
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汝 等が 知らざる 所の もの 耶^ 常に 我等 を 通過り、 我等のう ちに 出入し、 また 我等に 接近 すれ 

ども 之に 心 付く こと は少 い。 有られ も 無き 方に 向 ひて、 徒に 汝は 基督なる かと 問 ふの みで ある。 實 

に 嘆息すべき ことで ある。 

^ ベタ-一々 にて 有りし 也 ベタ ニヤに ての 事な りと 云ふ義 である。 エルサレムの 近くに ベタ-一 

ャと云 ふ 村が ある。 此は ヨルダンの 對岸、 ガリラヤ湖の 南 約 十四 哩の 地點 なるべし と 云 ふ。 

一一.. * ろ； ^  を 1* 

H ルサ レムの 使者の 來た 次の 日耶穌 自ら ョ ハ ネを訪 はせられ た。 荒野の 試 惑 四十 日 を 終了り て歸 

られ たので ある。 其 所に 集へ る 人民、 昨日の 使者の こと も ありて、 日頃の 期待 其の 熱度 を增 し、 何と 

無く 氣色 ばんで 見えた であらう。 彼等 は 前日の 使者に 比 ぶれば 遙 かに 好き 聽 衆であった。 ヨハネの 

言 も 其 時に 比れば、 自由で、 稍 徹底す る 種類の ものである こと を 得た ので ある。 斯る 所へ 耶穌 が來 

られ た。 

S くるひ  お 

S 明： ：！ ヨハネ 耶餘の 已に來 る を 見て 言 ひける は、 世の 罪 を 任 ふ 神の 羔を觀 よ。 S 我に 後れ 来らん 者 は 我より 優 

れる 者な り。 S 我より 以前に 在し 者 なれば なりと、 我 言 ひし は 此の 人な り。 S われ 素よ. り 此の 人 を識ら ず、 然 

れど 我が 来りて 水に て パプ テス マ を 施す は、 彼 を イス ラエル の 民に 顯 さんが 爲 なり。 ョ ハ ネ また 證 して 曰け る 

は 我れ 靈の 場の 如く 天より 降りて 其の上に 止れ る を 見たり。 R 我 は 彼 を識ら ざれ ど、 我 を 遣 はし 水に てバ。 フテ 

ス マ を 施さし めし 者、 我に 謂け る は 爾聖靈 降リて 其の上に 止る を 見ん。 彼 は 聖靈を 以て バプ テス マ をな す 者な 

り。 ？-我 これ を 見て 其の 祌の 子た るを證 せり。 

S おのれに ヨハネの 方 を 指して 来られた を 彼が 迎 へつ. t 斯く宣 ベた ので ある。 


世の 罪 洗禮 者め K- は餘 Ji^ 世界的で ある。 傳太 第三 章 九笳 にも 旣に 同じ 樣 なる 精神が 現れて 

居る。 救は ュ ダャ人の^3^有物で無ぃのでぁる。 

任 ふ 約 翰 一書 第-一 五 is に 『罪 を 除く』 と あるに 同じ。 取り去る の義 である。 

祌 の 祌 自ら 供給せられ たものと 云 ふ 意味で あらう。 喑に創世記第ニ十ニ章三笳の故^5^-に擬へ 

たもので も あらう か。 

„ じ：： 邪穌は 以 ._^^亞書第五 十： 二 章に 兒 ゆる 『彼 は 羊 の 屠場 に牽 かる k 如く 牽か れ、 又 羊の 其の 毛 を 

剪る 者の 前にて 聲を 出さぬ が 如く 其の 口 を 開かす』 云々 の 言の 如き 人格で ある。 葡約 害の 祭に 用ゐ 

す どこし  さ 

らる ki:^;, や、 越 祭の 共れ に 然も 似た る 人で ある。 自ら 罪な くして 世の 罪の ために t せ 痛 を (de めて 之 

つけ 

を 救 はんとす るが 其の 志で ある。 耶穌洗 禮の當 時、 ヨハネ は旣に 此の 點に股 を 注た ので あらう。 荒 

野 四十 口の 經驗 も、 必. L.^ 深き 印象 を 止 め 、 心 あ る 者 を し て 其氣 高く 神々 し き に 感ぜ しめたで あらう。 

固より 十字架の 意味 ゃ晴 罪の 深き 眞理は 知る 由 も 無かった であらう が、 世の 罪 を 任ふ羔 とも 名づく 

べき 耶^の 精 祌ゃ氣 品 は、 何 所と 無く 洗 禮者を 感動せ しめたの であらう。 故 を 以て 自ら 以赛亞 書の 

言に も 聯想し、 正しく 其の 人で あると 考へ たもので あらう。 

^ 旣出 

S 我れ 素より 此の 人 を 識らす 第二 十六 節の 如く 世の 人 之 を識ら す。 洗 禮者も 之 を識ら すで あ 

つたが、 耶穌 のバプ テス マ を 受けられた 時、 始めて 之 を 認識す る 事が 出來 た。 耶穌と ヨハネ は是ょ 
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りさき 全く 相識らざる 問 柄であった であらう か。 親戚 關 係の 間と 雖も、 然る こと も あり 得る であら 

う。 殊に ヨハネの 生活が 普通の 人と 異なって 居た から、 尙ほ更 ら斯く は 有り勝ちの 話で ある。 

顯 はさんが ため 洗禮の 目的 は 一つに は悔 改を說 きて メシャ の爲に 準備 を爲 し、 二つに は耶穌 

を 世人に 紹介す るので あった。 

お 證し 此れが 其の 職掌で ある。 (本章 七、 八、 一 五、 一九、 三 M 參 gi) 

鵠 邪氣 なく 溫柔 にして、 其の 動作 甚だ 穩 かなる ところ を 取りて、 靈の 象徴と なすこと も出來 

るで あらう。 

止る 他の 豫言者 は 其の 精祌狀 態に 波 潤、 顿挫、 起伏、 高低、 深淺の 相違 ある を 免れぬ けれど、 耶 

穌は然 うでない、 露 常に 其の上に 止り 居られた ので ある。 

見たり 靜に、 凝 然と、 思 ひ 入れ 深く、 熟視した と 云 ふ 意味で ある。 此の 動詞 は 事の 結果 依然 

として 存 して 居る と 云 ふ 意味 を 含む。 約 一 ヶ月 半 前の 出来事 も洗禮 者に は 昨今の 事の 如く、 其の 深 

き 印象 を 胸に 港へ て 居た ので ある。 

^ 識ら ざれ ど 故に 天より 此の 象徵を 下して 示された ので ある。 ヨハネ は 自己の 力 限り ありて 

深く 人心に 徹底す る こと 能 はす、 水 を 以てする バプ テス マ は 遣 憾の點 が 多い、 如何しても 衷に靈 を 

港へ たる 人出で k 根本的の 革新 を 成就す るに 至るべき を 切に 渴 して 居た。 

此 所に 記載 せられし 如く、 聖 靈に充 たされた る 人に 遇 は 、即ち 之 を歡迎 せん ものと 俟ち冓 へて ipfll た 


ので ある。 

^ 我 之 を 見て ra^ せる かな、 耶穌に 於て 其の 人を發 見した ので ある。 此れ ぞ 

祌の子 である。 神の 子と は祌と 甚だ 相 近く 又 之れ を 代表して 特殊なる 任務に 從ふ もの を 指す。 

薛約 聖書に は 士師、 王者 等 を祌の 子と 云って ある。 詩篇 八 二の 六の 如し。 叉 メシャ の 事に 適 W した 

例 も ある (§ さ 一一； j)。 此所は 後者の 意味で あらう。 

斯 くの 如く ョ ハネ は： 衆に 對 して 耶穌 を^ 介し、 其の 基督た る を證明 せんと 試みた ので ある。 

水と 靈 精神 界の 事に 此區训 ある を 看過して はならぬ。 人力の 及ぶ ところ は 際限が ある。 結局.^ 

をして 神の 靈を 受けし むる に 至ら ざれば、 根本的の 革新ば 出來 ぬ。 『神の. 深き 事柄』 ば§1^ぉ|に山りて 

.^られ、 聖^に 充ち たる 一 百 を 以て 語られ、 聖 91 に充 ちた る 心 を 以て 感得 驗知 せらる-を 要す。 耶穌 

と- 1 コ デモとの 問答 や、 ； 林 多 前 *1 第二 章の 文意に 此の 眞理が 明らかで ある。 

罪の 救 ひ 拔. 督敎は 罪の 救の 宗敎 である。 祌の羔 が 世の 罪 を 自ら 負 ふて 之 を 取り去る と 云 ふ れ 

を宜 傅した 福音で ある。 洗禮 者の 未熟なる 考を 始めと し、 バウ！： の 徹底せ る 喷罪觀 に.， るまで 徹頭 

徹 此の 一 事 を 以て 共 H 督敎の 中心と なす ものである。 

洗？ J 者 ヨハネの 英雄 崇拜 彼 は 傍若無人の 豪傑 肌ではなかった。 德を慕 ひ、 人格 を 尊敬し、 自ら 仰 

損して 聖賢 を 推戴し、 甘んじて 身 を 2- に 退け 置く ことの 出來る 人物であった。 豫ー百 者 中^ 一  位 を 
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之に 與 ふる は 此の 偉大なる 性格 ある を 以て ある。 彼 は 恭謙な る 勇者 であった。 

他の 爲に路 を 開く 世の中に 宗 敎と稱 せらる、 もの 其の 數 頗る 多い。 然し 其の 徒 をして 自己より 

も 善き 宗敎に 進む こと を 容易なら しむる ものと 然ら ざると の^が ある。 人 を 低き 程度に 落ち着かし 

めて、 より 深き、 より 高き 信仰に 進み 難から しむる は. 惡 ぃ宗敎 である。 宛 かも 白痴の 敎 育し 難き 如 

くで ある。 良 村にまで 發 達し 難き 樹木と 異なる ものが 無い。 舊約は 進んで 新約に 人るべき である。 

然れ ども パ リ サイの 如き 似而非 宗敎者 ありて 之 を 曲め て拗 ぢ捩ぢ つたが 爲に、 ガラテ ャ 書に 記載せ 

られた 如き 難^なる 問題 を も惹き 起す に 至った ので ある。 儒怫 の宗敎 を此點 から 觀察 すると、 向上 

展開の 害になる もの 多き か、 然ら ざる か は 興味深き 問題で ある。 等しく 儒 怫の敎 にても、 其の 流派 

に 依り、 此の 點に 多少の 相違が ある。 總 ベて 宗敎は 進歩の 路を 開く か 塞ぐ かの 問 を 以て 其の 是非 を 

判別 せらる、 ので ある。 同じく 基督 敎を 標榜す る ものに も、 斯 くの 如き 相違 は 有る であらう。 深く 

注意す る を 要す。 此の 標準より すれば 洗 禮者ョ ハネの 如き は 最も 善良なる 宗敎 者で ある。 

基督 を 認識す る こと 如何 洗禮者 は耶穌 の聖靈 に充ち 溢れた る を 認め、 其の 活力に 觸る k ところ 

ありし が 爲に之 を 神の 子な りと 判定す る ことが 出來 た。 今 も じで ある。 基督の 靈活 なる 力に 接觸 

する が 其の 人格 を 解釋す る 最も 良き 方法で ある。 

お 明： n ヨハネ 二人の 弟子と 惜に 立ち、 耶穌の 行く を 見て 祌の羊 を 見よ と 曰 ふ。 

る ひ 

明日 ョ ハ ネー 一人の 弟子と 偕に 立ちて 居りし とき、 


^ 耶穌の あるく を 兌たり c 此 所に ぁハ J くと ある は、 耶穌が 今、 何れ かに 往 かる、 ので ある。 其 

の 後 影 を 打ち 目 守り、 暂 くは餘 念な く 之 を 熟 した。 北 ハれが 

兑て と ある 意味で ある。 殆んど 透視せ る 如くに 人物の 眞相を 看破した ので ある。 

弟子ら の接觸 及び 信仰の 起點 

(第 一 章 三 七. I 五 一 )  . 

„ -如此 云 へ る を 弟子 聞きて 耶稣 に從ひ 往けリ 5- 耶辣 彼らの 従へ るを问 顧て 汝ら なに を 求む る やと 彼らに 問 ふ、 

^へて ラビ 何 所に 住る やと 曰 ふ、 ラビ を譯 けば 師と云 ふの 義な リ？？ 耶烁； 彼らに 來リ觀 よと 曰 ひ 給 ひければ 遂に 

往 きて 北； の 住り 給 ふ 所 を 見て 此日 ともに 住れ リ。 時 はま：： の 四時 ごろな りき。 ^ョ ハネの 曰し 言 を 開きて 耶穌に 

從へ る 二人の 者の 其の 一 人はシ モン • ぺ テロ の 兄弟 ァ ン デ レ なリ。 "彼 先づ 其の 兄弟 シ モ ンに遇 ひて 曰け る 

は、 我ら メシャ に 遇 ヘリ、 メシ ャを譯 けば 茶督 なり。 ぬ 卽ち彼 を耶辣 に携往 きしに 耶妹視 て 之れ に 曰け るは汝 

はョナ の子シ モンな リ。 汝 はケ。 ハと稱 へらる ベ し、 ケパを 譯ばぺ テロな リ。 "明日 耶稣ガ リラ ャ に往 かんとして 

ビリボ にあ ひ 我に 從 へと 曰へ り：" ピリ。 ホは アンデレと ぺ テロの 住める べッサ イダと 云へ る邑の 人な リ 0  !5 ピリ 

ボ、 ナタナ H ル に 遇 ひて 曰 ひける は、 我ら 律法の 中に モ I セが 載た る 所、 豫言者 等の 記し  >- 所の 者に 遇 へ リ。 卽 

ち ヨセフの 子 ナザレの 耶 妹な リ： 川 ナタナ H 凡 曰け る は ナザレより 何の 善 者い でん 乎， - ピリ ボ 彼に 曰け るは來 

、=y ；」 觀ょ C  "耶稣 ナタナ H ル の 己が 所に 來るを 見 彼 を 指して 曰け る は、 視ょ asii の イス ラ H ル人 にして、 其の 心 

譎 なき 者 ぞ。 ナタナ H ル耶餘 に 曰け る は、 如何にして 我 を知リ たま ふや、 耶錄 之に 答へ て 曰け る は、 ピリ 
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。ホ が汝を 召ばざる 先き に 無 花 果樹の 下に 汝の 居れる を la たり。 5 ナタナ H ル答 へて 曰け るはラ ビ汝 は祌の 子な 

り。 汝はィ スラ H ル の 王な リ。 S 耶妹： ^合て 曰け る は、 汝が無 花 樹の 下に 居れる を 我 0- しと 言 へ るに ra リて汝 

信ずる か、 此 よりも 大 なること を汝 見るべし。 S 又 云 ひける は 我 まことに f;; に汝ら に げん、 天 ひらけて 祌の 

ゥ？ H リ くだり 

使 等 人の子の 上に 陟 降す る を 見ん。 

前 g 來 ヨハネが 耶穌の 爲に證 言した こと、 此れで 三回に 及んだ。 回 一 回と 聽く 人の 靈 魂に 觸れ、 

彼らの 心に 多少の 印象 を與 へたる を 疑 はぬ。 然れ ども 多く は 其の儘に 打ち過ぎた であらう。 何れの 

時代に 於ても 此 所が 大 なる 恨事で ある。 遮莫 ヨハネの 證言の 種 は、 或る 好き 土地に も 落ちた。 二人 

の 弟子 は 之 を 聞き流 しにせす、 遂 に耶穌 に 從ひ往 け りと ある。 

從ひ は？ Bf に 耶穌の 後に 付いて 來 たと 云. ふ 意味で ある。 其の 人格 を 慕った の は 無論で ある 

が、 未だ 弟 乎と なった ので は 無い。 所謂 求道者た るの 端 を 開きし に 過ぎぬ。 此れが 彼れ の 生涯に 於 

ける 大 いなる 變 化の 發芽、 また 敎會 の起點 である。 

耶穌 附人 が 其の後に 付き 來る氣 配を覺 り、 頭 を 回らし て 之 を 兑られ た 。 

^ 问顿 此れ は滿 足して 心地好げ に 見る の 意で ある。 ー顿 旣に兩 人の 心 を 引きて 之 を 奮 ひ 起 

おもむき 

たしむ るの 概が あつたで あらう。 

斯くて 何 を 求む る やと 彼らに 問 はれた。 彼ら は 謂 ふ、 

ラビ 何處 に： in る やと。 ラビ は 大人の 義、 .g の尊稱 である。 何處に 住る やと 問 ひたる は、 途 


上 之 を 煩 はせ 奉る を 恐れ多し と 思った 爲 であるか、 一 1^ の 事 緩り 其の 敎を 受けた く 思 ひて 後の 訪問 

を 許容せられ ん こと を 土む の 意味 であった ので あるか。 

^  ^^^^ 耶穌 彼らに 同行 を 許された ので ある。 或は 此所を 『來 りなば 見ん』 と譯 する も 

の も ある。 然 うすれば 何となく 信仰生活 發展の 順序 を 暗示 せらる、 様な 心地 もす るので ある。 

願 ひても 無き 幸 ひと 兩人は 隨ひ往 き、 其の 宿り 給 ふ 所 を 見て、 此の 日 偕に 住れ り。 時 は 晝の四 

時 頃な りき。 此れ 著者に 取りて は 六十 年の 昔語りで あるが、 此の 日が 如何にも 懷 しさう に 見え 

る。 時刻 も 明らかに 記憶して 居る。 日本 譯の 四時 は 原文 第 十 時で ある。 第 十 時と は羅馬 人の 時間で 

あるか、 將た 猶太 人の 時 問で あるか、 攀 者の 說 lEil 々である。 何れに も 確かなる 根據 はない。 日本 譯 

は 之 を 猶太 人 の 時 問と 斷定 し、 今 の 時 に 直して 午後 の 四時と したので ある。 

^ 此の 兩人は 誰れ であった か。 其 一 人 は アンデレ なりと 明記 せらる。 

シ モ ン • ベ テ 口 の 兄弟 兄弟の なかで シ モ ン ,パ テ 口 の 方が 後の 歷史 に顯 著なる 地位 を 占む るに 

至った から、 アンデレ を 其の 兄弟と して 紹介した ので あらう。 他の 一人 は 何人で あらう か、 著^^^其 

の 人な らんと は #： 通 推定 せらる A 所で ある。 

斯くて 兩 人が 耶穌の 寓所 に往き 之と 談話 を 交換し たる 結 ET 如何な る こ とを發 見し たか。 

我ら メシャ に 遇へ り、 メシャ を 譯 けば 基督な り。 メシャ を譯 けば 云 々 は 無論 著者の 說明 であ 

る。 二人の 弟子 は 己ら を迎 へし 耶穌 其の 人が 國 民の 歷 史的 希望、 洗禮者 ヨハネの 旣 に來れ りと宣 一 百 
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した メシャ である こと を發兑 し、 宿 昔の 渴 望此處 に 成就せ ら るべ きを 崔躍 する 程に 歡んだ ので あ 

る。 我らとは兩人の同情&^-、 進退 を 共に して、 其の 經 験の 共通なる を 示し、 事の 頗る 確實 なる を 

仄めかせる もので あらう。 斯 くの 如く 歡ば しき 發見 をな せる 彼ら は、 獨り之 を 胸中に 秘め 置く こと 

能 はす、 他に も 頒ち與 へんとの 欲求 を 禁じ 難く、 取る もの も 取り 敢 へす 之 を 其の 親戚に 語り 傳 ふる 

に 至った。 

其 所で 彼先づ で、 ァ ン デ レ が 他の 一 人なる ョ ハ ネに先 を 越して、 其 兄弟 シ モ ン を 尋ね 出した の 

である。 飛ぶ が 如く 馳せ 廻り もした らん かと 想像 せらる。 

, ， ,  め ひ リぁュ * 

遇 < り 洗禮 者の 俾道 により 彼らが メシ ャに遞 逢ん と 欲する の 1^1^ 望 は 其 胸に 燃えつ あつたの 

であらう。 而 して 其の 希 sifi が今滿 たされた ので あるから、 非 に 喜び勇ん だので ある。 此の 報吿を 

受けた シ モン • ぺ テ n も 特に 同志の 一 人で、 諸共に 洗禮 者の 傳 道に It を 傾け、 其の 實現 間近し と敎 

へられた る阈 民の 展 史的 希望に！： を 躍らせつ 、ありし に 相 遠ない。 アンデレ. S ち 彼 を 耶^に 携 主き 

しに 

耶 視て 之に 言 ひける は、 汝 はョナ の子シ モンな り、 汝はケ パと稱 へらるべし 視 ては^の 

見る と 同 一 で、 耶穌ぺ テ 口 を 熟視し おの 人物 を 見拔 かれた と 云 ふ 意味で ある。 ケパ は 猶太 人の 語で 

石 をお 总 味す。 ベ テ 0 は 其 を譯 した 希臘 語で ある 。而 して 耶穌 がシ モ ン に 向 ひが、 は、 ケ、 パ ど^、 へ. l^ti やい 

と 云 はれた の は 其の 人物 を 評し、 其 志に 同情し、 其の 將來 に對 して 激働 を與 へられた ので ある" 汝 


はョナ の子シ モンな り。 輕卒の 嫌 ひ ある 人物、 幾分 か剽輕 者た るに 近き が、 彼の 品性の 弱點 であつ 

た。 恐らく は 人に も然か 評せられ、 自ら も 之 を 意識し、 頻りに 改善 せんこと を 努めて、 M 己の 簿 志 

行なる を 悲しみつ」 あつたか も 知れぬ。 然し 耶穌 口く 汝はケ パと稱 へらるべし。 汝は 何時までも 

SK 下の 阿 蒙で あるべ からす、 從來 のョナ の子シ モン を 以て 終るべき に 非す。 志を勵 しなば ケパ (石) 

つと 

ともなり 得べき 素質 を 具へ て 居る。 汝の现 想 此の 點 に^す。 愁 めよ や。 我に 從 ひて 學ば 志 を 遂げ 

ん こと 必然で ある。 斯 く耶穌 はケパ を獎勵 せられた。 アンデレが 其の 兄 n ゅシ モン を 耶穌の 許に 導き 

來 りし 如く、 ヨハネ も 後れ じ ものと 其の 兄弟 ヤコ ブを伴 ひて 同じ 門に 入ら しめたで あらう。 此らは 

家族 你 道の 好き 適例で ある。 誰も 斯 くの 如く 熱心で 且つ 有効で ありたい。 

家族 相伴 ひて 耶穌の 許に 來る、 此ら 兄弟の 如く あらねば ならぬ。 然し 中には 朋友に も 親族に も 導 

かる、 にあら で、 た^ 上よりの 刺激に より、 境遇の 感化に 導かれて 直接 耶穌 に接觸 する こと を 得る 

もの も ある だら う。 少く とも 記事の 上に 於て は ピリ ボが 其れで ある。 

"钇 其、 の 次ぎの 日耶 ガリ ラャ に往 かまく 欲す。 ピリ ボに遇 ひて 蓋し 故ら に 之 を 探ね 出されし 

ものと は ゆ。 我に 從へ、 と は 我が 徒の 人と なれよ と 云 ふに 同じ。 言 ふまで もな く此 所に 於て ピリ ポ 

は耶 ME: 下の 人と なった ので ある。 

M ピリ ボ はべ テサ イダと 云へ る 村の 人な り。 卽ち アンデレ 及びべ テロの 鄕里 である。 同 鄕の情 

^は 偶然で 無い。 相 共に 祌 の！： の 人と なるべき 聯鎖を も 形成く るので ある。 べテサ イダ は ガリ ラャ 
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湖西 岸の 1 邑 であ つて、 所謂べ テ イダ • ュ リアスと は 1 つで ない。 此の 人 また 其の 友 ナタナ ェ ルに 

遇 ひて、 耶穌 のこと を 傅へ た。 基督 敎は 友ぽ 一に 沿 ひて 傳播 せらる X 宗敎 である。 友道此 所に 至りて 

其の 價 も大 いなる を 見る ことが 出來 る。 

お .f- タナ H ル 祌の 賜と 云ふ義 である。 彼の 鄕里は ガリ ラャの カナで ある。 ナタナ H ル卽ち 十 

1 一 使徒 中の バ ルト P マ ィの 別名な らんと は 世人の 一 致す ると ころで、 最も 眞 らしき 推測で ある。 

^^で « の アンデレが 先づ 其の 兄弟 シ モンに 遇 ひ、 の耶 が ピリ ボに遇 はれし と同樣 之に 

遇 はんと 熱心 志した ので ある。 

我ら 律法のう ちに モ ー セが^«せたる所の豫ーーー^者 ：•：• ョ セ フ の 子ナザ レ の耶^^なり 如何にも 嚴 

めしく 形式 振りた る 紹介で ある。 アンデレが 耶 穌をぺ テロに 紹介した のと は 大いに 異 つて 居る。 多 

分 ナタナ H ル は舉究 的で なかく 典故 ゃ理 筒に 拘泥す る 傾の 人であった からの 結 5!^ であらう も 知れ 

ぬ。 今で 一一 一一 2 ふと 相手が 漢學 癖の 人物なる 場合に、 支那 文 學の難 かしき. 語な ど を 引いて 傳道 する やう 

な ことであった らう〕 、モ， '、セ き^た ril% 豫肯者 やか 記しい 所、 申命記 十八の 十五、 其の 他 葡約聖 

書に は メシャ の 事 を 或 ひ は 明らかに、 或 ひ は 暗示 的に 說き 示した ものが 頗る 多い。 シ モン たへ テロ 

の 如き は、 耶穌 のこと が 自己の 必耍ゃ 欲求に 應 する ものであると 云 ふこと さへ 明かなら ば、 其れ だ 

けにて 滿足 する ことが 出来た。 然し ナタナ エルの 如き は 之 を 傳來の 思想 や、 習 惯と對 照し 來り、 兩 

者の 關係を 明かに せ ざれば 同意せ しむる ことが 困難で ある 0 之に 對 して はナザ レ の耶 穌とモ ー セ及 


び豫 一一 n 者との 關係 を說き 示さねば ならぬ。 今日に 於ても、 之と 同じ 樣な 必耍 を感 する 場合 厘 見出さ 

れる。 

斯 くの 如く 用意周到に、 せ (の 人相 應な傅 道 を 試みた ので あるが、 結 si- は 案に 相逮 した。 ナタナ H 

ル 闩 く、 

化 ナザレより 何の 〈中 〈： きものい でんや ナザレ は ナタナ H ルの豫 て 知れる 如く 殆ん ど； 百 ふに 足ら 

ぬ 寒村で ある。 斯る 所から メシャ の 出で 來 らんと は 思 ひも 寄らぬ と は、 ナタナ H ルが ピリ ボに 同意 

し 難しと 杭 辯す るロ赏 であった。 出身地の 大小に 依りて 精 祌界の 人物 を 是非す る 如き は 甚だ 不 似合 

なる 話で あるが、 事實斯 くの 如き 地理 上の 事柄 を用ゐ て、 宗敎 問題 を 決すべき 材料と なす やうな 不 

思議なる 出来事が 現代に も 全く 無しと は 言 ひ 難い。 愚に も 付かぬ 现 由 が屢不 信仰の 现. E となって 

居る。 

ピリ ボ 此れに 答へ て：：： く、 來 りて 觀ょ 斯る 場合に 辯 論 は 多く 徒勞 に！ す。 寧ろ 耶穌 其の 人に 接 

觸せ しむる に 若く は 無い。 故に ピリ ボは 斯く言 つたので ある。 其の 耶穌を 信す る 事 甚だ きを 見る。 

彼 は ナタナ H ルが 若し 親しく 耶穌 に接觸 しなば、 其の 人格の 德と 威力と は 彼 をして 敬服せ しむる に 

足らん こと 必定な りと 思った ので ある。 此の 確信 を 以て 與 へられた 懇切なる 勸 めに 從 ひて ナ タナェ 

ルは ピリ ボと 同行して 耶穌の 許に 來 つた。 

耶穌 ナタナ H ルの來 る を 見、 彼 を 指して 口  く、 
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N  5 呉の イスラ ヱル人 血 銃に 於ての みならす 其の 精神に 於て イスラ H ル人 たるに 愧ぢ ざる 人な 

りと 云 ふ 意味で ある。 ナタナ H ルが イスラ H ル の 國民的 理想に 忠實 で、 平生 其の 志 深く、 絕 へす 其 

の 思ひを 之に 注ぎ つ k あった こ とを赏 場し た辭 と 解 せらる。 

いつは リ , , , 

詭 m なき 者 先祖 ヤコ ブの 如き 人物に 非す、 至誠の 人で あり、 決して 他 を^ 着す る 如き もので 

無い と 一一： 一：： はれた ので ある。 

耶穌の 一 言 は 善く ナタナ H ル の 人と 爲 りと 甘： (の 志と を 描し 得て 11 呉に 迫って 居る。 然し 果して 確と 

斯く認 むる ところ ありての 辭 であるか、 或は 寶ト 者の 其れと 一般、 偶 中に 成功せ る 苟且の 放言で は 

あるまい か。 故に ナタナ H ル！ n く、 如佝 にして 我 を 知り 給 ふや。 

お 耶穌 答へ て n: く、  . 

y»£  »»»♦»»»»»»». 

ピリ ボが汝 を 召ざる 先に 無 花 茶樹の 下に 汝の 居れる を 見たり ピリ ボは汝 の 良友で ある。 彼 は 

友と 喜び を頒 たんと 欲して 汝を尋 ぬる 程 親切なる 人で ある。 然し 余 は 彼に 先 だち 旣に汝 に 目 を 着け 

共の 志に 同情 を 寄せて 居った ので ある。 汝が 先き に 彼の 無 花 果樹の 影に (|£贿|ぱ|^^「/指の》^?3？^ 

f  ノ  •  C  、ろざし  おも ひ ふけ 

ほ〕 退き 獨り靜 かに 今昔の 感に堪 へす、 頻りに イスラ H ル傳來 の 理想と 志と に 念 を 耽らせ、 他事な く 

祈りつ 、あった こと は予の 熟知す ると ころ、 其の 孤 忠を憐 み、 其の 志に 同情す る 甚だ 切で ある。 予は 

決して 皮相の見 解に 依って 汝を 評した のでない。 汝の志 を 熟知し、 心の底まで 看破して 居る ので あ 

る。 怪 むこと を 休めよ と 言 はれた ので ある。 聖ァゥ ガス テンの 回心に 際し、 彼が 無花果 樹の樹 下に 


泣き伏して ありし とき、 取て めよ と 言へ る聲を 聞きたり と 云 ふ „liB. 語り も 憶 ひ 出されて、 感轉た 切 

なる を 覺ゅ。 

« ナタナ H ル此の 驚くべき 透；^ 的の 智識と 切なる 同情と に 感激し、 忽ち 前 刻の 態度 を飜 して、 

吝げも 無く ラビ、 我が 大人と 敬 ひ、 更に 進んで 此れ ぞ實に イスラ H ル の 待ち望める メシャ なる 

と 絶叫す るに 至った" 

汝は 神の 子な り 彼 は 耶穌の 神々 しき 智識から 其の 神に 親しく 接近せ る 人なる u を 認め 得た。 

よ さね 

尋常 の^太 人な りせば 斯る 場合に ダビデの 子と 曾 ふべ く 期待 せらる.^ ので あるが. 獨り ナタナ H ル 

は此 所に 出です、 一躍して 汝は 神の 子な りと 言った。 其の 精神的 品格 絕倫 にして、 修養の 深き 拔群 

なる を證 する に 足る。 

汝は イスラ H ルの 王な り 汝は メシャ なりと 首へ るに In: じ。 吾人の 愤慑 せる イスラ H ル： 族の 

大；^ 主た らん もの、 此の 人の 外 あるべ からすと 斷 首し、 時 こそ 來 つれと； 31^ み 立ちた る 有様、 眼前に 

たる を覺 ゆ。 

S 耶穌之 を 聞き、 ナタナ H ルの 誤って 改む るに 憚る ところな く， 能く 正直なる 態度 を 以て 信仰 

に 進みた る を激赏 して 曰く、 

汝が無 花 樹の 下に 居る を 我が 見し と 首 へる に 因りて 汝信 する か 余 は汝の 信仰 斯の 如くなる 

を 驚嘆 せざる を 得ぬ と 曾 は れた 意味で あ る 。 
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耶穌 また 語 を 機ぎ て 曰く 

此れよりも 大 なる 事を汝 見る ベ し 一 「有て る もの は 尙ほ與 へられ 有たざる もの は 其の 有て る も 

の を も沒牧 るべ し』。 汝の 進境 此 所に 止まらす、 愈 深き に 入り 高所に 上り、 更に 驚くべき もの を 實驗 

する に 至る であらう。 信仰 は 進歩して 止まぬ ものであると 云 はれた。 然 らば 其の 之よりも 大 いなる 

ものと 一一 一一 E はれし は 何 を 指された ので あるか。 其 答が 即ち：！？ の 語で ある。 

我 1^1.. に 實に汝 らに吿 げん と あるから.、 此れ はた- ^ ナタナ H ル のみに 首 はれた もので 無い。 居 

合 はせ たる もの に 等しく 吿 げられ たので ある。 何れの 世代に 於ても 凡そ 基督 を 信す る もの は 皆 之と 

同じ 様なる 經験 を爲す ことが 出来る" 

天 ひらけて 神の 使た ち 人の子の 上に 陟降 する を 見 か 疑 ひも 無く 創世記 (一一 ーュ の) ベ テルに 於る 

ャ コ ブが 不思議なる 信仰の 實験を 想 ひ 起させる。 此 所から はャボ クの 渡り も 近い。 ベ テ ルは 程遠く 

ない。 すべて 史的 聯想 湧く が 如くで ある。 若し ナタナ エルと 志 を 同じう する 徒 進みて^ むこと なく 

ば ヤコ ブの經 験せ る 如くであって、 其れに も遙か 優れる 靈的實 験 を 積む ことが 出来る であらう。 

天 ひらけて 天 ひらけ ありて、 ^ ある。 即ち ヤコ ブの 時の 如く、 一夜 夢中の 出來 事に 止ら す、 天 

常に 開け ありて、 祌 人の 交通 問斷 なきに 至る。 

天の 使 人の子の 上に 陟 降りす る を 見ん 神と 基督との； き 通 ひ繼繽 的に 行 はれ、 此れに 依りて 

祌 と敎會 との 親しみ も 常に 維持せられ 聖徒の 祈り 雲と 立ち 神の 祝福 雨と 下りて、 天の 橋 立 交通 引き 


も 切らざる 絕 妙の 境に 達す。 此れ 宗教の 完成、 汀 W 經験の 極致で ある。 而 して 斯 くの 如き は 皆 人の 

子 を屮 心と し、 之れ を經. E する の 外 之 を 寳 現す るに. H なきもの である。 此の 人の子と 云 ふ 語 は 四 福 

音害中 耶穌自 己 を ^£ し て 然 か 呼 び た る も の 八 十 1^ で ぁ る 。 故 に 此 所も無 論 耶穌.^^身 の こ と を 指し た 

ものと 解せ ざる を 得ぬ 然 らば 人の子と は 何 を 意味す る や。 覽し 之に 三 様の W ゐ 方が ある。 第一、 现 

想 的の 人 を 指す (ffs の？ M 『の； flo) 。第一 一、 M ゼキ H ル に は 豫首者 を 人の子と 呼んで 居る Gi 、の 六 一 ハ)" 其の 

外無^^八十筒所に出づ。 告 人の 1^ 弱なる を 指摘した 意味に 代て 用 ゐられ て 居る。 第三、 メシャ に 適 

W す (ゴ_ーーー、ェ1^ の) メシャ を 人の子と 稱 する は 其 人類 全 體に關 係す る を 意味す。 耶穌は 神の 子で ある。 

彼と 神との 關係を 高調す。 彼 は メシャ である。 ユダヤ 國 民の 现想、 其の！： 體の 精華、 其の 大 It?; 主で 

ある。 彼 は 人の子で ある。 人類 全部 を 統治し、 之れ を 代表し、 之 を 救済す る ものであると 云 ふ點を 

高調す。 ナタナ H ル等の 信仰 漸く 熟し 來 らば、 彼ら は 耶穌實 に斯の 如き 意味に 於て 神の 子なる を驗 

知し、 之に 基き 之 を 中心として 神と 人との 交通 圓滿 に永績 せらる べしとの 實證 を體 得する に 至る で 

あらう。 

證言、 信仰、 及び 活動 ョ ハネ の證言 に 山り て、 アンデレ、 ョ ハネ 等の 心 動き、 耶穌に 接し、 其 

の敎 訓を受 くるに よりて 其の 服 は 間け た。 断くて 此れ こそ 國 民の 豫 期せる メシャ なれと 云 ふ 悟 仰 を 

輿す に 至り、 信仰から 遂に また 活動 を 生す る 様になった。 アンデレ はべ テロ を、 ヨハネ は ヤコ ブ 
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を、 ビリボ は ナタナ H ルを 導き、 ナタナ H ルの 信仰 は 歷ー& 3 更に 大なる 程度の ものに 累進す る こと 

を 得た ので ある 

家族 傳道、 朋友 間の 傳道、 同鄉 人の 間にお ける 傳道 此れ 傳道 Q 最も 有効なる ものである。 基督 

敎は 此 の 三種 の 傅 道 を 以 て 其の 起點 とし、 之 によりて 橋 精せられ、 又 之に よりて 終り を完 うす ベ き 

ものである。 

誰か 紹介者た る を 得 ざらん や アンデレ は 紹介者で ある。 取次の 役 を 勤む るに 過ぎぬ。 彼れ はパ 

ンを 持てる お 者 (gf?)、 或る 希 職人 Q 一一 一一 一一) 及びべ テ 。を 耶穌に 紹介した ので ある。 此の 外 彼れ は 何 

らの 能事 ありし や 記録に 之れ を 見出す ことが 出來 ぬ。 然れ ども 其の 紹介の 結 菜 甚だ 大 なりし を 見れ 

ばァ ンデ レ の 任務 も 偉大で あつたと 一一 一一 口 はねば ならぬ。 ピリ ボは ナタナ ェ ル に對抗 すべく も えぬ。 

然れ ども 來 りて 觀 よの 一 言 其の 友 を 基督に 導く こと を 得た ので ある。 た ぺ テ II、 ョハ ネ のみ 尊 

しと せんや。 紹介者の 勞亦 多と すべきで ある。 

回心の 動機 さま <^ シ モン は 自己 品性の 弱 所 を 感じ、 改善の 志 深 か、 りしが、 耶穌に 依らば 其 

の 理想 を實 現せし むる こと を 得べ しとの 感想に 導かれて 主の 門下に 投じた。 ナタナ H ルは國 民傳來 

の 理想に 憧 がれ、 懷慨義 を 慕 ひ、 豫 一一 一一 E 者の 道を實 現せし めんと 欲する 一念に 刺激せられ、 己と 同情 

共鳴して、 扶：^ の 力 十分と 認 むる 耶穌に 向 ひて 途に汝 は 神の 子な り、 汝は イスラ H ルの 王な りと 歡 

呼す るに 至った。 ヨハネ、 アンデレ、 ビリボも昝其れく特異なる感想ゃ動機に？^^^！れたのでぁら 


う。 實に 基督 は總 ベての 人の 救 者で ある。 何人と 雖も 之に 依り 飢渴 を脫 し、 望 を充 たし、 志 を遂ぐ 

る こと を 得ざる もの は 無い。 

カナの 婚禮 

(第二 章 一— 十一) 

1^^|がにガリラ ャ の カナに て婚筵 ありし が 耶稣の 母も此 所に 居れり。 2 耶穌と 其の 弟子 も婚 筵に 請 かる。 "葡 

萄： けれ „H、 母 ^妹に 曰け る は 彼らに 葡萄酒な し。 4 耶铄. 彼に 曰け る は 婦ょ汝 と 我と 何の 與り あらん や。 我 

. .  せ  きょめ 

が 時 は 未だ 至らず。 5 其 母 僕 等に 向 ひて 彼が 汝らに 命ずる 所の 事 を 行よ と 曰 ひ 置け り。 G ュ ダャ 人の 潔 の^に 從 

ひて 四 五斗 盛の 石 甍六彼 所に 備 ありし が、 7 耶穌僕 等に 水 を 甍に滿 せよ と 曰 ひければ 彼ら 口まで 滿 せた リミ， 又 

これ を今挹 取て 持ち ゆき 筵 を 司 どる 者に 與 せと 曰ければ 彼等 わたせり。 9 筵 を 司る 者、 洒に變 リし水 を 《せめて 

其の 何 所より 来りし を 知らず 然れ ど.^ を挹 みし 僕 は 知れ リ。 W 筵 を 司る 者 新郎 を 呼びて 彼に 曰け る は 凡そ 人 は 

よ W さけ <y>  あし S さけ  V 

ま づ旨洒 を 進し 洒酣 なる に 及びて 魯洒を 進す に、 汝は 旨酒 を 今まで 留めお けり。 U 此事を 耶舒が ガリ ラャの 力 

なせ  しる レ 

ナに 行る は 休徵 の 始めにして 其の 榮を彰 はせ り C 弟子 かれ を 信す。 

前章に 記載 せられた 事 ども は、 總て 四日に 亘 つて 居る が、 其れより 三日 を經 て耶穌 その 弟子と 共 

に カナに 到着せられ たので ある。 カナ は ナザレに 程遠から す、 其の 東北に 當 りて 小高き 地位 を 占め 
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た 村で.、 確かに チタ ナェ. ルの 家が 其 所に あった。 此所は 耶穌の ピリ ボ などに 遇 はれた 場所から 約 八 

十 哩を距 て \ 居る から、 之に 達する に 三日の 行程 を 費され たので ある。 

弟子 どもの 信仰 はい まだ 幼稚で あつたが、 渐く耶 穌と轵 み、 今回 は カナに 於て 其の 最初の 奇蹟 を 

目擊 せし 爲に、 靈的 生命の 種此 所に 愈 根ざし 深くな つて 來た。 有つ もの は 尙ほ與 へらるべく、 終に 

カナの 婚 筵に 水が 葡萄酒に 化った 如き 事實を 見る に 至るべき 順序と なった ので ある。 

1 耶穌の 母も此 所に れり マリヤ は、 疾 くより 此 家に 来りて 居りし もので あらう。 ヨセフの 

w まか 

名の 此 所に 見えざる は 注意すべき ことで ある。 多分 旣に 物故った もので あらう。 

99999999  999999  まね  方ね 

2 耶 M と 其の 弟子 も婚 筵に 請 かる 請 かる は眾數 の鼽詞 である。 豫て請 かれた る は、 一行 中耶 

穌 一人で あつたが、 新しく 之れ に隨 身した 弟子 も 同行して 來 たから、 不意に 客の 數が增 加した もの 

と 想像 せらる。 饗應 に番狂 はせ を來 したの も 其れが 爲 めであった かも 知れぬ。 

3 鬼に 角 葡萄酒が 群き た。 饗應の 席 も あは や 白け 渡り やせんと 氣遣 はれた。 當局者 は 頻りに 心 

を 傷めざる を 得ぬ。 耶穌の 母 マリヤ は 新婚の 家と 親しき 關係 ありし と覺 しく、 思 ひ 懸けざる 此の 場 

の 仕儀に 種々 心配 をした が 他の 爲ん術 を 知らす、 平生 事 ある 時 は 其の 援助 を 求る が 慣例で あつたか 

ら、 其の 愛する 子に 彼らに 葡萄酒な しと 一一 目 ひ 出で た。 此れ はた 目前の 難 饞を救 はれたい と 思った 

のみではなかった らしい。 一 つに は 此の 機 食に 其の 光榮を g. かしめ、 年 來俟ち 焦れた る 如く、 何と 

かして 豫 ねての 期待 を實 現せし めたい と 思った ので あらう も 知れぬ。 ョ ル ダンに て ありし 事共 も傳 


へ 聞いて 居る し、 一 隊の顿 もしく 見 ゆる 壯士 も隨 行して 來て 居る。 愛する 子が 今や 錦 を 着て 故鄉に 

歸り來 つた 様に も 感じたら う。 胸^り 心 動悸め きて、 幾分 急き 氣 味であった かも 知れぬ。 

. 4  f、 汝と 我と 何の 與 りからん や。 我が は 未だ 至らす 耶 は 斯く共 母に 答 へられた。 婦 

ひど 

よは 餘り 酷い 詞の 如く 聞 ゆるが、 ユダヤ人の 間に ありて は 決して 然 うは 聞えぬ 害であった。 婦 よと 

謂っても、 奥様お くは贵 夫人と 呼び 懸けた 様な 次第で" 少しも 輕 蔑の 意味 は 含んで 居らぬ。 然し 現 

在の 母に 向 ひ殊？ S- に 奥様な どと 呼びし は 確かに 通常なら ぬ 意味 を 含めて、 假令 不敬 は 無くと も 他人 

行 懷とは 聞え る。 何となく 餘 所々々 しく 感ぜられ たに 違 ひない。 マリヤの 心に は 冷水 を 浴びせら る 

る 如き 感じ もしたら う。 其 所で 婦ょ汝 と 我と 何の 與り あらん や は 次ぎの 如き 意味で ある。 

仰せで は あるが、 此は； t の國の 大義で 私事で 無い。 親子の 情誼 も 事に こそ 依れ、 斯 る問题 はた、. - 

神の 意志 一 つで 其 進退 を 決せねば ならぬ。 神と 我との 交渉 事件に 外ならぬの である" 親と 雖之を 如 

何とも 爲すを ^し 難い。 此の 後 とても 努め 心得 違へ を 爲られ な。 其れの みか 今 は 其の 時で 無く、 此 

所 も 其の 場所で ない。 思 召しの 如くに 目覺 ましく 打って出 づる事 は、 神の 定められた 他の 機 會到來 

する を俟 たねば ならぬ と。 

断く 首 はれ はした もの.^、 必 しも 此の 家の 急を餘 所に 見て 打ち捨て 置かるべき 趣意と も 解せられ 

ざる ものが ある、 何 所と なく 深き 同情 を 以て 總てを 見て 居らる k 様に も 感ぜられた。 マリヤの 底意 

に對 して は 担 否の 態度 を 示された が、 目前 切迫せ る 問題に は 好意 を 寄せて 居らるべく 見えた ので あ 
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る。 然れば マ リ ャは、 

5  8- に 向 ひて 彼が 汝らに 命す る 所の 事 を 行よ と 言 ひ 置きて 刖窒 へと 去った。 

6 此 所に ユダヤ人の 潔& 例に 從 ひて M 五斗 盛の 甍 六つ 彼 片に備 へ あいき 潔め の 例 云々 と は 

馬 太 § 十五 章 二 節、 馬 可傳第 七 章 三 節、 路加 傳第十 I 章 三十 九 節 等に 見 ゆる 如く ユダヤ人が 食事 

をな すに 當 りて 嚴 重に 手 を 洗 ひな どす る 時に 用 ゆる 水 を 盛りし 器で ある。 四 五斗 盛りの 石甍 六つと 

あるから、 其の 容量 約 三 石に 當る。 奋鑌の 葡萄酒の 分量 如何に 大 いなりし か を 示す に 足る。 

7 耶姊僕 等に 水 を 甕に 滿せ よと 言 ひければ 彼ら 口まで 滿 たせたり 建の 水 直ちに 悉く 葡萄酒 

とな ひし ものと 解 せらる。 

8 又 これ を今捂 取りて 持ち ゆき 筵 を 司る 者に 與 せと 言 ひければ 彼ら わたせり 筵 を 司る 者と は 

給仕 長の 意味に も 解す る 事が 出来る。 然れ ども 給仕 長 を 置く 程の 家と も 見えぬ。 必定 来客の 互選に 

て 司 會の任 を 托せられた 人の 事 を 言った もので あらう。 

えんち 9.. つか M  «  «  »  «  *  *  *  » 

9S 筵 長 例の 如く 酒 を甞め 試み、 其の 今までのに 勝りて 美味なる を異 しみ、 凡そ 人 はま づ 旨酒 

を 進し 酒酣 なる に 及びて 魯酒を 進す に、 汝は 旨酒 を 今まで 留めお けりと 笑ま しげに 家の 主人 を稱讃 

した。 

n 此の 事 を 耶穌が ガリ ラャの カナに て 行る は 休徵の 始めにして 其の 榮を顯 はせ り。 弟子 かれ を 

信す 斯る 出来事に は 三つの 名 稱を用 ひらる I 奇蹟。 即ち 事の 意表に 出で- - 甚だ 驚くべき を 示 


す。 二、 異能 神に 非ら ざれ ぱ行ひ 難き 性 の ものた る を 意味す。 三 休徵 即ち 之に 依りて 眞理 

を 悟り、 道 を 明かに し、 の榮 光も彰 はれて、 基督の 榮光を 彰 はし、 信仰に 進む こと を ると 云 

ふ雜 である。 此ら三 を 合した のが 福 昔 書に 見 ゆる 超 E 然的 出来事の 本意で ある。 

其の 榮光 を^ はす 弟子 ども 斯く基 皙の人 倫に して 神々 しき を 認め、 其の 威？ まと 同 とに 

接觸 し、 其 の 仁慈と 勢力と に感 する こと が 出來た の であ る。 

^5- 子 かれ を M す 彼ら は 旣に耶 穌に隨 身して 居た ので ある。 旣に 或る 意味で は 信者な りと 言 ふ 

ぶー も出來 る。 然れ ども 更らに 之 を 信す るに 至った ので ある。 信仰 は 進歩して 止まぬ。 其の 造詣 愈 g 水 

きを 要す。 日々 に 新で なければ ならぬ。 弟子 ども は 約 翰の 紹介に よりて 耶穌に 心を倾 け、 之に 接觸 

して 愈 深く 敬服す るに 至り、 叉 此の 驚くべき 出来事に. 5 りて 信頼の 念が  一 熱 切なる を 得た ので あ 

る。， お 聞 一 見に 如かす。 信仰：^; 活は 驗を經 て 進歩す るが 順序で ある。 今 も斯く ありた きもので ある。 

基督教と 家庭 基督 者の 結婚式に は 『基督 亦 ガリ ラャ にて 自ら 婚 筵に 列り、 始めて 奇蹟 を 行 ひて 

之 を 祝福せられ たり』 と 云 ふ 語 を 用 ゆるが 常例で ある。 ルゥ テルの 修道院 を 去りて 結婚した 事は宗 

敎 改革の 四百 年 を 記念す るに 當 りて 殊に 多くの 人の 注意 を 引く  HJ であらう。 其れよりも 遙 かに 勝り 

て 夫 の 道の 尊重す ベ きを 明らかにし、 之を聖 化する の途を 開き 其の 歡 喜の 價 恼を大 ならしむ る も 

しるし 

の は、 實に 基督が カナの 婚 筵に 臨まれて 行 はれた る 最初の 休徵 である。 殊に 興味深き は 其の 王侯 貴 
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人で なく、 賤 しき 農民の 婚姻の 席で あつたと 云 ふ事實 である。 基督 敎は 人生の 總 てを聖 化する 道で 

ある。 

區々 たる 家事 亦 基督の 同情 を 引く 天下の 大事 件、 精； t 上の 重き 問題、 死生の 畏 るべき 道の みで 

はない。 饗 應の番 狂せ、 さて は 主 $1 の 苦心に 至る まで、 亦 基督の 同情 せらる- - ところであった。 主 

耶穌は 家事 や 家政の 同情者、 又 其の 救 者で ある】 

淡き 水 も 濃き 酒と なる 人生 水の 如し。 基督に 依りて 濃き 葡萄酒に 變す。 福音の 道 は 味 を 添 ふる 

墜 にも 擬 へられて 居る。 此の 道理 萬 事に 應 用して： M ハ 妙味 を感 すると ころが ある。 此 所が 此 奇蹟の 休 

徴と名 けられた 意味の 一 つで あらう。 つ 我ら は 何に 付けても 終まで 益 美味に 富める 酒 を 提供した 

きもので ある。 

大義 親 を滅す 汝と 我と 何の 與. り あらん や。 公私 の^を 明. 01 にした ので ある。 情實に 引かれ 易き 

世の中 は 耶穌の I 語に 鑑みて 深く 舉ぶ ところなくて はなるまい。 

耶練聖 殿 を 清む 

(第二 章 十二 丄ー 十五) 

U 此の 後、 耶穌 其の 母、 兄弟、 及び 弟子た ち 力べ ナウ ムに 下り、 其の 虚に 居る こと 久しから ずして。 


耶^^カナょりー 先づ ナザレに られ たりと：： 儿 える。 此のた び は 共の 母 や 兄 ^5- ら をも携 へて カペナ 

ゥムに 來られ たので ある。 共の 兄；？ と は 主の 異母 兄 どもに 當る 人た ちで あるか。 其の 從 兄弟で ある 

か。 ， おた 正しく マリヤの 生みし 兄弟で あるか。 諸 說區々 であるが、 之 を耶穌 の資の 兄弟と 見る が 

最も is であらう cfu$!Jpl)。 

カペナウム 今の カアン • ミー 一 ャ なりと 謂ふ說 と、 テル • フ レムと する 說 とが ある。 ； 11 說 或は 當 

つて： るか も 知れぬ。 カペナウム は 湖上に 在りて、 テベ リャが ロマ 人の 都市で あるに 對し、 ユダヤ 

人の 都市であった。 人口 も 多く、 物 资輕輳 して、 中々 繁： n 曰して つた。 後日に 至て は、 耶穌此 所に 

住 はれて 、 共の 傳道 の 中心と せ られ たる も 然る ことで ある。 

で い ナザレ は 山手に 馬す。 カペナウム は 海面より 六 八 〇 尺 ほど も 低き 湖畔の 都市で あるから 

下る と 謂った ので ある。 

n ュ ダャ 人の 5«! 越の 節 近付きければ 耶穌 H ルサ レム に 上り、 H 殿に て 牛羊鎗 を賣る ものと 免 銀す る もの 、座せ 

ると を 見、 ！ 2 繩を もて 鞭 を 作リ、 彼ら 及び 羊 牛 を 殿より 逐 出し、 兌 銀す る もの、 金 を 散し、 其の 案 を 倒し W 始 

を 一なる ものに 謂 ひける は、 此の もの を 取りて 往け。 否が 父の 室 を 貿易の 家と する 勿れ。 W 弟子た ち汝の 室の た 

めに 熱心 我 を 蝕 はんと 錄 された る を 憶 ひ 出せ リ。 お 此に ュ ダャ人 答へ て耶 5» に 曰 ひける は、 爾此ら のこと を爲 

すから に は 我らに 何の 休徵を 示る や。 2 耶稣 答へ て 曰 ひける は爾 此の 殿 を 毀て。 我 三 H にて 之 を 建ん と 曰 ひけ 

れば 3 ユダヤ人 謂 ひける は 此の 殿 を 建る に は 四十 六 年を經 しに 爾三 口にて 之 を 建つ るか。 n- ，耶穌 の斯く 言へ る 

は 其の 身の 殿 を 指せるな り。 お 死より 甦へ りた ま へ るの ち 弟子た ち 耶餘の 此の 事 を 語りし を惊 起し、 聖書と 彼 
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の 言 ひし 詞を 信ぜ リ。 

少數 ながら 門人 も 出来た。 耶穌 公け の寶 行に 着手 せらるべき 機會は 熟しつ、 ある。 其の 適 當の場 

所 は M ルサ レムで ある。 四方より 群衆の 寄り 集ふ逾 越の 節會 こそ 之れ が 最も 好き 時期で ある。 此れ 

闽 民の 史的 理想 や 其 希望 を 表現して、 其の 中心なる メシ ャ の 上に 人民の 注意 を 集む る 祭典で ある。 

所で 折から 逾 越の 祭 も 間近に 迫って 來 たので、 耶穌も M ルサレ ム に 上らる、 こと， - なった。 

ユダヤ人の 逸 越の 節 此れ ユダヤ人 十：： 來 の習愤 で、 其の 祖先が H ジプト を 逃れ出た 時、 H ジブ 

ト 人の 家々 では 其の 長子 を 悉く 殺された にも 拘ら す、 イスラ H ル 民族なる ユダヤ人 は戶」 a- に 羊 を 屠 

ひそぶ 

ひ， 一 束の 牛 膝 草 を 以て 其の 血 を 門口の 鴨居 及び 其兩 側の 柱に そ、 ぎ、 斯 して 其の 難 を 免れ 得たり 

と 謂 ふ 故事に 基いた 祭で ある (l¥J8J;lis3。 之に は 異說も ある。 多分 種々 の故實 ゃ舊 憤が 混じ 合 ひ 

て、 所謂 逾 越の 節. $2 となった ものら しく 見 ゆるが、 此 所に は 之 を細說 せぬ。 唯 だ 一 面 建 國の祝 を も 

兼ねて、 民族的 精神 を 高く 昂 ぐる 機會 であって、 罪と 其の 救 ひとに 關 して 深き 印象 を與 ふるな ど宗 

敎 上の 意義 も 頗る 豐 なる 祭典で あつたと 謂 ふ を 以て 滿 足せねば ならぬ。 毎年 彌 生の 頃 行 はれた。 人 

民 諸方より 集り 來 りて 都 は 入 を 以て 填められん ばかりで あ， つた。 特に ユダヤ人の 逾越 節と 記した の 

は 、 蓋し 之 に對 すと も 見ら る ベ き 基督 者 の 復活 節と 區刖す るた めであった かも 知れぬ 。 

ヱルサ レム に 上る エル サ レム は國の 首府で あるから 上る と 謂った ので ある。 

ゆる 

H 斯くて H ルサ レム の 殿に 往 かれた と ころ 其構內 即ち 異邦人 の 出 人す る を 免され た 部分に 彼 


りよ 5^ へ 

方に は 牛 羊 飭を资 り 居る ものが 立ち、 此方に は 兌 銀す る ものが 坐り こんで 居た。 此は 神殿に 供 ふる 

もの 

料で ある。 通 S の ロマの 货幣に は 異敎 模様 Q 彫刻 も ありて、 獻げ ものに 適せす、 之 を ユダヤ人 S お 

の 货幣に 引換へ ね ば 用 を爲さ ぬ。 故に 參拜 古の 便利 を II り て 兩替の 店 を 出し 多くの 利得 を按 にせる 

もあった ので ある。 

彼ら は 禮拜の 神聖なる 5:^ 所 を 俗化せ しめて その 靜肅 を紊 し、 餘り 無遠慮に 振舞て 居る。 今や 

メシャ として 都に 上られた 耶穌 は此弊 を^. 止し、 彼らの 無禮を 咎め、 不敬 を 戒めて 殿を淸 掃すべく 

着手せられ たので ある。 

繩を 以て 鞭 を 作り 威で 示して 此れら 不敬 漢を 去らし むる 用に 供せられ たので あらう。 之を揚 

げて 叱；^ せられた のみで 彼ら は 右往左往に 遁げ出した であらう。 牛 や 羊 を賨る もの はと もに 追 ひ 出 

され、 兩替屋 は 共の 臺を仆 され、 其の 金 を 散され て 這々 の 態であった。 

^ 然し； t を責る ものに は 『此れら の もの を此處 より 取り去れ、 吾が 父の 家 を 商賫の 家と 爲す勿 

ひレろ ざま わ る 

れ』 と 言 はれた。 鴿は追 出すべく も あらぬ。 强て然 せんと 試みな ば 反って 混雜を 引き起し 無 乃 態 悪 

き 結 ともなる であらう。 北ハ 所で 此には 適 當の處 置 方 を 取られた ので ある。 憤然た る^に 物 ごと を 

靜に 識別 せらる k の餘裕 ある を 見る も責 しと 謂 はねば ならぬ。 

吾が 父&家 路加 二の 四 九の 往事 も m 心 ひ 出さる。 吾が の 一 語 其の メシャ たる 本 H を 暗示せられ 

たので は あるまい か。 
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祌の殿 は 萬 民の 祈りの 家で ある $ j、 ゆめ 之 を 商店 や 盜賊 の 巣と 爲 すべきで な い {3- ^ 1、 一)。 

-1: 之 を 見て n 治 子ら は 耶穌祌 の 殿 を 重んぜら る、 の 赤誠と 熱心と に 感激し、 舊 約の 言 を も 憶 ひ 出 

でて 如何にも 尊き ことで あると 思った。 彼らの 思 ひ 合せた る は 詩 六九篇 九の 詞 である。 

ふ 弟子 ら耶穌 の 熱心 燃る が 如く 其の 甚だ 旺ん なる に 驚いた ので ある。 

お 然れ ども 他の ユダヤ人 は 之 を 悪 ざまに 解し、 .k  く 憤りて、 其の 不當を 鳴さん と 試む るに 至つ 

た。 同一 の 事に して 斯 くも. 異様なる 印象 を與 ふる を 見よ。 一？ 1 愼 むべき は 人の 心で ある。 何 所まで 

ね +、- 

曲け 行かん とする ので あるか。 恐るべき ことで ある。 

こ、 に 故にで ある。 

答 ^ て 耶 M の 行爲は ユダヤ人に 對 する 痛撃で ある。 彼ら は 其の 峻厳なる 戒告に 順 ふ 心に はな 

り 得す、 寧ろ 反抗の 氣勢を 張り、 小賢しく も 之 を 取って 抑 へんと 擬 したので ある。 曰く 

もと ヽ な  ，  ま^ 

我らに 何の 徴を 示す や ユダヤの 常套 である。 彼ら はと も すれば 奇跡 を 索む (t^n 一 ンート )。 耶姊 K 

おた 

前り の 行 爲旣に 極めて 著明なる 微で、 然も 彼が メシャ たるの 權成を 具 ふることの 紛れな き證據 であ 

あっか ま 

るのに、 見れ ども 見えす、 厚顔し くも 白 晝尙ほ 蠛燭を 偕らん とする 如き 言 ひ 分で ある。 

W 斯の 如く 彼ら は 旣に與 へられた る徵を 無視して 居る。 此の上 何 をか與 へらるべき。 有つ もの 

a げ 

は 尙ほ與 へらるべく、 有ぬ もの は 其の 有て る もの を も 奪り 去られねば ならぬ。 故に 眼 を 塞ぐ もの は 

益 味くなら ねば 止まぬ。 耶 穌は斷 乎、 其の 請求に 應 ぜられ なかった。 


爾ら 此の 殴 を 毀て 我 三 口にして 之 を 建ん 之 を 建てん は 改譯に 『之 を 起さん』 とほって 居る。 

其の 方が よい。 北 ハれで 復活の 意味 ある ことが 益 明瞭で ある。 耶穌の 斯く言 はれた る は 彼らに 向って 

宣 *1 を 下された も d. 機で ある。 曰く 爾らが 不信仰に して 我に 反抗す るの 結 ™^ は 終に 我 を？ 权 すに 至ら 

ざれば 息むまい。 斯の 如く s_ 興に 神の 殿た る 我 を 粒す 時 は、 共の 災 此の エルサレムの 殴に も 及ばざる 

を 得ぬ 事と なる であらう。 兑ょ/ \ 然し も 莊 厳なる 此の 殿 も 爾らの 不信仰に 由り 烏冇 に^する であ 

らう。 然し 祌の 子に して 其の 聖 殿なる 我 は 滅び 失すべき もので ない。 必らす 三日に して 復活す るで 

あらう。 而 して エルサレムの 殿 はたと ひ 焦土と ならう とも、 其の 目的 は 我が 復活す るに. E りて、 よ 

り 良く •： 段 現せら るべ く、 神の 現在した まふ こと を 認め、 之 を禮拜 する の 道 は 愈確實 に持續 せられて 

4< の. 水 存 せんこと 決して 疑 ひ を容れ ぬので ある。 

耶穌 此の 時旣に 其の 死と 第三 日の 復活と に 言及せられ たる を 疑 ふ 者 あれ ども、 flscy ハピ I 一の、 li) 

な ど を 請 ま ば、 耶 穌の斯 く 雷 は れ た る は 史的 事實 であった に 相違ない。 

^ 然る 所 ユダヤ人に は 耶^の 眞 意の ノ 得せられ 得べき 害が 無い。 。"準に N ルサ レムなる 殿の 事に 

止まろ とのみ 之 を 解した ので ある。 そこで 建築に 着手せられ てより 旣に 四十 六 年を經 過して 居る ほ 

どの ものであるのに、 雨 之 を 三日間に て 建て 得べき 道现 あらん やと 詰った。 

ハゃ 當 時の 神の 殿 は 第三の 者であった。 素 此れ 大へ 口 デがゼ ルバ ベルの 殿 を 改築した の 

で、 結構 壯大 にして 矣目を 驚かす ばかりで、 實に ユダヤ人の 誇であった。 大へ 。デの 在位 十八 年 
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卽ち n マ建國 紀元 七三 四 年 か、 七三 五 年の 秋 起工せられ たもの 故、 其れより 四 六 年 は n マ建國 紀元 

七 八 一年 か 七 八 二 年、 卽ち 基督 紀元 二八 年 か 二 九 年に 相當 する ので ある。 本殿 は 十八 ヶ月に して 竣 

功した が、 他の 部分 は 多くの 歳月 を經 過し、 巳に 四十 ーハ 年の 後に 至りても 未だ 完成に 至らす、 紀元 

七 0 年に 於る エルサレム の 最後 陷 落の 六 年 か 七 年 前に 其 を 見た ので ある。 

^ 殿 此所は 本殿の 意で ある。 

？ー  當時は if 會せ ざり しも、 後に 至り 耶穌 の當 時の ISli を 憶 ひ 出して、 實 にもと 其の 信念 瞻に銘 じ 

たので ある。 

聖書 蓋し 詩篇 一六の  一 0 であらう。 

弟子ら が 正しき 信仰 を爲 すに 至れる こと 斯の 如くであった けれど、 其の 根底 餘り 正しから ざる 信 

念 を 以て 耶穌に 心 を 寄せた もの もあった ので ある。 

耶穌此 外に も徵を 示された ものと 兑 える。 之に. E りて 信念 を 催した もの も 起った。 

共の 名 坊 一章 旣に釋 いて ある。 

まか 

^ 托せす 彼らの 信仰 不健全であった から 安んじて 之に 任せる ことが 出来ぬ。 

.^ 何故 出來 ぬと 言へば、 耶穌之 を 鏡に 懸けて 觀る 如く、 人と 其の 心のう ち を 究めて 悉く 察知し 

て 居られた からで ある q 


事務的の 整理 * 宗敎を 俗化す 事務の 整理 は 善き 1* である。 甚だ 必要で ある。 ^れ ども 用心せ ざ 

れズ 之が ために 墮ー fs^ の 端 を 11 くに 至る。 ,一 ルサ レム の祌殿 は參拜 者の 便利 を 圖り、 事務的 簡 翁を尙 

びて、 つ ひに 天の 父の 家 は 商資の 家に 化し 了った。 今日の 敎會 深く 此 所に 鑑みねば なるまい。 

•V, 神の 家の ための 熱心 此れ 耶穌の 公然 傳 道に 着手せられ しとき 第一 に 着手せられ しと ころな り。 

禮拜 の祌^ を 保ち、 其のう ちょり 俗 氣を驅 除す るが、 根本的の 事業で ある。 

m 言 仰の 品質 漫然 敎會に 出入す る 人の 多 からん こと を 好む は 間違 ひで ある。 奇跡に のみ 心醉 する 

が 如き 信仰 は 耶穌の 好まざる ところであった。 傳道者 や 牧師の 注意すべき 事で ある。 

宿老 も 新に 生み出さるべし 

(第三 章 一— ニー)  ， 

1 ユダヤ 入の つ こて、 パリ サイの -I コ デモと 云る 人 あり。 2 かれ 夜耶 穌に來 りて 曰け る は、 ラビ 我ら 汝は祌 よ 

-  しるし 

り來 りし^な りと 知る、 そは祌 もし 人と 偕なら ずば 汝が 行せ る この 休 徵は入 これ を 行す こと 能 は ざれば なり。 

3  Kt^-y? へて 曰け る は 誠に.？ はに 汝に吿 げん、 入 もし 新に 生ずば 神の 國を 見る CJ 能 はじ。 4 一一  コ デモ 彼に 曰け る 

は 人 はや 老 ぬれば 如何で 復 生る、 事 を 得ん や、 再び 母の 腹に 入りて 生る ベ けんや。 5 耶穌 答へ ける は 誠に 赏に汝 

に 吿ん、 人 は 水と 雹と に 由て 生れ ざれば 祌の國 に 入る と 能 はざる 也。 .。 肉に 由て 生る i 者 は 肉な り靈に 由て 生 

る 、者ま！！^ なり。 -, 我な，？ ぢに货 に 生るべき 事 を 言 ひし を 奇と爲 るな かれ。 S 風 は 己が 任に.^ く汝 其の 聲を sk- 
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ども 何 所より 來り何 所へ 往くを 知らず。 凡て 靈に 由て 生る k 者 も 此の 如し。 9  一一  n デモ 答へ て 如何で 此事 あら 

ん 乎と 曰 ふ。 S 耶穌答 へ て 曰け る は 汝はィ ス ラエル の師 なる に 猶此事 を 知らざる 乎。 u 誠に 赏に汝 に 吿ん、 我 

ら 知し 事 をい サ 見し 事を證 する に 汝らは 我らの 證を 受けず。 S3 若 われ 地の 事 を 言 ふに 汝ら 信ぜず ば況て 天の 事 

を 言 はんに は 何で 信ずる tj を爲ん や。 2 天より 降り 天に をる 人の子の 外に 天に 昇りし 者な し。 U モ I セ 野に 蛇 

I  か！ W リな きい 3 ち 

を舉し 如く 人の子 も舉ら るべ し。 r 凡て 之れ を 信ずる 者に 亡る こと 無して 永生 を 受けし めんが 爲 なり。 ，5 それ 

祌 その 生み 給 へ る 獨子を 賜 ふ 程に 世の 人 を 愛し 給 へ り。 此は 凡べ て 彼 を 信ずる 者に 亡る £ 無くして 永生 を受 

けし めんが 爲 なり。 S 祌の其 の 子 を 世に 遣し 給 へ る は 世 を かんとに 非ず 彼に 由り て 世 を 救 はんが 爲 なり。 S 

彼 を 信ずる 者 はさば かれず 信ぜざる 者 は旣に 審判れ たり。 蓋祌の 生み 給 へ る獨 子の 名 を 信ぜざる に H る。 S  0 

も と 

の 定まる 所以 は 光 I に 臨り しに、 人 その 行の 惡 きに 囚 りて 光 を 愛せず、 反 リて哈 を 愛すれば なり。 S 凡べ て惡 

をな す 者 は 光を惡 みせ： の 行 を 責められ ざらん が爲に 光に 就らず。 ？ 5 眞理を 行 ふ 者 は 其の 行の 顯 れんが 爲に 光に 

就る 蓋 祌に遵 りて 行へば 也。 

と  かく 

前章に 見えた 如く 都に は 左に も 右に も 心を耶 穌に倾 くる ものが $ 起った。 然し 彌次 馬の みと 云 

ふ 性質の 輩で 餘り 信用 を 置く に 足らなかった。 中に 截 群の 一鶴 稍賴 母し き 向き も 現 はれた。 彼ら は 

耶穌の 行 はれた 事を兒 て 私 かに 心 を 之に 引き 着けられ、 此の 入なら ば少 くと も來 年の 宿志なる 神の 

國の 消息 を 窺 ひ 知るべき 便 立を與 ふる 事 もや あらんと 期待す るに 至った ので ある。 11  n デモが S ち 

其の 一 人であった。 彼の 名 は 約 に 於ての み 之 を 見る ので ある。 第 七 章 五 〇 及び 第 十九 章 三 九な 

ど 彼れ 是れ 較べ 合せて 看るならば、 -1 n デモの 人物が 1： る。 彼 は 道 を 好め ども 世に 揮り 人 を 恐れて 

居た。 誡實 では あつたが 敢爲 直往の 氣 分に 乏しかった。 研究の 志 は 有った が猶豫 決する ことが 困難 


であった。 恐る. （-辯 護の 勞を 取り、 密々 門人と なって 居た。 -ー コ デモの 人物 性行 は 好き 敎訓 と警 

戒 とを與 ふるもの である。 

1 ユダヤ人の 宰 サン ヒ ドリ ン議. &の 一人、 地位 も 德望も 高き 人物であった。 パリ サイの 徒な 

りと 記して あるが 、偽善者の 流で は 無かった。 

2 かれ 夜 夜陰の 來訪は 人 を 恐れた からで あらう。 議會の 大勢 は耶穌 を攻孿 する に 傾いて 居 

た 故、 共の 鉢 先の 「しが 身に 及ぶ EJ を 避けた く 思ったら しい。 其に しても 夜陰に 乘じ てと は 首へ 其の 

志 は i£l か つた。 耶穌 If れ る- 3： を 消さ 、.- る 態度 を 以て 之を迎 へ、 玉 成せし め んと 試みられた ので ある。 

ラビ 我ら 汝は 祌ょ り 來り し師 なり と 知る。 そ は 祌 もし 人 と 偕なら すば 汝が行 せる この 休 徴は人 

これ を 行す こと 能 は ざれば なり 一一 コ デモ は 耶穌の 行 はれた 事 を 見て、 これ 祌の 助け を 得た る 人に 

相 遠ない。 共の 出 所 を 調ん け • し、 共の 敎育 上の 履歷 を：； 3- れば、 其の 才德 識見 は 天授で ある。 彼 は 神よ 

り 出で た 人、 ； t の 偕に る 人で ある。 實 にも 尊き 先生なる かな。 師と仰ぎて 舉ぶ べしと 認めた ので 

ある。 ユダヤ人の 宰 として ナザレの 耶 穌に擧 ばんと 志す に 至れる は 奥床しき ことで ある。 然し 未だ 

耶 を豫首 者と なすまでに は 至って 居らぬ。 無論 メ シ ャ なるべし と は 思 ひも 寄らぬ ことで あったら 

う。 斯 くの 如く 耶 穌に對 する 彼の 態度 は 未熟であった。 た 此の 人と 相 語りて 其の 意見 を徵 し、 幸 

にして 神の 國の 到来に 就き 暗示 をも與 へられ、 力 を も 得て 國 民の 宿志 を 成就す るの 端緒 を 啓くべき 

機，^ "を與 へられた いと 思 ひ 込み、 餘 ほど 奮 發を 以て 推參 したので あらう。 彼が 精神 上の 改革 を 行 ふ 
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べき 必耍 自身に 存 する を 感じて 居ら ざり し は 勿論、 神の 國を來 たさんが 爲には ュ ダャ國 民た る もの 

に 於いても、 皆斯る 革命 を 決行せ ねばなら ぬと 云 ふ 如き、 根本的の 問題に 深く 觸れて 居らなかった 

ので あらう。 若し メシ ャを迎 ふる KJ を 得ぱ祌 の國は 忽ちに して 其の 服 前に 出現すべく、 政令 だに 改 

むる K1 を 得 ば 、 古§首 者 の 理想たり し 宿望 を 達す る ことが 容易で あると 思 ひ 込んで 居たら しい。 

彼の 考は餘 りに 政治的であった。 其の 着眼 は 制度 や 公事に 囚 はれて 居た。 人格の 問題 や 個人の 靈的 

狀態を 閑却して、 事の 根本に は餘り 多く 徹底して 居なかった。 政治 上の 施設 や 社 # 政策 見た 様な も 

のの 實行 を專 ら心懸 くる 輩 は、 何時も  一 I コ デモと 同様なる 誤解 や 謹 想に 陷ら ざる を 得ぬ。 

3 であるから 耶穌は 問題の 根 本義 其 中心 點に向 ひて 驀進して、 大意 次の 如く 首 はれた ものら し 

く 解せられ る。 善哉、 問 や、 然し 御身の 如き 傾向 ゃ考へ 方で はとても 神の 國の眞 相を辨 へる EJ も 出 

來す、 眼前に 之 を 見ても 其れと 認 むる こと も 能 はす、 所謂 見れ ども 見えす、 聽 けど も聽ぇ すに 終ら 

ん とする 虞が ある。 祌の國 は 其の 根本に 於て 人格 問題に 屬す。 國民 たる もの 备自 根本的に 舊來の 思 

想 を 打破し、 今までの 志を廢 て、 習 ひ 性と なって 居る ところの 好 尙を擲 ち、 生命の 新なる 出 發點に 

反り、 總 ての 事 を 更に 行り 變 ふるに 非れば、 到底 祌の 國の眞 面目 を理會 する こと も 出来ぬ。 其の 門 

を 窺 ふこと すら 能 はぬ であらう。 神の 國は祌 の 子た る もの を 以て 組織 せらる \國體 である。 御身 を 

始め、 總 ベて 此の ユダヤ 國民 は、 未だ 备 {HI 神の 子と して 正しき 成立 を 遂げて 居らぬ。 未だ 祌の 子と し 

て は出產 もして 居らぬ と斷 言す る HJ を 悼らぬ。 アブラハムの 子孫と して、 多くの 制度 儀 文 を 有し、 


s で 殿に 參拜 し、 獨 一 の祌を 祭る とて 嚴 めしく 行 ひ 澄して 25 て も、 未だ 祌の國 の 門 を 窺 ふまでに も 至 

つて は 居らぬ。 旣往ゃ 現在 は 誇る に 足らぬ。 之を顿 むべ からす。 總 ベて を 板 本より 全く 新ら しくせ 

ね，， H ならぬ。 一 3? 機 一新 だ。 諸事 悉く 行り 直しで ある。 新たなる 出發點 から 歩み 出す ことが 必要で 

ある。 『誠に 實に 汝に吿 ぐ』、 斷 じて 斯 くの 如し、 おめ 疑 ふ 勿れ。 

『上より』 と譯 する こと も 出来る。 然し 『新に』 で 差 支な からう。 

る 認識す る ことで ある。 

4  - コデ モは 耶穌の 一 一 百 を聽き 一 驚 を 喫して、 彼 も 其の 同志の 徒 も 今の ま.^ にて 祌の國 を迎ふ 

る ことが 出來 る。 た^-メシャを迎へ、 政 を 改め、 制度 を 整へ て、 文物 燦然た る を 得ば、 ？i 宗 より 繼 

承せ る 理想 を資 現せし むる こと 期して 俟 つべき であると 思 ひ 設けて 屈た のに、 是は 如何に、 總 ベて 

の 行き 懸り告 無の 暁と なり、 何事 も 更に 出發 せねば ならぬ と は、 驚き入り たる 言 かな。 今日の 辭令を 

以て 云へ.. H 凡そ 人の 事 は -Ms.- を^ ぜ ねばならぬ。 現在 は 旣往の 子で ある。 將來は 今日から 始まらね 

きな ぶけ ふ 

ばなら ぬ。 ユダヤ 國 W は光榮 ある 歴史 を 有す。 國を 建て \旣 に 多くの 年 所 を經て 居る。 昨今の もの 

でない。 宛然 老成 人で ある。 幾多の 經驗を 積んで 居る。 拔 くべ からざる 惯例を 有し、 離る ベから ざ 

る 線路に ゆ 口 ふて 歩みつ、 ある。 旣に 多くの 尊重すべき もの を携帶 して 居る。 余の 如き も 固よ り^り 

である。 如 にして 贵說の 如くなる ことが S 來 るで あらう か。 老が 身の 再び 出產を 期待 せんこと 思 

ひも^ら す。 白 髮老大 の 翁、 母の 胎內に 立ち 一 M る さ を 得る であらう か。 實に 解し 難き 御言で ある— 
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5 耶穌、 老儒の 疑 を 解かれん と 欲して 懇切 を 極められた。 

.^.^li 前-おは 洗禮を 指す。 曾って 洗 禮者約 翰が 行へ る 悔改の 洗 禮を言 ふ。 後者 は 上よりの 感 

は， 一ら 

化 を s§ り、 祌の gl;^ 靈、 人の 心に 活動き て 新なる 生命 を與 へ、 精神 狀 態に 一新紀元 を 開く こと を 首つ 

たので ある。 

i: か il い 1^1^ 前の 『兑 る』 は 認識す るの 意で あつたが、 此 所の 『人る』 は 親ら 祌の國 に 加 

人し、 其の 民と なりて、 需の公：！！^たる權能を附與せられ、 其の 幸福 を受 くるに 至る を 指す。 見る に 

一 歩 を 進めた る 意味で ある。 

6 肉に. H りて 生る \ 者 は 肉な り、 靈に 由り て 生る \ 者 は靈 なり 肉と は 凡俗の 世界、 現在 有り 

のま. -の 生活 狀態を 意味す。 卽ち 行き 懸 りの まふの を 首 ふ。 靈とは 形に 囚 はれ、 唯 物的に 流れ、 

行き 懸 りに 束縛せられ、 形式に 齷齪と して 目に 見 ゆる 事物の 經營 にの み 努力し、 精 祌界の 官僚 式 組 

織 や、 制度の 文明開化、 行骸 作法の 末に 囚 はれた る 道德、 克己 愎禮の 修身、 今の 世の 所謂 ェ藝 理財 

等に のみ、 其の^ 界を 限れる 肉の 天下 を 超越して、 其 の^を 靈界に 向け、 目に 見えざる 方面に 极據 

を 据え、 祌を 中心とし、 精祌 上の 生命 を 本と し、 人格の 最も 深き 方面 を 養 ひ、 主として 精祌 的に 發 

達する を 心 懸ける、 靈智 鐘覺の 旺盛なる 生命で ある。 實 にこれ ぞ 超自然の 生命で ある。 种の S や 謹 を 

受け、 此の 生命 を 内に 娬與 せらる \ か、 則ち. 謹に 於て 生れた る 者で ある。 流れ は 其の 源より 高き を 

得べ からざる 害で ある。 其の 出發 點が此 所に 首 はれた 肉で あらば、 其の 結果 も！^ 肉で あるべ きは當 


然の EJ である。 荊棘より 葡 菊の^ 實を牧 むる こと は 難い。 氏より ^=ちとーーーー1:ふことは 世界文明の性 

赏、 1H; の 生命の 發 達に は 適 川すべからざる 格 首で ある。 此の方 に 於いて は 蛙の 1,^ は 何 所まで も 蛙 

である。 故に 肉に 出り て 生る、 お 云々、 に. E りて 生る.^ 者 云々 は 明. CI なる 眞现 である。 

7 及び 8 然し 大： li から れ ば^ょり 斯 くの 如く 现の 當然、 少しも 怪しむ に 足らぬ ことで あるが、 

！ ^ゆ？ 的 生命の 發展 する 順序 次第 及び 形狀に 至りて は神變 不思議、 千 差お. 別、 作 S の 妙 端倪す ベから 

ゲ ァ ライ エティ ス， ォブ リ ジャス • エキス ビリエ ンス  ト ワイス • ボル ン*メ  i 

す、 名狀 すべから ざる ものが ある。 ジ H ムスの 『宗敎 的賨驗 の 千狀萬 態』 や バグ ビィの 『；冉 生 人』 

其 の 他 此の 類 の 事 を 記述 せ る 害を讀 み、 殊に^ 前に 於け る 回心の 事實を 見る に 及びて、 何人 か 精 

祌界の 功 W 及び 變化 に 不思議の 感を懷 かざる を 得る か。 故 に 曰く、 

我 汝に斩 こ， 生るべき 事 を 云 ひし を 怪しと する 勿れ。 風 は 己が 任に 吹く、 なんち i4、 の^を 間け ども 

より 來 iv、 何 所へ 往くを 知らす。 凡べ て-謹に. H りて 生る、 もの も 此の 如し。 

要するに 耶穌の 一一 一一：： はれた 大意 は 次ぎの 如くになる であらう。 御身 も 知っての 如く、 洗 禮者約 翰 は 

我が 國： iir か 今の 儘で メ シ ャ を默迎 する に堪 へぬ, A1 を. 說 いて 悔 改めの バ プ テス マ を 施した。 或は 約 翰 

のー^^敎に心を動かされて其の必要を感じた 一 人 は 御身であった かも 知れぬ。 然れ ども^の 洗禮 を受 

けす してへ r 日に 至った 様で ある。 其れで は 1^ 可ぬ。 今や 國民も 恫人も 根本的に 生れ 變 るべき 必要が 

迫って 居る。 如何しても 悔い改めねば ならぬ。 行き 懸りを 打破して 心機 全く ー轉 せねば ならぬ。 此 

の 意 未の 洗禮は 誰 にも 缺ぐ ベ か らざ る ことで ある。 此は人 は ゃ老 ぬればと 言 ふ 御身 にも 確か に 必要 
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では 無い か。 此の 水の パプ テス マ を 受け、 加 ふるに 祌の靈 を 内に 受け、 其の 感化 を 蒙り、 生命の 中 

心 をー變 して 新なる 出發 點を定 むる に 非 ざれば、 固より 未だ 祌の 子と して 出産して は 居らぬ、 祌の 

民で も 無い。 ； t の國 のおた る £ は 出来ぬ iTfil である。 故に 先づ 水と 靈 とに. H りて 生る、 を 要す。 肉よ 

り產出 せらる、 もの は 肉、 靈 より 魔 出せら る る 者 は靈な り と 言 ふに 何の 不 思議 も 無 かるべ き 害で あ 

る。 此は 常識から しても 明かで ある。 然し 祌の il^ 靈の作 川 は 奥妙 不思議で あると 亦 一一 一一" ふを俟 たぬ。 

新なる 生命 は來 るに 於ても、 往 くに 於ても、 之 を 端倪す る ことが 出来ぬ。 譬 へば 風の 吹く 如くで 

ある。 其 出入と もに 目 を 遮るべき ものが 無い。 唯 だ 其の 音 を 聞く のみ。 聖靈に 由り て 生る k も 之と 

か； 5 わざ 

同じく、 固より 神爲で 見えざる 世界に 發 L て、 永遠の 生命に 歸着 する ものである。 本來 現世の 者で 無 

い。 然し 其の 効果 は顯 著で ある。 仁愛、 謙 進、 喜樂、 平和、 清崇、 勇剛 など、 世の 人に も 認めら る 

： たらき 

る ことが 出来る。 物理 界に 風の 如き 作 ffl も 有る では 無い か。 何 ぞ獨り 聖靈に 由り て 生る」 ことなし 

とすべき であるか。 

斯く論 されても 一 1 コ デモ は尙ほ 其の 意 を 得る こと 能 はす、 曰く 

9 如何で 此の こと あらん やと。 

W 耶 5^ 答へ て 曰け る は、 汝は イスラ H ルの師 なる に、 なほ 此の 事 を 知らざる か。 

抑 も-一 コ デモ は 世に 特殊なる 使命 を 負へ る祌の 選民と して、 精祌 的の 敎 育に 久しく 養成 せられた 

る イスラ H ル 民族の 一人で ある。 加 ふるに 其の 長老であって、 人の 師範と も 仰がる、 身分で ありな 


がら、 なほ 此の 事 を 解す るに 至らす と は 如何なる 次第で あるかと、 耶穌 深く 之 を 怖み 造憾千 萬に 思 

召された ので ある。 世の 人 1;::^ 仰に 1^- 鈍な りし は 诞耶穌 に 一驚 を樊 せしめた 事と 見える。 馬 可傳六 早 

の 六 も 其の 一例で ある。 然し 二 コ デモ は 故意に！ i-i;^, (に 固った 人物ではなかった。 事理 を 解す るに 至 

りて は 耶穌を 驚かす ほどに 鈍く は あつたが、 誠實な る 天 性の 上に 先刻からの 問答で 漸 やく 發 明す る 

所 も あり、 餘 程謙遍 にもな り、 敎を受 くるに 適した る 態度 も 稍ゃ備 つて 來た であらう。 故に 耶穌更 

に 語 を 進めて 曰く。 

n まことに まことに 汝に ん、 我ら 知りし こと を 言 ひ、 見し 事を證 する に 汝らは 我らの 證を受 

けす。 U  i むし 我 地の 事 を 言 ふに 汝ら 信ぜす ば、 天の 事 を 言ん に は 如何で 信す る 事 を せんや。 

斯く 一一 一一：： はれた の は 蓋し 次の 如き 意味であった らう。 ニコ デモの 問 は 新なる 生命の 出 所、 其の 成立 

及び 發逹の 順序な どに 關 係して 居る。 之が 解釋を 試みん とすれば、 話頭 は 自然ら 天上界の 事に 及ば 

ねばならぬ。 叉 勢 ひ 救世の 根本 眞理 にまで 立ち入り、 耶穌の 人格 や 其の 事業に も涉 りて、 新たなる 

生命の. H 來を 明かに する ことが 必要に なって 來る。 然し 此は已 に 『天の 事』 に屬 す。 實に 此の世の も 

のに 非ざる 天上界の 秘義 である。 祌の 子の 性質 や 救の 要義な ど、 事が すべて 茶 だ祌秘 的で ある。 之 

に說き 至る は 主の 好まる、 ところでは あるが、 困った CJ に は -1 コ デモな どの 人々 未だ 『地の 事』 を 

も，^ ふ！： して 居らぬ。 地の 事と は 新たなる 誕生の 必耍 など を 指した ので ある。 凡そ 世 Si 齊 通の 事理に 

照して 之 を 熟慮 すれば、 新たなる 誕生の 必耍は 明白で ある。 悔い 改 むべき 罪 は イスラ H ルの師 なる 
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一一 コ デモに も ある。 古の 豫言者 も 已に說 いた 如く、 天来の カを與 へられ、 上より 聖靈を 賜ら やん ば 

此のず 生 を 如何 かせん。 現在の まム にし て祌の 罔を實 現せし めんな どと は m 心 ひ も 寄らぬ ことで あ 

る。 其れ故 洗 禮者ョ ハネの 傳道も 行 はれた ので あらう。 此れ 『我ら』 C? 計) の 世上 親しく a 聞せ ると 

ころで ある。 決して 我 一人の 話で は 無い。 旣に 吾が 弟子 ども も 此れ だけの こと は 同じ様に 理解って 

居る。 彼ら も 翁に 洗禮 者の 門に 入り、 今 は 我に 隨 身し 此の方 面に 於て 日々 進境 を 見つ- - ある。 此は 

獨り 我が 證言 すると ころに 非す、 此ら 門下の 人々 とともに 『我ら』 の 見聞せ る 當然の 眞理、 地上の 

通理 で、 決して 人の 耳目に 全く 超 絡せ る 事柄で 無い。 言 は 2^ 手近な ことで ある。 然るに- 1 コ デモら 

の 輩 之 をし も 解し 得すと すれば、 爭で耶 5i の 今し 說き 出されん とする 祌秘 にして 幽玄なる 天上界の 

消息に 通す る ことが 出來 やう ぞ。 甚だ 覺 束な き所爲 である。 

此の 一 言に て 一一 コ デモが 耶 の 言 はる、 所に 倾聽 せんと 欲する 心 も 愈 深くな つて 來た であらう。 

其 の 惑 ひの 渐く 啓か る ベ き 精神 狀態 に 進んだ であらう。 たと ひ 直ちに 耶穌の 所說を 理解す る こと 能 

はすと も、 他日 思ひ當 りて 大いに 發 明す るに 至るべき 端緒 は旣に 此の 時に 開かれた であらう。 耶穌 

は聽 くもの X 直ちに 解し 難き こと を も 他日の 伏線と して、 厘 語られた 事が 冇る。 現に 此のと き耶穌 

のモ， 'セ 荒野に 蛇を擧 げし 如く 云々 と 言 はれた こと は、 約 翰傳第 十九 章^ 九 節に 記された る 場合に 

至り、 一一 コ デモ 始めて 實 にもと 首肯く こと を 得た ものと 思 はれる。 

其處で 所謂 天の 事に 說き 及ぼされ たので ある。 眞に 聖霊に 由り て產 れんと 欲せば 先づ 神の 事 を 明 


かに 知らねば ならぬ" 基 と 共の 十字架と に 於て 顯著 にせられし 如くに、 祌の實 に 父た る £、 及び 

其の 救 ひの 愛と を 認め 5 & ねばならぬ。 然し 此は 到底 摩 測で は 何の 役に も 立たない" 第一章の 二 

怖に 昆 ゆる 如く 祌 偕に 在る ものに 非 ざれば、 天の 事 を 正しく 明らかに 徹底的に 啓示す こと は 思 ひも 

寄らぬ。 然し 人 はみ な 地上に 生れ、 地上に 住み 居る もので、 斯の 如く 神と ともに 生活せ る は 古今 一 

人 も 無い。 先づ 天に 昇りた る 後に 非 ざれば、 斯の 如き は 如何しても 出来ない 所爲 である。 天 の 事 を 

, ば s^、 之 を 明かに して、 scf る 生命 を與 さんと 欲せば、 其 必要 條件 として、 先づ 天に 昇り 天に 住居 

して、 親く 神と 共に 生活せ ねばならぬ。 所が 天下 未だ 斯の 如く 天に 昇った と 謂 ふべき 者 は 一人 もな 

い。 唯 だ 天より 降れる 基督の みで ある。 『未だ 祌を 見し ものな し。 た^ 父の 懷裡に 在す 獨 子の 种之を 

顯し 給へ り』。 此れが 卽ち第 十三 節の 意味で あらう。 曰く 

^ 天より 降り、 天に 居る 人の子の ほかに 天に 昇りし ものな し。 

天に 居る 此れ は 改譯に は 除いて ある。 然 する が穩當 の譯し 方で あらう。 

人の子 旣に 第一章に 於て 研究して ある。 要するに 基督 は 天より 降った もので、 實に祌 々しく、 

ゆめ 之 をす ベての 世の 人と 一様に 見る さを容 さぬ。 然し 人間と 全然 隔離れ て 居て、 共通の 點が 無い 

ならば、 よし 断る 人 天よ" 降り たれば とて、 すべて 沒交涉 である。 其の 啓示 は 何の 甲斐 も ある ま 

い。 基赞は 天上の ものに 相違ない が、 また 眞に 人の子で、 人類と 苦 樂榮辱 を 共に する 骨肉の 人、 同 

胞兄 n.ij- の 一人で ある。 彼 は 夭 より 降りても、 人の子た る こと を 失 はぬ。 其れ故、 其の 降 世、 其の 敎 
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說、 其の 事業、 みな 人間に 限りなき 効果 を 及す こと を 得た ので ある。 海外の 事情 は 海外に 渡り 行き 

て 、其 所に 住んだ 者に 非 ざれば 解らぬ。 無論 海外の 土地に 生れた 人が 來 さへ すれば、 之に 由り てす ベ 

ての 事情 も 明かになる， i 極って 居る。 然し 其れに は 一 つ 大切なる 條 件が ある。 其の 人 此の方に 生れ 

たもの 同 樣に曰 本の 風俗 言語に 通曉し 居て 、すべて 日本人と も 見ら る 」 ヌ I の 出来る ほどに な つて 居 

るので 無くば、 たと ひ 天涯 萬 里から 來 りたれば とて、 其の 甲斐 少しもな く、 珍 文漢で 終って 了 ふで 

あらう。 此の 天より 降りし ものが 同時に 人の子で あると 謂 ふ， ) と は 其れ故 甚だ 大切で ある。 

然 らば 天より 降りし 人の子 は、 如何 謂 ふ 風に 天上の 事柄 を 啓示し、 如何なる 方法 を 以て 世 を 救 ひ、 

^ る 生命 を 人に 與 ふる 事 を 得る ので あるか 

H モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く、 人の子 も擧 げらる 可し 

此れ は イスラ H ル 民族の 故事 を 取った ので ある。 昔し 彼ら 荒野に 行き みて、 毒蛇に 嘴 まれて 繁- 

る 、者 日々 夥多し かりし 時、 モ ー セ HI 鐘に て 毒蛇の 形 を 作り、 之 を 竿の 頂に 指げ、 ：&, 衆に 示して、 視 

た 

よ 雨ら に災 せる 蛇 は 神の 思 召に 依りて、 最早 斯 の 如く 結て 害 を 加 ふ る 事 を 得ざる 者と な つて 居る。 

之 を 凝視して 神の 思 召に 感 佩し、 其の 能力 を 信す る 者 は 立地に 害毒 を 免れ 得 べしと 宣言した。 之と 

甚だ 似寄った 事實が 基督の 十字架に 擧 げられ た 事で ある (KKt{si「J 基督 は 其の 十字架 を 以て 罪 

の赦 さるべき 道 を 開き、 其の 暴力 を 挫き、 之 をして 宛 かも モ ー セの眞 鐘の 蛇の 如き ものと なる に 至 

らしめ たので ある。 人 若し 基督の 十字架に 深く 注意し、 其の 事. m を 明かに し、 其の 義 謹に 逢して、 


之に 籤れ たる 神の 救と 共の 恩寵と を會 得する 事 を 得、 その 限な き 慈愛に 己が 魂の 大 問題 を 托する 

すお i,、 

に至るならば必す其の罪の救を•w^験し、 神の愛に 觸れ、 其 父た る 有りの ま- -の 狀を認 むる 事が 出來 

る。 故に 

.^ 凡て 之 を 信す る ものに 亡ぶ る ことなくして 永遠の 生命 を 受けし めんが ためなり で、 救 は 一 

に 港 ^^；: に對す る 人 の 態度 如何に. S り て 定ま る。 1^ 督の 十字架 は 人 の靈魂 の 分岐 點 で あ る。 

耶穌と 一 1 コ デモとの 問答 を 傍へ 聽 きし、 殊に モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く 云々 の 御 一 百に 接した る 著 

者 は、 當時之 を 謎の 如くに 感じて、 神秘の 意義の 床しく もまた 不思議に E 心った であらう。 然しの ち 

たすけぬ し 

に 耶穌の 十字架に 碟殺 せられた る を 目 載し、 共の 意義 を 感得し 得る に 至りて、 『父の 前の 助 主 即ち 義 

かの よ 

なる 耶穌 基督』 の 恩寵 を經 験した る 彼 は、 始めて 彼 夜 さりの 謎 を 解く ことが 出來、 妙味 一一 目 ふべ から 

ざる もの ある を覺 え、 恩寵の 深き， H 水に 沐浴した ので あらう。 故に 第 十五 節に 終れる、 主 耶穌の 御言 

に 附言して 曰く、 

W それ； W は その 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り。 此は總 ベで 彼 を 信す る 者に 

亡ぶ る ことなくして、 水生 を 受けし めん ためなり。 

これ 一 M に 著者の 信仰の 實驗 から 產み 出された る眞现 である。 救の 道 は 皆 神の愛より 出づる もので あ 

る。 基督教の 神 は 父で ある。 人の 罪惡を 其の ま-にす る こと を容 さぬ。 罪に 對 して、 懷 かる V 所の 

御 怒 は 何に. H りて 之 を 解く こと を 得る であらう か。 其の 獨子 耶穌 基督 を 世に 降し、 其の 十字架に よ 
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りて 此の 難題 を 解決 せられた。 總べ てが 其の 限りなき 愛に 充 ちた る經 験から 出で たもので ある。 

パリ サイの 如き は 人種 差刖の 偏見に 囚 へ られ、 自ら ァ ブラ ハ ム の裔 なる が 故に 祌の 祝福に 與 かる 

を 得べ しと 信じて 居た。 然れ ども 耶穌 の舉 校に 敎育 せられた る 著者 は、 然か思 ふ EJ が 出来ぬ。 其 所 

で 『祌は … … 世の 人 を 愛し 給 へ り』 と 謂った ので ある。 某お  1 の 福 昔 は 世界的で あ る。 『人 若し 罪 を 犯さ 

ば 我らの 爲に 父の 前に 助、 王 あり。 即ち 義 なる 耶穌 基督な り。 彼 は 我らの 罪の 爲に 宥めの 供物たり。 

管に 我らの 爲 のみなら す， また 全世界の ためなり』 (？! ff 、一  i!) 

祌は 共の 限り 価： き 慈愛より 獨 りの 御子 を 降し 給 ひて 世の 人の 爲に 何 を 贏ち 得た ので あるか。 即ち 

永生で ある。 物界の 夢の 如き 窮屈なる 生活と 異 りて、 神の 慈愛に 浴し、 之 を 享け樂 みて、 人類 本來 

の眞 面目 を爲し 遂げ、 其の 生命 を 最も 圓滿に H: つ 徹底的に 發揮 する Hi である。 此の 生ん 叩 を 得る もの 

は、 心の 往 くま、 に總 ベて 滿足 する ことが 出來 る。 寊に 根本的の 生命で ある。 之 を 得ざる もの は、 

假 令肉體 頑健に して、 富み 榮 えたり とも、 旣に 滅亡の 道 を 歩んで 居る。 遂に 恢復の 由な き 滅亡に 沈 

倫 せざるを得ない。 而 して、 亡ぶ ると は 何で あるか。 祌 との 聯絡 全く 絶え、 祌の 子た るの 生命 全く 

さが 

失せて、 罪悪の 奴と な. o、 物界の ものと 成り 下って 了 ふこと である。 未来永劫 浮ぶ 瀨の なき 損失で 

ある。 

斯 くの 如く 永生と 永遠の 滅亡との 由って 分る、 ところ は 何で あるか。 即ち 彼 を 信す る 者 は 滅びす 

して 永遠の 生 八 叩 を 得る ので ある。 信仰が 其の 條件 である。 基督 敎は 善行 を 積み、 功 德を蓄 へて 救 は 


るる 道で はない。 祌の獨 子 耶穌丼 A 督の 十字架 を 仰ぎ、 前日の 非 を 悔い、 年 來の罪 を慨 き、 之 を赦さ 

れ、 之 を 取り除か れんぶ-を 切に 希 ひて、 共の 恩 龍 溢る ヒ はかりなる 救の 道に 全然 身を投じ、 只管 之 

に歸 依す る ものが、 此の 永遠の 生命 を 與 へらる、 ので ある。 みな 祌の 賜物で ある。 自己の 經膂 努力 

の 結^で ない。 故に 之 を 恩 龍な りと 云 ふので ある。 これが 恶督 敎の大 眼目、 其の 救の 道の 要 I ぬで あ 

る。 我らの 救 を 要する や 甚だ 切迫して 居る。 其の 救 は， 全く 祌の 愛より 生じた 結 rai- である。 祌は 何に 

由って 人 を 救 はれた かと 云 ふに、 其の 獨子を 賜 ひ、 之 をして 其の 十字架の 上に 於て 人類の 救 を 成就 

せしめられた。 我ら は 之 を 信じて 救 はれる。 信ぜざる もの は滅 ぶる。 斯くて 此の 救 ひ 人類の 全部に 

及ぶ。 即ち 世界的の ものと なる。 何人も 之に 漏る、 もの はない。 

斯 くの 如く 信す る や 1^ やに 由り、 人の 運命に 恐るべき 差別 を 生す るので ある。 莨に 信ぜす して 滅 

亡に 至る ものが 夥しい。 然し 神の 目的 は 人 を 救 ふに ある。 萬 民の 救 はる、 ことが 其の 意志で ある。 

故に En  く、 

n 祌の其 子 を 世に 遣し 給へ る は 世 を 審判かん とに 非す、 彼に. E りて 世 を 救 はんが 爲 なり。 

き 静 る ^ と は 生命の 分岐 點に 達する ことで ある。 靈 魂の 分岐 點は 基督で ある。 之に 從ふ もの は 

さ „H か 

救 はれ、 叛 くもの は 減ぶ。 此 所に 言 ふま 刺る、 は 生命の 分岐 點に 達し、 其 所で 祈れて、 滅亡の 道に 

入る こと を 指す。 

救 はる k は 罪と 之に 對 する 神の 審判の 結果 を 免 かれ、 神の 子と して 永遠の 生命 を 全 ふす る £ を 
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意味す。 

斯 くの 如く 限りなき 相 遠 を來す 所以の もの は、 信仰の 有無に 根ざす。 

さばか 

^ 彼 を 信す る もの は 審判れ す、 信ぜざる もの は 旣に容 1： れ たり。 蓋 神の 生みた まへ る獨 子の 名 

を 信ぜざる に 因る。 

旣に 審判れ たり 基督 を 信ぜ ざれば、 其の 不信仰が 旣に 自ら 生命の 分岐 點に 於て 滅亡に 陷 つた 

ので ある。 不信仰が 取り も 直 ほさす 墮落 である、 滅亡で ある。 

,  さま 

何故 信ぜざる もの は審 刹れ て、 滅亡に 陷 るので あるか。 

蓋 神の 生みた まへ る獨 子の 名 を 信ぜざる に 由る 神の 產 みたまへ る獨 子と 云 ふ HJ に 就いては 第 

一 章に 於て 旣に 解釋 して ある。 其の 名 は 即ち 神の 獨子 耶穌 基督の 聖德、 其の 神々 しき 品性、 其の 十 

字 架の 意義な ど、 總 ベて 神の愛すべく、 永遠なる 生命の 慕 ひ 求むべく、 罪の 最も 恐るべく、 憎む ベ 

きもの なること を遣憾 なく 明に せられた 基督の 尊き 聖容 である。 一 言に 約 すれば、 鮮 かに 啓示 せら 

れ たる 善 そのもの、 道 自體、 取り も 直 ほさす 人類の 本領、 其の 徹底した る 理想で ある。 之 をし も 拒 

否す る こと を敢 てして 憚らざる が 即ち 不信仰で ある。 

人が この 恐るべき 不信仰に 陷るは 何故で あるか。 其の 由来 を 窮めな ば、 或は 之 を 防 4- する の頓り 

ともなる ので あらう。 

S 罪の 定まる 所以 は 光世に 來 りしに 人 その 行の 惡 きに 因りて 光 を 愛せす、 反って 喑を 愛すれ. ま 


なり。 s 總 ベて 惡を なす もの は 光 を 悪み、 其の 行の 責められ ざらん 爲に 光に 就ら す。 

即ち 不信仰の 因 は 倫理 上の ことで ある。 心 曲み て、 其の 向 ふところ 邪徑に 人り、 志 £ しから ざ 

るが 故で ある。 

第 十九 節の：^ しき と は 不義 無道 を 意味す。 

第廿 節の 悪 をな す の惡は 何の 價値 なく、 た わい も 無く、 §3： に 取り留めな きこと を 謂 ふ。 人 は 兎角 

いた プ  S 

不義 無 近なる こと を 揮ら す、 夢の 如き、 何の 利益 もな き 徒ら ごとに 拘ら ひ、 之に 囚 へられ、 之に 溺 

れて、 罪 を 犯し、 北ハの 性と して、 暗き を 好みて 公明正大 なること を 忌避し、 厭 ひ 悪み て、 常に 之に 

遠 からん こと を：！ る。 畢竞 其の 行の 責められ ざらん がた めで ある。 宛 かも 眼. M に 摇れる もの、、 白 

日 靑天を 恐る k 如くで ある。 信ぜざる にも 種々 のロ實 が f," けらる、 ので あるが、 人生 を眞 面目に 送 

り、 謹嚴 方正で、 實の ある 徹底した 生活 を 心 懸け、 道 を 好み、 頻りに 向上 的な 修養 を 皆と する もの 

は、 ^^督の愛すべく、 慕 ふべ く、 信すべき ものである こと を 如何しても 認む るに 至る ので ある。 然 

ら ざる もの は 信す る 事が 出来ぬ。 斯くて は 其 信せ ざる を 以て 罪せら る k も當然 のこと である。 其の 

罪 旣に定 つて 居る。 

然し 凡そ 道 を 好み、 眞を 求め、 高尙 なる 志 を懷 き、 平生 聖域に 進まん と 欲して 努力す る もの は、 

假令 直に 基督 を 認識す るに 至らす とも、 旣に 其の 靈 魂に 於て 鐵の 磁石に 吸引 せらる、 如く、 基督に 

近かん としつ、 ある ものである。 早 晚必す 歡んで 基督 を迎 ふるに 至り、 終に は 基督の ものと なる で 
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あらう。 斯くて 其の 志が 實 現せられ、 從來の 修養 努力み な 此の方 針に 從 つてな された ものである こ 

とが 顯 著なる 事實 となる であらう。 故に 曰く、  . 

^ 爲 理を行 ふ もの は 其の 行の 顯 れんが 爲に 光に 就る。 蓋祌に 遒リて 行へば なり。 

眞理を 行 ふ と は 人生の ？ I 僞を厭 ひ、 總 ベ て 事物 の 眞相を 得ざる を 憎み、 眞を 探究す る に 熱中 

し、 道 を 樂んで 倦ます、 其の 現在に 安ん ぜ すして、 精神 上 愈よ 昂騰 せんこと を 望む こと 切なる もの 

である。 彼ら は i 莨 行 を 努め、 體驗の 功 を 積んで、 渐く 基督に 接 觸し或 ひ は 未だ 然る 場合に 達せざる 

も、 精神 上の 準備 旣に整 ひたれば、 草木の 日に 向って 仲ぶ るが 如く、 あはれ 其の 未識の 主に 親しく 

仰ぎ！ えて、 に是 なりけ りと 歡 呼す るに 至らん こと 必定で ある。 明らかに 基督 を 認め 得る に 至ら 

ざり しもの、 中に も、 選 まれた る 此の 種類の もの 多き を 疑 はぬ。 

ユダヤに 於け る傳道 

(第三 章 ニニ 丄ー 一六) 

H ルサ レムに 於け る耶 妹の 傳道 は、 第二 章 及び 第三 章 一 —ニー  に 記載され たる 如き 始末で、 一 段 

落 を 劃し、 其れより 都 を 去りて、 ユダヤの 地方に 手 を 擴 げらる.^ ことにな つた。 聖 殿のう ちょり H 

ルサ レム、 エルサレムより ユダヤ、 ユダヤより ガリ ラャと 謂 ふ 様に 漸次 傳 道の 範圍を 仲 張せられ た 


ので ある。 

？! この 後、 耶穌^！^子と ユダヤ の地に至り、 ともに 彼 所に 止り て、 パプ テス マ を 施 こす。 

^四 章 二に 兑 ゆる 如く、 此 は耶穌 親ら バプス テマ を 行 はれた ので は 無い。 ^；^子をして爲さしめたの 

である。 蓋し ヨハネの パプ テス マと Is の 趣意であった らう。 耶穌は 其の 問に また =^ ^子た ち を敎育 

する 機會 をも兑 出された ものと 思 はれる。 

然ると ころ 當時 他の 一 方に は ヨハネ も、 アイ ノンと 云 ふ 所が 水豐 かであった から、 之 を根據 地と 

して 從 前の 悔 改めの バ プテ ス マ を 行って g た。 表面から 觀れば 宛 かも 競 ISJi!' でもして お る^に 感ぜら 

れた であらう。 共觀； 1  一 s_ ば 害に は、 此のと き ヨハネ 旣に獄 に投ぜ られて 居た ものら しく 解 せらる、 や 

うに 記いて あるが？ 實は然 うでなかった。 其れ は 後日 のこと であった と此所 に錄し て 第 四 福音書 著 

者 は 他の 誤解 を 正した ので ある。 斯の 如く 暫の間 は、 耶穌の 弟子と ョ ハネの 弟子と 相 並んで バプス 

r  ,  ひごろ 

テマ を 行 ひ、 前者の^ 振 頗る 好かった ところから、 ヨハネの 笫子日 來之を 安から す 思って Ite た。 折 

しも 潔の ii; 题 から 附者バ プ テス マ の 優劣に つきて 第 子 同士の あ ひだに 爭論を 生じた もので あったら 

う。 ョ ハネ のお 子ども. g の もとに 來り訴 へけ る やう。 先生の 紹介して 遣れた 彼の 漢 こそ 心得ぬ、 今 

は 此方の 向 ふ を 張りて 盛んに バプ テス マ を 行って 居、 世擧 りて 之れ に ：！ 依 せんする 勢で ある。 恩 を 

仇と は 此れら を や 首 はん。 以ての ほかの ことで ある。 實に殘 念 千 萬で はなき かと。 秕舉 りて と は、 

然ても 仰山なる 言 ひ 分で ある。 嫉妬の 股に は然か 見えた ので あらう。 彼ら は 曾って 耶穌 一一 コ デモと 
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の 問答に、 人 は 水と 鏊と によりて 生れす ば 神の 國に 人る こと 能 はす、 肉に よりて 生る、 もの は 肉な 

り 云 々 (J! の) と 一 百 はれし と 傅へ 聞て、 此れ 正 しく 吾が 徒の 流 俊 を 蔑みた る ものであると 憤慨し て 3^5 た 

のか も 知れない。 

S ヨハネ もまた サ リム に 近き アイ ノ ンに 居りて パプ ステ マ を 施す。 彼 所 は 水 多き を 以てな り 衆人 來リて パプ テ ス 

マ を 受けた リ。 " 此のと きョ ハネは いまだ 獄に 投れら れざリ き。 -.3 ョハ ネの 弟子と ュ ダャ 人と 潔め ごとに ついて 

あかし 

fif- ひ ありけ るが， .2 彼ら ョ ハ ネに來 りて 言 ひける は、 ラ ビ視 よ、 汝 とともに ヨルダン の 向 ふに 在りて、 汝が證 明 

せし もの バプテ ス マ を 施す にみ な 彼に 來れ り。 

彼ら は祀 憂と 嫉 みとに 堪 へられす して、 斯くは 一 百 ひ 出で たので ある。 然し 流石 師の心 は 之と 全く 異 

つて；：^ た。 ョ ハネ 之に 答へ て 曰く、 余の 斯く ある も 天授、 彼の 人の こと も然 りで、 みな 此れ 神の 賜 

である。 彼ゃ此 うと 爭ふも 詮なき ことで ある。 元 來余は 基督で はない。 基督の 前驅に 過ぎぬ。 此は 

余の 疾 くに 明 一一 目せ しと ころで、 汝 らも 旣に 熟知して 居るべき 害で ある。 其 を何ぞ や、 斯の 如く はし 

はなむ- 1 

たなき 事 を 一一 目 ひ出づ ると は、 甚だ 心外で ある。 之 を 譬 へて 兄な ば、 彼 は 新郎 余 は 其の 取り もちの 友 

人で、 旣に 主客の 別が ある。 とても 同日の 論. ではない。 取り もちの 役に 當れる 者 は、 一 も 二 も已を 

後に 回し、 ひたすら 新郎 を 待ち受け、 たぐす ベて 彼が ため 好かれ かしと 希 ひ、 何 ごと も、 犬馬の 勞 

を辭 せざる べしと 心懸 くる (新郞 の 友達の こと、 本文に あるが 即ち 此の 意味，) の ほか 他事な き 情 態で 

^s- はなよめ 

ある。 今や 新郞と 新婦、 迎へ迎 へられて 打ち 語ら ふを聽 くこ そ 喜ばしき 限りで ある。 實 にも 素懷成 


就した ので ある。 彼方が 盛んになりて、 此方の 衰 ふるが 自然の 順序で ある。 ゆめ 思 ひ 僻めて はなら 

ぬ。 

都の 外の 傳道 (洗禮 者 最終の 證明) 

(第三 章 ニニ— 六 三) 

？" この 後ィ ヱ ス 、 弟子 達と ュ ダャの 地に 行き 其 慮に 共に 留 りて パプ テ ス マ を 施し 給 ふ。 55 ョ ハ ネもサ リム に 近 

きァ イノ ン にて バプテ ス マ を 施し 居たり、 其 處に水 多く あるが 故な り？！ 人々 集ひ來 りて バプテ ス マを受 く。 ぬ 

ョ ハ ネは 未だ 獄に 入れられ ざり しなり。 お J;;^ にョハ ネの 弟子た ちと 一 人の ュ ダャ 人との 問に 潔に つきて 論起リ 

たれば、 彼ら ヨハネの 許に 來 りて 言 ふ 「ラビ 視ょ汝 と共に ヨルダンの 彼方に ぁリ しもの、 汝が證 せし 者、 パプ 

テス マ を 施し、 人 皆 其の 許に 往 くな リ」 "リ， - ョ ハネ 答へ て 言 ふ 「人 は 天より 與 へられず ば 何 をも受 くる CJ 能 はず」 

はな 

S 「我 は キリスト にあらず。 唯 その 前に 遣され たる 者な リ」 と 我が 言 ひし ことに 就きて 證 する 者は汝 らなリ S 新 

Si を もつ 者 は 新 級な り 新郎 の. K は 立ちて 新郎の 聲 をき \ しとき 大に 喜ぶ こ の 我が 歡喜 い ま滿ち た り 彼 は 必ず 

盛に なり 我は衰 ふべ し。 

S 上より 來る者 は 凡て の 物の 上に あり、 地よ リ出づ る もの は 地の もの にして その 語る 事 も 地の 事な リ。 天よ リ來 

る もの は 凡ての 物の 上に あり。 お 彼 その 見し 所 聞きし 所 を 證し給 ふに 誰も その 證を 受けず。 ^ その 證を受 くる 

者 は 印して 祌を as なりと す." 神の 遣 はし 給 ひし 者 は 祌の言 を 語る、 祌御靈 を 賜 ひて 量りなければ なリ。 お 父 は 
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街 子 を 愛し 萬 物 を 其 手に 委ね 給へ り S 掏 子 を 信ずる 者 は 永遠の 生命 を もち、 御子に 從 はぬ 者 は 生命 を 見ず、 反 

つて 祌の怒 其の上に 止るな リ c』 

耶稣 N ルサ レムの 傳道 は、 -I コ デモ 等の 如き 結果 も ありて、 徒 勞に歸 した 事情ではなかった が、 

都 人士 は 概して 冷淡で、 敵 對の色 も 見えて 來た。 其 所で、 弟子た ちを携 へて、 都の 外に 轉じ、 暫く 

の 間 ユダヤの 地方 處々 に傳 道し、 洗 禮を受 くる もの も 多くあった。 然し 此の 洗禮は 弟子た ちの 所爲 

で、 耶 穌の自 から 爲られ たこと では 無かった {J の)。 洗禮の 趣意 は 無論 ョ ハ ネ のと 大同小異であった 

らう。 然るに 當時は 洗 禮者ョ ハネの 入獄 以前であった から、 彼もサ リムに 近き アイ ノ ンと謂 ふ地點 

は 水 多ければ とて、 舊の 如く 其 所に 洗禮を 行って ゐた。 玆に 人々 集ひ來 つたと 記載て ある。 

も 此時ョ ハネは 未だ 獄に 入れられ ざり き。 此は 馬太傳 四の  一 二、 馬 可傳ー の 一 四 等の 記事 を讀 みて、 

一 2 さら 

ョ ハ ネは疾 くに 入獄 中な りと 誤解す る もの ある や も. ゆ. られ ぬ。 之 を 防ぐ 目的に て、 故意に 霄き 人れ 

られた 語で あらう。 

耶穌 未だ ョ ハネの 期待した 如くに 公然 堂々 として 打ち出 でられぬ 故、 其の 間 は 己が 使命 尙ほ盡 き 

すして、 行った ことで あらう。 別段 互 ひに 競爭 する 意味で はない こと は 言 ふ 迄 もない (一一 一一 y—)。 然し 

末鞏に 至りて は 然は往 かぬ。 夫子の 心 ほどに なかった と 見え、 耶穌の 弟子た ちの 爲す ところ を： 小 快 

つ？' 

に 感じ、 平素 之 を 忌 はしき ことと 思って 居た。 折も折と て ョ ハ ネ 弟子と ユダヤ人との 問に 議論が 起 

つた。 問題 は 潔め のこと (til ーハ) であった。 举論は 終に 耶穌の 弟子た ちの 洗禮と ヨハネのと 孰れが 


優れる と 謂 ふ 如き 邊に迄 もつれて 行った もので あらう。 殊に 耶穌が 水と、 jlg とに. E りて 生る &の 必要 

を說 かれ、 肉より 生る- f もの は 肉に 過ぎぬな どと 論ぜられた とも 聞え の)、 何となく 其 弟子 をして 

m ハネの 洗禮を 貶さし め、 共れ が 缺陷を 指摘して、 之 を 補 はんと 擬 すろ 意趣 にても あるかの やうに 

=E 解され たか も 知れぬ、 疑心 を 抱く： ni に は、 喑鬼 頻りに 出沒 する。 天下 悉く 耶穌の ものに ならん と 

すろ 如くで、 師の 一 大事、 吾が 黨の 浮沈 ぞと 心も穩 かなら す。 洗禮は 耶穌の 弟子た ちの 爲 たこと で 

あるのに、 ゆ：： 彼の 所 、に 相 達ない、 實に腹 立し き 次第で あると いきまき 立って 騷 いだら しい。 

,2, ラビ、 兑ょ汝 と \ もに ヨルダンの 對 岸に 在り て 、 汝が證 言せ しも のバプ テス マ を 施す に、 皆 彼 

に來れ り。 

佌を舉 りて 耶穌の 植カ範 圍に歸 せんとす る やうに、 感ぜられ たので ある。 

汝と \ もに ヨルダンの 對 岸に 在 ひて、 汝が證 一 百せ しもの —— を 見る と、 一 の 二 七， H  二 〇 の如く 

吾が 師 より 懇 なる 後援 を與 へられて 居る にも 拘ら す、 斯る こと を爲 すと は、 恩 知らす の 沙汰、 義理 

に 悖る も 茶 だしき 擧動、 不都合 千 萬で あると 痛く 憤った もので あらう。 ものと 言って 名 を 指さぬ は 

あの 漢が、 彼奴が と 篤る と 同様の 意味に 解し 得る かも 知れぬ。 

然し 師は 其の； 子の 如くに はした 無き 心根で は 無かった。 曰く 余斯の 如く ある も、 耶穌 彼の やう 

である も、 ^此れ 天授で、 神の 聖旨に 外ならぬ。 進退 行動す ベて 之 を 遵奉すべき のみ。 余 は 前の 日 

も旣に 基督に あらす、 其の 前驅、 先き 觸れの 役 を 勤む る ものであると 言って 置いた。 汝 らも 記憶して 
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居る 害で ある。 余 は耶穌 のこと にっきて、 毫も 不快の 感を懷 くもので ない。 寧ろ 之 を 喜ぶ もので あ 

る。 譬 へば 彼 は新郞 である。 余 は 其の 取 持の 役目 を 承 はり、 婚禮の 準備 を 整へ たので ある。 今や 心 

盡 しの 効 ありて、 新郞 はめで たく 新婦 を迎 へられた 次第で ある。 多くの 人々 彼に i! かば、 我 は 新婦 

の 輿 入 を 見る 如き 心地 ぞ する。 また 何 を 苦しんで 之を咎 むる ことの あるべき。 豫定の 如く 事の 運び 

て、 すべて めでたく 結了す るに 至らば、 最早 其 は 余の 引き込むべき 機會 である。 何時までも 婚禮の 

準備 懸りを 以て 押し通すべき 害がない。 新郎が 新婦 を 擁する は當然 である。 取り持ち 役 は 此の 歡ば 

しき 結果 を 待ち受け、 何に まれ 己が 任務 を ra^ さ ん とひた す ら心構 を 爲す外 他事 あ るべ く 思 はれ 

ぬ" 彼の 人に 今日の 事 ある は、 余の 深く 喜悅 すると ころで ある" 彼 は必す 盛んになる。 何もの も 之 

を 阻む る こと は出來 ない。 余の 役目 は 結了 だので あるから、 是 より 衰へ 行く が 事の 順序で ある。 余 

の滿 足して 退くべき tt 卽は來 た。 亦 何 を か 憂 へん (一一 gly 此れ 偉人の 言 e ある。 斯く ありて こそ 眞 

の 成功者と 謂 はれ 得る ので ある" 傳道者 は 常に 斯く ありた きもので ある" 彼 は 取り持ちの 役目 を爲 

すに 過ぎぬ" 人望 を 己の 一身に 集め、 宛 かも 自 から 新 郞を氣 取りて、 勢力 を 横領し、 自己 推薦に 忙 

はしく、 其 身 は 基督と 人の 霊魂との 間の 媒介 者た る を 忘れて、 た 己を顯 さんとの み 苦心す る やう 

では、 實に 甚だ 醜き ことで ある。 分際 を辨 へざる 惡 むべき 所爲 である" 自已を 中心とし、 自己の 敎 

會を利 せんとす るの みの 考 では、 眞 個の 傳道は 出来ない。 

三  一 I 三 六 は、 著者が 自身の 感想 を 述べた もので あらう。 其の 大意 は 次の やうで ある。 洗 禮者ョ 


ハネの 語に つきて、 洗禮 者が 斯く 言った の も實に 道理で ある。 基督 は 天来の 人で、 萬 類に 傑出し、 

遙か ヨハネに も 勝って 居る。 凡そ 地より 出る もの は、 水が 其の 源より 高く 流れ S!: ざる 如く、 人間の 

智慧と 兒識 とに 制限せられ、 何を說 きても 地上の 範圍 だけに 止まりて、 天 上の ことに 及ばす、 水 族 

の虛空 高く 翔る こと 能 はざる が 如くで ある。 ョ ハネ ほどの もので も 此の 制限 を 超 ゆる こと は 出來な 

かった。 地に 屬 する ものと して 是非 もな き 次第で ある。 然し 基督 は 未だ 世に 現 はれ ざり し 前、 旣に 

1K に 在られた ものである。 天より と ある は 此の 意味 を 暗示して 居る かと 思 はれる。 其れで あるから 

基督 はすべ て 物の 上に ありで、 其の 說 かる、 こと は、 約 翰 第. 一書 四の 五、 彼ら は 世より 出で しもの 

なり、 之に よりて 世の 二と を 語り、 世 また 彼らに 聽 くと あると 反對 で、 其の 親しく 見聞せ る こと を 

證言 せられた ので ある。 眞に 信す ベ き證. 人で ある リ 

然るに 世人 は 之 を 信じない。 甚だ 怪しむべき、 ) とで ある。 

^ 誰も 其 證言を 受けす 此れ は 語勢 を强 め、 之 を 信す る 者の 少 きを 嘆 じ、 極言した もので、 信 

する もの 一人 もな しと 言 ふ 意味と 解すべき で 無から う。 故に 次の 文に は 信す る もの、 こと を說ぃ 

て、 其の 證言 を受 くる もの はと 記載て ある。 

斯の 如く 基督 を 信す る は * 其、 實祌を 信す るので ある。 祌の 示さる  > こと を 是認す るので ある。 之 

いつは リもふ 

を 信ぜざる は、 ：t を 偽肯 者と 誣 ゆる 道理に 當る。 恐るべき 所爲 である。 

基督の 所說 取り も ぼ さす 祌の言 となる 理由 は 其の 口より 出 づる所 全く 神の 一一 目で あるに 由る。 何 を 

約 翰 IS 諾解  六 一三 


約 is 傳講解  六 一四 

以て 基督の 首 はやが て 神の 一一 一一 s であると 知る か。 基督の 一一 一一：： は豐 なる 聖靈の 感化 を 伴 ひ、 其の 威力 祌々 

しくて、 とても 人類の 語る 類で なく、  f:^ しく 祌の 首で あると 認められ るからで ある (g)。 神 之い 聖靈 

を 云々 と ある を、 英文 改譯の 聖書に は、 彼 聖靈を 賜 ひて として ある。 彼 は 基督 を 指す。 然か 解す る 

が 寧 k> 穩當 であらう。 基督の 一一 一一 c の 威力、 其の 盛なる 感化が、 祌の言 たる 證據 である。 

神の 言 を 其の ま ^ 宣傳 せられた る 基督 は、 實に种 の 子で ある。 父 之 を 限りなく 愛して 其の 手に 萬 

物 を,^ ねたまへ り。 基督 かって 宣く、 我 は 天 にても、 地 にても、 一切の 權を與 へられたり (f さ 八 一 A) 。人 

類 の 通 命 其 の 手に 委ねられて 居る。 故に 之 を 信す る もの は 永遠 の 生命 を 有 つ (|)。卽 ち 現在の 世に 於 

いて 之れ を 所有して 居る ので ある。 之を！^絕し、 之に從はざるものは生命を！；^^\^。 反って 神の 怒 そ 

のう へ に 止まろ なり (§)。 神の 怒りと は、 其の 聖 なな 淸き 愛が、 罪惡と 其の 汚れと に反應 する ので、 最 

も 恐ろしき 事實 である。 神 若し 善き もの を 嘉 みして、 之れ を悅 ばれる ものなら ば、 惡に對 して は、 

其の 反對 なる 態度 を 取られざる を 得ぬ 次第で ある。 a マ 書 一の 一 八に も 神の 怒の ことが 記載て ある。 

(編者 註、 ssas なし) 
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